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1

『雪竇頌古』譯注（一） 　（衣川賢次）

『
雪
竇
頌
古
』
譯
注
（
一）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衣
川　

賢
次

譯
注
前
言

雪
竇
重
顯
（
九
八
〇
～
一
〇
五
二
）
は
七
部
集
と
稱
さ
れ
る
厖
大
な
著
述
を
の
こ
し
た
が
、
な
か
で
も
『
頌
古
百
則
』
は
圓

悟
克
勤
（
一
〇
六
三
～
一
一
三
五
）
の
評
唱
集
『
碧
巖
錄
』
に
採
り
入
れ
ら
れ
て
有
名
に
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
同
じ
く
蜀
出
身

の
同
郷
の
よ
し
み
か
ら
で
あ
ろ
う
、
圓
悟
は
雪
竇
の
『
頌
古
百
則
』
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
そ
の
「
本
則
」
と
「
頌
古
」
に
つ

い
て
「
著
語
」
と
「
評
唱
」
を
附
し
て
い
る
。「
著
語
」
は
茶
々
で
あ
り
、「
評
唱
」
は
調
子
よ
く
提
唱
す
る
も
の
、
い
づ
れ

も
當
時
の
演
藝
の
影
響
を
受
け
て
禪
林
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
決
し
て
深
い
思
索
を
盛
り
込
ん
だ
も

の
で
は
な
い
。「
宗
門
第
一
書
」
な
ど
と
い
う
民
間
書
肆
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
踊
ら
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。『
碧
巖
錄
』
と

い
う
書
物
は
禪
宗
故
事
を
盛
り
込
ん
だ
「
本
則
」
と
雪
竇
の
「
頌
古
」
と
圓
悟
の
「
著
語
」「
評
唱
」
の
三
層
か
ら
成
っ
て

い
る
。
從
來
か
ら
圓
悟
の
「
評
唱
」
に
よ
っ
て
「
本
則
」
と
雪
竇
の
「
頌
古
」
を
讀
解
す
る
こ
と
が
習
慣
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
顛
倒
し
た
手
法
で
あ
っ
て
、
主
に
唐
五
代
の
禪
宗
故
事
た
る
「
本
則
」
は
そ
れ
自
身
と
し
て
、
つ
ま
り
唐
五
代

の
禪
思
想
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、「
頌
古
」
は
こ
れ
を
宋
代
の
雪
竇
が
偈
頌
の
形
式
に
よ
っ
て
解
釋
を
施
し
た
思

想
的
作
品
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
唐
五
代
の
禪
宗
故
事
を
宋
代
禪
の
立
場
か
ら
獨
自
に
批
評
し
た
も
の
と
し
て
讀

解
す
べ
き
で
あ
る
。
圓
悟
の
「
著
語
」
と
「
評
唱
」
は
俗
語
俗
諺
を
頻
發
し
た
蕪
雜
で
饒
舌
な
一
種
の
演
藝
で
あ
る
か
ら
、

「
本
則
」
と
雪
竇
の
「
頌
古
」
は
圓
悟
の
「
著
語
」
と
「
評
唱
」
か
ら
切
り
離
し
て
讀
む
べ
き
で
あ
る
。



2

禅文化研究所紀要 第39号（令和8年4月）

こ
こ
に
『
雪
竇
頌
古
』
譯
注
と
し
て
雪
竇
が
編
定
し
た
「
本
則
」
と
か
れ
の
「
頌
古
」
を
讀
解
し
研
究
し
よ
う
と
す
る

目
的
は
、
唐
五
代
の
禪
宗
故
事
を
宋
代
禪
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
手
順
は
ま

づ
雪
竇
が
編
定
し
た
「
本
則
」
が
ど
こ
か
ら
得
ら
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば

『
雪
竇
頌
古
』
第
七
則
は
法
眼
文
益
と
慧
超
の
對
話
で
あ
る
が
、
そ
の
古
い
か
た
ち
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
五
の
慧
超
の

章
に
見
え
る
も
の
で
、
そ
こ
で
は
「
如
何
な
る
か
是
れ
佛
？
」
と
問
う
た
慧
超
は
法
眼
の
「
汝
は
是
れ
慧
超
」
と
い
う
答
え

を
聞
い
て
、
た
だ
ち
に
そ
の
意
を
悟
っ
た
と
し
て
、「
師
（
慧
超
）
は
此
れ
よ
り
信
入
し
、
其
の
語
は
諸
方
に
播ひ

ろ

ま
る
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
法
眼
は
馬
祖
禪
の
「
即
心
是
佛
」
を
も
っ
て
「
佛
と
は
な
に
か
？
」
に
答
え
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
で
は
雪
竇
の
頌
の
意
味
は
理
解
で
き
な
い
。
雪
竇
の
頌
は
「
江
國
に
春
風
吹
き
起
こ
ら
ず
、
鷓
鴣
啼
き
て
深
花
の
裏う

ち

に

在
り
」
と
詠
じ
、
春
が
來
た
の
に
慧
超
は
氣
づ
か
ず
、
鷓
鴣
の
聲
も
耳
に
入
ら
ぬ
と
ん
だ
鈍
感
者
だ
と
言
っ
て
嘲
笑
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
偈
頌
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
出
て
來
よ
う
が
な
い
。
雪
竇
は
『
汾
陽

頌
古
』
の
「
汝
は
是
れ
慧
超
」
で
終
わ
る
テ
ク
ス
ト
に
據
っ
て
「
本
則
」
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
慧
超
は
法
眼
の
答
え

の
意
味
（
き
み
は
慧
超
だ
、
き
み
が
佛
な
の
で
は
な
い
。
佛
を
求
め
る
き
み
と
は
何
者
な
の
か
？
と
問
う
た
）
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
法
眼
は
馬
祖
禪
再
檢
討
の
唐
末
五
代
の
時
期
の
人
で
あ
っ
て
、
中
唐
時
代
の
馬
祖
禪
の
「
即
心
是
佛
」
の
よ
う
な
單

純
な
考
え
か
た
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
、「
汝
は
是
れ
慧
超
」
を
「
即
心
是
佛
」
の
意
圖
で
答
え
た
は
づ
は
な
い

の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
雪
竇
の
頌
は
唐
五
代
の
禪
宗
故
事
に
對
し
て
從
來
の
解
釋
に
從
わ
ず
、
宋
代
禪
僧
ら
し
い
解
釋
の
反
轉
を
隨

處
に
見
せ
、
そ
の
批
評
性
は
同
時
代
の
禪
僧
の
「
頌
古
」「
拈
古
」
と
は
異
な
る
際
立
っ
た
鋭
さ
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
同
時
代
の
白
雲
守
端
、
保
寧
仁
勇
、
五
祖
法
演
お
よ
び
『
禪
門
拈
頌
集
』
な
ど
に
引
か
れ
る
禪
僧
の
「
頌
古
」
と
比
較

し
て
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
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ま
た
、
雪
竇
は
長
短
句
の
形
式
で
「
頌
古
」
を
創
作
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
宋
代
に
流
行
し
た
「
詞ツ

」
の
形
式
に
似
た
、

五
言
七
言
の
定
型
詩
と
は
異
な
る
比
較
的
自
由
な
、
口
語
的
發
想
を
盛
る
に
ふ
さ
わ
し
い
形
式
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は

宋
代
禪
僧
が
説
法
の
最
後
を
長
短
句
の
偈
頌
で
締
め
く
く
る
知
識
人
的
嗜
好
と
も
共
通
し
て
い
る
。
長
短
句
の
形
式
で
あ
っ

て
も
押
韻
は
詩
歌
に
必
須
で
あ
る
が
、
蜀
出
身
の
雪
竇
の
押
韻
が
「
閩
蜀
同
風
」
と
い
わ
れ
る
特
殊
な
宋
代
四
川
方
音
に

據
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

『
雪
竇
頌
古
』
に
は
譯
注
（
入
矢
義
高
、
柳
田
聖
山
、
梶
谷
宗
忍
『
雪
竇
頌
古
』、
禪
の
語
錄
⑮
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一

年
）、
ま
た
『
碧
巖
錄
』
に
も
訓
注
と
譯
注
（
入
矢
義
高
、
溝
口
雄
三
、
末
木
文
美
士
、
伊
藤
文
生
訓
注
、
岩
波
文
庫
、

一
九
九
二
、一
九
九
四
、一
九
九
六
年
／
末
木
文
美
士
譯
注
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
～
二
〇
〇
三
年
／
土
屋
太
祐
『
一
夜
碧
巖
』
譯
注
（
第
一

～
第
四
則
）、『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
七
、一
六
九
、一
七
一
、一
七
六
號
、
二
〇
一
五
、二
〇
一
六
、二
〇
一
七
、二
〇
二
〇
年
）
が

あ
り
、
隨
時
參
照
し
た
。

譯
注
凡
例

（
1
）
本
譯
注
は
『
雪
竇
頌
古
』
本
文
（
本
則
、
頌
古
）
の
校
錄
、
校
記
、
訓
讀
、
日
譯
、
注
釋
か
ら
成
る
。
底
本
は
四

部
叢
刊
續
編
集
部
所
收
宋
本
『
雪
竇
頌
古
』
で
あ
る
。
こ
の
宋
本
に
據
る
五
山
版
『
雪
竇
頌
古
』（『
雪
竇
明
覺
大

師
語
錄
』
第
二
册
、
柳
田
聖
山
・
椎
名
宏
雄
編
禪
學
典
籍
叢
刊
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
も
參
照
し
た
。

（
2
）
校
本
に
は
五
山
版
『
碧
巖
錄
』（
椎
名
宏
雄
編
五
山
版
中
國
禪
籍
叢
刊
第
十
二
卷
『
佛
果
圜
悟
禪
師
碧
巖
錄
』、
臨
川
書

店
、
二
〇
一
八
年
）、『
佛
果
碧
巖
破
關
擊
節
』（
寫
本
影
印
、
東
隆
眞
編
『
影
印
本
禪
門
秘
寶
』、
教
行
社
、
一
九
九
五

年
）、『
焭
絶
老
人
天
奇
直
註
雪
竇
顯
和
尚
頌
古
』（
明
本
瑞
直
註
、『
續
藏
』
所
收
）
を
用
い
て
對
校
し
校
記
を
附
し
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た
。
た
だ
し
諸
本
間
の
文
字
の
異
同
は
す
べ
て
意
味
に
關
わ
り
の
な
い
些
末
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、「
本
則
」
と
「
頌

古
」
の
本
文
は
一
定
し
て
い
る
。

（
3
）
注
釋
は
『
雪
竇
頌
古
』「
本
則
」
の
淵
源
を
確
定
し
、
雪
竇
の
頌
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
と
め
、
簡
潔

を
旨
と
し
て
、
語
句
の
意
味
と
用
例
な
ど
は
省
略
し
た
。
北
宋
末
の
睦
庵
善
卿
『
祖
庭
事
苑
』
に
は
『
雪
竇
頌
古
』

の
字
句
に
對
す
る
檢
討
（
卷
二
に
二
十
三
條
）
が
あ
り
、
重
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
注
釋
に
引
用
し
た
。

（
4
）
本
譯
注
は
中
國
寧
波
雪
竇
山
資
聖
寺
「
雪
竇
寺
《
頌
古
百
則
》
研
究
項
目
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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『
雪
竇
頌
古
』
第
一
則

擧
（
１
）

：
梁
武
帝
問
達
磨
大
師
：
「
如
何
是
聖
諦
第
一
義
？
」
達
磨

（
２
）

云
：
「
廓
然
無
聖
。
」
帝
云
：
「
對
朕
者
誰
？
」
磨

云
：
「
不
識
。
」
帝
不
契
。
遂

（
３
）

渡
江
至
魏
。
武
帝
擧

（
４
）

問
志
公
，
志
公

（
５
）

云
：
「
陛
下
還
識
此
人
否
？
」
帝
云
：
「
不

識
。
」
志
公
云
：
「
此
是
觀
音
大
士
，
傳
佛
心
印
。
」
帝
悔
，
遂
遣
使
取
。
志
公
云
：
「
莫
道
陛
下
發
使
去
取
，
闔
國
人
去
，

他
（
６
）

亦
不
廻

（
７
）

。
」

頌
曰
：

「
聖
諦
廓
然
，
何
當
辨
的
？

對
朕
者
誰
？
還
云
不
識
。

因
茲
暗
渡
江
，
豈
免
生
深

（
８
）

棘
？

闔
國
人
追
不
再
來
，
千
古
萬
古
空
相
憶
。

休
相
憶
，
清
風
匝
地
有
何
極
？
」

師
顧
視
左
右
云
：
「
這
裏
還
有
祖
師
麼
？
」
自
云
：
「
有
，
喚
來
與
老
僧
洗
脚
。
」

【
校
記
】

（
1
）「
擧
」，《
直
註
》
無
，
以
下
各
則
同
。

（
2
）「
達
磨
」，《
直
註
》、《
碧
巖
錄
》
作
「
磨
」，
下
同
。

（
3
）「
遂
」，《
直
註
》
無
；
《
碧
巖
錄
》
作
「
達
磨
遂
」。

（
4
）「
武
帝
」，《
直
註
》
作
「
帝
」
；
《
碧
巖
錄
》
作
「
帝
後
擧
」。
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（
5
）「
志
公
」，《
直
註
》
作
「
公
」，
下
同
。

（
6
）「
他
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
佗
」。

（
7
）「
廻
」，《
直
註
》、《
碧
巖
錄
》
作
「
回
」。

（
8
）「
深
」，《
直
註
》、《
碧
巖
錄
》
作
「
荊
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
梁
の
武
帝 
達
磨
大
師
に
問
う
、
「
如い

か何
な
る
か
是
れ
聖

し
ょ
う

諦た
い
だ
い第

一い
ち

義ぎ

？
」
達
磨
云
く
、
「
廓か

く
ね
ん然

と
し
て
聖

し
ょ
う

な
る
も
の
無

し
。
」
帝
云
く
、
「
朕
に
對
す
る
者
は
誰た

れ

ぞ
？
」
磨
云
く
、
「
識し

ら
ず
。
」
帝
契か

な

わ
ず
。
遂か

く

て
江
を
渡
っ
て
魏
に
至
る
。
武
帝
擧

し
て
志
公
に
問
う
、
志
公
云
く
、
「
陛
下
還は

た
此
の
人
を
識
る
や
？
」
帝
云
く
、
「
識
ら
ず
。
」
志
公
云
く
、
「
此
れ
は
是
れ
觀

音
大
士
に
し
て
佛
の
心
印
を
傳
う
。
」
帝
悔
い
て
、
遂
て
使
を
遣
り
て
取
ら
し
め
ん
と
す
。
志
公
云
く
、
「
道い

う
莫
れ 

陛
下 

使
を
發
し
去ゆ

き
て
取
ら
し
め
ん
と
。
闔こ

う
こ
く國

の
人
去
く
と
も
、
他か

れ

は
亦
た
廻か

え

ら
ず
。
」

頌
に
曰
く
、

「
聖
諦
廓
然
た
る
こ
と
、
何い

つ當
か
的ま

と

を
辨
ぜ
ん
？

朕
に
對
す
る
者
は
誰
ぞ
？
還ま

た
識
ら
ず
と
云
う
。

茲こ

れ
に
因
り
て
暗ひ

そ

か
に
江
を
渡
る
、
豈
に
深
棘
を
生
ず
る
を
免
れ
ん
や
？

闔
國
の
人
追
う
も
再
來
せ
ざ
る
に
、
千
古
萬
古
空む

な

し
く
相
い
憶
う
。

相
い
憶
う
を
休や

め
よ
、
清
風
匝
地 

何
の
極
ま
る
こ
と
か
有
ら
ん
？
」

師
は
左
右
を
顧こ

し視
し
て
云
く
、
「
這こ

こ裏
に
還は

た
祖
師
有
り
や
？
」
自
ら
云
く
、
「
有
り
。
喚よ

び
來き

た

っ
て
老
僧
が
與た

め

に
脚
を
洗
わ

し
め
よ
。
」
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【
日
譯
】

本
則
。
梁
の
武
帝
が
達
磨
大
師
に
問
う
た
、
「
聖
な
る
教
え
の
根
本
義
と
は
な
に
か
？
」

達
磨
は
答
え
た
、
「
聖
な
る
教
え
な
ど
あ
り
は
し
な
い
。
」

武
帝
が
問
う
た
、
「
朕
の
前
に
い
る
お
ま
え
は
何
者
だ
！
」

達
磨
は
答
え
た
、
「
知
ら
ぬ
。
」

武
帝
は
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
ず
、
相
見
は
不
毛
に
終
わ
っ
た
。
達
磨
は
長
江
を
渡
っ
て
魏
へ
行
っ
た
。

武
帝
は
寶
志
に
問
う
と
、
寶
志
、
「
陛
下
は
あ
の
人
を
ご
存
じ
で
す
か
？
」
武
帝
、
「
知
ら
ぬ
。
」
寶
志
、
「
あ
れ
は
觀
音
菩
薩

の
化
身
で
、
佛
の
心
印
を
傳
え
た
人
で
す
。
」
武
帝
は
後
悔
し
、
使
者
を
遣
っ
て
呼
び
戻
そ
う
と
し
た
。
寶
志
、
「
陛
下
が
使

者
を
遣
っ
て
呼
び
戻
す
こ
と
は
お
ろ
か
、
全
國
の
人
を
行
か
せ
て
も
、
あ
の
人
は
戻
り
ま
す
ま
い
。
」

頌
に
い
う
、

「
聖
な
る
教
え
な
ど
あ
り
は
し
な
い
」
と
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
分
か
る
こ
と
や
ら
。

「
朕
の
前
に
い
る
お
ま
え
は
何
者
だ
！
」
に
對
し
て
も
「
知
ら
ぬ
」
と
言
っ
た
。

こ
う
し
て
達
磨
は
ひ
と
り
長
江
を
渡
っ
た
が
、
こ
れ
が
の
ち
荊
棘
を
蔓
延
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
全
國
の
人
を
呼
び
に
遣
ろ
う
と
戻
り
は
せ
ぬ
」
の
に
、
い
つ
ま
で
も
悔
や
ん
で
い
る
が
、

悔
や
む
の
は
止
め
よ
。
そ
う
す
れ
ば
爽
や
か
な
風
に
憩
う
こ
と
が
で
き
る
。

師
は
左
右
を
見
ま
わ
し
て
問
う
た
、
「
こ
こ
に
達
磨
は
い
る
か
？
」
み
づ
か
ら
答
え
て
、
「
い
る
。
呼
ん
で
來
て
わ
が
脚
を
洗

わ
し
め
よ
！
」
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【
注
釋
】

○
梁
武
帝
と
達
磨
が
對
話
し
た
と
い
う
傳
説
に
寶
誌
の
批
評
を
組
み
合
わ
せ
た
形
は
『
雪
竇
頌
古
』
の
本
則
以
前
に
は
見
ら

れ
な
い
。
北
宋
の
白
雲
守
端
の
「
頌
古
」
は
本
則
と
同
じ
で
、
お
そ
ら
く
雪
竇
の
テ
ク
ス
ト
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

達
磨
大
師
見
梁
武
帝
。
帝
問
曰
：
「
如
何
是
聖
諦
第
一
義
？
」
師
曰
：
「
廓
然
無
聖
。
」
帝
曰
：
「
對
朕
者
誰
？
」
師

曰
：
「
不
識
。
」
帝
不
悟
。
師
遂
折
蘆
渡
江
至
魏
。
後
帝
擧
問
誌
公
，
公
曰
：
「
陛
下
識
此
人
否
？
」
帝
曰
：
「
不
識
。
」

公
曰
：
「
此
是
觀
音
大
士
，
傳
佛
心
印
。
」
帝
曰
：
「
當
遣
使
詔
之
？
」

公
曰
：
「
莫
道
陛
下
詔
，
闔
國
人
去
，
他
亦
不
回
。
」

一
箭
尋
常
落
一
鵰
，
更
加
一
箭
已
相
饒
。
直
歸
少
室
峰
前
坐
，
梁
主
休
言
更
去
招
。

（
『
白
雲
守
端
禪
師
語
錄
』
卷
下
「
頌
古
」
）

　

梁
武
帝
が
達
磨
の
語
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
説
話
で
あ
る
。
達
磨
が
中
國
に
禪
を
傳
え
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
の
は
、
隋
唐
の
交
に
興
起
し
た
禪
宗
が
そ
の
祖
と
し
て
達
磨
を
据
え
た
こ
と
に
始
ま
り
、
禪
宗
の
祖
と
し
て
の
達
磨

の
傳
記
が
形
成
さ
れ
る
の
は
唐
代
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
創
作
さ
れ
た
こ
の
説
話
に
い
か
な
る
思
想
史
的
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る
か
を
讀
み
取
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
梁
武
帝
問
達
磨
大
師
：
如
何
是
聖
諦
第
一
義
？
磨
云
：
廓
然
無
聖　

武
帝
は
佛
教
の
「
聖
な
る
眞
理
」
を
問
う
た
が
、
達

磨
は
「
聖
な
る
眞
理
」
な
ど
と
い
う
も
の
は
な
い
と
答
え
た
。
禪
宗
の
考
え
る
佛
教
、
佛
陀
の
教
え
の
核
心
は
「
即
心
是

佛
」
で
あ
っ
て
、
禪
宗
の
人
々
は
自
己
の
外
に
佛
と
い
う
聖
な
る
權
威
を
認
め
ず
、「
人
人
具
有
，
箇
箇
圓
成
」
と
い
う

佛
性
を
持
つ
自
己
を
い
か
に
體
得
し
保
持
し
て
ゆ
く
の
か
（
己
事
究
明
）
を
課
題
と
し
た
。
達
磨
の
語
「
廓
然
無
聖
」
は

こ
の
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

○
帝
云
：
對
朕
者
誰
？
磨
云
：
不
識　

武
帝
は
帝
王
の
權
威
を
か
さ
に
し
て
威
壓
的
に
「
こ
の
無
禮
者
！
お
前
は
何
者
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だ
？
」
と
問
う
た
が
、
達
磨
は
「
知
ら
ぬ
」
と
答
え
た
。「
自
己
と
は
何
で
あ
る
か
？
」
こ
れ
こ
そ
が
禪
僧
の
生
涯
追
究

す
べ
き
課
題
（
己
事
究
明
）
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
中
唐
馬
祖
禪
以
來
の
禪
思
想
で
あ
る
。
行
脚
し
て
來
た
法
眼
文
益
に

地
藏
桂
琛
は
「
行
脚
の
事
は
如
何
？
」（
そ
な
た
は
ど
う
い
う
つ
も
り
で
行
脚
を
し
て
い
る
の
か
？
）
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
正
直

に
「
知
ら
ず
」
と
答
え
た
文
益
に
、
桂
琛
は
「
知
ら
ざ
る
、
最
も
親
切
」（
安
易
に
答
え
る
の
で
は
な
く
、
痛
切
に
追
求
す
る
こ

と
が
重
要
だ
）
と
諭
し
た
。
洞
山
良
价
は
「
法
身
と
は
な
に
か
？
」
と
問
わ
れ
て
「
我
常
に
此こ

こ

に
於
い
て
切
な
り
」（
わ
た

し
は
こ
の
事
を
い
つ
も
痛
切
に
受
け
止
め
て
い
る
）
と
答
え
た
。
こ
こ
の
達
磨
の
「
不
識
」
に
は
こ
う
い
う
唐
代
の
問
題
意
識

が
投
影
さ
れ
て
い
る
。

○
武
帝
擧
問
志
公
…
…　

こ
れ
以
下
は
梁
代
の
散
聖
寶
誌
を
登
場
さ
せ
て
達
磨
の
權
威
づ
け
を
し
た
敍
述
で
あ
る
。『
景
德

傳
燈
錄
』
卷
二
七
「
禪
門
達
者
雖
不
出
世
有
名
於
時
者
」
の
冒
頭
に
寶
誌
の
傳
説
を
敍
す
る
。

○
聖
諦
廓
然
，
何
當
辨
的
？
聖
諦
廓
然
？
還
云
不
識
。
因
茲
暗
渡
江
，
豈
免
生
深
棘
？
闔
國
人
追
不
再
來
，
千
古
萬
古
空
相

憶
。
休
相
憶
，
清
風
匝
地
有
何
極
？　

雪
竇
頌
は
本
則
の
語
「
聖
諦
」、「
廓
然
」、「
不
識
」、「
渡
江
」
を
そ
の
ま
ま
使
っ

て
祖
述
し
、
そ
の
あ
と
「
豈
免
生
深
棘
？
」
と
言
っ
て
達
磨
が
中
國
の
人
々
に
深
棘
（
禍
い
）
を
も
た
ら
し
た
と
斷
ず
る

の
は
、
宋
代
禪
僧
ら
し
い
評
價
の
反
轉
で
あ
り
、
最
後
に
達
磨
を
追
う
の
を
や
め
た
な
ら
、「
清
風
匝
地 

何
の
極
ま
る
こ

と
か
有
ら
ん
？
」
と
詩
的
に
偈
を
結
ぶ
の
も
宋
代
禪
の
常
套
で
あ
る
。
こ
こ
に
達
磨
の
説
話
に
寶
誌
の
説
話
を
附
加
し
た

意
圖
が
わ
か
る
。『
寶
林
傳
』（
八
〇
一
年
成
書
）、『
祖
堂
集
』（
九
五
二
年
よ
り
十
年
間
の
成
書
）、『
景
德
傳
燈
錄
』（
一
〇
一
一

年
公
布
）、『
天
聖
廣
燈
錄
』（
一
〇
三
六
年
序
）
等
の
燈
史
に
は
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
見
ら
れ
な
い
。
雪
竇
重
顯
（
九
八
〇

～
一
〇
五
二
）
と
白
雲
守
端
（
一
〇
二
五
～
一
〇
七
二
）
は
北
宋
初
期
の
同
時
代
人
で
あ
る
。『
白
雲
守
端
禪
師
語
錄
』
卷
下

「
頌
古
」
の
白
雲
守
端
の
偈
「
一
箭
尋
常
落
一
鵰
，
更
加
一
箭
已
相
饒
」（
一
本
の
箭
で
一
羽
の
鵰
を
射
落
と
す
の
は
平
凡
で
、

第
二
の
箭
を
放
つ
の
は
も
う
無
駄
だ
）
と
は
、
梁
武
帝
は
始
末
し
た
が
達
磨
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
。「
直
歸
少
室
峰
前
坐
，
梁
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主
休
言
更
去
招
」（
達
磨
は
嵩
山
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
、
武
帝
が
呼
び
戻
そ
う
と
す
る
の
は
も
う
よ
せ
）
と
は
、
寶
誌
の
立
場
を
代

辯
し
た
も
の
で
、
雪
竇
偈
に
比
べ
る
と
禪
僧
と
し
て
の
批
評
性
が
希
薄
で
あ
り
、
雪
竇
は
白
雲
の
一
世
代
前
に
屬
す
る
け

れ
ど
も
、
白
雲
が
言
い
及
ば
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
言
っ
て
い
る
。『
雪
竇
頌
古
』
は
寶
元
元
年
（
一
〇
三
八
）
の
序
が
あ
る

か
ら
、
白
雲
頌
古
の
三
十
年
前
に
成
立
し
て
い
る
。『
白
雲
守
端
廣
錄
』
卷
四
「
舒
州
法
華
山
端
和
尚
頌
古
一
百
十
則
」

は
『
白
雲
守
端
語
錄
』
卷
下
の
「
頌
古
」
の
改
編
再
錄
に
際
し
編
次
を
改
め
、
話
頭
に
詳
略
の
差
が
あ
る
。
尾
題
「
法
華

頌
古
一
百
十
首
」
の
あ
と
に
「
自
題
」
が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
嘉
祐
七
年
（
一
〇
六
二
）
に
五
祖
山
西
堂
に
お

い
て
三
十
餘
首
、
嘉
祐
八
年
（
一
〇
六
三
）
に
法
華
山
に
お
い
て
一
百
十
首
と
な
っ
た
」
と
敍
べ
て
い
る
か
ら
、
白
雲
頌

古
は
雪
竇
沒
後
十
年
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
雪
竇
頌
古
百
首
の
う
ち
白
雲
頌
古
百
十
首
と
共
通
す
る
話
頭
が
二
十
五

則
あ
り
、
白
雲
頌
古
百
十
首
中
に
は
雪
竇
の
語
を
本
則
と
す
る
頌
古
も
二
首
あ
り
、
白
雲
頌
古
が
雪
竇
頌
古
か
ら
材
を

取
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

本
頌
は
四
四
韻
、
五
五
韻
、
七
七
韻
、
三
韻
七
韻
の
長
短
句
。
こ
の
形
式
は
百
首
の
中
で
こ
こ
の
み
で
あ
る
。
押
韻
は

「
的
」
錫
「
識
」「
棘
」「
憶
」「
極
」
職
、
入
聲
錫
（
梗
攝
）
職
（
曾
攝
）
韻
通
押
。

○
師
顧
視
左
右
云
：
這
裏
還
有
祖
師
麼
？
自
云
：
有
。
喚
來
與
老
僧
洗
脚
！　

頌
を
唱
え
た
あ
と
、
雪
竇
は
僧
衆
に
向
か
っ

て
「
こ
こ
に
達
磨
は
い
る
か
？
」
と
問
う
た
。「
き
み
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
達
磨
な
の
だ
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
は

趙
州
從
諗
の
語
を
用
い
て
い
る
。

師
問
僧
：
「
堂
中
還
有
祖
師
也
無
？
」
云
：
「
有
。
」
師
云
：
「
喚
來
與
老
僧
洗
脚
！
」
（
『
趙
州
錄
』
卷
下
）　

「
わ
が
脚
を
洗
わ
し
め
よ
！
」
と
は
祖
師
達
磨
を
下
僕
あ
つ
か
い
す
る
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
呵
佛
罵
祖
」
の
表
現
。
頌

で
「
達
磨
を
慕
う
の
を
や
め
よ
」
と
言
い
、
さ
ら
に
僧
衆
に
向
か
っ
て
、「
自
己
佛
性
の
尊
貴
に
比
べ
る
な
ら
ば
、
佛
祖

を
崇
拜
し
て
は
な
ら
ぬ
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。



11

『雪竇頌古』譯注（一） 　（衣川賢次）

『
雪
竇
頌
古
』
第
二
則

擧
：
趙
州
示
衆
云
：
「
至
道
無
難
，
唯
嫌
揀
擇
。
纔
有
語
言
，
是
揀
擇
，
是
明
白
？
老
僧
不
在
明
白
裏
。
是
汝

（
１
）

還
護
惜

也
無
？
」
時
有
僧
問
云

（
２
）

：
「
既
不
在
明
白
裏
，
護
惜
箇
什
麼
？
」
州
云
：
「
我
亦
不
知
。
」
僧
云
：
「
和
尚
既
不
知
，

爲
什
麼
道

（
３
）

不
在
明
白
裏
？
」
州
云
：
「
問
事
即
得
，
禮
拜
了
退
。
」

頌
曰
：

至
道
無
難
，
言
端
語
端
。

一
有
多
種
，
二
無
兩
般
。

天
際
日
上
月
下
，
檻
前
山
深
水
寒
。

髑
髏
識
盡
喜
何
立
？
枯
木
龍
吟
消

（
４
）

未
乾
。

難
，
難
！
揀
擇
明
白
君
自
看
。

【
校
記
】

（
1
）「
汝
」，《
直
註
》
作
「
你
諸
人
」。

（
2
）「
時
有
僧
問
云
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
時
有
僧
問
」，《
直
註
》
作
「
僧
云
」。

（
3
）「
道
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
却
道
」。

（
4
）「
消
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
銷
」。
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【
訓
讀
】

擧
す
、
趙
州
の
示
衆
に
云
く
、
「
至し

道ど
う

は
難
き
こ
と
無
し
、
唯
だ
揀け

ん

擇ぢ
ゃ
くを

嫌
う
。
纔わ

づ

か
に
語ご

言げ
ん

有
れ
ば
、
是
れ
揀
擇
か
、
是

れ
明
白
か
？
老わ

れ僧
は
明
白
裏
に
在
ら
ず
。
是
れ
汝
還は

た
護ご

惜し
ゃ
くす

る
や
？
」
時
に
僧
有
り
て
問
う
て
云
く
、
「
既
に
明
白
裏

に
在
ら
ざ
る
に
、
箇こ

の
什な

に麼
を
か
護
惜
す
る
？
」
州
云
く
、
「
我
も
亦
た
知
ら
ず
。
」
僧
云
く
、
「
和
尚
既
に
知
ら
ざ
る
に
、

爲な

に

ゆ

え

什
麼
に
か
明
白
裏
に
在
ら
ず
と
道い

う
？
」
州
云
く
、
「
事
を
問
わ
ば
即
ち
得よ

し
、
禮
拜
し
了お

わ

り
て
退
け
。
」

頌
に
曰
く
、

至
道
は
難
き
こ
と
無
し
、
言げ

ん
た
ん端

に
し
て
語ご

端た
ん

。

一
に
多
種
有
り
、
二
に
兩
般
無
し
。

天
際
に
日
は
上
り
月
は
下
る
、
檻
前
の
山
は
深
く
水
は
寒
し
。

髑ど
く

髏ろ

の
識し

き

盡
く
れ
ば
喜き

は
何
ぞ
立
た
ん
？
枯こ

木ぼ
く

の
龍

り
ゅ
う

吟ぎ
ん

は
消
ゆ
る
も
未
だ
乾
か
ず
。

難か
た

し
、
難
し
！
揀
擇
か
明
白
か
君
自
ら
看
よ
。

【
日
譯
】

本
則
。
趙
州
は
大
衆
に
語
っ
た
、
「
〈
道
は
何
の
困
難
も
な
い
。
た
だ
取
捨
選
擇
さ
え
し
な
け
れ
ば
よ
い
〉
と
言
わ
れ
る
。
こ

こ
に
言
葉
を
插
ん
だ
ら
、
取
捨
選
擇
に
な
る
の
か
、
明
白
に
な
る
の
か
？
し
か
し
わ
た
し
は
〈
明
白
〉
に
安
住
し
な
い
。
さ

あ
、
諸
君
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
を
後
生
大
事
と
す
る
の
か
？
」
僧
が
問
う
、
「
和
尚
は
〈
明
白
〉
に
安
住
し
な
い
と
言
わ
れ

る
の
な
ら
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
を
後
生
大
事
と
す
る
の
で
す
か
？
」
師
、
「
わ
た
し
に
も
じ
つ
は
わ
か
ら
ぬ
。
」
僧
、
「
和
尚

は
わ
か
ら
ぬ
の
に
、
な
ぜ
〈
明
白
〉
に
安
住
し
な
い
と
言
わ
れ
た
の
で
す
か
？
」
師
、
「
き
み
は
質
問
し
た
だ
け
で
よ
い
。

禮
拜
し
て
下
が
り
な
さ
い
。
」
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頌
に
言
う
、

「
道
は
何
の
困
難
も
な
い
。
」
こ
の
言
葉
は
端
的
だ
。

道
は
ひ
と
つ
で
も
表
わ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
。
二
と
言
っ
て
も
ふ
た
つ
で
は
な
い
。

天
上
に
太
陽
は
昇
り
、
月
は
沈
む
。
目
前
の
山
は
奥
深
く
、
水
は
冷
た
い
。

髑
髏
は
も
う
何
の
感
情
も
消
え
て
無
く
な
り
、
枯
木
が
龍
吟
す
る
の
は
ま
だ
枯
れ
切
っ
て
い
な
い
の
だ
。

あ
あ
、
難
し
い
！
揀
擇
か
明
白
か
、
き
み
自
ら
看
て
取
れ
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
趙
州
從
諗
の
示
衆
の
語
で
あ
る
が
、『
趙
州
錄
』
所
收
の
も
の
と
は
重
要
な
違
い
が
あ
り
、
雪
竇
以
前
に
こ
の
本

則
は
見
ら
れ
な
い
。『
趙
州
錄
』（
卷
上
）
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

師
示
衆
云
：
「
〈
至
道
無
難
，
唯
嫌
揀
擇
。
〉
才
有
言
語
，
是
揀
擇
。
老
僧
却
不
在
明
白
裏
。
是
你
向
什
麼
處
見
祖

師
？
」
問
：
「
和
尚
既
不
在
明
白
裏
，
又
護
惜
什
麼
處
？
」
師
云
：
「
我
亦
不
知
。
」
學
云
：
「
和
尚
既
不
知
，
爲
什

麼
道
：
不
在
明
白
裏
？
」
師
云
：
「
問
事
即
得
，
禮
拜
退
。
」

（
師
は
大
衆
に
語
っ
た
、
「
〈
道
は
何
の
困
難
も
な
い
。
た
だ
取
捨
選
擇
さ
え
し
な
け
れ
ば
よ
い
〉
と
言
わ
れ
る
。
こ
こ
に
言
葉
を

插
ん
だ
ら
、
取
捨
選
擇
に
な
る
。
し
か
し
わ
た
し
は
〈
明
白
〉
に
安
住
し
な
い
。
さ
あ
、
諸
君
は
ど
こ
で
三
祖
大
師
に
出
逢
う
の

か
？
」
僧
が
問
う
、
「
和
尚
は
〈
明
白
〉
に
安
住
し
な
い
と
言
わ
れ
る
の
な
ら
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
を
後
生
大
事
と
す
る
の
で
す

か
？
」
師
、
「
わ
た
し
に
も
じ
つ
は
わ
か
ら
ぬ
。
」
僧
、
「
和
尚
は
わ
か
ら
ぬ
の
に
、
な
ぜ
〈
明
白
〉
に
安
住
し
な
い
と
言
わ
れ
た
の

で
す
か
？
」
師
、
「
き
み
は
質
問
し
た
だ
け
で
よ
い
。
禮
拜
し
て
下
が
り
な
さ
い
。
」
）

こ
れ
に
比
べ
る
と
、『
雪
竇
頌
古
』
の
本
則
は
混
亂
し
て
い
て
意
味
の
通
順
を
缺
い
て
い
る
。「
是
揀
擇
」
の
あ
と
に
「
是
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明
白
」
が
續
く
と
、「
揀
擇
」
と
「
明
白
」
は
對
立
概
念
で
あ
る
か
ら
選
擇
疑
問
文
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
趙
州
が

「
老
僧
却
不
在
明
白
裏
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
是
明
白
」
を
誤
っ
て
加
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
趙
州
が
「
又
護

惜
什
麼
處
？
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
是
你
向
什
麼
處
見
祖
師
？
」
を
「
是
你
諸
人
還
護
惜
也
無
？
」
に
誤
っ

て
變
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
宋
代
の
傳
承
テ
ク
ス
ト
が
往
々
に
し
て
傳
承
者
の
記
憶
に
よ
る
妄
改
を
含
ん
で
い
る
の

は
、
本
文
理
解
を
誤
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
信
心
銘
」
は
じ
つ
は
三
祖
僧
璨
に
假
託
さ
れ
た
中
唐
馬
祖
禪
の
思
想
で
あ
る
。
冒
頭
の
「
至
道
無
難
，
唯
嫌
揀
擇
。

但
莫
憎
愛
，
洞
然
明
白
」
は
道
を
「
明
白
」
な
も
の
と
す
る
宣
言
で
あ
る
。
馬
祖
の
示
衆
に
言
う
、

道
不
用
修
，
但
莫
汚
染
。
何
爲
汚
染
？
但
有
生
死
心
，
造
作
趣
向
，
皆
是
汚
染
。
若
欲
直
會
其
道
，
平
常
心
是
道
。

何
［
據
『
天
聖
廣
燈
錄
』
補
］
謂
平
常
心
？
無
造
作
，
無
是
非
，
無
取
捨
，
無
斷
常
，
無
凡
無
聖
。
…
…
只
如
今
行
住
坐

臥
，
應
機
接
物
盡
是
道
。
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
「
江
西
大
寂
道
一
禪
師
示
衆
」
）

（
道
と
い
う
も
の
は
習
修
す
る
必
要
が
な
い
。
た
だ
汚
し
て
は
な
ら
ぬ
。
何
が
汚
れ
か
？
あ
ら
ゆ
る
煩
惱
の
心
、
わ
ざ
と
ら
し
い
行

爲
、
目
的
意
識
が
汚
れ
で
あ
る
。
こ
の
道
を
た
だ
ち
に
會
得
し
た
い
な
ら
、
平
常
の
心
で
い
る
こ
と
が
道
で
あ
る
。
平
常
の
心
と
は

何
か
？
わ
ざ
と
ら
し
い
行
爲
が
な
く
、
是
非
取
捨
が
な
く
、
斷
見
常
見
が
な
く
、
凡
夫
聖
人
の
區
別
を
せ
ぬ
。
…
…
い
ま
こ
こ
の
行

住
坐
臥
、
臨
機
應
變
に
人
と
接
す
る
こ
と
の
す
べ
て
が
道
の
顯
現
で
あ
る
。
）

「
信
心
銘
」
の
「
わ
づ
か
に
言
語
有
れ
ば
是
れ
揀
擇
な
り
」
は
馬
祖
示
衆
の
「
造
作
趣
向
」「
是
非
取
捨
」「
斷
常
凡
聖
」

の
議
論
に
あ
た
る
。
こ
れ
を
「
揀
擇
」
せ
ず
、
無
事
無
爲
を
理
想
と
す
る
の
が
馬
祖
禪
の
「
道
」
を
「
明
白
」
と
す
る
立

場
で
あ
る
。

　

古
來
「
道
」
の
探
究
は
中
國
思
想
史
の
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
勢
は
「
道
」
を
常
人
の
窺
い
知
れ
ぬ

神
秘
的
な
當
體
と
す
る
も
の
で
、『
論
語
』
に
い
う
、「
朝
に
道
を
聞
か
ば
夕
べ
に
死
す
と
も
可
な
り
。」『
老
子
』
に
言
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う
、「
道
の
名
づ
く
べ
き
は
常
の
道
に
非
ず
、
名
の
名
づ
く
べ
き
は
常
の
名
に
非
ず
」、
そ
の
道
は
「
玄
の
又
た
玄
」、
す

な
わ
ち
暗
黑
で
あ
る
。
僧
肇
『
肇
論
』
も
「
釋
迦
は
室
を
摩ま

竭か
つ

に
掩お

お

い
、
淨

じ
ょ
う
み
ょ
う

名
は
口
を
毘び

や耶
に
杜と

ざ

す
」
と
言
っ
た
。
こ
れ

ら
は
「
道
」
に
對
し
て
は
た
だ
沈
默
す
る
の
み
と
い
う
暗
黑
の
面
を
言
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
三
祖
僧
璨
の
名
で
傳
わ

る
「
信
心
銘
」
の
冒
頭
に
、「
至
道
は
難
き
こ
と
無
し
、
唯
だ
揀け

ん

擇ぢ
ゃ
くを

嫌
う
。
但た

だ
憎
愛
す
る
こ
と
莫な

く
ん
ば
、
洞と

う
ね
ん然

と

し
て
明
白
な
り
。
毫ご

う

釐り

も
差た

が

わ
ば
、
天
地
の
ご
と
く
懸
隔
す
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
三
〇
）
と
言
う
の
は
、「
道
」
は
言
語
を

絶
し
た
暗
黑
な
る
當
體
で
あ
る
と
い
う
通
常
の
觀
念
を
反
轉
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
馬
祖
と
南
泉
が
「
平
常
心
こ
そ
是

れ
道
な
り
」
と
言
っ
た
の
は
明
白
の
面
を
言
っ
た
も
の
で
あ
り
、
馬
祖
の
「
即
心
是
佛
」、「
性
在
作
用
」
も
佛
性
（
道
）

は
わ
れ
わ
れ
の
心
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
は
見
聞
覺
知
、
言
語
作
用
に
顯
現
し
て
い
る
と
す
る
明
白
の
立
場
で
あ
る
。「
信

心
銘
」
が
中
唐
馬
祖
禪
の
思
想
に
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
隋
代
の
三
祖
僧
璨
の
著
述
で
は
な
く
、
馬
祖
以
後
に
僧

璨
に
假
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
せ
る
。
じ
じ
つ
、「
信
心
銘
」
の
引
用
が
文
獻
上
に
現
わ
れ
る
の
は
、
中
唐

馬
祖
の
弟
子
百
丈
懷
海
（
七
四
九
～
八
一
四
）
の
『
百
丈
廣
錄
』、
清
涼
澄
觀
（
七
三
八
～
八
三
九
）
の
『
華
嚴
經
隨
疏
演
義

鈔
』（
卷
三
七
）
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
（
田
中
良
昭
『
敦
煌
禪
宗
文
獻
の
研
究
』
第
三
章
第
二
節
「
隋
朝
三
祖
信
心
銘
」、
大
東
出
版
社
、

一
九
八
三
年
）。「
信
心
銘
」
は
百
四
十
六
句
、
二
十
九
韻
段
か
ら
成
る
長
篇
で
あ
る
が
、
そ
の
押
韻
に
隋
代
（『
切
韻
』
の
時

代
）
に
は
現
わ
れ
な
い
通
攝
と
宕
攝
の
通
用
（
第
11
韻
段
：
能
登
空
東
）、
江
攝
と
宕
攝
入
聲
の
通
用
（
第
17
韻
段
：
惡
鐸
覺
覺
縛

藥
，
第
18
韻
段
：
著
藥
錯
鐸
惡
鐸
酌
藥
捉
覺
却
藥
）
が
見
ら
れ
、
こ
の
通
押
は
中
晩
唐
以
後
の
現
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
信

心
銘
」
が
馬
祖
禪
の
思
想
を
投
影
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、「
至
道
無
難
」
と
は
馬
祖
が
示
衆
に

言
う
よ
う
に
、
人
は
す
で
に
「
道
」
の
中
に
あ
る
ゆ
え
に
、
こ
と
さ
ら
「
道
」
を
得
る
た
め
の
困
難
は
ま
っ
た
く
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
趙
州
は
「
老
僧
は
却
っ
て
明
白
裏
に
在
ら
ず
」
と
言
っ
て
、
こ
の
「
明
白
」
に
安
住
す
る
こ
と
を
否
定
し
、
そ
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し
て
問
う
、「
い
っ
た
い
諸
君
は
ど
こ
に
三
祖
の
本
領
を
見
る
の
か
？
」
と
。「
信
心
銘
」
の
「
明
白
」
の
立
場
と
趙
州
の

「
明
白
に
安
住
せ
ぬ
」
姿
勢
と
を
、
ど
う
見
る
の
か
？

○
時
有
僧
問
云
：
既
不
在
明
白
裏
，
護
惜
箇
什
麼
？
州
云
：
我
亦
不
知
。
僧
云
：
和
尚
既
不
知
，
爲
什
麼
道
：
不
在
明
白

裏
？
州
云
：
問
事
即
得
，
禮
拜
了
退　

僧
の
疑
問
は
、
趙
州
が
「
道
」
を
「
明
白
」
と
す
る
馬
祖
禪
の
立
場
に
安
住
せ
ぬ

と
言
っ
た
の
に
對
し
、
そ
れ
な
ら
ば
「
無
事
無
爲
」、「
平
常
心
是
道
」
と
い
う
理
想
以
外
の
何
を
信
念
と
す
る
の
か
を
問

う
た
の
で
あ
る
。
趙
州
は
意
外
に
も
、「
わ
た
し
に
も
じ
つ
は
わ
か
ら
ぬ
」
と
正
直
に
答
え
た
。
僧
は
さ
ら
に
、「
わ
か
ら

ぬ
な
ら
、
ど
う
し
て
〈
明
白
〉
に
安
住
せ
ぬ
と
言
わ
れ
た
の
か
？
」
と
問
い
詰
め
た
。
趙
州
は
こ
れ
以
上
の
問
答
は
も
は

や
無
用
と
、「
問
題
の
あ
り
か
が
わ
か
っ
た
な
ら
、
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
」
と
言
っ
た
。
あ
と
は
僧
み
づ
か
ら
の
自
己
行
履

（
己
事
究
明
）
の
課
題
と
せ
よ
、
と
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
り
沙
汰
の
や
り
と
り
が
、
そ
も
そ
も
「
至
道
無

難
，
唯
嫌
揀
擇
」
に
背
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

○
至
道
無
難
，
言
端
語
端
。
一
有
多
種
，
二
無
兩
般
。
天
際
日
上
月
下
，
檻
前
山
深
水
寒
。
髑
髏
識
盡
喜
何
立
？
枯
木
龍
吟

消
未
乾
。
難
，
難
！
揀
擇
明
白
君
自
看　

雪
竇
頌
の
「
言
端
語
端
」
は
「
言
語
端
」（
端
的
な
言
葉
だ
）
を
四
字
句
に
し
た

も
の
。「
至
道
無
難
」、
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
道
の
中
に
居
る
以
上
、
道
を
得
ん
と
あ
く
せ
く
す
る
必
要
は
な
い
と
は
、
何

と
き
っ
ぱ
り
と
し
た
言
明
で
あ
る
こ
と
か
、
と
言
う
。「
一
有
多
種
，
二
無
兩
般
」
は
「
至
道
無
難
」
と
い
う
「
道
」（
體

は
一
、
用
は
多
）
に
つ
い
て
の
敍
述
で
あ
る
。「
天
際
日
上
月
下
，
檻
前
山
深
水
寒
。
髑
髏
識
盡
喜
何
立
？
枯
木
龍
吟
消

未
乾
」
の
「
天
際
日
上
月
下
，
檻
前
山
深
水
寒
」
二
句
は
、
目
前
の
平
常
な
る
世
界
を
見
る
作
用
に
こ
そ
道
（
佛
性
）
が

存
す
る
こ
と
を
言
う
。
あ
と
の
二
句
は
、「
道
」
の
顯
現
し
た
世
界
は
情
識
で
議
論
す
る
餘
地
の
な
い
こ
と
を
言
う
（
こ

の
二
句
は
「
枯
木
龍
吟
」
に
つ
い
て
の
香
嚴
智
閑
、
石
霜
慶
諸
、
曹
山
本
寂
ら
の
應
酬
の
語
を
用
い
る
。『
祖
庭
事
苑
』
卷
二
「
枯
木
龍

吟
」
條
）。
最
後
の
二
句
「
難
，
難
！
揀
擇
明
白
君
自
看
」
は
、「
道
」
に
つ
い
て
「
揀
擇
」、
あ
れ
こ
れ
議
論
す
る
こ
と
は
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「
道
」
を
損
う
こ
と
で
あ
る
が
、
と
い
っ
て
「
無
事
無
爲
」
で
あ
れ
ば
よ
い
と
言
う
な
ら
、
自
覺
を
缺
い
て
、「
道
」
と
は

無
緣
疎
遠
と
な
る
し
か
な
い
。
こ
の
ジ
レ
ン
マ
に
對
し
い
か
に
突
破
す
べ
き
か
？
雪
竇
の
頌
は
、「
天
際
日
上
月
下
，
檻

前
山
深
水
寒
」
が
「
道
」
の
現
前
し
た
世
界
の
描
寫
で
あ
り
、「
髑
髏
識
盡
喜
何
立
？
枯
木
龍
吟
消
未
乾
」
は
情
識
を
絶

し
て
「
揀
擇
」
し
な
い
の
を
よ
し
と
す
る
意
。
し
か
し
人
は
生
き
て
い
る
限
り
、
感
情
に
翻
弄
さ
れ
、
計
較
に
終
始
す
る

習
性
を
免
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
難
，
難
！
」、
こ
れ
を
超
脱
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
あ
る
。「
揀
擇
明
白
君
自
看
」、

「
揀
擇
」
の
立
場
か
、「
明
白
」
の
立
場
か
、
自
己
に
お
い
て
決
著
せ
よ
。
最
後
は
要
請
で
終
わ
っ
て
い
る
。

雪
竇
頌
は
四
韻
四
韻
四
四
韻
（「
難
」
寒
、「
端
」
桓
、「
般
」
刪
）、
六
六
韻
七
七
韻
（「
寒
」
寒
、「
乾
」
寒
）
二
韻
七
韻
（「
難
」

寒
、「
看
」
寒
）
十
句
形
式
、
平
聲
寒
桓
刪
韻
通
押
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
三
則

擧
：
馬
大
師

（
１
）

不
安
，
院
主
問
：
「
和
尚
近
日
尊
位

（
２
）

如
何
？
」
大
師
云
：
「
日
面
佛
，
月
面
佛
。
」

頌
曰
：

日
面
佛
，
月
面
佛
，
五
帝
三
皇
是
何
物
！

二
十
年
來
曾
苦
辛
，
爲
君
幾
下
蒼
龍
窟
？

屈
！
堪
述
！
明
眼
衲
僧
莫
輕
忽
。

【
校
記
】
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（
1
）「
馬
大
師
」，《
直
註
》
作
「
馬
祖
」
；
下
「
大
師
」
作
「
祖
」。

（
2
）「
尊
位
」，《
碧
巖
錄
》、《
直
註
》
作
「
尊
候
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
馬
大
師
不
安
の
と
き
、
院
主
問
う
、
「
和
尚
近
日
尊
位
如い

か何
ん
？
」
大
師
云
く
、
「
日に

ち
め
ん
ぶ
つ

面
佛
、
月が

つ
め
ん
ぶ
つ

面
佛
。
」

頌
に
曰
く
、

日
面
佛
、
月
面
佛
、
五
帝
三
皇
は
是
れ
何な

ん物
ぞ
！

二
十
年
來
曾か

つ

て
苦
辛
し
、
君
が
爲
に
幾
た
び
か
蒼そ

う

龍
り
ゅ
う

窟く
つ

に
下
る
？

屈く
つ

な
り
、
述
ぶ
る
に
堪た

え
ん
や
？

明
み
ょ
う

眼げ
ん

の
衲の

っ
そ
う僧

よ
輕け

い
こ
つ忽

な
る
莫
れ
。

【
日
譯
】

本
則
。
馬
祖
大
師
が
重
病
に
な
っ
た
時
、
院
主
が
見
舞
っ
た
、
「
和
尚
よ
、
近
ご
ろ
お
か
ら
だ
の
具
合
い
は
い
か
が
で
す

か
？
」
馬
祖
、
「
日
面
佛
、
月
面
佛
。
」

頌
に
い
う
、

日
面
佛
、
月
面
佛
。
三
皇
五
帝
な
ど
何
だ
！

二
十
年
苦
勞
し
て
、
君
の
た
め
に
幾
度
深
恭
の
蒼
龍
窟
に
頷
下
の
珠
を
獲
り
に
下
っ
た
こ
と
か
？

裏
切
ら
れ
た
！
言
う
に
堪
え
ぬ
！
ま
っ
と
う
な
禪
僧
よ
、
粗
忽
に
受
け
止
め
て
は
な
ら
ぬ
。

【
注
釋
】
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（
1
）「
馬
大
師
」，《
直
註
》
作
「
馬
祖
」
；
下
「
大
師
」
作
「
祖
」。

（
2
）「
尊
位
」，《
碧
巖
錄
》、《
直
註
》
作
「
尊
候
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
馬
大
師
不
安
の
と
き
、
院
主
問
う
、
「
和
尚
近
日
尊
位
如い

か何
ん
？
」
大
師
云
く
、
「
日に

ち
め
ん
ぶ
つ

面
佛
、
月が

つ
め
ん
ぶ
つ

面
佛
。
」

頌
に
曰
く
、

日
面
佛
、
月
面
佛
、
五
帝
三
皇
は
是
れ
何な

ん物
ぞ
！

二
十
年
來
曾か

つ

て
苦
辛
し
、
君
が
爲
に
幾
た
び
か
蒼そ

う

龍
り
ゅ
う

窟く
つ

に
下
る
？

屈く
つ

な
り
、
述
ぶ
る
に
堪た

え
ん
や
？

明
み
ょ
う

眼げ
ん

の
衲の

っ
そ
う僧

よ
輕け

い
こ
つ忽

な
る
莫
れ
。

【
日
譯
】

本
則
。
馬
祖
大
師
が
重
病
に
な
っ
た
時
、
院
主
が
見
舞
っ
た
、
「
和
尚
よ
、
近
ご
ろ
お
か
ら
だ
の
具
合
い
は
い
か
が
で
す

か
？
」
馬
祖
、
「
日
面
佛
、
月
面
佛
。
」

頌
に
い
う
、

日
面
佛
、
月
面
佛
。
三
皇
五
帝
な
ど
何
だ
！

二
十
年
苦
勞
し
て
、
君
の
た
め
に
幾
度
深
恭
の
蒼
龍
窟
に
頷
下
の
珠
を
獲
り
に
下
っ
た
こ
と
か
？

裏
切
ら
れ
た
！
言
う
に
堪
え
ぬ
！
ま
っ
と
う
な
禪
僧
よ
、
粗
忽
に
受
け
止
め
て
は
な
ら
ぬ
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
雪
竇
重
顯
が
『
天
聖
廣
燈
錄
』（
北
宋
景
祐
三
年
［
一
〇
三
六
］
成
書
）
に
も
と
づ
い
て
編
輯
し
た
よ
う
で
あ
る
。
雪

竇
重
顯
以
前
の
資
料
に
は
見
え
な
い
。

既
而
示
疾
。
院
主
問
：
「
和
尚
近
日
尊
候
如
何
？
」
師
云
：
「
日
面
佛
，
月
面
佛
。
」
（
『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
八
「
江
西
馬
祖

大
寂
禪
師
章
」
）

本
則
の
「
尊
位
如
何
」
は
體
調
を
問
う
定
型
句
「
尊
候
如
何
」
と
同
義
。
雪
竇
に
や
や
遲
れ
る
五
祖
法
演
（
一
〇
二
四
？

～
一
一
〇
四
）
の
『
法
演
禪
師
語
錄
』
も
「
尊
位
」
に
作
る
と
こ
ろ
か
ら
、
雪
竇
の
テ
ク
ス
ト
に
據
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

上
堂
擧
：
馬
大
師
不
安
，
院
主
問
云
：
「
和
尚
近
日
尊
位
如
何
？
」
大
師
云
：
「
日
面
佛
，
月
面
佛
。
」
師
云
：
「
會

麼
？
如
不
會
，
白
雲
與
儞
頌
出
：
「
髻
鬟
女
子
畫
娥
眉
，
鸞
鏡
臺
前
語
似
癡
。
自
説
玉
顏
難
比
並
，
却
來
架
上
著
羅

衣
。
」　

					







　
　

（
『
法
演
禪
師
語
錄
』
卷
中
「
舒
州
白
雲
山
海
會
演
和
尚
語
錄
」
）

『
雪
竇
頌
古
』
に
や
や
お
く
れ
る
白
雲
守
端
、
保
寧
仁
勇
の
頌
古
の
本
則
は
『
雪
竇
頌
古
』
の
「
尊
位
」
を
「
尊
候
」
に

訂
し
て
い
る
。

馬
祖
不
安
，
院
主
問
：
「
和
尚
近
日
尊
候
如
何
？
」
祖
曰
：
「
日
面
佛
，
月
面
佛
。
」

（
『
白
雲
守
端
禪
師
語
錄
』
卷
下
「
頌
古
」
）

馬
祖
不
安
，
院
主
問
：
「
和
尚
近
日
尊
候
如
何
？
」
祖
云
：
「
日
面
佛
，
月
面
佛
。
」

（
『
保
寧
仁
勇
禪
師
語
錄
』
「
頌
古
」
）

馬
祖
遷
化
に
際
し
て
院
主
と
交
わ
し
た
臨
終
問
答
の
早
い
記
錄
は
『
祖
堂
集
』
に
見
え
る
。

師
明
晨
遷
化
，
今
日
晩
際
，
院
主
問
：
「
和
尚
四
體
違
和
，
近
日
如
何
？
」
師
曰
：
「
日
面
佛
，
月
面
佛
。
」　
　
　

（
『
祖
堂
集
』
卷
一
四
「
江
西
馬
祖
章
」
）

○
馬
大
師
不
安
，
院
主
問
云
：
和
尚
近
日
尊
位
如
何
？
大
師
云
：
日
面
佛
，
月
面
佛　

院
主
は
禪
院
の
運
營
を
總
管
す
る
役
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職
、
宋
代
以
後
は
「
監
院
」
と
言
う
。
馬
祖
が
翌
日
遷
化
せ
ん
と
す
る
前
夜
に
院
主
が
見
舞
い
體
調
を
問
う
た
と
こ
ろ
、

馬
祖
は
「
日
面
佛
，
月
面
佛
」
と
答
え
た
。
こ
れ
は
菩
提
流
支
譯
『
佛
説
佛
名
經
』
に
出
る
二
佛
の
名
で
、
こ
れ
ら
諸
佛

の
名
號
を
稱
し
て
歸
依
せ
よ
と
言
う
。

復
有
佛
名
月
面
，
彼
月
面
佛
壽
命
一
日
一
夜
。
過
月
面
世
尊
，
復
有
佛
名
日
面
，
彼
日
面
佛
壽
命
滿
足
千
八
百
歲
。
」

（
卷
七
）

と
言
い
、「
月
面
佛
」
は
一
日
一
夜
の
短
命
、「
日
面
佛
」
は
千
八
百
歲
の
長
命
と
さ
れ
る
。
こ
の
二
佛
の
名
を
擧
げ
て
、

壽
命
の
長
短
を
相
對
化
し
、
肉
身
の
「
空
無
常
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
入
矢
義
高
先
生
の
解
釋
は
「
そ
れ
、
佛
に
さ
え

壽
命
の
長
短
が
あ
る
の
だ
、
と
い
う
超
然
た
る
心
境
で
あ
ろ
う
」、『
庭
訓
往
來 

句
草
紙
』
一
八
二
頁
、
新
日
本
古
典
文
學
大
系
、
岩
波
書

店
、
一
九
九
六
年
）。

○
日
面
佛
，
月
面
佛
，
五
帝
三
皇
是
何
物
！　

雪
竇
の
頌
は
馬
祖
の
答
え
「
日
面
佛
，
月
面
佛
」
を
「
五
帝
三
皇
是
何

物
！
」
と
解
釋
し
た
。「
五
帝
三
皇
」（
三
皇
五
帝
）
は
儒
教
傳
承
の
古
代
の
理
想
的
皇
帝
。
そ
の
權
威
を
罵
倒
し
、「
帝

力
、
我
に
於
い
て
何
か
有
ら
ん
哉
！
」
と
い
う
古
代
逸
民
の
氣
概
を
示
す
も
の
と
見
た
（
帝
堯
の
時
の
「
擊
壤
歌
」
：
「
日
出

而
作
，
日
入
而
息
，
鑿
井
而
飲
，
耕
田
而
食
，
帝
力
於
我
何
有
哉
！
」）「
五
帝
三
皇
是
何
物
？
」
の
句
は
唐
末
の
詩
僧
貫
休
「
少

年
行
」（
三
首
之
一
）
の
末
句
を
借
り
る
。

錦
衣
鮮
華
手
擎
鶻
，
閑
行
氣
貌
多
輕
忽
。
稼
稷
艱
難
總
不
知
，
五
帝
三
皇
是
何
物
！　

（
陸
永
峰
『
禪
月
集
校
注
』
巴
蜀
書
社
，
二
〇
〇
六
年
）

（
無
頼
少
年
た
ち
は
煌
び
や
か
な
衣
裳
に
身
を
包
み
手
に
は
狩
り
の
鷹
、
街
中
を
傍
若
無
人
に
の
さ
ば
っ
て
歩
く
。
農
民
の
苦
し
み

は
何
一
つ
知
ら
ず
、
「
古
代
の
帝
王
な
ぞ
屎
く
ら
え
！
」
）

貫
休
詩
の
無
頼
公
子
の
無
知
な
放
言
「
五
帝
三
皇
是
何
物
！
」
を
雪
竇
は
斷
章
取
義
的
に
反
轉
さ
せ
て
、
古
代
逸
民
の
氣

概
を
言
う
も
の
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
る
。

○
二
十
年
來
曾
苦
辛
，
爲
君
幾
下
蒼
龍
窟
？
屈
！
堪
述
！
明
眼
衲
僧
莫
輕
忽　

雪
竇
の
頌
の
後
半
は
馬
祖
生
前
の
接
化
が
無

駄
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
皮
肉
っ
て
い
る
。「
二
十
年
苦
勞
を
重
ね
て
、
蒼
龍
頷
下
の
寶
珠
を
獲
る
た
め
に
深
恭
へ
幾
度
も

潛
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
無
駄
だ
っ
た
。
ま
こ
と
に
言
う
に
堪
え
ぬ
」。「
屈
」
は
無
實
の
屈
辱
、
そ
の
努
力
が

報
わ
れ
ぬ
ば
か
り
か
、
誹
謗
さ
え
被
っ
た
意
。「
堪
述
」
は
反
語
に
讀
む
。
こ
れ
は
直
接
に
は
院
主
に
向
け
ら
れ
た
嘆
き

で
あ
ろ
う
。
最
後
の
一
句
「
明
眼
衲
僧
莫
輕
忽
」
は
雪
竇
が
貫
休
詩
の
語
（「
輕
忽
」）
を
用
い
て
、
目
の
前
の
禪
僧
に
對

し
て
發
し
た
警
告
で
あ
る
。

本
則
の
馬
祖
が
臨
終
に
お
い
て
漏
ら
し
た
感
慨
「
日
面
佛
，
月
面
佛
」
に
は
、
壽
命
の
長
短
を
相
對
化
し
て
肉
身
の
「
空

無
常
」
と
い
う
諦
念
を
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
雪
竇
は
こ
れ
を
弟
子
た
ち
へ
の
叱
咤
と
受
け
止
め
、
禪
僧
ら
し

く
古
代
逸
民
の
氣
概
を
持
て
と
警
告
し
た
。
雪
竇
頌
は
三
韻
三
韻
七
韻
、
七
七
韻
、
一
韻
二
韻
、
七
韻
の
八
句
か
ら
成
り
、

押
韻
は
「
佛
」
物
「
物
」
物
「
窟
」
沒
「
屈
」
物
「
忽
」
沒
、
入
聲
物
沒
韻
通
用
。　
　

本
則
に
對
す
る
同
時
代
の
禪
僧
の
頌
古
と
並
べ
て
み
れ
ば
、
雪
竇
の
頌
の
特
徴
が
わ
か
る
。

大
地
山
河
倶
是
寶
，
不
識
之
人
入
荒
草
。
日
面
月
面
佛
現
前
，
閃
爍
珊
瑚
光
杲
杲
。

（
『
白
雲
守
端
禪
師
語
錄
』
卷
下
「
頌
古
」
）

（
山
河
大
地
は
見
る
人
の
放
光
に
照
ら
さ
れ
て
輝
い
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
ぬ
人
は
煩
惱
に
ま
み
れ
て
い
る
。
日
面
佛
月
面

佛
が
現
わ
れ
て
、
そ
の
光
が
恭
底
の
珊
瑚
を
煌
め
か
せ
た
。
）

蒲
團
上
端
坐
，
針
眼
裏
穿
線
。
西
風
一
陣
來
，
落
葉
兩
三
片
。		



　
　
　

（
『
保
寧
仁
勇
禪
師
語
錄
』
「
頌
古
」
）

（
蒲
團
に
端
坐
し
て
臨
終
を
迎
え
、
針
が
眼
に
ち
ら
つ
い
て
日
面
佛
月
面
佛
の
幻
想
が
現
わ
れ
た
。
秋
風
が
さ
っ
と
ひ
と
吹
き
す
る

と
、
落
葉
が
二
三
枚
地
に
散
っ
た
。
）
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概
を
言
う
も
の
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
る
。

○
二
十
年
來
曾
苦
辛
，
爲
君
幾
下
蒼
龍
窟
？
屈
！
堪
述
！
明
眼
衲
僧
莫
輕
忽　

雪
竇
の
頌
の
後
半
は
馬
祖
生
前
の
接
化
が
無

駄
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
皮
肉
っ
て
い
る
。「
二
十
年
苦
勞
を
重
ね
て
、
蒼
龍
頷
下
の
寶
珠
を
獲
る
た
め
に
深
恭
へ
幾
度
も

潛
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
無
駄
だ
っ
た
。
ま
こ
と
に
言
う
に
堪
え
ぬ
」。「
屈
」
は
無
實
の
屈
辱
、
そ
の
努
力
が

報
わ
れ
ぬ
ば
か
り
か
、
誹
謗
さ
え
被
っ
た
意
。「
堪
述
」
は
反
語
に
讀
む
。
こ
れ
は
直
接
に
は
院
主
に
向
け
ら
れ
た
嘆
き

で
あ
ろ
う
。
最
後
の
一
句
「
明
眼
衲
僧
莫
輕
忽
」
は
雪
竇
が
貫
休
詩
の
語
（「
輕
忽
」）
を
用
い
て
、
目
の
前
の
禪
僧
に
對

し
て
發
し
た
警
告
で
あ
る
。

本
則
の
馬
祖
が
臨
終
に
お
い
て
漏
ら
し
た
感
慨
「
日
面
佛
，
月
面
佛
」
に
は
、
壽
命
の
長
短
を
相
對
化
し
て
肉
身
の
「
空

無
常
」
と
い
う
諦
念
を
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
雪
竇
は
こ
れ
を
弟
子
た
ち
へ
の
叱
咤
と
受
け
止
め
、
禪
僧
ら
し

く
古
代
逸
民
の
氣
概
を
持
て
と
警
告
し
た
。
雪
竇
頌
は
三
韻
三
韻
七
韻
、
七
七
韻
、
一
韻
二
韻
、
七
韻
の
八
句
か
ら
成
り
、

押
韻
は
「
佛
」
物
「
物
」
物
「
窟
」
沒
「
屈
」
物
「
忽
」
沒
、
入
聲
物
沒
韻
通
用
。　
　

本
則
に
對
す
る
同
時
代
の
禪
僧
の
頌
古
と
並
べ
て
み
れ
ば
、
雪
竇
の
頌
の
特
徴
が
わ
か
る
。

大
地
山
河
倶
是
寶
，
不
識
之
人
入
荒
草
。
日
面
月
面
佛
現
前
，
閃
爍
珊
瑚
光
杲
杲
。

（
『
白
雲
守
端
禪
師
語
錄
』
卷
下
「
頌
古
」
）

（
山
河
大
地
は
見
る
人
の
放
光
に
照
ら
さ
れ
て
輝
い
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
ぬ
人
は
煩
惱
に
ま
み
れ
て
い
る
。
日
面
佛
月
面

佛
が
現
わ
れ
て
、
そ
の
光
が
恭
底
の
珊
瑚
を
煌
め
か
せ
た
。
）

蒲
團
上
端
坐
，
針
眼
裏
穿
線
。
西
風
一
陣
來
，
落
葉
兩
三
片
。		



　
　
　

（
『
保
寧
仁
勇
禪
師
語
錄
』
「
頌
古
」
）

（
蒲
團
に
端
坐
し
て
臨
終
を
迎
え
、
針
が
眼
に
ち
ら
つ
い
て
日
面
佛
月
面
佛
の
幻
想
が
現
わ
れ
た
。
秋
風
が
さ
っ
と
ひ
と
吹
き
す
る

と
、
落
葉
が
二
三
枚
地
に
散
っ
た
。
）
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二
頌
と
も
に
馬
祖
の
「
日
面
佛
，
月
面
佛
」
を
臨
終
を
前
に
現
わ
れ
た
幻
想
と
見
て
い
て
、
こ
れ
は
い
わ
ば
も
っ
と
も
常

識
的
な
理
解
で
あ
ろ
う
。「
日
面
佛
，
月
面
佛
」
を
ど
う
理
解
す
る
か
は
、
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。
院
主
と
の
臨
終
を
目

前
に
し
た
對
話
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
馬
祖
の
院
主
に
對
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
は
づ
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
超
然
た
る
心

境
」
か
も
し
れ
な
い
し
、「
空
無
常
の
諦
念
」
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
雪
竇
の
頌
が
こ
れ
を
讀
む
禪
僧
へ
の
叱
咤
と
受

け
止
め
て
い
る
の
は
、
突
出
し
た
理
解
で
あ
ろ
う
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
四
則

擧
：
德
山
到
潙
山
，
挾
複
子
，
於
法
堂
上
，
從
西
過
東
邊
，
從
東
過
西
邊

（
１
）

，
顧
視
云
：
「
無
，
無
。
」
便
出
。
［
師
著
語

云
：
「
勘
破
了
也
！
」
］
德
山
至
門
首
，
却
云
：
「
也

（
２
）

不
得
草
草
。
」
便
具
威
儀
，
載

（
３
）

入
相
見
。
潙
山
坐
次
，
德
山

提
起
坐
具
云
：
「
和
尚
！
」
潙
山
擬
取
拂
子
，
德
山
便
棯
，
拂
袖
而
出
。
［
師
著
語
云
：
「
勘
破
了
也
！
」
］
德
山
背
却
法
堂
，

著
草
鞋

（
４
）

便
行
。
潙
山
至
晩
問
首
座
：
「
適
來
新
到
在
什
麼
處
？
」
首
座
云
：
「
當
時
背
却
法
堂
，
著
草
鞋
出
去

（
５
）

也
。
」

潙
山
云
：
「
此
子
已
後
向
孤
峯
頂
上
盤
結
草
庵
，
呵
佛
罵
祖
去
在
！
」
［
師
著
語
云
：
「
雪
上
加
霜
。
」
］

頌
曰
：

「
一
勘
破
，
二
勘
破
，
雪
上
加
霜
曾
險
墮
。

飛
騎
將
軍
入
虜
庭
，
載
得
完
全
能
幾
箇
？

急
走
過
，
不
放
過
，
孤
峯
頂
上
草
裏
坐
。
咄
！
」
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【
校
記
】

（
1
）「
西
過
東
邊
」、「
東
過
西
邊
」，《
碧
巖
錄
》、《
直
註
》
作
「
東
過
西
」、「
西
過
東
」。

（
2
）「
也
」，《
直
註
》
無
。

（
3
）「
載
」，《
碧
巖
錄
》、《
直
註
》
作
「
再
」。

（
4
）「
草
鞋
」，《
直
註
》
作
「
鞋
」，
下
同
。

（
5
）「
出
去
也
」，《
直
註
》
作
「
去
了
」。

【
訓
讀
】

擧
す
。
德
山 

潙
山
に
到
り
、
複ふ

く

子す

を
挾は

さ

ん
で
法
堂
上
を
西
よ
り
東
邊
に
過
ぎ
、
東
よ
り
西
邊
に
過
ぎ
、
顧
視
し
て
云
く
、

「
無
し
、
無
し
。
」
便
ち
出い

づ
。
［
師
著
語
し
て
云
く
、
「
勘か

ん

破ぱ

し
了
れ
り
！
」
］
德
山
は
門も

ん
し
ゅ首

に
至
り
、
却
っ
て
云
く
、
「
也
た

草そ
う
そ
う草

な
る
を
得
ざ
れ
。
」
便
ち
威い

ぎ儀
を
具
し
、
載

ふ
た
た

び
入
り
て
相
見
せ
ん
と
す
。
潙
山
は
坐
す
る
次お

り

、
德
山
坐
具
を
提
起
し
て

云
く
、
「
和
尚
！
」
潙
山
は
拂
子
を
取
ら
ん
と
擬ほ

っ

す
る
に
、
德
山
便
ち
棯
し
、
拂ほ

っ

袖し
ゅ
うし

て
出
づ
。
［
師
著
語
し
て
云
く
、
「
勘

破
し
了
れ
り
！
」
］
德
山
は
法
堂
に
背は

い

却き
ゃ
くし

草そ
う
あ
い鞋

を
著つ

け
便
ち
行ゆ

く
。
潙
山
は
晩
に
至
っ
て
首
座
に
問
う
、
「
適せ

き
ら
い來

の
新し

ん
と
う到

は

什い

づ

こ

麼
處
に
か
在
る
？
」
首
座
云
く
、
「
當た

だ

ち時
に
法
堂
に
背
却
し
草
鞋
を
著
け
て
出
で
去ゆ

け
り
。
」
潙
山
云
く
、
「
此
の
子
は
已

後 

孤こ

峯ほ
う

頂
ち
ょ
う
じ
ょ
う

上
に
草
庵
を
盤ば

ん
け
つ結

し
、
呵か

佛ぶ
つ

罵ば

そ祖
し
去さ

ら
ん
！
」
［
師
著
語
し
て
云
く
、
「
雪
上
に
霜
を
加
う
。
」
］

頌
に
曰
く
、

一
た
び
勘
破
し
、
二
た
び
勘
破
し
、
雪
上
に
霜
を
加
え
曾か

つ

て
險ほ

と

ん
ど
墮だ

さ
ん
と
す
。

飛ひ

き騎

將
し
ょ
う

軍ぐ
ん

は
虜り

ょ
て
い庭

に
入
る
に
、
載

ふ
た
た

び
完
全
な
る
を
得
た
る
は
能
く
幾い

く
に
ん箇

か
あ
る
？

急
ぎ
走に

げ
過
ぐ
る
も
、
放ほ

う

過か

せ
ず
。
孤
峯
頂
上
の
草そ

う

裏り

に
坐
す
。
咄と

つ

！
」
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【
日
譯
】

本
則
。
德
山
宣
鑑
が
潙
山
に
到
っ
て
、
旅
裝
の
ま
ま
法
堂
を
西
か
ら
東
へ
、
東
か
ら
西
へ
行
き
來
し
て
、
「
無
い
、
無
い
」

と
言
っ
て
出
て
行
っ
た
。
［
師
の
著
語
「
見
破
っ
た
ぞ
！
」
］
德
山
は
門
の
と
こ
ろ
で
、
「
拙
速
は
い
け
な
い
」
と
思
い
、
威

儀
を
整
え
、
再
び
入
っ
て
相
見
し
よ
う
と
し
た
。
潙
山
は
坐
し
て
い
る
時
だ
っ
た
。
德
山
は
坐
具
を
持
っ
て
、
「
和
尚
！
」

と
言
っ
た
。
潙
山
が
拂
子
を
取
ろ
う
と
す
る
と
、
德
山
は
一
棯
し
、
袖
を
拂
っ
て
出
て
行
っ
た
。
［
師
の
著
語
「
見
破
っ
た

ぞ
！
」
］
德
山
は
法
堂
に
背
を
向
け
鞋く

つ

を
履
い
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
夕
方
潙
山
は
首
座
に
、
「
さ
き
ほ
ど
の
新
到
は
ど
こ
に

い
る
か
？
」
と
問
う
と
、
首
座
は
「
す
ぐ
に
法
堂
に
背
を
向
け
鞋
を
履
い
て
出
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
答
え
た
。
潙

山
は
言
っ
た
、
「
こ
の
お
ひ
と
は
の
ち
孤
峰
の
頂
上
に
草
庵
を
構
え
、
佛
祖
を
こ
き
お
ろ
す
だ
ろ
う
。
」
［
師
の
著
語
「
ま
た

餘
計
な
こ
と
を
！
」
］

頌
に
言
う
、

  

「
二
度
と
も
德
山
の
意
圖
を
見
破
っ
た
の
に
、
潙
山
は
餘
計
な
こ
と
を
言
っ
て
破
綻
寸
前
だ
。

飛
騎
將
軍
の
ご
と
く
匈
奴
の
地
へ
踏
み
込
ん
で
、
無
事
に
歸
っ
て
來
た
者
が
ほ
か
に
あ
ろ
う
か
？

し
か
し
急
い
で
逃
げ
よ
う
と
も
、
見
逃
さ
ぬ
。
孤
峰
の
頂
上
で
煩
惱
ま
み
れ
だ
。
コ
ラ
ッ
！
」

【
注
釋
】

〇
本
則
の
か
た
ち
は
雪
竇
以
前
に
見
え
な
い
。
原
話
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
五
「
朗
州
德
山
宣
鑑
禪
師
章
」
に
見
え
る
。

師
抵
于
潙
山
，
從
法
堂
西
過
東
，
迴
視
方
丈
。
潙
山
無
語
。
師
曰
：
「
無
也
，
無
也
。
」
便
出
，
至
僧
堂
前
乃
曰
：

「
然
雖
如
此
，
不
得
草
草
。
」
遂
具
威
儀
上
再
參
，
才
跨
門
，
提
起
坐
具
喚
曰
：
「
和
尚
！
」
潙
山
擬
取
拂
子
，
師
棯
之
，
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揚
袂
而
出
。
潙
山
晩
間
問
大
衆
：
「
今
日
新
到
僧
何
在
？
」
對
曰
：
「
那
僧
見
和
尚
了
，
更
不
顧
僧
堂
便
去
也
。
」
潙

山
問
衆
：
「
還
識
遮
阿
師
也
無
？
」
衆
曰
：
「
不
識
。
」
潙
曰
：
「
是
伊
將
來
有
把
茅
蓋
頭
，
罵
佛
罵
祖
去
在
！
」

『
宗
門
統
要
』（
卷
七
）
は
雪
竇
の
著
語
を
引
い
て
い
る
か
ら
、
雪
竇
の
テ
ク
ス
ト
に
據
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

師
到
潙
山
，
挾
複
子
，
直
上
法
堂
，
從
西
過
東
，
從
東
過
西
，
顧
視
方
丈
。
偶
潙
山
坐
次
，
殊
不
顧
盻
。
師
乃
云
：

「
無
，
無
。
」
便
出(

雪
竇
著
語
：
勘
破
了
也)

至
門
首
，
却
云
：
「
也
不
得
草
草
。
」
重
具
威
儀
，
再
入
相
見
，
纔
跨
門
，

便
提
起
坐
具
云
：
「
和
尚
！
」
潙
山
擬
取
拂
子
，
師
便
棯
，
拂
袖
而
出
。(

雪
竇
著
語
：
勘
破
了
也) 

潙
山
至
晚
問
首

座
：
「
今
日
新
到
在
甚
處
？
」
座
云
：
「
當
時
背
却
法
堂
，
著
草
鞋
去
也
。
」
潙
山
云
：
「
還
識
此
人
麼
？
」
座
云
：
「
不

識
。
」
潙
山
云
：
「
此
箇
阿
師
已
後
向
孤
峯
頂
上
盤
結
草
菴
，
訶
佛
罵
祖
去
在
！
」
雪
竇
顯
云
：
「
雪
上
加
霜
。
」

大
慧
『
正
法
眼
藏
』（
卷
下
）
は
刊
行
は
南
宋
で
あ
る
が
、
古
い
テ
ク
ス
ト
を
採
用
し
て
い
る
か
ら
、
あ
る
い
は
雪
竇
の

據
っ
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

德
山
到
潙
山
，
挾
複
子
，
直
上
法
堂
，
從
西
過
東
，
從
東
過
西
，
顧
視
云
：
「
無
，
無
。
」
便
出
。
至
門
首
，
却
云
：

「
也
不
得
草
草
。
」
便
具
威
儀
，
再
入
相
見
。
潙
山
坐
次
，
德
山
提
起
坐
具
云
：
「
和
尚
！
」
潙
山
擬
取
拂
子
，
德
山

便
棯
，
拂
袖
而
出
。
背
却
法
堂
，
著
草
鞋
便
行
。
潙
山
至
晩
問
首
座
：
「
適
來
新
到
在
甚
處
？
」
首
座
云
：
「
當
時

背
却
法
堂
，
著
草
鞋
出
去
。
」
潙
云
：
「
此
子
已
後
向
孤
峯
頂
上
盤
結
草
菴
，
呵
佛
罵
祖
去
在
！
」

〇
本
則
に
お
い
て
、
德
山
が
潙
山
の
い
る
前
で
法
堂
を
東
西
に
行
き
來
し
て
、
聞
こ
え
よ
が
し
に
わ
ざ
わ
ざ
「
無
い
、
無

い
」
と
言
っ
た
の
は
、
潙
山
の
「
主
人
公
」
が
見
あ
た
ら
ぬ
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
德
山
自
身
坐
具
を
持
っ
て
「
和

尚
！
」
と
言
っ
て
み
づ
か
ら
作
用
を
し
て
見
せ
「
自
己
の
主
人
公
」
を
提
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
潙
山
が
こ
れ
を
評

し
て
「
い
づ
れ
孤
峰
の
山
頂
で
庵
を
構
え
て
佛
祖
を
こ
き
お
ろ
す
だ
ろ
う
」
と
預
言
し
た
の
も
、「
自
己
の
主
人
公
」
と

い
う
尊
貴
を
保
持
し
て
い
る
德
山
の
矜
持
を
評
價
し
た
も
の
で
あ
る
。「
挾
複
子
」
に
つ
い
て
『
祖
庭
事
苑
』
に
「
複
は
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幞
（
房
玉
切
、
頭
巾
の
こ
と
）
の
誤
り
」
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
ば
「
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

〇
一
勘
破
，
二
勘
破
，
雪
上
加
霜
曾
險
墮
。
飛
騎
將
軍
入
虜
庭
，
載
得
完
全
能
幾
箇
？
急
走
過
，
不
放
過
，
孤
峯
頂
上
草

裏
坐
。
咄
！　

雪
竇
の
頌
は
德
山
が
馬
祖
禪
の
「
性
在
作
用
」
説
に
據
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
で
あ
る
。
德
山
が
潙
山

の
前
で
東
西
に
行
き
來
し
た
こ
と
、
坐
具
を
持
ち
上
げ
て
「
和
尚
！
」
と
言
っ
た
こ
と
を
、
と
も
に
「
見
破
っ
た
！
」
と

言
っ
た
の
は
、
德
山
が
馬
祖
禪
に
依
據
し
て
い
る
の
を
見
抜
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
德
山
を
漢
の
飛
騎
將
軍
李
廣

に
擬
し
て
褒
め
た
の
は
、
潙
山
の
德
山
の
高
い
評
價
に
倣
っ
た
よ
う
に
見
せ
か
け
て
お
い
て
、
反
轉
さ
せ
る
意
圖
で
あ

る
。「
急
走
過
，
不
放
過
」（
急
い
で
逃
げ
よ
う
と
も
、
わ
た
し
は
許
さ
ぬ
）、
な
ぜ
か
？
「
孤
峯
頂
上
草
裏
坐
」（
德
山
は
ひ
と
り

得
意
に
な
っ
て
い
る
が
、
じ
つ
は
全
身
煩
惱
に
ま
み
れ
て
い
る
）、
そ
の
こ
と
に
さ
え
氣
づ
い
て
い
な
い
、
と
ん
だ
自
了
漢
だ
と

批
判
す
る
の
で
あ
る
。
最
後
の
「
咄
！
」
は
警
覺
の
聲
、
德
山
を
叱
咤
す
る
。
押
韻
は
「
破
」「
過
」
過
「
墮
」「
坐
」
果

「
箇
」
箇
、
上
聲
果
韻
去
聲
箇
過
韻
通
押
。

『
禪
門
拈
頌
集
』（
卷
一
七
）
に
載
せ
る
雪
竇
以
後
の
宋
代
禪
僧
の
評
價
も
德
山
と
潙
山
に
批
判
的
で
あ
る
。

德
山
大
似
作
賊
人
心
虚
，
潙
山
也
是
賊
後
張
弓
。
（
五
祖
師
戒
）

（
德
山
は
惡
黨
の
心
が
び
く
つ
く
類
で
、
潙
山
も
賊
が
逃
げ
て
の
ち
弓
を
引
く
手
合
い
だ
。
）

二
尊
宿
恁
麼
相
見
，
每
人
失
却
一
隻
眼
。
（
雲
門
宗
杲
）

（
二
人
の
禪
匠
が
ま
み
え
た
結
果
、
二
人
と
も
片
目
を
失
っ
た
。
）

コ
メ
ン
ト
が
短
い
の
で
具
體
性
に
缺
け
る
が
、
德
山
潙
山
と
も
に
非
と
す
る
雪
竇
と
同
じ
姿
勢
で
あ
る
。
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『
雪
竇
頌
古
』
第
五
則

擧
：
雪
峯
示
衆
云
：
「
盡
大
地
撮
來
如
粟
米
粒
大

（
１
）

，
抛
向
面
前
，
漆
桶
不
會
。
打
皷
普
請
看
！
」

頌
曰
：

牛
頭
沒
，
馬
頭
廻

（
２
）

，
曹
溪
鏡
裏
絶
塵
埃
。

打
皷
看
來
君
不
見
，
百
花
春
至
爲
誰
開
？

【
校
記
】

（
1
）「
如
粟
米
粒
大
」，『
直
註
』
無
「
粒
」
字
。

（
2
）「
馬
頭
廻
」，『
碧
巖
錄
』、『
直
註
』「
廻
」
作
「
回
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
雪
峯
の
示
衆
に
云
く
、
「
盡じ

ん
だ
い大

地ち

を
撮つ

ま

み
來き

た

る
こ
と
粟あ

わ米
粒つ

ぶ

の
大
い
さ
の
如
く
に
し
て
、
面
前
に
抛ほ

う
こ
う向

す
る
も
、

漆し
っ
つ
う桶

不ふ

え會
な
り
。
皷こ

を
打
ち
普ふ

請し
ん

し
看
よ
！
」

頌
に
曰
く
、

牛ご

づ頭
は
沒ぼ

っ

し
、
馬め

づ頭
は
廻か

え

り
て
、
曹そ

う
け
い溪

の
鏡

き
ょ
う

裏り

は
塵じ

ん
あ
い埃

を
絶
す
。

皷
を
打
ち
看
來き

た

る
も
君
は
見
ず
、
百
花
春
に
至
る
も
誰た

が
爲
に
か
開
か
ん
？

【
日
譯
】
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本
則
。
雪
峯
義
存
の
示
衆
、
「
わ
た
し
が
大
地
を
ま
る
ご
と
粟
粒
の
よ
う
に
撮
ん
で
、
諸
君
の
前
に
抛
り
出
し
て
見
せ
て

や
っ
て
も
、
ま
っ
た
く
わ
か
っ
て
く
れ
ぬ
。
太
鼓
を
打
っ
て
普
請
に
行
け
！
」

頌
に
い
う
、

牛
頭
は
消
え
、
馬
頭
も
見
え
な
く
な
っ
た
。
曹
溪
六
祖
の
鏡
に
は
塵
ひ
と
つ
な
い
。

普
請
鼓
を
打
っ
て
僧
院
の
外
に
出
て
も
、
諸
君
は
春
爛
漫
の
花
が
見
え
ぬ
と
は
！

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
雲
門
廣
錄
』
卷
下
「
遊
方
遺
錄
」
よ
り
採
錄
し
て
い
る
。

師
在
雪
峯
，
與
長
慶
西
院
商
量
。
雪
峯
上
堂
云
：
「
盡
大
地
撮
來
如
粟
米
粒
大
，
抛
向
面
前
，
漆
桶
不
會
。
打
鼓
普

請
看
！
」
西
院
問
師
：
「
雪
峯
與
麼
道
，
還
有
出
頭
不
得
處
麼
？
」
師
云
：
「
有
。
」
院
云
：
「
作
麼
生
是
出
頭
不
得

處
？
」
師
云
：
「
不
可
總
作
野
狐
精
見
解
也
。
」
又
云
：
「
狼
藉
不
少
。
」
又
云
：
「
七
曜
麗
天
。
」
又
云
：
「
南
閻
浮
提
，

北
欝
單
越
。
」

た
だ
し
本
則
で
雪
峯
の
示
衆
の
み
を
取
り
あ
げ
、
こ
れ
に
對
す
る
西
院
（
長
慶
慧
稜
）
と
雲
門
文
偃
の
問
答
を
省
略
し
て

二
人
に
よ
る
檢
討
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
さ
な
い
の
は
、
雪
峯
の
言
説
へ
の
評
價
を
故
意
に
隱
蔽
す
る
も
の
で
あ
る
。
西
院

の
言
う
「
出
頭
不
得
」
と
は
雪
峯
の
示
衆
の
場
に
い
な
い
、
つ
ま
り
雪
峯
の
言
説
を
認
め
ぬ
こ
と
。
雲
門
も
雪
峯
の
言
説

を
「
野
狐
精
の
見
解
」（
妄
想
）
と
答
え
て
い
る
。
な
お
こ
の
本
則
の
か
た
ち
は
雪
竇
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。

○
雪
峯
示
衆
云
：
盡
大
地
撮
來
如
粟
米
粒
大
，
抛
向
面
前
，
漆
桶
不
會
。
打
皷
普
請
看
！　

雪
峯
の
示
衆
は
、「
盡
大
地
を

粟
粒
の
よ
う
に
撮
ん
で
僧
衆
の
前
に
抛
り
出
し
て
見
せ
る
」
演
技
を
し
て
見
せ
て
、「
盡
大
地
」
と
「
粟
米
粒
」
と
い
う

極
大
極
小
に
見
え
る
現
實
を
相
對
化
し
、「
空
」
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
こ
れ
は
錯
覺
に
過
ぎ
ず
、「
眞
際
」
の
地
平
に
お
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い
て
は
平
等
な
る
こ
と
に
氣
づ
か
し
め
る
意
圖
で
あ
る
。「
粟
米
」
は
小
米
（
粟
）
を
言
う
。「
漆
桶
」
は
漆
を
入
れ
る
木

の
桶
、
そ
の
ま
っ
黑
な
さ
ま
を
無
知
蒙
昧
に
譬
え
る
。「
打
皷
普
請
」
は
普
請
を
報
ず
る
太
鼓
を
打
っ
て
作
務
を
促
す
意
。

大
地
に
出
て
如
上
の
眞
理
を
確
認
せ
よ
と
い
う
意
圖
で
あ
る
。

○
頌
曰
：
牛
頭
沒
，
馬
頭
廻
，
曹
溪
鏡
裏
絶
塵
埃
。
打
皷
看
來
君
不
見
，
百
花
春
至
爲
誰
開
？　
「
牛
頭
、
馬
頭
」
は
地
獄

の
獄
卒
、
こ
れ
ら
が
い
な
く
な
っ
た
と
は
、
地
獄
と
い
う
妄
想
の
消
失
を
言
う
。
そ
の
こ
と
を
六
祖
慧
能
の
「
呈
心
偈
」

の
「
本
來
無
一
物
」
で
暗
示
す
る
。
本
則
の
雪
峯
の
示
衆
、「
盡
大
地
撮
來
如
粟
米
粒
大
」
と
い
う
言
説
を
妄
想
と
す
る

の
で
あ
る
。
後
二
句
は
雪
峯
の
「
打
皷
普
請
看
！
」
の
意
圖
を
受
け
て
、
今
現
成
し
て
い
る
春
の
花
を
享
受
せ
よ
と
言

う
。
雪
峯
の
「
眞
際
」
と
「
現
實
」
と
い
う
構
想
を
二
項
對
立
と
し
て
批
判
し
、
現
實
に
回
歸
し
て
こ
そ
「
己
事
究
明
」

の
修
行
生
活
が
で
き
る
と
言
う
。
こ
れ
は
上
引
の
『
雲
門
廣
錄
』
で
雲
門
が
雪
峯
の
考
え
を
「
野
狐
精
の
見
解
」
と
し
た

の
と
相
い
通
づ
る
。
頌
は
三
三
韻
七
韻
七
七
韻
の
長
短
句
の
俗
謠
形
式
。
押
韻
は
「
廻
」「
埃
」
咍
「
開
」
灰
、
咍
灰
韻

同
用
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
六
則

擧
：
雲
門
大
師

（
１
）

垂
語
云
：
「
十
五
日
已
前
不
問
汝
，
十
五
日
已
後
道
將
一
句
來
。
」
自
代
云
：
「
日
日
是
好
日
。
」

頌
曰
：

去
却
一

（
２
）

，
拈
得
七
，
上
下
四
維
無
等
匹
。

徐
行
踏
斷
流
水
聲
，
縱
觀
冩
出
飛
禽
跡
。
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草
茸
茸
，
煙
冪
冪
，
空
生
巖
畔
花
狼
藉

（
３
）

。

彈
指
堪
悲
舜
若
多
，
莫
動
著
，
動
著
三
十
棒
。

【
校
記
】

（
1
）「
大
師
」，《
碧
巖
錄
》
無
。

（
2
）「
一
」，《
佛
果
碧
巖
破
關
擊
節
》
作
「
壹
」。

（
3
）「
藉
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
籍
」，
二
字
俗
寫
不
分
。

【
訓
讀
】

擧
す
、
雲
門
大
師
の
垂
語
に
云
く
、
「
十
五
日
已
前
は
汝
に
問
わ
ず
、
十
五
日
已
後
を
一
句
道い

い
將も

ち
來き

た

れ
。
」
自
ら
代
っ
て

云
く
、
「
日ひ

び日
是
れ
好こ

う
じ
つ日

。
」

頌
に
曰
く
、

一い
ち

を
去き

ょ

却き
ゃ
くし

、
七し

ち

を
拈ね

ん
と
く得

す
る
は
、
上

じ
ょ
う

下げ

し

い

四
維
に
等と

う
ひ
つ匹

無
し
。

徐じ
ょ
こ
う行

し
踏と

う
だ
ん斷

す
流

り
ゅ
う

水す
い

の
聲こ

え

、
縱

じ
ゅ
う

觀か
ん

し
冩え

が

き
出い

だ

す
飛ひ

禽き
ん

の
跡あ

と

。

草
は
茸

じ
ょ
う
じ
ょ
う

茸
、
煙も

や

は
冪べ

き
べ
き冪

、
空く

う

生し
ょ
うの

巖が
ん
は
ん畔

に
花
狼ろ

う
ぜ
き藉

た
り
。

彈だ
ん

指し

す
る
は
悲
し
む
に
堪
え
た
り
舜

し
ゅ
ん
に
ゃ
っ若

多た

、
動ど

う

著ぢ
ゃ
くす

る
莫
れ
、
動
著
せ
ば
三
十
棒
。

【
日
譯
】

本
則
。
雲
門
大
師
の
垂
示
の
語
に
言
う
、
「
十
五
日
以
前
の
事
は
諸
君
に
問
わ
ぬ
。
十
五
日
以
後
の
事
を
一
句
言
い
な
さ
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い
。
」
み
づ
か
ら
代
わ
っ
て
言
っ
た
、
「
每
日
が
よ
い
日
。
」

頌
に
言
う
、

一
を
取
り
去
っ
て
、
七
を
取
り
拂
う
こ
と
、
こ
の
世
に
匹
敵
す
る
者
は
な
い
。

川
の
水
音
を
聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
岸
邊
を
歩
み
、
そ
ぞ
ろ
に
鳥
の
飛
ぶ
の
を
見
上
げ
る
。

草
は
お
い
茂
り
、
靄
は
た
ち
こ
め
、
ふ
と
須
菩
提
の
禪
坐
し
た
巖
下
に
天
が
花
を
降
ら
せ
た
故
事
を
思
い
出
す
。

指
を
彈
い
て
須
菩
提
を
禪
定
か
ら
出
し
た
虚
空
神
は
餘
計
な
こ
と
を
し
た
も
の
だ
。
そ
ん
な
音
に
動
じ
て
は
な
ら
ぬ
。

動
ず
れ
ば
わ
た
し
が
三
十
棒
を
食
ら
わ
せ
る
。

【
注
釋
】

〇
本
則
は
『
雲
門
廣
錄
』
卷
中
「
垂
示
代
語
」
に
據
っ
て
錄
し
た
も
の
で
あ
る
。

示
衆
云
：
「
十
五
日
已
前
不
問
你
，
十
五
日
已
後
道
將
一
句
來
。
」
代
云
：
「
日
日
是
好
日
。
」

〇
十
五
日
已
前
不
問
你
，
十
五
日
已
後
道
將
一
句
來　
「
十
五
日
」
は
夏
安
居
開
始
の
日
を
指
す
。
夏
安
居
は
四
月
十
五
日

か
ら
七
月
十
五
日
の
三
か
月
間
の
禁
足
修
行
期
間
で
、
叢
林
で
は
こ
れ
を
重
視
し
、
開
始
に
あ
た
っ
て
は
上
堂
説
法
が
な

さ
れ
た
。『
雲
門
廣
錄
』
に
は
こ
の
こ
と
に
關
す
る
對
話
も
あ
る
。

一
日
云
：
「
今
日
十
五
，
入
夏
也
。
寒
山
子
作
麼
生
？
」
（
『
雲
門
廣
錄
』
卷
中
「
垂
示
代
語
」
）

（
あ
る
日
言
っ
た
、
「
今
日
は
四
月
十
五
日
、
夏
安
居
の
始
ま
る
日
だ
。
寒
山
子
は
ど
う
過
ご
す
の
か
？
」
）

問
：
「
初
秋
夏
末
，
前
程
忽
有
人
問
，
如
何
祇
對
？
」
師
云
：
「
大
衆
退
後
。
」
進
云
：
「
過
在
什
麼
處
？
」
師
云
：
「
還

我
九
十
日
飯
錢
來
！
」
（
『
雲
門
廣
錄
』
卷
上
「
對
機
」
）

（
問
う
、
「
夏
安
居
が
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
の
ち
の
こ
と
を
人
に
問
わ
れ
た
ら
、
ど
う
答
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
み
な
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が
聞
い
て
後
ず
さ
り
す
る
。
」
僧
、
「
ど
こ
が
誤
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
九
十
日
の
飯
代
を
返
せ
！
」

宋
代
以
後
は
結
夏
（
四
月
十
五
日
）、
解
夏
（
七
月
十
五
日
）
に
は
必
ず
上
堂
と
小
參
説
法
が
行
な
わ
れ
た
。
次
の
例
は
南
宋

時
代
の
結
夏
に
あ
た
っ
て
の
小
參
（
結
制
の
前
夜
に
行
わ
れ
た
）
で
あ
る
。

四
月
十
五
日
已
前
，
少
則
不
減
；
七
月
十
五
日
已
後
，
多
則
不
添
。
不
添
不
減
，
已
後
已
前
，
且
拈
向
一
壁
，
畢
竟

九
十
日
内
事
作
麼
生
？
（
『
斷
橋
和
尚
語
錄
』
卷
上
「
初
住
台
州
瑞
峯
祇
園
禪
寺
語
錄
」
結
夏
小
參
）

（
四
月
十
五
日
以
前
に
な
か
っ
た
と
思
っ
て
も
減
っ
た
の
で
は
な
い
。
七
月
十
五
日
以
後
に
生
じ
た
と
思
っ
て
も
増
え
た
の
で
は
な

い
。
増
え
ず
減
ら
ず
、
以
前
以
後
は
と
も
か
く
、
九
十
日
間
を
い
っ
た
い
ど
う
過
ご
す
の
か
？
）

當
時
の
修
行
僧
は
夏
安
居
、
冬
安
居
の
九
十
日
間
は
叢
林
で
過
ご
し
、
そ
れ
以
外
の
期
間
は
一
處
不
住
の
行
脚
生
活
を

送
っ
た
。
ゆ
え
に
雲
門
文
偃
も
禪
僧
行
脚
に
つ
い
て
の
規
戒
を
敍
べ
て
い
る
。

兄
弟
一
等
是
蹋
破
草
鞋
行
脚
，
抛
却
師
長
父
母
，
直
須
著
些
子
眼
睛
始
得
。
若
未
有
箇
入
頭
處
，
遇
著
本
色
咬
猪
狗

手
脚
，
不
惜
性
命
，
入
泥
入
水
相
爲
，
有
可
咬
嚼
，
眨
上
眉
毛
，
高
挂
鉢
囊
，
十
年
二
十
年
辦
取
徹
頭
，
莫
愁
不
成

辦
。
直
是
今
生
未
得
，
來
生
亦
不
失
人
身
，
向
此
門
中
亦
乃
省
力
。
不
虚
辜
負
平
生
，
亦
不
辜
負
施
主
師
長
父
母
。

直
須
在
意
，
莫
空
過
時
，
遊
州
獵
縣
，
橫
擔
拄
杖
一
千
里
二
千
里
走
，
這
邊
經
冬
，
那
邊
過
夏
，
好
山
好
水
堪
取
性
，

多
齋
供
易
得
衣
鉢
。
苦
屈
！
苦
屈
！
圖
他
一
斗
米
，
失
却
半
年
糧
。
如
此
行
脚
，
有
什
麼
利
益
？
信
心
檀
越
一
把
菜
，

一
粒
米
，
作
麼
生
消
得
？
直
須
自
看
，
無
人
替
代
。
時
不
待
人
，
一
日
眼
光
落
地
，
前
頭
將
何
抵
擬
？
莫
一
似
落
湯

螃
蟹
手
脚
忙
亂
，
無
你
掠
虚
説
大
話
處
。
莫
將
等
閑
空
過
時
光
！
一
失
人
身
，
萬
劫
不
復
，
不
是
小
事
。
莫
據
目

前
！
俗
子
尚
猶
道
：
朝
聞
道
，
夕
死
可
矣
。
況
我
沙
門
合
履
踐
何
事
？
大
須
努
力
！
（
『
雲
門
廣
錄
』
卷
上
「
對
機
」
）

（
諸
君
は
み
な
故
郷
の
師
長
父
母
を
棄
て
、
草
鞋
を
履
き
つ
ぶ
し
行
脚
に
出
て
來
て
い
る
が
、
正
し
い
行
脚
の
眼
を
持
た
な
く
て
は

な
ら
ぬ
。
も
し
開
悟
の
手
が
か
り
を
得
て
い
な
い
な
ら
ば
、
命
を
惜
し
ま
ず
親
身
に
指
導
し
て
く
れ
る
本
物
の
老
師
に
出
逢
っ
て
精
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神
を
奮
い
立
た
せ
、
ま
っ
と
う
に
受
け
止
め
よ
。
高
邁
な
行
脚
を
徹
底
し
て
十
年
二
十
年
續
け
た
な
ら
、
人
生
の
完
成
に
到
ら
ぬ
と

も
氣
に
病
む
こ
と
は
な
い
。
た
と
い
今
生
に
到
達
で
き
な
く
と
も
、
來
世
に
人
身
を
失
わ
ね
ば
、
わ
が
宗
門
に
お
い
て
續
け
て
修
行

で
き
、
平
生
の
願
い
に
背
か
ず
、
施
主
や
師
長
父
母
の
期
待
に
も
背
か
ぬ
。
こ
の
こ
と
に
心
せ
よ
！
空
し
く
時
を
過
ご
し
、
各
地
を

歩
き
ま
わ
っ
て
は
な
ら
ぬ
！
拄
杖
を
肩
に
千
里
二
千
里
、
こ
ち
ら
で
冬
安
居
を
過
ご
し
、
あ
ち
ら
で
夏
安
居
を
過
ご
し
、
景
色
の
よ

い
と
こ
ろ
、
衣
食
豊
富
な
と
こ
ろ
を
選
ん
で
氣
ま
ま
に
過
ご
す
よ
う
で
は
駄
目
だ
！
あ
あ
、
情
け
な
い
！
目
先
の
一
斗
の
米
を
貪
っ

て
半
年
の
食
糧
を
失
う
よ
う
な
も
の
だ
。
こ
ん
な
行
脚
で
は
何
の
利
益
が
あ
ろ
う
か
！
信
心
の
檀
越
が
施
し
て
く
れ
る
一
束
の
野
菜

も
一
粒
の
米
も
受
け
取
る
資
格
は
な
い
。
み
づ
か
ら
よ
く
見
よ
！
自
分
の
こ
と
な
の
だ
。
歲
月
は
人
を
待
っ
て
は
く
れ
ぬ
。
一
旦
壽

命
が
終
わ
る
と
い
う
日
に
な
っ
て
、
目
前
の
死
に
ど
う
對
處
す
る
の
か
？
う
ろ
た
え
た
り
、
大
口
を
た
た
い
た
り
す
る
餘
地
な
ど
な

い
。
無
駄
に
時
を
過
ご
し
て
は
な
ら
ぬ
！
一
旦
人
身
を
失
え
ば
、
取
り
返
し
は
つ
か
ぬ
。
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら
ぬ
！
俗
人
で
さ

え
「
朝
に
道
を
聞
か
ば
、
夕
べ
に
死
す
と
も
可
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
し
て
わ
れ
ら
出
家
沙
門
な
ら
ば
、
い
っ
た
い
何
事
を
踏

み
行
な
う
べ
き
か
？
努
力
せ
よ
、
諸
君
！
）

〇
自
代
云
：
日
日
是
好
日　
「
每
日
が
よ
い
日
」
と
は
、
夏
安
居
開
始
の
四
月
十
五
日
以
後
の
制
中
も
そ
れ
以
前
の
行
脚
と

變
わ
ら
ず
、
上
述
の
精
神
で
修
行
に
專
念
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〇
去
却
一
，
拈
得
七
，
上
下
四
維
無
等
匹　

本
則
と
雪
竇
頌
の
意
味
に
つ
い
て
、
四
卷
本
『
大
慧
普
説
』
の
「
快
然
居
士
請

普
説
」
に
以
下
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。

妙
喜
初
行
脚
，
曾
參
一
尊
宿
來
，
喚
作
寶
印
和
尚
。
寶
印
先
參
興
教
坦
和
尚
，
也
見
雪
竇
，
後
來
法
嗣
琅
溪
。
山
僧

在
他
處
作
侍
者
兩
年
，
每
日
商
量
公
案
。
如
雲
門
示
衆
云
：
「
十
五
日
已
前
不
問
汝
，
十
五
日
已
後
道
將
一
句
來
。
」

自
代
云
：
「
日
日
是
好
日
。
」
此
是
古
本
《
雲
門
語
錄
》
上
面
説
是
四
月
八
日
上
堂
。
因
甚
麼
道
：
「
十
五
日
已
前
不

問
汝
」
？
謂
初
八
在
其
中
。
「
十
五
日
已
後
道
將
一
句
來
。
」
自
代
云
：
「
日
日
是
好
日
。
」
謂
何
日
不
是
佛
降
生
時
節
？
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雪
竇
頌
曰
：
「
去
却
一
，
拈
得
七
，
上
下
四
維
無
等
匹
。
徐
行
踏
斷
流
水
聲
，
縱
觀
寫
出
飛
禽
跡
。
草
茸
茸
，
煙
冪

冪
，
空
生
巖
畔
花
狼
藉
。
彈
指
堪
悲
舜
若
多
，
莫
動
著
，
動
著
三
十
棒
。
」
謂
去
却
一
，
拈
得
七
，
乃
是
八
也
。
世
尊

生
下
，
一
手
指
天
，
一
手
指
地
，
云
：
「
天
上
天
下
，
唯
我
獨
尊
。
」
故
曰
：
「
上
下
四
維
無
等
匹
。
」
「
徐
行
踏
斷
流

水
聲
」，
謂
正
當
四
方
徐
行
七
歩
時
，
爲
你
衆
生
故
，
直
饒
流
水
聲
，
也
須
踏
斷
。
「
縱
觀
寫
出
飛
禽
跡
」，
謂
縱
目
觀

四
方
時
，
爲
衆
生
故
，
幾
乎
寫
出
飛
禽
跡
。
「
草
茸
茸
，
煙
漠
漠
」，
謂
幸
自
有
如
此
境
界
一
切
現
成
。
須
菩
提
不
必

巖
中
宴
坐
，
惹
得
天
雨
四
花
，
故
曰
：
「
空
生
巖
畔
花
狼
藉
，
彈
指
堪
悲
舜
若
多
。
」
舜
若
多
是
虚
空
神
，
無
身
覺
觸
，

謂
縱
使
得
似
舜
若
多
神
無
身
無
影
時
，
正
可
悲
可
嘆
。
所
以
後
面
道
：
「
莫
動
著
，
動
著
三
十
棒
。
」　

（
わ
た
し
は
初
め
行
脚
の
時
、
寶
印
和
尚
と
呼
ば
れ
る
尊
宿
に
參
じ
た
。
寶
印
和
尚
は
先
に
教
興
坦
和
尚
に
參
じ
、
ま
た
雪
竇
重
顯

に
も
會
い
、
瑯
琊
慧
覺
の
法
を
嗣
い
だ
人
だ
。
わ
た
し
は
か
れ
の
と
こ
ろ
で
侍
者
を
二
年
つ
と
め
、
每
日
公
案
を
商
量
し
た
。
た
と

え
ば
、
雲
門
の
示
衆
に
こ
う
あ
る
。
「
十
五
日
以
前
の
こ
と
を
そ
な
た
に
は
問
わ
ぬ
。
十
五
日
以
後
の
こ
と
に
つ
い
て
一
句
言
い
な

さ
い
。
」
そ
し
て
み
づ
か
ら
代
わ
っ
て
言
っ
た
、
「
每
日
が
よ
い
日
」
と
。
こ
れ
は
古
本
『
雲
門
語
錄
』
で
は
四
月
八
日
の
上
堂
で
あ

る
。
ゆ
え
に
、
「
十
五
日
以
前
の
こ
と
を
そ
な
た
に
は
問
わ
ぬ
」
と
言
っ
た
の
は
、
八
日
は
そ
こ
に
含
ま
れ
る
か
ら
だ
。
「
十
五
日
以

後
の
こ
と
に
つ
い
て
一
句
言
い
な
さ
い
」
と
言
い
、
「
み
づ
か
ら
代
わ
っ
て
、
『
每
日
が
よ
い
日
』
」
と
言
っ
た
わ
け
だ
。
每
日
が
佛

陀
降
誕
の
め
で
た
き
日
と
い
う
こ
と
だ
。
雪
竇
の
頌
に
言
う
、
「
一
を
取
り
去
っ
て
、
七
を
取
り
拂
う
。
そ
の
手
腕
は
こ
の
世
に
匹

敵
す
る
者
が
な
い
。
川
の
水
音
を
聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
岸
邊
を
歩
み
、
そ
ぞ
ろ
に
鳥
の
飛
ぶ
跡
を
見
上
げ
る
。
草
は
生
い
茂
り
、

靄
は
た
ち
こ
め
、
ふ
と
須
菩
提
の
禪
坐
し
た
巖
下
に
天
が
花
を
降
ら
せ
た
故
事
を
思
い
出
す
。
指
を
彈
い
て
須
菩
提
を
禪
定
か
ら
出

し
た
虚
空
神
は
餘
計
な
こ
と
を
し
た
も
の
だ
。
須
菩
提
よ
、
そ
ん
な
音
に
動
じ
て
は
な
ら
ぬ
。
動
ず
れ
ば
わ
た
し
が
三
十
棒
を
食
ら

わ
せ
る
」
。
「
一
を
取
り
去
っ
て
、
七
を
取
り
拂
う
」
と
八
に
な
る
。
世
尊
が
誕
生
さ
れ
て
、
天
と
地
を
指
さ
し
「
天
上
天
下
に
、
わ

れ
ひ
と
り
尊
し
」
と
言
わ
れ
た
の
が
、
つ
ま
り
「
こ
の
世
に
匹
敵
す
る
者
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。
「
川
の
水
音
を
聞
き
な
が
ら
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ゆ
っ
く
り
と
岸
邊
を
歩
む
」
と
は
、
ま
さ
に
四
方
を
お
も
む
ろ
に
七
歩
あ
ゆ
み
、
そ
な
た
ら
衆
生
の
た
め
に
、
川
の
音
を
も
踏
み
し

め
て
行
く
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
そ
ぞ
ろ
に
鳥
の
飛
ぶ
の
を
見
あ
げ
る
」
と
は
、
四
方
を
そ
ぞ
ろ
に
眺
め
や
っ
て
、
衆
生

の
た
め
に
、
し
ば
し
ば
飛
ぶ
鳥
の
跡
を
描
く
の
を
見
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
草
は
生
い
茂
り
、
靄
は
た
ち
こ
め
る
」
と
は
、
幸

い
に
も
か
く
の
如
き
境
界
が
一
切
現
成
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
須
菩
提
が
禪
坐
し
た
巖
下
に
天
が
花
を
降
ら
せ
る
必
要
は
な
か
っ

た
。
ゆ
え
に
「
須
菩
提
が
禪
坐
し
た
巖
下
に
天
が
花
を
降
ら
せ
た
が
、
虚
空
神
は
指
を
彈
い
て
須
菩
提
を
禪
定
か
ら
出
し
た
」
と

言
っ
た
。
舜
若
多
と
は
身
體
は
な
く
觸
覺
だ
け
を
も
つ
虚
空
神
で
、
た
と
い
無
身
無
影
の
舜
若
多
の
よ
う
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
行
爲

は
嘆
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
最
後
に
、
「
音
に
動
じ
て
は
な
ら
ぬ
。
動
ず
れ
ば
わ
た
し
が
三
十
棒
を
食
ら
わ
せ
る
」
と
言
っ

た
の
で
あ
る
。
）

こ
れ
は
大
慧
が
寶
印
和
尚
と
公
案
を
商
量
し
た
時
の
本
則
お
よ
び
雪
竇
頌
の
解
釋
で
、
雲
門
の
本
則
が
古
本
『
雲
門
語

錄
』
で
は
四
月
八
日
の
「
佛
降
誕
上
堂
」
の
語
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
ち
な
ん
で
「
十
五
日
已
前
」「
十
五
日
已
後
」
と

言
っ
た
の
だ
と
言
い
、
ま
た
雪
竇
頌
の
冒
頭
の
三
句
「
去
却
一
，
拈
得
七
，
上
下
四
維
無
等
匹
」
を
佛
陀
の
「
天
上
天

下
，
唯
我
獨
尊
」
の
意
と
し
て
い
る
の
は
、「
上
下
四
維
無
等
匹
」
が
『
景
德
傳
燈
錄
』（
卷
一
「
釋
迦
牟
尼
佛
章
」）
の
「
東

西
及
南
北
，
各
行
於
七
步
。
分
手
指
天
地
，
作
師
子
吼
聲
：
『
上
下
及
四
維
，
無
能
尊
我
者
』。」
に
據
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。「
去
却
一
，
拈
得
七
」
は
宋
代
の
引
用
で
は
「
去
却
一
，
拈
却
七
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
ら
、
い
づ
れ

も
「
一
を
取
り
去
り
、
七
を
取
り
拂
う
」
意
で
あ
り
、
こ
れ
が
四
月
「
八
」
日
を
暗
示
し
て
い
て
佛
陀
を
指
す
語
だ
と

い
う
。
以
下
の
頌
「
徐
行
踏
斷
流
水
聲
，
縱
觀
寫
出
飛
禽
跡
」
を
佛
陀
の
「
四
方
徐
行
七
歩
」
と
關
聯
さ
せ
て
説
明
し
、

「
草
茸
茸
，
煙
漠
漠
（
煙
冪
冪
）」
二
句
を
佛
陀
の
覺
醒
し
た
眼
に
映
じ
た
一
切
現
成
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
、
そ
の
あ
と
須
菩

提
と
虚
空
神
の
故
事
を
配
し
、
最
後
は
虚
空
神
も
須
菩
提
も
從
來
の
評
價
を
反
轉
さ
せ
て
と
も
に
批
判
す
る
。
雪
竇
頌
の

押
韻
は
「
一
」「
七
」「
匹
」
質
、「
跡
」「
藉
」
昔
、「
著
」
藥
、
入
聲
質
韻
［-t
］、
昔
韻
［-k

］、
藥
韻
［-k

］
通
押
。
宋
代
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四
川
音
で
は
入
聲
韻
尾
が
消
失
合
併
し
て
通
用
し
た
。

た
だ
し
、
雪
竇
頌
の
如
上
の
展
開
が
雲
門
の
本
則
と
ど
う
い
う
聯
環
に
あ
る
の
か
が
わ
か
り
に
く
い
。
本
則
が
四
月
八
日

の
佛
降
誕
の
日
の
上
堂
語
と
し
て
な
さ
れ
、
目
前
に
迫
っ
た
夏
安
居
の
心
構
え
を
語
っ
た
「
日
日
是
好
日
」
に
對
し
て
、

雪
竇
が
ど
う
い
う
評
價
を
下
し
た
の
か
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

　

本
則
は
雲
門
山
で
の
夏
安
居
を
目
前
に
し
た
佛
降
誕
上
堂
に
お
い
て
、
雲
門
が
制
中
修
行
の
心
構
え
を
問
い
、
み
づ
か

ら
「
日
日
是
好
日
」
と
垂
示
し
て
、
僧
衆
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
や
っ
た
。
眞
摯
な
行
脚
修
行
が
で
き
て
い
る
な
ら
、
そ
の

精
神
で
過
ご
す
の
だ
と
。
雪
竇
は
（
大
慧
に
よ
れ
ば
）
こ
の
上
堂
語
が
四
月
八
日
の
佛
降
誕
の
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
ふ
ま

え
、
冒
頭
三
句
で
佛
陀
誕
生
時
の
行
爲
を
讚
揚
し
、
水
聲
を
聞
き
飛
鳥
を
見
上
げ
る
見
聞
覺
知
の
作
用
の
主
人
公
を
自
覺

す
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
た
。
最
後
に
「
須
菩
提
巖
下
宴
坐
，
梵
天
讚
嘆
雨
花
」
の
故
事
を
持
ち
出
し
て
、
外
境
に
煩
わ
さ

れ
て
は
な
ら
ぬ
と
指
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
佛
傳
の
降
誕
、
出
家
、
入
山
苦
行
、
出
山
、
菩
提
樹
下
の
明
星
開
悟
、
五
比
丘
へ
の
説
法
、
遊
行
、
入
滅
の
一

聯
の
佛
陀
の
生
涯
は
『
修
行
本
起
經
』、『
普
耀
經
』
等
の
佛
傳
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
禪
宗
は
中
唐
馬
祖
禪
洪
州
宗
に

よ
っ
て
回
顧
再
編
さ
れ
た
思
想
史
的
敍
述
が
『
寶
林
傳
』、『
祖
堂
集
』、『
景
德
傳
燈
錄
』
に
定
著
し
て
お
り
、
唐
宋
時
代

以
後
こ
れ
に
據
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
佛
誕
生
時
の
行
爲
、

又
《
普
曜
經
》
云
：
「
佛
初
生
時
，
放
大
光
明
，
照
十
方
界
，
地
涌
金
蓮
，
自
然
捧
足
，
東
西
南
北
，
各
行
七
步
，

觀
察
四
方
，
一
手
指
天
，
一
手
指
地
，
作
師
子
吼
：
『
天
上
天
下
，
唯
我
獨
尊
。
』
」
（
『
祖
堂
集
』
卷
一
「
釋
迦
牟
尼
佛
章
」

第
四
則
）

を
馬
祖
禪
の
「
性
在
作
用
」
説
を
佛
陀
が
實
踐
し
て
い
た
の
だ
と
認
め
る
解
釋
が
な
さ
れ
、
晩
唐
五
代
に
馬
祖
禪
再
檢
討

の
機
運
が
起
こ
る
と
、
批
判
が
噴
出
し
た
。
そ
の
典
型
が
雲
門
文
偃
で
あ
る
。
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擧
：
「
世
尊
初
生
下
，
一
手
指
天
，
一
手
指
地
，
周
行
七
步
，
目
顧
四
方
，
云
：
『
天
上
天
下
，
唯
我
獨
尊
。
』
」
師

云
：
「
我
當
時
若
見
，
一
棒
打
殺
，
與
狗
子
喫
却
，
貴
圖
天
下
太
平
。
」
（
『
雲
門
匡
眞
禪
師
廣
錄
』
卷
中
）

（
提
起
し
た
、
「
世
尊
が
下
生
さ
れ
た
時
、
手
で
天
を
指
し
地
を
指
し
て
、
ま
わ
り
を
七
歩
歩
き
、
四
方
を
觀
察
し
て
、
言
わ
れ
た
、

『
天
上
天
下
に
、
唯
だ
我
の
み
獨
り
尊
し
』
と
。
」
師
、
「
お
れ
が
も
し
そ
の
時
に
こ
れ
を
見
た
ら
、
棒
で
も
っ
て
擊
ち
殺
し
て
犬
に

喰
わ
せ
て
や
る
。
そ
れ
で
こ
そ
天
下
泰
平
だ
。
」
）

雲
門
は
佛
陀
の
所
作
が
「
性
在
作
用
」
説
に
據
っ
て
「
佛
性
の
尊
貴
」
を
謳
歌
し
た
こ
と
を
け
し
か
ら
ぬ
と
罵
倒
し
た
の

で
あ
る
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
唐
末
五
代
に
到
っ
て
馬
祖
禪
再
檢
討
が
高
ま
っ
た
時
期
の
態
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
本
則
で
は

こ
れ
ほ
ど
の
激
烈
な
佛
陀
批
判
は
影
を
潛
め
て
い
る
が
、「
日
日
是
好
日
」
に
は
佛
を
も
特
別
視
し
な
い
氣
概
が
現
わ
れ

て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
七
則
譯
注

擧
：
僧
問
法
眼
：
「
慧
超
咨
和
尚

（
１
）

，
如
何
是
佛
？
」
法
眼

（
２
）

云
：
「
汝
是
慧
超
。
」

頌
曰
：

江
國
春
風
吹
不
起
，
鷓
鴣
啼
在
深
花
裏
。

三
級
浪
高
魚
化
龍
，
癡
人
猶
戽
夜
塘
水
。

【
校
記
】



38

禅文化研究所紀要 第39号（令和8年4月）

（
1
）「
慧
超
咨
和
尚
」
五
字
，《
直
註
》
無
。

（
2
）「
法
眼
」
二
字
，《
直
註
》
作
「
眼
」
一
字
。

【
訓
讀
】

擧
す
、
僧 
法
眼
に
問
う
、
「
慧
超 

和
尚
に
咨と

う
、
如
何
な
る
か
是
れ
佛
？
」
法
眼
云
く
、
「
汝
は
是
れ
慧
超
。
」

頌
に
曰
く
、

江こ
う
こ
く國

に
春

し
ゅ
ん

風ぷ
う

は
吹
き
起
こ
ら
ず
、
鷓し

ゃ

鴣こ

な啼
き
て
深し

ん

花か

り裏
に
在
り
。

三さ
ん

級き
ゅ
うの

浪な
み
た
こ高

う
し
て
魚う

お

は
龍

り
ゅ
う

と
化か

す
に
、
癡ち

人じ
ん

猶な

お
戽く

む
夜や

塘と
う

の
水み

ず

。

【
日
譯
】

本
則
。
僧
が
法
眼
に
問
う
た
、
「
慧わ

た
く
し超

、
和
尚
に
お
訊
ね
し
ま
す
。
佛
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
法
眼
は
答
え
た
、

「
そ
な
た
は
慧
超
だ
。
」

頌
し
て
い
う
、

江
南
に
春
風
は
吹
い
て
こ
ず
、

鷓
鴣
が
花
叢
の
奥
で
ひ
そ
や
か
に
鳴
く
。

龍
門
に
三
級
の
高
波
が
澎
湃
と
起
こ
る
に
乘
じ
て
魚
は
す
で
に
龍
と
な
っ
て
飛
ん
で
行
っ
た
の
に
、

愚
か
者
は
ま
だ
暗
い
夜
中
に
野
池
の
水
を
汲
ん
で
魚
を
捕
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

【
注
釋
】
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○
本
則
は
『
汾
陽
頌
古
』
第
三
三
則
よ
り
採
用
し
て
い
る
。

僧
問
法
眼
：
「
慧
超
咨
和
尚
，
如
何
是
佛
？
」
眼
云
：
「
汝
是
慧
超
。
」

「
問
答
從
頭
理
不
虧
，
莫
同
巧
妙
騁
鋒
機
。
眞
金
若
不
鑪
中
鍛
，
爭
不
將
金
喚
作
泥
？
」

（
『
汾
陽
善
昭
禪
師
語
錄
』
卷
中
、
大
正
藏
第
四
七
册
、
六
〇
九
ｂ
）

法
眼
と
慧
超
の
問
答
を
收
錄
す
る
最
も
早
い
資
料
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
五
「
廬
山
歸
宗
寺
法
施
禪
師
策
眞
章
」
で
あ

る
。曹

州
人
也
。
姓
魏
氏
，
本
名
慧
超
。
升
淨
慧
之
堂
，
問
：
「
如
何
是
佛
？
」
淨
慧
曰
：
「
汝
是
慧
超
。
」
師
從
此
信
入
，

其
語
播
于
諸
方
。

○
僧
問
法
眼
：
慧
超
咨
和
尚
，
如
何
是
佛
？
法
眼
云
：
汝
是
慧
超　

こ
の
本
則
の
記
述
は
こ
こ
ま
で
で
あ
っ
て
、『
景
德
傳

燈
錄
』
が
こ
の
あ
と
に
「
師
從
此
信
入
」
と
い
う
説
明
を
加
え
て
い
る
の
と
異
な
っ
て
い
る
。
雪
竇
が
時
期
的
に
早
い

『
景
德
傳
燈
錄
』
を
採
ら
ず
、『
汾
陽
頌
古
』
か
ら
本
則
を
採
っ
た
の
は
、
慧
超
が
法
眼
の
「
汝
是
慧
超
」
と
い
う
答
え
を

聞
い
て
た
だ
ち
に
そ
の
意
を
知
っ
て
禪
に
參
入
し
た
と
い
う
理
解
に
從
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
如
何
是
佛
？
」（
佛

と
は
何
か
？
）
と
問
う
の
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
自
分
な
り
の
長
い
思
索
を
經
て
師
の
考
え
を
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

法
眼
の
答
え
は
「
汝
是
慧
超
」（
そ
な
た
は
慧
超
だ
）
で
あ
っ
た
。「
き
み
は
慧
超
で
あ
っ
て
、
き
み
自
身
が
佛
な
の
で
は
な

い
。
し
か
も
他
人
に
佛
を
問
う
必
要
は
な
い
」
と
い
う
意
で
、
つ
ま
り
「
佛
を
問
う
自
己
と
は
な
に
か
？
」「
自
己
を
識

れ
」
と
い
う
示
唆
で
あ
る
。
本
則
で
は
慧
超
の
反
應
に
つ
い
て
何
も
言
わ
な
い
。
そ
こ
が
雪
竇
頌
を
理
解
す
る
鍵
と
な

る
。
中
唐
馬
祖
禪
の
公
式
的
モ
デ
ル
は
、

初
參
大
寂
，
問
：
「
如
何
是
佛
？
」
大
寂
云
：
「
即
心
是
佛
。
」
師
即
大
悟
。
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
七
「
明
州
大
怦
山
法
常

禪
師
章
」
）
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（
初
め
馬
祖
に
問
う
た
、
「
佛
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
馬
祖
、
「
き
み
の
心
こ
そ
が
佛
だ
。
」
師
は
言
下
に
大
悟
し
た
。
）

と
い
う
簡
明
直
截
な
も
の
で
あ
っ
た
。
晩
唐
五
代
に
到
っ
て
馬
祖
禪
の
再
檢
討
が
課
題
と
な
っ
た
時
期
の
法
眼
文
益

（
八
八
五
～
九
五
八
）
は
、
自
己
の
參
學
に
お
い
て
こ
う
い
う
單
純
な
考
え
か
た
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。

餘
杭
魯
氏
子
。
參
長
慶
，
不
大
發
明
。
後
同
景
修
，
法
璡
三
人
欲
出
嶺
，
經
過
地
藏
。
阻
雪
，
少
憩
，
藏
即
琛
禪
師

也
。
琛
問
：
「
此
行
何
之
？
」
師
云
：
「
行
脚
去
。
」
琛
云
：
「
作
麼
生
是
行
脚
事
？
」
師
云
：
「
不
知
。
」
藏
云
：

「
不
知
最
親
切
。
」
又
同
三
人
舉
《
肇
論
》，
至
〈
天
地
與
我
同
根
〉
處
，
琛
云
：
「
山
河
大
地
，
與
儞
自
己
，
是
同
是

別
？
」
師
云
：
「
同
。
」
琛
竪
起
兩
指
。
熟
視
之
云
：
「
兩
箇
。
」
即
便
起
去
。
師
須
臾
啓
行
，
琛
門
送
之
。
問
云
：

「
上
座
尋
常
説
〈
三
界
惟
心
，
萬
法
惟
識
〉
。
」
乃
指
庭
下
片
石
云
：
「
且
道
，
此
石
在
心
内
，
在
心
外
？
」
師
云
：
「
在

心
内
。
」
琛
云
：
「
行
脚
人
，
著
甚
來
由
安
片
石
在
心
頭
耶
？
」
師
窘
無
以
對
，
即
放
包
，
依
席
下
求
決
擇
。
近
一
月

餘
，
日
呈
見
解
，
説
道
理
。
藏
語
之
曰
：
「
佛
法
不
恁
麼
。
」
師
云
：
「
某
甲
詞
窮
理
絶
也
。
」
藏
云
：
「
若
論
佛
法
，

一
切
見
成
。
」
師
於
言
下
大
悟
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

	　
　
　

  

（
『
聯
燈
會
要
』
卷
二
六
「
金
陵
清
涼
法
眼
文
益
禪
師
章
」
）

（
法
眼
禪
師
は
杭
州
餘
杭
の
魯
氏
の
出
身
で
あ
る
。
福
州
の
長
慶
慧
稜
禪
師
に
參
じ
た
が
、
開
悟
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。
の
ち
景

修
、
法
璡
と
三
人
で
結
伴
行
脚
を
し
、
閩
を
出
よ
う
と
福
州
地
藏
院
ま
で
來
て
、
雪
に
阻
ま
れ
暫
く
滯
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地

藏
院
は
桂
琛
禪
師
の
寺
で
あ
る
。
桂
琛
禪
師
が
問
う
、
「
こ
の
旅
で
ど
こ
へ
行
か
れ
る
の
か
？
」
師
、
「
行
脚
を
し
て
い
ま
す
。
」
桂

琛
、
「
行
脚
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
師
、
「
わ
か
ら
ぬ
の
で
す
。
」
桂
琛
、
「
わ
か
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
が
最
も
切
實
だ
。
」
ま
た
三

人
で
『
肇
論
』
を
論
じ
て
「
天
地
は
我
と
同
根
」
の
段
に
到
っ
た
時
、
桂
琛
、
「
山
河
大
地
は
そ
な
た
自
身
と
同
じ
か
別
か
？
」
師
、

「
同
じ
で
す
。
」
桂
琛
は
二
本
の
指
を
立
て
た
。
師
は
じ
っ
と
見
て
言
っ
た
、
「
別
で
す
。
」
桂
琛
は
起
ち
あ
が
っ
て
出
て
行
っ
た
。
師

は
し
ば
ら
く
し
て
旅
を
續
け
る
た
め
に
行
こ
う
と
し
た
。
桂
琛
は
門
送
し
て
、
訊
ね
た
、
「
そ
な
た
は
い
つ
も
〈
三
界
惟
心
，
萬
法

惟
識
〉
と
言
っ
て
い
る
が
」、
と
庭
石
を
指
さ
し
て
言
っ
た
、
「
で
は
、
こ
の
石
は
心
の
中
に
あ
る
か
、
外
に
あ
る
か
？
」
師
、
「
心
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の
中
に
あ
り
ま
す
。
」
桂
琛
、
「
行
脚
の
人
よ
、
ど
う
い
う
わ
け
で
こ
の
石
を
心
に
置
く
の
か
？
」
師
は
答
え
に
窮
し
て
、
旅
裝
を
解

き
、
桂
琛
の
も
と
で
答
え
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。
一
か
月
あ
ま
り
每
日
見
解
を
呈
し
て
道
理
を
言
い
續
け
た
と
こ
ろ
、
桂
琛
は
師

に
申
し
わ
た
し
た
、
「
佛
法
は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
。
」
師
、
「
わ
た
く
し
は
も
う
説
く
べ
き
道
理
も
言
葉
も
盡
き
て
し
ま
い
ま

し
た
。
」
桂
琛
、
「
も
し
佛
法
を
論
ず
る
な
ら
ば
、
一
切
は
す
で
に
現
成
し
て
い
る
。
」
師
は
言
下
に
大
悟
し
た
。
）

法
眼
の
開
悟
は
こ
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
地
藏
桂
琛
（
漳
州
羅
漢
桂
琛
、
玄
沙
師
備
の
弟
子
、
八
六
七
～
九
二
八
）
に
行
脚
の

意
義
を
問
わ
れ
て
「
不
知
」
と
正
直
に
答
え
、
桂
琛
が
「
不
知
最
親
切
」（
そ
の
よ
う
に
行
脚
す
る
自
己
と
は
何
か
を
切
實
に
問

う
こ
と
が
大
切
な
の
だ
）
と
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、「
自
己
の
心
こ
そ
が
佛
だ
」
な
ど
と
い
う
馬
祖
の
禪
的
教
理
に

安
住
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
汝
は
是
れ
慧
超
」
と
い
う
答
え
も
「
き
み
が
佛
な
の
だ
」
と
言
っ
た

の
で
は
な
い
。「
佛
を
求
め
る
そ
な
た
は
何
者
か
？
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
答
え
が
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
な
い
の

は
、
慧
超
は
聞
い
て
啞
然
と
し
、
應
答
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

○
江
國
春
風
吹
不
起
，
鷓
鴣
啼
在
深
花
裏
。
三
級
浪
高
魚
化
龍
，
癡
人
猶
戽
夜
塘
水　

上
揭
の
本
則
に
對
す
る
雪
竇
の
頌
は

い
っ
た
い
何
を
言
お
う
と
し
た
の
か
？
前
二
句
「
江
國
春
風
吹
不
起
，
鷓
鴣
啼
在
深
花
裏
」、「
春
が
來
て
い
な
が
ら
こ
こ

に
春
風
は
吹
い
て
い
な
い
」
と
は
、
春
な
の
に
か
れ
は
氣
づ
か
な
い
と
諷
刺
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
爛
漫
の
春
三
月
な
の

に
、
江
南
に
い
る
慧
超
の
も
と
に
は
春
風
が
吹
い
て
い
な
い
。「
鷓
鴣
が
花
叢
の
奥
で
鳴
い
て
い
る
」
の
も
耳
に
入
ら
な

い
。
と
ん
だ
鈍
感
者
だ
。
む
ろ
ん
諷
刺
の
對
象
は
慧
超
で
あ
る
。
後
二
句
「
三
級
浪
高
魚
化
龍
，
癡
人
猶
戽
夜
塘
水
」
の

「
癡
人
」
も
慧
超
を
指
し
て
い
る
。
法
眼
の
「
汝
是
慧
超
」
と
い
う
答
え
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
を

こ
の
四
句
の
頌
で
皮
肉
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
で
は
雪
竇
の
辛
辣
な
頌
は
理
解
で

き
な
い
。
こ
こ
に
雪
竇
が
『
汾
陽
頌
古
』
の
本
則
を
採
っ
た
理
由
が
あ
る
。
汾
陽
の
頌
は
上
揭
の
と
お
り
で
、

問
答
從
頭
理
不
虧
，
莫
同
巧
妙
騁
鋒
機
。
眞
金
若
不
鑪
中
鍛
，
爭
不
將
金
喚
作
泥
？



42

禅文化研究所紀要 第39号（令和8年4月）

（
こ
の
問
答
が
最
初
か
ら
禪
理
を
踏
ま
え
て
い
る
の
は
、
巧
妙
に
機
鋒
を
闘
わ
せ
る
問
答
と
は
違
う
。
眞
金
は
高
熱
の
爐
で
こ
そ
鍛

え
ら
れ
る
も
の
だ
。
ゆ
え
に
眞
金
を
泥
丸
と
間
違
え
た
り
は
し
な
い
。
）

こ
の
問
答
を
「
眞
金
」
を
暗
示
す
る
も
の
と
高
く
評
價
し
て
い
る
。
た
だ
し
表
現
は
直
敍
で
あ
っ
て
、
雪
竇
が
一
見
し
て

解
し
が
た
い
、
ひ
ね
っ
た
江
南
の
風
景
に
託
し
て
描
寫
し
、
そ
の
中
に
辛
辣
な
批
評
性
を
こ
め
た
作
法
に
は
及
ば
な
い
。

雪
竇
頌
の
押
韻
は
「
起
」「
裏
」
止
「
水
」
旨
、
上
聲
旨
止
韻
同
用
。

　

な
お
、
鷓
鴣
は
南
方
（
江
西
、
閩
廣
、
蜀
虁
州
）
に
生
棲
す
る
雉
の
類
で
、
越
雉
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
姿
は
雌
鷄
に
似
て

頭
は
鶉
の
如
く
、
胸
に
眞
珠
の
よ
う
な
白
圓
點
、
背
毛
に
紫
赤
の
浪
模
様
が
あ
り
、「
そ
の
性
霜
露
を
畏
れ
、
早
晩
は
出

づ
る
こ
と
稀
に
し
て
、
夜
棲
む
に
木
葉
を
以
て
身
を
蔽
い
、
多
く
對
啼
す
。
今
俗
に
謂
う
、
其
の
鳴
き
て
〈
行シ

ン

不プ

ド

ゴ
得
哥
〉

（
行
け
な
い
よ
、
に
い
さ
ん
）
と
曰い

う
と
」（『
本
草
綱
目
』
卷
二
八
禽
部
「
鷓
鴣
」、
人
民
衛
生
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）。
ゆ
え
に
鳴

き
聲
は
聞
こ
え
て
も
そ
の
姿
は
見
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。
江
南
の
人
は
鷓
鴣
の
鳴
き
聲
を
聞
い
て
望
郷
の
思
い
に
驅
ら
れ

る
と
い
う
。
晩
唐
の
鄭
谷
（
九
～
十
世
紀
初
の
人
）
は
「
鷓
鴣
」
と
題
す
る
詩
で
有
名
に
な
り
「
鄭
鷓
鴣
」
と
呼
ば
れ
た
。

そ
の
詩
を
擧
げ
て
お
く
。

暖
戲
煙
蕪
錦
翼
齊
，
品
流
應
得
近
山
雞
。
雨
昏
青
草
湖
邊
過
，
花
落
黃
陵
廟
裏
啼
。

游
子
乍
聞
征
袖
溼
，
佳
人
纔
唱
翠
眉
低
。
相
呼
相
應
湘
江
闊
，
苦
竹
叢
深
春
日
西
。

（
暖
か
な
春
日
に
草
叢
に
群
れ
る
、
錦
鷄
に
似
た
上
品
な
鳥
。
雨
季
に
は
青
草
湖
あ
た
り
で
飛
び
、
暮
春
落
花
の
時
節
に
は
黃
陵
廟

で
鳴
く
。
旅
人
が
聞
け
ば
悲
哀
の
涙
を
流
し
、
歌
妓
が
こ
の
曲
を
吟
ず
れ
ば
み
づ
か
ら
も
愁
う
。
湘
江
の
廣
き
ほ
と
り
で
鳴
き
交
わ

す
、
春
の
夕
暮
れ
苦
竹
の
奥
深
き
と
こ
ろ
。
）

第
三
句
「
癡
人
猶
戽
夜
塘
水
」
の
「
戽
」
と
い
う
字
は
「
水
を
汲
む
」
意
で
あ
る
が
、
一
般
的
な
「
汲
」
字
を
使
わ
な

か
っ
た
の
は
、
貫
休
の
「
深
村
に
宿
る
」
詩
の
句
を
用
い
た
か
ら
で
あ
る
。

行
行
一
宿
深
村
里
，
雞
犬
豐
年
鬧
如
市
。
黃
昏
見
客
合
家
喜
，
月
下
取
魚
戽
塘
水
。
（
陸
永
峰
『
禪
月
集
校
注
』
巴
蜀
書
社
、

二
〇
〇
六
年
）

（
旅
を
し
て
田
舎
の
村
に
泊
っ
た
。
そ
こ
は
今
年
は
豐
作
で
雞
犬
の
鳴
き
聲
が
市
場
の
よ
う
に
賑
や
か
だ
っ
た
。
夕
暮
れ
に
泊
り
客

が
現
わ
れ
た
の
で
家
の
者
は
喜
ん
で
、
月
下
に
戽
斗
を
持
っ
て
池
へ
魚
を
取
り
に
行
っ
た
。
）

貫
休
は
婺
州
金
華
の
人
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
は
か
れ
が
入
蜀
し
た
時
（
天
復
三
年
、
九
〇
三
年
）
の
體
驗
を
詠
じ
、
蜀
方
言

「
戽
」（『
廣
韻
』
侯
古
切
）
を
用
い
て
描
寫
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
張
愼
儀
『
蜀
方
言
』
に
「
抒
水
斗
曰
倹
斗
」（
注
：
倹
與

戽
同
）
と
あ
り
（
張
永
言
點
校
『
續
方
言
新
校
補 

方
言
別
錄 

蜀
方
言
』、
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
現
在
も
四
川
で
用
い
ら
れ
る

と
い
う
。『
祖
庭
事
苑
』
に
も
こ
の
語
に
注
意
し
、「
戽
は
荒
故
切
、
戽
斗
は
水
を
舀く

む
器
」（
卷
二
「
雪
竇
頌
古
」）
と
い

う
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
八
則

擧
：
翠
巖

（
１
）

夏
末

（
２
）

示
衆
云
：
「
一
夏
已

（
３
）

來
，
爲
兄
弟
説
話
。
看
！
翠
巖
眉
毛
在
麼
？
」
保
福
云
：
「
作
賊
人
心
虚
。
」

長
慶
云
：
「
生
也
！
」
雲
門
云
：
「
關
！
」

頌
曰
：

翠
巖
示
徒
，
千
古
無
對
。
關
字
相
酬
，
失
錢
遭
罪
。

潦
倒
保
福
，
抑
揚
難
得
，
嘮
嘮
翠
巖
，
分
明
是
賊
。

白
珪
無
玷
（
４
），

誰
辨
眞
假
？
長
慶
相
諳
，
眉
毛
生
也
！
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行
行
一
宿
深
村
里
，
雞
犬
豐
年
鬧
如
市
。
黃
昏
見
客
合
家
喜
，
月
下
取
魚
戽
塘
水
。
（
陸
永
峰
『
禪
月
集
校
注
』
巴
蜀
書
社
、

二
〇
〇
六
年
）

（
旅
を
し
て
田
舎
の
村
に
泊
っ
た
。
そ
こ
は
今
年
は
豐
作
で
雞
犬
の
鳴
き
聲
が
市
場
の
よ
う
に
賑
や
か
だ
っ
た
。
夕
暮
れ
に
泊
り
客

が
現
わ
れ
た
の
で
家
の
者
は
喜
ん
で
、
月
下
に
戽
斗
を
持
っ
て
池
へ
魚
を
取
り
に
行
っ
た
。
）

貫
休
は
婺
州
金
華
の
人
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
は
か
れ
が
入
蜀
し
た
時
（
天
復
三
年
、
九
〇
三
年
）
の
體
驗
を
詠
じ
、
蜀
方
言

「
戽
」（『
廣
韻
』
侯
古
切
）
を
用
い
て
描
寫
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
張
愼
儀
『
蜀
方
言
』
に
「
抒
水
斗
曰
倹
斗
」（
注
：
倹
與

戽
同
）
と
あ
り
（
張
永
言
點
校
『
續
方
言
新
校
補 

方
言
別
錄 

蜀
方
言
』、
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
現
在
も
四
川
で
用
い
ら
れ
る

と
い
う
。『
祖
庭
事
苑
』
に
も
こ
の
語
に
注
意
し
、「
戽
は
荒
故
切
、
戽
斗
は
水
を
舀く

む
器
」（
卷
二
「
雪
竇
頌
古
」）
と
い

う
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
八
則

擧
：
翠
巖

（
１
）

夏
末

（
２
）

示
衆
云
：
「
一
夏
已

（
３
）

來
，
爲
兄
弟
説
話
。
看
！
翠
巖
眉
毛
在
麼
？
」
保
福
云
：
「
作
賊
人
心
虚
。
」

長
慶
云
：
「
生
也
！
」
雲
門
云
：
「
關
！
」

頌
曰
：

翠
巖
示
徒
，
千
古
無
對
。
關
字
相
酬
，
失
錢
遭
罪
。

潦
倒
保
福
，
抑
揚
難
得
，
嘮
嘮
翠
巖
，
分
明
是
賊
。

白
珪
無
玷
（
４
），

誰
辨
眞
假
？
長
慶
相
諳
，
眉
毛
生
也
！
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【
校
記
】

（
1
）「
巖
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
嵒
」，
下
同
。

（
2
）「
夏
末
」，《
直
註
》
無
。

（
3
）「
已
」，《
碧
巖
錄
》
作
「
以
」。

（
4
）「
珪
」，《
直
註
》
作
「
圭
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
翠
巖
夏げ

末ま
つ

の
示
衆
に
云
う
、
「
一い

ち

夏げ

い已
來ら

い

、
兄ひ

ん
で
い弟

の
爲
に
説せ

つ

話わ

す
。
看
よ
！
翠
巖
眉
毛
は
在あ

る
や
？
」
保
福
云
く
、

「
賊
を
作な

す
人
は
心
虚む

な

し
。
」
長
慶
云
く
、
「
生

し
ょ
う

ぜ
り
！
」
雲
門
云
く
、
「
關か

ん

！
」

頌
に
曰
く
、

翠
巖
の
徒
に
示
す
は
、
千
古
對こ

た

う
る
無
し
。
關
字
も
て
相
い
酬む

く

ゆ
る
も
、
錢
を
失
い
て
罪
に
遭
う
。

潦り
ょ
う

倒と
う

た
る
保
福
は
、
抑よ

く
よ
う揚

す
る
こ
と
も
得え

難が
た

き
に
、
潭ろ

う
ろ
う潭

た
る
翠
巖
は
、
分ふ

ん

明み
ょ
うに

是
れ
賊
な
り
と
。

白は
く
け
い珪

に
玷き
づ

無
し
、
誰た

れ

か
眞し

ん

假か

を
辨べ

ん

ぜ
ん
？
長
慶
は
相あ

い
諳し

る
、
眉び

毛も
う

生し
ょ
うぜ

り
と
。

【
日
譯
】

本
則
。
翠
巖
和
尚
は
夏
安
居
の
終
わ
り
に
大
衆
に
言
っ
た
、
「
こ
の
夏
安
居
の
開
始
以
来
、
諸
君
の
た
め
に
話
を
し
て
き
た

が
、
見
よ
！
わ
た
し
の
眉
毛
は
の
こ
っ
て
い
る
か
？
」
の
ち
保
福
從
展
は
聞
い
て
言
っ
た
、
「
惡
い
こ
と
を
し
た
人
は
び
く

び
く
し
て
い
る
も
の
だ
。
」
長
慶
慧
稜
は
言
っ
た
、
「
生
え
た
！
」
雲
門
文
偃
は
言
っ
た
、
「
關
！
」
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頌
に
い
う
、

翠
巖
が
大
衆
に
示
し
た
問
い
に
は
、
古
來
だ
れ
も
答
え
ら
れ
ぬ
の
に
、
雲
門
が
關
の
一
字
で
應
じ
た
の
は
、
錢
を
失
っ

た
う
え
に
罰
せ
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
。

老
い
ぼ
れ
の
保
福
は
褒
め
た
の
か
貶
し
た
の
か
も
言
え
て
お
ら
ず
、
く
ど
く
ど
言
い
わ
け
を
す
る
翠
巖
を
、
明
ら
か
に

惡
黨
だ
と
言
っ
た
。

白
玉
の
珪
に
傷
は
な
い
の
だ
か
ら
、
眞
僞
を
辨
ず
る
必
要
な
ど
な
い
と
、
長
慶
は
よ
く
分
か
っ
て
い
た
か
ら
、
「
眉
毛
が

生
え
た
！
」
と
言
っ
た
の
だ
。

【
注
釋
】

〇
本
則
の
か
た
ち
は
雪
竇
以
前
に
は
な
い
。
雪
竇
は
『
雲
門
廣
錄
』
に
據
り
つ
つ
編
輯
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

擧
：
翠
巖
夏
末
上
堂
云
：
「
我
一
夏
已
來
，
與
師
僧
説
話
。
看
！
翠
巖
眉
毛
在
麼
？
」
保
福
云
：
「
作
賊
人
心
虚
。
」

長
慶
云
：
「
生
也
！
」
師
云
：
「
關
！
」
（
『
雲
門
廣
錄
』
卷
中
「
室
中
語
要
」
第
三
三
則
）

こ
の
内
容
は
『
祖
堂
集
』、『
景
德
傳
燈
錄
』
に
も
錄
さ
れ
て
い
る
。

師
有
時
上
堂
曰
：
「
三
十
年
來
，
無
有
一
日
不
共
兄
弟
持
論
語
話
。
看
！
我
眉
毛
還
在
摩
？
」
衆
無
對
。
有
人
擧
似

長
慶
，
長
慶
代
云
：
「
生
也
！
」　
　
　
　
　
　

			




　
　

（
『
祖
堂
集
』
卷
一
〇
「
翠
巖
和
尚
章
」
）

師
上
堂
曰
：
「
今
夏
與
諸
兄
弟
語
論
。
看
！
翠
巖
眉
毛
還
在
麼
？
」
長
慶
聞
舉
云
：
「
生
也
！
」

（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
「
明
州
翠
巖
大
師
令
參
章
」
）

〇
翠
巖
夏
末
示
衆
云
：
一
夏
已
來
，
爲
兄
弟
説
話
。
看
！
翠
巖
眉
毛
在
麼
？
保
福
云
：
作
賊
人
心
虚
。
長
慶
云
：
生
也
！

雲
門
云
：
關
！　

翠す
い
が
ん
れ
い
し
ん

巖
令
參
（
生
卒
年
未
詳
。
雪
峯
義
存
の
弟
子
）
が
夏
安
居
の
終
わ
り
（
解
夏
）
に
夏
安
居
の
期
間
（
九
十
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日
）
に
な
し
た
説
法
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
自
己
を
點
檢
し
た
話
で
あ
る
。「
誤
っ
た
法
を
説
く
と
謗
法
の
罪
で
眉
鬚
墮
落

す
る
」
と
い
う
佛
教
の
俗
信
（『
法
華
經
』
譬
喩
品
、
安
世
高
譯
『
佛
説
罪
業
應
報
教
化
地
獄
經
』）
を
背
景
に
言
っ
た
も
の
で
、

言
葉
に
よ
っ
て
佛
法
を
説
く
（
方
便
説
法
）
こ
と
自
體
が
謗
法
で
あ
り
、「
夫
説
法
者
，
無
説
無
示
；
其
聽
法
者
，
無
聞
無

得
」（『
維
摩
經
』
弟
子
品
）
を
眞
の
説
法
と
す
る
な
ら
ば
、
翠
巖
の
行
爲
は
謗
法
た
る
を
免
れ
な
い
。
た
だ
し
翠
巖
は
こ
の

こ
と
を
承
知
の
う
え
で
、
翠
巖
院
の
夏
安
居
に
お
い
て
説
法
し
續
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
わ
が
方
便
説
法
が
『
維

摩
經
』
に
言
う
よ
う
な
説
法
た
り
え
て
い
た
か
？
」
と
大
衆
に
問
う
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
か
れ
の
自
負
が
こ
め
ら
れ

て
い
る
。
法
を
誤
る
こ
と
な
く
傳
え
得
る
か
と
い
う
問
題
は
雪
峯
門
下
で
さ
か
ん
に
論
ぜ
ら
れ
た
。
雪
峯
は
沈
黙
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
法
を
傳
授
し
た
と
言
っ
た
。

有
時
上
堂
。
衆
立
久
，
師
云
：
「
便
與
摩
承
當
却
，
最
好
省
要
。
莫
教
更
到
這
老
師
口
裏
來
。
三
世
諸
佛
不
能
唱
，

十
二
分
教
載
不
起
。
如
今
嚼
涕
唾
漢
爭
得
會
？
我
尋
常
向
師
僧
道
：
是
什
摩
？
便
近
前
來
覓
答
話
處
。
驢
年
識
得

摩
？
事
不
得
已
，
向
汝
與
摩
道
，
已
是
平
欺
汝
了
也
。
」
（
『
祖
堂
集
』
卷
七
「
雪
峯
和
尚
章
」
）

（
あ
る
日
、
定
例
の
説
法
の
た
め
に
法
堂
に
昇
っ
て
、
し
ば
ら
く
沈
黙
。
大
衆
は
じ
っ
と
立
っ
て
待
っ
て
い
た
。
師
は
言
っ
た
、
「
こ

の
よ
う
に
受
け
と
め
て
も
ら
う
の
が
、
そ
れ
こ
そ
手
間
を
か
け
ず
に
す
む
と
い
う
も
の
。
こ
の
う
え
、
こ
の
わ
た
し
に
言
わ
せ
な

い
で
も
ら
い
た
い
。
三
世
諸
佛
も
言
う
こ
と
が
で
き
ず
、
十
二
分
教
も
書
け
ぬ
の
だ
。
い
ま
人
の
言
葉
を
あ
り
が
た
が
っ
て
ば
か
り

い
る
輩
に
は
、
分
か
る
は
づ
が
な
い
。
わ
た
し
は
い
つ
も
諸
君
ら
に
〈
何
だ
！
〉
と
言
っ
て
や
っ
て
い
る
の
に
、
近
寄
っ
て
き
て
は
、

答
え
を
要
求
す
る
。
そ
ん
な
こ
と
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
分
か
る
は
づ
が
な
い
。
や
む
な
く
君
た
ち
に
こ
う
言
っ
て
や
る
の
で
さ

え
、
も
う
君
た
ち
を
愚
弄
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
」
）

雪
峯
の
示
し
た
「
沈
黙
に
よ
る
傳
授
」
は
苦
肉
の
策
で
あ
っ
た
が
、
門
下
で
は
こ
れ
を
繼
承
す
る
者
が
あ
っ
た
一
方
で
、

疑
問
を
呈
す
る
者
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
『
祖
堂
集
』
に
收
錄
さ
れ
た
弟
子
、
再
傳
の
弟
子
の
對
話
の
記
錄
中
に
「
沈
黙
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に
よ
る
傳
授
」
に
替
わ
る
有
効
な
方
法
は
見
い
だ
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
雪
峯
の
弟
子
翠
巖
は
「
や
む
な
く
方
便
説

法
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、〈
無
説
無
示
〉
に
適
っ
て
い
た
か
？
諸
君
は
そ
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
く
れ
た
か
？
」

と
聽
法
者
の
問
題
と
し
て
提
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

本
則
で
は
翠
巖
の
問
い
に
そ
の
場
で
答
え
得
る
者
が
な
か
っ
た
の
に
對
し
、
の
ち
に
保
福
從
展
（
？
～
九
二
八
）、
長
慶
慧

稜
（
八
五
四
～
九
三
二
）、
雲
門
文
偃
（
八
六
四
～
九
四
九
）
が
出
し
た
答
え
（
代
語
）
を
揭
出
し
て
い
る
。
保
福
の
「
作
賊
人

心
虚
」
は
俗
諺
で
、
翠
巖
が
「
看
！
翠
巖
眉
毛
在
麼
？
」
と
言
っ
た
こ
と
を
、
謗
法
を
み
づ
か
ら
自
白
し
た
と
皮
肉
っ
て

い
る
。
長
慶
は
翠
巖
が
「
看
！
翠
巖
眉
毛
在
麼
？
」
と
言
っ
た
こ
と
を
、
む
し
ろ
誠
實
深
刻
な
反
省
と
受
け
と
め
、「
生

也
！
」（
そ
の
反
省
で
、
落
ち
た
眉
毛
が
ま
た
生
え
た
）
と
認
め
た
。
雲
門
の
「
關
！
」
は
さ
ら
に
短
い
一
字
で
評
し
、「
こ
れ

こ
そ
が
乘
り
超
え
る
べ
き
關
門
だ
！
」
と
再
提
起
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〇
翠
巖
示
徒
，
千
古
無
對
。
關
字
相
酬
，
失
錢
遭
罪
。
潦
倒
保
福
，
抑
揚
難
得
。
潭
潭
翠
巖
，
分
明
是
賊
。
白
珪
無
玷
，
誰

辨
眞
假
？
長
慶
相
諳
，
眉
毛
生
也
！　

雪
竇
の
頌
古
（
四
句
三
聯
で
押
韻
し
て
い
る
）
は
登
場
す
る
四
人
へ
の
批
評
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
從
來
の
評
價
を
反
轉
さ
せ
た
雪
竇
の
批
評
眼
が
表
わ
れ
て
い
る
。
ま
づ
翠
巖
に
對
し
て
は
「
翠
巖
示
徒
，
千

古
無
對
」（
翠
巖
が
大
衆
に
示
し
た
問
い
に
は
、
古
來
だ
れ
も
答
え
ら
れ
ぬ
）
と
言
っ
て
、
本
則
の
翠
巖
の
問
題
提
起
を
高
く
評

價
し
た
。
自
己
の
犯
し
た
罪
を
自
白
し
た
小
心
者
（
保
福
の
評
）
と
い
う
從
來
言
わ
れ
て
き
た
理
解
で
は
な
く
、
禪
の
核

心
を
衝
く
高
度
な
問
題
提
起
の
姿
勢
で
あ
る
と
見
た
の
で
あ
る
。
佛
教
の
眞
理
は
「
眞
如
」「
眞
際
」
と
言
わ
れ
、
言
説

を
さ
し
は
さ
む
餘
地
は
な
い
（
南
泉
「〈
如
如
〉
と
言
っ
て
さ
え
す
で
に
變
異
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」）。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、「
人

人
具
足
、
箇
箇
圓
成
」、「
夫
説
法
者
，
無
説
無
示
」
と
禪
の
言
説
を
そ
の
ま
ま
言
っ
て
い
た
の
で
は
、
入
門
修
行
す
る

者
は
い
な
い
。
で
は
ど
う
す
べ
き
な
の
か
は
、
禪
僧
に
課
せ
ら
れ
た
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
雪
竇
は
つ
い
で
雲
門
の

「
關
！
」
を
評
し
て
、「
關
字
相
酬
，
失
錢
遭
罪
」（
雲
門
が
關
の
一
字
で
應
じ
た
の
は
、
錢
を
失
っ
た
う
え
に
罰
せ
ら
れ
た
よ
う
な
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も
の
）
と
こ
き
お
ろ
し
た
。「
乘
り
超
え
る
べ
き
關
門
だ
」
と
言
っ
た
だ
け
で
は
だ
め
だ
。
い
っ
た
い
ど
う
乘
り
超
え
る

の
か
？「
潦
倒
保
福
，
抑
揚
難
得
，
潭
潭
翠
巖
，
分
明
是
賊
」（
老
い
ぼ
れ
の
保
福
は
褒
め
た
の
か
貶
し
た
の
か
も
言
え
て
お
ら
ず
、

く
ど
く
ど
言
い
わ
け
を
す
る
翠
巖
を
、
明
ら
か
に
惡
黨
だ
と
言
っ
た
）
は
保
福
を
や
り
こ
め
て
い
る
。
最
後
の
一
聯
は
「
白
珪
無

玷
，
誰
辨
眞
假
？
」
と
、
も
う
一
度
翠
巖
の
提
起
を
「
白
珪
無
玷
」
に
擬
し
て
、
保
福
の
評
價
を
抑
下
し
、
長
慶
を
「
長

慶
相
諳
，
眉
毛
生
也
！
」
と
言
っ
て
、
長
慶
こ
そ
が
翠
巖
の
知
音
だ
と
斷
を
下
し
た
。
雪
竇
頌
の
押
韻
は
第
一
聯
「
對
」

隊
去
「
罪
」
賄
上
、
蟹
攝
上
聲
賄
韻
去
聲
隊
韻
通
用
、
第
二
聯
「
得
」「
賊
」
入
聲
德
韻
、
第
三
聯
「
假
」「
也
」
上
聲
馬

韻
。

『
雪
竇
頌
古
』
第
九
則
譯
注

擧
：
僧
問
趙
州
：
「
如
何
是
趙
州
？
」
州
云
：
「
東
門
，
南
門
，
西
門
，
北
門

（
１
）

。
」

頌
曰
：

句
裏
呈
機
劈
面
來
，
爍
迦
羅
眼
絶
纖
埃
。

東
南
西
北

（
２
）

門
相
對
，
無
限
輪
鎚

（
３
）

擊
不
開
。

【
校
記
】

（
1
）「
東
門
南
門
西
門
北
門
」，《
趙
州
錄
》、《
碧
巖
錄
》
第
九
則
、《
聯
燈
會
要
》
卷
六
作
「
東
門
西
門
南
門
北
門
」。

（
2
）「
東
南
西
北
」，《
碧
巖
錄
》
第
九
則
、《
聯
燈
會
要
》
卷
六
作
「
東
西
南
北
」。
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（
3
）「
鎚
」，《
佛
果
碧
巖
破
關
擊
節
》
作
「
槌
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
僧
趙
州
に
問
う
、
「
如
何
な
る
か
是
れ
趙
州
？
」
州
云
く
、
「
東
門
、
南
門
、
西
門
、
北
門
。
」

頌
に
曰
く
、

句く

り裏
に
機き

を
呈て

い

し
て
劈へ

き
め
ん面

に
來き

た

る
、
爍

し
ゃ
く

迦か

ら羅
眼げ

ん

は
纖せ

ん
あ
い埃

を
絶ぜ

っ

す
。

東と
う
な
ん
せ
い
ほ
く

南
西
北 

門
に
相
い
對
す
る
も
、
無
限
の
輪り

ん
つ
い鎚

も
擊う

ち
開あ

け
ず
。

【
日
譯
】

本
則
。
僧
が
趙
州
和
尚
に
問
う
た
、
「
趙
州
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
趙
州
は
答
え
た
、
「
東
門
、
南
門
、
西
門
、
北

門
。
」

頌
に
い
う
、

機
鋒
を
こ
め
た
問
い
を
眞
正
面
か
ら
投
げ
か
け
た
が
、
和
尚
の
爍
迦
羅
眼
に
は
一
點
の
曇
り
も
な
い
。

東
南
西
北
の
門
の
前
で
、
鐵
鎚
を
振
り
回
し
て
い
く
ら
擊
と
う
と
も
擊
ち
開
け
ら
れ
ぬ
。

【
注
釋
】

〇
本
則
は
雪
竇
が
『
趙
州
錄
』（
卷
上
）
の
原
文
の
「
東
門
西
門
南
門
北
門
」
の
順
序
を
「
東
門
南
門
西
門
北
門
」
に
改
め

て
い
る
。
そ
れ
は
雪
竇
の
北
宋
當
時
は
通
常
「
東
南
西
北
」
の
順
序
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
王
觀
國
『
學
林
』
に

「
東
西
南
北
，
先
東
西
而
後
南
北
，
此
文
言
也
。」（
卷
八
「
四
方
」
條
、
學
術
筆
記
叢
刊
、
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
）
と
言
う
。
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「
文
言
」
と
は
古
典
的
な
言
い
か
た
の
意
で
あ
ろ
う
（
王
觀
國
は
北
宋
末
の
人
）。
つ
ま
り
古
く
は
「
東
西
南
北
」
の
順
序
で

あ
っ
た
。
む
ろ
ん
意
味
上
に
違
い
は
な
い
。

〇
僧
問
：
如
何
是
趙
州
？
州
云
：
東
門
，
南
門
，
西
門
，
北
門　

僧
の
こ
の
質
問
は
不
自
然
で
あ
る
。
僧
が
趙
州
和
尚
の
何

を
問
お
う
と
し
た
の
か
明
確
で
な
い
。『
趙
州
錄
』
に
は
、

問
：
「
如
何
是
趙
州
主
人
公
？
」
師
咄
云
：
「
這
箍
桶
漢
！
」
學
人
應
諾
。
師
云
：
「
如
法
箍
桶
著
！
」
（
卷
上
）

問
：
「
如
何
是
趙
州
一
句
？
」
師
云
：
「
半
句
也
無
。
」
學
云
：
「
豈
無
和
尚
在
？
」
師
云
：
「
老
僧
不
是
一
句
。
」
（
卷
上
）

問
：
「
…
…
如
何
是
趙
州
家
風
？
」
師
云
：
「
你
不
解
問
。
」
云
：
「
請
師
答
話
。
」
師
云
：
「
若
據
你
，
合
喫
二
十
棒
。
」

（
卷
中
）

又
云
：
「
兄
弟
！
趙
州
關
也
難
過
。
」
云
：
「
如
何
是
趙
州
關
？
」
師
云
：
「
石
橋
是
。
」
（
卷
下
）

等
の
問
い
が
見
ら
れ
、
具
體
性
を
缺
い
た
「
如
何
是
趙
州
？
」
と
い
う
問
い
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
碧
巖
錄
』

第
九
則
本
則
評
唱
や
大
慧
語
錄
（
卷
八
「
示
衆
」）
に
は
次
の
よ
う
な
僧
の
語
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

僧
云
：
「
某
甲
不
問
這
箇
趙
州
。
」
州
云
：
「
爾
問
那
箇
趙
州
？
」

（
僧
、
「
わ
た
し
は
そ
の
趙
州
を
問
う
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
師
、
「
そ
な
た
は
ど
の
趙
州
を
問
う
た
の
か
？
」
）

僧
云
：
「
不
問
這
箇
。
」
州
云
：
「
爾
問
趙
州
聻
？
」

（
僧
、
「
そ
の
こ
と
を
問
う
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
師
、
「
そ
な
た
は
趙
州
を
問
う
た
の
で
あ
ろ
う
？
」
）

趙
州
は
問
答
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

師
示
衆
云
：
「
老
僧
今
夜
答
話
去
。
解
問
者
出
來
！
」
（
卷
上
）

問
：
「
…
…
如
何
是
趙
州
家
風
？
」
師
云
：
「
你
不
解
問
。
」
云
：
「
請
師
答
話
。
」
師
云
：
「
若
據
你
，
合
喫
二
十
棒
。
」

（
卷
中
）
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「
解
問
」
と
は
正
し
く
問
う
こ
と
で
、
第
二
例
の
よ
う
に
趙
州
和
尚
に
面
と
向
か
っ
て
家
風
を
訊
ね
る
よ
う
な
不
見
識
な

問
い
は
、「
問
い
か
た
を
知
ら
ぬ
」
と
し
て
拒
否
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
本
則
で
僧
が
「
如
何
是
趙
州
…
…
？
」
と

問
お
う
と
し
た
時
、
趙
州
和
尚
は
う
ん
ざ
り
し
て
最
後
ま
で
言
わ
せ
ず
、「
趙
州
な
ら
東
門
、
南
門
、
西
門
、
北
門
だ
」

と
そ
っ
け
な
く
答
え
た
の
で
あ
る
。

〇
句
裏
呈
機
劈
面
來
，
爍
迦
羅
眼
絶
纖
埃
。
東
南
西
北
門
相
對
，
無
限
輪
鎚
擊
不
開　

雪
竇
の
頌
は
僧
の
問
い
を
機
鋒
を
こ

め
た
鋭
い
問
い
だ
と
み
な
し
、
こ
れ
に
對
し
て
趙
州
和
尚
は
「
金
剛
眼
を
具
え
て
い
た
か
ら
見
事
に
答
え
た
」
と
理
解
し

て
い
る
。「
爍
迦
羅
眼
」
と
は
『
翻
譯
名
義
集
』（
卷
三
「
七
寶
」）
に
「
爍
迦
羅
，
乃
堅
固
義
。
此
同
金
剛
。」『
碧
巖
錄
』

（
第
九
則
頌
評
唱
）
に
「
爍
迦
羅
眼
者
是
梵
語
，
此
云
堅
固
眼
。
亦
云
金
剛
眼
。
照
見
無
礙
，
不
唯
千
里
明
察
秋
毫
，
亦
乃

定
邪
決
正
，
辨
得
失
。」『
祖
庭
事
苑
』（
卷
二
「
雪
竇
頌
古
」）
に
「
爍
迦
羅
，
此
云
金
剛
，
又
云
堅
固
。」
と
い
う
。「
無
限

輪
鎚
」
と
は
大
き
な
鐵
鎚
に
綱
紐
を
つ
け
振
り
ま
わ
し
て
擊
ち
つ
け
る
武
器
（
？
）
ら
し
い
。

　

雪
竇
の
頌
は
趙
州
と
僧
の
問
答
を
機
鋒
の
應
酬
と
見
て
七
言
絶
句
（「
來
」、「
埃
」、「
開
」、
平
聲
咍
韻
）
の
形
式
で
批
評
し

て
い
る
。『
禪
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
卷
一
〇
に
列
す
る
宋
代
の
頌
古
は
「
本
則
」
に
對
し
て
み
な
雪
竇
の
よ
う
な
機
鋒
の

應
酬
と
い
う
理
解
で
あ
る
が
、
瞎
堂
慧
遠
（
一
一
〇
三
～
一
一
七
六
、
圓
悟
克
勤
嗣
）
だ
け
は
僧
の
質
問
の
愚
を
嘲
笑
し
て
い

る
。南

北
東
西
老
趙
州
，
見
人
騎
馬
也
騎
牛
。
清
風
月
下
尋
歸
路
，
夫
子
門
前
問
孔
丘
。

（
東
西
南
北
の
門
と
答
え
た
趙
州
老
人
、
人
が
馬
に
騎
っ
て
い
る
か
牛
に
騎
っ
て
い
る
か
は
見
れ
ば
わ
か
る
。
清
風
月
下
に
歸
路
を

訊
ね
た
り
、
孔
子
の
家
の
前
で
夫
子
の
お
宅
は
ど
こ
か
と
問
う
と
は
！
）

た
し
か
に
、
僧
が
趙
州
そ
の
人
に
向
か
っ
て
「
如
何
是
趙
州
？
」（
ア
ン
タ
は
何
や
？
）
と
問
う
た
と
解
釋
す
る
な
ど
あ
り

え
な
い
こ
と
だ
。
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『
雪
竇
頌
古
』
第
十
則

擧
：
睦
州
問
僧
：
「
近
離
什
麼
處

（
１
）

？
」
僧
便

（
２
）

棯
。
州
云
：
「
老
僧

（
３
）

被
汝

（
４
）

一
棯

（
５
）

。
」
僧
又
棯
，
州
云
：
「
三

棯
四
棯
後
作
麼
生
？
」
僧
無
語
。
州
便
打
云

（
６
）

：
「
這
掠
虚
漢

（
７
）

！
」

頌
曰
：

兩
棯
與
三
棯
，
作
者
知
機
變
。

若
謂
騎
虎
頭
，
二
倶
成
瞎
漢
。

誰
瞎
漢
？
拈
來
天
下
與
人
看
。

【
校
記
】

（
1
）「
什
麼
處
」，《
宗
門
統
要
》
卷
五
、《
碧
巖
錄
》
第
一
〇
則
、《
聯
燈
會
要
》
卷
八
、《
五
燈
會
元
》
卷
四
並
作
「
甚

處
」，《
直
註
》
作
「
甚
麼
處
」。

（
2
）「
便
」，《
古
尊
宿
語
要
・
睦
州
語
錄
》
無
。

（
3
）「
老
僧
」
下
，《
古
尊
宿
語
要
・
睦
州
語
錄
》
有
「
今
日
」。

（
4
）「
汝
」，《
古
尊
宿
語
要
・
睦
州
語
錄
》、《
宗
門
統
要
》
卷
五
、《
聯
燈
會
要
》
卷
八
、《
五
燈
會
元
》
卷
四
並
作

「
你
」。

（
5
）「
一
棯
」，《
古
尊
宿
語
要
・
睦
州
語
錄
》
作
「
棯
一
棯
」。
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（
6
）「
云
」，
宋
版
《
古
尊
宿
語
要
・
睦
州
語
錄
》
無
。

（
7
）「
掠
虚
漢
」，《
碧
巖
錄
》
第
一
〇
則
作
「
掠
虚
頭
漢
」。

【
訓
讀
】

擧
す
、
睦
州 
僧
に
問
う
、
「
近
く
は
什い

づ

こ

麼
處
を
か
離
る
る
？
」
僧
便
ち
棯か

つ

す
。
州
云
く
、
「
老わ

れ僧
は
汝
に
一
棯
せ
ら
る
。
」
僧

又
た
棯
す
、
州
云
く
、
「
三
棯
四
棯
の
後
は
作い

か

ん

麼
生
？
」
僧
は
語
無
し
。
州
便
ち
打
っ
て
云
く
、
「
這こ

の
掠

り
ゃ
っ

虚き
ょ

の
漢か

ん

！
」

頌
に
曰
く
、

兩
棯
と
三
棯
、
作
者
は
機
變
を
知
る
。

若も

し
虎こ

頭と
う

に
騎の

る
と
謂お

も

わ
ば
、
二
倶と

も

に
瞎か

っ
か
ん漢

と
成な

る
。

誰た
れ

か
瞎
漢
な
る
？
天
下
に
拈も

ち
來き

た

っ
て
人
に
看
せ
し
め
ん
。

【
日
譯
】

本
則
。
睦
州
道
蹤
が
僧
に
問
う
た
、
「
こ
の
た
び
は
ど
こ
か
ら
お
い
で
た
の
か
？
」
僧
は
一
棯
し
た
。
睦
州
、
「
わ
た
し
は
そ

な
た
に
一
棯
さ
れ
た
わ
い
。
」
僧
は
ま
た
一
棯
し
た
。
睦
州
、
「
三
棯
し
四
棯
し
た
あ
と
は
ど
う
す
る
の
か
？
」
僧
は
答
え
ら

れ
な
か
っ
た
。
睦
州
は
棒
打
し
て
言
っ
た
、
「
こ
の
上
滑
り
者
め
！
」

頌
に
い
う
、

兩
棯
の
あ
と
三
棯
し
た
と
し
て
も
、
識
者
は
反
應
を
見
抜
い
て
い
る
。

も
し
虎
の
首
に
跨
っ
た
と
思
う
な
ら
、
睦
州
も
僧
も
ド
メ
ク
ラ
と
な
る
。

さ
て
誰
が
ド
メ
ク
ラ
な
の
か
？
こ
の
話
を
天
下
に
示
し
て
判
斷
さ
せ
よ
う
。
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【
注
釋
】

〇
本
則
の
原
話
は
『
古
尊
宿
語
要
・
睦
州
語
錄
』（
南
宋
紹
興
八
～
一
四
年
［
一
一
三
八
～
一
一
四
四
］
刊
行
）
に
見
え
る
が
、
雪

竇
は
の
ち
に
『
宗
門
統
要
』（
北
宋
元
祐
八
年
［
一
〇
九
三
］
序
）
に
收
錄
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
に
據
り
、
一
部
の
文
字
を
改
め

た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
『
雪
竇
頌
古
』
に
睦
州
の
語
を
取
り
あ
げ
る
の
は
こ
こ
の
み
で
あ
る
。

〇
睦
州
問
僧
：
近
離
什
麼
處
？
僧
便
棯　
「
近
離
什
麼
處
？
」
と
問
う
の
は
行
脚
僧
と
の
初
相
見
の
場
面
で
あ
り
、
こ
れ
を

端
緒
に
問
答
が
始
ま
る
。
機
緣
が
適
え
ば
入
門
し
、
師
と
と
も
に
修
行
す
る
の
で
あ
る
。「
近
離
什
麼
處
？
」
と
い
う
問

い
は
參
問
に
來
た
行
脚
僧
が
直
前
に
誰
に
參
じ
た
の
か
、
い
か
な
る
境
位
に
あ
る
の
か
を
探
る
た
め
に
問
わ
れ
る
。
參
問

の
僧
は
お
お
む
ね
正
直
に
地
名
・
寺
院
名
を
答
え
る
が
、
本
則
の
よ
う
に
棯
す
る
も
の
は
た
だ
次
の
二
例
の
み
で
あ
る
。

師
問
僧
：
「
什
麼
處
來
？
」
僧
便
棯
，
師
便
揖
坐
。
僧
擬
議
，
師
便
打
。

（
『
臨
濟
錄
譯
注
』
Ⅱ
河
北
臨
濟
院
［
一
］
七
一
頁
、
大
法
輪
閣
、
二
〇
一
三
年
）

（
師
は
僧
に
問
う
た
、
「
ど
こ
か
ら
來
た
の
か
？
」
僧
は
棯
し
た
。
師
は
叉
手
低
頭
し
て
、
坐
す
る
よ
う
う
な
が
し
た
。
僧
が
何
や
ら

言
お
う
と
し
た
と
た
ん
、
師
は
打
っ
た
。
）

問
僧
：
「
近
離
什
麼
處
？
」
僧
便
棯
。
師
亦
棯
。
僧
又
棯
。
師
便
打
。    

（
『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
一
二
「
鎭
州
三
聖
然
禪
師
章
」
）

（
僧
に
問
う
た
、
「
こ
の
た
び
は
ど
こ
か
ら
來
た
の
か
？
」
僧
は
棯
し
た
。
師
も
棯
し
た
。
僧
は
ま
た
棯
し
た
。
師
は
打
っ
た
。
）

「
近
離
什
麼
處
？
」
と
い
う
問
い
に
僧
が
一
棯
で
應
じ
た
の
は
、
僧
が
某
處
で
「
棯
」
を
學
ん
で
き
た
こ
と
を
示
す
。

「
棯
」
は
大
聲
で
怒
鳴
る
動
作
で
あ
る
が
、
當
時
の
馬
祖
禪
洪
州
宗
の
「
性
在
作
用
」
説
に
依
據
し
た
「
自
己
本
分
事
」

の
提
示
と
さ
れ
た
。「
棯
」
す
る
こ
と
が
自
己
の
提
示
で
あ
る
か
ら
、
わ
が
本
性
（
佛
性
）
は
「
棯
」
に
現
わ
れ
て
お
り
、

「
自
己
本
分
事
」
の
提
示
と
し
て
完
結
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
近
離
什
麼
處
？
」
と
い
う
問
い
に
對
す
る
答
え
と
し
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て
は
、
こ
こ
で
修
行
生
活
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
い
う
意
志
表
示
で
も
あ
る
。

本
則
で
睦
州
は
僧
を
棒
打
し
て
、「
そ
な
た
は
棯
を
放
っ
て
自
己
表
示
す
る
だ
け
の
、
人
ま
ね
の
上
滑
り
者
だ
」
と
戒
め

た
。「
掠
虚
漢
」
は
「
棯
」
を
模
倣
し
た
だ
け
の
行
爲
を
罵
る
語
。

〇
兩
棯
與
三
棯
，
作
者
知
機
變
。
若
謂
騎
虎
頭
，
二
倶
成
瞎
漢
。
誰
瞎
漢
？
拈
來
天
下
與
人
看　

雪
竇
の
頌
は
上
述
の
通
常

の
理
解
と
異
な
る
新
解
釋
で
あ
る
。
通
常
は
睦
州
が
僧
の
盲
棯
を
「
掠
虚
の
漢
」
と
批
判
し
た
話
だ
と
い
う
理
解
で
あ
っ

た
が
、
雪
竇
は
そ
れ
を
「
若
し
（
睦
州
を
）
虎
頭
に
騎の

る
と
謂お

も

わ
ば
、
二
倶と

も

に
瞎
漢
と
成
る
」
と
評
し
て
、「
模
倣
に
す
ぎ

ぬ
」
と
戒
め
た
だ
け
の
睦
州
も
僧
と
同
じ
く
瞎
漢
だ
と
言
う
。
そ
し
て
「
誰
か
瞎
漢
な
る
？
」
と
僧
衆
に
問
う
て
、「
天

下
に
拈も

ち
來き

た

っ
て
人
に
看
せ
し
め
ん
」、
睦
州
も
僧
も
瞎
漢
だ
と
言
う
者
も
同
じ
く
瞎
漢
だ
と
暗
に
言
う
。「
棯
」
が
「
自

己
本
分
事
」
の
提
示
だ
と
い
う
馬
祖
禪
の
解
釋
そ
の
も
の
を
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

『
禪
門
拈
頌
集
』（
卷
一
六
「
睦
州
章
」）
に
引
く
二
人
の
宋
代
禪
僧
も
睦
州
を
次
の
よ
う
に
評
す
る
。

者
僧
既
龍
頭
蛇
尾
，
睦
州
令
行
一
半
。
若
是
老
僧
，
手
裏
棒
折
，
也
未
放
在
。
（
法
眞
守
一
）

（
こ
の
僧
も
睦
州
も
中
途
半
端
、
わ
た
し
な
ら
棒
が
折
れ
る
ま
で
打
っ
て
も
許
さ
ぬ
。
）

老
睦
州
甚
生
氣
槩
，
却
者
僧
手
裏
呈
款
。
（
松
源
崇
嶽
）

（
睦
州
老
人
は
た
い
し
た
氣
概
だ
が
、
こ
の
僧
の
手
の
中
で
自
白
し
て
し
ま
っ
た
。
）

唐
代
の
評
價
を
反
轉
さ
せ
る
の
は
宋
代
禪
僧
の
常
套
で
あ
る
が
、
雪
竇
の
批
評
は
僧
衆
（
あ
る
い
は
讀
者
）
に
ま
で
矛
先
を

向
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
鋭
さ
が
あ
る
。
押
韻
は
「
漢
」「
看
」、
去
聲
翰
韻
。
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三
句
半
詩
話

著
者　

項　
　

楚

日
譯　

衣
川
賢
次

今
か
ら
四
十
年
前
、
わ
た
し
は
四
川
大
學
大
學
院
に
入
學
す
る
た
め
、
列
車
で
三
日
三
晩
か
か
っ
て
「
青
天
に
上
る
よ

り
難
し
」（
李
白
「
蜀
道
難
」）
と
謳
わ
れ
た
蜀
道
に
沿
っ
て
四
川
盆
地
へ
入
っ
た
。
大
學
の
講
堂
で
開
か
れ
た
新
入
生
歡
迎
會

で
、
わ
た
し
は
企
劃
し
た
學
生
た
ち
に
よ
る
こ
の
奇
妙
な
演
目
―
―
「
三
句
半
」
に
初
め
て
出
逢
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
開
幕

と
同
時
に
登
場
し
た
の
は
四
人
の
男
子
學
生
で
、
舞
台
に
一
列
に
並
ん
だ
。
前
の
三
人
は
み
な
美
男
子
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
も
の
の
、
禮
儀
正
し
い
擧
措
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
四
人
め
は
な
ん
と
も
背
の
低
い
ず
ん
ぐ
り
し
た
醜
男
で
、
眼
を
ぎ
ょ

ろ
つ
か
せ
て
、
滑
稽
な
し
ぐ
さ
で
あ
っ
た
。
演
技
が
始
ま
る
と
、
前
の
三
人
が
順
次
一
歩
前
に
出
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
五
言
詩

の
一
句
を
言
う
。
特
に
人
を
驚
か
す
よ
う
な
と
こ
ろ
は
な
い
。
が
、
四
人
め
の
番
に
な
っ
て
、
誇
張
し
た
表
情
に
誇
張
し
た

身
振
り
で
、
口
か
ら
い
き
な
り
半
句
の
詩
―
―
二
字
を
爆
発
さ
せ
、
突
如
黙
っ
た
。
す
る
と
會
場
全
體
が
大
爆
笑
に
包
ま
れ

た
。
前
の
三
人
の
學
生
の
一
見
平
凡
な
詩
句
が
、
一
瞬
の
間
に
ま
っ
た
く
新
し
い
内
容
に
變
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
四
人
が
一
巡
し
た
あ
と
、
演
技
は
再
び
續
け
ら
れ
、
前
の
三
人
の
學
生
が
詩
を
一
句
ず
つ
言
い
、
四
人
め
の

學
生
が
半
句
を
爆
発
さ
せ
る
や
、
會
場
は
ま
た
も
や
大
爆
笑
。
こ
う
し
て
十
數
回
が
繰
り
返
さ
れ
、
演
目
が
終
わ
っ
た
時
に

は
、
會
場
は
熱
氣
に
包
ま
れ
、
愉
樂
の
雰
圍
氣
は
最
高
潮
に
達
し
た
。

當
時
わ
た
し
に
と
っ
て
こ
の
演
出
形
式
は
た
い
へ
ん
珍
し
く
思
え
、
わ
た
し
が
北
方
で
見
て
い
た
「
覗
き
か
ら
く
り
」

の
類
よ
り
も
活
き
い
き
と
し
た
潑
溂
さ
で
、
四
川
の
人
の
ユ
ー
モ
ア
と
熱
狂
ぶ
り
に
壓
倒
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
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機
會
に
多
く
の
「
三
句
半
」
の
演
技
を
見
、「
文
化
大
革
命
」
の
宣
傳
隊
の
演
技
ま
で
見
た
。
ど
う
や
ら
あ
の
時
代
に
「
三

句
半
」
は
民
間
で
も
っ
と
も
普
及
し
、
大
衆
に
も
っ
と
も
人
氣
の
あ
っ
た
娯
樂
と
宣
傳
の
形
式
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
う
し

て
わ
た
し
ま
で
が
「
三
句
半
」
を
書
か
さ
れ
、
演
技
者
に
渡
し
て
上
演
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
目
的
は
何
か
の
宣
傳
任
務

に
應
じ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
何
で
あ
っ
た
か
、
も
う
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
。

「
三
句
半
」
と
い
う
演
技
形
式
は
四
川
の
民
間
で
一
時
期
爆
發
的
に
人
氣
を
博
し
た
の
で
あ
る
が
、
大
雅
の
堂
に
登
る
こ

と
は
つ
い
に
な
く
、
い
ま
わ
た
し
は
か
つ
て
實
見
し
た
「
三
句
半
」
の
實
例
を
示
し
た
い
と
思
う
が
、
ど
の
出
版
物
に
も
捜

し
あ
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
し
て
「
三
句
半
」
の
專
集
も
な
か
っ
た
。
―
―
か
つ
て
巷
間
に
爆
發
的
に
咲
き
誇
っ
た
「
三

句
半
」
の
作
品
は
、
い
つ
の
間
に
か
そ
の
痕
跡
を
留
め
る
こ
と
な
く
消
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
四
川
の
多
く
の
地
方
に
は
今
な
お
「
三
句
半
」
を
演
ず
る
傳
統
が
の
こ
っ
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
絶
え
ず
作
ら
れ
て
き

た
「
三
句
半
」
作
品
を
集
め
て
後
世
に
傳
え
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
と
思
う
。

わ
た
し
は
そ
の
後
の
讀
書
の
な
か
か
ら
、「
三
句
半
」
が
意
外
に
も
長
い
歷
史
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
發
見
し
た
。
す
な

わ
ち
、
北
宋
時
代
以
降
の
典
籍
に
は
類
似
し
た
詩
作
が
記
錄
さ
れ
て
お
り
、
當
時
は
「
十
七
字
詩
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
い
ま
記
憶
の
及
ぶ
限
り
そ
れ
を
聯
ね
、「
三
句
半
詩
話
」
と
銘
打
っ
て
書
い
て
み
よ
う
。

比
較
的
早
い
時
期
の
「
十
七
字
詩
」
が
見
ら
れ
る
の
は
、
北
宋
の
王
直
方
（
一
〇
六
九
～
一
一
〇
九
）
の
撰
し
た
詩
話
で
、

『
詩
話
總
龜
』
前
集
卷
三
九
に
引
か
れ
た
『
王
直
方
詩
話
』
で
あ
る
。

　

呉
の
賀
迪
吉
は
撫
州
（
江
西
省
）
の
人
で
あ
る
。
あ
る
日
か
れ
が
酒
を
攜
え
て
拙
宅
に
來
た
。
そ
こ
で
劉
夷
季
、
洪

龜
父
、
饒
次
守
の
輩
を
招
い
て
一
緒
に
飲
ん
で
い
る
う
ち
に
、
酒
が
ま
わ
っ
て
紛
糾
し
た
。
龜
父
は
席
を
立
っ
て
先
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に
歸
っ
た
が
、
そ
の
時
絶
句
一
首
を
わ
た
し
の
書
室
に
書
き
つ
け
て
出
て
行
っ
た
。

再
爲
城
南
游
，
百
花
已
狂
飛
。
更
堪
逢
惡
友
，
騎
馬
風
中
歸
。

（
來
年
の
落
花
盛
ん
な
頃
に
、
ま
た
こ
の
城
南
で
會
お
う
。
今
日
は
惡
友
に
逢
っ
て
堪
え
が
た
い
か
ら
、
馬
を
驅
っ
て
風
の
中
を
歸

る
）

次
守
は
酒
が
醒
め
た
の
で
、
そ
の
詩
を
見
て
和
韻
の
十
七
字
詩
を
作
っ
た
。

當
時
爲
擧
首
，
滿
意
望
龍
飛
。
而
今
已
報
罷
，
且
歸
。

（
先
頃
は
首
席
に
推
薦
さ
れ
、
意
氣
揚
々
と
官
界
に
乘
り
出
す
つ
も
り
だ
っ
た
。
今
や
中
止
の
報
ら
せ
が
届
い
た
。
だ
か
ら
「
も
う

歸
る
！
」
と
）

こ
れ
は
龜
父
が
こ
の
年
の
洪
州
府
試
で
首
位
に
推
薦
さ
れ
た
の
だ
が
、
今
上
皇
帝
が
即
位
さ
れ
た
た
め
に
、
預
定
さ

れ
て
い
た
廷
試
が
取
り
や
め
に
な
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。1 

こ
の
十
七
字
詩
の
創
作
は
、
王
直
方
の
家
で
開
か
れ
た
宴
會
で
酒
客
た
ち
が
醉
っ
た
あ
げ
く
喧
嘩
に
な
っ
て
、
洪
龜
父

は
氣
分
を
害
し
て
退
席
し
、
五
絶
一
首
を
作
っ
て
「
惡
友
」
に
あ
て
つ
け
、
饒
次
守
は
酒
が
醒
め
て
そ
の
詩
を
見
、
不
滿
を

和
韻
の
十
七
字
詩
に
託
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
洪
龜
父
の
科
擧
に
お
け
る
失
意
を
暴
い
て
皮
肉
っ
た
の
は
、
忠
厚
の
友

情
の
道
に
も
と
る
行
爲
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
和
し
た
」
と
言
い
、
た
し
か
に
同
韻
字
を
踏
ん
で
い
な
が
ら
、
龜
父
の

も
と
の
詩
に
比
べ
て
三
字
足
り
な
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
？
も
と
も
と
十
七
字
詩
は
人
を
嘲
弄
す
る
の
に
も
っ
と
も
ふ
さ

1　

郭
紹
虞
『
宋
詩
話
輯
佚
』
卷
上
『
王
直
方
詩
話
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
、
八
〇
頁
。『
四
部
叢
刊
』
初
編
景
上
海
涵
芬
樓
藏
明

嘉
靖
刊
本
『
増
修
詩
話
總
龜
』。『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
が
『
宋
詩
話
輯
佚
』
の
「
劉
夷
李
」
を
「
劉
夷
季
」
に
、「
建
試
」
を

「
廷
試
」
に
作
っ
て
い
る
の
が
正
し
い
。
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わ
し
い
形
式
だ
っ
た
の
で
、「
嘲
詩
」
と
も
稱
さ
れ
た
。
饒
次
守
が
十
七
字
詩
で
洪
龜
父
を
嘲
弄
し
た
の
は
、
龜
父
の
胸
に

深
く
突
き
刺
さ
る
痛
擊
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
か
ら
當
時
「
十
七
字
詩
」
が
「
嘲
詩
」
と
し
て
す
で
に
成
熟
し
た
定
型
を
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ゆ
え
に

饒
次
守
は
洪
龜
父
を
嘲
弄
し
て
や
ろ
う
と
、
迷
わ
ず
「
十
七
字
詩
」
の
詩
形
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
が
、「
和
詩
」
が
同
じ
詩

體
を
用
い
る
と
い
う
原
則
を
無
視
し
て
い
る
。
饒
次
守
は
現
在
知
ら
れ
る
最
初
の
「
十
七
字
詩
」
作
者
で
あ
る
が
、
こ
の
詩

體
は
か
れ
が
創
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
宋
代
に
「
十
七
字
詩
」
は
巷
間
で
廣
く
流
行
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
有
名
な
そ
の

專
門
家
ま
で
い
た
の
で
あ
る
。

洪
邁
『
夷
堅
志
』
乙
志
卷
一
八
「
張
山
人
の
詩
」
に
、

　

張
山
人
は
山
東
か
ら
都
に
出
て
來
て
、
十
七
字
で
詩
を
作
り
、
元
祐
、
紹
聖
年
間
（
一
一
世
紀
末
）
の
時
期
に
は
た

い
へ
ん
有
名
で
、
今
で
も
そ
の
詩
を
覺
え
て
い
る
人
が
い
る
。
か
れ
の
詩
の
言
葉
は
卑
俗
で
は
あ
っ
た
が
、
人
眼
を

ひ
く
鋭
さ
が
あ
り
、
諷
刺
が
効
い
て
い
て
、
か
れ
の
至
る
と
こ
ろ
、
そ
の
材
料
に
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
心
に
や
ま

し
い
と
こ
ろ
の
あ
る
者
た
ち
は
競
っ
て
酒
食
で
も
て
な
し
た
り
、
金
錢
を
差
し
出
し
た
り
し
た
も
の
だ
。
の
ち
か
れ

も
老
い
て
、
し
だ
い
に
こ
う
し
た
生
活
に
嫌
氣
が
さ
し
、
郷
里
へ
歸
ろ
う
と
し
た
が
、
そ
の
途
中
で
死
ん
で
し
ま
っ

た
。
そ
れ
を
見
た
人
の
な
か
に
知
り
あ
い
が
い
て
、
埋
葬
す
る
子
供
の
い
な
い
の
を
哀
れ
に
思
い
、
蓆

む
し
ろ

を
買
っ
て
包

ん
で
野
原
に
葬
り
、
そ
の
名
を
札
に
書
い
て
立
て
て
や
っ
た
。
の
ち
あ
る
輕
薄
人
士
が
か
れ
の
死
ん
だ
旅
館
で
こ
の

こ
と
を
聞
き
及
び
、
意
氣
ま
い
て
、
「
張
じ
い
さ
ん
は
生
前
た
い
し
た
詩
人
だ
っ
た
。
も
う
死
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
記

念
に
業
績
を
書
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
そ
こ
で
筆
を
持
っ
て
來
さ
せ
て
、
そ
の
札
に
書
き
つ
け
た
。
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此
是
山
人
墳
，
過
者
應
惆
悵
。
兩
片
廬
蓆
包
，
勅
葬
。

（
こ
れ
が
あ
の
山
人
の
墓
だ
、
通
り
過
ぎ
る
人
は
哀
れ
に
思
う
こ
と
だ
ろ
う
。
二
枚
の
蓆
に
包
ま
れ
、
勅
葬
さ
れ
た
！
）

讀
ん
だ
人
は
口
業
の
報
い
だ
と
言
い
あ
っ
た
。2 

こ
の
話
を
收
め
る
中
華
書
局
『
夷
堅
志
』
が
「
兩
片
廬
蓆
包
，
勅
葬
」
を
「
兩
片
廬
蓆
包
勅
葬
」
と
續
け
て
し
ま
っ
て

い
る
の
は
、
點
校
者
が
十
七
字
詩
の
形
式
と
味
わ
い
と
い
う
も
の
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
張
山
人
こ
そ
は

十
七
字
詩
の
專
門
家
で
あ
っ
た
が
、「
山
人
」
と
稱
し
て
い
た
の
は
、
仕
官
し
た
こ
と
の
な
い
、
市
井
に
生
き
た
下
層
の
知

識
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
れ
は
元
祐
、
紹
聖
年
間
（
一
〇
八
六
～
一
〇
九
八
）
に
十
七
字
詩
で
有
名
で
あ
っ
た
か
ら
、

饒
次
守
と
ほ
ぼ
同
時
代
で
あ
る
。
南
宋
の
洪
邁
（
一
一
二
三
～
一
二
〇
二
）
が
「
今
で
も
そ
の
詩
を
覺
え
て
い
る
人
が
い
る
」

と
言
う
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
反
響
が
の
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
れ
の
十
七
字
詩
は
「
人
眼
を
ひ
く
鋭
さ
が
あ
り
、

諷
刺
が
効
い
て
い
て
、
か
れ
の
至
る
と
こ
ろ
、
そ
の
材
料
に
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
心
に
や
ま
し
い
と
こ
ろ
の
あ
る
者
た
ち

は
競
っ
て
酒
食
で
も
て
な
し
た
り
、
金
錢
を
差
し
出
し
た
り
し
た
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
十
七
字
詩
を
作
る
こ
と
が
か
れ

の
生
活
手
段
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
か
れ
を
十
七
字
詩
の
最
初
の
專
門
家
と
呼
ん
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。
洪
邁
は
そ
の
名
を
記

錄
し
て
い
な
い
が
、
張
壽
と
い
う
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
宋
の
王
闢
之
『
澠
水
燕
談
錄
』
卷
一
〇
「
談
謔
」
の
條
に
次
の
よ

う
に
言
う
。

　

以
前
、
あ
る
丞
相
が
在
位
中
に
亡
く
な
っ
た
時
、
あ
る
無
名
子
が
こ
れ
を
嘲
弄
し
た
。
政
府
は
懸
賞
金
を
か
け
て

2　
『
夷
堅
志
』
三
四
二
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
。
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誹
謗
し
た
男
を
搜
し
た
と
こ
ろ
、
張
壽
山
人
が
そ
れ
だ
と
い
う
密
告
が
あ
り
、
逮
捕
し
て
京
兆
府
に
連
行
し
た
。
府

の
副
長
官
が
尋
問
す
る
と
、
張
壽
は
申
し
開
き
を
し
た
、
「
わ
た
く
し
、
都
に
來
て
三
十
數
年
に
な
り
ま
す
が
、
た
だ

十
七
字
詩
を
作
る
こ
と
を
生
業
と
し
て
糊
口
を
し
の
い
で
お
り
ま
す
。
大
臣
を
嘲
弄
す
る
な
ど
、
滅
相
も
な
い
こ
と

で
す
。
た
と
い
わ
た
く
し
が
作
っ
た
と
し
ま
し
て
も
、
あ
れ
ほ
ど
上
手
に
は
作
れ
ま
せ
ぬ
。
」
副
長
官
は
大
笑
い
し
て

放
免
し
て
や
っ
た
。3 

王
闢
之
は
北
宋
の
山
東
臨
緇
の
人
で
、
か
れ
が
記
錄
し
た
、「
以
前
」
の
人
張
壽
山
人
は
洪
邁
の
記
し
た
張
山
人
と
同
じ

張
姓
で
あ
る
ば
か
り
か
、
ど
ち
ら
も
「
山
人
」
で
あ
り
、
外
地
（
山
東
）
か
ら
都
（
汴
京
）
に
移
り
住
ん
で
多
年
、
い
づ
れ
も

十
七
字
詩
を
作
る
こ
と
を
生
活
手
段
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
同
一
人
で
あ
ろ
う
。
張
山
人
は
十
七
字
詩
で
有

名
に
な
り
、
ま
た
十
七
字
詩
で
災
難
に
遭
っ
た
の
で
あ
る
。
當
時
あ
る
丞
相
が
在
位
中
に
亡
く
な
っ
た
時
、
あ
る
無
名
子
が

こ
れ
を
嘲
弄
し
、
張
山
人
に
嫌
疑
が
か
か
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
が
、
幸
い
に
巧
み
な
辯
舌
に
よ
っ
て
禍
を
免
れ
た
と
い
う
。
し

か
し
わ
た
し
は
か
れ
こ
そ
が
あ
の
無
名
子
で
あ
っ
た
と
思
う
。「
嘲
弄
し
た
」
と
は
、
十
七
字
詩
を
作
っ
て
嘲
弄
諷
刺
し
た

こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
が
、
十
七
字
詩
は
「
嘲
詩
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
下
文
參
照
）。
た
だ
殘
念
な
こ
と
に
、

張
山
人
の
作
っ
た
十
七
字
詩
は
、
在
位
中
に
亡
く
な
っ
た
丞
相
を
諷
刺
し
た
嘲
詩
も
含
め
て
一
首
も
の
こ
っ
て
い
な
い
。
し

か
し
諷
刺
を
こ
め
た
詩
と
し
て
、
逆
に
張
山
人
の
行
路
死
を
嘲
弄
し
た
十
七
字
詩
が
傳
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
『
夷
堅
志
』

に
記
さ
れ
た
あ
る
輕
薄
人
士
の
書
い
た
十
七
字
詩
で
あ
る
。

　

此
是
山
人
墳
，
過
者
應
惆
悵
。
兩
片
廬
蓆
包
，
勅
葬
。

3　
『
澠
水
燕
談
錄
』
一
二
五
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
。
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こ
の
最
後
の
二
字
「
勅
葬
」
と
は
、
宋
代
の
制
度
で
は
皇
族
や
大
臣
が
亡
く
な
っ
た
時
、
皇
帝
が
内
臣
を
派
遣
し
て
葬

儀
を
執
り
行
な
う
こ
と
を
「
勅
葬
」
と
稱
し
た
（
こ
の
こ
と
は
孔
平
仲
『
孔
氏
談
苑
』
卷
一
に
見
え
る
）。『
宋
史
』
の
「
禮
志
」

二
十
七
に
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　

『
宋
會
要
』
の
規
定
に
言
う
、
皇
族
や
大
臣
が
亡
く
な
っ
た
時
、
皇
帝
が
内
臣
を
派
遣
し
て
葬
儀
を
執
行
せ
し
め
、

官
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
の
は
、
皇
帝
の
恩
寵
を
表
わ
す
の
で
あ
る
。
葬
儀
に
は
買
道
、
方
相
、
引
魂
車
、
香
、
蓋
、

紙
錢
、
鵝
毛
、
影
輿
、
錦
繡
虚
車
、
大
輿
、
銘
旌
な
ど
の
必
要
品
、
儀
棺
、
行
幕
各
一
名
、
挽
歌
歌
手
十
六
人
、
ま

た
墓
室
に
置
く
明
器
、
牀
帳
、
衣
輿
、
結
綵
牀
は
場
合
に
應
ず
る
。
墳
墓
に
は
石
羊
虎
、
望
柱
各
二
基
、
三
品
以
上

に
は
石
人
二
基
を
加
え
、
墳
墓
へ
の
納
棺
の
さ
い
に
は
當
壙
、
當
野
、
祖
思
、
祖
明
、
地
軸
、
十
二
時
神
、
誌
石
、

券
石
、
鐵
券
各
一
箇
。
殯
の
前
日
に
は
靈
柩
の
前
で
、
及
び
納
棺
の
時
に
は
勅
祭
を
設
け
、
監
葬
官
が
葬
送
の
禮
を

行
な
う
。4 

こ
の
記
事
か
ら
「
勅
葬
」
と
は
華
美
を
凝
ら
し
て
哀
悼
を
表
わ
す
盛
大
な
葬
儀
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
る

に
、
あ
の
輕
薄
人
士
の
書
い
た
十
七
字
詩
の
「
勅
葬
」
は
「
兩
片
廬
蓆
包
」（
た
だ
二
枚
の
蓆
に
包
ま
れ
て
葬
ら
れ
た
）
と
言
う

の
で
あ
る
。
天
子
に
よ
る
葬
送
で
は
な
く
天
罰
に
よ
る
葬
送
だ
と
皮
肉
っ
た
、
こ
の
仕
打
ち
は
諧
謔
と
言
う
よ
り
虐
待
に
近

い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
張
山
人
は
一
生
の
あ
い
だ
十
七
字
詩
を
書
い
て
無
數
の
人
を
嘲
弄
し
た
が
、
最
後
に
は
逆
に
人

か
ら
十
七
字
詩
を
書
か
れ
て
嘲
弄
の
對
象
と
な
ろ
う
と
は
、
本
人
も
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
時
の
人
が
「
口
業

4　
『
宋
史
』
二
九
〇
九
～
二
九
一
〇
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
。
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の
報
い
だ
」
と
言
っ
た
の
も
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

「
十
七
字
詩
」
は
絶
大
な
諷
刺
の
力
を
發
揮
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
當
時
の
政
治
闘
爭
の
具
と
も
な
っ
た
。『
宋
季
三
朝

政
要
』（
作
者
不
明
）
卷
二
に
南
宋
時
代
に
起
こ
っ
た
あ
る
政
治
闘
爭
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

（
淳
祐
四
年
［
一
二
四
四
］
九
月
）
史
嵩
之
は
父
彌
忠
の
死
に
遭
っ
た
が
、
服
喪
中
に
詔
勅
が
發
せ
ら
れ
、
「
右
丞
相
兼

樞
密
使
に
起
復
せ
し
め
、
永
國
公
を
賜
う
」
と
い
う
勅
命
が
學
士
院
に
よ
っ
て
降
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
黃
濤
が

上
書
し
、
「
史
嵩
之
を
斬
刑
に
處
し
て
天
下
に
謝
罪
さ
れ
ん
こ
と
を
」
と
願
い
出
、
ま
た
劉
應
は
上
疏
し
て
、
「
史
嵩

之
は
私
黨
を
作
っ
て
陛
下
の
國
を
危
機
に
陷
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
狀
元
の
徐
霖
は
上
書
し
て
、
「
史
嵩
之
は
姦
計
を

も
っ
て
政
權
を
壟
斷
し
て
い
る
」
と
訴
え
た
が
、
帝
は
耳
を
貸
さ
れ
ず
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
侍
郎
徐
元
杰
は
上
疏
し

て
、
服
喪
を
終
え
さ
せ
る
よ
う
願
い
出
た
が
、
帝
は
お
許
し
に
な
ら
な
か
っ
た
。
史
嵩
之
は
こ
の
上
疏
の
こ
と
で
徐

を
憎
ん
だ
。
太
學
生
の
黃
愷
伯
、
金
九
萬
、
孫
翼
鳳
、
何
子
擧
等
百
四
十
四
人
が
上
書
し
て
、
「
…
…
史
嵩
之
は
姦

計
を
な
す
こ
と
甚
だ
し
く
、
丞
相
と
な
っ
て
以
來
、
そ
の
兩
親
が
高
齡
で
、
不
測
の
事
態
が
起
こ
る
こ
と
を
預
測
し
、

日
夜
思
案
し
て
、
何
事
に
つ
け
、
み
づ
か
ら
の
起
復
の
た
め
の
伏
線
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
、
そ
の
父
が
死
亡
す
る
前
か

ら
、
死
後
の
措
置
を
講
じ
て
い
た
の
で
す
。
近
畿
に
軍
糧
總
監
の
適
任
者
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
百
日
の
卒
哭
忌
を
終
え
て
い
な
い
馬
光
祖
を
起
復
さ
せ
、
ま
た
京
口
守
備
の
臣
に
適
任
者
が
多
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
い
ま
だ
服
喪
を
終
え
ぬ
許
堪
を
起
復
さ
せ
た
の
で
す
。
ゆ
え
に
巷
間
で
は
十
七
字
詩
の
謠
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

い
わ
く
、

光
祖
做
總
領
，
許
堪
爲
節
制
。
丞
相
要
起
復
，
援
例
。
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（
光
祖
は
總
領
と
な
り
、
許
堪
は
節
制
と
な
り
、
丞
相
自
身
が
起
復
せ
ん
と
し
た
。
先
例
の
踏
襲
！
）

し
が
な
い
閭
巷
の
小
人
さ
え
そ
の
姦
計
を
見
抜
い
て
い
る
の
で
す
。
陛
下
が
ご
存
知
で
な
い
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ぬ
」

と
申
し
あ
げ
た
。5 

こ
こ
に
引
か
れ
た
「
右
丞
相
兼
樞
密
使
、
永
國
公
」
が
す
な
わ
ち
史
嵩
之
で
、
こ
の
時
の
政
治
闘
争
は
史
嵩
之
が
「
起

復
」
す
べ
き
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
封
建
時
代
の
官
吏
は
父
母
の
喪
に
遭
う
と
慣
例
と
し
て
官
を
辭
し

服
喪
す
る
の
で
あ
る
が
、
服
喪
期
間
中
に
朝
廷
が
召
還
し
任
官
さ
せ
る
こ
と
を
「
起
復
」
と
稱
し
た
。
古
代
の
人
は
亡
く

な
っ
た
父
母
の
喪
に
三
年
間
服
す
る
こ
と
を
極
め
て
重
視
し
た
。『
朝
野
簽
載
』
卷
四
に
次
の
記
錄
が
あ
る
。

　

周
（
則
天
武
后
朝
）
の
夏
官
侍
郎
（
兵
部
侍
郎
）
の
侯
知
一
は
高
齡
を
理
由
に
勅
命
で
致
仕
（
退
職
）
さ
せ
ら
れ
た
が
、

上
表
し
て
拒
否
し
、
朝
堂
を
走
り
回
っ
て
健
康
ぶ
り
を
誇
示
し
た
。
張
悰
は
服
喪
中
に
自
ら
起
復
を
願
い
出
た
。
吏

部
主
事
の
高
筠
は
母
の
葬
儀
の
時
、
親
戚
は
擧
哀
の
禮
を
行
な
っ
た
が
、
筠
は
「
わ
し
は
作
法
通
り
に
は
で
き
ぬ
」

と
言
い
張
っ
た
。
員
外
郎
の
張
栖
貞
は
母
が
亡
く
な
っ
た
と
虚
僞
の
報
告
を
し
た
と
し
て
訴
え
ら
れ
た
が
、
申
し
開

き
も
し
な
か
っ
た
。
こ
の
時
、
御
史
臺
で
は
非
難
の
聲
が
起
こ
っ
た
、
「
侯
知
一
は
致
仕
に
伏
さ
ず
、
張
悰
は
自
ら

起
復
を
願
い
出
、
高
筠
は
母
の
葬
儀
に
擧
哀
の
禮
を
行
な
お
う
と
せ
ず
、
張
栖
貞
は
母
の
死
に
遭
う
こ
と
を
願
っ
た
。

み
な
儒
教
の
埒
外
の
者
ど
も
で
、
王
化
の
外
に
は
み
出
た
輩
で
あ
る
」
。
人
面
獸
心
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
あ

5　
『
宋
季
三
朝
政
要
』
九
八
五
～
九
八
七
頁
、『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』、
臺
灣
商
務
印
書
館
、
三
二
九
册
。
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る
。6 

自
ら
起
復
を
願
い
出
た
り
、
葬
禮
の
作
法
に
從
わ
な
か
っ
た
り
す
る
の
は
、
み
な
「
人
面
獸
心
」
と
見
な
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
宋
代
に
は
丞
相
が
服
喪
中
に
起
復
す
る
こ
と
が
常
例
と
な
っ
て
い
た
。『
宋
史
』
富
弼
傳
に
は
、「
母
の
死
に

遭
い
、
丞
相
の
位
を
辭
し
、
詔
し
て
春
宴
も
取
り
や
め
さ
せ
た
。
し
か
し
執
政
が
服
喪
中
で
あ
っ
て
も
起
復
せ
し
め
る
こ
と

が
慣
例
と
な
っ
た
。
帝
は
丞
相
の
位
が
空
席
に
な
っ
た
た
め
、
五
た
び
起
復
の
令
を
發
し
た
が
、
弼
は
こ
れ
を
〈
金
革
の
變

體
〉
と
見
な
し
て
、
平
時
に
施
行
す
べ
き
で
な
い
と
し
、
つ
い
に
從
わ
な
か
っ
た
」7

と
い
う
。
た
だ
し
富
弼
の
よ
う
な
地
位

に
戀
著
し
な
い
官
僚
は
畢
竟
少
數
で
あ
っ
た
。
史
嵩
之
の
起
復
を
め
ぐ
る
闘
争
に
お
い
て
、
起
復
は
た
だ
の
口
實
に
す
ぎ

ず
、
實
際
に
は
朝
廷
に
お
け
る
兩
派
勢
力
の
權
力
爭
い
で
あ
っ
て
、
の
ち
大
規
模
な
學
生
運
動
へ
と
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

『
宋
史
』
史
嵩
之
傳
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

（
淳
祐
）
四
年
、
父
の
死
に
遭
い
、
そ
の
服
喪
中
に
右
丞
相
兼
樞
密
使
に
起
復
せ
し
め
る
手
詔
が
た
び
た
び
中
使
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
太
學
生
の
黃
愷
伯
、
金
九
萬
、
孫
翼
鳳
等
百
四
十
四
人
、
武
學
生
の
翁
日

善
等
六
十
七
人
、
京
學
生
の
劉
時
擧
、
王
元
野
、
黃
道
等
九
十
四
人
、
宗
學
生
の
與
寰
等
三
十
四
人
、
建
昌
軍
學
教

授
盧
鉞
が
み
な
上
書
し
て
、
史
嵩
之
を
起
復
せ
し
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
論
じ
立
て
た
が
、
そ
れ
に
對
す
る
返
答
は

6　
『
朝
野
簽
載
』
九
三
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
。『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
『
朝
野
簽
載
』
お
よ
び
『
太
平
廣
記
』
卷

二
八
五
は
「
張
悰
」、「
張
琮
」
と
表
記
が
一
定
し
て
い
な
い
。

7　
『
宋
史
』
一
〇
二
五
四
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
。
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な
か
っ
た
。8 

史
嵩
之
を
起
復
せ
し
め
る
こ
と
は
、
も
と
も
と
宋
朝
皇
帝
の
理
宗
の
意
思
で
あ
り
、
過
度
に
批
判
攻
擊
し
に
く
い
事
情

が
あ
っ
た
。
太
學
生
ら
の
打
倒
史
嵩
之
の
策
略
は
、
史
嵩
之
が
自
己
の
起
復
を
目
論
ん
で
、
父
の
死
に
遭
う
以
前
か
ら
周
到

に
預
防
線
を
張
り
め
ぐ
ら
し
て
、
馬
光
祖
を
起
復
さ
せ
、
許
堪
を
起
復
さ
せ
た
の
は
、
今
後
の
自
身
の
起
復
に
有
利
な
雰
圍

氣
と
先
例
を
釀
成
す
る
意
圖
で
あ
っ
た
こ
と
を
暴
露
し
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
巷
間
で
は
十
七
字
詩
の
謠
、「
光
祖
做
總
領
，

許
堪
爲
節
制
。
丞
相
要
起
復
，
援
例
」
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
は
史
嵩
之
に
對
す
る
入
骨
三
分
の
強
烈
な
打
撃
で
、
自
ら
起
復

を
求
め
た
深
謀
遠
慮
を
暴
露
し
、『
朝
野
簽
載
』
が
指
彈
し
た
「
自
ら
起
復
を
願
い
出
た
」
張
悰
の
黨
に
な
ぞ
ら
え
、「
み
な

儒
教
の
埒
外
の
、
王
化
の
外
に
は
み
出
た
」
人
面
獸
心
の
輩
だ
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。
巷
間
の
小
人
の
作
に
託
し
た
十
七

字
詩
は
、
明
ら
か
に
太
學
生
ら
の
傑
作
で
あ
る
。
し
か
し
史
嵩
之
を
起
復
せ
し
め
る
理
宗
の
意
思
は
堅
か
っ
た
の
で
、
太
學

生
ら
に
は
つ
い
に
回
天
の
力
な
く
、
打
倒
史
嵩
之
の
闘
争
は
失
敗
に
歸
し
た
。

お
も
し
ろ
い
の
は
、
淳
祐
年
間
の
太
學
生
ら
が
意
氣
軒
高
に
十
七
字
詩
を
作
っ
て
史
嵩
之
を
諷
刺
し
た
時
期
に
、
か
れ

ら
自
身
が
十
七
字
詩
の
諷
刺
の
材
料
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
明
の
田
汝
成
『
西
湖
遊
覽
志
餘
』
卷
二
二
「
委
巷
叢
談
」
に

次
の
よ
う
に
言
う
。

　

宋
の
制
度
で
は
、
天
子
が
車
駕
に
て
景
靈
宮
で
の
饗
宴
に
お
出
ま
し
に
な
る
時
、
太
學
、
武
學
、
宗
學
の
學
生
は

み
な
禮
部
の
前
に
整
列
し
て
お
迎
え
を
す
る
。
臨
安
府
の
あ
る
人
が
十
七
字
詩
を
作
っ
て
皮
肉
っ
た
。
い
わ
く
、

8　
『
宋
史
』
一
二
四
二
五
～
一
二
四
二
六
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
。
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駕
幸
景
靈
宮
，
諸
生
盡
鞠
躬
。
頭
烏
身
上
白
，
米
蟲
。

（
天
子
が
景
靈
宮
へ
お
出
ま
し
に
な
る
と
、
學
生
は
み
な
お
辭
儀
を
し
て
お
迎
え
す
る
。
頭
は
黒
く
身
は
白
い
、
コ
ク
ゾ
ウ
ム

シ
！
）

　

つ
ま
り
、
か
れ
ら
が
黑
い
幞
頭
頭
巾
に
白
い
襴
服
の
い
で
た
ち
で
、
國
家
か
ら
給
與
を
受
け
て
い
な
が
ら
、
い
つ

ま
で
も
官
界
へ
出
世
で
き
ず
、
年
年
整
列
し
て
車
駕
を
お
迎
え
し
て
い
る
の
を
嘲
弄
し
た
の
で
あ
る
。9 

清
の
褚
人
穫
『
堅
瓠
首
集
』
卷
三
「
米
蟲
」
の
條
に
こ
の
話
を
載
せ
、「
淳
祐
年
間
」10

だ
と
し
て
い
る
の
は
、
太
學
生
ら

が
打
倒
史
嵩
之
の
闘
争
を
起
こ
し
た
淳
祐
四
年
と
時
代
が
近
い
。「
頭
烏
身
上
白
」
と
い
う
の
は
、
コ
ク
ゾ
ウ
ム
シ
が
頭
は

黑
く
身
は
白
い
の
と
、
太
學
生
が
黑
い
幞
頭
の
帽
子
に
白
い
襴
服
の
色
を
掛
け
て
言
っ
た
も
の
で
、
な
か
な
か
巧
妙
な
見

立
て
で
あ
っ
た
。「
米
蟲
」
と
呼
ん
だ
の
は
太
學
生
ら
が
國
家
か
ら
給
與
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
皮
肉
っ
た
の
で
あ
る
。
の

ち
こ
れ
が
太
學
生
の
あ
だ
名
と
な
っ
た
。
褚
人
穫
『
堅
瓠
十
集
』
卷
一
「
人
以
虫
名
」
の
條
に
、「
元
朝
末
期
に
呉
地
の
人

は
秀
才
を
米
蟲
と
呼
ん
だ
」11

と
あ
る
。
實
際
に
は
元
末
に
始
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
上
に
引
い
た
南
宋
末
の
十
七
字
詩
に
始

ま
っ
て
、
そ
こ
か
ら
廣
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

や
は
り
元
末
明
初
の
時
期
に
巷
間
で
流
行
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
政
治
的
十
七
字
詩
が
あ
っ
た
。『
明
史
』
五
行
志
に
、

9　
『
西
湖
遊
覽
志
餘
』
卷
二
二
、五
七
三
頁
、『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
五
八
五
册
。

10　
『
堅
瓠
首
集
』
二
四
頁
、『
筆
記
小
説
大
觀
』
第
一
五
册
、
江
蘇
廣
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
八
四
年
。

11　
『
堅
瓠
十
集
』
三
一
九
頁
下
、『
筆
記
小
説
大
觀
』
第
一
五
册
。
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太
祖
の
呉
元
年
（
一
三
六
五
）
、
張
士
誠
の
弟
の
僞
丞
相
士
信
お
よ
び
黃
敬
夫
、
葉
德
新
、
蔡
元
文
ら
が
權
力
を
掌
握

し
た
。
そ
の
時
、
十
七
字
謠
が
作
ら
れ
た
。
い
わ
く
、

丞
相
做
事
業
，
專
靠
黃
蔡
葉
。
一
朝
西
風
起
，
乾
龞
。

（
丞
相
が
政
治
を
行
な
う
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
黃
蔡
葉
に
頼
っ
た
。
あ
る
日
西
風
が
吹
き
、
萎
び
た
！
）

　

ま
も
な
く
蘇
州
が
平
定
さ
れ
、
士
信
お
よ
び
三
人
が
み
な
誅
殺
さ
れ
た
の
は
、
預
言
が
的
中
し
た
の
で
あ
る
。 

12

詩
に
い
う
「
黃
蔡
葉
」
は
「
黃
菜
葉
」（
黃
色
く
萎
び
た
野
菜
）
と
同
音
で
、「
乾
龞
」
は
今
で
は
「
乾
癟
」（
カ
サ
カ
サ
に
枯

れ
る
）
と
書
か
れ
る
も
の
で
、「
西
風
」
は
張
士
誠
の
西
に
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
朱
元
璋
を
指
す
。「
黃
菜
葉
」
が
「
西
風
」

に
吹
か
れ
て
「
乾
癟
」
と
な
る
の
は
必
然
の
歸
結
で
あ
っ
た
。『
明
史
』
五
行
志
が
上
述
の
一
段
の
記
事
に
「
詩
妖
」
と
い

う
標
題
を
つ
け
た
の
は
、
こ
の
巷
間
に
流
行
し
た
十
七
字
詩
が
張
士
誠
の
滅
亡
を
預
言
す
る
「
詩
讖
」
と
な
っ
た
、
す
な
わ

ち
事
件
の
結
末
の
前
に
歷
史
の
歸
結
を
預
言
し
て
い
た
と
は
、
何
と
も
不
可
思
議
で
あ
る
。
こ
の
十
七
字
謠
は
ま
さ
し
く
當

時
の
民
衆
の
心
の
聲
、
つ
ま
り
朱
元
璋
に
張
士
誠
の
亂
を
一
刻
も
早
く
平
定
し
て
ほ
し
い
と
い
う
民
衆
の
渴
望
を
敍
べ
た
も

の
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
廣
泛
な
民
衆
の
呪
詛
の
聲
の
中
に
、
張
士
誠
の
滅
亡
は
も
は
や
決
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
疑
う
餘
地

は
な
い
。

「
十
七
字
詩
」
と
い
う
新
興
の
詩
體
が
流
行
し
始
め
た
北
宋
時
代
に
、
こ
の
詩
體
は
た
だ
ち
に
禪
宗
の
叢
林
へ
入
り
こ
ん

で
、
禪
師
が
た
の
説
法
の
有
力
な
武
器
と
な
っ
た
。
説
法
教
化
に
巧
み
な
有
名
禪
師
が
た
は
、
じ
つ
に
言
語
藝
術
の
大
師
で

12　
『
明
史
』
四
八
七
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
。
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も
あ
っ
た
。
か
れ
ら
の
言
語
の
運
用
の
し
か
た
は
、
常
格
に
滯
ら
ず
、
一
見
常
情
に
反
す
る
語
が
却
っ
て
道
に
稱
う
と
い
う

ふ
う
で
、
中
國
語
の
表
現
力
を
深
く
掘
り
下
げ
、
語
っ
て
餘
蘊
な
き
地
歩
に
ま
で
到
っ
た
。
ゆ
え
に
「
十
七
字
詩
」
と
い
う

表
現
力
に
富
ん
だ
新
興
の
詩
體
が
出
現
す
る
や
、
た
だ
ち
に
禪
師
が
た
に
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
た
だ
け
っ
し
て
そ

れ
を
「
十
七
字
詩
」
と
呼
ば
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
詩
體
が
か
れ
ら
に
よ
っ
て
創
造
的
に
發
展
せ
し
め
ら
れ
て
、
も
は
や

「
十
七
字
詩
」
と
い
う
枠
に
收
ま
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

以
下
に
北
宋
時
代
の
幾
人
か
の
禪
師
が
い
か
に
「
十
七
字
詩
」
を
創
造
的
に
發
展
せ
し
め
た
か
を
見
て
み
よ
う
。『
明
覺

禪
師
語
錄
』
卷
一
に
以
下
の
よ
う
な
對
話
が
あ
る
。

　

問
：
「
道
遠
乎
哉
？
」
師
云
：
「
青
山
夾
亂
流
。
」
學
云
：
「
恁
麼
則
得
聞
於
未
聞
去
也
。
」
師
云
：
「
千
里
萬
里
。
」

師
乃
云
：
「
大
衆
前
共
相
詶
唱
，
也
須
是
箇
漢
始
得
。
若
未
有
奔
流
度
刃
底
眼
，
不
勞
拈
出
。
所
以
道
：
如
大
火
聚
，

近
著
則
燎
却
面
門
；
亦
如
按
太
阿
寶
劍
，
衝
前
則
喪
身
失
命
。
」
師
乃
頌
云
：

　

「
太
阿
橫
按
祖
堂
寒
，
千
里
應
須
息
萬
端
。
莫
待
冷
光
輕
閃
爍
」，
復
云
：
「
看
！
看
！
」

便
下
座
。13

（
問
う
、
「
〈
道
は
遠
か
ら
ん
や
〉
と
言
わ
れ
ま
す
が
…
…
。
」
師
、
「
青
山
の
間
を
川
が
蛇
行
す
る
。
」
僧
、
「
そ
う
い
う

こ
と
で
す
と
、
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
話
を
聞
け
ま
す
。
」
師
、
「
い
や
、
千
里
萬
里
も
隔
た
っ
て
い
る
。
」
師

は
そ
こ
で
言
っ
た
、
「
皆
の
前
で
問
答
を
す
る
に
は
、
ま
っ
と
う
な
人
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
も
し
刃
の
間
を
驅
け
抜

け
る
眼
力
が
な
い
な
ら
、
自
己
の
見
解
を
持
ち
出
す
に
及
ば
ぬ
。
ゆ
え
に
〈
燃
え
さ
か
る
火
に
近
づ
け
ば
顔
を
燒
か
れ
、

13　
『
明
覺
禪
師
語
錄
』
卷
一
、『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
四
七
册
、
六
七
〇
頁
下
。
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ま
た
太
阿
の
劍
を
構
え
た
人
に
突
き
當
た
れ
ば
命
を
喪
う
よ
う
に
〉
と
言
わ
れ
る
。
」
そ
こ
で
師
は
詩
を
一
首
唸
っ
た
。

い
わ
く
、

「
太
阿
の
劍
を
横
ざ
ま
に
構
え
た
な
ら
祖
師
が
た
も
震
え
、
千
里
離
れ
て
い
て
も
息
の
根
を
止
め
る
。
冷
や
か
な
光
が

光
芒
を
放
つ
一
瞬
を
待
つ
な
か
れ
。
」
そ
し
て
、
「
見
よ
！
見
よ
！
」

　

と
言
っ
て
、
座
を
降
り
た
。
）

明
覺
禪
師
は
雲
門
宗
の
雪
竇
重
顯
（
九
八
一
～
一
〇
五
三
）
で
、『
頌
古
百
則
』（
雪
竇
頌
古
）
の
著
が
あ
る
。
上
述
の
「
太

阿
の
劍
」
の
こ
と
は
『
五
燈
會
元
』
卷
一
五
「
雪
竇
重
顯
禪
師
章
」
に
も
出
て
い
る
。

　

上
堂
。
僧
問
：
「
如
何
是
吹
毛
劒
？
」
師
曰
：
「
苦
！
」
曰
：
「
還
許
學
人
用
也
無
？
」
師
噓
一
噓
，
乃
曰
：
「
大

衆
前
共
相
酬
唱
，
也
須
是
箇
漢
始
得
。
若
也
未
有
奔
流
度
刃
底
眼
，
不
勞
拈
出
。
所
以
道
：
如
大
火
聚
，
近
著
即
燎

却
面
門
；
亦
如
按
太
阿
寶
劒
，
衝
前
即
喪
身
失
命
。
」
乃
曰
：

　

「
太
阿
橫
按
祖
堂
寒
，
千
里
應
須
息
萬
端
。
莫
待
冷
光
輕
閃
爍
，
」
復
云
：
「
看
！
看
！
」

便
下
座
。14

こ
の
引
用
は
後
半
は
同
じ
で
あ
る
が
、
前
半
が
異
な
る
。『
明
覺
禪
師
語
錄
』
で
は
「
太
阿
」
の
詩
が
「
道
遠
乎
哉
？
」

の
問
題
提
起
の
答
え
と
な
っ
て
い
る
が
、『
五
燈
會
元
』
で
は
「
如
何
是
吹
毛
劒
？
」
の
答
え
と
な
っ
て
い
る
。
明
ら
か
に

14　
『
五
燈
會
元
』
下
册
九
九
五
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
。
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後
者
の
問
い
の
方
が
「
太
阿
」
の
詩
に
ふ
さ
わ
し
い
の
で
あ
る
が
、
わ
た
し
は
『
五
燈
會
元
』
が
「
太
阿
」
の
詩
と
結
び
つ

け
る
た
め
に
問
い
を
改
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
結
局
、
禪
宗
文
獻
と
い
う
も
の
は
、
編
纂
の
過
程
で
か
な
り
の
加
工

を
施
す
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
太
阿
」
の
詩
は
十
七
字
詩
と
同
類
の
作
品
で
あ
る
が
、
十
七
字
詩
は
前
三
句
が
五
字
で
、
こ
の
「
太
阿
」
の
詩

は
前
三
句
が
七
字
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
全
詩
の
字
數
は
十
七
字
を
超
え
て
い
る
。
し
か
し
五
言
詩
と
七
言
詩
は
中
國
で

も
っ
と
も
流
行
し
た
詩
體
で
、「
太
阿
」
の
詩
と
十
七
字
詩
は
實
質
的
に
は
全
く
同
一
、
す
な
わ
ち
こ
れ
も
「
三
句
半
」
な

の
で
あ
る
。「
太
阿
」
の
詩
は
前
三
句
の
あ
と
に
「
復
云
」
二
字
が
加
わ
っ
て
、
詩
全
體
を
前
三
句
と
後
半
と
い
う
ふ
た
つ

の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
詩
の
節
奏
の
中
斷
と
短
い
停
頓
を
作
り
出
し
て
い
る
の
は
、「
三
句
半
」
の
藝
術
的
効
果
を

深
く
體
得
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
實
際
、「
三
句
半
」
の
前
三
句
は
後
半
の
た
め
に
あ
る
の
で
、
前
三
句
が
し
だ
い
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
蓄
積
し
て
い
っ
て
、
そ
れ
が
後
半
の
句
で
突
如
爆
發
を
起
こ
す
。
こ
れ
こ
そ
が
「
三
句
半
」
の
魅
力
で
あ
る
。

「
太
阿
」
の
詩
に
揷
入
さ
れ
た
「
復
云
」
二
字
は
人
爲
的
な
中
斷
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
聽
衆
の
心
理
的
な
期
待
を
引
き
起
こ

し
、
そ
し
て
最
後
の
半
句
を
爆
發
さ
せ
、
人
心
を
震
撼
さ
せ
る
力
を
發
揮
す
る
の
で
あ
る
。
最
後
の
半
句
を
『
五
燈
會
元
』

の
整
理
者
が
「
看
看
！
」
と
し
て
い
た
の
は
、
わ
た
し
は
正
確
で
は
な
い
と
思
う
。「
十
七
字
詩
」
の
最
後
の
半
句
の
二
字

は
半
句
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
で
、
字
數
に
拘
わ
る
必
要
は
な
い
が
、「
太
阿
」
の
詩
の
最
後
の
部
分
を
「
看
！
看
！
」

と
す
べ
き
で
あ
る
の
は
、
こ
の
半
句
は
實
際
に
は
「
看
」
一
字
で
、「
看
！
看
！
」
は
最
後
の
半
句
を
重
複
さ
せ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
「
看
」
は
通
常
の
「
見
る
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
ち
ょ
う
ど
武
俠
小
説
で
好
漢
が
隱
し
持
っ
た
手
裏

劍
を
放
つ
と
同
時
に
「
著
鏢
」
と
叫
ぶ
よ
う
な
も
の
な
の
だ
。「
太
阿
」
の
詩
は
前
三
句
が
太
阿
の
劍
の
威
力
を
描
寫
し
て

充
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
、
さ
ら
に
「
復
云
」
の
停
頓
を
へ
て
、
蓄
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
頂
點
に
達
し
た
時
、
半
句
の

「
看
！
」
を
爆
發
さ
せ
る
の
は
、
ま
さ
し
く
武
俠
小
説
の
「
劍
を
看
よ
！
」
と
言
う
の
に
ひ
と
し
く
、「
看
！
看
！
」
と
重
ね
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る
と
、
人
心
を
引
き
付
け
る
効
果
は
極
點
に
達
す
る
の
で
あ
る
。

北
宋
の
禪
僧
、
法
雲
寺
の
法
秀
禪
師
は
雪
竇
重
顯
禪
師
の
再
傳
の
弟
子
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
師
承
が
あ
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
か
、
か
れ
も
「
三
句
半
」
詩
を
一
首
作
っ
て
い
る
。『
五
燈
會
元
』
卷
一
六
「
法
雲
法
秀
禪
師
章
」
に
次
の
示
衆
が

あ
る
。　

師
示
疾
，
謂
衆
曰
：
「
老
僧
六
處
住
持
，
有
煩
知
事
首
座
。
大
衆
，
今
來
四
大
不
堅
，
火
風
將
散
，
各
宜
以
道
自
安
，

無
違
吾
囑
。
」
遂
曰
：
「
來
時
無
物
去
時
空
，
南
北
東
西
事
一
同
。
六
處
住
持
無
所
補
，
」
師
良
久
，
監
寺
惠
當
進
曰
：

「
和
尚
何
不
道
末
後
句
？
」
師
曰
：
「
珍
重
！
珍
重
！
」
言
訖
而
逝
。

（
師
は
臨
終
に
際
し
て
僧
衆
に
言
っ
た
、
「
わ
た
し
は
こ
れ
ま
で
六
寺
に
住
持
し
て
、
知
事
と
首
座
を
煩
わ
せ
た
。
大
衆

よ
、
今
四
大
は
不
調
、
火
風
は
散
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。
お
の
お
の
道
に
よ
っ
て
み
づ
か
ら
安
ん
ぜ
よ
。
わ
が
遺
囑
に

違
う
な
か
れ
。
」
そ
う
し
て
言
っ
た
、

 

「
生
ま
れ
て
は
時
空
を
超
え
る
身
體
は
な
い
こ
と
、
古
今
東
西
同
じ
で
あ
る
。
わ
た
し
は
六
寺
に
住
持
し
た
が
何
の
功

績
も
な
く
…
…
」

し
ば
し
沈
默
し
た
。
監
寺
の
惠
當
が
進
み
出
て
言
っ
た
、
「
和
尚
よ
、
な
ぜ
末
後
の
一
句
を
言
わ
れ
ぬ
か
？
」
師
は

言
っ
た
、
「
珍
重
！
珍
重
！
」
言
い
終
わ
る
や
逝
去
し
た
。
）15

15　
『
五
燈
會
元
』
下
册
一
〇
三
九
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
。
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こ
の
「
三
句
半
」
詩
は
法
雲
法
秀
禪
師
が
臨
終
に
際
し
て
、
大
衆
に
向
か
っ
て
唱
え
た
絶
命
詩
で
あ
っ
た
。「
四
大
不

堅
，
火
風
將
散
」
は
、
病
を
得
て
今
や
命
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
意
。「
三
句
半
」
の
前
二
句
は
「
萬
法
み
な
空
」
と
い
う
こ

と
を
言
い
、
第
三
句
「
六
處
住
持
無
所
補
」
は
一
生
の
事
業
を
回
顧
し
て
「
無
所
補
」
と
謙
遜
し
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
法

秀
は
間
を
置
い
て
、「
師
良
久
」、
し
ば
し
沈
默
、
停
頓
す
る
こ
と
し
ば
し
。
聽
衆
の
好
奇
心
は
い
や
が
う
え
に
も
昂
ま
っ

て
、
も
は
や
抑
え
が
た
く
、
監
寺
の
惠
當
が
進
み
出
て
催
促
し
た
。「
和
尚
何
不
道
末
後
句
？
」
と
言
う
や
、
法
秀
は
つ
い

に
最
後
の
半
句
を
唱
え
た
、「
珍
重
！
珍
重
！
」
こ
れ
も
後
半
の
句
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
果
を
高
め
て
い
る
。「
珍

重
」
は
「
お
ん
み
お
大
事
に
」
と
い
う
、
説
法
の
最
後
に
聽
衆
に
向
か
っ
て
言
う
祈
願
の
常
套
句
で
あ
る
が
、
し
か
し
法
秀

の
「
三
句
半
」
詩
の
「
珍
重
！
」
は
も
は
や
説
法
の
締
め
く
く
り
に
言
う
儀
礼
の
句
で
は
な
く
し
て
、
わ
が
生
命
の
終
わ
り

に
渾
身
の
力
で
放
っ
た
訣
別
と
祝
願
な
の
で
あ
っ
た
。
唱
え
終
わ
る
や
、
法
秀
は
こ
の
世
と
永
訣
し
た
。
法
秀
の
天
賦
の
才

は
聽
衆
の
情
緒
に
訴
え
て
、
生
命
の
最
後
の
一
瞬
に
出
色
の
「
三
句
半
」
詩
を
演
じ
、
禪
師
の
死
を
劇
的
に
演
出
し
て
、
門

徒
を
深
く
震
撼
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

禪
宗
史
上
に
は
ま
た
、
も
う
一
首
の
風
變
わ
り
な
類
似
の
詩
作
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。『
法
演
禪
師
語
錄
』
卷
中
に
次
の

よ
う
に
言
う
。

上
堂
云
：
「
人
之
性
命
事
，
第
一
須
是
○
。
欲
得
成
此
○
，
先
須
防
於
○
。
若
是
真
○
人
，
○
○
。
」16

16　
『
法
演
禪
師
語
錄
』
卷
中
、『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
四
七
册
、
六
六
九
頁
上
。
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法
演
禪
師
（
一
〇
二
四
～
一
一
〇
四
）
は
臨
濟
宗
楊
岐
派
の
有
名
な
禪
僧
で
、
晩
年
に
五
祖
山
に
住
し
て
、
世
に
五
祖
法
演

と
稱
さ
れ
た
。
こ
の
詩
は
字
數
は
二
十
七
字
で
、「
十
七
字
詩
」
よ
り
十
字
多
く
、
句
數
は
五
句
半
で
、「
三
句
半
」
よ
り
二

句
多
い
。
し
か
し
そ
の
構
成
原
理
は
「
十
七
字
詩
」
あ
る
い
は
「
三
句
半
」
と
完
全
に
一
致
し
、
法
演
の
「
三
句
半
」
に
對

す
る
發
展
的
創
造
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
變
わ
っ
て
い
る
の
は
、
二
十
七
字
の
う
ち
六
個
が
文
字
で
は
な
く
し
て
〇

符
號
に
な
っ
て
い
て
、
し
か
も
脚
韻
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
詩
を
わ
れ
わ
れ
が
今
日
讀
も
う
と
す
る

と
困
難
を
感
ず
る
。
こ
の
符
號
〇
を
何
と
發
音
す
べ
き
か
？
法
演
禪
師
が
こ
の
上
堂
で
ど
う
讀
ん
だ
か
聽
く
こ
と
が
で
き
た

ら
よ
い
の
だ
が
、
今
と
な
っ
て
は
も
は
や
聽
く
手
立
て
は
な
い
。

〇
は
佛
教
の
圓
相
で
あ
っ
て
、
佛
法
の
圓
滿
を
表
わ
し
、
眞
如
と
佛
性
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。『
祖
堂
集
』
卷
二
〇

「
五
冠
山
瑞
雲
寺
和
尚
章
」
に
以
下
の
記
載
が
あ
る
。

　

龍
樹
在
南
印
土
，
則
爲
説
法
，
對
諸
大
衆
而
現
異
相
，
身
如
月
輪
，
當
於
坐
上
。
唯
聞
説
法
，
不
見
其
形
。
彼
衆

之
中
，
有
一
長
者
，
名
曰
提
婆
，
謂
諸
衆
曰
：
「
識
此
瑞
不
？
」
衆
曰
：
「
非
其
長
聖
，
誰
能
辯
耶
？
」
爾
時
提
婆

心
根
宿
靜
，
亦
見
相
默
然
契
會
，
乃
告
衆
曰
：
「
今
此
瑞
者
，
師
現
佛
性
，
非
師
身
者
。
無
相
三
昧
，
形
如
滿
月
。

佛
性
之
義
。
」
語
猶
未
訖
，
師
現
本
身
，
座
上
偈
曰
：
「
身
現
圓
月
相
，
以
表
諸
佛
體
。
説
法
無
其
形
，
用
辯
非
聲

色
。
」（

龍
樹
は
南
印
度
に
お
い
て
説
法
を
し
た
時
、
大
衆
の
前
で
法
座
上
に
月
輪
の
ご
と
き
異
相
を
現
じ
、
大
衆
に
は
説
法
の
聲
は
聞
こ

え
た
が
、
姿
は
見
え
な
か
っ
た
。
衆
中
に
提
婆
と
い
う
長
者
が
い
て
、
大
衆
に
問
う
た
、
「
こ
の
瑞
相
を
知
っ
て
い
る
か
？
」
大

衆
は
答
え
た
、
「
こ
れ
は
通
常
の
聖
人
で
は
な
い
の
で
、
言
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ぬ
。
」
提
婆
は
心
を
寂
靜
に
留
め
、
一
見
し
て
默

然
の
ま
ま
契
合
し
た
。
そ
し
て
大
衆
に
告
げ
た
、
「
こ
の
瑞
相
は
師
が
佛
性
を
現
出
さ
れ
た
の
だ
。
師
の
肉
身
で
は
な
い
。
姿
は
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滿
月
の
如
く
で
あ
る
が
、
定
形
な
き
無
相
三
昧
で
あ
る
。
佛
性
の
義
と
は
…
…
」
と
、
そ
の
語
が
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
、
師
は
座
上

に
本
身
を
現
わ
し
、
偈
を
敍
べ
た
、
「
身
は
圓
月
の
相
を
現
じ
、
以
っ
て
諸
佛
の
本
體
を
表
わ
す
。
諸
法
は
形
相
な
し
、
用も

っ
て

聲
色
に
非
ざ
る
こ
と
を
辯
ず
。
」
）17

こ
の
「
圓
月
相
」
す
な
わ
ち
「
圓
相
」
は
神
秘
的
な
色
彩
を
帶
び
て
お
り
、
禪
師
が
た
は
圓
相
〇
を
用
い
て
言
語
文
字

を
超
越
し
た
境
界
を
傳
え
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
四
「
徑
山
道
欽
禪
師
章
」
に
、「
馬
祖
が
手
紙
を

届
け
さ
せ
た
。
そ
こ
に
は
圓
相
が
描
か
れ
て
い
た
。
師
は
封
を
開
い
て
、
圓
相
の
中
に
一
點
を
打
っ
て
送
り
返
し
た
。」18

ま

た
『
五
燈
會
元
』
卷
九
「
仰
山
慧
寂
禪
師
章
」
に
、「
僧
が
參
じ
て
問
う
た
、『
和
尚
は
文
字
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
か
？
』

師
、『
そ
れ
な
り
に
。』
僧
は
手
で
圓
相
を
描
い
て
手
に
載
せ
て
呈
し
た
。
師
は
衣
の
袖
で
拂
い
去
っ
た
。
僧
は
ま
た
圓
相
を

作
っ
て
呈
し
た
。
師
は
兩
手
で
受
け
取
っ
て
、
後
ろ
へ
抛
り
投
げ
る
し
ぐ
さ
を
し
た
。
僧
は
今
度
は
眼
を
瞠
っ
て
師
を
見
つ

め
、
師
は
そ
れ
に
對
し
て
頭
を
下
げ
た
。
僧
は
師
の
周
り
を
右
に
旋
回
す
る
と
、
師
は
棒
で
打
っ
た
。
す
る
と
僧
は
出
て

行
っ
た
。」 19

慧
寂
が
「
そ
れ
な
り
に
」
文
字
を
知
っ
て
い
る
と
答
え
た
あ
と
、
か
れ
と
僧
の
間
に
精
彩
あ
る
一
幕
の
無
言
劇

が
演
じ
ら
れ
た
が
、
劇
の
中
味
は
手
で
空
中
に
描
き
出
し
た
虚
僞
の
圓
相
を
巡
っ
て
展
開
し
て
い
る
。
僧
は
圓
相
を
一
種
の

文
字
と
し
て
慧
寂
に
呈
し
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
圓
相
は
じ
つ
は
文
字
を
超
越
し
た
、
言
葉
で
傳
え
ら
れ
ぬ
も
の
の
は
づ

で
あ
っ
た
。

17　
『
祖
堂
集
』
七
三
二
～
七
三
三
頁
、
基
本
典
籍
叢
刊
本
、
禪
文
化
研
究
所
。

18　
『
景
德
傳
燈
錄
』
五
二
頁
上
、
基
本
典
籍
叢
刊
本
、
禪
文
化
研
究
所
。

19　
『
五
燈
會
元
』
中
册
五
三
三
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
。
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さ
て
、
法
演
禪
師
の
風
變
わ
り
な
詩
は
佛
教
の
「
空
」
の
理
を
闡
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
わ
れ
わ
れ
が
〇
に
替
え

て
「
空
」
字
を
入
れ
る
と
、
こ
の
詩
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

人
之
性
命
事
，
第
一
須
是
空
。
欲
得
成
此
空
，
先
須
防
於
空
。
若
是
真
空
人
，
空
空
。

（
人
間
の
性
命
の
事
は
、
必
ず
や
空
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
空
を
成
就
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
ま
づ
空
を
防
が
ね
ば
な
ら
ぬ
。

も
し
眞
の
空
な
る
人
な
ら
ば
、
空
を
空
ぜ
よ
！
）

「
空
空
」
の
説
法
は
慧
思
の
『
諸
法
無
諍
三
昧
法
門
』
卷
下
に
、「
六
根
、
六
塵
、
六
識
は
空
な
る
ゆ
え
に
、
探
し
求
め

て
も
目
に
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
名
づ
け
て
空
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
求
め
て
も
得
ら
れ
ぬ
か
ら
、
名
づ
け
て
空
空
と

言
う
。
が
、
こ
れ
も
空
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。」
ま
た
『
龐
居
士
語
錄
』
卷
中
の
詩
に
も
、

　
　

無
有
報
龐
大
，
空
空
無
處
坐
。
家
内
空
空
空
，
空
空
無
有
貨
。
日
在
空
裏
行
，
日
沒
空
裏
臥
。
空
坐
空
吟
詩
，
詩

空
空
相
和
。
莫
怪
純
用
空
，
空
是
諸
佛
座
。
世
人
不
別
寶
，
空
即
是
實
貨
。
若
嫌
無
有
空
，
自
是
諸
佛
過
。

（
龐
蘊
さ
ん
に
差
し
あ
げ
る
も
の
は
何
も
な
く
、
龐
さ
ん
の
家
は
坐
る
場
所
も
な
い
。
家
の
中
は
空
っ
ぽ
、
す
っ
か
ら
か
ん
で
荷
物

も
な
い
。
太
陽
は
空
中
を
運
行
し
、
沈
む
と
空
中
に
寝
そ
べ
る
よ
う
に
。
空
し
く
坐
し
て
空
し
く
詩
を
吟
じ
、
詩
は
空
な
る
も
の

だ
か
ら
和
す
る
詩
も
空
。
空
ば
か
り
言
っ
て
い
る
と
腹
を
立
て
な
さ
る
な
、
空
こ
そ
が
諸
佛
の
お
わ
す
場
所
な
の
だ
か
ら
。
世
間

の
人
は
寶
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
空
な
る
こ
と
が
ほ
ん
と
う
の
寶
で
あ
る
。
も
し
空
な
ど
な
い
と
言
わ
れ
る
な
ら
、

も
と
よ
り
諸
佛
の
教
え
が
誤
っ
て
い
る
の
だ
。
）
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こ
れ
は
空
の
字
ば
か
り
使
っ
て
作
っ
た
詩
で
、
法
演
和
尚
の
詩
と
似
た
作
り
か
た
で
あ
る
。

『
五
燈
會
元
』
卷
一
二
「
金
山
曇
穎
禪
師
章
」
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

上
堂
：
「
山
僧
門
庭
別
，
已
改
諸
方
轍
。
爲
文
殊
抜
出
眼
裏
楔
，
教
普
賢
休
嚼
口
中
鐵
。
勸
人
放
開
髂
（
枯
駕
切
）

蛇
手
，
與
汝
斫
却
繫
驢
橛
，
」
駐
意
擬
思
量
，
棯
曰
：
「
捏
捏
參
。
」20

　
引
用
は
と
り
あ
え
ず
中
華
書
局
版
の
標
點
の
ま
ま
と
し
て
お
く
。
金
山
曇
穎
（
九
八
六
～
一
〇
六
〇
）
は
臨
濟
宗
の
禪
僧

で
、
達
觀
と
號
し
、
達
觀
曇
穎
と
呼
ば
れ
た
。
引
用
文
に
は
詩
が
一
首
含
ま
れ
て
い
る
が
、
標
點
に
誤
り
が
あ
る
の
で
、
以

下
の
よ
う
に
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

　
　

上
堂
：
「
山
僧
門
庭
別
，
已
改
諸
方
轍
。
爲
文
殊
抜
出
眼
裏
楔
，
教
普
賢
休
嚼
口
中
鐵
。
勸
人
放
開
髂
（
枯
駕
切
）

蛇
手
，
與
汝
斫
却
繫
驢
橛
。
駐
意
擬
思
量
，
」
棯
曰
：
「
捏
！
捏
！
參
。
」

（
上
堂
し
て
言
っ
た
、
「
わ
が
門
下
の
方
便
が
諸
方
と
は
異
な
る
の
は
、
そ
の
舊
轍
を
改
め
た
の
で
あ
る
。
文
殊
の
眼
の
楔
を
抜
い

て
や
り
、
普
賢
の
口
の
鐵
枷
を
取
り
去
っ
て
や
り
、
蛇
を
捉
ま
え
る
手
を
開
か
せ
、
き
み
と
い
う
驢
馬
を
繫
ぐ
杭
を
ぶ
ち
切
っ
て

や
る
の
だ
。
し
ば
し
、
思
案
に
暮
れ
て
、
」
そ
こ
で
一
棯
し
た
、
「
こ
ね
く
り
回
し
だ
！
こ
ね
く
り
回
し
だ
！
參
ぜ
よ
。
」
）

「
駐
意
擬
思
量
」
は
詩
の
一
句
な
の
で
あ
る
か
ら
、
上
堂
語
の
中
に
入
れ
、「
捏
捏
參
」
の
「
參
」
は
禪
僧
の
説
法
の
締

20　
『
五
燈
會
元
』
卷
一
二
、
中
華
書
局
、
七
一
九
頁
。
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め
く
く
り
の
常
用
語
で
、
詩
と
は
關
わ
り
が
な
い
。「
捏
捏
」
は
脚
韻
で
あ
る
か
ら
「
捏
！
捏
！
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
詩
は
「
十
七
字
詩
」
ま
た
は
「
三
句
半
」
と
は
か
な
り
違
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
こ
か
ら
中
間
の
七
字
の
二
句

と
八
字
の
二
句
を
取
り
去
っ
て
み
る
と
、
こ
の
詩
は
「
山
僧
門
庭
別
，
已
改
諸
方
轍
。
駐
意
擬
思
量
，
捏
！
捏
！
」
と
な

り
、
ま
さ
し
く
「
十
七
字
詩
」
ま
た
は
「
三
句
半
」
な
の
で
あ
っ
て
、
半
句
が
「
捏
！
」
を
繰
り
返
し
た
「
捏
！
捏
！
」
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
詩
は
「
三
句
半
」
の
基
礎
の
上
に
八
字
の
二
句
と
七
字
の
二
句
を
加
え
た
擴
張
形
式
で
あ
る

が
、
實
質
的
に
は
「
三
句
半
」
の
作
法
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
曇
穎
禪
師
が
、「
文
殊
の
眼
の
楔
を
抜
い
て
や
り
、
普
賢

の
口
の
鐵
枷
を
取
り
去
っ
て
や
り
、
蛇
を
捉
ま
え
る
手
を
開
か
せ
、
き
み
と
い
う
驢
馬
を
繫
ぐ
杭
を
ぶ
ち
切
っ
て
や
る
」
と

い
う
四
句
を
言
っ
た
時
、
鈍
根
の
聽
衆
は
ど
う
い
う
意
味
に
な
る
の
か
戸
惑
っ
た
、
そ
れ
が
つ
ま
り
聽
衆
の
「
し
ば
し
、
思

案
に
暮
れ
て
」
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
曇
穎
は
突
如
、
一
棯
し
て
か
れ
ら
の
思
案
を
斷
ち
切
り
、「
こ
ね
く
り
回
し
だ
！
こ
ね

く
り
回
し
だ
！
」
と
批
判
し
た
。
こ
れ
は
い
き
な
り
棒
棯
を
喰
ら
わ
せ
る
手
段
で
、
も
し
聽
衆
が
こ
こ
で
猛
然
と
桶
の
底
が

抜
け
て
開
悟
し
た
な
ら
、
そ
れ
が
禪
宗
の
重
ん
ず
る
「
頓
悟
」
に
他
な
ら
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
十
七
字
詩
」
と
い
う
新
興
の
詩
體
は
、
北
宋
の
禪
僧
に
用
い
ら
れ
て
ふ
た
つ
の
變

化
が
起
こ
っ
た
。
第
一
に
、
そ
れ
は
嘲
弄
諷
刺
の
手
段
で
は
な
く
な
り
、
説
法
の
一
手
法
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二

に
、
そ
の
形
式
に
多
種
の
變
異
が
起
こ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
表
現
力
を
發
揮
し
、
禪
師
が
た
の
言
語
の
非
凡
な
能

力
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
宋
代
以
後
も
「
十
七
字
詩
」
は
依
然
と
し
て
嘲
弄
諷
刺
の
詩
歌
と
し
て
、
主
と
し
て
民
間
で
作
ら
れ

續
け
て
流
行
し
た
。
明
の
郎
英
『
七
修
類
稿
』
卷
四
九
「
十
七
字
詩
」
に
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
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正
德
年
間
（
一
五
〇
六
～
一
五
二
一
）
徽
州
が
旱
害
に
み
ま
わ
れ
た
。
太
守
は
雨
乞
い
を
試
み
た
が
何
の
効
果
も
な

か
っ
た
。
無
頼
子
が
十
七
字
詩
を
作
っ
て
嘲
弄
し
た
。
い
わ
く
、

太
守
出
禱
雨
，
萬
民
皆
喜
悦
。
昨
夜
推
窗
看
，
見
月
。

（
太
守
樣
が
雨
乞
い
儀
式
を
な
さ
っ
た
の
を
聞
い
て
、
民
衆
は
大
い
に
喜
ん
だ
。
昨
夜
窓
を
押
し
開
け
て
看
た
ら
、
滿
月
！
）

　

太
守
は
知
っ
て
捕
縛
さ
せ
、
棒
打
ち
十
八
の
刑
に
處
し
た
が
、
途
中
で
止
め
さ
せ
尋
問
し
た
、
「
お
ま
え
は
嘲
詩
を

上
手
に
作
る
の
か
？
」
そ
の
男
は
認
め
な
か
っ
た
。
こ
の
男
で
は
な
い
な
ら
、
誰
が
ほ
ん
と
う
の
作
者
か
問
い
詰
め

た
が
、
や
は
り
白
狀
し
な
い
。
「
な
ら
ば
、
お
ま
え
が
も
う
い
っ
ぺ
ん
十
七
字
詩
を
作
っ
た
ら
罪
は
免
除
し
て
や
る
。

さ
も
な
く
ば
死
刑
に
處
す
ぞ
。
」
無
頼
子
は
た
だ
ち
に
言
っ
た
。

「
作
詩
十
七
字
，
被
責
一
十
八
。
若
上
萬
言
書
，
打
殺
。
」

（
十
七
字
詩
を
作
っ
て
、
棒
打
ち
十
八
の
刑
。
も
し
萬
言
の
書
を
奉
っ
た
な
ら
、
打
ち
殺
し
！
）

太
守
も
こ
れ
に
は
大
笑
い
し
、
放
免
處
分
と
し
た
。
こ
ん
な
正
直
者
も
珍
し
く
、
無
頼
漢
で
は
あ
る
が
勇
敢
な
男
で

あ
る
。 

こ
の
十
七
字
詩
を
作
っ
た
「
無
頼
漢
」
は
、
む
ろ
ん
下
層
の
民
間
人
士
で
あ
る
。
太
守
が
「
十
七
字
詩
」
を
「
嘲
詩
」

と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
十
七
字
詩
の
功
能
が
定
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
郎
英
が
「
無
頼
漢
で
は
あ
る
が
勇
敢
な
男
で
あ

る
」
と
評
し
た
の
は
、
男
が
お
役
所
に
挑
戰
し
た
勇
気
を
褒
め
た
も
の
で
、
民
衆
の
感
情
は
往
々
に
し
て
こ
う
い
う
通
俗
作

品
を
通
し
て
發
散
さ
れ
た
の
で
あ
る
。21

21　
『
七
修
類
稿
』
卷
四
九
、
上
海
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
五
一
六
頁
。
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清
の
褚
人
穫
『
堅
瓠
首
集
』
卷
三
「
十
七
字
詩
」
に
も
上
述
の
話
を
載
せ
て
い
る
が
、
内
容
が
膨
ら
ん
で
い
る
。

　

正
德
年
間
に
あ
る
無
頼
子
が
い
て
、
何
か
に
つ
け
て
十
七
字
詩
を
作
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
徽
州
が
旱
害
に
み
ま
わ
れ

た
。
太
守
は
雨
乞
い
を
試
み
た
が
何
の
効
果
も
な
か
っ
た
。
無
頼
子
が
嘲
詩
を
作
っ
た
。
い
わ
く
、

太
守
出
禱
雨
，
萬
民
皆
喜
悦
。
昨
夜
推
窗
看
，
見
月
。

（
太
守
樣
が
雨
乞
い
儀
式
を
な
さ
っ
た
の
を
聞
い
て
、
民
衆
は
大
い
に
喜
ん
だ
。
昨
夜
窓
を
押
し
開
け
て
看
た
ら
、
滿
月
！
）

　

太
守
は
知
っ
て
捕
縛
さ
せ
尋
問
し
た
、
「
お
ま
え
は
嘲
詩
を
上
手
に
作
る
の
か
？
お
ま
え
が
も
う
い
っ
ぺ
ん
十
七
字

詩
を
作
っ
た
ら
罪
は
免
除
し
て
や
る
。
」
そ
こ
で
太
守
は
自
分
の
號
の
「
西
坡
」
と
い
う
題
で
作
ら
せ
た
。
無
頼
子
は

た
だ
ち
に
一
首
を
作
っ
た
。
い
わ
く
、

古
人
號
東
坡
，
今
人
號
西
坡
。
若
將
兩
人
較
，
差
多
。

（
古
人
は
東
坡
と
號
し
、
今
人
は
西
坡
と
號
す
。
も
し
二
人
を
比
較
し
た
ら
、
大
違
い
！
）

　

太
守
は
激
怒
し
て
、
棒
打
ち
十
八
の
刑
に
處
し
た
。
男
は
た
だ
ち
に
も
う
一
首
を
作
っ
た
。

作
詩
十
七
字
，
被
責
一
十
八
。
若
上
萬
言
書
，
打
殺
。

（
十
七
字
詩
を
作
っ
て
、
棒
打
ち
十
八
の
刑
。
も
し
萬
言
の
書
を
奉
っ
た
な
ら
、
打
ち
殺
し
！
）

太
守
は
誹
謗
罪
で
流
刑
處
分
と
し
、
湖
北
の
鄖
陽
へ
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
母
と
叔
父
が
見
送
り
に
來
て
、
抱

き
合
っ
て
泣
い
た
。
男
は
泣
く
の
を
や
め
て
言
っ
た
、
「
ま
た
詩
が
で
き
た
よ
。
」

發
配
在
鄖
陽
，
見
舅
如
見
娘
。
兩
人
齊
下
泪
，
三
行
。

（
鄖
陽
へ
流
さ
れ
る
は
め
に
な
っ
て
、
叔
父
さ
ん
と
母
さ
ん
が
來
た
。
二
人
は
涙
を
流
し
、
三
行
！
）
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叔
父
は
片
目
が
つ
ぶ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。22

こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
無
頼
漢
の
十
七
字
詩
は
『
七
修
類
稿
』
を
も
と
に
し
て
、
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
別
の
二
首
を

補
っ
た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
に
流
傳
の
過
程
で
膨
ら
ん
で
ゆ
く
の
は
民
間
文
學
の
特
徴
で
あ
る
。
詩
を
補
う
と
同
時
に
話
の

プ
ロ
ッ
ト
に
も
増
添
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
は
、
十
七
字
詩
を
繋
い
で
物
語
を
膨
ら
ま
せ
る
手
段
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
褚
人
穫
『
堅
瓠
十
集
』
卷
二
「
一
字
一
錢
」
の
項
に
は
『
秋
水
渉
筆
』
を
引
い
た
話
が
あ
る
。

　

あ
る
詩
の
上
手
な
人
が
張
り
紙
を
出
し
た
、
「
詩
を
作
っ
て
ほ
し
い
人
に
は
一
字
一
文
で
引
き
受
け
ま
す
」
。
妓
女

が
十
七
文
で
注
文
し
た
。
た
だ
ち
に
應
じ
て
作
っ
た
。

美
貌
一
佳
人
，
妖
嬈
體
態
新
。
調
脂
並
傅
粉
，
觀
音
。

（
美
貌
の
一
佳
人
、
妖
艷
な
し
な
づ
く
り
。
紅
白
粉
で
あ
で
や
か
に
化
粧
し
て
、
觀
音
さ
ん
！
）

　

あ
る
和
尚
は
こ
れ
を
見
て
、
十
六
文
で
「
わ
し
に
も
ひ
と
つ
。
」
こ
れ
に
應
じ
て
、

和
尚
剃
光
頭
，
葫
蘆
安
箇
柄
。
睡
到
五
更
頭
，
硬
。

（
和
尚
さ
ん
は
つ
る
つ
る
頭
、
ひ
ょ
う
た
ん
に
耳
を
つ
け
た
よ
う
。
眠
っ
て
五
更
に
至
る
や
、
勃
起
。
）23

22　
『
堅
瓠
首
集
』
二
四
頁
、『
筆
記
小
説
大
觀
』
第
一
五
册
、
江
蘇
廣
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
八
四
年
。

23　
『
堅
瓠
十
集
』
卷
二
、三
二
一
頁
、『
筆
記
小
説
大
觀
』
第
一
五
册
、
江
蘇
廣
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
八
四
年
。
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こ
の
詩
の
作
者
も
詩
を
賣
っ
て
生
活
し
て
い
た
人
で
、
北
宋
の
張
山
人
と
同
じ
く
十
七
字
詩
の
專
門
家
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
か
れ
の
十
六
字
詩
は
な
ん
と
も
下
品
だ
が
、
こ
れ
も
民
間
文
學
の
も
つ
低
俗
な
一
面
で
あ
る
。

「
十
七
字
詩
」
が
生
ま
れ
た
根
據
は
何
で
あ
ろ
う
か
？
そ
の
基
礎
は
中
國
傳
統
の
五
言
四
句
詩
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
中
國

傳
統
の
歇
後
語
の
表
現
法
を
加
え
て
、
畫
龍
點
睛
の
最
後
の
一
句
を
凝
縮
し
て
半
句
、
す
な
わ
ち
二
字
、
ま
た
甚
だ
し
く
は

一
字
と
成
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
爆
發
性
と
震
撼
力
を
強
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
中
國
傳
統
の
七
言
四
句
詩
を
基
礎
と
し

て
、
二
十
三
字
詩
に
も
變
化
し
た
。
さ
ら
に
別
の
變
化
も
加
わ
り
、
そ
の
最
初
の
正
式
な
名
稱
は
「
十
七
字
詩
」
で
は
あ
っ

た
が
、
そ
の
名
で
こ
の
類
の
詩
歌
の
す
べ
て
を
カ
ヴ
ァ
ー
で
き
ず
、
輓
近
民
間
で
生
ま
れ
た
「
三
句
半
」
は
通
俗
的
で
時
に

卑
俗
で
も
あ
っ
た
が
、
包
容
力
を
具
え
た
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、
わ
た
し
は
「
三
句
半
」
の
呼
稱
を
使
い
た
い
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
四
川
の
民
間
に
盛
行
し
た
「
三
句
半
」
は
す
で
に
詩
の
體
裁
で
は
な
く
な
っ
て
、
一
種
の
演
藝
形
式
と
な
り
、
も
と

も
と
一
人
が
演
ず
る
（
例
え
ば
禪
僧
が
説
法
で
口
ず
さ
む
三
句
半
詩
）
か
ら
、
四
人
で
行
な
う
演
技
に
變
化
し
、
も
と
は
一
首
だ

け
の
詩
で
あ
っ
た
の
が
多
首
が
循
環
往
復
す
る
形
式
に
發
展
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
容
量
を
廣
げ
、
複
雜
な
感
情
と
ス

ト
ー
リ
ー
を
作
り
あ
げ
て
、
多
く
の
民
衆
か
ら
熱
烈
に
歡
迎
さ
れ
、
三
句
半
は
か
く
て
民
間
に
大
き
な
發
展
の
空
間
を
見
出

し
た
の
で
あ
る
。
張
稔
穰
、
張
弘
、
劉
黎
明
諸
氏
が
言
わ
れ
る
に
は
、
張
山
人
の
故
郷
山
東
お
よ
び
陝
北
、
東
北
の
各
地
に

は
、
今
な
お
「
三
句
半
」
が
民
間
で
廣
く
流
行
し
て
い
て
、
銅
鑼
な
ど
の
樂
器
に
合
わ
せ
て
演
技
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。「
三
句
半
」
は
中
國
の
廣
大
な
大
地
の
民
衆
に
深
く
愛
さ
れ
喜
ば
れ
る
大
衆
演
藝
、
娯
樂
の
形
式
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

【
譯
者
附
言
】

本
篇
は
項
楚
先
生
（
二
〇
二
五
年
逝
去
）
の
「
三
句
半
詩
話
」
の
日
本
語
譯
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
に
四
川
大
學
に
中
國
俗
文
化
研
究
所
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が
開
設
さ
れ
た
時
、
こ
れ
を
記
念
す
る
國
際
學
術
研
討
會
が
開
か
れ
、
そ
の
記
念
講
演
で
發
表
さ
れ
た
（『
中
國
俗
文
化
研
究
』
創
刊
號
、
巴

蜀
書
社
、
二
〇
〇
三
年
）。
わ
た
し
は
こ
の
講
演
を
聽
い
て
ふ
か
く
印
象
に
の
こ
り
、
翻
譯
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
（
引
用
詩
文
の
譯
は
衣
川
）。

本
篇
は
先
生
が
一
九
六
二
年
に
四
川
大
學
大
學
院
に
入
學
さ
れ
、
新
入
生
歡
迎
會
の
演
目
「
三
句
半
」
に
ふ
れ
た
時
の
衝
擊
の
回
想
か
ら

始
ま
り
、
そ
の
淵
源
を
た
ど
っ
て
北
宋
時
代
に
「
十
七
字
詩
」
と
稱
さ
れ
た
新
體
詩
の
流
行
の
描
寫
に
到
り
、
當
時
の
禪
宗
和
尚
が
こ
の
詩
體

を
用
い
て
説
法
し
た
事
實
に
も
及
ん
で
、
そ
の
意
味
と
意
義
を
解
明
し
、
諷
刺
詩
と
い
う
機
智
に
富
ん
だ
が
ん
ら
い
の
性
格
か
ら
、
説
法
と
い

う
禪
僧
啓
發
の
手
段
へ
の
應
用
へ
と
變
化
し
た
こ
と
を
、
豐
富
な
資
料
の
渉
獵
に
も
と
づ
い
て
あ
と
づ
け
ら
れ
た
。

中
國
で
い
う
「
俗
文
化
」
と
は
、
正
統
と
目
さ
れ
た
儒
教
以
外
の
民
間
宗
教
（
佛
教
、
禪
宗
も
含
む
）、
正
統
的
詩
文
以
外
の
俗
文
學
（
小

説
、
戲
曲
、
口
語
詩
等
）、
口
頭
言
語
た
る
俗
語
言
（
口
語
、
方
言
）
を
對
象
と
す
る
研
究
を
指
し
、
正
統
的
文
化
の
ほ
か
に
も
う
ひ
と
つ
の
體
系

を
も
つ
「
俗
文
化
」
が
廣
く
存
在
し
た
こ
と
を
、
學
問
的
に
證
明
し
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
篇
の
内
容
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ

う
に
、
そ
れ
は
綜
合
的
な
學
問
分
野
で
あ
る
。
中
國
の
民
間
習
俗
を
基
盤
と
し
て
存
在
し
た
「
俗
文
化
」
の
理
解
に
は
、
當
然
の
こ
と
と
し
て

佛
教
へ
の
理
解
を
缺
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
項
楚
先
生
は
敦
煌
變
文
研
究
の
た
め
に
、
一
大
決
心
を
し
て
、
數
年
を
費
や
し
『
大
正
新
脩
大
藏

經
』
全
卷
を
通
讀
さ
れ
た
と
い
う
。
わ
た
し
は
か
つ
て
「
寒
山
詩
」
の
一
句
を
讀
解
し
注
釋
を
書
く
の
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
檢
索
を
利
用
し
て
用

例
を
收
集
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
あ
と
で
先
生
の
『
寒
山
詩
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
開
い
て
見
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
檢
索
の

な
い
時
代
に
書
か
れ
た
注
釋
と
、
結
果
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
先
生
の
注
釋
の
ほ
う
が
周
到
で
あ
っ
て
、
わ
た
し
は
驚
歎
を

禁
じ
得
な
か
っ
た
。
先
生
の
言
わ
れ
る
「
問
題
意
識
を
持
っ
て
讀
書
を
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

先
生
は
そ
の
よ
う
に
大
藏
經
を
も
讀
ま
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
、
ふ
か
く
感
動
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
先
生
は
敦
煌
學
の
泰

斗
、
國
際
的
に
有
名
な
大
學
者
で
あ
ら
れ
る
。
二
〇
一
九
年
に
そ
の
文
業
を
集
成
し
た
『
項
楚
學
術
文
集
』
一
〇
卷
（
中
華
書
局
）
が
刊
行
さ

れ
た
。
本
篇
の
翻
譯
の
底
本
は
そ
の
論
文
集
『
柱
馬
屋
存
稿
二
編
』
收
錄
本
で
あ
る
。（
二
〇
二
五
．
一
一
．
一
〇
）
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『
ラ
ン
カ
ー
に
入
る
』
四
巻
本
テ
キ
ス
ト
の
表
現
不
備
の
個
所
の
一
つ
に
つ
い
て

常
盤
義
伸

『
ラ
ン
カ
ー
に
入
る　

―
―
す
べ
て
の
ブ
ッ
ダ
の
教
え
の
核
心
―
―
』（
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
発
行
）

日
本
語
訳
第
二
章
82
、
Ｐ
１
１
５
上
、
８
行
～
末

「
本
経
の
他
…
…
見
当
た
ら
な
い
。」
を
抹
消
し
て
代
わ
り
に
左
の
語
を
入
れ
る
。

「
直
前
の
偈
、
41
～
53
、
の
う
ち
の
六
偈
、
42
、
44
、
45
、
51
、
52
、
53

が
第
54
偈
に
言
う
〈
他
に
依
る
あ
り
方
に
六
種
あ
る
〉
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。」
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馬
祖
禅
と
は
な
に
か

―
―
従
来
の
説
の
批
判
と
し
て
―
―
［
中
］

松
岡
　
由
香
子

二
章　

仏
性
・
見
性
・
真
如
を
い
わ
な
い
馬
祖
禅

一
節　

馬
祖
禅
と
仏
性
・
見
性
・
真
如

一
、『
祖
堂
集
』
に
お
け
る
馬
祖
と
そ
の
法
嗣
の
語

二
、『
景
徳
伝
灯
録
』
に
お
け
る
馬
祖
と
そ
の
法
嗣
の
語

二
節　

馬
祖
以
前
の
禅
文
献
の
仏
性
・
見
性
・
真
如

一
、『
絶
観
論
』『
心
銘
』（
牛
頭
宗
）

二
、『
伝
法
宝
紀
』

三
、『
楞
伽
師
資
記
』
と
『
修
心
要
論
』

四
、『
六
祖
壇
経
』

三
節　

馬
祖
（
七
〇
九
―
七
八
八
）
時
代
の
禅
文
献
の
仏
性
・
見
性
・
真
如

一
、『
定
是
非
論
』『
神
会
語
録
』『
檀
語
』（
南
宗
）

二
、『
大
乗
無
生
方
便
門
』（
北
宗
）

三
、『
観
心
（
破
相
）
論
』

四
、『
歴
代
法
宝
記
』（
保
唐
宗
）
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四
節　

馬
祖
以
後
の
禅
文
献
の
仏
性
・
見
性
・
真
如　

一
、『
悟
性
論
』

二
、『
血
脈
論
』
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二
章
　
仏
性
・
見
性
・
真
如
を
い
わ
な
い
馬
祖
禅

一
節
　
　
馬
祖
禅
と
仏
性
・
見
性
・
真
如

『
涅
槃
経
』
に
は
「
仏
性
」
が
説
か
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
我
と
は
即
ち
是
れ
如
来
蔵
の
義
な
り
。
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
は

即
ち
是
れ
我
の
義
な
り
。」（T

12,407b

）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
「
我

ア
ー
ト
マ
ン」

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
公

お
お
や
けに

仏
教

で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
、「
如
来
秘
密
の
蔵
、
清
浄
な
る
仏
性
の
常
住
不
変
な
る
を
開
示
す
。」（410c

）
と
い
わ
れ
る
。

仏
教
は
「
無
常
・
皆
苦
・
無
我
・
寂
静
」
を
四
法
印
と
す
る
の
で
、
常
住
不
変
の
仏
性
は
、
ま
っ
た
く
正
反
対
で
あ
る
が
、

そ
も
そ
も
『
涅
槃
経
』
は
如
来
性
品
に
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
仏
教
を
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
化
す
る
た
め
に
書
か
れ
た

も
の
で
あ
り
、
仏
教
の
四
法
印
を
否
定
す
る
「
常
楽
我
浄
」
を
説
く
。
中
国
仏
教
に
お
い
て
は
、
そ
の
法
顕
訳
や
曇
無
讖
訳

な
ど
の
六
巻
本
『
大
般
泥
洹
経
』
か
ら
、
竺
道
生
に
よ
っ
て
最
高
の
経
典
と
さ
れ
、
慧
観
の
五
時
教
判
で
「
常
住
教
」
と
し

て
最
高
位
に
位
置
付
け
ら
れ
、
ほ
ぼ
全
宗
派
が
そ
れ
を
認
め
て
き
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
村
上
俊
の
優
れ
た
論
文
「
仏
性

の
問
題
―
頓
悟
と
の
関
連
―

⑴
」
が
あ
る
。
経
師
・
論
師
は
、「
仏
性
」
を
仏
に
な
る
可
能
性
と
解
釈
す
る
こ
と
が
多
い
が
、

禅
宗
で
は
「
仏
性
」
を
見
る
「
見
性
」
を
い
う
。
そ
れ
は
『
涅
槃
経
』
の
師
子
吼
菩
薩
品
に
「
諸
仏
世
尊
は
定
慧
等
し
き

が
故
に
明
ら
か
に
仏
性
を
見
る
こ
と
、
了
了
と
し
て
無
礙
な
り
」（547a

）
と
説
か
れ
、
寿
命
品
に
「
後
辺
身
の
菩
薩
、
そ

の
時
、
飲
食
を
受
け
已
に
金
剛
三
昧
に
入
る
。
こ
の
食
、
消
（
化
）
し
已
り
て
即
ち
仏
性
を
見
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を

得
。」（372b

）
と
説
か
れ
る
こ
と
に
因
る
。

ま
た
六
世
紀
前
半
に
書
か
れ
た
『
大
乗
起
信
論
』（
以
下
『
起
信
論
』
と
略
記
）
は
、
近
年
、
北
朝
の
中
国
人
撰
述
が
確
定

さ
れ
た

⑵
が
、
こ
の
論
に
は
、「
心
真
如
と
は
、
即
ち
是
れ
一
法
界
大
総
相
法
門
の
体
な
り
。
所
謂
、
心
性
は
不
生
不
滅
」

（T
32,576a

）
と
「
心
真
如
」
が
説
か
れ
、「
真
如
の
自
体
相
と
は
、
…
…
自
性
清
浄
心
の
義
の
故
に
」（579a

）
と
、「
自
性
清
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浄
心
」
が
説
か
れ
る
。
中
国
の
仏
教
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
が
、
初
期
禅
宗
も
強
い
影
響
を
受
け
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
馬
祖
や
馬
祖
門
下
は
「
仏
性
」「
見
性
」「
真
如
」
を
い
わ
な
い
。
そ
れ
を
『
祖
堂
集
』
と
『
伝
灯
録
』

で
見
た
い
。

一
、『
祖
堂
集
』
に
お
け
る
馬
祖
と
そ
の
法
嗣
の
語

『
祖
堂
集
』
に
お
け
る
馬
祖
の
語
に
は
、「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
は
な
い
。

『
祖
堂
集
』
の
馬
祖
の
法
嗣
で
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

百
丈
は
経
の
言
葉
と
し
て
言
及
す
る
。「
又
た
問
う
。
教
中
に
道い

う
、
了
々
と
し
て
仏
性
を
見
る
。
猶
お
文
殊
に
等
し
き

が
如
し
、
と
。
既
に
是
れ
了
々
と
し
て
仏
性
を
見
る
。
合ま

さ

に
仏
と
等
し
か
る
べ
し
。
什な

ん麼
と
為し

て
か
却
っ
て
文
殊
に
等
し

や
。
又
、
無
対
。」（272b

、『
伝
灯
録
』
に
な
し
）

問
わ
れ
た
人
は
善
勧
寺
主
で
の
ち
に
涅
槃
和
尚
と
あ
だ
名
さ
れ
た
僧
だ
か
ら
、
そ
の
経
の
一
句
を
引
用
し
た
の
で
あ
る
。

東
寺
和
尚
は
「
見
性
」
と
「
仏
性
」
を
説
く
が
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
説
い
た
か
が
問
題
で
あ
る
。

「
承
相
の
崔さ

い
こ
う
い
ん

公
胤
、
其
の
風
韻
を
高
し
と
し
て
、
躬み

づ
から

師
に
問
う
て
曰
く
、
師
は
何
を
以
て
得
る
や
。
師
曰
く
、
見
性
し

て
得
た
り
と
為
す
。
公
云
く
、
師
、
見
性
す
る
や
。
師
曰
く
、
見
性
す
。
師
、
当
時
方ま

さ

に
眼
を
病
む
。
相
公
、
譏そ

し

り
て
曰

く
、
既
に
見
性
と
言
う
、
其
の
眼
、
奈い

か
ん何

。
師
云
く
、
見
性
は
眼
に
非
ず
。
眼
の
病
は
何
ぞ
害そ

こ
なわ

ん
。
相
公
、
喜
び
て
礼
拜

す
。
更
に
師
と
仏
殿
に
到
る
に
、
雀
児
の
仏
頭
上
に
在
り
て
糞
を
放
つ
を
見
て
、
相
公
問
う
。
者
箇
の
雀
児
、
還
た
仏
性
有

り
や
。
師
云
く
、
有
り
。
相
公
云
く
、
既
に
有
る
に
、
什な

ん麼
ぞ
仏
頭
上
に
向お

い
て
屙
を
為
す
や
。
師
云
く
、
他か

れ

、
若
し
無

く
ば
什な

に麼
に
因
り
て
鷄
子
頭
上
に
向
い
て
屙
せ
ざ
る
や
。
相
公
、
此
れ
よ
り
礼
拜
し
師
と
為
す
。」（288a-b

、『
伝
灯
録
』
に
な

し
）
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東
寺
和
尚
は
馬
祖
禅
が
「
即
心
是
仏
」
と
伝
わ
る
こ
と
を
慨
嘆
し
た
人
で
あ
る
。
自
ら
本
気
で
見
性
を
し
た
、
な
ど
と
い

う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
相
公
が
仏
法
に
浅
い
理
解
し
か
な
い
こ
と
を
見
抜
い
て
、
自
ら
が
目
を
患
っ
て
い
る
こ
と
に
か
こ

つ
け
て
「
見
性
し
て
」
得
た
、
と
言
っ
て
み
た
。
案
の
上
、
相
公
は
「
見
性
」
を
目
で
仏
性
を
見
る
こ
と
だ
、
く
ら
い
の
理

解
し
か
な
い
。
次
は
相
公
が
、「
雀
に
仏
性
が
あ
る
か
」
と
愚
問
を
発
し
た
。
こ
の
答
え
も
、
雀
は
仏
性
が
あ
る
か
ら
、
仏

の
頭
に
糞
を
し
た
の
だ
、
と
い
う
よ
り
、
相
公
を
ま
と
も
に
相
手
に
し
て
い
な
い
揶
揄
で
あ
る
。
こ
れ
を
東
寺
の
「
見
性
」

だ
と
解
釈
す
る
の
は
、
当
を
得
て
い
な
い
。

帰
宗
章
に
は
、
座
主
神
建
の
手
紙
に
対
す
る
李
万
卷
の
論
に
「
仏
性
」「
見
性
」「
真
如
」
が
あ
る
。

「
伏
し
て
三
乗
の
至
教
を
以
て
、
一
蔵
に
厳
持
す
。
載
す
る
所
の
文
詞
、
唯
だ
仏
性
を
究
む
る
の
み
。
…
…
欝
欝
た
る
黄

花
、
争い

か

で
か
能
く
見
性
せ
ん
。
…
…
真
心
了
了
と
し
て
、
字
無
く
名
無
し
。
見
性
し
て
惺
惺
た
れ
ば
、
何
を
か
言
い
何
を
か

説
か
ん
。
…
…
学
仏
の
人
、
何
ぞ
仏
性
に
迷
わ
ん
。
…
…
真
如
、
豈
に
言
句
に
随
わ
ん
や
。」（291b-292b

、『
伝
灯
録
』
に
な
し
）

い
か
に
、「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
が
同
じ
思
想
の
言
葉
で
あ
る
か
が
よ
く
わ
か
る
。
帰
宗
の
言
葉
で
は
な
い
が
、
帰
宗

の
俗
弟
子
で
あ
っ
て
も
「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
思
想
に
染
ま
っ
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
。

「
真
如
」
は
盤
山
章
に
、「
古
人
」
の
詞
と
し
て
否
定
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
古
人
、
道い

う
、
霊
源
独
り
耀か

が
や

く
。
道

は
本
よ
り
無
生
な
り
。
大
智
は
明
に
非
ず
。
真
空
跡
を
絶
す
。
真
如
凡
聖
は
、
皆
な
是
れ
夢
言
な
り
。」（282b

、『
伝
灯
録
』

253b

）
南
泉
章
に
は
「
定
慧
等
学
。
明
見
仏
性
」
と
い
わ
れ
る
理
に
つ
い
て
の
問
い
に
あ
り
、
南
泉
の
言
葉
で
は
な
い
。

「
師
、
黄
蘗
に
問
う
、
定
慧
等
学
、
明
見
仏
性
。
こ
の
理
如い

か
ん何

。
黄
蘗
云
く
、
一
物
に
も
依
ら
ず
。」（302b

）

黄
檗
は
「
明
見
仏
性
」
と
い
う
経
の
文
句
な
ど
に
依
っ
て
い
な
い
。
た
だ
黄
檗
の
語
を
裴
休
が
編
集
し
た
『
伝
心
法
要
』

に
は
、
六
祖
の
言
葉
と
し
て
「
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
」
が
見
え
、「
仏
性
」
も
一
回
、「
真
如
」
も
二
回
言
及
さ
れ
る
。
編
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者
の
裴
休
は
、
以
前
に
荷
沢
宗
の
圭
峰
宗
密
に
師
事
し
て
お
り
、
宗
密
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
馬
祖
禅
に
対
す
る
ひ
ど
い
誤

解
が
あ
り
、『
伝
心
法
要
』
に
「
仏
性
、
見
性
」
な
ど
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
を
黄
檗
の
言
葉
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
黄
檗
自
身
の
言
葉
に
は
そ
れ
ら
は
ま
っ
た
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、『
頓
悟
要
門
』
に
は
「
見
性
」「
仏
性
」「
真

如
」
が
説
か
れ
る
が
、
馬
祖
の
嗣
、
大
珠
懐
海
の
著
で
は
な
い
こ
と
は
こ
の
論
の
［
上
］
で
す
で
に
述
べ
た
。

こ
の
よ
う
に
『
祖
堂
集
』
に
立
伝
さ
れ
る
三
十
七
名
の
馬
祖
の
弟
子
は
、「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
を
説
か
な
い
。

二
、『
景
徳
伝
灯
録
』
に
お
け
る
馬
祖
と
そ
の
法
嗣
の
語

『
伝
灯
録
』
に
お
け
る
馬
祖
の
語
に
は
、「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
は
な
い
。

『
伝
灯
録
』
に
は
馬
祖
の
法
嗣
と
し
て
第
六
巻
三
十
七
人
、
第
七
巻
四
十
五
人
、
第
八
巻
五
十
六
人
の
名
が
上
が
る
。

巻
六
に
は
大
珠
慧
海
章
に
「
見
性
」
と
い
う
詞
が
五
回
あ
る
が
、
慧
海
の
言
葉
で
は
な
く
、
律
師
の
問
い
で
あ
る
。
し
か

も
仏
性
を
見
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
性
を
見
る
」
と
い
う
別
な
意
味
と
思
わ
れ
る
。

「
又
た
問
う
て
曰
く
、
夫
れ
経
律
論
は
是
れ
仏
語
な
り
。
読
誦
し
教
に
依
り
て
奉
行
す
。
何
が
故
に
見
性
せ
ざ
ら
ん
。
師

曰
く
、
狂
狗
の
塊
を
趁お

い
、
師
子
の
人
を
咬
む
が
如
し
。
経
律
論
は
是
れ
自
性
の
用
な
り
。
読
誦
者
は
是
れ
性
の
法
な
り
。」

（247b

）
次
は
「
仏
性
」
が
「
真
如
」
と
と
も
に
出
る
が
、『
起
信
論
』
で
い
う
「
真
如
」
と
は
ま
っ
た
く
関
係
な
い
。「
真
如
」
は

当
時
頻
繁
に
使
わ
れ
た
教
学
の
用
語
で
も
あ
る
。

「
三
蔵
法
師
有
り
て
問
う
、
真
如
は
変
易
有
り
や
。
師
曰
く
、
変
易
有
り
。
三
蔵
曰
く
、
禅
師
は
錯あ

や
まれ

る
な
り
。
師
、
卻

て
三
蔵
に
問
う
。
真
如
有
り
や
。
曰
く
、
有
り
。
師
曰
く
、
若
し
変
易
無
く
ん
ば
決
定
し
て
是
れ
凡
僧
な
り
。
豈あ

に
聞
か
ず

や
。
善
知
識
と
は
能
く
三
毒
を
迴め

ぐ
らし

て
三
聚
浄
戒
と
為
し
、
六
識
を
迴
し
て
六
神
通
と
為
し
、
煩
悩
を
迴
し
て
菩
提
と
作
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し
、
無
明
を
迴
し
て
大
智
真
如
と
為
す
、
と
。
若
し
変
易
無
く
ん
ば
三
蔵
は
真
に
是
れ
自
然
外
道
な
り
。
三
蔵
曰
く
、
若
し

爾し
か

れ
ば
真
如
は
即
ち
変
易
あ
り
。
師
曰
く
、
若
し
真
如
、
変
易
有
り
と
執
す
れ
ば
、
亦
た
是
れ
外
道
な
り
。
曰
く
、
禅
師
は

適
来
、
真
如
に
変
易
有
り
と
説
き
、
如
今
、
又
た
不
変
易
と
道い

う
。
如
何
が
即
ち
是
れ
的
当
な
る
や
。
師
曰
く
、
若
し
了
了

と
し
て
見
性
す
れ
ば
、
摩
尼
珠
の
色
を
現
ず
る
が
如
し
。
変
と
説
く
も
亦
た
得
、
不
変
と
説
く
も
亦
た
得
る
な
り
。
若
し
見

性
せ
ざ
れ
ば
、
人
、
真
如
の
変
ず
と
説
く
を
聞
き
て
便
ち
変
の
解
を
作
し
、
不
変
と
説
く
を
聞
き
て
便
ち
不
変
の
解
を
作

す
。」（247b

）

こ
こ
で
は
「
真
如
」
は
『
起
信
論
』
の
「
常
住
不
変
」
で
は
な
く
「
変
」
と
説
か
れ
、
そ
の
言
葉
に
拘
泥
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
も
加
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
見
性
す
る
」
が
い
わ
ゆ
る
仏
性
を
見
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
が
、
次
の
同
じ
師
の
言
葉
か

ら
明
ら
か
で
あ
る
。

「
韞う

ん
こ
う光

大
徳
有
り
て
、
問
う
、
禅
師
は
自
ら
生
処
を
知
る
や
。
師
曰
く
、
未
だ
曽
て
死
な
ず
、
何
ぞ
生
を
論
ず
る
を
用
い

ん
。
生
は
即
ち
是
れ
無
生
の
法
な
り
と
知
れ
ば
、
生
の
法
を
離
れ
て
無
生
あ
り
と
説
く
こ
と
無
し
。
祖
師
云
く
、
当
に
生
は

即
ち
不
生
な
り
。
曰
く
、
見
性
せ
ざ
る
人
は
亦
た
此
の
如
き
を
得
る
や
。
師
曰
く
、
自
ら
見
性
せ
ざ
る
も
是
れ
性
無
き
に
あ

ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
見
は
即
ち
是
れ
性
に
し
て
、
性
と
し
て
見
る
能
わ
ざ
る
無
し
。
識
は
即
ち
是
れ
性
の
故
に
識
性

と
名
づ
く
。
了
す
れ
ば
即
ち
是
れ
性
な
り
。
喚
ん
で
了
性
と
作
す
。」（247c

）

も
う
一
箇
所
、
中
邑
洪
恩
章
に
、
仰
山
の
問
い
と
し
て
「
問
う
、
如
何
が
見
性
を
得
る
や
。
師
云
く
、
譬
え
ば
屋
有
り

て
、
屋
に
六
窗
（
窓
）
有
り
。
内
に
一
獼
猴
有
り
て
、
東
辺
に
山
山
と
喚
べ
ば
、
山
山
応
ず
る
が
如
し
。
是
の
如
く
六
窗
、

倶
に
喚
ぶ
に
倶
に
応
ず
。
仰
山
、
礼
謝
し
て
起
ち
て
云
く
、
和
尚
の
譬
喩
を
蒙こ

う
むる

所
、
了
知
せ
ざ
る
こ
と
な
し
。
更
に
一
事

有
り
。
只
だ
内
の
獼
猴
の
困
睡
す
る
が
如
き
、
外
の
獼
猴
與
に
相
見
せ
ん
と
欲
せ
ば
如
何
。
師
、
繩
床
を
下
り
て
仰
山
の
手

を
執
り
て
作
舞
し
て
云
く
、
山
山
、
汝
と
相
見
し
了
る
。」(249b)

と
あ
る
。
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中
邑
は
、
身
体
を
「
屋
」、
六
根
を
「
六
窓
」、
知
覚
の
主
体
を
「
獼
猴
」、
知
覚
の
対
象
を
「
山
山
」
と
し
て
、
呼
べ
ば

応
え
る
と
い
う
主
体
の
知
覚
と
対
象
の
一
致
と
し
て
示
し
た
。
こ
こ
に
常
住
の
実
体
で
あ
る
仏
性
を
見
る
「
見
性
」
と
い
う

意
味
は
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
仰
山
は
「
内
の
獼
猴
の
困
睡
す
る
よ
う
な
場
合
、
外
の
獼
猴
が
相
見
し
よ
う
と
し

た
ら
、
ど
う
な
り
ま
す
か
」
と
尋
ね
た
。
こ
こ
が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、「
さ
と
り
」
は
六
根
の
覚
知
が
止
ん
だ
と
き

の
状
態
で
あ
る
。
そ
の
時
、
外
で
あ
る
対
象
が
認
識
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
中
邑
の
答
え
の
そ
の
一
歩
先
を

問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
優
れ
た
器
量
に
中
邑
は
小
躍
り
し
て
喜
ん
で
、
外
の
「
獼
猴
」
主
体
と
い
う
よ
り
、
す
で
に

「
山
山
」
が
、
覚
知
の
対
象
で
は
な
く
万
法
そ
の
も
の
と
し
て
あ
な
た
と
出
会
っ
て
い
る
、
と
褒
め
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
中

邑
洪
恩
は
、
灯
史
に
は
前
段
の
「
仰
山
、
初
め
て
新
戒
を
領
し
て
謝
戒
に
到
る
。
師
、
来
た
る
を
見
て
、
禅
床
の
上
に
於
い

て
拍
手
し
て
云
く
、
…
…
」
を
含
む
こ
れ
一
則
し
か
な
い
。
後
の
『
従
容
録
』（
十
三
世
紀
の
公
案
集
）
第
七
十
二
則
は
「
如

何
な
る
か
是
れ
仏
性
の
義
。
邑
云
く
、
我
れ
爾
と
箇
の
譬
喩
を
説
く
。
室
有
り
、
六
窓
の
中
に
、
一
獼
猴
を
安
じ
、
外
に
人

有
り
て
喚
ん
で
狌
狌
と
云
わ
ば
、
獼
猴
、
即
ち
応
ず
る
が
如
し
。
是か

く

の
如
く
六
窓
倶
に
喚
び
倶
に
応
ず
。」(T

48,272b)

と
仏

性
の
話
と
し
て
し
ま
う
が
、
そ
の
問
答
の
内
容
も
別
も
の
で
あ
る
。

巻
七
は
、
馬
祖
の
弟
子
へ
の
問
い
と
し
て
「
仏
性
」
が
三
箇
所
言
及
さ
れ
る
が
、
そ
の
答
え
は
な
か
な
か
面
白
い
。

章
敬
懷え

惲う
ん

章
で
は
こ
う
問
わ
れ
る
。「
僧
、
問
う
、
四
大
五
蘊
身
中
に
、
阿
那
箇
か
是
れ
本
来
の
仏
性
。
師
、
乃
ち
僧
の

名
を
呼
ぶ
。
僧
、
応
諾
す
。
師
、
良
久
し
て
曰
く
、
汝
、
無
仏
性
。」（252c

）

鵝
湖
大
義
章
に
は
、
尸
利
禅
師
と
順
宗
と
の
問
答
と
関
連
し
て
「
見
性
成
仏
」「
仏
性
」
が
出
る
。

「
師
（
鵝
湖
）、
又
た
、
順
宗
の
尸
利
禅
師
に
、
大
地
の
衆
生
は
如
何
が
見
性
成
仏
す
る
こ
と
を
得
ん
、
と
問
う
に
、
尸

利
、
仏
性
は
猶
お
水
中
の
月
の
如
く
、
見
る
べ
く
し
て
取
る
べ
か
ら
ず
、
と
云
う
を
挙
し
て
、
因
り
て
帝
に
謂
っ
て
曰
く
、

仏
性
は
見
に
あ
ら
ざ
る
も
、
心
、
水
中
の
月
を
見
ん
。
如
何
が
攫か

く
し
ゅ取

せ
ん
。
帝
乃
ち
問
う
、
何
者
か
是
れ
仏
性
。
師
、
対こ

た

え
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て
曰
く
、
陛
下
の
所
問
を
離
れ
ず
。」（253a

）

興
善
惟
寛
章
で
も
こ
う
問
わ
れ
る
。

「
問
う
、
狗
子
に
還
た
仏
性
有
り
や
。
師
云
く
、
有
り
。
僧
云
く
、
和
尚
に
還
た
有
り
や
。
師
云
く
、
我
は
無
し
。
僧
云

く
、
一
切
衆
生
は
皆
な
仏
性
有
り
。
和
尚
は
何
に
因
り
て
独
り
無
き
や
。
師
云
く
、
我
は
一
切
衆
生
に
あ
ら
ず
。
僧
云
く
、

既
に
衆
生
に
あ
ら
ざ
れ
ば
是
れ
仏
な
る
や
。
師
云
く
、
是
れ
仏
な
ら
ず
。
…
…
。」（255a

）

巻
七
に
「
真
如
」
は
二
回
出
て
、
一
度
は
問
い
、
一
度
は
否
定
で
あ
る
。　

章
敬
懷
惲
章
。「
或
い
は
問
う
。
祖
師
は
心
地
法
門
を
伝
う
。
は
た
是
れ
真
如
心
な
る
や
、
妄
想
心
な
る
や
。
非
真
非
妄

心
な
る
や
。
は
た
是
れ
三
乗
教
の
外
に
別
に
心
を
立
つ
る
や
。
師
、
曰
く
、
汝
は
目
前
の
虚
空
を
見
る
や
…
…
」（252c

）

も
う
一
つ
は
す
で
に
『
祖
堂
集
』
で
み
た
盤
山
章
の
「
古
人
」
の
言
葉
と
同
じ
も
の
（253b

）
で
あ
る
。

巻
八
に
は
「
仏
性
」、「
見
性
」、「
真
如
」
は
共
に
な
い
。

以
上
、
馬
祖
お
よ
び
馬
祖
の
弟
子
は
、
自
ら
「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
を
説
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
へ
の

問
い
に
「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
が
一
度
な
ら
ず
存
在
す
る
の
は
、
い
か
に
当
時
「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
が
禅
師
に
問
う

べ
き
事
柄
で
あ
っ
た
か
が
分
か
る
。

し
か
し
な
が
ら
『
馬
祖
の
語
録
』
で
入
矢
義
高
は
こ
う
い
う
。

「
時
に
は
『
君
の
そ
の
不
会
と
い
う
心
が
、
実
は
仏
性
に
他
な
ら
な
い
の
だ
』
と
ま
で
言
い
聞
か
せ
る
。『
不
会
と
い
う
心

も
』
で
は
な
く
て
『
不
会
之
心
即
仏
性
』
と
言
い
切
る
。」（
序
）

こ
の
言
葉
の
出
典
が
、「
只
だ
未
だ
了
ぜ
ざ
る
底
の
心
即
ち
是
な
り

⑶
」
を
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
こ
の

論
［
上
］
７
９
頁
で
指
摘
し
た
誤
り
に
加
え
て
、「
是
」
を
「
仏
性
」
と
す
る
誤
り
の
上
塗
り
で
あ
る
。『
馬
祖
の
語
録
』
に

は
長
い
「
達
道
の
見
解
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
の
中
に
「
沈
空
滞
寂
不
見
仏
性
（
空
に
沈
み
寂
に
滞
し
て
、
仏
性
を
見
ざ
れ
ば
な
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り
）。」（
２
４
）
と
「
見
仏
性
」
が
い
わ
れ
、
薬
山
章
に
馬
祖
へ
の
問
「
三
乗
十
二
分
教
、
某
甲
粗
知
、
常
聞
南
方
、
直
指
人

心
、
見
性
成
仏
」（
１
０
７
）
が
あ
る
。
薬
山
と
馬
祖
の
相
見
の
話
は
『
祖
堂
集
』
に
も
『
景
徳
伝
灯
録
』
に
も
な
い

⑷
。
そ

れ
で
も
馬
祖
禅
に
言
及
す
る
の
に
多
く
の
人
は
「
仏
性
」
を
前
提
し
て
い
る
。

二
節
　
馬
祖
以
前
の
禅
文
献
の
仏
性
・
見
性
・
真
如

見
性
成
仏
の
思
想
は
宋
代
の
看
話
禅
に
お
い
て
初
め
て
出
て
き
た
の
で
は
な
く
、
馬
祖
禅
よ
り
少
し
前
、
あ
る
い
は
同
時

代
の
初
期
禅
宗
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
禅
宗
の
特
徴
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。

一
、『
絶
観
論
』『
心
銘
』（
牛
頭
宗
）

敦
煌
文
献
の
一
つ
に
『
絶
観
論
』
が
あ
る
。
延
寿
の
『
宗
鏡
録
』
巻
九
十
七
に
「
牛
頭
融
大
師
、
絶
観
論
、
問
云
。
何
者

是
心
。
…
…
」（T

48,941a

）
と
あ
る
が
、
敦
煌
本
に
は
、「
三
蔵
法
師
菩
提
達
摩
絶
観
論
」
と
「
達
摩
和
尚
絶
観
論
」
と
題

す
る
も
の
は
あ
る
が
、
牛
頭
法
融
の
名
は
な
い

⑸
。
牛
頭
法
融
（
五
九
四
―
六
五
七
）
は
四
祖
道
信
の
法
嗣
と
禅
宗
で
は
伝
え

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
事
実
は
な
く
、『
続
高
僧
伝
』
に
は
三
論
宗
の
大
師
で
あ
る
炅け

い

法
師
に
よ
っ
て
得
度
し
、「
以お

も為
え
ら

く
慧
は
乱
縦
を
発
す
る
も
定
は
心
府
を
開
く
。
如も

し
想
を
凝
ら
さ
ざ
れ
ば
妄
慮
、
摧く

だ

き
難
か
ら
ん
、
と
。
乃
ち
空
静
の
林
に

於
い
て
心
を
凝
ら
し
宴
黙
し
て
、
二
十
年
中
専
精
し
て
懈お

こ
たる

匪な

し
。
遂
に
大
い
に
妙
門
に
入
り
、
百
八
、
総
持
し
て
楽
説
す

る
こ
と
無
尽
な
り
。」（T

50,603c

）
と
伝
え
ら
れ
る
。『
絶
観
論
』
は
、
思
想
的
に
牛
頭
の
『
心
銘
』
と
似
た
も
の
が
あ
る
の

で
、
い
ち
お
う
牛
頭
の
作
と
し
た
い
。『
絶
観
論
』『
心
銘
』
に
は
「
仏
性
、
見
性
」
は
な
い
。
も
っ
と
も
『
宗
鏡
録
』
に

「
牛
頭
初
祖
云
く
…
…
但
だ
教
を
執
し
て
、
以
て
情
に
徇し

た
がわ

ざ
れ
ば
則
ち
方
に
見
性
し
て
道
に
達
す
。」（T

48,463b

）
と
「
見

性
」
に
言
及
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
仏
性
を
見
る
「
見
性
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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ま
た
牛
頭
宗
六
祖
と
さ
れ
る
慧
忠
は
『
宋
高
僧
伝
』
の
開
元
二
十
七
年
（
七
三
九
）
中
に
世
間
に
見
出
さ
れ
、「
忠
は
見
性

序
及
び
行
路
難
を
著
す
」（T

50,835b

）
と
伝
え
ら
れ
る
。『
宗
鏡
録
』
に
も
「
牛
頭
山
忠
和
尚
。
…
…
又
問
う
。
修
道
を
欲

せ
し
む
る
に
何
の
方
便
を
作
し
て
解
脱
を
得
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
仏
を
求
む
る
の
人
、
方
便
を
作
さ
ず
、
頓
に
心
原
を
了

じ
て
明
ら
か
に
仏
性
を
見
る
。
即
心
是
仏
な
り
。
妄
に
非
ず
真
に
非
ざ
る
が
故
に
」（T

48,945b

）
と
あ
る
の
で
、
開
元
の
終

わ
り
頃
に
は
、
牛
頭
宗
に
も
見
性
の
思
想
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

『
頓
悟
真
宗
論
』
の
資
料
の
一
つ
で
、
三
論
宗
関
係
の
人
の
手
で
成
り
、
牛
頭
宗
と
の
関
わ
り
が
推
測
さ
れ
る
「
上
圖

１
３
８
Ｖ
仏
教
問
答

⑹
」
に
は
「
凡
夫
二
乗
に
在
り
て
は
仏
性
に
達
せ
ざ
る
が
為
に
、
你
を
し
て
三
乗
を
会
し
て
一
乗
に
帰

せ
し
む
、
所
以
に
你
に
久
し
く
懃
苦
を
受
く
と
語
れ
り
。
若
し
仏
性
に
達
し
て
即
ち
空
性
を
了
ず
れ
ば
、
即
ち
是
れ
一
に

帰
す
」（
西
口
９
２
）
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
『
涅
槃
経
』
の
仏
性
と
は
異
な
る
「
仏
の
性
」
と
い
う
概
念
だ
と

思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
書
に
は
「
三
毒
八
苦
、
廻
ら
し
て
菩
提
と
作
さ
ば
、
四
大
色
身
は
、
即
ち
是
れ
常
住
」（
西
口

８
２
）
と
い
う
『
涅
槃
経
』
の
仏
性
と
は
別
の
思
想
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

二
、『
伝
法
宝
紀
』

七
一
二
年
に
成
っ
た
と
さ
れ
る
杜と

ひ朏
の
『
伝
法
宝
紀

⑺
』
は
、
敦
煌
に
埋
も
れ
て
伝
わ
ら
な
か
っ
た
書
で
あ
る
。
著
者
の

杜
朏
は
、
神
秀
と
親
し
い
間
が
ら
で
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
普
寂
や
義
福
も
師
事
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
（
柳
田
２
５
）。
碑

文
『
法
如
禅
師
行
状
』
が
達
摩
、
恵
可
、
粲
、
道
信
、
弘
忍
、
そ
し
て
法
如
と
次
第
す
る
の
を
承
け
て
、
法
如
が
神
秀
に
法

を
託
し
た
と
す
る
。

自
序
に
は
「
若
し
夫
れ
超
悟
相
承
す
る
者
は
、
既
に
之
を
心
に
得
た
れ
ば
、
則
ち
声
を
容
る
る
所
無
し
。
何
の
言
語
文
字

を
か
其
の
間
に
措お

か
ん
。」（
柳
田
３
４
６
）
と
あ
っ
て
、
禅
師
の
こ
と
ば
は
少
な
い
。
四
祖
道
信
章
で
は
「
努
力
し
て
勤
め
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て
坐
せ
よ
。
坐
を
根
本
と
な
す
。
能
く
作
す
こ
と
三
五
年
、
一
口
の
食
を
得
て
飢き

瘡そ
う

を
塞ふ

さ

ぎ
、
即
ち
門
を
閉
し
て
坐
せ
よ
。

経
を
読
む
こ
と
莫な

か

れ
、
人
と
共
に
語
る
こ
と
莫な

か

れ
。」（
柳
田
３
８
０
）
と
伝
え
る
。

弘
忍
章
で
は
、
弘
忍
の
言
葉
は
な
く
「
昼
は
則
ち
迹
を
駆
給
に
混
じ
、
夜
は
便
ち
坐
摂
し
て
暁
に
至
り
、
未
だ
嘗
て
懈
倦

せ
ず
。」（
柳
田
３
８
６
）
と
、
作
務
と
坐
禅
を
い
う
。
六
代
に
配
さ
れ
る
法
如
は
、
臨
終
に
「
…
…
荊
州
玉
泉
寺
な
る
秀
禅

師
の
下
に
往
い
て
諮し

稟ひ
ん

す
べ
し
。」（
柳
田
３
９
１
）
と
い
っ
た
と
あ
り
、
最
後
の
神
秀
も
誰
に
伝
嘱
し
た
か
は
書
か
れ
な
い
。

そ
れ
ら
の
禅
師
た
ち
に
は
「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
は
言
及
さ
れ
な
い
が
、
杜
朏
の
序
に
は
「
是
の
故
に
『
論
』
に
云

う
、〈
一
切
の
法
は
本
よ
り
已こ

の
か
た来

、
心
縁
の
相
を
離
れ
、
畢
竟
平
等
に
し
て
変
異
有
る
こ
と
無
く
、
破
壞
す
可
か
ら
ず
。
唯

だ
是
れ
一
心
な
る
が
故
に
、
真
如
と
名
づ
く
〉
と
。
又
曰
う
、〈
証
発
心
と
は
、
浄
心
地
よ
り
、
乃
ち
究
竟
に
至
る
を
い
う
。

何
の
境
界
を
証
す
る
や
と
な
ら
ば
、
謂
う
所
の
真
如
な
り
。
転
識
に
依
る
を
以
て
、
説
い
て
境
界
と
為
す
も
、
而し

か

も
此
の
証

は
、
境
界
有
る
こ
と
無
く
、
唯
だ
真
如
の
智
な
る
の
み
を
、
名
づ
け
て
法
身
と
為
す
。〉」（
柳
田
３
３
１
）
と
『
起
信
論
』
を

引
く
。　

「
真
如
」
は
『
起
信
論
』
で
は
「
此
の
真
如
の
義
に
依
る
が
故
に
、
一
切
衆
生
は
本
来
常
住
に
し
て
、
涅
槃
に
入
れ
り
と

説
く
。」（T

32,577a

）
と
あ
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
無
常
」
を
説
く
仏
教
で
は
「
本
来
常
住
」
は
あ
り
え
な
い
教

え
で
あ
る
。

ま
た
注
意
す
べ
き
は
「
あ
と
が
き
」
に
「
忍
・
如
・
大
通
の
世
に
及
ん
で
、
則
ち
法
門
大
い
に
啓ひ

ら

い
て
根
機
を
択
ば
ず
、

斉
し
く
速
や
か
に
仏
名
を
念
ぜ
し
め
」
と
念
仏
が
説
か
れ
る
が
、
続
け
て
「
念
仏
浄
心
の
方
便
も
此
彼
の
流
に
混
じ
、
真
如

法
身
の
端た

ん
げ
い倪

も
曽
て
何
ぞ
髣
髴
せ
ん
、
悲
し
い
か
な
。
豈
に
悟
ら
ん
や
。
…
…
念
と
浄
と
都す

べ
て
忘
じ
て
、
自
然
に
満ま

ど

か
に

照
ら
す
。」（
柳
田
４
２
１
）
と
そ
れ
が
批
判
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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三
、『
楞
伽
師
資
記
』
と
『
修
心
要
論
』

『
楞
伽
師
資
記
』
も
敦
煌
本
で
あ
り
、
弘
忍
の
弟
子
、
玄げ

ん
さ
く賾

に
師
事
し
た
浄
覚
が
、
七
一
六
年
ま
で
に
著
し
た

⑻
も
の
で

あ
る
。
浄
覚
は
唐
の
中
宗
の
韋
后
の
弟
で
あ
り
、
長
安
に
住
寺
し
て
若
い
時
『
金
剛
般
若
理
鏡
』
を
著
し
、
の
ち
に
『
注
般

若
波
羅
蜜
多
心
経
』
を
著
し
た
学
者
（
論
師
）
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
楞
伽
師
資
記
』
は
、
多
く
の
禅
文
献
か
ら
の
引
用
と
そ

の
経
証
で
成
り
立
つ
。

浄
覚
に
は
明
確
に
「
仏
性
」
思
想
が
あ
る
。
自
序
の
初
め
に
は
「
仏
性
は
空
無
相
、
真
如
は
寂
不
言
」
と
「
仏
性
」
と

「
真
如
」
が
出
る
。
さ
ら
に
「
起
信
論
に
云
う
、『
心
真
如
は
、
即
ち
是
れ
一
法
界
の
総
相
、
法
門
の
体
に
し
て
、
謂
う
所

の
心
性
は
不
生
不
滅
な
り
。
…
…
唯
だ
是
れ
一
心
な
り
。
故
に
真
如
と
名
づ
く
』
と
。
又
た
、『
真
如
自
体
の
相
は
、
…
…

自
体
に
大
智
恵
光
明
の
義
有
る
が
故
に
、
自
性
清
浄
心
の
義
の
故
に
。』（
柳
田
６
３
）
と
『
起
信
論
』
が
長
く
引
用
さ
れ
て
、

最
後
の
方
に
「
即
ち
真
如
は
性
浄
に
し
て
、
常
住
不
滅
な
り
。」（
柳
田
８
３
）
と
「
真
如
」
が
明
記
さ
れ
る
。

『
楞
伽
師
資
記
』
は
、
そ
の
祖
の
第
一
を
求
那
跋
陀
羅
と
す
る
が
、
そ
れ
は
の
ち
に
『
歴
代
法
宝
記
』
か
ら
厳
し
く
批
判

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

慧
可
章
に
「『
十
地
経
』
に
云
う
、
衆
生
の
身
中
に
金
剛
の
仏
性
有
り
て
、
猶
お
日
輪
の
如
く
、
そ
の
体
は
明
ら
か
に
円

満
し
、
広
大
無
辺
な
り
。
只
だ
五
蘊
の
重
雲
に
覆
障
せ
ら
れ
て
、
衆
生
は
見
ざ
る
の
み
。
…
…
若
し
忘
念
に
し
て
生
ぜ
ず
、

黙
然
と
し
て
浄
坐
す
れ
ば
、
大
涅
槃
の
日
は
自
然
に
明
浄
な
ら
ん
。」（
柳
田
１
４
６
）
と
坐
禅
に
よ
る
成
仏
が
説
か
れ
る
。

「
人
中
に
仏
性
有
る
は
、
亦
た
仏
性
の
灯
と
名
づ
け
、
亦
た
涅
槃
の
鏡
と
名
づ
く
。
…
…
亦
た
波
浪
は
滅
す
る
も
、
水
性
は

壊
せ
ざ
る
如
く
、
衆
生
の
生
死
の
相
は
滅
す
る
も
、
法
身
は
壊
せ
ざ
る
な
り
。」（
柳
田
１
４
６
）
と
「
仏
性
」
が
「
法
身
」

と
さ
れ
て
不
壊
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、『
二
入
四
行
論
』
長
巻
子
の
慧
可
の
言
葉
に
照
ら
し
て
慧
可
の
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も
の
で
は
あ
り
え
な
い

⑼
。

粲
章
に
は
道
信
へ
の
伝
法
が
「
粲
は
、
道
信
が
了
了
と
し
て
仏
性
を
見
る
処
を
印
し
」（
柳
田
１
６
８
）
と
あ
る
の
は
、
の

ち
に
見
る
『
楞
伽
人
法
志
』
の
弘
忍
の
言
葉
に
由
来
し
よ
う
。

道
信
章
は
彼
が
制
し
た
と
さ
れ
る
『
入
道
安
心
要
方
便
法
門
』
を
引
く
形
で
叙
述
さ
れ
る
。
た
だ
『
伝
法
宝
紀
』
に
「
経

を
読
む
こ
と
莫な

か

れ
、
人
と
共
に
語
る
こ
と
莫な

か

れ
。」（
柳
田
３
８
０
）
と
伝
え
ら
れ
る
道
信
が
、
多
く
の
経
証
か
ら
な
る
こ
の

書
を
作
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
「
一
行
三
昧
」
と
は
、「
心
を
一
仏
に
繋
け
て
、
専
ら
名
字
を
称
し
、
仏
の
方
所

に
随
っ
て
、
身
を
端た

だ

し
く
し
て
正
し
く
向
い
、
能
く
一
仏
に
於
い
て
念
念
相
続
す
れ
ば
、
即
ち
是
の
念
中
に
能
く
過
去
・
未

来
・
現
在
の
諸
仏
を
見
ん
。」（
柳
田
１
８
７
）
と
い
う
口
称
念
仏
、
観
仏
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
浄
土
教
に
説
く
と
こ
ろ
と

変
わ
ら
な
い
。

『
普
賢
観
経
』、『
大
品
経
』
の
引
用
の
の
ち
、「
是
等
の
心
は
即
ち
是
れ
如
来
の
真
実
法
性
の
身
な
る
を
、
亦
た
正
法
と
名

づ
け
、
亦
た
仏
性
と
名
づ
け
、
亦
た
諸
法
実
性
実
際
と
名
づ
け
、
亦
た
浄
土
と
名
づ
け
、
亦
た
菩
提
・
金
剛
三
昧
・
本
覚
等

と
名
づ
け
、
…
…
」（
柳
田
１
９
２
）
と
「
仏
性
」「
本
覚
」
が
出
る
。
さ
ら
に
智
敏
禅
師
の
訓お

し

え
と
し
て
「
…
…
五
つ
に
は

守
一
不
移
。
動
静
常
に
住
し
て
、
能
く
学
者
を
し
て
仏
性
を
見
、
早す

み

や
か
に
定
門
に
入
ら
し
む
。」（
柳
田
２
２
６
）
と
「
見

仏
性
」
が
説
か
れ
る
。
こ
の
文
は
敦
煌
資
料
『
澄
心
論
』
と
同
文
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
に
は
「
見
仏
性
」
の
み
な
ら
ず

「
真
如
」「
自
性
清
浄
心
」
な
ど
が
説
か
れ
る

⑽
。

そ
の
後
は
道
信
ら
し
い
「
初
学
坐
禅
看
心
」
が
説
か
れ
る
が
、
そ
こ
に
「
性
は
形
無
し
と
雖
も
、
志
節
は
恒
に
在
り
。
然

し
て
幽
霊
は
竭や

ま
ず
。
常
に
存
し
て
朗
然
た
る
こ
と
を
。
是
を
仏
性
と
名
づ
く
。
仏
性
を
見
る
者
は
、
永
く
生
死
を
離
る
る

を
出
世
人
と
名
づ
く
。
是
の
故
に
『
維
摩
経
』
に
云
く
、〈
豁
然
と
し
て
還
っ
て
本
心
を
得う

〉
と
、
信ま

こ
とな

り
其
の
言
や
。
仏

性
を
悟
る
者
は
是
れ
を
菩
薩
人
と
名
づ
く
。
亦
た
道
を
悟
れ
る
人
と
名
づ
く
。」（
柳
田
２
５
５
～
２
５
６
）
と
「
仏
性
」「
見
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仏
性
」「
悟
仏
性
」
が
出
る
。
そ
の
「
仏
性
」
は
『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
よ
う
に
「
常
に
存
」
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た

「『
涅
槃
経
』
に
云
う
、〈
一
切
衆
生
は
仏
性
有
り
〉
と
。〈
牆
壁
瓦
石
は
仏
性
に
非
ず
、
云い

か
ん何

が
能
く
法
を
説
か
ん
〉
と
説
く

容べ

け可
ん
や
。」（
柳
田
２
６
４
）
と
無
情
仏
性
が
肯
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
道
信
章
で
は
、
浄
覚
が
用
い
た
文
献
に
お
い
て
、「
仏
性
」
や
「
見
仏
性
」
が
出
る
の
で
、『
楞
伽
師
資
記
』

以
前
に
す
で
に
「
見
仏
性
」
な
ど
の
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

六
代
弘
忍
章
で
は
玄
賾
の
『
楞
伽
人
法
志
』
が
引
か
れ
る
が
、
そ
こ
に
あ
る
記
述
は
、
有
力
な
弘
忍
・
神
秀
の
資
料
で
あ

る
。
そ
こ
か
ら
の
引
用
に
「
我
れ
汝
が
了
了
と
し
て
仏
性
を
見
る
処
を
印
可
す
る
、
是
れ
な
り
。」（
柳
田
２
８
７
）
と
い
わ

れ
て
お
り
、
道
信
章
で
も
同
じ
文
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
弘
忍
の
弟
子
で
あ
る
慧
能
も
神
秀
も
法
如
も
「
仏
性
」
や

「
見
仏
性
」
を
い
わ
な
い
か
ら
、
弘
忍
の
こ
と
ば
で
は
あ
る
ま
い
。

『
修
心
要
論
』
は
敦
煌
本

⑾
に
あ
り
、
そ
れ
は
禅
宗
で
『
最
上
乗
論
』
の
名
で
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
と
同
本
で
あ
る
。
柳

田
は
、『
楞
伽
師
資
記
』
弘
忍
章
の
「
人
間
に
在
り
て
『
禅
法
』
一
本
有
り
、
是
れ
忍
禅
師
の
説
と
云
え
る
は
、
謬
言
な

り
。」
と
あ
る
「
禅
法
一
本
」
が
、「『
修
心
要
論
』
に
当
た
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
あ
る
ま
い
。」
と
い
っ
て
、『
修
心
要
論
』

を
『
楞
伽
師
資
記
』
が
引
用
し
て
い
る
と
す
る
。
さ
ら
に
「
た
だ
不
思
議
な
の
は
、
浄
覚
が
否
認
し
た
当
の
『
修
心
要
論
』

の
数
節
を
、
そ
れ
と
明
記
せ
ず
に
『
楞
伽
師
資
記
』
に
引
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

⑿
」
と
い
う
。
以
来
、
こ
れ
が
定
説
と

さ
れ
る
が
、
以
下
の
理
由
で
『
楞
伽
師
資
記
』
が
先
で
あ
る
。

『
楞
伽
師
資
記
』
と
『
修
心
要
論
』
と
に
引
用
が
重
な
る
箇
所
は
、『
修
心
要
論
』
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「『
十
地
論
』
に
云
く
、
衆
生
の
身
中
に
金
剛
の
仏
性
有
り
て
、
猶
お
日
輪
の
如
く
、
体
は
明
ら
か
に
円
満
し
、
広
大
無
辺

な
り
。
只
だ
五
陰
の
為
に
黒
雲
の
覆
う
所
な
り
。
瓶
内
の
灯
光
の
如
き
は
照
輝
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
譬
え
ば
世
間
の
雲
霧
、

八
方
に
倶
に
起
き
て
天
下
の
陰
闇
な
る
が
如
し
。
日
は
豈
に
爛
な
る
に
何
故
に
光
無
き
や
。
光
、
元
、
不
壊
な
り
。
只
だ
雲
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霧
の
覆
う
所
た
り
。」（T

48,377a

）

『
楞
伽
師
資
記
』
と
比
べ
る
と
冒
頭
か
ら
「
…
…
只
為
五
陰
」
の
前
ま
で
は
同
じ
だ
が
、『
楞
伽
師
資
記
』
は
そ
の
あ
と

「
五
陰
の
重
雲
に
覆
障
せ
ら
れ
て
、
衆
生
は
見
ざ
る
の
み
。
若
し
智
風
の
飄
蕩
す
る
に
逢
え
ば
、
五
陰
の
重
雲
は
滅
尽
し
、

仏
性
は
円
照
し
て
煥
然
と
し
て
明
浄
な
り
。」（
柳
田
１
４
７
）
と
続
く
。「
五
陰
」、「
重
雲
」
は
前
と
後
に
出
る
語
で
、
文
意

も
前
後
の
つ
な
が
り
も
明
瞭
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
修
心
要
論
』
は
そ
の
あ
と
「
五
蔭
の
為
に
黒
雲
の
覆
う
所
な
り
。

瓶
内
の
灯
光
の
如
き
は
照
輝
す
る
こ
と
能
わ
ず
」
と
、
日
輪
の
喩
え
が
「
黒
雲
の
覆
う
所
な
り
」
ま
で
で
、
ま
だ
お
わ
っ
て

い
な
い
の
に
、
前
後
に
は
無
関
係
な
「
瓶
内
灯
光
」
の
喩
え
を
出
す
。
そ
れ
は
柳
田
に
よ
れ
ば
、
求
那
跋
陀
羅
訳
の
『
大
法

鼓
経
』
に
あ
る
と
い
う
（
柳
田
１
５
２
）
が
、『
楞
伽
師
資
記
』
で
は
す
ぐ
後
の
『
華
厳
経
』
引
用
に
続
き
、「
亦
た
瓶
内
の

灯
光
の
如
き
は
、
外
を
照
ら
す
こ
と
能
わ
ず
。
亦
た
世
間
の
雲
霧
の
八
方
に
倶
に
起
こ
っ
て
、
天
下
陰
暗
な
る
が
如
き
、
日

光
は
豈
に
明
浄
な
る
こ
と
を
得
ん
や
。
日
光
は
壊
せ
ず
。
只
だ
雲
霧
に
覆
障
せ
ら
る
る
の
み
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
文
意
は

明
瞭
で
あ
る
。
そ
れ
を
『
修
心
要
論
』
が
少
し
語
句
を
変
え
て
「
如
瓶
内
灯
光
、
不
能
照
輝
。
…
…
光
、
元
、
不
壞
な
り
。

只
だ
雲
霧
の
覆
う
所
た
り
。」
と
引
用
し
た
の
で
あ
る
。「
瓶
内
灯
光
、
不
能
照
輝
」
で
は
、
瓶
内
も
照
ら
さ
れ
な
い
こ
と

に
な
っ
て
不
合
理
で
あ
り
、『
楞
伽
師
資
記
』
の
い
う
よ
う
に
「
外
を
照
ら
す
」
こ
と
が
「
不
能
」
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を

ま
た
龍
谷
本
『
観
心
論
』
は
そ
の
増
広
部
分
で
「
衆
生
身
中
…
…
為
五
陰
黒
雲
之
所
覆
。
如
瓶
内
灯
光
不
能
見
了
。」
と
継

承
す
る
。「
瓶
内
灯
光
、
不
能
照
輝
」
の
矛
盾
を
「
不
能
見
了
」
と
解
消
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
引
用
は
『
修
心
要
論
』
と

『
観
心
論
』（
龍
谷
本
）
を
増
広
保
持
し
た
グ
ル
ー
プ
が
似
た
よ
う
な
思
想
集
団
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

正
確
な
引
用
を
お
こ
な
う
『
楞
伽
師
資
記
』
と
は
異
な
り
、『
修
心
要
論
』
の
経
の
引
用
は
ま
っ
た
く
杜
撰
で
あ
る
。

「
維
摩
経
云
。
如
無
有
生
、
如
無
有
滅
。
如
者
真
如
仏
性
、
自
性
清
浄
心
源
。
真
如
本
有
不
従
縁
生
」(T

48,377b)

と
い
わ

れ
る
が
、
最
初
の
「
如
無
有
生
、
如
無
有
滅
」
だ
け
が
『
維
摩
経
』
の
「
若
以
如
生
得
受
記
者
如
無
有
生
。
若
以
如
滅
得
受
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記
者
如
無
有
滅
。」（T

14,542b

）
の
一
部
を
取
っ
た
も
の
で
、
あ
と
は
ま
っ
た
く
経
典
の
言
葉
で
は
な
い
。
経
典
の
引
用
と

見
え
る
も
の
は
「
仏
性
・
自
性
清
浄
・
真
如
・
本
有
・
真
如
仏
性
」
と
い
う
『
修
心
要
論
』
の
タ
ー
ム
で
あ
る
。『
楞
伽
師

資
記
』
に
は
そ
の
よ
う
な
杜
撰
な
引
用
は
一
つ
も
な
い
。
以
上
に
よ
っ
て
『
修
心
要
論
』
が
『
楞
伽
師
資
記
』
の
記
述
を
取

り
入
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。

さ
て
、『
修
心
要
論
』
は
「
当
に
身
心
は
本
来
清
浄
に
し
て
不
生
不
滅
、
分
別
あ
る
こ
と
な
し
。
自
性
円
満
の
清
浄
の
心

は
、
此
れ
は
是
れ
本
師
な
り
。」（377a

）
と
始
ま
り
、
十
四
の
問
答
よ
り
な
る
。「
身
心
本
来
清
浄
不
生
不
滅
」
は
「
自
性

清
浄
心
」
と
は
齟
齬
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
『
起
信
論
』
の
「
不
生
不
滅
」
の
自
性
清
浄
心
思
想
で
、
仏
教
と
は
相
容
れ

な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
自
性
」
は
、
次
々
と
異
な
る
用
語
で
説
明
さ
れ
る
。

ま
ず
問
１
で
は
「
自
心
本
来
清
浄
」（377a

）
と
な
り
、
そ
の
説
明
に
『
十
地
経
』
の
「
金
剛
仏
性
」
が
引
か
れ
て
「
守

心
第
一
」（377c,378c

）
が
こ
の
論
の
主
題
で
あ
る
。
問
２
で
は
「
自
心
」
が
「
如
と
は
真
如
仏
性
自
性
清
浄
な
り
、
自
性
清

浄
と
は
心
の
源
な
り
。」（377b

）
と
な
る
。
問
３
で
は
「
何
ぞ
自
心
と
名
づ
け
本
師
と
為
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
此
の
真
心

は
自
然
に
有
り
て
外
よ
り
来
ら
ず
。」（377b
）
と
「
真
心
」
と
な
る
。

問
４
で
は
「
我
本
心
」
に
代
わ
る
。
ち
な
み
に
「
真
如
仏
性
」
と
い
う
用
語
は
、
隋
代
の
大
乗
論
書
、
例
え
ば
慧
遠
『
大

乗
義
章
』、
吉
蔵
『
法
華
玄
論
』
な
ど
に
は
早
く
か
ら
あ
る
が
、
禅
宗
文
献
で
は
こ
の
『
修
心
要
論
』
が
お
そ
ら
く
初
出
で

あ
り
、『
観
心
論
』
に
も
用
い
ら
れ
る
。

問
５
は
「
衆
生
と
仏
と
真
体
は
既
に
同
な
り
。
…
…
我
所
心
、
滅
す
る
が
故
に
生
死
を
受
け
ざ
る
を
得
。」（377b

）
と
い

い
、「
我
所
心
」
と
い
う
見
慣
れ
ぬ
用
語
が
出
る
。
こ
れ
は
『
華
厳
経
』
や
『
大
智
度
論
』
な
ど
に
出
る
が
、
禅
宗
関
係
で

は
こ
の
『
修
心
要
論
』
に
十
二
回
出
る
ほ
か
、『
大
乗
開
心
顕
性
頓
悟
真
宗
論
』（
以
下
『
頓
悟
真
宗
論
』
と
略
す
）
に
一
度
、

『
潙
山
語
録
』
に
一
度
だ
け
出
る

⒀
。
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問
６
は
「
真
如
、
法
性
は
同
一
無
二
」(377c)

と
い
う
。
問
７
、
問
８
は
「
若
し
自
ら
早
く
成
仏
せ
ん
と
願
う
者
は
、
是

れ
本
真
心
を
守
る
こ
と
を
会
せ
よ
。」(377c)

と
成
仏
に
は
守
心
し
か
な
い
と
説
か
れ
る
。
問
９
は
「
我
れ
既
に
衆
生
の
仏
性

は
本
来
清
浄
な
る
こ
と
、
雲
底
の
日
の
如
く
な
る
こ
と
を
体
知
す
。」（378a

）
と
い
う
。

問
１
０
も
「
守
心
」
の
問
い
で
あ
り
、「
先
ず
真
心
を
守
ら
ば
妄
念
生
ぜ
ず
。
我
所
心
、
滅
し
て
後
に
成
仏
を
得
」(378a)

と
あ
る
。
そ
し
て
唐
突
に
「『
観
無
量
寿
経
』
に
依
り
て
端
坐
正
念
し
、
目
を
閉
じ
口
を
合
し
、
心
前
を
平
視
し
て
随
意
近

遠
な
れ
。
一
の
日
想
を
作
し
て
真
心
を
守
り
、
念
念
、
住と

ど

ま
る
こ
と
な
け
れ
ば
即
ち
善
く
気
息
を
調
え
よ
。」（378b

）
と
出

る
。
こ
れ
は
『
観
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
「
日
想
観
」
の
坐
禅
で
、
口
称
念
仏
よ
り
以
前
で
は
念
仏
は
坐
禅
に
お
け
る
行

で
、
早
く
か
ら
実
践
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
問
１
１
に
は
「
内
に
真
心
を
錬
り
」(378b)

と
あ
り
、「
真
心
」
は
「
気
」

の
よ
う
に
練
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

問
１
２
は
「
云
何
が
是
れ
我
所
心
、
滅
す
や
」(378c)

と
い
う
問
い
。
問
１
３
は
長
い
問
い
の
答
え
の
最
後
に
「
命
終
の

時
に
臨
ん
で
正
念
を
失
わ
ず
。
即
得
成
仏
す
。」（379b

）
と
い
う
禅
宗
ら
し
か
ら
ぬ
臨
終
成
仏
の
文
言
が
あ
る
。
最
後
の
問

１
４
に
「
一
乗
を
顕
し
宗
と
為
す
」（379b
）
と
出
し
、
最
後
は
「
天
地
を
指
し
て
誓
を
為
す
、
若
し
我
を
信
ぜ
ず
ば
世
世

に
虎
狼
の
所
食
に
さ
れ
ん
。」（379b

）
と
、
呪
い
の
よ
う
な
文
言
で
結
ば
れ
る
。

こ
の
論
は
「
仏
性
」「
真
如
仏
性
」「
明
見
仏
性
」「
自
心
」
な
ど
の
不
生
不
滅
を
い
う
が
、「
見
性
」
を
い
わ
な
い
の
は
、

敦
煌
本
ぺ
リ
オ
３
５
５
９
と
こ
の
『
禅
門
撮
要
』
本
（
大
正
蔵
）
だ
け
で
あ
る
と
い
う

⒁
。
他
の
写
本
は
「
見
性
」
を
い
う
の

で
あ
る
。四

、『
六
祖
壇
経
』

六
祖
慧
能
は
「
仏
性
」
を
言
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
も
荷
沢
神
会
一
派
の
改
竄
が
多
く
入
っ
て
い
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て
、
元
来
の
も
の
と
思
わ
れ
る
部
分
に
は
「
仏
性
」「
見
性
」「
頓
悟
」
の
語
は
な
い

⒂
。

弘
忍
が
慧
能
に
言
っ
た
と
い
う
「
嶺
南
人
無
仏
性
」
の
話
は
神
会
の
『
雑
徴
義
』（「
六
代
伝
記
」）
に
初
め
て
見
ら
れ
る
も

の
で
、
神
会
の
創
作
で
あ
り
、
そ
れ
が
『
壇
経
』
に
も
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。『
六
祖
壇
経
』
の
改
変
は
す
で
に
慧
能
の

弟
子
で
あ
る
慧
忠
国
師
が
「
他
の
壇
経
を
把と

り

て
改
換
し
、
鄙ひ

譚た
ん

を
添て

ん

糅じ
ゅ
うし

て
聖

し
ょ
う

意い

を
削
除
し
後こ

う

徒と

を
惑
乱
す
。
豈
に
言
教

成
ら
ん
や
。
苦
な
る
哉
、
吾
が
宗
、
喪ほ

ろ

ぶ
」（T

51,438a

）
と
嘆
き
、
鵝
湖
大
義
（
七
四
五
―
八
一
八
）
の
『
興
福
寺
内
供
奉
大

徳
大
義
禅
師
碑
銘
』
に
は
神
会
に
つ
い
て
「
宗
徒
は
真
に
迷
い
、
枳き

穀こ
く

体
を
変
じ
て
、
竟つ

い

に
檀
経
の
伝
宗
成
る
。」
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
じ
っ
さ
い
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
で
さ
え
「
仏
性
」
が
四
回
、「
見
性
」
は
十
一
回
、
そ
の
う
ち
、
慧
能
の

言
葉
と
し
て
出
る
も
の
は
七
回
、「
真
如
」
は
四
回
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
次
の
引
用
は
、「
自
心
」「
真
如
本
性
」「
自
姓

（
性
）
清
浄
」、「
識
心
」、「
見
性
」「
本
心
」
を
使
っ
て
い
る
か
ら
、
後
の
禅
宗
へ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
故
に
一
切
万
法
は
尽
く
自
身
の
心
中
に
在
る
こ
と
を
知
る
。
何
ぞ
自
心
に
従
っ
て
頓
に
真
如
本
姓
を
現
ぜ
ざ
る
。『
菩

薩
戒
経
』
に
云
う
、
我
が
本
願マ

マ
（
源
）
は
自
姓
清
浄
と
。
心
を
識
り
て
見
性
し
、
自
ら
仏
道
を
成
じ
、
即
時
に
豁
然
と
し
て

本
心
に
還
り
得
た
り
。
善
知
識
よ
、
我
は
忍
和
尚
の
処
に
於
て
、
一
聞
し
て
言
下
に
大
伍
（
悟
）
し
、
頓
に
真
如
本
性
を
見

る
。
是
の
故
に
汝
、
法
を
し
て
後
代
に
流
行
せ
し
め
よ
。」（
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』T

48,340c

）

禅
宗
で
流
通
し
た
『
六
祖
大
師
法
宝
壇
経
』
で
は
「
仏
性
」
は
二
十
回
、「
見
性
」
は
「
見
性
成
仏
」
を
含
め
て
三
十
七

回
、「
真
如
」
は
十
五
回
に
及
ん
で
い
る
。

こ
の
『
法
宝
壇
経
』
の
後
代
の
禅
宗
へ
の
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。

以
上
、
達
摩
、
慧
可
、
粲
、
道
信
、
弘
忍
、
慧
能
、
神
秀
ら
に
は
「
仏
性
・
見
性
・
真
如
・
自
性
清
浄
心
」
な
ど
『
涅
槃

経
』
や
『
起
信
論
』
の
用
語
は
な
い
が
、
八
世
紀
初
め
頃
の
杜
朏
、
浄
覚
、『
修
心
要
論
』、「
澄
心
論
」、『
壇
経
』
な
ど
に

は
こ
れ
ら
の
用
語
が
見
え
て
、「
仏
性
・
見
性
・
真
如
」
が
禅
宗
の
タ
ー
ム
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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三
節
　
馬
祖
（
七
〇
九
ー
七
八
八
）
時
代
の
禅
文
献
に
お
け
る
仏
性
・
見
性
・
真
如

一
、『
定
是
非
論
』『
神
会
語
録
』『
壇
語
』（
南
宗
）

六
祖
の
弟
子
と
自
称
す
る
神
会
（
六
八
四
―
七
五
八
）
こ
そ
が
「
仏
性
」「
見
性
」
を
鼓
吹
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
慧
能
と

相
見
し
た
と
き
、
は
や
「
仏
性
」
を
い
っ
て
い
る
。「
吾
に
一
物
あ
り
。
無
頭
無
尾
・
無
名
無
字
・
無
背
無
面
。
諸
人
、
は

た
識
る
や
。
師
（
神
会
）
乃
ち
出
で
て
曰
く
、
是
れ
諸
仏
の
本
原
、
神
会
の
仏
性
。
祖
曰
く
、
汝
に
向
か
い
無
名
無
字
と
い

う
に
、
汝
、
便
ち
喚
ん
で
本
原
仏
性
と
。
師
、
礼
拜
し
て
退
く
。」『
伝
灯
録
』（T

51,245a

）
そ
の
応
答
は
慧
能
か
ら
た
し
な

め
ら
れ
て
い
る
。

七
三
二
年
の
滑か

つ
た
い台

の
宗
論
は
、
敦
煌
本
『
菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
』（
以
下
『
定
是
非
論
』）
に
編
ま
れ
た
が
、
そ
こ
で

神
会
は
こ
う
い
う
。「
我
が
六
代
の
大
師
は
、
一
一
皆
な
単
刀
直
入
、
直
了
見
性
と
言
い
て
階
漸
を
言
わ
ず
。
夫
れ
学
道
の

者
は
須
く
頓
に
仏
性
を
見
て
、
漸し

だ

い
に
因
縁
を
修
す
べ
し
。
是
の
生
を
離
れ
ず
し
て
解
脱
を
得
。
…
…
頓
悟
し
て
仏
性
を

見
る
者
は
、
亦ま

た復
か
く
の
如
し
。
智
慧
自
然
に
漸
漸
に
増
長
す
」（
三
十

⒃
）。「
見
性
」
は
、
見
る
と
い
う
一
時
の
体
験
で
あ

り
、
だ
か
ら
「
頓
悟
」
と
な
る
。
そ
こ
に
坐
禅
が
入
る
余
地
は
な
い
。
神
会
は
い
う
「
今
、
坐
と
言
う
は
、
念
起
こ
ら
ざ
る

を
坐
と
為
し
、
今
、
禅
と
言
う
は
、
本
性
を
見
る
を
禅
と
為
す
。
所
以
に
人
を
し
て
身
を
坐
し
て
住
心
入
定
せ
し
め
ず
。」

（
三
一
）『
定
是
非
論
』
で
は
「
仏
性
」
は
七
回
、「
見
性
」
二
回
、「
見
仏
性
」
二
回
、「
真
如
」
は
三
回
説
か
れ
る
。

『
南
陽
和
上
頓
教
解
脱
禅
門
直
了
性
壇
語
』（
以
下
『
壇
語
』）〔
一
四

⒄
〕
に
、「
仏
性
」
は
「『
涅
槃
経
』
に
云
く
、
…
…
定

恵
等
し
き
者
は
、
仏
性
を
明
見
す
」
と
説
か
れ
る
が
、
そ
の
「
定
恵
」
と
は
禅
定
と
智
恵
で
は
な
い
。「
寂
静
の
体
は
、
即

ち
名
づ
け
て
定
と
な
す
。
体
上
に
自
然
知
有
り
。
能
く
本
と
寂
静
の
体
を
知
る
を
、
名
づ
け
て
恵
と
為
す
。」〔
一
四
〕「
仏

性
」
は
身
の
中
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
。「
今
学
ぶ
所
の
者
は
、
具
さ
に
他
の
説
に
依
り
て
、
身
中
に
仏
性
有
り
と
知
る
な
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り
。
未
だ
了
了
と
し
て
見
る
能
わ
ず
。」〔
二
一
〕

そ
し
て
「
生
滅
門
従
り
、
頓
に
真
如
門
に
入
る
」〔
二
二
〕
と
説
か
れ
て
『
起
信
論
』
に
依
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。『

壇
語
』
に
「
見
性
」
は
二
回
、「
仏
性
」
は
五
回
、「
真
如
」
は
三
回
説
か
れ
る
。『
雑
徴
義
』
で
は
、「
見
性
」
が
一
回
、

「
仏
性
」
は
七
回
、「
真
如
」
は
十
七
回
説
か
れ
る
。

　

二
、『
大
乗
無
生
方
便
門
』（
北
宗
）

敦
煌
本
『
大
乗
無
生
方
便
門
』（
以
下
『
方
便
門
』
と
略
す
）
に
は
異
本
十
二
本

⒅
が
存
在
す
る
が
、
相
互
に
か
な
り
異
同
が

あ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
が
、
実
際
に
多
方
面
で
読
ま
れ
て
き
た
こ
と
の
証
左
で
も
あ
ろ
う
。
河
合
康
弘
は
鈴
木
大
拙
、
武

田
忠
、
伊
吹
敦
な
ど
の
検
討
を
踏
ま
え
て
共
通
原
本
が
あ
り
、
そ
の
中
で
大
正
蔵
（
巻
八
十
五
）
に
採
ら
れ
た
ス
タ
イ
ン

２
５
０
３
が
古
形
と
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る

⒆
か
ら
、
そ
れ
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
考
え
た
い
。
そ
の
叙
述
者
は
神
秀
に
帰
せ

ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
最
初
に
言
及
さ
れ
る
圭
峰
宗
密
の
『
円
覚
経
大
疏
鈔
』
で
は
「
疏
有
っ
て
、
払
塵
看
浄
、
方
便
通

経
、
下
二
に
叙
列
す
る
也
。
略ほ

ぼ
七
家
を
叙の

べ
る
。
今
、
初
め
の
第
一
也
。
即
ち
五
祖
下
、
北
宗
秀
大
師
、
宗
源
と
為
る
。

弟
子
普
寂
等
大
い
に
之
を
弘
む
。（
中
略
）
方
便
通
経
と
は
、
方
便
は
五
方
便
の
謂
也

⒇
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
北
宗
は
神
秀

を
宗
源
と
し
て
普
寂
ら
が
こ
れ
を
広
め
た
と
い
う
こ
と
で
、
神
秀
の
述
と
も
普
寂
の
述
と
も
い
っ
て
い
な
い
か
ら
、
普
寂
の

系
統
（
北
宗
）
の
文
書
と
し
て
考
え
た
い
。

『
方
便
門
』
は
そ
の
最
初
に
「
第
一
総
彰
仏
体
。
第
二
開
智
慧
門
。
第
三
顕
示
不
思
議
法
。
第
四
明
諸
法
正
性
。
第
五
自

然
無
礙
解
脱
道
」（T

85,1273b

）
と
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
第
四
初
め
ま
で
で
後
部
は
欠
落
し
て
い
る
。
異
本

の
多
く
は
冒
頭
の
授
菩
薩
戒
儀
が
存
在
し
な
い
。
付
加
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
神
会
の
『
壇
語
』
冒
頭
の
十
悪
の
懺
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悔
と
共
通
す
る
。
そ
こ
に
「
仏
性
の
威
徳
、
亦ま

た復
是か

く

の
如
し
。…
…
菩
薩
戒
。
是
れ
心
戒
を
持
す
。
仏
性
を
以
て
戒
と
為
す
。

性
心
、
瞥
起
す
れ
ば
即
ち
仏
性
に
違
す
。
是
れ
菩
薩
戒
を
破
る
な
り
。
心
を
護
持
し
て
起
こ
さ
ざ
れ
ば
即
ち
仏
性
に
順し

た
がう

。」

（1273b

）
と
仏
性
が
戒
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
、「
心
の
不
起
」
を
仏
性
に
順
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
「
仏
性
」
に
は
、「
常
住

不
変
」
や
「
不
生
不
滅
」
と
い
う
属
性
は
言
及
さ
れ
な
い
。

本
文
は
「
和
（
上
）
木
を
撃
ち
て
一
時
に
念
仏
す
。
和
、
言
く
『
一
切
の
相
は
総
て
取
る
を
得
ず
。〔
所
〕
以
に
金
剛
経

に
云
く
、
凡お

よ

そ
所
有
の
相
は
皆
な
是
れ
虚
妄
な
り
。
看
心
し
若
し
浄
な
ら
ば
浄
心
地
と
名
づ
く
。
身
心
を
卷
縮
し
、
身
心
を

舒
展
す
る
莫
く
、
曠
く
放
ち
遠
く
看
て
、
平
等
に
虚
空
を
尽
し
て
看
よ
。』」（1273c

）
と
始
ま
り
、
念
仏
、
そ
し
て
坐
禅
の

さ
ま
が
描
か
れ
、「
看
心
・
看
浄
」
が
説
か
れ
る
。
ま
た
「
真
如
」
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。「
身
心
不
起
に
し
て
常
に
真

心
を
守
る
。
是

い
か
な
る
か沒

是
れ
真
如
。
心
起
こ
ら
ざ
る
は
心
真
如
な
り
。
色
、
起
こ
ら
ざ
る
は
色
真
如
な
り
。
心
真
如
の
故
に
心
解

脱
、
色
真
如
の
故
に
色
解
脱
な
り
。」（1273c

）
だ
が
、
い
っ
た
い
色
の
不
起
と
は
、
身
体
の
不
動
で
、
色
解
脱
と
は
身
解
脱

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

次
が
こ
の
論
の
一
番
の
特
徴
で
あ
る
。「
仏
は
是
れ
西
国
の
梵
語
な
り
。
此
の
地
に
往
翻
す
れ
ば
名
づ
け
て
覚
と
為
す
。

言
う
所
の
覚
の
義
と
は
、
心
体
の
離
念
な
り
。
離
念
は
是
れ
仏
の
義
、
覚
の
義
な
り
。」（1273c

）
衆
生
に
対
す
る
「
仏
」
と

い
う
概
念
を
、「
覚
」
と
訳
す
る
こ
と
で
、『
起
信
論
』
の
「
本
覚
」
と
次
の
よ
う
に
結
合
さ
せ
て
い
る
。「
…
…
離
念
の
相

と
は
、
虚
空
界
に
等
し
く
遍
か
ら
ざ
る
所
な
し
。
法
界
は
一
相
な
り
。
即
ち
是
れ
如
来
の
平
等
法
身
な
り
。
此
の
法
身
に
於

い
て
説
き
て
本
覚
と
名
づ
く
。
心
の
初
起
を
覚
す
る
に
、
心
、
初
相
無
し
。
微
細
の
念
を
遠
離
し
て
、
心
性
を
見
る
こ
と

を
了
ず
れ
ば
、
性
は
常
住
な
り
、
究
竟
覚
と
名
づ
く
。」（1273c 
棒
線
部
は
い
ず
れ
も
『
起
信
論
』〈T

32,576b

〉
の
引
用
で
あ
る
。）

た
だ
法
身
に
対
し
て
「
本
覚
」
を
使
っ
て
も
、
そ
れ
が
実
体
的
な
「
心
」
と
な
る
こ
と
を
避
け
て
、『
起
信
論
』
で
は
「
心

は
即
ち
常
住
な
り
、
究
竟
覚
と
名
づ
く
」（576b

）
と
あ
る
と
こ
ろ
を
「
性
は
常
住
な
り
、
究
竟
覚
と
名
づ
く
。」
と
し
て
い
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る
。「

覚
」
は
「
本
覚
始
覚
」
と
は
展
開
さ
れ
ず
に
、「
是

い
か
な
る
か沒

是
れ
三
義
。
自
覚
・
覚
他
・
覚
満
な
り
。
離
心
を
自
覚
と
す
、
五

根
を
縁
ぜ
ず
。
離
色
を
覚
他
と
す
、
五
塵
を
縁
ぜ
ず
。
心
色
倶
に
離
る
る
を
覚
行
円
満
と
す
。」（1274a

）
と
、「
自
覚
・
覚

他
・
覚
行
円
満
」（『
華
厳
経
隨
疏
演
義
鈔
』）
と
い
う
『
華
厳
経
』
の
解
釈
に
つ
な
げ
て
い
る
（
異
本
に
は
本
覚
始
覚
と
展
開
す
る

も
の
も
あ
る
）。

第
三
顕
示
不
思
議
法
は
、「
心
色
倶
に
繋
縛
を
離
る
。
是
れ
を
不
可
思
議
解
脱
と
名
づ
く
」（1277a

）
と
あ
り
、「
須
弥
を

芥
子
中
に
納
む
」(1277b)
、「
四
大
海
水
を
以
て
毛
孔
に
入
る
」（1277b

）
と
い
う
『
楞
伽
師
資
記
』
に
も
あ
る
『
維
摩
経
』

不
思
議
品
の
二
つ
の
譬
え
に
つ
い
て
の
問
答
が
あ
る
。

以
上
、『
方
便
門
』
に
は
「
仏
性
」、「
真
如
」
が
言
及
さ
れ
、『
起
信
論
』
や
、『
楞
伽
師
資
記
』
の
影
響
が
窺
え
る
の
で
、

や
は
り
「
北
宗
」
の
思
想
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、「
見
性
」
は
な
く
、「
仏
性
」
の
常
住
や
不
生
不
滅
は
説
か
れ
な
い
。
だ

が
、「
一
念
の
浄
心
、
頓
に
仏
地
を
超
ゆ
」
が
神
会
の
思
想
に
影
響
を
与
え
た

㉑
と
も
思
え
な
い
。
神
会
の
頓
悟
は
あ
く
ま

で
「
見
性
」
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

三
、『
観
心
（
破
相
）
論
』

敦
煌
本
『
観
心
論
』
は
、
達
摩
の
論
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
『
破
相
論
』
の
異
本

㉒
で
あ
り
、『
破
相
論
』
の
方
が
後
の
成

立
で
あ
る
。『
観
心
論
』
は
神
秀
作
と
み
な
さ
れ
て
き
た

㉓
。
だ
が
、
内
容
と
、
神
秀
と
親
し
い
玄
賾
が
神
秀
に
つ
い
て

「
禅
法
を
受
得
し
て
、
伝
灯
黙
照
し
、
言
語
の
道
、
断た

え
、
心
行
処
滅
し
て
文
記
を
出
さ
ず
。」（『
楞
伽
師
資
記
』
柳
田
２
９
８
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
疑
問
で
あ
る
。

こ
の
論
は
最
初
に
「
真
如
仏
性
は
一
切
の
功
徳
の
因
、
覚
は
根
為
り
。」（T

85,1270c

）
と
説
く
が
、
そ
れ
が
常
住
で
あ
る
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と
も
清
浄
で
あ
る
と
も
説
か
れ
な
い
。「
真
如
仏
性
」
は
『
修
心
要
論
』
の
用
語
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
真
如
の
性
は
既
に

三
毒
の
所
に
覆
障
せ
ら
る
」（1271a

）
と
、
損
な
わ
れ
て
毒
に
覆
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
『
破
相
論
』
で
は
、

「
自
心
の
起
用
に
二
種
の
差
別
有
る
を
見
了
す
。
云
何
が
二
と
為
す
や
。
一
は
浄
心
、
二
は
染
心
な
り
」（T

48,367a

）
と
し

て
、
先
述
の
よ
う
に
『
修
心
要
論
』
の
「『
十
地
経
』
云
う
、
衆
生
の
身
中
に
…
…
」
を
引
く
。
ま
た
「
身
心
を
鎔
練
せ

ば
、
真
如
仏
性
は
遍
く
一
切
戒
律
の
模か

た

中
に
入
り
、
教
の
如
く
奉
行
し
以
て
欠
漏
無
し
。
自
然
に
真
容
の
像
を
成
就
す
。」

（1271c

）
と
説
か
れ
る
。
身
心
を
練
っ
て
初
め
て
真
如
仏
性
が
戒
律
の
中
に
入
っ
て
常
住
の
色
身
と
な
る
と
い
う
奇
妙
な
も

の
で
あ
る
。
六
根
は
六
賊
で
あ
り
、「
能
く
悪
業
を
成
じ
て
真
如
の
体
を
損
な
う
。」
と
、「
真
如
の
体
」
も
損
な
わ
れ
る
。

「
仏
性
」
は
、『
温
室
経
』
が
引
か
れ
る
所
で
「
浄
戒
の
湯
を
温
め
、
身
中
の
仏
性
を
洗
い
蕩な

が

し
て
七
法
を
受
持
し
、
以
て
自

ら
莊
厳
す
。
…
…
且か

つ
仏
性
の
如
き
は
是
れ
凡
形
に
非
ず
」（1272c

）
と
、
洗
い
流
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
論
に
は
「
見
性
」
も
説
か
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る
見
性
思
想
と
は
無
縁
で
あ
る
し
、『
起
信
論
』
の
「
真
如
」
と
も
無
関
係

で
あ
る
。

ま
た
「
観
心
」
と
い
う
が
、
み
る
べ
き
心
は
主
に
「
無
明
之
心
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
要
を
取
り
て
之
を
言
わ
ば
、
皆
な

三
毒
に
由
る
を
以
て
根
本
と
為
す
」（1270c
）
の
で
あ
り
、「
三
毒
」
は
実
に
二
十
三
回
説
か
れ
る
。

最
後
の
方
に
言
及
さ
れ
る
「
但
だ
能
く
摂
心
内
照
し
て
覚
観
、
常
に
明
ら
か
な
れ
ば
、
三
毒
絶
え
永
く
消
亡
せ
し
む
」

（1273b

）
と
あ
る
「
覚
観
」
は
「
尋
伺
」
と
も
訳
さ
れ
、
テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
で
は
四
禅
の
最
初
の
段
階
と
し
て
説
か
れ
て
、

禅
宗
の
用
語
で
は
な
い
。「
摂
心
内
照
・
覚
観
常
明
」
の
句
を
受
け
て
、
神
会
の
「
凝
心
入
定
・
住
心
看
浄
・
起
心
外
照
・

摂
心
内
照
」
と
い
う
北
宗
禅
攻
撃
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
な
っ
た
と
す
る
説

㉔
は
妥
当
し
な
い
し
、
ま
し
て
「
神
秀
の
『
観
心

論
』
は
、
謂
わ
ゆ
る
北
宗
禅
の
入
門
書
で
あ
る
と
共
に
、
奥
義
書
で
あ
る
。

㉕
」
と
い
う
評
価
は
妥
当
し
な
い
だ
ろ
う
。
そ

も
そ
も
坐
禅
が
説
か
れ
ず
、『
方
便
門
』
の
用
語
で
あ
る
「
離
念
」（
二
十
二
回
）、「
浄
心
」（
四
回
）
も
な
い
の
で
、
北
宗
の
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書
だ
と
は
い
え
ま
い
。「
波
羅
蜜
と
は
即
ち
是
れ
梵
の
言
な
り
。
漢
に
は
達
彼
岸
と
言
う
」（1271a

）、「
伽
藍
と
言
う
は
西

国
の
梵
音
な
り
。
此
の
地
に
翻
じ
て
清
浄
処
地
と
為
す
。」（1271c

）、「
仏
者
覚
也
」（1273a

）
と
い
う
言
い
方
は
、『
方
便

門
』
の
「
仏
は
是
れ
西
国
の
梵
語
。
此
の
地
に
往
く
に
翻
じ
て
名
づ
け
て
覚
と
為
す
」(1273c)

の
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
。

『
達
摩
観
門
』
は
同
じ
く
誤
っ
て
達
摩
作
と
伝
え
ら
れ
る
が
、「
仏
性
」、「
見
性
」
は
な
く
、「
真
如
」
が
「
真
如
門
と
は

覚
心
無
心
に
し
て
虚
空
に
等ひ

と同
し
。
故
に
真
如
門
と
名
く
。
智
慧
門
と
は
…
…
」（1270b

）
と
二
回
出
る
が
、『
起
信
論
』

と
は
関
係
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、『
頓
悟
真
宗
論
』
は
、
程
正
に
よ
っ
て
、『
頓
悟
真
宗
要
決
』、『
大
乗
無
生
方
便
門
』、

『
観
心
論
』、『
楞
伽
師
資
記
』
の
ほ
か
、『
御
注
金
剛
般
若
経
』、『
大
乗
起
世
論
』
も
資
料
と
し
て
偽
作
さ
れ
た
も
の
と
判
明

し
た

㉖
の
で
、
論
じ
な
い
。

四
、『
歴
代
法
宝
記
』（
保
唐
宗
）

『
歴
代
法
宝
記
』
も
敦
煌
本
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
神
会
の
『
定
是
非
論
』、
浄
覚
の
『
楞
伽
師
資
記
』
を
ふ
ま
え
て
、
無

住
（
七
一
四
―
七
七
四
）
が
南
宗
北
宗
以
外
の
達
摩
以
来
の
正
統
な
禅
宗
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
書
で
あ
る
。
い
ち
お
う
弘

忍
の
法
嗣
、
智ち

詵せ
ん

を
宗
祖
と
し
て
、
処
寂
、
つ
い
で
新
羅
僧
（
金
和
尚
）
無
相
、
無
住
と
伝
灯
を
記
す
が
、
そ
れ
は
史
実
で

は
な
く
、
袈
裟
と
い
う
正
統
の
証
拠
物
が
い
か
に
し
て
無
住
に
伝
わ
っ
た
か
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
初
祖
達
摩
か
ら
、

二
祖
、
三
祖
、
四
祖
と
次
第
し
、
六
祖
章
で
は
弘
忍
と
の
仏
性
問
答
、「
身
は
是
れ
獠
な
り
と
雖
も
、
仏
性
は
豈
に
和
上
と

異
な
ら
ん
や
。…
…
忍
大
師
、
碓
上
に
就
い
て
密
に
説
き
、
直
に
見
性
を
了
ぜ
し
む
」（
柳
田
聖
山
『
初
期
の
禅
史
Ⅱ
』

㉗
９
９
頁
）

に
よ
っ
て
伝
法
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
慧
能
の
袈
裟
が
則
天
武
后
に
召
し
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
智
詵
に
与
え
ら
れ
、
そ

の
弟
子
の
処
寂
に
渡
り
、
そ
し
て
密
か
に
海
東
の
金
（
無
相
）
禅
師
に
与
え
ら
れ
る
。
無
相
の
説
法
に
は
「
一
切
の
衆
生
は
、

無
明
の
酒
に
酔
う
て
、
自
身
に
見
性
成
仏
す
る
こ
と
を
信
ぜ
ず
。
又
『
起
信
論
』
を
引
い
て
云
く
、
心
真
如
門
、
心
生
滅
門
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と
は
…
…
」（
柳
田
Ⅱ
、
１
４
６
）
と
い
う
件
り
が
あ
る
。
そ
の
後
、
無
相
章
の
前
に
神
会
章
が
あ
り
、
滑
台
の
宗
論
が
「
無

念
の
法
を
説
き
て
、
見
性
を
立
つ
。」
と
示
さ
れ
、
遠
法
師
と
の
問
答
が
「
又
問
う
、『
法
師
は
仏
性
を
見
る
や
。』
法
師
答

う
、『
見
ず
。』
会
和
上
云
く
、『
獅
子
吼
品
に
云
く
、〈
若
し
人
、
仏
性
を
見
ず
ん
ば
、
即
ち
合ま

さ

に
『
涅
槃
経
』
を
講
ず
べ
か

ら
ず
、
若
し
仏
性
を
見
れ
ば
、
即
ち
合ま

さ

に
『
涅
槃
経
』
を
講
ず
べ
し
〉
と
。』
遠
法
師
却
っ
て
問
う
、『
和
上
は
見
る
や
』
会

答
う
、『
見
る
。』」（
柳
田
Ⅱ
、
１
５
６
）
と
あ
っ
て
、「
仏
性
」「
見
性
」
が
説
か
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
章
に
は
不
思
議
な
論
述

が
あ
る
。「
汝
が
剣
南
の
詵
禅
師
は
是
れ
法
師
に
し
て
了
教
を
説
か
ず
。
唐
禅
師
は
是
れ
詵
禅
師
の
弟
子
に
し
て
、
亦
た
了

教
を
説
か
ず
…
…
益
州
の
金
（
無
相
）
は
こ
れ
禅
師
な
る
も
、
了
教
を
説
く
こ
と
は
亦
た
得
ず
。
了
教
を
説
か
ず
と
雖い

え
ど然

も
、

仏
法
は
只
だ
彼
処
に
在
り
。」（
柳
田
Ⅱ
、
１
５
７
）
正
し
い
法
は
な
く
て
も
袈
裟
は
相
伝
さ
れ
、
そ
れ
を
伝
持
す
る
無
住
は
仏

法
の
正
統
だ
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
神
会
か
ら
無
住
と
い
う
実
際
の
思
想
の
伝
灯
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
間
の
袈
裟
伝
持
者
の
思

想
は
問
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

神
会
を
承
け
た
無
住
の
説
法
は
こ
の
書
の
大
半
を
占
め
る
が
、
ま
ず
「
処
座
の
説
法
に
、
直
に
見
性
に
至
ら
し
む
。」
と

い
い
、「
一
切
衆
生
は
本
来
清
浄
な
り
。
本
来
、
円
満
し
て
添
ず
る
こ
と
も
亦
た
得
ず
。
…
…
仮
名
の
善
知
識
、
本
性
を
指

し
て
、
即
ち
仏
道
を
成
ず
。」（
柳
田
Ⅱ
、
１
６
４
）
と
宣
言
す
る
。
ま
た
、
そ
の
茶
話
で
「
衆
生
の
本
性
を
指
し
て
、
見
性
せ

ば
、
即
ち
仏
道
を
成
じ
、
相
に
著
せ
ば
即
ち
沈
輪
す
。」（
柳
田
Ⅱ
、
２
７
４
）
と
出
す
。

『
歴
代
法
宝
記
』
は
、
神
会
を
継
承
す
る
ゆ
え
に
「
仏
性
」「
見
性
」
は
キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
あ
る
が
、「
仏
性
」
は
多
く
は

な
く
「
見
性
」
は
十
箇
所
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
れ
も
神
会
の
思
想
で
あ
る
「
無
念
」
は
百
箇
所
以
上
使
わ
れ
る
。
柳
田
に

よ
れ
ば
、
宗
密
は
か
れ
ら
を
評
し
て
「
剃
髪
し
了
っ
て
便
ち
七
条
の
袈
裟
を
掛
く
る
の
み
。
禁
戒
を
受
け
ず
、
礼
懺
、
転

読
、
画
仏
、
写
経
に
至
っ
て
は
、
一
切
こ
れ
を
毀や

ぶ

り
て
皆
な
妄
想
と
し
、
所
住
の
院
に
仏
事
を
置
か
ず
。
故
に
教
行
に
拘
ら

ず
と
云
う
。」（
柳
田
Ⅱ
、
２
２
）
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
坐
禅
も
行
じ
ら
れ
な
い
。
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実
際
の
戒
定
慧
の
な
い
こ
れ
が
、
果
た
し
て
仏
教
だ
ろ
う
か
。

四
節
　
馬
祖
以
後
の
禅
文
献
の
仏
性
・
見
性
・
真
如

『
悟
性
論
』
と
『
血
脈
論
』
は
、
敦
煌
文
献
で
は
な
く
、「
達
磨
三
論
」
あ
る
い
は
「
少
室
六
門
」
の
一
部
と
し
て
、『
破

相
論
』
と
共
に
と
り
わ
け
日
本
で
伝
え
ら
れ
て
き
た

㉘
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
期
の
日
本
達
磨
宗
の
用
い
た
書
で
も
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
内
容
は
、『
悟
性
論
』
が
「
真
見
」（
六
回
）
を
説
く
の
に
対
し
て
『
血
脈
論
』
に
そ
れ
は
な
く
、『
血
脈
論
』

が
「
見
性
」
を
三
十
二
回
説
く
の
に
対
し
て
『
悟
性
論
』
に
そ
れ
は
な
く
、
お
よ
そ
異
な
る
思
想
で
あ
る
。
た
だ
達
磨
大
師

作
と
い
う
こ
と
だ
け
が
『
破
相
論
』
を
含
め
て
共
通
す
る
が
、
敦
煌
文
献
に
は
な
い
か
ら
、
そ
の
成
立
と
伝
播
は
、
地
域
あ

る
い
は
時
代
が
『
観
心
論
』（
破
相
論
）
と
は
異
な
っ
て
い
よ
う
。

そ
し
て
両
者
と
も
百
丈
懐
海
（
七
四
九
―
八
一
四
）
が
「
自じ

然ね
ん

外
道
に
属
す
」
と
批
判
し
た
も
の

㉙
に
近
い
。『
悟
性
論
』

は
「
能
く
返
照
し
て
了
了
と
し
て
貪
瞋
痴
性
を
見
れ
ば
即
ち
是
れ
仏
性
な
り
。
貪
瞋
痴
の
外
に
更
に
別
に
仏
性
有
る
こ
と

無
し
。」（T

48,370c

）
と
、
三
毒
と
仏
性
を
異
な
ら
な
い
と
し

㉚
、『
血
脈
論
』
は
「
吾
に
問
う
は
即
ち
是
れ
汝
の
心
、
無

始
曠
大
劫
従
り
以
来
、
乃
至
、
施
為
運
動
、
一
切
時
中
一
切
処
所
、
皆
な
是
れ
汝
の
本
心
、
皆
な
是
れ
汝
の
本
仏
な
り
。」

（T
48,373b

）
と
い
う
。
応
答
し
、
施
為
運
動
す
る
も
の
は
、
ふ
つ
う
私
た
ち
が
心
の
働
き
と
す
る
脳
の
作
用
に
よ
る
行
為
や

動
作
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
仏
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

一
、『
悟
性
論
』

『
悟
性
論
』
に
は
す
で
に
引
い
た
と
こ
ろ
以
外
に
は
「
仏
性
」
に
言
及
し
な
い
し
、「
見
性
」
も
説
か
れ
な
い
。「
真
如
」

は
最
後
の
「
夜
坐
偈
」
と
名
付
け
ら
れ
た
五
更
転
に
の
み
三
度
出
る
。
す
な
わ
ち
「
憶
想
を
起
こ
さ
ざ
れ
ば
真
如
性
な
り
」
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(373a)

、「
世
界
の
本
性
は
真
如
性
な
り
。」(373a)

、「
真
如
平
等
性
を
見
ん
と
欲
す
れ
ば
、
慎
ん
で
心
を
生
ず
る
こ
と
勿
れ
。」

（373a

）
と
あ
っ
て
、『
起
信
論
』
の
「
真
如
」
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

『
悟
性
論
』
の
特
徴
は
『
二
入
四
行
論
』
と
の
密
接
な
関
係
が
あ
る
、
と
通
然
が
指
摘
す
る
件
り

㉛
に
見
え
る
論
理
を
縦

横
に
使
う
こ
と
で
あ
る
。

『
悟
性
論
』
の
「
若
し
、
心
は
是
れ
仮
名
な
り
、
実
体
有
る
こ
と
無
し
と
知
れ
ば
、
即
ち
自
寂
の
心
も
、
ま
た
こ
れ
非
有
、

ま
た
こ
れ
非
無
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
。
凡
夫
は
一
向
に
心
を
生
じ
名
づ
け
て
有
と
為
す
。
小
乗
は
一
向
に
心
を
滅
し
名

づ
け
て
無
と
為
す
。
菩
薩
と
仏
と
は
未
だ
曽
て
心
を
生
ぜ
ず
。
未
だ
曽
て
心
を
滅
せ
ず
。
名
づ
け
て
非
有
非
無
の
心
と
為

す
。
非
有
非
無
の
心
、
此
れ
を
名
づ
け
て
中
道
と
為
す
」（371b

）
は
、『
二
入
四
行
論
』
の
「
心
体
は
無
体
な
り
…
…
凡
夫

は
有
に
住
し
、
小
乗
は
無
に
住
し
、
菩
薩
は
有
無
に
住
せ
ず
と
す
る
は
、
是
れ
自
心
に
計
っ
て
妄
想
す
る
の
み
。」（『
達
摩
の

語
録
』

㉜
〔
４
８
〕）
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
慧
可

㉝
の
眼
目
は
、
最
後
の
一
句
で
あ
り
、
そ
れ
は
最
初
の
「
心
体
は

無
体
な
り
」
か
ら
す
べ
て
自
心
に
計
っ
た
妄
想
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
悟
性
論
』
の
説
は
慧
可

か
ら
す
れ
ば
、
妄
想
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
Ａ
に
非
ず
、
Ｂ
に
非
ず
、
Ａ
Ｂ
に
非
ず
と
い
う
論
理
が
、『
悟
性
論
』
で
は
次
の

よ
う
に
種
々
に
使
わ
れ
る
。

「
凡
夫
は
一
向
に
動
な
り
。
小
乗
は
一
向
に
定
な
り
。
謂
ゆ
る
凡
夫
小
乗
の
坐
禅
を
出
過
す
る
は
、
大
坐
禅
と
名
づ
く
。」

（371a

）
「
迷
う
時
は
此
岸
有
り
。
悟
る
時
は
此
岸
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
凡
夫
は
一
向
に
此
に
住
す
る
が
為
な
り
。
若
し
最

上
乗
の
覚
な
れ
ば
、
心
、
此
に
住
さ
ず
。
亦
た
彼
に
住
さ
ず
。
故
に
能
く
此
彼
の
岸
を
離
る
る
也
。」（371a

）

「
有
と
は
、
無
に
於
い
て
有
り
。
無
と
は
、
有
に
於
い
て
無
し
。
是
れ
を
真
見
と
名
づ
く
。
夫
れ
真
見
と
は
、
見
ざ
る
所

無
く
、
亦
た
見
る
所
無
し
。
…
…
凡
夫
の
見
る
所
は
、
皆
な
妄
想
と
名
づ
く
。
若
し
寂
滅
し
て
、
見
無
け
れ
ば
始
め
て
真
見



115

馬祖禅とは何か（中）（松岡由香子）

と
名
づ
く
。」（371b

）

「
如
来
は
此
岸
に
在
ら
ず
、
亦
た
彼
岸
に
在
ら
ず
、
中
流
に
在
ら
ず
。
中
流
と
は
小
乗
人
也
。
此
岸
と
は
凡
夫
也
。
彼
岸

と
は
菩
提
也
。」（372b

）

如
来
が
彼
岸
、
菩
提
に
在
ら
ず
と
は
奇
妙
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
論
法
は
続
く
。
慧
可
に
い
わ
せ
れ
ば
、
要
す

る
に
す
べ
て
妄
想
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
通
然
は
、『
悟
性
論
』
と
『
観
心
論
』
と
の
関
連
を
い
う
。
す
な
わ
ち
『
悟
性
論
』
の
「
妄
想
無
き
時
は
一
心
、
是

れ
一
仏
国
な
り
。
妄
想
有
る
時
、
一
心
是
れ
一
地
獄
。
衆
生
は
妄
想
を
造
作
し
、
心
を
以
て
、
心
を
生
ず
。
故
に
常
に
地

獄
に
在
り
。
菩
薩
は
妄
想
を
観
察
し
て
、
心
を
以
て
心
を
生
ぜ
ず
。
故
に
常
に
仏
国
に
在
り
。
…
…
心
中
に
三
毒
有
れ
ば
、

是
れ
国
土
穢
悪
と
名
づ
く
。
心
中
に
三
毒
無
け
れ
ば
、
是
れ
国
土
清
浄
と
名
づ
く
。」（371c-372a

）
を
『
観
心
論
』
の
「
浄

心
・
染
心
」
の
思
想
を
承
け
て
い
る
と
い
う
が
、「
浄
心
・
染
心
」
は
、
後
に
付
加
さ
れ
た
『
破
相
論
』
に
あ
る
部
分
で
、

元
来
の
『
観
心
論
』
に
は
な
い
。「
浄
心
・
染
心
」
は
『
起
信
論
』
の
用
語
で
あ
り
、「
真
心
」
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
。『
悟

性
論
』
の
論
理
は
、
二
元
で
は
な
く
、
引
用
さ
れ
た
「
…
…
」
の
所
に
は
「
若
し
一
念
心
起
こ
ら
ば
、
則
ち
善
悪
二
業
有

り
、
天
堂
地
獄
有
り
。
若
し
一
念
心
起
こ
ら
ざ
れ
ば
、
即
ち
善
悪
二
業
無
く
、
亦
た
天
堂
地
獄
無
し
。」（371c-372a

）
と
あ

り
、
そ
れ
が
重
要
で
あ
る
。
た
し
か
に
「
貪
為
欲
界
。
瞋
為
色
界
。
痴
為
無
色
界
」（371a

）
は
『
観
心
論
』
と
同
じ
表
現

で
あ
り
、「
三
毒
」
も
説
か
れ
る
が
、
影
響
と
い
え
る
ほ
ど
で
は
な
か
ろ
う
。

「
若
し
悟
る
時
は
、
衆
生
仏
を
度
す
。
何
を
以
て
の
故
に
。
仏
は
自
ら
成
ら
ず
。
皆
な
衆
生
の
度
す
に
由
る
が
故
に
。
諸

仏
は
無
明
を
以
て
父
と
為
し
、
貪
愛
を
母
と
為
す
。
無
明
貪
愛
は
皆
な
是
れ
衆
生
の
別
名
也
。」（372b

）
と
い
う
、
仏
道
と

し
て
首
を
傾
げ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
説
か
れ
る
。
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二
、『
血
脈
論
』

『
血
脈
論
』
に
は
、「
真
如
」
は
説
か
れ
な
い
が
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
「
見
性
」
を
成
仏
の
要
と
し
て
次
の
よ
う
に
説

く
。「

但
だ
本
性
を
見
れ
ば
一
字
も
識
ら
ず
と
も
ま
た
得
。
見
性
す
れ
ば
即
ち
是
れ
仏
な
り
。」（T

48,375a

）

「
問
う
て
曰
く
。
若
し
見
性
せ
ざ
れ
ば
、
念
仏
・
誦
経
・
布
施
・
持
戒
・
精
進
・
広
興
福
利
し
て
成
仏
す
る
こ
と
を
得
る

や
。
答
え
て
曰
く
、
得
ず
。
…
…
成
仏
は
須
く
是
れ
見
性
す
べ
し
。」（374a

）

「
但
だ
見
性
せ
ざ
れ
ば
、
人
、
読
経
念
仏
し
、
長
学
精
進
し
、
六
時
行
道
、
長
坐
不
臥
し
て
広
学
多
聞
な
る
も
、
以
て
仏

法
と
為
さ
ば
、
此
等
の
衆
生
は
尽
く
是
れ
仏
法
を
謗
ず
る
人
な
り
。」（375b-c

）

と
こ
ろ
が
こ
の
「
見
性
」
は
仏
性
を
見
る
こ
と
で
は
な
い
。「
仏
性
」
は
四
回
説
か
れ
る
が
、
次
の
よ
う
に
「
見
る
べ
き

も
の
」
で
は
な
い
。

「
然
れ
ば
則
ち
仏
性
自
ら
有
り
。
若
し
師
に
因
ら
ざ
れ
ば
、
終
に
明
了
せ
ず
。」（373c

）、「
仏
性
、
本も

と
よ
り自

之
れ
有
り
。
迦

葉
は
只
だ
是
れ
本
性
を
悟
得
す
る
の
み
。
本
性
は
即
ち
是
れ
心
な
り
。」（374c

）、「
若
し
衆
生
性
を
離
れ
て
別
に
仏
性
の
得

べ
き
有
ら
ば
、
仏
は
今
、
何
処
に
在い

ま

す
や
。
衆
生
性
は
即
ち
是
れ
仏
性
也
。」（374a

）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
仏
性
」
は
「
衆
生
性
」
と
同
じ
も
の
で
、
仏
の
性
と
対
句
に
な
る
衆
生
の
性
で
あ
り
、『
涅
槃
経
』
の

仏
性
と
は
関
係
な
い
。
だ
か
ら
衆
生
に
元
来
あ
る
も
の
で
、
見
る
も
の
、
得
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
血
脈
論
』

の
「
見
性
」
は
宋
代
の
「
見
性
」
と
は
異
な
る
。

『
血
脈
論
』
の
「
見
性
」
は
仏
道
の
必
須
要
件
で
あ
る
戒
定
慧
を
修
す
る
こ
と
を
「
謗
法
」
と
ま
で
い
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
見
性
さ
え
す
れ
ば
、
戒
は
不
要
で
あ
る
。
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「
問
う
て
曰
く
、
白
衣
は
妻
子
有
り
。
婬
慾
を
除
か
ず
。
何
に
憑
り
て
か
成
仏
を
得
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
只
だ
見
性
を

言
い
て
婬
慾
を
言
わ
ず
。
只
だ
見
性
せ
ざ
る
が
為
な
り
。
但
だ
見
性
を
得
れ
ば
、
婬
慾
は
本
来
空
寂
に
し
て
断
除
を
仮
ら

ず
。
亦
た
楽
に
著
せ
ず
。」（375c

）

『
血
脈
論
』
の
見
る
べ
き
、
得
る
べ
き
「
性
」
は
「
本
性
」
で
あ
る
。

「
直
に
本
性
を
見
る
、
之
を
名
づ
け
て
禅
と
為
す
。
若
し
本
性
を
見
ざ
れ
ば
、
即
ち
禅
に
非
ざ
る
也
。
仮た

と使
い
千
経
万
論

を
説
き
得
た
る
も
、
若
し
本
性
を
見
ざ
れ
ば
、
只
だ
是
れ
凡
夫
、
是
れ
仏
法
に
非
ず
。
至
道
は
幽
深
に
し
て
話
会
す
べ
か
ら

ず
。
典
教
は
何
に
憑
り
て
か
及
ぶ
所
あ
ら
ん
。
但
だ
本
性
を
見
れ
ば
、
一
字
を
識
ら
ず
も
亦
た
得
る
な
り
。
見
性
す
れ
ば
即

ち
是
れ
仏
な
り
。」（375a
）。
そ
の
他
「
若
し
本
性
を
見
れ
ば
」（375a,375b

）「
但
だ
本
性
を
見
れ
ば
」（375a,375b

）
と
言
及

さ
れ
る
。

「
本
性
」
は
「
心
」
で
あ
り
、「
此
の
心
は
無
始
曠
大
劫
従
り
、
如
今
と
別
な
ら
ず
。
未
だ
曽
て
生
死
有
ら
ず
。
不
生
不

滅
、
不
増
不
減
、
不
垢
不
浄
、
不
好
不
悪
、
不
来
不
去
、
亦
た
是
非
無
し
。
亦
た
男
女
相
無
く
、
亦
た
僧
俗
老
少
無
く
、
聖

無
く
、
凡
無
し
。」（374b

）。
不
生
不
滅
は
「
仏
性
」
で
は
な
く
「
心
」
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
「
心
」
は
、
最
初
に
「
前
仏
後
仏
、
以
心
伝
心
、
不
立
文
字
」（373b

）
と
い
わ
れ
る
「
心
」
で
あ
る
が
、

た
だ
そ
れ
は
「
汝
、
吾
に
問
う
は
即
ち
是
れ
汝
の
心
。
吾
、
汝
に
答
う
る
は
、
即
ち
是
れ
吾
が
心
な
り
。」(373b)

と
い
う
私

た
ち
の
ふ
つ
う
の
心
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
仏
は
是
れ
西
国
語
。
此
土
に
云
く
、
覚
性
な
り
。
覚
と
は
霊
覚
な
り
。
機
に
応
じ
物
に
接
し
て
、
揚
眉
瞬
目

し
、
運
手
動
足
す
。
皆
な
是
れ
自
己
の
霊
覚
之
性
な
り
。」（375a
）
と
い
わ
れ
る
。
仏
が
「
覚
」
に
な
り
、
さ
ら
に
「
霊

覚
」
に
な
る
。「
霊
覚
」
は
、
今
ま
で
見
て
き
た
三
つ
の
灯
史
、
北
宗
系
『
方
便
門
』、『
修
心
要
論
』、『
神
会
語
録
』、『
観

心
論
』、『
悟
性
論
』、
い
ま
ま
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
『
達
摩
観
門
』『
大
乗
北
宗
論
』
に
も
な
い
用
語
で
あ
る
。
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こ
こ
に
至
っ
て
、
こ
れ
ら
と
伝
統
的
な
禅
と
の
接
点
が
見
え
る
。

慧
忠
（
？
―
七
七
五
）
が
問
う
た
南
方
の
知
識
の
説
示
は
こ
う
で
あ
る
。「
即
心
是
仏
、
仏
は
是
れ
覚
の
義
。
汝
、
今
、
悉

く
見
聞
覚
知
の
性
を
具
す
。
此
の
性
、
善よ

く能
揚
眉
瞬
目
し
、
去
来
運
用
し
て
身
中
に
遍
し
。
頭
を
挃つ

け
ば
頭
知
り
、
脚
を

挃つ

け
ば
脚
知
る
。
故
に
正
遍
知
と
名
づ
く
。
此
れ
を
離
れ
て
之
の
外
に
更
に
別
の
仏
無
し
。」（T

51,437c

）
こ
こ
で
は
「
覚
」

ま
で
で
「
霊
覚
」
と
は
言
わ
れ
な
い
が
、「
見
聞
覚
知
、
揚
眉
瞬
目
」
の
性
で
あ
る
。
こ
の
段
で
『
壇
語
』
の
改
変
が
い
わ

れ
る
の
で
、
南
方
の
知
識
は
神
会
系
の
人
々
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、「
即
心
是
仏
」
が
あ
る
の
で
馬
祖
禅
だ
と
広
く
誤

解
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
宗
密
（
七
八
〇
―
八
四
一
）
の
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
で
は
馬
祖
禅
を
こ
う
評
す
る
。

「
即
今
、
能
く
語
言
動
作
し
貪
嗔
慈
忍
し
、
善
悪
を
造
り
苦
楽
等
を
受
く
、
即
ち
汝
の
仏
性
な
り
。
即
ち
此
れ
本
来
是
れ

仏
な
り
。
此
れ
を
除
き
て
別
の
仏
無
き
也
。
此
れ
を
了
ず
れ
ば
天
真
自
然
な
る
が
故
に
、
起
心
し
修
道
す
べ
か
ら
ず
。
道

は
即
ち
是
れ
心
な
り
。
心
を
将
ち
て
還
た
心
を
修
す
べ
か
ら
ず
。」（T

48,402c

）。
宗
密
は
、
馬
祖
を
金
和
尚
（
無
相
）
の
弟

子
と
す
る
よ
う
に
、
馬
祖
禅
の
正
し
い
情
報
を
知
ら
な
い
。
た
だ
馬
祖
の
流
れ
を
汲
む
人
々
に
『
血
脈
論
』
に
通
ず
る
邪

道
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
示
す
よ
う
に
馬
祖
の
嗣
の
章
敬
懷
暉
の
嗣
、
弘
辯
禅
師
が
、
唐
の
宣
宗
（
在
位
は
八
四
六
―

八
五
九
）
と
次
の
よ
う
に
問
答
し
て
い
る
。

「
帝
曰
く
、
何
を
か
仏
心
と
為
す
。
対
え
て
曰
く
、
仏
と
は
西
天
の
語
、
唐
に
は
覚
と
言
う
。
人
に
智
慧
の
覚
照
有
る
を

謂
い
て
仏
心
と
為
す
。
心
と
は
、
仏
の
別
名
に
し
て
、
百
千
異
号
有
る
も
、
体
は
唯
だ
そ
れ
一
な
り
。
本
と
形
状
無
く
、
青

黄
赤
白
、
男
女
等
の
相
に
非
ず
。
天
に
在
れ
ど
天
に
非
ず
、
人
に
在
れ
ど
人
に
非
ず
。
而
も
天
を
現
じ
人
を
現
ず
。
能
く
男

な
り
能
く
女
な
り
。
非
始
非
終
、
無
生
無
滅
な
る
が
故
、
霊
覚
之
性
と
号
す
。」（T

51,269b

）。
弘
辯
は
「
戒
と
は
何
か
」
の

問
い
に
「
非
を
防
ぎ
、
悪
を
止
む
、
之
を
戒
と
謂
う
」（269b

）
と
答
え
る
凡
僧
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
『
悟
性
論
』『
血
脈
論
』
を
、
常
盤
大
定
は
「
と
も
に
短
い
が
、
全
編
こ
れ
体
験
を
通
し
て
円
成
し
充
実
し

た
思
想
を
圧
縮
し
て
鍛
成
せ
る
金
玉
の
格
言
集
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る

㉞
」
と
い
う
。
柳
田
聖
山
は
「
馬
祖
を
祖
と
す
る
、
新

し
い
禅
仏
教
の
運
動
は
、
む
し
ろ
、
達
磨
語
録
の
空
の
論
理
を
再
編
し
、
そ
の
実
践
を
強
力
に
推
進
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が

あ
っ
た
。『
血
脈
論
』
の
見
性
と
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
こ
と
で
あ
る
。

㉟
」
と
い
う
が
、
そ
う
だ
ろ
う
か
。

神
会
の
多
く
の
書
や
『
大
乗
無
生
方
便
門
』、『
歴
代
法
宝
記
』
は
敦
煌
に
隠
さ
れ
て
伝
わ
ら
ず
、『
観
心
（
破
相
）
論
』

『
悟
性
論
』『
血
脈
論
』
は
日
本
で
も
栄
西
、
道
元
な
ど
の
批
判
が
あ
り
、
広
ま
ら
な
か
っ
た
。
馬
祖
系
の
『
宝
林
伝
』
は
、

長
ら
く
伝
わ
ら
ず
、
現
在
も
全
十
巻
中
、
巻
七
・
九
・
十
は
欠
本
で
あ
り
、
中
国
四
祖
以
降
の
部
分
は
な
い
。
逸
文
も
五
つ
の

文
献
に
散
在
し
て

㊱
『
宝
林
伝
』
と
し
て
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
伝
わ
れ
ば
、
そ
れ
も
馬
祖
の
洪
州
宗
の
正
統
性
を
主
張
す

る
も
の
と
な
ろ
う
。
系
図
で
正
統
と
さ
れ
る
よ
う
な
禅
は
本
物
で
は
あ
る
ま
い
。
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【
注
釈
】

⑴
『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
２
１
号
（
１
９
９
５
）
で
、
諸
宗
派
の
教
学
の
遷
移
に
し
た
が
っ
て
、
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑵
大
竹
晋
『
大
乗
起
信
論
成
立
問
題
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
２
０
１
７
）

⑶
入
矢
義
高
編
『
馬
祖
の
語
録
』
７
１
頁
、（
禅
文
化
研
究
所
、
１
９
８
４
）

⑷
西
口
芳
男
氏
よ
り
薬
山
碑
文
（『
全
唐
文
』
５
３
６
）
に
薬
山
が
馬
祖
に
嗣
い
だ
こ
と
が
見
え
る
、
と
の
指
摘
を
受
け
た
が
、
そ
の
碑
文

に
つ
い
て
は
真
偽
が
い
ろ
い
ろ
争
わ
れ
て
い
る
。（
賈
晋
華
『
古
典
禅
研
究
』〈
汲
古
書
院
、
２
０
１
７
〉）

⑸
ぺ
リ
オ
本
四
種
、
北
京
本
、
石
井
本
が
あ
る
が
、
ぺ
リ
オ
本
２
０
４
５
は
「
三
蔵
法
師
菩
提
達
摩
絶
観
論
」、
同
２
８
８
５
「
達
摩
和
尚

絶
観
論
」
と
題
す
。
柳
田
聖
山
「
絶
観
論
の
本
文
研
究
」
６
６
、６
７
頁
『
禅
学
研
究
』
５
８
号
、
１
９
７
０

⑹
西
口
芳
男
「
上
圖
１
３
８
Ｖ
仏
教
問
答
と
『
頓
悟
真
宗
論
』」、『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
２
５
号
、
２
０
０
０
。
以
下
引
用
は
西
口
と
略

記
し
、
頁
番
号
の
み
記
す
。

⑺
柳
田
聖
山
『
初
期
の
禅
史
Ⅰ
』
２
５
頁
（
筑
摩
書
房
『
禅
の
語
録
２
』、
１
９
７
１
）。
以
下
柳
田
と
略
記
し
、
頁
番
号
の
み
記
す
。

⑻
柳
田
、
前
引
書
、
３
０
頁

⑼
拙
著
『
イ
ン
ド
仏
教
と
初
期
禅
宗
の
坐
禅
と
覚
り
』（
学
術
研
究
出
版
、
２
０
２
１
）
第
三
部
第
二
章

⑽
瀧
瀬
尚
純
「『
澄
心
論
』
再
読
考
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
５
５
―
１
号
、
２
０
０
６

⑾
敦
煌
本
は
七
種
あ
り
、「
蘄
州
忍
和
尚　

道
凡
趣
聖
悟
脱
宗
修
心
要
論
」
と
題
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
大
正
蔵
に
は
『
禅
門
撮
要
』

所
収
『
最
上
乗
論
』（48,N

o.2011

）
を
入
れ
る
。

⑿
柳
田
聖
山
『
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』
８
１
頁
、「
禅
文
化
研
究
所
研
究
報
告
」
第
一
冊
、
禅
文
化
研
究
所
、
１
９
６
７

⒀
『
宗
鏡
録
』
に
は
、
あ
き
ら
か
に
『
修
心
要
論
』
の
言
葉
と
し
て
「
如
先
徳
云
、
夫
修
道
之
体
自
識
、
常
身
本
来
清
浄
、
不
生
不
滅
。

…
…
不
失
正
念
、
我
所
心
滅
。」（588b

）
と
出
る
ほ
か
、『
大
智
度
論
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
二
度
出
る
。
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⒁
柳
田
聖
山
『
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』
８
５
頁

⒂
拙
前
掲
書
、
第
三
部
第
三
章
「
慧
能
と
仏
性
」

⒃
楊
曾
文
『
神
會
和
尚
禅
話
録
』（
中
華
書
局
、
２
０
２
２
）（
）
内
の
数
字
は
そ
の
頁
数
。

⒄
唐
代
語
録
研
究
班
編
『
神
会
の
語
録　

壇
語
』（
禅
文
化
研
究
所
、
２
０
０
６
）〔
〕
内
の
番
号
は
こ
の
書
に
よ
る
。

⒅
河
合
泰
弘
「『
北
宗
五
方
便
』
と
そ
の
周
辺
」『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
２
４
号
、
２
６
１
頁
、
１
９
９
３

⒆
河
合
泰
弘　

前
引
書　

２
７
６
頁

⒇
前
引
書　

２
６
１
頁　

引
用
元
の
論
文
で
は
漢
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
読
み
や
す
い
よ
う
に
書
き
下
し
た
。

㉑
前
引
書　

２
７
７
頁

㉒
「
破
相
論
」
は
西
口
芳
男
「
敦
煌
写
本
七
種
対
照
『
観
心
論
』」（『
禅
学
研
究
』
７
４
号
、
１
９
９
６
）
の
龍
谷
本
に
近
い
。

㉓
神
尾
弌
春
「
観
心
論
私
考
」（『
宗
教
研
究
』
新
９
―
５
号
、
１
９
３
２
）
に
よ
る
。

㉔
柳
田
聖
山
「
語
録
の
歴
史
―
禅
文
献
の
成
立
史
的
研
究
」『
東
方
学
報
』
５
７
号
、
２
６
７
頁
、 

１
９
８
５

㉕
柳
田
聖
山
、
前
引
書
、
２
６
５
頁

㉖
程
正
「『
大
乗
開
心
顕
性
頓
悟
真
宗
論
』
の
依
拠
文
献
に
つ
い
て
」『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
６
９
号
、
２
０
１
４

㉗
筑
摩
書
房
、
１
９
７
６
（
以
下
柳
田
Ⅱ
と
略
記
し
て
頁
数
を
示
す
）

㉘
早
く
円
珍
（
八
一
四
―
八
九
一
）
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
、
鎌
倉
期
の
日
本
達
磨
宗
が
用
い
て
い
る
。

㉙
「
若
し
本
よ
り
清
浄
・
本
よ
り
解
脱
に
し
て
お
の
ず
か
ら
是
れ
仏
、
お
の
ず
か
ら
是
れ
禅
道
の
解
を
執し

ゅ
うせ

ば
、
即
ち
自じ

然ね
ん

外
道
に
属
す
」

『
古
尊
宿
語
録
』
巻
二
（X

68,p10c

）

㉚
常
盤
大
定
は
、
こ
れ
と
羅
什
『
坐
禅
三
昧
経
』
の
「
無
明
を
以
て
本
性
清
浄
と
為
し
、
無
明
の
性
を
了
ず
れ
ば
変
じ
て
明
と
な
る
」
と

同
じ
意
味
で
あ
る
と
い
う
。「
見
性
の
思
想
的
考
察
―
達
磨
大
師
『
血
脈
論
』・『
悟
性
論
』・『
観
心
論
』
を
中
心
と
し
て
」
１
６
頁
（『
哲
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学
』
１
１
号
１
６
頁
、
１
９
３
３
）
だ
が
、
羅
什
は
い
う
、「
実
法
あ
る
こ
と
な
し
。
無
明
の
性
も
爾
り
。
無
明
の
性
を
了
ず
れ
ば
、
則

ち
変
じ
て
明
と
為
る
。
一
一
之
を
推
す
に
痴
は
不
可
得
な
り
。
云
何
が
無
明
は
行
を
縁
ず
る
や
。
虚
空
の
如
き
は
、
不
生
不
滅
不
有
不

尽
に
し
て
本
性
清
浄
な
り
。
無
明
も
亦
た
か
く
の
如
し
。
乃
至
、
生
は
縁
な
り
。
老
死
亦
た
爾
り
。
菩
薩
は
か
く
の
如
く
十
二
因
縁
を

観
ず
。」（T

15,285a

）。
す
な
わ
ち
「
以
て
本
性
清
浄
と
為
し
」
で
は
な
く
、
無
明
も
本
性
清
浄
な
虚
空
と
同
じ
く
実
有
で
は
な
い
か

ら
、
そ
の
性
を
悟
っ
て
、
変
わ
れ
ば
明
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

㉛
通
然
「『
悟
性
論
』
の
成
立
に
つ
い
て
―
『
心
』
の
解
釈
を
中
心
と
し
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
６
７
―
１
、２
０
１
８
。
そ
こ
に
柳

田
の
説
も
引
か
れ
る
。

㉜
柳
田
聖
山
、
筑
摩
書
房
、
１
９
９
６

㉝
『
二
入
四
行
論
』
長
巻
子
の
９
か
ら
４
９
ま
で
は
慧
可
の
語
録
で
あ
る
。
拙
前
掲
書
第
三
部
二
章
２
３
５
〜
３
２
８
頁

㉞
常
盤
大
定
、
前
引
書
（
注
㉚
）
３
頁

㉟
柳
田
聖
山
「
語
録
の
歴
史
」（
既
出
）
２
７
４
頁

㊱
田
中
良
昭
『
宝
林
伝
訳
注
』
９
頁
、
内
山
書
店
、
２
０
０
３
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普
化
宗
成
立
に
関
す
る
考
察

―
―
「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
を
手
が
か
り
に

宋　

力

（
一
）
は
じ
め
に

普
化
宗
は
日
本
禅
宗
の
独
自
な
一
派
で
あ
る
が
、
そ
の
修
行
方
法
は
坐
禅
や
念
仏
、
経
行
な
ど
の
伝
統
的
な
修
行
に
代

え
て
尺
八
を
吹
奏
す
る
「
吹
禅
」
を
特
徴
と
す
る
。「
吹
禅
」
と
い
う
修
行
法
は
鎌
倉
時
代
の
臨
済
宗
の
僧
で
あ
る
心
地
覚

心
（
一
二
〇
七
―
一
二
九
八
）
が
、
南
宋
へ
渡
っ
て
仏
法
を
求
め
た
際
に
学
び
、
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

中
世
期
に
そ
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
「
薦
僧
（
こ
も
そ
う
）」
は
、
後
世
に
「
虚
無
僧
」
と
総
称
さ
れ
る
尺
八
托
鉢
者
の

前
史
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。1

彼
ら
は
諸
国
を
行
脚
し
つ
つ
遊
行
の
生
活
を
送
り
、
雨
露
を
し
の
ぐ
た
め
に
菰
を

持
ち
歩
い
た
と
説
明
さ
れ
る
。2

生
業
と
し
て
の
尺
八
吹
奏
を
基
盤
に
、
路
上
・
門
前
に
お
け
る
勧
進
や
托
鉢
を
行
う
点
で
、

広
義
の
漂
泊
的
芸
能
者
・
乞
食
者
の
範
疇
に
属
し
つ
つ
も
、
行
脚
・
修
行
・
法
脈
と
い
っ
た
仏
教
的
語
彙
や
身
分
表
象
を
ま

1　

井
出
幸
男
「
中
世
尺
八
追
考
―
―
伝
後
醍
醐
天
皇
御
賜
の
尺
八
を
中
心
に
―
―
」『
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
（
人
文
科
学
編
）』
四
一

（
一
九
九
二
年
）
一—

一
〇
頁
。
中
世
段
階
の
職
能
表
象
と
し
て
の
「
こ
も
僧
」
に
つ
い
て
は
、「
三
十
二
番
職
人
歌
合
」（
塙
保
己
一
編

『
群
書
類
従
』
第
十
八
輯
〔
経
済
雑
誌
社
、
明
治
三
十
五
〔
一
九
〇
二
〕
年
翻
刻
〕
五
十
七
・
六
十
一
頁
）
も
参
照
。

2　

井
之
口
章
次
「
虚
無
僧
」『
日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）』
第
二
版
（
東
京
：
小
学
館
、
一
九
九
四
年
；
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ

（
サ
ン
プ
ル
項
目
））〔「
雨
露
を
し
の
ぐ
た
め
に
菰
を
持
ち
歩
い
た
」〕。
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と
い
、
宗
教
実
践
と
芸
能
実
践
の
境
界
領
域
に
成
立
し
た
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。3

す
な
わ
ち
、
薦
僧
は
単
な
る
演

奏
者
で
は
な
く
、
布
施
の
獲
得
を
媒
介
と
し
て
「
修
行
者
」
と
し
て
の
自
己
像
を
も
構
築
し
う
る
、
仏
教
色
を
帯
び
た
托
鉢

芸
能
者
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。4

近
世
初
頭
に
入
る
と
、
こ
う
し
た
尺
八
托
鉢
者
は
次
第
に
集
団
化
し
、
自
己
の
正
統
性
を
め
ぐ
る
言
説
の
編
成
を
強
め

て
ゆ
く
。5

そ
の
過
程
で
、「
虚
無
僧
」
と
い
う
名
称
が
広
く
流
通
し
、
さ
ら
に
彼
ら
を
包
含
す
る
宗
門
的
枠
組
み
と
し
て

「
普
化
宗
」
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。6

と
り
わ
け
十
七
世
紀
に
は
、
諸
寺
院
組
織
と
の
関
係
の
形
成
や
、
一
定
の
規
範
・

由
緒
の
整
備
を
通
じ
て
、
虚
無
僧
集
団
が
制
度
的
輪
郭
を
帯
び
て
い
っ
た
。7

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
直
ち
に
「
普
化
宗
」

を
、
近
世
の
初
期
段
階
か
ら
一
貫
し
た
自
立
的
宗
派
と
し
て
措
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
尺

八
托
鉢
者
の
集
団
が
、
い
か
な
る
契
機
と
制
度
的
条
件
の
も
と
で
「
普
化
宗
」
と
い
う
名
称
の
も
と
に
宗
教
団
体
と
し
て
の

自
己
規
定
を
確
立
し
、
外
部
（
寺
院
社
会
・
領
主
権
力
・
世
俗
社
会
）
に
対
し
て
そ
れ
を
有
効
に
作
動
さ
せ
う
る
段
階
へ
移
行
し

た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。8

換
言
す
れ
ば
、
彼
ら
は
い
っ
た
い
い
つ
頃
か
ら
、「
普
化
宗
」
と
い
う
名
称
の
も
と
に
宗
教
団
体
と
し
て
成
立
し
、
自
他

3　

保
坂
裕
興
「
十
七
世
紀
に
お
け
る
虚
無
僧
の
生
成
―
―
ぼ
ろ
ぼ
ろ
・
薦
僧
と
の
異
同
と
「
乞
う
」
行
為
の
あ
り
方
―
―
」
塚
田
孝
・

吉
田
伸
之
・
脇
田
修
編
『
身
分
的
周
縁
』（
京
都
：
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、
一
九
九
四
年
）
一
六
一
―
二
一
六
頁
。

4　

保
坂
前
掲
論
文
（
注
3
）
参
照
（
と
く
に
「
乞
う
」
行
為
・
托
鉢
を
め
ぐ
る
自
己
規
定
／
周
縁
的
宗
教
者
像
の
議
論
）。

5　

保
坂
裕
興
「
虚
無
僧
―
―
普
化
宗
は
ど
の
よ
う
に
解
体
し
た
―
―
」
高
埜
利
彦
編
『
民
間
に
生
き
る
宗
教
者
』（
シ
リ
ー
ズ
近
世
の
身

分
的
周
縁
１
、
東
京
：
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
九
七
―
二
三
四
頁
。

6　
『
国
史
大
辞
典
』
一
二
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
一
〇
八
―
一
〇
九
頁
「
普
化
宗
」
福
島
邦
夫
執
筆
。

7　

石
井
良
助
編
『
江
戸
町
方
の
制
度
』
増
補
新
訂
（
東
京
：
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
五
年
）
三
五
二
―
三
七
二
頁
（
普
化
宗
関
係
の
触

書
・
規
律
類
を
収
録
）。

8　

保
坂
前
掲
論
文
（
注
5
）
参
照
（
保
坂
氏
は
「
普
化
宗
」
を
近
世
初
期
か
ら
一
貫
し
た
自
立
宗
派
と
し
て
前
提
し
な
い
立
場
で
あ
り
、
制

度
条
件
と
対
外
的
作
動
と
い
う
問
題
設
定
を
し
て
い
る
）。
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と
も
に
そ
の
組
織
的
実
体
を
認
知
し
う
る
段
階
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
初
期
段
階
の
実
態
に
つ
い
て
は
、「
高
野
山
文
書
」
所
収
の
「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
に
関
連
す
る
記
載
が
見
出
さ
れ

る
。
以
下
に
、
同
史
料
の
叙
述
を
手
が
か
り
と
し
て
、
本
文
を
逐
次
に
読
み
解
き
つ
つ
、
そ
の
内
容
と
含
意
を
検
討
し
て
ゆ

き
た
い
。

（
二
）
文
献
の
解
題

一
、「
高
野
山
文
書
」

「
高
野
山
文
書
」
と
は
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
お
よ
び
山
内
の
諸
塔
頭
に
伝
来
し
た
古
文
書
群
の
総
称
で
あ
り
、
中
世
寺
院

の
運
営
・
経
済
基
盤
（
荘
園
・
寺
領
）
と
、
そ
の
宗
教
実
践
を
支
え
た
制
度
的
条
件
を
復
元
す
る
う
え
で
、
第
一
級
の
史
料

群
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。9

と
り
わ
け
中
核
を
な
す
の
が
、「
宝
簡
集
」・「
続
宝
簡
集
」・「
又
続
宝
簡
集
」
と
総
称
さ
れ
る
文
書
群
で
、「
宝
簡
集
」

五
十
四
巻
六
九
二
通
、「
続
宝
簡
集
」
七
十
七
巻
（
六
帖
）
八
三
一
通
、「
又
続
宝
簡
集
」
一
六
七
巻
（
九
帖
）
一
九
七
九
通
か

ら
成
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
御
影
堂
宝
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
た
古
文
書
の
う
ち
主
要
な
も
の
を
近
世
に
選
び
出
し
、
巻

子
・
帖
と
し
て
成
巻
（
成
帖
）
し
た
も
の
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。10

9　
「
高
野
山
文
書
」『
世
界
大
百
科
事
典
』（
旧
版
、
平
凡
社
、
一
九
五
五
―
一
九
五
九
年
）
項
目
「
高
野
山
文
書
」。

10　

文
化
庁
「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
国
宝
「
又
続
宝
簡
集
」（
員
数
：
一
六
七
巻
・
九
冊
、
所
有
者
：
宗
教
法
人
金
剛
峯
寺
）

（https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/201/829

）。
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
（bunka.nii.ac.jp

）
国
宝
「
続
宝
簡
集
」（
員

数
：
七
十
七
巻
・
六
冊
、
所
有
者
：
宗
教
法
人
金
剛
峯
寺
）（https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/201/828

）。
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内
容
面
で
は
、
寺
領
（
荘
園
）
関
係
文
書
が
多
数
を
占
め
、
官
省
符
・
寄
進
状
・
願
文
・
解
状
・
売
券
な
ど
、
発
給
主
体

も
形
式
も
多
様
で
あ
る
た
め
、
荘
園
制
・
寺
院
社
会
の
み
な
ら
ず
、
古
文
書
学
（
書
式
・
文
言
・
作
成
実
務
）
の
観
点
か
ら
も

格
好
の
材
料
を
提
供
す
る
。
さ
ら
に
、
著
名
人
の
自
筆
書
状
等
を
含
む
稀
覯
史
料
を
内
包
す
る
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。11

第
九
巻
は
、
中
世
期
に
お
け
る
高
野
山
領
荘
園
に
関
わ
る
史
料
を
比
較
的
多
く
収
録
す
る
巻
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

そ
の
な
か
に
は
、「
興
国
寺
文
書
」
な
ら
び
に
「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

二
、「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
の
概
要

「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
は
、
和
歌
山
県
日
高
郡
由
良
町
興
国
寺
に
所
蔵
す
る
文
書
で
あ
り
、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
と
い

う
年
紀
を
有
す
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
は
、
大
き
く
分
け
て
、
端
書
、
問
答
体
の
本
文
、
補
足
的
叙
述
（
歌
・
譬
喩
・
虚
無
僧
所
屬
組
織
の
地

名
列
挙
等
）
と
い
う
三
層
か
ら
成
る
。

ま
ず
冒
頭
部
に
は
、
異
筆
の
端
書
と
し
て
「
法
燈
国
師
帰
朝
之
節
連
来
四
居
士
…
…
」
と
い
う
形
で
、
法
燈
国
師
（
覚

心
）
の
帰
朝
と
「
四
居
士
」
を
め
ぐ
る
由
緒
が
簡
略
に
記
さ
れ
、
当
該
集
団
の
起
源
を
高
僧
の
渡
宋
・
帰
朝
説
話
へ
接
続
す

る
枠
取
み
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
き
、
別
の
端
書
と
し
て
「
海
道
本
則
紀
伊
国
由
良
ヨ
リ
出
」12

が
置
か
れ
、
文
書

の
伝
来
・
出
所
を
示
唆
す
る
情
報
が
付
加
さ
れ
る
。   

11　

小
山
靖
憲
「
高
野
山
文
書
」
平
凡
社
編
『
改
訂
新
版 

世
界
大
百
科
事
典
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
。

12　
『
高
野
山
文
書
（
十
二
巻
ノ
内
）』
第
九
巻
「
旧
高
野
山
領
内
文
書
（
一
）」、
高
野
山
文
書
刊
行
会
、
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
、

二
六
一
頁
。
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つ
い
で
中
核
を
な
す
本
文
は
、
全
体
と
し
て
問
答
の
形
式
で
展
開
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
薦
僧
は
何
処

か
ら
来
た
の
か
」
と
い
っ
た
問
い
を
起
点
と
し
て
、
薦
僧
の
持
物
・
装
束
・
所
作
を
一
つ
ず
つ
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
仏

教
的
象
徴
解
釈
を
付
与
す
る
と
い
う
叙
述
が
続
く
。
例
え
ば
、
笠
は
「
天
蓋
」、
肩
に
掛
け
る
布
は
神
仏
具
に
比
せ
ら
れ
、

背
負
う
薦
や
袋
・
縄
・
網
等
も
、
地
水
火
風
空
や
「
有
無
」
と
い
っ
た
教
理
語
彙
へ
と
読
み
替
え
ら
れ
て
ゆ
く
。
さ
ら
に
尺

八
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
節
・
孔
・
切
口
等
の
形
態
要
素
を
胎
蔵
界
・
金
剛
界
や
「
三
身
一
体
」
等
の
密
教
教
理
に
連
関

さ
せ
る
説
明
が
付
さ
れ
、
持
物
全
体
を
宗
教
的
記
号
体
系
と
し
て
再
編
成
す
る
構
え
が
明
瞭
で
あ
る
。 

末
尾
部
に
は
、
問
答
の
連
鎖
か
ら
や
や
離
れ
て
、
譬
喩
的
叙
述
や
地
名
・
関
所
へ
の
言
及
、
さ
ら
に
歌
に
云
う
と
し
て

歌
謡
的
表
現
が
挿
入
さ
れ
る
な
ど
、
テ
ク
ス
ト
の
調
子
が
変
化
す
る
段
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
問
答
体
で
提
示
さ
れ
た

象
徴
解
釈
を
、
語
り
・
こ
と
ば
（
歌
）・
地
理
表
象
へ
と
拡
張
し
つ
つ
、
薦
僧
の
存
在
を
「
古
く
も
な
く
、
今
も
な
し
」
な

ど
の
逆
説
的
表
現
に
よ
っ
て
特
異
化
す
る
機
能
を
担
う
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
編
者
が
付
し
た
表
題
は
「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
と
さ
れ
る
一
方
、
本
文
中
の
主
要
呼
称
は
「
薦
僧
」
で
あ
り
、

「
虚
無
僧
」
と
い
う
語
が
本
文
に
は
見
え
な
い
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
近
世
初
期
に
お
け
る
呼
称
の
揺

れ
を
示
す
。

三
、
暮
露
と
は

日
本
仏
教
史
の
研
究
文
脈
に
お
い
て
「
暮
露
」
は
、
字
義
ど
お
り
の
「
夕
暮
れ
の
露
」
を
指
す
語
と
し
て
で
は
な
く
、
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主
と
し
て
当
て
字
と
し
て
理
解
さ
れ
、
通
例
「
ぼ
ろ
」
と
読
ま
れ
る
。13

こ
こ
で
い
う
「
ぼ
ろ
」
は
、
語
感
・
用
法
の
上
で

は
「
襤
褸
（
ぼ
ろ
）」（
破
衣
・
破
布
）
に
近
接
し
、
転
じ
て
、
破
衣
を
ま
と
い
、
遊
行
し
つ
つ
托
鉢
・
乞
食
を
行
う
者
を
指
示

す
る
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。14

し
た
が
っ
て
「
暮
露
」
は
、
破
れ
衣
を
指
す
表
現
で
あ
る
と
同
時
に
、
当
該
の
生

活
形
態
・
身
分
表
象
（
遊
行
・
門
付
・
托
鉢
）
を
含
み
込
む
社
会
史
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

ま
た
「
暮
露
」
は
、
後
世
に
制
度
化
さ
れ
る
虚
無
僧
の
前
史
的
段
階
を
示
す
呼
称
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。15

と

り
わ
け
そ
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
を
跡
づ
け
る
う
え
で
、
最
も
早
い
段
階
の
言
及
例
と
し
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
の
が
『
徒
然

草
』
で
あ
り
、
同
書
に
描
か
れ
る
「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
」
像
は
、
宗
教
的
実
践
の
外
形
を
ま
と
い
つ
つ
も
闘
諍
や
我
執
を
露
呈
さ
せ

る
周
縁
者
の
姿
を
通
じ
て
、
当
時
の
社
会
に
お
け
る
暮
露
の
受
容
と
評
価
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

宿
河
原
と
い
ふ
所
に
て
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
多
く
集
ま
り
て
、
九
品
の
念
仏
を
申
し
け
る
に
、
外(

ほ
か)

よ
り
入
り
来
た
る
ぼ
ろ

ぼ
ろ
の
、
「
も
し
、
こ
の
御
中
に
、
い
ろ
お
し
房
と
申
す
ぼ
ろ
や
お
は
し
ま
す
」
と
尋
ね
け
れ
ば
、
そ
の
中
よ
り
、
「
い
ろ
を
し
、

こ
こ
に
候
ふ
。
か
く
の
た
ま
ふ
は
誰
」
と
答
ふ
れ
ば
、
「
し
ら
梵
字
と
申
す
者
な
り
。
お
の
れ
が
師
、
な
に
が
し
と
申
し
し
人
、

東
国
に
て
、
い
ろ
を
し
と
申
す
ぼ
ろ
に
殺
さ
れ
け
り
と
承
り
し
か
ば
、
「
そ
の
人
に
会
ひ
奉
り
て
、
恨
み
申
さ
ば
や
」
と
思
ひ

て
、
尋
ね
申
す
な
り
と
い
ふ
。

い
ろ
を
し
、
「
ゆ
ゆ
し
く
も
尋
ね
お
は
し
た
り
。
さ
る
こ
と
侍
り
き
。
こ
こ
に
て
対
面
し
奉
ら
ば
、
道
場
を
け
が
し
侍
る
べ

し
。
前
の
河
原
へ
参
り
合
は
ん
。
あ
な
か
し
こ
、
脇
さ
し
た
ち
、
い
づ
か
た
を
も
み
つ
ぎ
給
ふ
な
。
あ
ま
た
の
わ
づ
ら
ひ
に
な

13　
「
梵
論
」『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』
小
学
館
、
二
〇
〇
六
年
。

14　
「
襤
褸
」『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』
小
学
館
。

15　

保
坂
裕
興
「
十
七
世
紀
に
お
け
る
虚
無
僧
の
生
成
―
―
ぼ
ろ
ぼ
ろ
・
薦
僧
と
の
異
同
と
『
乞
う
』
行
為
の
あ
り
方
―
―
」
塚
田
孝
・

吉
田
伸
之
・
脇
田
修
編
『
身
分
的
周
縁
』
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、
一
九
九
四
年
。
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ら
ば
、
仏
事
の
妨
げ
に
侍
る
べ
し
」
と
言
ひ
定
め
て
、
二
人
、
河
原
へ
出
で
合
ひ
て
、
心
行
く
ば
か
り
に
貫
き
合
ひ
て
、
と
も

に
死
に
に
け
り
。

ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
い
ふ
者
、
昔
は
な
か
り
け
る
に
や
。
近
き
世
に
、
「
ぼ
ろ
ん
じ
」、
「
梵
字
」、
「
漢
字
」
な
ど
い
ひ
け
る
者
、
そ

の
始
め
な
り
け
る
と
か
や
。

世
を
捨
て
た
る
に
似
て
、
我
執
深
く
、
仏
道
を
願
ふ
に
似
て
、
闘
諍
を
こ
と
と
す
。
放
逸
無
慙(

は
う
い
つ
む
ざ
ん)

の
あ

り
さ
ま
な
れ
ど
も
、
死
を
軽
く
し
て
、
少
し
も
な
づ
ま
ざ
る
か
た
の
、
い
さ
ぎ
よ
く
思
え
て
、
人
の
語
り
し
ま
ま
に
書
き
付
け

侍
る
な
り
。16

『
徒
然
草
』
は
、
日
本
中
世
を
代
表
す
る
随
筆
文
学
の
一
つ
で
あ
り
、
吉
田
兼
好
撰
と
さ
れ
、
成
立
は
十
四
世
紀
前
半
に

比
定
さ
れ
る
。
作
品
全
体
は
「
徒
然
な
る
ま
ま
に
」
と
い
う
閑
居
随
想
の
基
調
の
も
と
、
短
章
の
連
な
り
に
よ
っ
て
、
見

聞
・
読
書
所
感
・
世
態
人
情
、
な
ら
び
に
無
常
観
を
多
面
的
に
描
き
出
し
て
い
る
。

『
徒
然
草
』
が
成
立
し
た
後
醍
醐
天
皇
期
は
、
南
北
朝
分
裂
へ
向
か
う
政
治
的
動
揺
の
さ
な
か
に
あ
た
り
、
暮
露
の
出
現

も
概
ね
こ
の
時
期
前
後
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
作
中
に
「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
い
ふ
者
、
昔
は
な
か
り
け
る
に
や
」17

と
見
え
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
兼
好
の
時
代
に
さ
ほ
ど
隔
た
ら
な
い
新
出
の
社
会
的
類
型
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

示
唆
さ
れ
る
。
さ
ら
に
同
段
で
は
、
師
弟
関
係
を
前
提
と
し
つ
つ
師
の
仇
討
を
物
語
の
中
核
に
据
え
、
二
人
の
暮
露
が
道
場

を
汚
す
こ
と
を
避
け
て
河
原
へ
場
所
を
移
し
、
介
入
や
助
勢
を
拒
ん
だ
う
え
で
相
刺
し
違
え
て
、
し
か
も
「
少
し
も
な
づ
ま

16　

吉
田
兼
好
『
徒
然
草
』
第
百
十
五
段
、
佐
竹
昭
広
・
久
保
田
淳
校
注
『
方
丈
記
・
徒
然
草
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
39
）、
岩
波
書

店
、
一
九
八
九
年
。

17　

吉
田
兼
好
『
徒
然
草
』
佐
竹
昭
広
・
久
保
田
淳
校
注
『
方
丈
記
・
徒
然
草
』（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
39
）、
東
京
：
岩
波
書
店
、

一
九
八
九
年
、
第
百
十
五
段
。
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ざ
る
」
潔
い
死
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
点
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
暮
露
は
仏
徒
と
し
て
描
か
れ
る
一
方
、
そ
の
社
会
的
出
自
は
必
ず
し

も
純
粋
な
僧
侶
層
に
限
定
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
動
乱
期
に
周
縁
へ
押
し
出
さ
れ
た
武
家
層
（
敗
残
の
武
士
・
浪
人
等
）
を
含
み
う

る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。18

後
世
、
虚
無
僧
が
「
勇
士
浪
人
の
一
時
的
な
隠
れ
蓑
」19

と
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

そ
う
し
た
社
会
的
機
能
は
、
暮
露
が
言
及
さ
れ
る
段
階
か
ら
す
で
に
現
実
に
お
い
て
作
動
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

第
二
に
、
こ
の
段
階
の
暮
露
が
尺
八
を
用
い
て
い
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
文
献
上
の
確
証
は
、
現
時
点
で
は
確
認
で
き
な

い
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
暮
露
と
尺
八
が
直
接
結
び
つ
か
な
い
と
し
て
も
、
尺
八
そ
の
も
の
が
当
時
の
上
層
文
化
圏
に
存
在
し
て
い

た
こ
と
ま
で
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
古
代
・
中
古
以
来
の
管
絃
文
化
を
伝
え
る
文
献
（
宮
廷
的
雅
楽
・
遊
興

の
場
面
描
写
等
）
に
は
尺
八
へ
の
言
及
が
認
め
ら
れ
、
た
と
え
ば
『
源
氏
物
語
』
に
も
管
絃
の
場
面
を
め
ぐ
る
記
述
が
見
出

さ
れ
る
。
以
下
、
そ
の
箇
所
を
引
く
。

…
…
例
の
御
遊
び
な
ら
ず
、
大
篳
篥
、
尺
八
の
笛
な
ど
の
大
声
を
吹
き
上
げ
つ
つ
…
…20

時
代
が
下
っ
て
、
後
白
河
天
皇
の
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
正
月
に
は
、
左
近
将
曹
清
原
助
種
の
子
が
、
内
裏
に
お
い
て

古
譜
に
拠
り
尺
八
を
吹
奏
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

18　

花
田
伸
久
「
虚
無
僧
の
天
蓋
」『
哲
學
年
報
』
55
、
九
州
大
学
文
学
部
、
一
九
九
六
年
。

19　

岡
田
冨
士
雄
『
虚
無
僧
の
謎
―
―
吹
禅
の
心
』（『
慶
長
掟
書
』
を
引
用
す
る
部
分
）
秋
田
文
化
出
版
、
二
〇
〇
一
年
。

20　

紫
式
部
『
源
氏
物
語
』
巻
六
「
末
摘
花
」、
阿
部
秋
生
・
秋
山
虔
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出
男 

校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

二
〇 

源
氏
物
語
（
一
）』
小
学
館
、
一
九
九
四
年
。
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保
元
三
年
正
月
廿
三
日
内
裏
ニ
左
近
將
曹
清
原
助
種
カ
子
ニ
テ
侍
リ
ケ
ル
者
、
仰
ヲ
承
テ
古
譜
ヲ
モ
吹
タ
リ
ケ
ル
、
メ
ツ
ラ

シ
カ
リ
ケ
ル
事
ナ
リ21

保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
正
月
二
十
三
日
、
内
裏
に
お
い
て
左
近
将
曹
清
原
助
種
の
子
と
し
て
近
侍
し
て
い
た
者
が
、
仰
せ

を
承
り
、
古
譜
を
も
吹
奏
し
た
と
い
う
。
ま
こ
と
に
稀
有
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
る
。

さ
ら
に
時
代
が
下
っ
て
、
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
征
西
将
軍
宮
懐
良
親
王
が
尺
八
に
堪
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
、『
芳

野
拾
遺
物
語
』
に
見
え
る
。

巻
第
三　

第
二
十　

つ
く
し
の
御
子
尺
八
を
好
ま
せ
給
ふ
事

つ
く
し
の
宮
の
、
御
年
も
ゆ
か
せ
給
は
ざ
る
御
時
、
尺
八
を
め
し
、
天
性
妙
を
得
さ
せ
給
ふ
。22

巻
第
三
・
第
二
十　

つ
く
し
の
御
子
が
尺
八
を
嗜
ま
れ
た
こ
と

つ
く
し
の
宮
は
、
御
年
い
ま
だ
進
ま
れ
ぬ
折
に
尺
八
を
召
さ
れ
、
天
性
に
し
て
妙
を
得
さ
せ
給
う
。

21　

豊
原
統
秋
（
著
）・
正
宗
敦
夫
（
校
訂
）『
體
源
鈔
』（『
日
本
古
典
全
集
』
第
一
―
三
）
東
京
：
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
九
三
年
。

22　

国
史
研
究
会
編
『
国
史
叢
書
〔
第
二
十
〕』（
所
収
「
芳
野
拾
遺
物
語
（
吉
野
拾
遺
）」）
東
京
：
国
史
研
究
会
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）

年
。
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以
上
を
総
合
す
れ
ば
、『
徒
然
草
』
の
時
代
に
は
、
尺
八
が
貴
族
社
会
に
お
い
て
確
か
に
愛
好
さ
れ
・
流
行
し
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
他
方
で
、
発
生
初
期
の
暮
露
集
団
に
お
い
て
は
、
尺
八
が
な
お
そ
の
実
践
構
造
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
当
該
集
団
は
後
に
尺
八
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
「
虚
妄
僧
」
と
称
さ
れ
、

さ
ら
に
普
化
の
風
儀
を
摂
取
し
て
、
禅
宗
の
一
派
で
あ
る
か
の
ご
と
き
外
形
を
帯
び
つ
つ
「
虚
無
僧
」
へ
と
展
開
し
て
い
っ

た
。23四

、
薦
僧
と
は

「
薦
僧
（
こ
も
そ
う
）」
と
は
、
主
と
し
て
尺
八
を
携
え
て
諸
国
を
遊
行
し
、
門
前
や
路
傍
に
立
っ
て
吹
奏
し
つ
つ
施
し
を

乞
う
有
髪
の
托
鉢
者
を
指
す
語
で
あ
る
。
そ
の
名
称
は
、
身
辺
に
「
薦
」
―
―
菰
草
を
編
ん
だ
敷
物
―
―
を
携
行
す
る
点
に

由
来
す
る
と
一
般
に
説
明
さ
れ
る
。24

薦
は
旅
中
の
坐
臥
具
と
し
て
用
い
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
雨
露
を
し
の
ぐ
覆
い
と
し

て
も
機
能
し
え
た
。25

こ
の
種
の
尺
八
吹
奏
托
鉢
者
の
姿
が
図
像
と
し
て
確
認
で
き
る
早
期
の
例
と
し
て
、
中
世
末
期
成
立
の
絵
巻
『
三
十
二

番
職
人
歌
合
』
が
注
目
さ
れ
る
。26『
三
十
二
番
職
人
歌
合
』
は
、
中
世
日
本
（
十
二
～
十
六
世
紀
）
に
展
開
し
た
「
職
人
歌
合
」

23　

花
田
伸
久
「
虚
無
僧
の
天
蓋
（
二
）」『
哲
學
年
報
』
56
（
九
州
大
学
文
学
部
、
一
九
九
七
年
）
二
五
―
七
三
頁
、
特
に
二
六
―
二
九
頁

（『
虚
鐸
伝
記
国
字
解
』
の
理
念
と
「
虚
無
僧
」
称
の
叙
述
）。

24　
『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典 

小
項
目
事
典
』「
虚
無
僧
」〔「
尺
八
を
吹
い
て
物
ご
い
を
す
る
僧
」「
薦
（
こ
も
）
僧
…
初
め
は
薦
を

た
ず
さ
え
て
流
浪
す
る
者
の
称
」
等
の
説
明
に
よ
る
〕。

25　

国
立
国
会
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
虚
無
僧
に
つ
い
て
知
り
た
い
。」（
近
畿
大
学
中
央
図
書
館
作
成
、
二
〇
一
四

年
）〔
回
答
中
に
「
普
化
宗
に
属
す
る
有
髪
の
托
鉢
僧
」
等
の
整
理
が
見
え
る
〕。

26　
『
改
訂
新
版 

世
界
大
百
科
事
典
』（
東
京
：
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）
所
収
「
三
十
二
番
職
人
歌
合
」。
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群
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
『
三
十
六
歌
仙
絵
巻
』
に
代
表
さ
れ
る

歌
合
絵
巻
の
描
法
・
構
図
を
踏
ま
え
つ
つ
、
十
五
世
紀
末
に
至
っ
て
社
会
的

存
在
感
を
増
し
つ
つ
あ
っ
た
「
職
人
」
を
主
題
と
し
て
、
三
十
二
の
職
種
を

左
右
に
配
し
て
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
体
裁
は
絵
巻
物
で
あ
り
、
詞
書
と

図
像
に
よ
っ
て
同
時
代
の
職
能
者
像
を
提
示
す
る
点
に
史
料
的
価
値
が
認
め

ら
れ
る
。

そ
の
う
ち
第
六
番
に
は
「
こ
も
僧
」
の
姿
が
登
場
し
、
尺
八
を
携
え
た

遊
行
者
と
し
て
描
出
さ
れ
て
い
る
点
は
、
薦
僧
像
の
形
成
過
程
を
考
察
す
る

う
え
で
有
用
で
あ
る
。

諸
本
に
よ
り
「
こ
も
僧
」「
薦
僧
」「
虚
妄
僧
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
、
呼

称
・
記
法
に
は
一
定
の
揺
れ
が
認
め
ら
れ
る
。27

し
か
し
、
図
像
に
お
い
て

は
文
字
ど
お
り
「
薦
」
を
巻
い
て
背
後
に
負
う
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の

点
か
ら
、
当
該
人
物
の
身
分
的
性
格
が
漂
泊
者
・
放
浪
者
に
近
い
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
尺
八
吹
奏
の
「
こ
も
僧
／
薦
僧
」
が
、
の
ち
に
近
世
の

「
虚
無
僧
」
へ
と
展
開
し
た
と
い
う
理
解
は
、
江
戸
期
の
諸
文
献
に
お
い
て

も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
。

27　

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
六
巻
「
虚
無
僧
」
の
項 

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
。

算をき（算置、右）、こも僧（薦僧、左）の歌合――サントリー美術館
（泉武夫『竹を吹く人々――描かれた尺八奏者の歴史と系譜』〈仙台：東北大学出版会、2013 年 3 月〉31 頁）



134

禅文化研究所紀要 第39号（令和8年4月）

た
と
え
ば
、

虚
無
僧
も
ま
た
世
と
と
も
に
そ
の
風
俗
を
か
へ
て
、
今
は
む
か
し
と
い
た
く
異
な
り
。28

以
上
よ
り
、
虚
無
僧
と
い
う
社
会
的
表
象
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
静
態
的
に
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
制
度
的

環
境
や
社
会
的
要
請
の
変
化
に
応
じ
て
、
そ
の
形
態
と
意
味
づ
け
を
漸
次
変
容
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

薦
僧
と
い
ふ
者
、
古
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
い
ひ
し
者
也
。29

「
薦
僧
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ぼ
ろ
（
暮
露
）」・「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
」、
さ
ら
に
は
「
ぼ
ろ
ん
じ
（
梵
論
師
）」
な
ど
と
称
さ
れ
た
存
在

と
、
社
会
的
実
態
の
上
で
密
接
に
隣
接
し
て
い
た
。

虚
無
僧
、
こ
も
そ
う
と
音
読
す
。
故
に
或
は
菰
僧
と
云
ふ
…

…
あ
る
ひ
は
梵
論
寺
と
も
又
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
も
云
ふ
…30

28　

喜
多
村
信
節
『
嬉
遊
笑
覧
』
下
巻
六
上
「
音
曲
」、（
名
著
刊
行
会
、
一
九
七
九
年
）
四
三
頁
。

29　

伊
勢
貞
丈
、
島
田
勇
雄
『
貞
丈
雑
記
』 

平
凡
社
東
洋
文
庫
、
九
八
―
九
九
頁
、
一
九
八
五
年
。

30　

喜
田
川
守
貞
・
宇
佐
美
英
機
『
近
世
風
俗
志
―
―
守
貞
謾
稿
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
六
―
二
〇
〇
二
年
）
三
一
五
頁
。
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本
史
料
は
、「
虚
無
僧
」
を
明
示
的
に
「
こ
も
そ
う
」
と
読
ま
せ
る
と
同
時
に
、「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
」
系
の
別
称
を
も
併
記
し

て
列
挙
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
た
と
え
ば
、

…
虚
無
僧
修
行
毎
ニ
之
ヲ
吹
…31

以
上
に
よ
り
、
江
戸
期
に
お
い
て
は
、
尺
八
が
虚
無
僧
の
修
行
と
結
び
つ
く
と
い
う
理
解
が
、
す
で
に
常
識
的
認
識
と

し
て
定
着
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
。

（
三
）「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
の
読
解

本
文
献
は
問
答
体
で
記
さ
れ
、
ま
ず
問
い
を
立
て
、
つ
い
で
そ
れ
に
対
す
る
答
え
を
示
す
構
成
を
と
る
。

（
１
）
原
文
：
（
端
書
）
（
異
筆
）
「
法
燈
國
師
歸
朝
之
節
連
來
四
居
士
、
國
佐
、
理
正
、
僧
恕
、
寳
伏
、
」(

端
書)

「
海
道
本
則
紀

伊
國
由
良
ョ
リ
出
」

こ
の
端
書
の
叙
述
は
、
近
世
以
降
に
お
け
る
普
化
宗
お
よ
び
虚
無
僧
の
起
源
理
解
を
支
え
る
中
核
的
要
素
で
あ
る
。
す

31　

寺
島
良
安
編
『
和
漢
三
才
図
会
』
上
冊
（
東
京
：
東
京
美
術
、
一
九
七
〇
年
）
二
九
七
頁
。



136

禅文化研究所紀要 第39号（令和8年4月）

な
わ
ち
、
覚
心
（
法
燈
国
師
）
が
入
宋
し
帰
朝
す
る
に
際
し
て
四
居
士
（
宝
伏
・
国
佐
・
理
正
・
僧
恕
）
を
伴
い
、
こ
れ
を
紀
伊

国
由
良
の
興
国
寺
と
結
び
付
け
て
語
る
点
に
、
そ
の
要
諦
が
あ
る
。

し
か
も
当
該
端
書
の
冒
頭
に
は
「
異
筆
」
と
の
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
は
本
文
固
有
の
層

で
は
な
く
、
後
人
が
「
異
筆
」
と
し
て
付
加
し
た
前
置
説
明
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
機
能
は
、
本
文

で
論
ぜ
ら
れ
る
薦
僧
・
暮
露
と
い
っ
た
周
縁
的
僧
群
に
対
し
て
、
承
認
可
能
な
祖
師
系
譜
を
与
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
解
し

う
る
。

ま
た
「
紀
伊
國
由
良
」
は
現
和
歌
山
県
由
良
町
を
指
し
、
覚
心
の
事
蹟
と
の
照
合
か
ら
み
て
、
こ
こ
で
意
図
さ
れ
る
寺

院
は
興
国
寺
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
覚
心
は
同
寺
の
開
山
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
端
書
は
「
法
燈
国
師
帰
朝
―
―
四
居
士
連
来
」
と
い
う
叙
事
に
よ
っ
て
、
本
文
が
扱
う
薦
僧
／

暮
露
と
い
う
周
縁
的
集
団
を
禅
門
の
祖
師
譜
系
へ
接
続
し
、
さ
ら
に
「
紀
伊
国
由
良
よ
り
出
」
と
い
う
句
に
よ
っ
て
、
そ
の

出
自
を
特
定
の
寺
院
（
興
国
寺
）
へ
帰
属
さ
せ
る
こ
と
で
、
テ
ク
ス
ト
全
体
の
権
威
性
・
正
統
性
を
補
強
し
よ
う
と
し
た
も

の
と
言
え
る
。

（
2
）
原
文
：
薦
ハ
何
ク
カ
ラ
來
テ
ソ
フ
ソ
、
暗
頭
來
也
、
暗
キ
國
カ
ラ
カ
、
明
頭
來
也
、
明
ナ
ル
國
カ
ラ
歟

 「
暗
頭
來
・
明
頭
來
」
と
い
う
表
現
は
、『
臨
済
録
』
に
見
え
る
普
化
禅
師
の
唱
え
た
禅
偈
に
典
拠
を
有
す
る
。

因
普
化
常
於
街
市
搖
鈴
云
：
「
明
頭
來
明
頭
打
，
暗
頭
來
暗
頭
打
，
四
方
八
面
來
旋
風
打
，
虚
空
來
連
架
打
。
」
師
令
侍
者
去
，

纔
見
如
是
道
，
便
把
住
云
：
「
總
不
與
麼
來
時
如
何
？
」
普
化
托
開
云
：
「
來
日
大
悲
院
裏
有
齋
。
」
侍
者
回
舉
似
師
。
師
云
：
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「
我
從
來
疑
著
這
漢
。
」32

（
現
代
語
訳
）

普
化
は
い
つ
も
人
の
集
ま
る
街
な
か
で
鈴
を
振
り
な
が
ら
、
「
明
る
み
か
ら
な
ら
、
明
る
み
で
や
る
。
暗
が
り
か
ら
な
ら
暗

が
り
で
や
る
。
四
方
八
方
か
ら
な
ら
、
旋
風
で
や
る
。
虚
空
か
ら
な
ら
、
連
架
で
や
る
」
と
歌
っ
て
い
た
。
師
は
侍
者
に
、
そ

の
歌
を
聴
い
た
ら
、
普
化
を
捕
ま
え
て
、
「
そ
れ
以
外
で
な
ら
ど
う
す
る
？
」
と
問
う
よ
う
言
い
含
め
た
。
侍
者
が
言
わ
れ
た

と
お
り
に
す
る
と
、
普
化
は
突
き
放
し
て
、
「
明
日
大
悲
院
で
お
斎
の
ふ
る
ま
い
が
あ
る
！
」
と
言
っ
た
。
侍
者
は
帰
っ
て
き

て
報
告
し
た
。
師
、
「
以
前
か
ら
あ
い
つ
を
た
だ
者
で
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
や
は
り
そ
う
だ
っ
た
。
」33

本
史
料
に
お
け
る
「
明
頭
來
・
暗
頭
來
」
の
理
解
は
き
わ
め
て
素
朴
で
あ
り
、
語
義
を
字
面
ど
お
り
に
受
け
て
、「
明
」

を
明
る
い
所
、「
暗
」
を
暗
い
所
と
し
て
把
握
し
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
衣
川
賢
次
氏
は
当
該
句
の
性
格
と
語
義
に
つ
い
て
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。

「
明
頭
来
」 

云
々
は
普
化
が
乞
食
の
と
き
に
唱
え
た
い
っ
ぷ
う
変
わ
っ
た
口
上
で
あ
ろ
う
。
「
明
頭
」
は
明
る
み
か
ら
、
正
面

か
ら
。
「
暗
頭
」
は
暗
が
り
か
ら
、
背
後
か
ら
。
「
明
頭
」、
「
暗
頭
」 

の 

「
頭
」 

は
形
容
詞
に
つ
い
て
名
詞
化
す
る
接
尾
辞
（
明

る
い
→
明
る
み
）
。
こ
こ
で
は
場
所
を
表
わ
す
。34

32　

衣
川
賢
次
『
臨
済
録
訳
注
』（
大
法
輪
閣
、
二
〇
二
三
年
）
九
一
頁
。

33　

衣
川
賢
次
『
臨
済
録
訳
注
』（
大
法
輪
閣
、
二
〇
二
三
年
）
九
一
頁
。

34　

衣
川
賢
次
『
臨
済
録
訳
注
』（
大
法
輪
閣
、
二
〇
二
三
年
）
九
二
頁
。
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江
戸
時
代
に
流
布
し
た
『
臨
済
録
』
抄
本
に
は
、
本
句
に
関
す
る
評
唱
・
注
釈
が
散
見
す
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
と

り
わ
け
「
明
頭
来
明
頭
打
・
暗
頭
来
暗
頭
打
」
に
つ
い
て
明
確
な
解
釈
を
提
示
す
る
抄
本
を
取
り
上
げ
、
そ
の
注
釈
内
容
を

分
析
す
る
。

１
．『
臨
済
録
直
記
』

原
文
：
明
頭
來
ト
ハ
意
子
ヲ
カ
カ
サ
ズ
分
明
ニ
打
ア
ラ
ハ
レ
テ
問
来
ル
ヲ
云
く
、
暗
頭
來
ト
ハ
句
中
ヲ
含
テ
何
ト
モ
意
子
ノ
ハ
カ

リ
難
キ
テ
云
く
、
明
頭
打
暗
頭
打
ト
ハ
分
明
ニ
問
来
ル
ヲ
モ
句
中
ヲ
含
テ
問
来
ル
ヲ
モ
ア
タ
ル
ヲ
幸
ニ
問
不
容
髮
打
テ
ノ
ク
ル
。35

『
臨
済
録
直
記
』
の
趣
旨
は
「
明
頭
来
」
と
は
、
明
る
い
場
所
か
ら
来
る
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
く
、
意
旨
（
意
子
）
を

覆
い
隠
さ
ず
、
問
い
を
分
明
に
呈
し
て
来
る
こ
と
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
来
者
が
自
己
の
問
題
意
識
と
意
図
と
を
、
そ
の
ま

ま
眼
前
に
提
出
す
る
来
り
方
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
暗
頭
来
」
と
は
、
暗
い
場
所
か
ら
来
る
こ
と
で
は
な
く
、
句
中
に

含
意
を
潜
ま
せ
て
意
旨
の
測
り
が
た
き
問
い
と
し
て
来
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
含
蓄
的
・
婉
曲
的
な
問
い
方
に
よ
っ
て
来
る
こ

と
を
指
す
。
さ
ら
に
「
明
頭
打
・
暗
頭
打
」
と
は
、
分
明
の
問
い
で
あ
れ
含
意
の
問
い
で
あ
れ
、
そ
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も

直
ち
に
応
接
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
と
り
わ
け
「
間
不
容
髪
」
と
表
現
さ
れ
る
即
応
性
―
―
思
量
分
別
の
介
入
を
許
さ
ぬ
当

下
性
―
―
を
強
調
す
る
。
こ
こ
で
い
う
「
打
」
は
、
明
暗
の
辨
析
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
師
家
が
問
い
の
根
拠
を
截

断
す
る
た
め
の
適
切
な
処
置
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。

35　

柳
田
聖
山
（
編
）『
臨
済
録
抄
書
集
成
』
上
冊
（『
禅
学
叢
書
唐
代
資
料
編
』
一
〇
）（
京
都
：
中
文
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
七
七
頁
。
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２
．『
抄
』

原
文
：
聡
抄
，
明
不
明
，
劈
脊
便
打
，
然
則
是
非
共
打
云
義
也
。
圭
抄
，
此
義
好
，
恁
麼
來
便
打
。
不
恁
麼
來
便
打
，
等
類
也
。

或
抄
，
明
頭
來
也
打
者
，
現
成
底
也
。
洞
家
謂
之
偏
位
也
，
暗
頭
來
也
打
者
，
本
分
也
。
是
正
位
也
。36

（
日
訳
）

聡
抄
は
、
「
明
で
あ
ろ
う
と
不
明
で
あ
ろ
う
と
、
た
だ
ち
に
背
を
打
つ
。
ゆ
え
に
是
非
い
ず
れ
を
も
併
せ
て
打
つ
、
と
い
う

義
で
あ
る
」
と
説
く
。
圭
抄
も
ま
た
こ
の
解
釈
を
肯
定
し
、
「
そ
の
よ
う
に
来
れ
ば
す
ぐ
に
打
ち
、
そ
の
よ
う
で
な
く
来
て
も

す
ぐ
に
打
つ
と
い
う
類
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
或
抄
は
、
「
明
頭
来
に
し
て
打
つ
と
は
現
成
の
境
地
で
あ
り
、
洞
家

（
曹
洞
宗
）
で
は
こ
れ
を
偏
位
と
名
づ
け
る
。
暗
頭
来
に
し
て
打
つ
と
は
本
分
の
境
地
で
あ
り
、
こ
れ
を
正
位
と
い
う
」
と
し

て
、
偏
正
（
偏
位
・
正
位
）
の
枠
組
に
接
続
し
て
説
明
す
る
。

（
1
）「
聡
抄
」
の
趣
旨

「
聡
抄
」
は
「
明
不
明
，
劈
脊
便
打
」
と
い
う
句
を
、
明
白
・
不
明
白
の
い
ず
れ
で
あ
れ
、
ま
ず
「
劈
脊
便
打
」（
直
ち
に

背
を
打
つ
）
と
す
る
趣
旨
と
し
て
解
し
、
そ
の
帰
結
を
「
是
非
共
打
」
―
―
是
非
の
分
別
そ
の
も
の
を
も
併
せ
て
打
破
す
る

―
―
と
要
約
す
る
。
対
象
の
明
暗
（
明
不
明
）
を
判
別
・
評
価
す
る
こ
と
で
は
な
く
、「
打
」
を
も
っ
て
分
別
を
超
越
し
、
思

36　

柳
田
聖
山
（
編
）『
臨
済
録
抄
書
集
成
』
上
冊
（『
禅
学
叢
書
』
一
〇
）（
京
都
：
中
文
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
三
〇
四
頁
。



140

禅文化研究所紀要 第39号（令和8年4月）

量
の
介
入
を
遮
断
す
る
応
接
の
働
き
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

（
2
）「
圭
抄
」
の
趣
旨

「
圭
抄
」
は
「
恁
麼
來
便
打
。
不
恁
麼
來
便
打
」
と
い
う
句
を
、
来
者
が
「
恁
麼
」
に
来
る
か
、
あ
る
い
は
「
不
恁
麼
」

に
来
る
か
を
問
わ
ず
、
と
も
に
直
ち
に
打
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
と
し
て
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
問
い
が
分
明
に
提
出

さ
れ
る
場
合
で
あ
れ
、
含
意
を
潜
ま
せ
た
婉
曲
的
な
問
い
と
し
て
提
出
さ
れ
る
場
合
で
あ
れ
、
両
者
は
同
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
属
す
る
も
の
と
し
て
等
価
に
打
破
さ
れ
、
来
者
が
「
明
／
暗
」
と
い
っ
た
相
待
を
足
場
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
立
場
上

の
優
位
を
得
よ
う
と
す
る
余
地
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。

（
3
）「
或
抄
」
の
趣
旨

「
或
抄
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
洞
家
」（
曹
洞
宗
）
の
語
彙
を
直
接
導
入
し
、「
明
頭
来
／
暗
頭
来
」
を
五
位
説
の
偏
正
の
枠
組

へ
と
架
橋
し
て
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
明
頭
来
に
し
て
打
つ
」
こ
と
を
「
現
成
底
」
と
捉
え
、
曹
洞
宗
の
用
語
に
即
し

て
こ
れ
を
「
偏
位
」
と
名
づ
け
る
一
方
、「
暗
頭
来
に
し
て
打
つ
」
こ
と
を
「
本
分
」
と
捉
え
、
こ
れ
を
「
正
位
」
と
位
置

づ
け
る
。
こ
こ
で
は
、
明
暗
の
字
義
的
対
比
は
後
景
化
さ
れ
、
普
化
禅
師
の
語
句
が
「
偏
正
」
と
い
う
教
理
的
カ
テ
ゴ
リ
ー

へ
と
再
編
さ
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
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３
．『
夾
山
抄
』

原
文
：
明
頭
者
出
世
有
功
用
，
有
佛
，
有
眾
生
，
又
是
偏
位
也
。
暗
頭
者
不
出
世
，
無
功
用
，
無
佛
，
無
眾
生
，
又
是
正
位
也
。37

（
日
訳
）

明
頭
と
は
、
出
世
し
て
功
用
（
は
た
ら
き
）
を
具
え
る
位
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
仏
も
衆
生
も
立
て
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
偏
位

に
属
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
暗
頭
と
は
、
出
世
せ
ず
功
用
を
具
え
な
い
位
で
あ
り
、
仏
も
衆
生
も
立
て
ら
れ
ず
、
こ
れ
が
正
位

に
当
た
る
。

『
夾
山
抄
』
は
、『
抄
』
に
お
い
て
曹
洞
宗
の
理
論
枠
組
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
一
歩

進
め
て
「
明
／
暗
」
の
含
意
を
敷
衍
し
て
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
「
明
頭
」（
偏
位
）
は
、
出
世
し
て
功
用
を
有
し
、「
仏
／

衆
生
」
と
い
う
相
待
が
な
お
成
立
し
て
い
る
位
相
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
言
説
化
や
施
設
（
概
念
的

設
定
）
や
運
用
が
可
能
な
次
元
に
お
い
て
現
成
す
る
在
り
方
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
暗
頭
」（
正
位
）
は
、
不
出
世
で
功

用
を
欠
き
、「
無
仏
無
衆
生
」
と
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
相
待
が
泯
絶
し
た
本
分
の
位
相
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。

４
．『
摘
葉
抄
』

37　

柳
田
聖
山
（
編
）『
臨
済
録
抄
書
集
成
』
上
冊
（『
禅
学
叢
書
』
一
〇
）（
京
都
：
中
文
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
五
六
九
頁
。
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原
文
：
是
現
成
本
分
，
偏
正
隱
顯
中
出
來
。
普
化
勘
破
，
於
其
上
打
之
（
眼
目
二
十
七
）『
臨
済
宗
要
訣
』
下
曰
：
明
頭
來
暗
頭
來
，

佛
也
殺
祖
也
殺
。38

（
日
訳
）

こ
れ
は
、
現
成
の
本
分
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
偏
正
・
隠
顕
の
分
節
の
う
ち
か
ら
顕
出
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
普
化
禅
師
は

そ
の
問
題
を
勘
破
し
、
ま
さ
に
そ
の
上
に
お
い
て
打
ち
下
ろ
し
た
と
い
う
（
『
人
天
眼
目
』
卷
二
十
七
）
。
ま
た
『
臨
済
宗
要
訣
』

巻
下
に
は
、
「
明
頭
来
、
暗
頭
来
は
、
仏
も
殺
し
祖
も
殺
す
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

「
現
成
本
分
」
が
「
偏
正
隠
顕
」
よ
り
出
づ
る
と
い
う
叙
述
は
、
明
／
暗
（
あ
る
い
は
偏
／
正
・
顕
／
隠
）
を
相
互
に
対
立
す

る
二
項
と
し
て
固
定
す
る
の
で
は
な
く
、
同
一
の
構
造
の
側
面
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
「
普
化
勘

破
、
於
其
上
打
之
」
と
さ
れ
る
の
は
、「
打
」
が
概
念
的
区
分
の
説
明
や
教
理
的
注
解
の
た
め
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

師
家
が
そ
の
機
関
を
「
勘
破
」
し
た
う
え
で
、
当
下
に
お
い
て
直
截
に
処
断
す
る
働
き
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
強

調
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
仏
也
殺
、
祖
也
殺
」
と
い
う
句
は
、
こ
の
「
打
」
の
精
神
を
極
限
化
し
、
仏
・
祖
と
い
っ

た
聖
名
す
ら
も
安
住
の
拠
り
所
と
し
て
許
さ
ず
、
い
か
な
る
依
止
を
も
断
つ
べ
き
こ
と
を
示
す
。

江
戸
時
代
に
流
布
し
た
『
臨
済
録
』
抄
本
の
注
釈
は
、
し
ば
し
ば
「
明
／
暗
」
を
字
面
ど
お
り
の
明
処
・
暗
処
と
い
う

空
間
的
対
比
と
し
て
把
握
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
疑
問
の
方
式
と
し
て
理
解
し
、「
打
」
を
核
心
と
し
て
当
下
に
お
け

る
截
断
を
強
調
し
、
分
別
思
量
の
介
入
を
許
さ
な
い
方
向
で
読
解
を
展
開
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
は
、
当
該
句
を
「
偏
正
」

38　

柳
田
聖
山
（
編
）『
臨
済
録
抄
書
集
成
』
下
冊
（『
禅
学
叢
書
』
一
〇
）（
京
都
：
中
文
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
一
二
一
八
頁
。
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等
の
教
理
的
枠
組
へ
架
橋
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
多
く
、
宗
門
的
再
編
お
よ
び
訓
誡
的
解
釈
の
傾
向
を
色
濃
く
帯
び
て
い

る
。こ

れ
に
対
し
、
現
代
の
解
釈
（
衣
川
賢
次
氏
の
研
究
を
代
表
例
と
し
て
）
は
、
語
の
用
法
と
場
面
の
復
原
に
基
づ
く
語
義
説
明

を
重
視
し
、
可
読
性
と
検
証
可
能
性
の
確
保
を
目
的
と
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
当
該
句
を
直
ち
に
修
行
上
の

教
理
と
し
て
体
系
化
す
る
こ
と
は
相
対
的
に
抑
制
さ
れ
る
。

（
3
）
原
文
：
コ
モ
ノ
カ
ム
リ
タ
ル
笠
不
審
カ
候
ヨ
、
ソ
レ
天
蓋
ト
モ
申
ナ
リ

 

「
天
蓋
」
と
は
、
仏
教
儀
礼
に
お
い
て
仏
像
あ
る
い
は
導
師
（
説
法
者
）
の
上
方
に
懸
け
、
笠
状
に
設
え
ら
れ
る
荘
厳
具

を
い
う
。

本
句
は
、
外
見
上
「
不
審
」
と
さ
れ
る
笠
を
、
虚
無
僧
を
標
示
す
る
深
編
笠
、
す
な
わ
ち
「
天
蓋
」
と
し
て
明
確
に
位

置
づ
け
る
叙
述
で
あ
る
。
花
田
伸
久
は
虚
無
僧
の
天
蓋
を
論
ず
る
な
か
で
、
関
連
す
る
叙
述
が
そ
れ
を
円
筒
形
と
し
て
描
写

し
、
天
蓋
に
よ
っ
て
面
部
を
覆
い
隠
す
点
を
指
摘
し
て
い
る
。39

こ
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
本
句
は
ま
ず
「
不
審
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
外
部
者
の
直
観
的
違
和
を
提
示
し
、
つ
い
で
答

語
に
お
い
て
そ
れ
を
「
天
蓋
」
と
正
名
す
る
。
す
な
わ
ち
、
遮
面
ゆ
え
に
疑
惑
を
招
き
う
る
器
物
を
、
宗
門
の
標
識
へ
と
転

換
す
る
叙
述
技
法
が
、
こ
こ
に
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

39　

花
田
伸
久
「
虚
無
僧
の
天
蓋
」『
哲
學
年
報
』
56
（
九
州
大
学
文
学
部
、
一
九
九
六
年
三
月
）
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（
4
）
原
文
：
肩
カ
ツ
キ
タ
ル
布
ニ
フ
シ
ン
ガ
候
ヨ
、
神
ノ
前
テ
ノ
御
斗
帳
、
佛
ノ
前
テ
ノ
鐘
ノ
緒
、
虹
蟠
ト
モ
申
ナ
リ

１
．
肩
カ
ツ
キ
タ
ル
布

こ
こ
で
い
う
「
肩
に
掛
け
た
る
布
」
と
は
、
頸
部
か
ら
懸
け
て
胸
前
に
垂
ら
す
、
あ
る
い
は
肩
に
斜
め
掛
け
す
る
小
型

の
袈
裟
類
を
指
す
可
能
性
が
高
い
。
た
と
え
ば
掛
絡
は
、
禅
宗
僧
（
浄
土
系
な
ど
に
も
用
例
が
あ
る
）
が
用
い
る
方
形
の
略
式

袈
裟
で
、
両
肩
を
通
し
て
胸
間
に
掛
け
て
用
い
る
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。40

ま
た
、
絡
子
は
禅
僧
が
平
素
に
用
い
る
小

略
袈
裟
で
あ
り
、
掛
絡
と
同
義
に
扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
句
に
い
う
「
布
」
は
、
単
な
る
襟
巻
き
状
の
布
片
で
は
な
く
、
宗
門
の
叙
述
に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ

た
法
衣
の
一
部
と
し
て
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

２
．
神
ノ
前
テ
ノ
御
斗
帳

御
斗
帳
と
は
、
神
龕
（
御
神
体
）
前
に
懸
垂
す
る
小
帳
を
指
し
、
転
じ
て
身
体
前
面
を
覆
い
隠
す
布
状
の
垂
れ
を
い
う
場

合
も
あ
る
。41

本
句
は
、
肩
に
掛
け
た
布
帯
を
神
前
の
御
斗
帳
に
比
附
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
神
前
儀
礼
空
間
に
属
す
る
帷

帳
と
し
て
位
置
づ
け
、
世
俗
的
な
布
片
を
聖
な
る
用
具
へ
と
読
み
替
え
る
叙
述
を
示
し
て
い
る
。

40　

小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』「
絡
子
」
項
（
東
京
：
小
学
館
、
二
〇
〇
五
―
二
〇
〇
六
年
）。

41　

小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』
第
三
巻
（
東
京
：
小
学
館
、
二
〇
〇
六
年
）。
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３
．
佛
ノ
前
テ
ノ
鐘
ノ
緒

よ
り
一
般
的
な
表
記
は
「
鉦
の
緒
」
で
あ
り
、
鉦
に
結
び
付
け
て
打
ち
鳴
ら
す
た
め
の
綱
・
紐
を
指
す
。42

本
句
の
趣
旨

は
、
肩
に
掛
け
た
布
が
、
仏
前
で
鉦
を
鳴
ら
す
緒
と
同
様
に
、
礼
拝
の
所
作
と
宗
教
的
な
音
声
と
を
媒
介
す
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
象
徴
的
把
握
に
あ
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
同
一
の
物
品
が
「
神
前
の
帷
帳
（
御
斗
帳
）」
で
あ
る
と
同
時
に
「
仏
前
の
鉦
の
緒
」
で
あ
る
と

さ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
一
般
的
に
み
ら
れ
る
神
仏
習
合
的
修
辞
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ43

、

二
つ
の
聖
な
る
語
彙
体
系
を
併
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
器
物
を
重
層
的
に
正
名
す
る
叙
述
戦
略
が
示
さ
れ
て
い
る
。

４
．
虹
蟠

日
本
語
語
彙
に
お
い
て
、「
虹
蟠
」
と
い
う
語
は
必
ず
し
も
一
般
的
な
語
と
し
て
確
認
し
難
い
。「
蟠
る
」
は
本
来
、
輪

状
に
曲
が
っ
て
巻
く
、
す
な
わ
ち
と
ぐ
ろ
を
巻
く
意
を
含
む
。
以
上
を
踏
ま
え
、
前
掲
の
「
鐘
ノ
緒
」
の
語
義
・
用
法
を
参

照
す
る
な
ら
ば
、「
虹
蟠
」
は
「
紅
幡
」
の
義
で
あ
り
、
儀
礼
的
性
格
を
帯
び
て
垂
下
す
る
布
条
ま
た
は
幡
旗
の
類
を
指
す

比
喩
的
表
現
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

さ
ら
に
漢
籍
注
釈
で
は
、
虹
を
「
蟠
蝀
」
と
す
る
説
明
が
見
え
る
。

42　

小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』
第
三
巻
（
東
京
：
小
学
館
、
二
〇
〇
六
年
）。

43　

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
―
一
九
九
七
年
。
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虹
，
螮
蝀
也
。
陰
陽
交
接
之
氣
著
於
形
色
者
也
。44

（
日
訳
）

虹
と
は
、
い
わ
ゆ
る
螮
蝀
で
あ
る
。
こ
れ
は
陰
陽
が
交
接
す
る
気
が
、
形
や
色
と
し
て
可
視
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
5
）
原
文
：
セ
ヲ
フ
タ
二
枚
ノ
御
座
ニ
フ
シ
ン
カ
候
ヨ
、
サ
ン
候
、
地
水
火
風
空
ノ
義
ナ
リ
、
下
一
面
目
ハ
三
無
不
可
得
ノ
シ
メ

カ
ク
シ
ノ
ギ
ナ
リ

（
現
代
語
訳
）

背
負
う
二
枚
の
御
座
は
不
審
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
義
に
配
当
さ
れ
る
。
ま
た
下
方
の
一
面
目

は
、
「
三
無
不
可
得
」
を
締
め
隠
す
義
を
表
す
と
さ
れ
る
。

１
．
地
水
火
風
空

「
地
水
火
風
空
」
と
は
、
仏
教
（
と
り
わ
け
密
教
）
の
文
脈
に
お
い
て
、
世
界
・
万
物
（
お
よ
び
身
心
）
の
構
成
要
素
を
地

大
・
水
大
・
火
大
・
風
大
・
空
大
の
五
種
と
し
て
把
握
す
る
説
、
い
わ
ゆ
る
「
五
大
」（
梵
：pañca-m

ahā-bhūta

）
を
指
し
、

44　
（
清
）
陳
寿
祺
撰
・
陳
喬
樅
述
、
馬
昕
・
米
臻
点
校
『
三
家
詩
遺
説
考
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
二
四
年
）
所
収
の
蔡
邕
『
月
令
章

句
』。
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ま
た
密
教
的
に
は
「
五
輪
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。45

２
．
三
無
不
可
得

「
三
無
不
可
得
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
三
世
心
不
可
得
」
―
―
過
去
・
現
在
・
未
来
の
心
は
い
ず
れ
も
把
捉
し
え
な
い
―

―
と
い
う
趣
旨
を
指
し
、
そ
の
典
拠
は
『
金
剛
経
』
に
求
め
ら
れ
る
。

須
菩
提
！
過
去
心
不
可
得
，
現
在
心
不
可
得
，
未
來
心
不
可
得
。46

す
な
わ
ち
、
心
は
執
取
、
把
捉
し
得
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
本
箇
所
で
は
、
背
負
う
二
枚
の
御
座
（
坐
具
）
に
対

し
、
密
教
的
な
「
五
大
」
と
、
禅
的
な
「
三
世
心
不
可
得
」
と
い
う
、
異
な
る
教
理
的
意
味
づ
け
が
重
ね
て
付
与
さ
れ
て
い

る
。

（
6
）
原
文
：
中
ニ
入
テ
セ
ヲ
フ
タ
袋
ハ
フ
シ
ン
ガ
候
、 
ソ
レ
天
地
ヲ
沙
汰
シ
タ
乾
坤
ト
モ
申
也
。

（
現
代
語
訳
）

中
に
物
を
入
れ
て
背
負
う
袋
は
不
審
に
お
も
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
天
地
を
司
る
も
の
と
し
て
「
乾
坤
」
と
も
称
さ
れ
る
。

45　

中
村
元
『
広
説 

佛
教
語
大
辞
典 

縮
刷
版
』
東
京
：
東
京
書
籍
、
二
〇
一
〇
年
。

46　
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
』（
鳩
摩
羅
什
訳
）、『
大
正
蔵
』
第
八
冊
、748c15–16.
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乾
坤
と
は
す
な
わ
ち
天
地
を
い
う
。
本
句
に
い
う
「
天
地
ヲ
沙
汰
シ
タ
乾
坤
」
中
、「
沙
汰
」
が
物
事
を
処
理
す
る
意
を

も
つ
こ
と
を
踏
ま
え
、「
背
負
う
袋
」
を
天
地
を
取
り
仕
切
る
（
包
摂
す
る
）
か
の
よ
う
に
言
い
立
て
る
誇
張
的
表
現
と
し
て

理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
行
脚
者
が
背
負
う
日
用
品
を
天
地
を
負
う
も
の
と
し
て
解
釈
し
、
世
俗
的
器
物
に
宇
宙
論
的
含

意
を
付
与
す
る
叙
述
で
あ
る
。

な
お
、
普
化
宗
関
係
の
別
史
料
で
あ
る
『
虚
鐸
伝
記
国
字
解
』
に
も
、
乾
坤
に
連
関
す
る
器
物
と
し
て
「
乾
坤
張
」
が

言
及
さ
れ
て
お
り
、
同
系
の
象
徴
化
の
枠
組
み
が
う
か
が
わ
れ
る
。

遠
行
即
服
上
施
手
巾
，
著
腳
胖
草
鞋
。
大
包
袱
以
蔽
副
子
乾
坤
張
。
（
国
字
解
：
是
は
小
板
を
も
っ
て
為
之
。 

一
面
に
は
書
乾
坤

張
の
三
字
、 

一
面
に
は
不
生
不
滅
の
四
字
を
書
し
、 

歩
行
に
こ
れ
を
持
。
）47

（
現
代
語
訳
）

遠
行
に
臨
ん
で
は
、
服
上
に
手
巾
を
施
し
、
脚
絆
を
締
め
て
草
鞋
を
履
く
。
ま
た
、
大
き
な
包
袱
を
も
っ
て
副
子
を
覆
い
、

こ
れ
を
「
乾
坤
張
」
と
称
す
る
。
（
国
字
解
：
こ
れ
は
小
さ
な
板
を
も
っ
て
作
る
。
一
面
に
は
「
乾
坤
張
」
の
三
字
を
書
す
、
他
の
一

面
に
は
「
不
生
不
滅
」
の
四
字
を
書
し
て
、
歩
行
の
際
に
は
こ
れ
を
携
え
る
。
）

「
乾
坤
張
」
の
用
法
に
つ
い
て
は
、『
虚
鐸
伝
記
国
字
解
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
虚
無
僧
が
死
亡
し
た
の
ち
に
こ
れ
を
碑

47　

山
本
守
秀
『
虛
鐸
傳
記
國
字
解
』、
日
本
音
樂
社
、
一
九
八
一
年
。
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銘
と
し
て
立
て
る
も
の
と
さ
れ
る
。

吾
輩
之
僧
死
則
袱
巾
以
包
尸
，
副
子
以
為
席
。
中
結
以
結
之
，
埋
之
土
中
，
乾
坤
張
以
為
碑
銘
，
虚
鐸
以
為
樂
葬
。48

（
現
代
語
訳
）

わ
れ
ら
の
よ
う
な
僧
が
死
ぬ
と
き
に
は
、
大
風
呂
敷
で
遺
骸
を
包
み
、
中
央
を
結
ん
で
締
め
、
（
ふ
く
す
＝
敷
物
類
を
）
下
に

敷
い
て
埋
葬
す
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
上
に
「
乾
坤
張
」
を
立
て
て
墓
志
銘
の
よ
う
に
し
、
虚
鐸
を
吹
い
て
こ
れ
を
弔
う
の
で

あ
る
。

（
7
）
原
文
：
薦
ノ
持
タ
ル
竹
ニ
フ
シ
ン
カ
候
ヨ
、 

尺
八
者
コ
モ
ノ
重
寶
ヲ
以
テ
、 

四
節
四
穴
ト
表
ス
ル
ナ
リ
、 

裏
一
穴
ハ
一
心
菩

提
明
ト
表
ス
ル
ナ
リ
、 

内
ノ
暗
ハ
閻
魔
法
界
ノ
家
ナ
リ
、 

三
ツ
ノ
節
ハ
三
身
一
體
、 

本
ノ
切
口
ハ
胎
蔵
界
、 

上
ノ
切
ロ
ハ
金
剛
界
、 

上
ノ
圓
キ
歌
口
ハ
心
月
明
ノ
マ
ナ
ヒ
ナ
リ
、 

合
テ
七
百
餘
尊
ナ
リ

（
現
代
語
訳
）

薦
を
背
負
う
者
が
手
に
す
る
そ
の
竹
（
す
な
わ
ち
、
尺
八
）
は
不
審
に
思
わ
れ
る
が
、
尺
八
は
薦
僧
に
と
っ
て
最
も
肝
要
な

宝
物
で
あ
り
、
四
節
四
孔
を
象
徴
す
る
。
背
面
の
一
孔
は
一
心
菩
提
明
を
表
し
、
尺
八
の
内
な
る
幽
暗
は
閻
魔
法
界
の
宅
と
さ

れ
る
。
ま
た
尺
八
の
三
所
の
節
は
三
身
一
体
に
配
当
さ
れ
、
根
元
の
切
口
は
胎
蔵
界
、
上
端
の
切
口
は
金
剛
界
を
象
徴
す
る
。

48　

山
本
守
秀
『
虛
鐸
傳
記
國
字
解
』、
日
本
音
樂
社
、
一
九
八
一
年
。
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さ
ら
に
上
端
の
円
形
の
吹
口
（
歌
口
）
は
、
心
月
明
を
模
倣
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
（
す
な
わ
ち
、
両
部
に
関
わ
る
諸
尊
）
を
合
す

れ
ば
七
百
余
尊
に
及
ぶ
。

１
．
尺
八
の
形
制

本
箇
所
に
い
う
尺
八
は
、
表
に
四
つ
の
指
孔
、
裏
に
一
つ
の
指
孔
を
備
え
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
尺
八
体
系
に
お
い

て
最
も
典
型
的
な
五
孔
制
を
示
す
。

こ
の
孔
制
は
、
後
世
の
普
化
尺
八
に
限
ら
ず
、
よ
り
早
い
中
世
段
階
の
尺
八
、
た
と
え
ば
一
節
切
・
三
節
切
に
も
確
認

さ
れ
る
。49

２
．
三
身
一
体

仏
教
の
教
義
に
お
い
て
「
三
身
」
と
は
、
一
般
に
法
身
・
報
身
（
受
用
身
）・
応
身
（
変
化
身
）
を
指
す
が50

、
こ
れ
ら
は
互

い
に
無
関
係
な
三
尊
の
仏
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
仏
の
「
一
体
」
が
三
様
の
現
れ
（
相
）
な
い
し
作
用
と
し
て
示
さ
れ

る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
密
教
の
要
諦
は
単
に
「
仏
に
三
身
が
あ
る
」
と
い
う
点
に
尽
き
ず
、
む
し
ろ
法
身

（
す
な
わ
ち
大
日
如
来
）
が
直
接
に
説
法
し
う
る
（
法
身
説
法
）
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
説
法
が
三
密
（
身
・
語
・
意
）
を
相
と
し
て

49　

高
桑
い
づ
み
・
野
川
美
穂
子
「
調
査
報
告
・
現
存
す
る
一
節
切
―
―
正
倉
院
と
虚
無
僧
尺
八
の
は
ざ
ま
で
―
―
」『
芸
能
の
科
学
』
33

（
二
〇
〇
六
年
）
四
三
―
七
八
頁
。

50　

中
村
元
編
『
岩
波
仏
教
辞
典 

第
三
版
』（
東
京
：
岩
波
書
店
、
二
〇
二
三
年
）。
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展
開
さ
れ
る
点
に
存
す
る
。51

①
「
三
身
」
に
つ
い
て

空
海
は
『
弁
顕
密
二
教
論
』
の
冒
頭
に
お
い
て
、
仏
の
「
三
身
」
を
手
掛
か
り
に
、
顕
教
と
密
教
の
説
法
主
体
・
説
法

形
態
の
差
異
を
対
応
づ
け
て
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
応
化
身
・
受
用
身
・
法
身
の
各
位
相
に
応
じ
て
、
顕
・
密
そ
れ
ぞ

れ
の
教
説
の
あ
り
方
を
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
に
い
う
。

 

夫
佛
有
三
身
，
教
則
二
種
…
…
應
化
開
説
三
乘
，
受
用
説
顯
一
乘
，
法
佛
談
話
內
證
三
密
。52

（
日
訳
）

仏
に
は
三
身
が
あ
り
、
教
は
ま
た
二
種
に
分
か
れ
る
…
…
応
化
身
は
三
乗
を
開
説
し
、
受
用
身
は
一
乗
を
顕
説
し
、
法
仏
は

内
証
の
三
密
を
談
ず
る
。

さ
ら
に
空
海
は
同
段
に
お
い
て
、『
金
剛
頂
経
』
の
説
を
引
き
つ
つ
、「
受
用
身
」
を
他
受
用
身
と
自
性
受
用
仏
（
自
受
用

身
）
と
に
分
け
、
密
教
が
拠
っ
て
立
つ
の
は
、
ま
さ
に
自
性
受
用
仏
が
説
示
す
る
と
こ
ろ
の
「
三
密
門
」
で
あ
る
こ
と
を
明

51　

鈴
木
晋
雄
「
新
義
真
言
教
学
の
〈
強
み
〉
と
〈
弱
み
〉
―
―
「
新
義
教
学
vs
古
義
教
学
」
と
い
う
視
点
か
ら
―
―
」『
現
代
密
教
』
33

（
東
京
：
智
山
伝
法
院
、
二
〇
二
四
年
三
月
三
十
一
日
）
九
五
―
一
一
五
頁
。

52　

空
海
『
辯
顯
密
二
教
論
』、
密
教
文
化
研
究
所
弘
法
大
師
著
作
研
究
会
編
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻
、
高
野
山
大
学
密
教
文
化

研
究
所
、
一
九
九
四
年
三
月
。
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確
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
応
化
身
の
三
乗
説
法
、
他
受
用
身
の
顕
大
乗
説
法
に
対
し
て
、
自
性
受
用
仏
は
、
身
・
語
・
意
の

三
密
を
門
と
し
て
内
証
の
法
を
顕
現
す
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
顕
密
の
説
法
主
体
と
説
法
形
態
の
差
異
が
体
系
的
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。53

初
變
化
身
説
三
乘
教
…
…
次
他
受
用
身
説
顯
大
乘
…
…
次
自
性
受
用
佛
…
各
説
三
密
門
。54

（
日
訳
）

初
め
に
変
化
身
が
三
乗
の
教
を
説
き
、
次
に
他
受
用
身
が
大
乗
を
顕
説
し
、
さ
ら
に
自
性
受
用
仏
が
そ
れ
ぞ
れ
三
密
門
を
説

く
。

し
た
が
っ
て
、
三
身
は
抽
象
的
な
分
類
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
誰
が
い
か
な
る
法
を
説
く
の
か
と
い
う
説
法
主

体
の
差
異
に
直
結
す
る
概
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
顕
教
は
主
と
し
て
応
化
身
・
他
受
用
身
の
説
法
を
所
依
と
す
る
の
に
対

し
、
密
教
は
法
身
（
自
性
受
用
）
の
自
受
用
を
重
視
し
、
三
密
に
よ
る
説
法
を
中
核
に
据
え
る
。55

53　

藤
井
淳
「《
顕
》
と
《
密
》」『
仏
教
文
化
研
究
論
集
』
8
、
二
〇
〇
四
年
、
五
一
―
八
三
頁
（
空
海
『
二
教
論
』
冒
頭
の
顕
密
定
義
＝

説
法
主
体
の
差
異
と
し
て
の
整
理
を
論
ず
る
）。

54　

空
海
『
辯
顯
密
二
教
論
』、
密
教
文
化
研
究
所
弘
法
大
師
著
作
研
究
会
編
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻
、
高
野
山
大
学
密
教
文
化

研
究
所
、
一
九
九
四
年
三
月
。

55　

藤
井
淳
「《
顕
》
と
《
密
》」（『
仏
教
文
化
研
究
論
集
』
8
、
二
〇
〇
四
年
、
五
一
―
八
三
頁
）
は
特
に
、
顕
教
＝
応
化
仏
（
他
受
用

身
・
変
化
身
）
の
説
法
／
密
教
＝
法
身
仏
（
自
性
・
自
受
用
仏
）
の
説
法
、
三
密
門
と
い
う
整
理
を
明
示
し
て
い
る
。
竹
村
牧
男
「
空
海

の
『
大
日
経
』「
住
心
品
序
分
」
の
解
釈
に
つ
い
て
」（『
東
洋
学
研
究
』
60
、
二
〇
二
三
年
、
一
七
―
三
二
頁
）
は
空
海
が
大
日
経
（
序

分
）
を
ど
う
読
み
、
顕
密
差
異
（
説
法
主
体
・
教
相
）
へ
連
結
す
る
か
を
扱
っ
た
研
究
で
あ
る
。
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②
「
三
身
一
体
」
に
つ
い
て

「
三
身
」
と
「
一
体
」
の
関
係
は
し
ば
し
ば
「
三
身
同
一
身
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
三
身
を
機
能
・
位
相
に

応
じ
て
分
説
し
う
る
一
方
で
、
そ
の
体
性
に
お
い
て
は
互
い
に
離
れ
ず
、
究
極
的
に
は
三
身
が
不
異
で
あ
る
こ
と
を
示
す
概

念
で
あ
る
。

三
身
即
一
身
名
為
密56

（
日
訳
）

法
身
・
報
身
・
応
身
の
三
つ
が
一
体
で
あ
る
「
三
身
即
一
」
は
、
方
便
（
権
教
）
で
は
説
か
ず
、
隠
し
た
こ
と
を
表
す
密
教

の
教
え
で
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
尺
八
の
形
態
的
特
徴
（
三
つ
の
竹
節
）
が
、
密
教
の
「
三
身
一
体
」
思
想
と
結
び
付
け
て
解
釈
さ

れ
、
尺
八
の
様
式
そ
の
も
の
に
教
義
的
意
味
を
付
会
す
る
説
明
の
枠
組
み
が
成
立
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
当
該
文
献
は
、
器

物
の
形
状
を
教
理
の
表
象
と
し
て
再
符
号
化
す
る
こ
と
で
、
尺
八
を
単
な
る
楽
器
で
は
な
く
、
密
教
的
世
界
観
に
回
収
さ
れ

う
る
宗
教
的
記
号
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

56　

智
顗
撰
・
灌
頂
記
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
巻
第
九
（『
大
正
藏
』
第
三
十
四
冊
、129c15–18

）。
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３
．
本
ノ
切
口
ハ
胎
蔵
界
、 

上
ノ
切
ロ
ハ
金
剛
界

胎
蔵
界
と
金
剛
界
は
、
真
言
密
教
に
お
い
て
両
部
曼
荼
羅
が
示
す
二
つ
の
世
界
（
法
門
）
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
対
と
し
て

並
称
さ
れ
る
。
一
般
に
、
胎
蔵
界
は
『
大
日
経
』
の
体
系
に
、
金
剛
界
は
『
金
剛
頂
経
』
の
体
系
に
そ
れ
ぞ
れ
連
関
づ
け
ら

れ
、
両
者
の
相
補
的
関
係
を
通
じ
て
密
教
世
界
観
の
全
体
構
造
が
構
成
さ
れ
る
。

４
．
合
テ
七
百
餘
尊
ナ
リ

本
文
が
尺
八
の
上
下
両
端
を
そ
れ
ぞ
れ
胎
蔵
界
・
金
剛
界
に
配
当
す
る
こ
と
は
、
尺
八
と
い
う
器
物
を
そ
の
ま
ま
両

部
曼
荼
羅
の
宇
宙
論
的
枠
組
み
へ
包
摂
す
る
操
作
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
胎
蔵
界
／
金
剛
界
と
い
う
二
重
世
界

（「
理
（
慈
悲
）」
と
「
智
（
智
慧
）」
の
相
補
的
関
係
と
し
て
把
握
さ
れ
る
）
を
、
尺
八
の
形
態
要
素
に
貼
り
付
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
尺
八
を
単
な
る
楽
器
で
は
な
く
、
密
教
的
世
界
観
を
体
現
し
う
る
宗
教
的
記
号
と
し
て
再
定
位
し
て
い
る
の
で
あ

る
。ま

た
「
七
百
余
尊
」
と
い
う
言
い
回
し
は
、
中
世
〜
近
世
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
両
部
諸
尊
の
数
量
叙
述
と
整
合
的
で

あ
る
。
た
と
え
ば
『
太
平
記
』
に
は
、「
胎
蔵
界
七
百
余
尊
・
金
剛
界
五
百
余
尊
」
と
い
っ
た
形
で
、
両
部
の
諸
尊
数
を
具

体
的
に
数
示
す
る
表
現
が
見
え
、
当
該
史
料
に
お
け
る
「
七
百
余
尊
」
も
、
そ
う
し
た
通
念
的
な
数
量
イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま
え

て
構
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
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胎
蔵
界
七
百
余
尊
、
金
剛
界
五
百
余
尊
を
ば
、
入
道
太
政
大
臣
清
盛
公
、
手
ら
書
た
る
尊
容
也
。57

（
8
）
原
文
：
コ
モ
ト
云
フ
ソ
ノ
水
上
ヲ
タ
ツ
ヌ
ル
ニ
古
モ
ナ
ク
、
今
モ
ナ
シ
、
亦
云
、
三
界
ハ
無
法
、
見
モ
ノ
、
マ
、
ニ
、
柳
ハ

緑
、
花
ハ
紅
ト
モ
申
ナ
リ

（
現
代
語
訳
）

薦
（
こ
も
）
と
い
う
、
そ
の
源
を
尋
ね
て
み
る
と
、
昔
も
な
く
今
も
な
い
。
あ
る
い
は
三
界
無
法
と
言
う
。
見
よ
、
柳
は
緑

で
、
花
は
紅
で
あ
る
、
と
も
い
う
こ
と
だ
。

表
面
上
は
「
薦
」
の
来
処
を
問
う
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
実
、
源
を
尋
ね
来
処
を
追
究
す
る
問
い
そ
の
も
の

を
禅
的
な
「
不
可
得
」
の
宗
旨
へ
と
転
化
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
「
薦
」
の
起
源
を
問
い
詰

め
る
営
為
自
体
が
妄
求
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、
こ
れ
を
「
三
界
無
法
」
と
い
う
仏
教
的
立
場
に
よ
っ
て
裏
づ
け
た
う
え

で
、
最
終
的
に
は
「
柳
は
緑
、
花
は
紅
」
と
い
う
句
に
よ
っ
て
、
分
別
知
を
離
れ
た
当
下
の
如
実
へ
と
帰
着
さ
せ
る
の
で
あ

る
。「

柳
ハ
緑
、
花
ハ
紅
」
を
引
用
す
る
目
的
は
、「
薦
」
の
由
来
を
説
明
す
る
た
め
で
は
な
く
、
由
来
を
追
う
問
い
そ
の
も

の
を
そ
こ
で
断
ち
切
り
、
眼
前
の
事
実
へ
引
き
戻
す
た
め
に
引
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
三
界
無
法
／
不
可
得
」
の
立
場
を

「
当
下
」
と
し
て
示
し
、
薦
僧
の
起
源
問
題
に
関
す
る
追
究
を
意
図
的
に
回
避
し
よ
う
と
す
る
。

57　

長
谷
川
端
（
校
注
・
訳
）『
太
平
記
（
四
）
巻
第
三
十
一
〜
巻
第
四
十
』
新
編 
日
本
古
典
文
学
全
集
57
、
東
京
：
小
学
館
、
一
九
九
八

年
。
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１
．「
三
界
ハ
無
法
」

「
三
界
無
法
」
は
、
禅
宗
語
録
に
お
い
て
頻
出
す
る
定
型
句
の
一
つ
で
あ
る
。

例
え
ば
、

上
堂
云
：
三
界
無
法
！
霜
天
皎
月
，
何
處
求
心
？
山
高
水
深
，
四
大
本
空
。
不
辨
西
東
，
佛
依
何
住
？58

（
日
訳
）

上
堂
：
「
三
界
に
は
法
が
な
い
。
霜
の
降
り
る
澄
み
切
っ
た
天
空
に
皎
々
た
る
月
が
懸
か
る
と
き
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
心
を

求
め
る
と
い
う
の
か
。
山
は
高
く
水
は
深
い
が
、
地
・
水
・
火
・
風
の
四
大
は
本
来
空
で
あ
る
。
東
西
の
別
さ
え
立
て
が
た
い

な
ら
、
仏
は
い
ず
こ
に
依
り
住
む
と
い
う
の
か
。
」

欲
界
・
色
界
・
無
色
界
と
い
う
「
三
界
」
の
い
ず
れ
に
も
、
固
定
し
た
実
体
と
し
て
の
真
理
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う

仏
教
の
言
説
で
あ
る
。

58　

宋
・
紹
隆
等
編
『
圓
悟
佛
果
禪
師
語
録
』、『
大
正
蔵
』
第
四
十
七
冊
。
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２
．「
柳
ハ
緑
、
花
ハ
紅
」

「
柳
緑
花
紅
」
も
ま
た
、
禅
宗
語
録
に
お
い
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
比
喩
表
現
で
あ
り
、
そ
の
例
と
し
て
は
、『
天
聖

廣
燈
錄
』
巻
三
十
「
真
州
定
山
惟
素
山
主
章
」
に
、

問
：
如
何
是
一
味
法
界
？　

師
云
：
花
紅
柳
綠
。59

『
五
燈
會
元
』
巻
八
「
酒
仙
遇
賢
禪
師
章
」
に
も
確
認
さ
れ
る
。

秋
至
山
寒
水
冷
，
春
來
柳
綠
花
紅
。60

こ
こ
で
言
わ
れ
る
要
点
は
、「
道
」
を
体
得
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
と
さ
ら
に
近
き
を
捨
て
て
遠
き
を
求
め
る
必
要
は
な

く
、
む
し
ろ
日
常
の
営
み
そ
の
も
の
が
「
道
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
「
柳
緑
花
紅
」
は
、
単
に

春
の
景
物
が
美
し
い
と
い
う
比
喩
で
は
な
く
、「
道
」
を
外
に
探
し
に
行
く
の
で
は
な
く
、
い
ま
眼
前
の
景
と
、
そ
れ
を
受

け
取
る
自
己
の
「
見
聞
覺
知
」
そ
の
も
の
に
お
い
て
道
が
現
前
す
る
、
と
い
う
禅
的
転
回
を
端
的
に
示
す
表
現
で
あ
ろ
う
。

中
唐
の
馬
祖
道
一
を
中
心
と
す
る
洪
州
禅
で
は
、
覚
り
を
特
別
な
境
地
や
彼
方
の
真
理
と
し
て
措
定
せ
ず
、
む
し
ろ
日
常
の

感
覚
・
認
識
作
用
が
そ
の
ま
ま
本
性
の
発
現
で
あ
り
、
仏
性
の
作
用
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
提
示
し
た
。

59　
『
天
聖
廣
燈
錄
』
巻
三
十
（
卍
續
藏 X

78, N
o.1553, p.574a24

）。

60　

宋
・
普
済
撰
『
五
燈
会
元
』
前
田
慧
雲
・
中
野
達
慧
共
編
、
今
枝
愛
真
編
集
（
東
京
：
琳
琅
閣
書
店
、
一
九
七
一
年
）
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こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
道
元
禅
師
も
ま
た
相
応
の
論
述
を
示
し
て
い
る
。

恁
麼
な
ら
ば
、
山
河
を
み
る
は
仏
性
を
み
る
な
り
、
仏
性
を
み
る
は
驢
腮
馬
觜
を
み
る
な
り
。61

こ
こ
で
い
う
「
道
」
と
は
、
別
に
玄
妙
な
る
境
地
を
他
処
に
求
め
て
到
達
す
べ
き
対
象
な
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
眼
前

の
諸
相
（
山
河
大
地
・
驢
腮
馬
觜
）
と
い
っ
た
具
体
的
事
物
を
見
る
こ
と
に
現
成
し
て
い
る
。

（
9
）
原
文
：
コ
モ
ト
云
ソ
ノ
水
上
ノ
ナ
カ
リ
セ
ハ
、 

世
ニ
ヲ
チ
人
ノ
家
ハ
ナ
キ
モ
ノ
、 

サ
テ
亦
長
門
ニ
テ
赤
間
カ
關
、 

洛
陽
ニ
テ

相
坂
ノ 

關
、 

奥
州
ニ
テ
白
河
二
所
ノ
關
、 

三
關
今
役
ナ
ク
シ
テ
、 

天
地
同
根
、 

萬
物
一
體
、 

天
地
豊
繞
ノ
コ
モ
ニ
、 

關
モ
役
モ
ナ
シ

（
現
代
語
訳
）

「
コ
モ
」
と
い
う
も
の
の
根
源
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
世
に
落
ち
人
の
住
ま
う
家
は
成
立
し
え
な
い
。
さ
ら
に
、

長
門
に
お
け
る
赤
間
ヶ
関
、
洛
陽
に
お
け
る
逢
坂
関
、
奥
州
に
お
け
る
白
河
の
関
と
い
う
二
所
の
関
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
三
関

は
、
い
ま
や
役
目
を
失
い
、
天
地
同
根
・
万
物
一
体
の
理
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
天
地
を
豊
か
に
繞
る
コ
モ
の
も
と
に
は
、

関
も
役
に
立
た
な
い
と
さ
れ
る
。

61　

道
元
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
：
大
久
保
道
舟
編
『
道
元
禅
師
全
集
』
上
巻
（
東
京
：
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
）
一
六
―
一
七
頁
。
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１
．「
三
関
」
に
つ
い
て

赤
間
ヶ
関
は
古
称
の
一
つ
で
、
山
口
県
下
関
周
辺
（
関
門
海
峡
域
）
に
相
当
す
る
。
逢
坂
（
相
坂
）
関
は
、
京
都
と
近
江
を

結
ぶ
交
通
の
要
衝
に
設
け
ら
れ
た
関
隘
で
あ
り
、
古
代
に
お
け
る
畿
内
防
衛
の
中
核
的
関
所
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
ま
た
白
河
関
は
、
陸
奥
（
奥
州
）
方
面
へ
通
ず
る
要
路
を
押
さ
え
る
関
と
し
て
知
ら
れ
る
。62

当
該
箇
所
で
は
、「
長
門
の
赤
間
ヶ
関
」「
洛
陽63

の
逢
坂
関
」「
奥
州
の
白
河
（
の
二
所
の
関
）」
と
い
う
「
三
関
」
が
、
す

で
に
役
な
く
し
て
と
さ
れ
る
点
を
導
入
と
し
て
、「
コ
モ
」
な
る
も
の
（
な
い
し
そ
の
担
い
手
の
集
団
）
も
ま
た
関
も
役
な
し
と

語
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
軍
事
的
・
交
通
統
制
上
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
関
所
が
機
能
喪
失
に
至
っ
た
の
と
同
様

に
、
自
己
の
側
も
ま
た
既
存
の
秩
序
の
う
ち
で
定
め
ら
れ
た
役
用
を
失
っ
た
存
在
で
あ
る
。

「
ヲ
チ
人
」
は
古
表
記
の
「
オ
チ
人
」
に
相
当
し
、
通
常
は
漢
字
で
「
落
人
」
ま
た
は
「
落
ち
人
」
と
記
さ
れ
る
。
一
般

に
、
戦
に
敗
れ
て
人
目
を
避
け
つ
つ
逃
亡
し
、
潜
伏
す
る
者
を
指
す
語
で
あ
る
。64

（
10
）
原
文
：
コ
モ
ノ
棒
ニ
フ
シ
ン
カ
ソ
ロ
ソ
、 

ギ
、
ス
レ
ハ
白
雲
萬
里

（
現
代
語
訳
）

薦
僧
が
手
に
し
て
い
る
そ
の
棒
が
不
審
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
疑
問
を
持
っ
て
、
「
白
雲
万
里
」
を
離
れ
る
と
い
う
の
で
あ

62　

小
学
館
編
『
日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）』
改
訂
版
（
東
京
：
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）。

63　

小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』（
京
都
を
中
国
の
洛
陽
に
な
ぞ
ら
え
て
の
呼
称
）（
東
京
：
小
学
館
、

二
〇
〇
五
―
二
〇
〇
六
年
）。

64　

小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』（
東
京
：
小
学
館
、
二
〇
〇
五
―
二
〇
〇
六
年
）。
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る
。

こ
こ
で
い
う
「
棒
」
は
、
一
般
に
行
脚
者
が
携
行
す
る
拄
杖
と
理
解
し
う
る
。
こ
れ
は
前
段
に
お
け
る
「
天
蓋
」「
掛

絡
」「
乾
坤
の
袋
」「
定
袋
」
等
と
同
様
に
、
外
在
的
な
器
物
が
仏
教
的
法
義
の
象
徴
へ
と
読
み
替
え
ら
れ
る
連
鎖
の
一
環
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

「
白
雲
万
里
」
と
い
う
語
は
、
仏
法
の
真
諦
が
言
語
表
現
に
よ
っ
て
尽
く
し
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
積
極
的

に
説
明
さ
れ
る
べ
き
対
象
で
も
な
い
、
と
い
う
不
可
説
・
不
説
の
含
意
を
示
す
表
現
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

例
え
ば
、

師
云
：
若
論
第
一
義
，
西
天
二
十
八
祖
唐
土
六
祖
，
立
在
下
風
。
一
大
藏
教
白
雲
萬
里
。65

（
日
訳
）

師
曰
く
、
「
仏
法
の
究
極
を
論
じ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
西
天
二
十
八
祖
お
よ
び
中
土
六
祖
と
い
え
ど
も
知
ら
な
か
っ
た
。

ま
し
て
、
大
蔵
教
に
も
書
か
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
」 

本
史
料
は
問
答
体
を
枠
組
み
と
し
て
、「
不
審
」
と
し
て
提
示
さ
れ
る
薦
僧
の
装
束
・
携
行
具
・
行
動
を
、
回
答
側
が
逐

一
「
〜
と
も
申
な
り
」「
〜
の
義
な
り
」
と
正
名
し
、
仏
教
語
彙
に
よ
っ
て
象
徴
化
す
る
構
造
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、
薦
僧

65　
《
法
演
禪
師
語
錄
》
巻
一
『
大
正
蔵
』
第
四
七
冊
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の
外
形
と
実
践
を
、
密
教
（
五
大
・
両
界
・
三
身
等
）
と
禅
語
（
不
可
得
・
三
界
無
法
・
柳
緑
花
紅
等
）
の
双
方
を
交
差
さ
せ
て
再

解
釈
し
、
そ
の
世
俗
的
流
転
と
行
脚
を
、
宗
門
的
に
承
認
可
能
な
法
義
体
系
へ
転
写
す
る
点
に
、
本
史
料
の
核
心
的
機
能
が

認
め
ら
れ
る
。

と
り
わ
け
、
端
書
に
お
け
る
祖
師
・
寺
院
へ
の
接
続
（
法
燈
国
師
帰
朝
・
四
居
士
・
紀
伊
由
良
）
と
、
本
文
に
お
け
る
普
化
の

句
の
援
用
（
暗
頭
来
・
明
頭
来
）
は
、
周
縁
的
集
団
を
禅
門
の
系
譜
へ
接
合
す
る
「
前
提
設
定
」
と
し
て
働
く
。
他
方
、
笠
を

天
蓋
、
肩
掛
け
を
神
仏
具
、
背
負
い
具
を
天
地
・
五
大
、
尺
八
を
両
界
・
諸
尊
・
三
身
へ
と
配
当
す
る
叙
述
は
、
外
見
上
は

乞
食
・
放
浪
と
隣
接
し
う
る
実
態
を
、
宗
教
的
象
徴
へ
と
反
転
さ
せ
る
装
置
で
あ
る
。
以
上
に
よ
り
、
本
史
料
は
史
実
叙
述

と
い
う
よ
り
も
、
薦
僧
／
暮
露
の
存
在
を
宗
教
的
合
法
性
を
帯
び
た
自
己
説
明
に
組
み
替
え
る
規
範
的
言
説
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
。

（
11
）
原
文
：
薦
僧
開
山
普
化
和
尚
末
派
十
六
派
ア
リ
、
ワ
カ
サ
リ
門
派
、
筑
紫
ニ
イ
ヌ
ヤ
ロ
ウ
門
派
、
北
國
ノ
キ
ハ
門
派
、
中
國

ニ
ノ
キ
ハ
門
派
、 

伊
勢
ニ
サ
カ
ハ
ヤ
シ
門
派
、
五
畿
内
ヤ
ワ
タ
ノ
キ
ハ
門
派
、
武
蔵
ニ
カ
丶
リ
門
派
、
美
濃
ニ
若
衆
門
派
、
上
州

ニ
サ
ラ
ハ
門
派
、 

中
武
蔵
ニ
ヨ
リ
タ
ケ
門
派
、
下
總
ニ
キ
ン
ゼ
ン
門
派
、
下
野
ニ
コ
キ
ク
ハ
門
派
、
奥
州
ニ
タ
ン
シ
ャ
ク
ヨ
ロ
コ

ヒ
門
派
、
常
陸
ニ
ウ
メ
ジ
門
派
、
奥
州
ニ
タ
ン
シ
ヤ
ク
派
ヨ
、
北
國
ニ
カ
ン
タ
ン
キ
ノ
ハ
門
派
、
リ
ワ
カ
ル
派
ア
リ
、

普
化
宗
十
六
派
に
関
す
る
叙
述
と
し
て
は
、
本
史
料
が
現
段
階
で
最
も
早
い
記
録
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
本
史
料
に
よ

れ
ば
、
薦
僧
の
修
行
集
団
は
十
六
の
門
派
に
分
か
れ
、
い
ず
れ
も
普
化
和
尚
を
開
山
祖
師
と
し
て
奉
じ
る
点
が
明
示
さ
れ
て

い
る
。
分
布
に
関
し
て
は
、
四
国
を
除
く
全
国
各
地
に
門
派
の
所
在
が
掲
げ
ら
れ
、
と
り
わ
け
関
東
が
最
も
集
中
す
る
地
域

と
し
て
描
か
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
十
六
派
中
六
派
が
関
東
に
配
当
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
一
部
の
門
派
は
近
世
後
期
に
至
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る
ま
で
存
続
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

な
お
、
十
六
派
の
派
名
と
お
お
よ
そ
の
分
布
地
域
を
記
す
史
料
と
し
て
は
、『
一
閑
先
生
尺
八
筆
記
』
も
挙
げ
ら
れ
る
。

宮
地
一
閑
は
江
戸
時
代
中
期
の
尺
八
演
奏
者
で
あ
り
、
生
没
年
は
未
詳
で
あ
る
。
通
称
は
宇
右
衛
門
と
い
う
。
尺
八
三
大

流
派
の
一
つ
で
あ
る
琴
古
流
の
開
祖
黒
沢
琴
古
（
一
七
一
〇
―
一
七
七
一
）
の
門
弟
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
の
ち
に
独
立
し
て

「
一
閑
流
」
を
立
て
、
そ
の
祖
と
な
っ
た
。66

そ
の
記
載
に
よ
り
存
続
派
の
把
握
が
可
能
と
な
る
。
た
だ
し
、
抄
写
過
程
に
お
け
る
誤
写
・
誤
字
や
用
字
の
不
統
一
等

の
要
因
に
よ
り
、
両
史
料
が
列
挙
す
る
派
名
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
点
に
留
意
を
要
す
る
。

古
十
六
派
と
云
う
は

靳
詮　

即
ち
今
の
金
先
派
、
火
下　

今
の
活
惣
派
、

宗
和　

今
の
根
笹
派
、
根
笹
派
伝
統
の
書
に
は
司
祖
派
と
申
す
由
な
り
、

寄
竹　

梅
士　

小
菊　

夏
潭　

後
短
尺
派
と
号
し
今
不
智
派
と
云
う
、

右
七
派
相
続
す
。

芝
隣　

酒
林
と
も
、
義
文　

大
桜
と
も
、
隠
巴
、

司
祖　

雄
南　

野
ノ
派　

短
尺　

多
門
義
と
も
、

66　

上
田
正
昭
・
西
澤
潤
一
・
平
山
郁
夫
・
三
浦
朱
門
（
監
修
）『
日
本
人
名
大
辞
典
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
。
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兒
派　

野
木
、

右
九
派
断
絶
す
。67

両
史
料
の
派
名
は
、
表
記
体
系
が
異
な
る
（
A
＝
『
暮
露
虚
無
僧
本
則
』
＝
仮
名
中
心
、
B
＝
『
一
閑
先
生
尺
八
筆
記
』
＝
漢
字
中

心
）
た
め
、
対
応
関
係
は
音
韻
的
近
似
と
意
味
的
近
似
に
よ
っ
て
推
定
す
る
ほ
か
な
い
。
以
下
、
対
応
の
蓋
然
性
が
高
い
も

の
か
ら
挙
げ
る
。

１
．
対
応
が
高
確
度
の
も
の

1
）
キ
ン
ゼ
ン
門
派
（
A
） 

↕ 

靳
詮
（
B
）
＝
金
先
派

仮
名
「
キ
ン
ゼ
ン
」
と
漢
字
「
靳
詮
／
金
先
」
は
音
が
近
く
、
B
が
今
の
「
金
先
派
」
と
明
記
す
る
点
も
含
め
、
同
一

系
統
と
見
て
よ
い
。

2
）
ヨ
リ
タ
ケ
門
派
（
A
） 

↕ 

寄
竹
（
B
）

67　

写
本
『
一
閑
先
生
尺
八
筆
記
』
／
一
閑 

［
撰
］ 

;
山
本
万
年 

校
（
早
稲
田
大
学
蔵
書
）(adress: w

w
w
.w

ul.w
aseda.ac.jp/

kotenseki/htm
l/chi11/chi11_04064/index.htm

l)
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音
形
一
致
。

3
）
ウ
メ
ジ
門
派
（
A
） 

↕ 

梅
士
（
B
）

音
形
一
致
。

4
）
サ
カ
ハ
ヤ
シ
門
派
（
A
） 

↕ 

芝
隣
（
B
）
＝
酒
林

B
が
「
酒
林
と
も
」
と
異
称
を
明
示
し
て
お
り
、
A
の
「
サ
カ
ハ
ヤ
シ
」
と
一
致
す
る
。

5
）
タ
ン
シ
ャ
ク
…
（
A
の
二
項
） 
↕ 
短
尺
（
B
）

A
に
は
奥
州
で
「
タ
ン
シ
ャ
ク
」
系
が
二
重
に
現
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
短
尺
系
名
称
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
は
B
の

「
短
尺
」
と
対
応
す
る
。

以
上
、
年
代
を
異
に
す
る
二
つ
の
史
料
を
対
照
す
る
と
、『
暮
露
虚
無
僧
本
則
』
に
列
挙
さ
れ
た
普
化
宗
諸
派
は
、
そ
の

後
の
歴
史
的
推
移
の
な
か
で
一
部
が
消
滅
し
、
他
方
で
一
定
の
派
は
存
続
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
他
方
で
、
同
史
料
を

も
っ
て
直
ち
に
普
化
宗
の
実
体
的
成
立
を
断
定
す
る
こ
と
に
は
慎
重
さ
も
要
す
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
「
普
化
和
尚
」
を

開
山
と
す
る
門
派
秩
序
を
明
示
し
、
宗
門
的
自
己
規
定
（
由
緒
・
系
譜
・
分
派
枠
組
み
）
を
可
視
化
し
た
点
に
お
い
て
、『
暮
露

虚
無
僧
本
則
』
を
普
化
宗
の
成
立
と
そ
の
後
の
展
開
を
画
す
る
一
つ
の
画
期
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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（
四
）
結
語

本
稿
は
、
尺
八
托
鉢
者
集
団
が
い
か
な
る
契
機
と
制
度
的
条
件
の
も
と
で
「
普
化
宗
」
と
い
う
名
称
の
も
と
に
宗
教
団

体
と
し
て
自
己
規
定
を
確
立
し
え
た
の
か
、
と
い
う
問
い
を
起
点
に
、
実
態
を
う
か
が
い
う
る
史
料
と
し
て
「
高
野
山
文

書
」
所
収
の
「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
を
取
り
上
げ
、
逐
次
読
解
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
第
一
に
確
認
さ
れ
る
の
は
、
同
史

料
が
「
薦
僧
」
の
装
束
・
携
行
具
・
所
作
を
め
ぐ
る
問
答
体
を
骨
格
と
し
、
外
形
的
に
は
乞
食
・
放
浪
と
隣
接
し
う
る
実
態

を
、
密
教
語
彙
（
五
大
・
両
界
・
三
身
等
）
と
禅
語
（
不
可
得
・
三
界
無
法
・
柳
緑
花
紅
等
）
を
交
差
さ
せ
て
象
徴
化
し
、
宗
門
的

に
承
認
可
能
な
法
義
体
系
へ
と
転
写
す
る
「
自
己
説
明
／
規
範
化
」
の
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

第
二
に
、
端
書
が
法
燈
国
師
帰
朝
・
四
居
士
・
紀
伊
由
良
と
い
っ
た
要
素
に
よ
っ
て
周
縁
的
集
団
を
祖
師
・
寺
院
の
系

譜
へ
接
続
し
、
さ
ら
に
本
文
冒
頭
で
普
化
の
句
（
暗
頭
来
・
明
頭
来
）
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
薦
僧
の
由
緒
と
修
行
を
禅

門
内
部
の
言
説
へ
接
合
す
る
「
前
提
設
定
」
を
与
え
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
歴
史
的
事
実
の
叙
述
と
い
う

よ
り
も
、
当
該
集
団
が
外
部
（
寺
院
社
会
・
領
主
権
力
・
世
俗
社
会
）
に
対
し
て
自
己
の
宗
教
的
正
統
性
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の

語
り
口
と
記
号
体
系
が
編
成
さ
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
同
史
料
の
外
題
が
「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
で
あ
る
一
方
、
本
文
の
主
要
呼
称
が
「
薦
僧
」
で
「
虚
無
僧
」
語

が
見
え
な
い
と
い
う
呼
称
の
揺
れ
は
、
近
世
初
期
に
お
け
る
命
名
と
内
部
呼
称
の
位
相
差
を
示
唆
し
、
史
料
利
用
に
際
し
て

は
こ
の
層
位
を
峻
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
加
え
て
、
末
尾
の
「
十
六
派
」
列
挙
は
、
普
化
和
尚
を
開
山
と
す
る
末
派
の
存
在

を
明
示
し
、
の
ち
に
確
立
し
て
い
く
宗
門
的
枠
組
み
の
早
期
形
態
を
示
す
手
が
か
り
と
な
る
。

以
上
に
よ
り
、「
暮
露
虚
無
僧
本
則
」
は
、
普
化
宗
成
立
の
起
源
事
実
を
直
接
に
語
る
史
料
と
い
う
よ
り
、
薦
僧
／
暮
露
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の
実
践
を
、
仏
教
的
象
徴
と
祖
師
系
譜
へ
組
み
替
え
る
こ
と
で
宗
教
的
合
法
性
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
規
範
的
言
説
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
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史
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史
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。
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史
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岩
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句
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―
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燈
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。
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収
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／
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〇
二
四
年
。
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『
一
閑
先
生
尺
八
筆
記
』
一
閑
（
撰
）
／
山
本
万
年
（
校
）〔
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
〕。

【
研
究
文
献
】

井
出
幸
男
「
中
世
尺
八
追
考
―
―
伝
後
醍
醐
天
皇
御
賜
の
尺
八
を
中
心
に
―
―
」『
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
（
人
文
科
学

編
）』
41
、
一
九
九
二
年
。

保
坂
裕
興
「
十
七
世
紀
に
お
け
る
虚
無
僧
の
生
成
―
―
ぼ
ろ
ぼ
ろ
・
薦
僧
と
の
異
同
と
「
乞
う
」
行
為
の
あ
り
方
―
―
」

塚
田
孝
・
吉
田
伸
之
・
脇
田
修
（
編
）『
身
分
的
周
縁
』
京
都
：
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、
一
九
九
四
年
。

保
坂
裕
興
「
虚
無
僧
―
―
普
化
宗
は
ど
の
よ
う
に
解
体
し
た
か
―
―
」
高
埜
利
彦
（
編
）『
民
間
に
生
き
る
宗
教
者
』（
シ

リ
ー
ズ
近
世
の
身
分
的
周
縁
1
）
東
京
：
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
。

石
井
良
助
（
編
）『
江
戸
町
方
の
制
度
』
増
補
新
訂
、
東
京
：
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
五
年
。

岡
田
冨
士
雄
『
虚
無
僧
の
謎
―
―
吹
禅
の
心
』
秋
田
：
秋
田
文
化
出
版
、
二
〇
〇
一
年
。
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花
田
伸
久
「
虚
無
僧
の
天
蓋
」『
哲
學
年
報
』
55
、
九
州
大
学
文
学
部
、
一
九
九
六
年
。

花
田
伸
久
「
虚
無
僧
の
天
蓋
（
二
）」『
哲
學
年
報
』
56
、
九
州
大
学
文
学
部
、
一
九
九
七
年
。

泉
武
夫
『
竹
を
吹
く
人
々
―
―
描
か
れ
た
尺
八
奏
者
の
歴
史
と
系
譜
』
仙
台
：
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
三
月
。

高
桑
い
づ
み
・
野
川
美
穂
子
「
調
査
報
告
・
現
存
す
る
一
節
切
―
―
正
倉
院
と
虚
無
僧
尺
八
の
は
ざ
ま
で
―
―
」『
芸
能

の
科
学
』
33
、
二
〇
〇
六
年
。

衣
川
賢
次
『
臨
済
録
訳
注
』
東
京
：
大
法
輪
閣
、
二
〇
二
三
年
。

鈴
木
晋
雄
「
新
義
真
言
教
学
の
〈
強
み
〉
と
〈
弱
み
〉
―
―
「
新
義
教
学
vs
古
義
教
学
」
と
い
う
視
点
か
ら
―
―
」『
現

代
密
教
』
33
、
智
山
伝
法
院
、
二
〇
二
四
年
。

大
久
保
道
舟
編
『
道
元
禅
師
全
集
』
東
京
：
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
。

藤
井
淳
「《
顕
》
と
《
密
》」『
仏
教
文
化
研
究
論
集
』
8
、
二
〇
〇
四
年
。

竹
村
牧
男
「
空
海
の
『
大
日
経
』「
住
心
品
序
分
」
の
解
釈
に
つ
い
て
」『
東
洋
学
研
究
』
60
、
二
〇
二
三
年
。
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柳
田
聖
山
（
編
）『
臨
済
録
抄
書
集
成
』
上
冊
・
下
冊
（『
禅
学
叢
書
唐
代
資
料
編
』
一
〇
）
京
都
：
中
文
出
版
社
、
一
九
八
〇

年
。

【
辞
典
・
参
考
資
料
】

小
学
館
（
編
）『
日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）』
改
訂
版
（
全
二
十
五
巻
）
東
京
：
小
学
館
、
一
九
九
四
年
。

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
（
編
）『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
―
一
九
九
七
年
。

小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
（
編
）『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』
全
三
巻
、
東
京
：
小
学
館
、
二
〇
〇
五
―
二
〇
〇
六

年
。小

学
館
（
編
）『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』
小
学
館
。

ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
小
項
目
事
典
編
集
部
（
編
）『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典 

小
項
目
事
典
』
東
京
：
ブ

リ
タ
ニ
カ
・
ジ
ャ
パ
ン
。

小
山
靖
憲
「
高
野
山
文
書
」
平
凡
社
（
編
）『
改
訂
新
版 
世
界
大
百
科
事
典
』
東
京
：
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
。

「
三
十
二
番
職
人
歌
合
」
平
凡
社
（
編
）『
改
訂
新
版 

世
界
大
百
科
事
典
』
東
京
：
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
。

平
凡
社
（
編
）『
改
訂
新
版 

世
界
大
百
科
事
典
』
東
京
：
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
。

駒
沢
大
学
内
禅
学
大
辞
典
編
纂
所
（
編
）『
禪
學
大
辭
典
（
新
版
）』
東
京
：
大
修
館
書
店
、
一
九
八
五
年
。

中
村
元
（
編
）『
岩
波
仏
教
辞
典 

第
三
版
』
東
京
：
岩
波
書
店
、
二
〇
二
三
年
。
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中
村
元
『
広
説 

仏
教
語
大
辞
典
（
縮
刷
版
）』
東
京
：
東
京
書
籍
、
二
〇
一
〇
年
。

上
田
正
昭
・
西
澤
潤
一
・
平
山
郁
夫
・
三
浦
朱
門
（
監
修
）『
日
本
人
名
大
辞
典
』
東
京
：
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
。

【
電
子
資
料
】

CBET
A

（
中
華
電
子
佛
典
協
会
）『CBET

A

電
子
仏
典
集
成
』2025.R3

早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
所
収
『
一
閑
先
生
尺
八
筆
記
』）。

国
立
国
会
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
虚
無
僧
に
つ
い
て
知
り
た
い
。」（
近
畿
大
学
中
央
図
書
館
作
成
、

二
〇
一
四
年
）。
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『
祖
堂
集
』
卷
一一
譯
注
（
二
）「
保
福
和
尚
章
」（
下
）　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班

前
言

本
稿
は
『
祖
堂
集
』
卷
一
一
「
保
福
和
尚
章
」
全
五
四
則
の
後
半
二
十
四
則
（〔
三
一
〕
～
〔
五
四
〕）
の
譯
注
で
、
昨
年
公

表
し
た
「
保
福
和
尚
章
」
上
篇
（［
一
］
～
「
三
〇
」）
に
引
き
續
き
下
篇
と
し
て
本
紀
要
に
發
表
す
る
。
こ
の
下
篇
は
毎
偶
數

週
金
曜
日
の
定
例
研
究
會
に
お
い
て
二
〇
一
七
年
六
月
二
二
日
に
開
始
、
二
〇
一
八
年
四
月
二
七
日
に
「
保
福
和
尚
章
」
後

半
二
四
則
を
讀
了
し
た
。
會
讀
に
譯
注
資
料
を
提
出
し
て
討
論
を
擔
當
し
た
の
は
、
川
島
常
明
、
久
保
讓
、
鈴
木
洋
保
、
鈴

木
史
己
、
小
川
太
龍
、
呉
進
幹
（
戒
法
）
の
諸
氏
お
よ
び
西
口
芳
男
、
衣
川
賢
次
で
あ
る
。
本
稿
は
西
口
が
當
日
の
配
布
資

料
と
討
論
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
起
稿
し
た
も
の
を
衣
川
が
檢
討
を
加
え
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班
が
『
祖
堂
集
』
の
讀
解
を
通
し
て
、「
唐
末
五
代
轉
型
期
に
お
け
る
九
、十
世
紀
福
建

禪
宗
の
思
想
史
的
動
向
」
を
テ
ー
マ
に
、
ま
ず
卷
七
「
雪
峯
和
尚
章
」
の
會
讀
を
開
始
し
た
の
は
二
〇
〇
九
年
一
一
月
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
卷
一
〇
、一
一
、一
二
、一
三
に
列
す
る
雪
峯
門
下
の
弟
子
、
再
傳
の
弟
子
の
各
章
を
會
讀
し
、
二
〇
二
五

年
一
〇
月
に
終
了
し
た
。
卷
一
一
「
雲
門
和
尚
章
」
以
下
の
譯
注
は
今
後
整
理
起
稿
し
て
本
紀
要
に
發
表
し
、
い
づ
れ
こ
れ

ら
を
ま
と
め
て
出
版
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

『
祖
堂
集
』
の
燈
史
と
し
て
の
最
大
の
資
料
的
價
値
は
こ
の
部
分
に
存
す
る
。
す
な
わ
ち
『
祖
堂
集
』
の
傳
え
る
最
新
の
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消
息
が
こ
こ
に
敍
べ
ら
れ
て
い
る
。『
祖
堂
集
』
編
纂
の
場
と
な
っ
た
泉
州
招
慶
院
に
は
第
一
世
長
慶
慧
稜
（
先
招
慶
）
と
當

時
の
住
持
福
先
招
慶
省
僜
（
後
招
慶
）
の
師
保
福
從
展
に
か
か
わ
る
資
料
が
豐
富
に
蓄
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、
長
慶
慧
稜

は
保
福
從
展
と
廣
く
古
今
の
話
頭
（
禪
宗
故
事
）
を
討
論
し
た
と
言
わ
れ
、
二
人
の
章
（
卷
一
〇
「
長
慶
和
尚
章
」
と
卷
一
一
「
保

福
和
尚
章
」）
に
は
多
く
の
話
頭
を
擧
げ
て
議
論
應
酬
し
た
語
の
記
錄
が
特
色
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
話
頭
は

『
祖
堂
集
』
に
ほ
ぼ
收
錄
さ
れ
て
い
る
か
ら
、『
祖
堂
集
』
主
要
部
分
の
編
纂
（
原
一
卷
か
ら
原
十
卷
へ
の
増
廣
）
は
こ
の
二
人

の
語
錄
を
編
纂
す
る
こ
と
が
核
と
な
り
、
か
れ
ら
の
取
り
上
げ
た
話
頭
が
各
卷
に
配
せ
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
長
慶

和
尚
章
」
全
三
〇
則
の
う
ち
の
二
三
則
、「
保
福
和
尚
章
」
全
五
四
則
の
う
ち
の
三
七
則
は
本
書
獨
自
の
收
錄
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
則
の
精
密
な
讀
解
を
通
し
て
、
從
來
知
ら
れ
な
か
っ
た
唐
末
五
代
福
建
禪
宗
の
問
題
意
識
と
思
想
的
營
爲
が
明
ら
か

に
な
る
。

「
保
福
和
尚
章
」
五
四
則
の
中
心
的
課
題
は
「
宗
乘
」（
禪
宗
の
眞
理
、
す
な
わ
ち
禪
僧
の
自
己
本
分
事
の
究
明
［
己
事
究
明
］）
を

い
か
に
語
る
か
で
あ
っ
た
。「
語
る
」
に
は
言
葉
を
も
ち
い
る
し
か
な
い
が
、
眞
理
を
「
語
る
」
さ
い
の
言
葉
は
が
ん
ら

い
不
完
全
な
も
の
と
さ
れ
、「
道
い
得
た
」
と
思
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
患
謇
」（
ど
も
っ
た
言
表
、
正
常
な
言
葉
に
な
っ
て
い
な

い
）
の
結
果
と
な
り
、
ま
た
は
「
道
い
得
た
」
と
思
っ
た
言
葉
も
却
っ
て
人
を
縛
る
も
の
に
轉
化
す
る
（「
一
句
合
頭
語
，
萬

劫
繫
驢
橛
」）。
な
ら
ば
眞
理
を
傳
え
る
言
語
表
現
は
不
可
能
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
佛
性
は
「
人
人
具
有
，
箇
箇
圓

成
」
と
い
う
前
提
に
安
住
し
て
し
ま
っ
て
は
「
無
事
禪
」
に
墮
す
る
。「
良
久
す
る
」（
默
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
宗
乘
を
傳
え
得

た
）
と
い
う
苦
肉
の
策
も
、
雪
峯
の
弟
子
輩
か
ら
は
疑
惑
の
對
象
と
な
っ
た
。
こ
の
困
境
に
い
か
に
處
す
べ
き
か
？
こ
の
問

題
を
め
ぐ
っ
て
さ
か
ん
に
議
論
が
展
開
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
語
り
え
ぬ
も
の
を
語
る
」
と
い
う
問
題

で
あ
り
、
問
題
意
識
は
宋
代
以
後
へ
と
持
ち
越
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
現
代
に
お
い
て
も
哲
學
的
探
究
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、「
語
り
え
ぬ
も
の
」
と
は
一
般
の
言
語
問
題
な
の
で
は
な
く
、
じ
つ
は
禪
宗
史
に
お
い
て
は
藥
山
惟
儼
が
つ
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と
に
言
っ
た
、「
不
得
絶
却
言
語
。
我
今
説
這
箇
言
語
，
顯
無
語
底
。
他
那
箇
本
來
無
耳
目
等
貌
」（
言
葉
を
斷
ち
き
っ
て
は
な

ら
ぬ
。
わ
た
し
は
今
こ
う
い
う
言
葉
を
使
っ
て
〈
言
葉
な
き
も
の
〉
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
は
本
來
耳
目
の
相
貌
な
き
も
の
だ
か

ら
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
「
澧
州
藥
山
惟
儼
和
尚
上
堂
」）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
そ
れ
」
す
な
わ
ち
禪
宗
の
宗
乘
自
身
は
語

る
す
べ
を
持
た
ぬ
ゆ
え
に
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
「
語
っ
て
語
ら

ず
、
語
ら
ず
し
て
語
る
」
反
語
的
精
神
（
林
達
夫
）、
宋
代
禪
の
「
繞
路
説
禪
」（『
碧
巖
錄
』）、
の
ち
の
馮
友
蘭
の
い
う
「
負

底
方
法
」（
反
面
か
ら
の
提
示
）
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。『
祖
堂
集
』「
保
福
和
尚
章
」
に
お
い
て
一
〇
世
紀
福
建
で
さ
か
ん

に
議
論
さ
れ
た
の
は
こ
の
種
の
問
題
で
あ
っ
た
。
中
唐
馬
祖
禪
の
思
想
が
そ
の
後
唐
末
五
代
に
到
っ
て
深
刻
な
反
省
に
さ
ら

さ
れ
、「
無
事
禪
」
克
服
の
課
題
を
持
っ
て
宋
代
禪
に
つ
な
が
る
局
面
を
こ
こ
に
讀
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班　
　

西
口　

芳
男　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衣
川　

賢
次　

　

二
〇
二
六
年
三
月
二
〇
日
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［
凡
例
］

一
．
本
譯
注
は
禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
録
研
究
班
の
會
讀
成
果
で
あ
る
『
祖
堂
集
』
卷
一
一
「
保
福
和
尚
章
」
後
半
二
四
則

の
校
訂
本
文
、
訓
讀
文
、
日
本
語
譯
、
注
釋
か
ら
成
る
。

二
．
譯
注
の
底
本
は
禪
文
化
研
究
所
影
印
大
字
本
『
祖
堂
集
』（
基
本
典
籍
叢
刊
，
一
九
九
四
年
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
校
訂
排

印
し
た
中
華
書
局
版
『
祖
堂
集
』
上
册
（
孫
昌
武
、
衣
川
賢
次
、
西
口
芳
男
點
校
，
中
國
佛
教
典
籍
選
刊
，
二
〇
一
〇
年
，
第
二

次
印
刷
版
）
を
參
考
に
し
た
。

三
．
段
落
は
中
華
書
局
版
『
祖
堂
集
』
に
從
っ
て
分
段
し
、
各
則
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
。
本
文
の
文
字
の
異
同
は
中
華
書

局
版
に
校
記
が
あ
る
の
で
本
譯
注
に
は
あ
ら
た
め
て
加
え
ず
、
問
題
に
な
る
異
文
は
注
釋
中
に
論
ず
る
こ
と
に
し
た
。

四
．
注
釋
に
引
用
し
た
典
籍
は
、
基
本
的
に
上
掲
中
華
書
局
版
『
祖
堂
集
』
附
録
二
「
關
於
祖
堂
集
的
校
理
」
四
．「
祖
堂

集
校
勘
擧
例
」（
九
三
八
頁
）
に
列
す
る
版
本
を
も
ち
い
る
。『
祖
堂
集
』
に
は
中
華
書
局
版
の
則
番
號
を
附
し
、
檢
索

に
便
な
ら
し
め
た
。

　



177

『祖堂集』卷第一一譯注（二）「保福和尚章」（下）　（禪文化研究所唐代語錄研究班）

［
目
次
］　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
印
は
本
書
に
の
み
錄
す
る
章

保
福
和
尚
章
（
下
）

＊
〔
三
一
〕
一
闡
提
を
殺
せ
ば
、
無
量
の
福
を
得
ん

＊
〔
三
二
〕
一
百
个
の
話
を
道
得
す
る
よ
り
は
、
一
个
の
話
を
行
取
す
る
に
如
か
ず

＊
〔
三
三
〕
佛
の
一
言
で
五
百
菩
薩
に
害
心
が
生
じ
た

〔
三
四
〕
天
上
、
地
下
に
弥
勒
無
し

＊
〔
三
五
〕
應
眞
の
菩
薩
は
内
外
倶と

も

に
黃
金
色

＊
〔
三
六
〕
直た

と是
い
理
有
る
も
、
雪せ

っ

處し
ょ

無
し

＊
〔
三
七
〕
諸
法
に
座よ

ら
ず
し
て
、
還は

た
過と

が

無
き
を
得
ん
や
？

＊
〔
三
八
〕
諸
聖
に
見ま

み

え
ん
と
欲ほ

っ得
す
る
も
、
亦
た
此
の
門
よ
り
入
る

〔
三
九
〕
無
生
の
路
に
達
し
た
い
な
ら
、
本
源
を
識
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

＊
〔
四
〇
〕
若も是
し
善
知
識
な
ら
ば
、
一
物
に
も
亦
た
違
わ
ず

＊
〔
四
一
〕
亂
走
し
て
變
ぜ
し
や
？

＊
〔
四
二
〕
た
と
い
完
璧
に
言
え
て
も
、
ど
も
っ
た
も
の
で
し
か
な
い

＊
〔
四
三
〕
什い

ず

こ
摩
處
か
是
れ
某
甲
の
去と

こ
ろ處

な
ら
ざ
る
？

＊
〔
四
四
〕
不
問
不
答
の
時
は
如
何
？　
　

〔
四
五
〕
此
の
事じ

は
閃
電
、
石
火
、
火
焰
、
霹

び
ゃ
く

靂り
ゃ
くに

相
い
似
た
り

＊
〔
四
六
〕
文
殊
の
劍

＊
〔
四
七
〕
這し

ゃ

裏り

は
則
ち
易
く
、
那な

り裏
は
則
ち
難
し
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＊
〔
四
八
〕
柏
樹
子
と
言
わ
ず
に
ど
う
言
う
か
？

＊
〔
四
九
〕
先
聖
の
方
便
に
よ
っ
て
成
道
す
る

＊
〔
五
〇
〕
如
何
な
る
か
是
れ
活
人
劍
？　
　
　

＊
〔
五
一
〕
馬
祖
禪
の
定
型
の
問
い
を
ど
う
受
け
留
め
る
か
？

＊
〔
五
二
〕
師
子
は
ど
ん
な
獲
物
を
捉
え
る
に
も
全
力
を
盡
く
す
が
、
ど
ん
な
力
を
盡
く
す
の
か
？

＊
〔
五
三
〕
錢
を
失
い
罪
に
遭
え
り

＊
〔
五
四
〕
作い

か
な
る

摩
生
か
是
れ
如
の
義
？
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〔
三
一
〕
一
闡
提
を
殺
せ
ば
、
無
量
の
福
を
得
ん

因
擧
：
「
曹
山
三
種
闡
提
云
：
『
殺
盡
一
切
，
名
曰
闡
提
；
殺
一
闡
提
，
得
福
無
量
。』」
僧
問
：
「
只
如
一
闡
提
，
作

摩
生
殺
？
」
師
云
：
「
不
殺
。」
進
云
：
「
爲
什
摩
不
殺
？
」
師
云
：
「
若
殺
則
同
於
闡
提
。」

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、「
曹
山
の
三
種
の
闡
提
に
云
く
、『
一
切
を
殺
し
盡
く
す
を
、
名な

づ

け
て
闡
提
と
曰
う
。
一
闡
提
を
殺
せ
ば
、

福
を
得
る
こ
と
無
量
な
り
』
と
。」
僧
問
う
、「
只
だ
一
闡
提
の
如
き
は
，
作い

か

ん
摩
生
が
殺
さ
ん
？
」
師
云
く
、「
殺
さ
ず
。」
進

ん
で
云
く
、「
爲な

に
ゆ
え

什
摩
に
か
殺
さ
ざ
る
？
」
師
云
く
、「
若
し
殺
せ
ば
則
ち
闡
提
に
同
じ
か
ら
ん
。」

【
日
譯
】

師
は
〈
曹
山
の
三
種
の
闡
提
〉
の
話
を
取
り
あ
げ
た
。「
一
切
を
殺
し
つ
く
す
者
を
闡
提
と
言
う
が
、
一
闡
提
を
殺
せ

ば
、
無
量
の
福
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
。
僧
が
問
う
た
、「
一
闡
提
と
い
う
も
の
は
ど
の
よ
う
に
し
て
殺
す
の
で
し
ょ

う
か
？
」
師
、「
殺
さ
な
い
こ
と
だ
。」
僧
、「
ど
う
し
て
殺
さ
な
い
の
で
す
か
？
」
師
、「
殺
し
た
ら
、
闡
提
と
同
じ
に
な

る
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。

○
曹
山
三
種
闡
提
云
：
殺
盡
一
切
，
名
曰
闡
提
；
殺
一
闡
提
，
得
福
無
量　
「
曹
山
三
種
闡
提
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
曹
山

が
「
一
闡
提
を
殺
せ
ば
、
福
を
得
る
こ
と
無
量
」
と
言
っ
た
問
答
は
、
本
書
卷
八
「
曹
山
章
」
の
第
二
六
則
に
見
え
る
。

問
：
「
教
中
有
言
：
『
殺
一
闡
提
，
獲
福
無
量
。
』
如
何
是
闡
提
？
」
師
云
：
「
起
佛
見
、
法
見
者
。
」
云
：
「
如
何

是
殺
？
」
云
：
「
不
起
佛
見
、
法
見
是
殺
。
」

問
う
、
「
『
涅
槃
經
』
に
『
一
闡
提
を
殺
す
と
、
無
量
の
福
が
得
ら
れ
る
』
と
あ
り
ま
す
が
、
闡
提
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
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「
佛
見
、
法
見
を
起
こ
す
者
の
こ
と
だ
。
」
僧
、
「
で
は
闡
提
を
殺
す
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
佛
見
、
法
見
を
起

こ
さ
ぬ
こ
と
が
闡
提
を
殺
す
こ
と
だ
。
」

右
の
引
用
は
『
大
般
涅
槃
經
』（
南
本
）
卷
一
五
「
梵
行
品
之
二
」
の
一
節
の
取
意
で
あ
ろ
う
。

善
男
子
！
佛
及
菩
薩
知
殺
有
三
：
謂
下
中
上
。
下
者
蟻
子
乃
至
一
切
畜
生
，
唯
除
菩
薩
示
現
生
者
。
善
男
子
！
菩
薩

摩
訶
薩
，
以
願
因
緣
示
受
畜
生
，
是
名
下
殺
。
以
下
殺
因
緣
，
墮
於
地
獄
、
畜
生
、
餓
鬼
，
具
受
下
苦
。
何
以
故
？

是
諸
畜
生
有
微
善
根
，
是
故
殺
者
具
受
罪
報
，
是
名
下
殺
。
中
殺
者
，
從
凡
夫
人
至
阿
那
含
，
是
名
爲
中
。
以
是
業

因
，
墮
於
地
獄
、
畜
生
、
餓
鬼
，
具
受
中
苦
，
是
名
中
殺
。
上
殺
者
，
父
母
乃
至
阿
羅
漢
、
辟
支
佛
、
畢
定
菩
薩
，

是
名
爲
上
。
以
是
業
因
緣
故
，
墮
於
阿
鼻
大
地
獄
中
，
具
受
上
苦
，
是
名
上
殺
。
善
男
子
！
若
有
能
殺
一
闡
提
者
，

則
不
墮
此
三
種
殺
中
。
善
男
子
！
彼
諸
婆
羅
門
等
一
切
皆
是
一
闡
提
也
。
譬
如
掘
地
刈
草
斫
樹
，
斬
截
死
屍
，
罵
詈

鞭
撻
，
無
有
罪
報
。
殺
一
闡
提
，
亦
復
如
是
，
無
有
罪
報
。
何
以
故
？
諸
婆
羅
門
乃
至
無
有
信
等
五
法
，
是
故
雖
殺
，

不
墮
地
獄
。
（
大
正
藏
第
一
二
册
七
〇
二
下
。
北
本
同
）

良
家
の
子
よ
、
佛
・
菩
薩
に
は
上
中
下
の
三
種
の
殺
が
あ
る
の
を
知
り
な
さ
い
。
下
殺
と
は
蟻
よ
り
畜
生
の
生
存
の
殺
で
あ
る
が
、

菩
薩
の
誓
願
に
よ
っ
て
示
現
し
た
も
の
は
除
く
。
下
殺
の
因
緣
に
よ
っ
て
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
に
墮
ち
て
下
苦
を
受
け
る
の
は
、
ど

ん
な
畜
生
に
も
わ
ず
か
に
善
根
が
あ
っ
て
殺
せ
ば
罪
報
を
受
け
る
か
ら
で
、
こ
れ
が
下
殺
で
あ
る
。
中
殺
と
は
凡
夫
よ
り
阿
那
含
の

生
存
の
殺
で
、
こ
の
行
爲
の
因
に
よ
っ
て
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
に
墮
ち
て
中
苦
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。
上
殺
と
は
父
母
よ
り
阿
羅

漢
・
辟
支
佛
・
菩
薩
と
し
て
決
定
し
た
者
の
生
存
の
殺
で
、
こ
の
行
爲
の
因
緣
に
よ
っ
て
阿
鼻
大
地
獄
に
墮
ち
て
上
苦
を
受
け
る
こ

と
で
あ
る
。
良
家
の
子
よ
、
婆
羅
門
（
異
教
徒
）
な
る
一
闡
提
を
殺
す
の
は
以
上
の
三
種
の
殺
に
入
ら
な
い
。
た
と
え
ば
地
を
掘
り
、

草
を
刈
り
、
樹
木
を
切
り
、
死
骸
を
切
り
刻
み
、
罵
り
鞭
う
っ
て
も
罪
報
が
無
い
よ
う
に
、
一
闡
提
を
殺
し
て
も
罪
報
は
な
い
。
な

ぜ
か
と
い
え
ば
、
婆
羅
門
と
五
法
（
信
心
・
精
進
・
思
念
・
禪
定
・
智
慧
）
が
な
い
者
は
、
そ
れ
故
に
殺
し
て
も
地
獄
に
墮
ち
な
い
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の
で
あ
る
。

殺
生
に
よ
っ
て
罪
報
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
殺
す
對
象
を
上
中
下
三
種
に
分
類
し
、「
一
闡
提
を
殺
す
」
こ

と
は
こ
れ
に
屬
さ
ず
、
殺
生
し
て
も
地
獄
に
墮
ち
な
い
と
い
う
。
曹
山
章
の
「
殺
一
闡
提
，
獲
福
無
量
」
が
こ
の
一
段
の

取
意
（
概
括
）
だ
と
す
る
と
、
本
則
の
「
殺
盡
一
切
，
名
曰
闡
提
；
殺
一
闡
提
，
得
福
無
量
」
も
曹
山
に
よ
る
『
涅
槃
經
』

の
取
意
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
闡
提
はIcchantika

の
音
譯
語
、「
斷
善
根
」
の
義
と
い
う
。
本
則
で
は
「
殺
盡
一

切
，
名
曰
闡
提
」
が
加
わ
り
、
闡
提
を
皆
殺
し
の
極
惡
人
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、『
涅
槃
經
』
の
所

説
に
關
わ
る
問
答
で
、
殺
生
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
曹
山
章
の
問
答
で
「
殺
す
」
こ
と
を
「
佛
見
、
法
見

を
起
こ
さ
な
い
こ
と
」
と
精
神
的
解
釋
を
し
て
い
る
の
は
、
同
時
代
の
臨
濟
義
玄
が
示
衆
で
五
無
間
業
（
五
逆
罪
：
殺
父
、

害
母
、
出
佛
身
血
、
破
和
合
僧
、
焚
燒
經
像
）
を
「
父
と
は
無
明
、
母
と
は
貪
愛
」
な
ど
と
す
る
の
と
同
じ
で
、
臨
濟
の
場
合

は
『
楞
伽
經
』
の
所
説
の
禪
的
解
釋
で
あ
り
、
本
書
曹
山
章
は
『
涅
槃
經
』
の
所
説
の
禪
的
解
釋
で
あ
る
。

○
僧
問
：
只
如
一
闡
提
，
作
摩
生
殺
？
師
云
：
不
殺
。
進
云
：
爲
什
摩
不
殺
？
師
云
：
若
殺
則
同
於
闡
提
。　

曹
山
の
「
殺

盡
一
切
，
名
曰
闡
提
；
殺
一
闡
提
，
得
福
無
量
」
に
對
し
て
僧
が
「
一
闡
提
を
殺
す
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
問
う
た

が
、
曹
山
の
殺
と
は
「
不
起
佛
見
法
見
」
で
あ
り
、
譬
喩
と
し
て
の
架
空
の
殺
で
あ
る
。
し
か
し
保
福
は
「
一
闡
提
を
殺

す
」
こ
と
を
譬
喩
と
見
ず
、
却
っ
て
現
實
的
な
不
殺
生
を
主
張
し
て
い
る
の
は
、
當
時
の
閩
國
の
日
常
的
な
戰
爭
殺
戮
の

狀
況
を
見
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

〔
三
二
〕
一
百
个
の
話
を
道
得
す
る
よ
り
は
、
一
个
の
話
を
行
取
す
る
に
如
か
ず

因
擧
：
「
雲
居
示
徒
云
：
『
擧
得
一
百
个
話
，
不
如
揀
得
一
个
話
；
揀
得
一
百
个
話
，
不
如
道
取
一
个
話
；
道
得
一
百

个
話
，
不
如
行
取
一
个
話
。』」
時
有
僧
問
：
「
只
如
一
个
［
話
］，
作
摩
生
行
？
」
師
云
：
「
不
行
。」
進
云
：
「
爲
什
摩
不
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行
？
」
師
云
：
「
汝
須
禮
拜
。」

【
訓
讀
】

因
に
擧
す
、「
雲
居
、
徒
に
示
し
て
云
く
、『
一
百
个
の
話
を
擧
し
得
る
よ
り
は
、
一
个
の
話
を
揀え

ら

び
得
る
に
如し

か
ず
。

一
百
个
の
話
を
揀
び
得
る
よ
り
は
、
一
个
の
話
を
道
取
す
る
に
如
か
ず
。
一
百
个
の
話
を
道
得
す
る
よ
り
は
、
一
个
の
話
を

行
取
す
る
に
如
か
ず
。』」
時
に
僧
有
り
て
問
う
、「
只
だ
一
个
の
［
話
の
］
如
き
は
、
作い

か

ん
摩
生
が
行
ず
。」
師
云
く
、「
行
ぜ

ず
。」
進
ん
で
云
く
、「
爲な

に
ゆ
え

什
摩
に
か
行
ぜ
ざ
る
？
」
師
云
く
、「
汝
須
ら
く
禮
拜
す
べ
し
。」

【
日
譯
】

あ
る
日
、
次
の
話
頭
を
取
り
上
げ
た
。「
雲
居
和
尚
は
弟
子
た
ち
に
言
っ
た
、『
百
の
話
頭
を
取
り
上
げ
る
よ
り
は
、
一

つ
の
話
頭
を
選
び
と
る
ほ
う
が
よ
い
。
百
の
話
頭
を
選
び
と
る
よ
り
は
、
一
つ
の
話
頭
の
核
心
を
言
い
と
め
る
ほ
う
が
よ

い
。
百
の
話
頭
の
核
心
を
言
い
と
め
る
よ
り
は
、
一
つ
の
話
頭
を
行
ず
る
ほ
う
が
よ
い
』
と
。」
そ
の
と
き
、
僧
が
問
う
、

「
と
こ
ろ
で
一
つ
の
話
頭
を
ど
う
行
ず
る
の
で
す
か
。」
師
、「
行
じ
な
い
。」
僧
は
さ
ら
に
問
う
、「
ど
う
し
て
行
じ
な
い
の

で
す
か
。」
師
、「
君
は
禮
拜
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。

○
雲
居
示
徒
云
：
擧
得
一
百
个
話
，
不
如
揀
得
一
个
話
；
揀
得
一
百
个
話
，
不
如
道
取
一
个
話
；
道
得
一
百
个
話
，
不
如
行

取
一
个
話　

雲
居
は
洞
山
良
价
（
八
〇
七
～
八
六
九
）
に
嗣
法
し
た
道
膺
禪
師
（
？
～
九
〇
二
）。
そ
の
こ
と
（
自
己
本
分
）
に

つ
い
て
説
く
こ
と
と
行
ず
る
こ
と
で
は
、
行
ず
る
こ
と
の
ほ
う
が
大
事
で
あ
る
、
行
至
上
主
義
の
立
場
。
こ
の
雲
居
の
説

法
は
、
本
書
卷
一
七
「
大
慈
和
尚
章
」（
嗣
百
丈
懷
海
、
七
八
〇
～
八
六
二
）
第
三
則
の
話
頭
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
。

師
上
堂
云
：
「
説
取
一
丈
，
不
如
行
取
一
尺
；
説
取
一
尺
，
不
如
行
取
一
寸
。
説
取
那
行
處
，
行
取
那
説
處
。
」



183

『祖堂集』卷第一一譯注（二）「保福和尚章」（下）　（禪文化研究所唐代語錄研究班）

有
人
擧
似
洞
山
，
洞
山
便
歡
喜
云
：
「
大
慈
和
尚
爲
物
情
切
。
」
僧
便
問
：
「
彼
中
則
如
此
，
此
間
還
有
也
無
？
」

洞
山
云
：
「
有
。
」
僧
云
：
「
若
與
摩
，
則
便
請
。
」
洞
山
云
：
「
行
取
那
説
不
得
處
，
説
取
那
行
不
得
處
。
」
洞
山

又
云
：
「
離
此
二
途
作
摩
生
？
」
僧
對
云
：
「
離
此
二
途
，
請
師
不
問
。
」
洞
山
云
：
「
海
上
功
秀
又
作
摩
生
？
」

對
云
：
「
石
人
唱
歌
，
幻
人
撫
掌
。
」

有
人
擧
似
雲
居
，
雲
居
云
：
「
行
時
無
説
路
，
説
時
無
行
路
。
不
説
不
行
，
合
行
什
摩
路
？
」

有
人
擧
似
樂
浦
，
樂
浦
云
：
「
行
、
説
倶
到
，
本
事
無
；
行
、
説
倶
不
到
，
本
事
在
。
」
又
云
：
「
大
慈
和
尚
則
古
佛
，

洞
山
和
尚
則
細
罵
。
」
師
又
聞
擧
云
：
「
作
家
。
」　

大
慈
和
尚
、
上
堂
し
て
言
う
、
「
一
丈
ほ
ど
を
説
く
よ
り
は
、
一
尺
だ
け
で
も
行
ず
る
ほ
う
が
ま
し
だ
。
一
尺
ほ
ど
を
説
く
よ
り
は
、

一
寸
だ
け
で
も
行
ず
る
ほ
う
が
ま
し
だ
。
そ
の
行
ず
る
と
こ
ろ
を
説
き
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
を
行
ず
る
の
だ
（
行
と
説
は
調
和
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
。
」

あ
る
僧
が
洞
山
良
价
に
こ
の
こ
と
を
話
す
と
、
洞
山
は
大
い
に
賞
贊
し
て
言
う
、
「
こ
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
大
慈
和
尚
の
爲
人
だ
。
」

そ
こ
で
僧
が
問
う
、
「
む
こ
う
で
は
あ
の
よ
う
で
す
が
、
こ
こ
で
も
あ
の
よ
う
な
心
の
こ
も
っ
た
爲
人
は
あ
り
ま
す
か
？
」
洞

山
、
「
あ
る
。
」
僧
、
「
あ
る
な
ら
、
ど
う
か
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
洞
山
、
「
言
え
な
い
と
こ
ろ
を
行
じ
、
行
じ
ら
れ
ぬ
と
こ
ろ
を

説
く
の
だ
（
行
と
説
は
相
互
に
補
完
で
き
る
）
。
」
洞
山
は
さ
ら
に
言
う
、
「
行
と
説
の
二
つ
の
手
立
て
を
離
れ
る
と
ど
う
な
る
か
？
」
僧
、

「
二
つ
の
手
立
て
を
離
れ
て
は
、
ど
う
か
問
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（
な
ぜ
な
ら
行
ず
る
こ
と
も
説
く
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
す
か
ら
）
」
洞
山
、

「
蜃
氣
樓
（
幻
）
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
の
は
、
い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
か
？
」
僧
、
「
石
人
が
歌
い
、
幻
人
が
手
拍
子
打
つ
よ
う
な

も
の
で
す
（
人
間
の
常
識
で
は
と
ら
え
ら
れ
ぬ
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
こ
の
よ
う
に
表
現
し
た
）
。
」

あ
る
僧
が
こ
の
こ
と
を
雲
居
道
膺
に
話
す
と
、
雲
居
は
言
う
、
「
行
じ
て
い
る
時
に
は
説
く
手
立
て
が
な
く
、
説
い
て
い
る
時
に
は

行
ず
る
手
立
て
が
な
い
。
説
く
こ
と
も
行
ず
る
こ
と
も
な
い
な
ら
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
手
立
て
を
行
う
の
か
？
」
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あ
る
僧
が
こ
の
こ
と
を
樂
浦
元
安
（
八
三
四
～
八
九
八
）
に
話
す
と
、
樂
浦
は
言
う
、
「
行
も
説
も
と
も
に
で
き
れ
ば
、
大
慈
の
問
題

提
起
は
な
い
。
行
も
説
も
と
も
に
で
き
な
い
か
ら
、
大
慈
の
問
題
提
起
が
あ
る
の
だ
。
」
さ
ら
に
言
う
、
「
大
慈
和
尚
は
古
佛
だ
が
、

洞
山
和
尚
は
こ
ま
か
い
こ
と
言
う
や
つ
だ
。
」
師
は
重
ね
て
論
評
を
聞
い
て
言
う
、
「
作
家
だ
！
」

○
時
有
僧
問
：
只
如
一
个
［
話
］，
作
摩
生
行
？　
「
雲
居
和
尚
は
一

ひ
と
つ

个
の
話
を
行
取
す
る
に
如
か
ず
と
言
い
ま
し
た
が
、

一ひ
と
つ个

の
話
を
ど
う
行
ず
る
の
で
す
か
？
」

○
師
云
：
不
行　
「
ど
う
行
ず
る
か
と
問
う
よ
う
で
は
、
お
前
は
行
じ
て
お
ら
ぬ
」
と
い
う
僧
を
叱
る
意
と
、「
行
じ
な
い
と

い
う
行
じ
か
た
だ
」
と
い
う
意
を
含
み
も
っ
て
言
っ
た
も
の
。
後
の
意
の
「
不
行
」
に
つ
い
て
は
、
玄
沙
は
次
の
よ
う
に

説
い
て
い
る
。

大
道
虚
曠
，
常
隱
於
自
受
用
中
，
常
顯
於
自
受
用
中
。
絲
毫
不
有
，
絲
毫
不
無
。
應
古
應
今
，
全
生
全
不
生
，
全
滅

全
不
滅
。
還
且
作
麼
生
會
？
還
見
麼
？
自
還
是
生
，
自
還
是
不
生
，
自
還
是
滅
，
自
還
是
不
滅
。
且
作
何
理
論
，
作

何
領
覽
？
若
與
麼
見
，
與
麼
知
，
與
麼
説
，
與
麼
道
，
也
只
如
然
。
無
得
而
得
，
不
行
而
行
。
應
須
與
麼
始
得
。
（
『
玄

沙
廣
錄
』
卷
中
〔
二
三
〕
）

大
道
は
広
々
と
開
け
て
お
り
、
常
に
自
ら
享
受
し
て
い
る
な
か
に
、
表
に
現
れ
た
り
裏
に
隱
れ
た
り
し
て
い
る
。
ま
っ
た
く
有
る
の

で
も
な
い
し
、
ま
っ
た
く
無
い
の
で
も
な
い
。
今
も
昔
も
變
わ
る
こ
と
な
く
應
現
し
、
餘
さ
ず
生
じ
て
餘
さ
ず
生
ぜ
ず
、
餘
さ
ず

滅
し
て
餘
さ
ず
滅
せ
ず
。
さ
あ
ど
う
分
か
る
か
？ 
い
っ
た
い
見
え
る
か
？ 

も
と
も
と
生
で
あ
り
つ
つ
、
も
と
も
と
不
生
、
も
と
も

と
滅
で
あ
り
つ
つ
、
も
と
も
と
不
滅
。
さ
て
ど
の
よ
う
に
道
理
を
論
じ
、
ど
う
つ
か
み
取
る
か
？ 

こ
う
見
て
取
り
、
こ
う
分
か
り
、

こ
う
説
法
し
、
こ
う
語
っ
た
と
し
て
も
、
も
と
も
と
こ
う
で
あ
る
だ
け
の
こ
と
に
他
な
ら
ぬ
。
得
る
こ
と
な
く
し
て
得
、
行
ぜ
ず
し

て
行
ず
、
こ
の
よ
う
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。

玄
沙
の
説
明
で
は
、「
生
而
不
生
、
滅
而
不
滅
」
な
る
そ
れ
を
自
受
用
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
さ
ら
に
そ
れ
を
得
た
り
行
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じ
た
り
で
き
な
い
こ
と
が
「
無
得
而
得
，
不
行
而
行
」
で
あ
ろ
う
。
ま
た
菩
提
達
磨
『
安
心
法
門
』
に
は
、「
不
見
一
物
，

名
爲
見
道
；
不
行
一
物
，
名
爲
行
道
。（
何
も
見
な
い
の
が
道
を
見
る
こ
と
で
あ
り
、
何
も
行
じ
な
い
の
が
道
を
行
ず
る
こ
と
）」

（『
宗
鏡
錄
』
卷
九
七
、『
少
室
六
門
』
な
ど
）
と
あ
る
。『
思
益
梵
天
所
問
經
』
卷
二
「
問
談
品
」
に
は
、
網
明
菩
薩
の
「
菩
薩

の
是か

く

の
如
く
六
波
羅
蜜
を
行
ず
る
は
、
何
の
處
に
於
い
て
六
波
羅
蜜
を
行
ず
る
や
？
」
と
い
う
問
に
、
梵
天
は
「
行
ず
る

處
無
き
な
り
、
所ゆ

え

ん
以
者
は
何い

か

ん
？
凡
そ
行
ず
る
所
有
る
は
皆
な
是
れ
行
ぜ
ず
、
若
し
行
ぜ
ば
即
ち
行
ぜ
ず
、
若
し
行
ぜ
ざ

れ
ば
即
ち
是
れ
行
な
り
」（
大
正
藏
第
一
五
册
四
五
下
）
と
答
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
功
利
的
・
有
目
的
的
な
行
は
本
來
の
行

で
は
な
い
。

○
進
云
：
爲
什
摩
不
行
？
師
云
：
汝
須
禮
拜　

君
は
言
葉
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
禮
拜
す
る
の
で
な
く
て
は
な
ら

ぬ
。「
不
行
」
の
説
明
を
求
め
る
僧
に
、
説
か
ず
に
行
ず
る
こ
と
を
求
め
た
。
行
ず
る
と
こ
ろ
に
自
己
本
分
が
具
現
し
て

い
る
と
分
か
れ
ば
、
そ
の
行
は
求
め
る
行
で
は
な
く
な
り
、
行
ず
る
こ
と
な
き
（
求
め
る
こ
と
な
き
）
行
と
な
る
。

〔
三
三
〕
佛
の
一
言
で
五
百
菩
薩
に
害
心
が
生
じ
た

因
擧
：
「
曹
山
云
：
『
佛
既
説
一
言
，
五
百
害
心
生
。』
如
何
是
此
言
？
」
師
云
：
「
冷
侵
侵
地
。」
進
曰
：
「
既
有
此

言
，
爲
什
摩
却
返
怨
？
」
師
云
：
「
汝
喚
什
摩
作
返
怨
？
」
對
云
：
「
唯
不
喜
見
父
面
。」
時
有
學
人
問
：
「
父
有
什
摩

過
？
」
師
云
：
「
父
無
過
。」
云
：
「
既
無
過
，
爲
什
摩
不
喜
見
？
」
師
云
：
「
只
爲
無
過
，
所
以
不
喜
見
。」

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、「
曹
山
云
く
、『
佛
既
に
一
言
を
説
き
、
五
百
に
害
心
生
ず
』
と
。
如
何
な
る
か
是
れ
此
の
言
？
」
師
云

く
、「
冷れ

い
し
ん
し
ん

侵
侵
地ち

。」
進
ん
で
曰
く
、「
既
に
此
の
言
有
る
に
、
爲な

に
ゆ
え

什
摩
に
か
却
っ
て
返
怨
す
る
？
」
師
云
く
、「
汝
は
什な

に摩
を

喚
ん
で
か
返
怨
と
作
す
？
」
對こ

た

え
て
云
く
、「
唯
だ
父
の
面か

お

を
見
る
を
喜
ば
ず
。」
時
に
學
人
有
り
て
問
う
、「
父
に
什な

ん摩
の
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過と
が

か
有
る
？
」
師
云
く
、「
父
に
過と

が

無
し
。」
云
く
、「
既
に
過と

が

無
き
に
、
爲な

に
ゆ
え

什
摩
に
か
見
る
を
喜
ば
ざ
る
？
」
師
云
く
、「
只

だ
過と

が

無
き
が
爲
に
、
所ゆ

え以
に
見
る
を
喜
ば
ず
。」

【
日
譯
】

あ
る
日
、
僧
が
次
の
話
を
取
り
上
げ
た
、「
曹
山
和
尚
は
『
佛
が
一ひ

と
こ
と言

言
っ
た
た
め
に
、
五
百
の
菩
薩
に
害
心
が
生
じ

た
』
と
言
い
ま
し
た
。
佛
の
そ
の
一
言
と
は
何
な
の
で
す
か
？
」
師
、「
ぞ
く
っ
と
し
た
。」
僧
が
言
う
、「
佛
に
一
言
が

あ
っ
た
の
に
、
逆
に
ど
う
し
て
逆
恨
み
し
た
の
で
す
か
？
」
師
、「
き
み
は
何
を
逆
恨
み
だ
と
い
う
の
か
？
」
答
え
て
言
う
、

「
父
親
の
顔
な
ど
見
た
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。」
そ
の
時
、
別
の
僧
が
問
う
、「
父
親
に
ど
ん
な
咎
が
あ
る
の
で
す
か
？
」
師
、

「
咎
が
無
い
か
ら
、
見
た
く
な
い
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
に
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。

○
佛
既
説
一
言
，
五
百
害
心
生　
「
佛
の
一
言
に
よ
っ
て
五
百
人
の
菩
薩
に
佛
を
害
す
る
心
が
生
じ
た
」
と
曹
山
は
言
う
が
、

恐
ら
く
は
『
大
寶
積
經
』
卷
一
○
五
〈
善
住
意
天
子
会
〉（
ま
た
そ
の
異
譯
で
あ
る
『
聖
善
住
意
天
子
所
問
經
』
卷
下
）
に
見
え

る
話
を
踏
ま
え
て
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
湛
然
述
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』
卷
第
四
之
四
に
引
か
れ
る
も
の
に
よ
っ
て
見

れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。　

《
寶
積
經
》
中
有
菩
薩
得
宿
命
智
，
知
億
多
劫
所
作
重
罪
，
以
憂
悔
故
不
證
無
生
。
時
文
殊
師
利
知
其
念
已
，
於
大
衆

中
把
刀
害
佛
。
佛
言
：
「
若
欲
害
我
，
爲
善
害
我
。
」
文
殊
白
佛
：
「
云
何
名
爲
〈
若
欲
害
我
，
爲
善
害
我
〉
？
」
佛

因
廣
說
「
一
切
諸
法
，
皆
如
幻
化
」
：
「
若
能
如
是
，
是
善
害
我
。
」
菩
薩
由
是
照
知
宿
罪
皆
如
幻
化
，
得
無
生
忍
。
（
大

正
藏
卷
四
六
・
二
七
一
下
、
『
祖
庭
事
苑
』
卷
六
「
文
殊
仗
劒
」
條
は
こ
れ
に
依
る
）

《
寶
積
經
》
に
説
か
れ
て
い
る
。
宿
命
智
を
得
た
五
百
人
の
菩
薩
は
億
劫
も
の
過
去
世
に
犯
し
た
重
罪
を
知
り
、
苦
し
み
惱
み
、
無



187

『祖堂集』卷第一一譯注（二）「保福和尚章」（下）　（禪文化研究所唐代語錄研究班）

生
法
忍
を
悟
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
文
殊
師
利
は
そ
の
惱
み
を
知
り
、
刀
を
取
っ
て
大
衆
の
な
か
よ
り
出
て
、
佛
を

殺
害
し
よ
う
と
し
た
。
佛
は
言
う
、
「
も
し
我
を
害
そ
う
と
す
る
な
ら
、
よ
く
我
を
害
せ
よ
。
」
文
殊
、
「
い
か
な
る
こ
と
を
〈
我
を

害
そ
う
と
す
る
な
ら
、
よ
く
我
を
害
せ
よ
〉
と
言
う
の
で
す
か
？
」
佛
は
「
す
べ
て
の
存
在
は
幻
化
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
こ
と

を
詳
し
く
説
い
て
言
う
、
「
も
し
こ
の
よ
う
に
で
き
れ
ば
、
我
を
よ
く
害
す
る
こ
と
だ
。
」
五
百
人
の
菩
薩
は
こ
れ
に
よ
り
宿
世
の
重

罪
も
幻
化
で
あ
る
こ
と
を
明
察
し
、
無
生
法
忍
を
悟
っ
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
佛
は
五
百
菩
薩
に
直
接
に
一
言
を
言
っ
た
の
で
は
な
い
が
、
文
殊
が
刀
で
佛
を
害
そ
う
と
し
た
と
き
に

そ
の
一
言
を
明
察
し
た
の
で
あ
る
。「
一
切
諸
法
，
皆
如
幻
化
」
を
知
る
こ
と
が
、
佛
を
害
す
こ
と
で
あ
る
と
は
、
佛
も

幻
化
で
あ
り
、
究
極
絶
對
と
見
な
い
立
場
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
若
欲
害
我
，
爲
善
害
我
」
の
と
こ
ろ
は
『
大
寶

積
經
』
卷
一
○
五
〈
善
住
意
天
子
会
〉
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

汝
住
汝
住
，
不
應
造
逆
，
勿
得
害
我
。
我
必
被
害
，
爲
善
被
害
。
何
以
故
？
文
殊
師
利
！
從
本
已
來
無
我
無
人
無
有

丈
夫
，
但
是
內
心
見
有
我
、
人
，
內
心
起
時
，
彼
已
害
我
。
即
名
爲
害
。
（
大
正
藏
卷
一
一
・
五
九
〇
中
）

文
殊
よ
と
ど
ま
れ
。
逆
罪
を
犯
し
、
わ
た
し
を
害
し
て
は
な
ら
ぬ
。
わ
た
し
を
害
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
よ
く
害
す
る
よ
う
に
せ
よ
。

な
ぜ
な
ら
、
文
殊
よ
！
も
と
も
と

我
ア
ー
ト
マ
ンも

個
人
存
在
も
男
も
な
い
の
に
、
心
に

我
ア
ー
ト
マ
ンや

個
人
存
在
の
思
い
が
あ
り
、
そ
う
い
う
心
が
生

じ
た
と
き
、
そ
の
人
は
も
は
や
わ
た
し
を
害
し
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
が
わ
た
し
を
害
す
る
と
言
う
こ
と
だ
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
我
・
人
・
丈
夫
の
觀
念
を
心
に
起
こ
す
こ
と
が
、「
佛
を
よ
く
害
す
る
こ
と
」
で
あ
る
か
ら
、「
佛
を
よ

く
害
す
る
こ
と
」
と
は
、
佛
の
教
え
に
悖
る
心
が
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
以
下
の
問
答
と
か
み
合
わ
な
い
。

曹
山
の
言
葉
の
典
據
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
湛
然
が
『
寶
積
經
』
を
要
約
し
た
右
の
文
が
そ
れ
に
近
い
。

佛
の
一
言
が
「
一
切
諸
法
，
皆
如
幻
化
」
な
ら
ば
、
佛
の
最
も
基
本
の
教
え
で
あ
り
、
僧
な
ら
誰
も
が
知
悉
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
一
言
に
「
冷
侵
侵
地
」
す
る
こ
と
は
な
い
。
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○
師
云
：
冷
侵
侵
地　

保
福
は
一
言
を
示
さ
ず
、「
身
震
い
が
し
た
」
と
五
百
菩
薩
が
一
言
を
聞
い
て
害
心
を
起
こ
し
た
こ

と
に
對
す
る
驚
き
の
感
想
で
答
え
た
。『
禪
語
辭
典
』
は
こ
の
則
を
引
き
、「
ぞ
く
ぞ
く
。
總
毛
立
つ
よ
う
な
寒
さ
、
あ
る

い
は
恐
れ
を
表
す
副
詞
」
と
す
る
。
丈
雪
通
醉
（
一
六
一
〇
～
一
六
九
五
）『
昭
覺
丈
雪
醉
禪
師
語
錄
』
卷
一
「
住
遵
義
府
禹

門
禪
院
」
に
次
の
用
例
が
あ
る
。

復
擧
：
「
黃
檗
云
：
〈
預
前
若
打
不
徹
，
臘
月
三
十
日
到
來
，
管
取
熱
亂
在
。
〉
大
衆
，
今
正
三
十
日
，
一
衆
冷
侵
侵
，

不
見
有
一
箇
半
箇
熱
亂
者
。
且
誰
是
徹
底
，
誰
是
未
徹
底
？
」
以
杖
指
東
云
：
「
已
徹
底
向
者
邊
著
。
」
指
西
云
：
「
未

徹
底
向
者
邊
著
。
」
復
云
：
「
明
日
宜
早
起
。
」

「
黃
檗
和
尚
は
〈
事
前
に
大
悟
徹
底
で
き
て
い
な
い
な
ら
、
人
生
の
臘
月
三
十
日
に
な
っ
た
と
き
取
り
亂
す
の
は
間
違
い
な
い
〉
と

言
っ
た
が
、
諸
君
、
今
日
は
ま
さ
に
そ
の
臘
月
三
十
日
、
一
山
の
大
衆
は
身
震
い
し
て
い
る
が
、
徹
底
し
た
者
が
取
り
亂
す
こ
と
は

な
い
。
さ
て
誰
が
徹
底
し
て
い
る
の
か
、
誰
が
徹
底
し
て
い
な
い
の
か
？
」
拄
杖
で
東
を
指
し
て
言
っ
た
、
「
す
で
に
徹
底
し
た
者

は
こ
ち
ら
へ
行
け
。
」
西
を
指
し
て
言
っ
た
、
「
ま
だ
徹
底
し
て
い
な
い
者
は
こ
ち
ら
へ
行
け
。
」
ま
た
言
っ
た
、
「
明
日
元
日
は
早
く

起
き
る
が
よ
い
。
」

○
進
曰
：
既
有
此
言
，
爲
什
摩
却
返
怨
？
師
云
：
汝
喚
什
摩
作
返
怨
？
對
云
：
唯
不
喜
見
父
面　
「
返
怨
」
は
他
に
用
例
を

見
な
い
。『
禪
語
辭
典
』
は
こ
の
則
を
引
き
、「
さ
か
う
ら
み
す
る
こ
と
」（
三
八
五
頁
）
と
す
る
。
保
福
が
「
一
言
」
を
答

え
な
い
の
で
、
僧
は
そ
の
「
一
言
」
に
な
ぜ
「
返
怨
」、
す
な
わ
ち
「
害
心
が
生
じ
た
」
の
か
と
訊
く
と
、
保
福
は
「
返

怨
」
の
意
を
質
す
。
僧
が
「
父
親
（
佛
）
の
顔
な
ど
見
た
く
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
の
は
、
價
値
意
識
や
聖
量
の
思
い

を
離
れ
る
こ
と
で
あ
り
、「
害
心
」
を
正
し
く
言
い
留
め
て
い
る
。
丹
霞
天
然
に
「
佛
之
一
字
，
永
不
喜
聞
」
の
語
が
あ

る
。師

上
堂
曰
：
「
阿
你
渾
家
，
切
須
保
護
一
靈
之
物
，
不
是
你
造
作
名
邈
得
，
更
説
什
麼
薦
與
不
薦
？
吾
往
日
見
石
頭
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和
尚
，
亦
只
教
切
須
自
保
護
。
此
事
不
是
你
譚
話
得
。
阿
你
渾
家
，
各
有
一
坐
具
地
，
更
疑
什
麼
？
禪
可
是
你
解
底

物
？
豈
有
佛
可
成
。
佛
之
一
字
，
永
不
喜
聞
。
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
四
「
丹
霞
天
然
禪
師
章
」
）

上
堂
し
て
言
う
、
「
み
な
さ
ん
、
靈
妙
な
る
眞
性
を
大
切
に
し
な
さ
い
。
そ
れ
は
人
爲
的
な
も
の
で
も
、
名
付
け
て
形
象
化
で
き
る

も
の
で
も
な
く
、
會
得
す
る
し
な
い
の
問
題
で
も
な
い
の
で
す
。
昔
わ
た
し
が
石
頭
和
尚
に
參
見
し
た
と
き
も
、
自
ら
の
眞
性
を
大

切
に
し
な
さ
い
と
教
え
ら
れ
た
だ
け
で
し
た
。
こ
の
一
大
事
は
み
な
さ
ん
が
話
せ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
み
な
さ
ん
誰
に
で
も

存
在
根
據
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
禪
は
人
が
理
解
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
成
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
佛
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
佛
と
い
う
言
葉
は
未
來
永
劫
に
聞
き
た
く
な
い
の
で
す
。
」

み
ず
か
ら
に
具
わ
る
「
一
靈
之
物
」（
佛
性
）
を
大
切
に
す
れ
ば
よ
く
、
成
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
佛
な
ど
な
い
と
言
っ
て
い
る
よ

う
に
、
外
に
希
求
す
べ
き
佛
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
却
っ
て
佛
と
い
う
言
葉
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
に
希

求
す
べ
き
對
象
と
し
て
價
値
化
す
る
こ
と
を
警
戒
し
て
「
佛
之
一
字
，
永
不
喜
聞
」
と
丹
霞
は
言
っ
た
の
で
あ
る
。『
祖

堂
集
』
卷
一
八
「
趙
州
和
尚
章
」
に
も
、「
師
有
時
云
：
佛
之
一
字
，
永
不
喜
聞
」
と
あ
る
。

○
時
有
學
人
問
：
父
有
什
摩
過
？
師
云
：
父
無
過
。
云
：
既
無
過
，
爲
什
摩
不
喜
見
？
師
云
：
只
爲
無
過
，
所
以
不
喜
見　

「
唯
不
喜
見
父
面
」
に
疑
念
を
抱
い
た
別
の
僧
が
「
父
（
佛
）
に
ど
ん
な
過
ち
が
あ
っ
て
顔
を
見
た
く
な
い
の
か
？
」
と

問
う
と
、
保
福
は
「
過
ち
は
な
い
が
、
過
ち
の
な
い
聖
な
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
顔
も
見
た
く
な
い
」
と
答
え
る
。
見
れ
ば

そ
れ
に
著
す
る
か
ら
で
あ
る
。

〔
三
四
〕
天
上
、
地
下
に
弥
勒
無
し

因
擧
：
「
南
泉
問
座
主
：
『
講
什
摩
經
？
』
座
主
云
：
『
講
《
上
生
經
》。』
南
泉
云
：
『
弥
勒
在
什
摩
處
？
』
對
云
：

『
在
兜
率
陁
天
。』
南
泉
叱
云
：
『
天
上
無
弥
勒
！
』
後
僧
擧
似
洞
山
，
洞
山
叱
：
『
地
下
無
弥
勒
！
』」
有
人
問
師
：
「
弥
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勒
在
什
摩
處
？
」
師
乃
叱
之
。

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、「
南
泉 

座
主
に
問
う
、『
什な

ん摩
の
經
を
か
講
ず
る
？
』
座
主
云
く
、『《
上
生
經
》
を
講
ず
。』
南
泉
云
く
、

『
弥
勒
は
什い

ず

こ
摩
處
に
か
在
る
？
』
對
え
て
云
く
、『
兜と

率そ
つ

陁だ

天て
ん

に
在
り
。』
南
泉
叱
し
て
云
く
、『
天
上
に
弥
勒
無
し
！
』
後

に
僧 
洞
山
に
擧
似
す
る
に
、
洞
山
叱
す
ら
く
、『
地
下
に
弥
勒
無
し
！
』」
有
る
人
師
に
問
う
、「
弥
勒
は
什
摩
處
に
か
在

る
？
」
師
乃
ち
之
に
叱
す
。

【
日
譯
】

あ
る
と
き
次
の
話
頭
を
取
り
あ
げ
た
、「
南
泉
が
座
主
に
た
ず
ね
る
、『
ど
ん
な
經
典
を
講
義
し
て
い
る
の
か
？
』
座
主
、

『《
上
生
經
》
を
講
義
し
て
お
り
ま
す
。』
南
泉
、『
弥
勒
菩
薩
は
ど
こ
に
い
る
の
か
？
』
答
え
て
言
う
、『
兜
率
天
に
お
り
ま

す
。』
南
泉
が
舌
打
ち
し
て
言
う
、『
天
上
に
弥
勒
菩
薩
は
お
ら
ぬ
！
』
後
に
僧
が
洞
山
に
こ
の
こ
と
を
話
し
た
。
洞
山
が
舌

打
ち
し
て
言
う
、『
地
上
に
弥
勒
菩
薩
は
お
ら
ぬ
！
』」
あ
る
人
が
師
に
た
ず
ね
た
、「
弥
勒
菩
薩
は
ど
こ
に
い
ま
す
か
？
」

師
は
そ
こ
で
舌
打
ち
し
た
。

【
注
釋
】

○
本
話
の
異
傳
が
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
七
「
雲
居
道
膺
章
」、『
宗
門
統
要
集
』
卷
三
「
南
泉
章
」、『
正
法
眼
藏
』
卷
中

第
六
〇
則
、『
隆
興
佛
教
編
年
通
論
』
卷
二
八
、『
聯
燈
會
要
』
卷
四
「
南
泉
章
」、『
禪
門
拈
頌
集
』
巻
一
七
「
洞
山
章
」、

『
永
平
廣
錄
』
卷
一
、『
五
燈
會
元
』
卷
一
三
「
雲
居
道
膺
章
」、『
五
家
正
宗
贊
』
卷
三
「
雲
居
道
膺
章
」、『
洞
山
錄
』
な

ど
に
見
え
る
。
い
ま
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
七
「
雲
居
道
膺
章
」
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

洞
山
謂
師
曰
：
「
昔
南
泉
問
講
《
弥
勒
下
生
經
》
僧
曰
：
『
弥
勒
什
麼
時
下
生
？
』
曰
：
『
見
在
天
宮
，
當
來
下
生
。
』

南
泉
曰
：
『
天
上
無
弥
勒
，
地
下
無
弥
勒
。
』
」
師
隨
擧
而
問
曰
：
「
只
如
天
上
無
弥
勒
，
地
下
無
弥
勒
，
未
審
誰
與



191

『祖堂集』卷第一一譯注（二）「保福和尚章」（下）　（禪文化研究所唐代語錄研究班）

安
字
？
」
洞
山
直
得
禪
床
震
動
乃
曰
：
「
膺
闍
梨
！
」

洞
山
が
師
（
雲
居
道
膺
）
に
言
う
、
「
昔
、
南
泉
和
尚
が
《
弥
勒
下
生
経
》
を
講
ず
る
僧
に
問
う
た
、
『
弥
勒
菩
薩
は
い
つ
下
生
す
る

の
か
？
』
僧
が
言
う
、
『
現
在
は
天
宮
に
お
り
、
將
來
に
下
生
し
ま
す
。
』
南
泉
が
言
う
、
『
天
上
に
弥
勒
菩
薩
は
お
ら
ぬ
、
地
上
に

も
お
ら
ぬ
。
』
」
こ
れ
を
聞
い
て
師
は
問
う
た
、
「
と
こ
ろ
で
『
天
上
に
弥
勒
菩
薩
は
お
ら
ぬ
、
地
上
に
も
お
ら
ぬ
』
と
い
え
ば
、
だ

れ
が
《
弥
勒
下
生
經
》
と
名
づ
け
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
洞
山
は
禪
床
が
搖
れ
る
ほ
ど
に
震
え
、
そ
こ
で
言
う
、
「
膺
闍
梨
よ
！
」

な
お
最
後
の
「
膺
闍
梨
」
の
と
こ
ろ
は
、『
宗
門
統
要
集
』、『
正
法
眼
藏
』、『
五
燈
會
元
』、『
聯
燈
会
要
』、『
五
家
正
宗

贊
』、『
洞
山
錄
』
で
は
、「
膺
闍
黎
［
統
要
、
聯
燈
無
此
三
字
］，
吾
在
雲
巖
曾
問
老
人
，
直
得
火
爐
震
動
。
今
日
被
子
一

問
，
直
得
通
身
汗
流
」
と
な
っ
て
い
る
。

○
南
泉
問
座
主
：
講
什
摩
經
？
座
主
云
：
講
《
上
生
經
》。
南
泉
云
：
弥
勒
在
什
摩
處
？
對
云
：
在
兜
率
陁
天
。
南
泉
叱

云
：
天
上
無
弥
勒　

南
泉
が
『
上
生
經
』
を
講
じ
て
い
る
座
主
に
弥
勒
の
居
場
所
を
問
う
の
は
、
汝
の
心
が
佛
（
弥
勒
佛
）

に
他
な
ら
ぬ
こ
と
に
氣
づ
か
せ
よ
う
と
し
て
の
こ
と
。
し
か
し
座
主
は
弥
勒
の
居
場
所
を
訊
か
れ
た
と
思
い
、
經
典
に
説

か
れ
て
い
る
通
り
に
答
え
た
。
南
泉
は
舌
打
ち
し
て
「
天
上
無
弥
勒
」
と
叱
責
し
た
。「
叱
」
は
「
𠮟
責
の
言
葉
を
述
べ

る
の
で
は
な
く
、
鋭
い
声
を
發
し
た
り
舌
打
ち
し
た
り
す
る
こ
と
」（『
禪
語
辭
典
』
一
八
五
頁
）。『
上
生
經
』
は
『
佛
説
觀

彌
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
經
』
の
こ
と
。
一
生
補
處
の
弥
勒
菩
薩
は
命
つ
き
る
と
兜
率
天
に
化
生
し
、
五
六
億
萬
年
後
に
閻

浮
提
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
説
く
。
異
傳
で
は
『
弥
勒
下
生
經
』
に
作
る
。
經
文
に
は
兜
率
天
に
住
す
る
弥
勒
菩
薩
が
未
來

に
娑
婆
世
界
に
下
っ
て
成
佛
し
て
弥
勒
佛
と
な
り
、
三
度
の
法
會
で
多
く
の
者
を
阿
羅
漢
に
し
た
こ
と
、
迦
葉
が
禪
窟
に

住
し
て
い
る
緣
由
を
明
か
し
、
迦
葉
の
僧
迦
梨
を
取
っ
て
身
に
著
け
る
と
迦
葉
の
身
體
は
飛
散
し
、
種
々
の
華
香
を
も
っ

て
供
養
し
た
こ
と
、
八
萬
四
千
年
後
に
涅
槃
す
る
こ
と
な
ど
を
説
く
。

○
後
僧
擧
似
洞
山
，
洞
山
叱
[
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弥
勒
」
の
所
在
を
人
に
問
う
て
い
る
よ
う
で
は
、
き
み
自
身
の
こ
と
だ
と
分
か
っ
て
お
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
。

○
有
人
問
師
：
弥
勒
在
什
摩
處
？
師
乃
叱
之　
「
汝
の
こ
と
で
あ
る
の
に
、
ど
こ
に
い
る
か
な
ど
と
聞
く
と
は
！
」
と
叱
責

し
た
。

〔
三
五
〕
應
眞
の
菩
薩
は
内
外
倶と

も

に
黃
金
色

因
擧
：
「
教
中
有
言
：
『
應
眞
菩
薩
内
外
倶
作
黃
金
色
。』」
時
有
人
問
：
「
直
得
與
摩
時
，
是
什
摩
人
分
上
事
？
」
師

云
：
「
不
是
兄
分
上
事
。」
云
：
「
與
摩
則
有
強
有
弱
去
也
。」
師
云
：
「
前
話
已
墮
。」

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、「
教
中
に
言
う
有
り
、『
應
眞
の
菩
薩
は
内
外
倶と

も

に
黃
金
の
色
を
作
す
』
と
。」
時
に
有
る
人
問
う
、「
直

ち
に
與か

く摩
な
る
を
得
た
る
時
，
是
れ
什な

ん摩
人ぴ

と

の
分
上
の
事
ぞ
？
」
師
云
く
、「
是
れ
兄
が
分
上
の
事
な
ら
ず
。」
云
く
、「
與

摩
な
ら
ば
則
ち
強
有
り
弱
有
り
去
る
な
り
。」
師
云
く
、「
前
話
已
に
墮
せ
り
。」

【
日
譯
】

あ
る
と
き
、
師
は
言
っ
た
、「
經
典
に
『
應
眞
の
菩
薩
は
内
も
外
も
黃
金
の
色
で
輝
い
て
い
る
』
と
説
か
れ
て
い
る
。」

あ
る
僧
が
問
う
た
、「
た
だ
ち
に
そ
う
な
っ
た
と
き
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
人
の
本
分
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
そ
な
た
の
本
分

で
は
な
い
。」「
そ
れ
な
ら
偏
り
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。」
師
、「
さ
き
に
問
う
た
こ
と
が
す
で
に
破
綻
し
て
い
た
の
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。

○
教
中
有
言
：
應
眞
菩
薩
内
外
倶
作
黃
金
色　
「
經
典
に
言
う
」
と
あ
る
が
未
見
。
李
通
玄
撰
『
新
華
嚴
經
論
』
に
「
應
眞

菩
薩
」
の
名
が
六
例
擧
が
る
な
か
、
本
話
の
「
應
眞
菩
薩
内
外
俱
作
黃
金
色
」
に
近
い
表
現
は
「
應
眞
菩
薩
皆
眞
金
色
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也
」
で
あ
る
。

又
經
云
：
「
一
切
處
文
殊
師
利
。
」
即
明
法
身
遍
也
。
又
過
東
方
十
佛
剎
微
塵
數
世
界
，
有
金
色
世
界
，
有
文
殊
師
利
。

又
十
方
文
殊
師
利
所
從
來
國
，
金
色
世
界
。
金
爲
白
色
其
相
黃
、
體
白
而
黃
相
者
，
即
明
法
身
佛
性
智
也
。
體
白
，

淨
清
潔
，
非
屬
白
色
形
。
身
心
無
染
，
非
如
世
間
色
白
之
白
也
。
法
身
佛
性
，
無
心
無
身
。
任
性
無
作
，
緣
緣
白
淨
，

物
物
無
心
，
唯
無
依
智
，
名
爲
白
淨
。
若
諸
菩
薩
證
如
是
性
、
如
是
智
，
身
皆
黃
色
，
爲
黃
爲
福
慶
之
色
，
無
貪
嗔

恚
，
即
有
和
氣
、
智
慈
、
益
物
之
德
也
。
經
云
：
「
應
眞
菩
薩
皆
眞
金
色
也
。
」
故
言
「
文
殊
師
利
從
金
色
世
界
來
」

者
，
明
一
切
處
法
皆
眞
也
，
表
一
眞
法
界
也
。
（
『
新
華
嚴
經
論
』
卷
三
、
大
正
藏
卷
三
六
・
七
三
九
上
）

【
訓
讀
】

又
た
經
に
云
う
、
「
一
切
處
の
文
殊
師
利
」
と
。
即
ち
法
身
の
遍
ね
き
を
明
か
す
な
り
。
又
た
東
方
十
佛
剎
微
塵
數
世

界
を
過
ぎ
て
、
金
色
の
世
界
有
り
、
文
殊
師
利
有
り
。
又
た
十
方
の
文
殊
師
利
の
從
來
す
る
所
の
國
は
金
色
世
界
な

り
。
金
は
白
色
に
し
て
其
の
相
は
黃
爲た

り
、
體
白
に
し
て
黃
相
と
は
即
ち
法
身
佛
性
の
智
を
明
か
す
な
り
。
體
の
白

は
淨
清
潔
に
し
て
、
白
色
の
形

か
ら
だ

に
屬
す
る
に
非
ず
、
身
心
に
染

け
が
れ

無
く
し
て
、
世
間
の
色
白
の
白
の
如
き
に
非
ず
。
法

身
佛
性
は
無
心
無
身
、
性
に
任
せ
て
作
す
無
く
、
緣
緣
白
淨
、
物
物
無
心
、
唯
だ
無
依
智
な
る
を
、
名
づ
け
て
白
淨

と
爲
す
。
若
し
諸
菩
薩
は
是
の
如
き
の
性
、
是
の
如
き
の
智
を
證さ

と

れ
ば
、
身
は
皆
な
黃
色
、
黃
爲な

る
は
、
福
慶
の
色

爲
り
、
貪
嗔
恚
無
く
、
即
ち
和
氣
・
智
慈
・
益
物
の
德
有
り
。
經
に
云
く
、
「
應
眞
の
菩
薩
は
皆
な
眞
金
の
色
な
り
」

と
。
故
に
「
文
殊
師
利
は
金
色
世
界
從よ

り
來
る
」
と
言
う
は
、
一
切
處
の
法
は
皆
な
眞
な
る
を
明
か
し
、
一
眞
法
界

を
表
わ
す
な
り
。

【
日
譯
】

『
華
嚴
經
』
に
「
一
切
處
の
文
殊
師
利
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
法
身
が
遍
滿
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
。
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ま
た
東
方
の
十
佛
國
土
の
微
塵
數
の
世
界
の
彼
方
に
金こ

ん
じ
き色

の
世
界
が
あ
っ
て
文
殊
師
利
が
住
し
て
い
る
。
ま
た
十
方

の
文
殊
師
利
が
來
た
國
は
金
色
の
世
界
で
あ
る
。
金
は
白は

く

色し
ょ
くで

あ
り
、
そ
の
相

と
く
し
つは
黃
で
あ
る
。
相
黃
體
白
と
は
、
法

身
佛
性
の
智
慧
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
。
體
が
白
と
は
、
清
淨
清
潔
で
あ
り
、
身
體
が
白
色
で
あ
る
の
で
な
く
、
世

間
で
言
う
白
い
色
の
こ
と
で
も
な
く
、
身
心
に
汚
れ
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
法
身
佛
性
は
心
も
身
も
無
く
、
本
性
の

ま
ま
に
し
て
作
す
な
く
、
心
の
對
象
と
な
っ
て
心
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
は
清
淨
、
あ
ら
ゆ
る
物
に
對
し
て
無
心
、
た

だ
無
依
智
な
る
の
み
を
白
淨
と
呼
ぶ
。
諸
菩
薩
が
こ
の
よ
う
な
本
性
や
智
を
悟
れ
ば
、
身
體
は
黃
色
と
な
る
。
黃
色

は
幸
福
の
色
で
あ
り
、
貪
嗔
恚
の
三
毒
が
な
く
、
和
氣
・
智
慈
・
益
物
の
德
が
あ
る
。
『
華
嚴
經
』
に
「
應
眞
の
菩
薩

は
皆
な
眞
金
の
色
な
り
」
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
「
文
殊
師
利
は
金
色
世
界
よ
り
來
た
」
と
言
う
の
は
、
一
切
處
の

法
は
眞
な
る
こ
と
を
明
か
し
て
お
り
、
一
眞
法
界
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
「
應
眞
菩
薩
が
黃
金
の
色
を
し
て
い
る
」
の
は
法
身
た
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
卷
五
に

も
「
黃
金
世
界
者
白
法
也
。
金
爲
白
色
，
明
法
身
本
體
也
」（
大
正
藏
卷
三
六
・
七
五
二
上
）
と
あ
り
、
黃
金
色
は
法
身
を
表

わ
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
「
應
眞
菩
薩
」
は
「
眞
理
を
體
現
し
た
菩
薩
」
の
意
。

○
時
有
人
問
：
直
得
與
摩
時
，
是
什
摩
人
分
上
事
？　

師
（
保
福
）
が
擧
し
た
經
典
の
句
を
聞
い
て
、「
そ
の
よ
う
に
内
も
外

も
黃
金
で
輝
く
應
眞
菩
薩
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
人
の
本
分
事
な
の
で
す
か
？
」
と
疑
念
を
質
し
た
。

○
師
云
：
不
是
兄
分
上
事
。
云
：
與
摩
則
有
強
有
弱
去
也　
「
そ
な
た
の
分
上
の
こ
と
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て
、
僧
は

「
わ
た
し
の
分
上
の
こ
と
で
な
い
な
ら
、
遍
在
し
て
い
る
法
身
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
異
議
を
申
し
立
て

た
。
な
お
「
兄
」
は
、
こ
こ
で
は
同
門
の
僧
を
指
し
て
言
う
。
本
書
卷
一
八
「
仰
山
和
尚
章
」
第
一
六
則
に
次
の
例
が
あ

る
。雙

峯
離
潙
山
到
仰
山
。
師
問
：
「
兄
近
日
作
摩
生
？
」
雙
峯
云
：
「
某
甲
所
見
，
無
有
一
法
可
當
情
。
」
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○
師
云
：
前
話
已
墮　

應
眞
の
菩
薩
に
な
れ
ば
「
直
得
與
摩
時
，
是
什
摩
人
分
上
事
」
な
ど
と
問
う
た
り
は
し
な
い
。
そ
な

た
が
疑
念
を
も
っ
て
問
う
た
時
點
で
も
は
や
應
眞
菩
薩
の
分
上
と
は
齟
齬
し
て
い
た
の
だ
。

〔
三
六
〕
直た

と是
い
理
有
る
も
、
雪せ

っ

處し
ょ

無
し

師
因
擧
：
「
初
祖
於
少
林
寺
裏
面
壁
打
坐
九
年
，
寺
裏
三
千
个
聽
徒
口
似
懸
河
，
只
云
：
『
此
是
西
天
小
乘
壁
觀
婆
羅

門
，
有
什
摩
雪
處
？
』
直
是
有
理
，
無
雪
處
。」
時
有
人
問
：
「
既
有
理
，
爲
什
摩
無
雪
處
？
」
師
云
：
「
只
爲
如
此
，
所

以
如
此
；
若
不
如
此
，
焉
知
如
此
？
」
僧
云
：
「
不
如
此
事
作
摩
生
？
」
師
云
：
「
莫
妨
我
打
睡
！
」

【
訓
讀
】

師
因
み
に
擧
す
、「
初
祖
は
少
林
寺
裏
に
於
い
て
面
壁
打
坐
す
る
こ
と
九
年
、
寺
裏
の
三
千
个
の
聽
徒
は
口
懸
河
に
似

て
、
只
だ
云
う
、『
此
れ
は
是
れ
西
天
の
小
乘
の
壁
觀
の
婆
羅
門
に
し
て
，
什な

ん摩
の
雪せ

っ

處し
ょ

か
有
ら
ん
？
』
と
。
直た

と是
い
理
有

る
も
雪
處
無
し
。」
時
に
有
る
人
問
う
、「
既
に
理
有
る
に
、
爲な

に
ゆ
え

什
摩
に
か
雪
處
無
き
？
」
師
云
く
、「
只
だ
此か

く

の
如
く
な
る

が
爲
に
、
所
以
に
此
の
如
し
。
若
し
此
の
如
く
な
ら
ず
ん
ば
、
焉い

か

で
か
此
の
如
く
な
る
を
知
ら
ざ
る
？
」
僧
云
く
、「
此
の

如
く
な
ら
ざ
る
事
は
作い

か

ん
摩
生
？
」
師
云
く
、「
我
が
打
睡
す
る
を
妨さ

ま
たぐ

る
莫
れ
！
」

【
日
譯
】

師
は
あ
る
と
き
話
し
た
、「
初
祖
達
摩
は
少
林
寺
で
九
年
も
面
壁
打
坐
し
た
。
少
林
寺
の
能
辯
を
誇
る
三
千
の
學
徒
た
ち

は
、『
こ
れ
は
西
天
の
小
乘
の
壁
觀
の
婆
羅
門
だ
。
何
の
辯
明
も
で
き
ぬ
』
と
批
判
し
た
が
、
ち
ゃ
ん
と
理
は
あ
る
の
だ
が
、

言
葉
で
辯
明
で
き
な
い
の
だ
。」
そ
の
と
き
、
あ
る
僧
が
問
う
、「
道
理
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
辯
明
で
き
な
い
の
で
す

か
？
」
師
、「
た
だ
そ
う
だ
か
ら
、
そ
う
な
の
だ
。
も
し
そ
う
で
な
か
っ
た
な
ら
、
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
ろ
う
か
？
」

僧
、「
そ
う
で
な
い
こ
と
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」
師
、「
わ
た
し
の
晝
寢
の
邪
魔
を
し
な
い
で
く
れ
！
」
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【
注
釋
】

○
本
則
は
他
に
收
錄
が
な
い
。

○
師
因
擧
：
初
祖
於
少
林
寺
裏
面
壁
打
坐
九
年
，
寺
裏
三
千
个
聽
徒
口
似
懸
河
，
只
云
：
此
是
西
天
小
乘
壁
觀
婆
羅
門
，
有

什
摩
雪
處
？
直
是
有
理
，
無
雪
處　
「
打
坐
」
は
原
文
「
坐
打
」
に
誤
る
。
東
土
初
祖
菩
提
達
磨
の
傳
記
で
嵩
山
少
林
寺

の
名
が
現
わ
れ
る
の
は
『
傳
法
寶
紀
』
が
最
初
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
面
壁
の
こ
と
は
『
宋
高
僧
傳
』（
九
八
八
年
編
纂
）
卷

一
三
「
習
禪
篇
」
の
「
論
」
に
お
い
て
で
あ
り
、「
面
壁
而
坐
」
と
す
る
の
は
『
景
德
傳
燈
錄
』（
一
〇
〇
五
年
上
進
）
卷
三

「
菩
提
達
磨
章
」
で
あ
る
。
本
書
本
卷
本
章
の
「
少
林
寺
裏
面
壁
打
坐
九
年
」
は
、『
宋
高
僧
傳
』
よ
り
も
早
く
、
雪
峯
の

弟
子
た
ち
の
時
代
に
は
既
に
こ
の
よ
う
な
傳
説
が
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
達
磨
は
默
っ
て
九
年
面
壁
打
坐
し
て
い
る

だ
け
で
言
葉
で
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、
少
林
寺
の
學
僧
た
ち
は
西
天
小
乘
の
婆
羅
門
に
す
ぎ
な
い
と
批
判
し
た

が
、
保
福
は
「
こ
の
事
は
默
契
す
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
理
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
事
を
言
葉
で
説
明
で
き
な
い
の
だ
」
と

辯
護
し
た
。「
口
似
懸
河
」
は
、
激
し
く
流
れ
落
ち
る
瀧
の
ご
と
く
辯
舌
に
す
ぐ
れ
る
樣
子
。「
雪
」
は
「
分
雪
」、
屈
辱

を
晴
ら
す
、
説
き
明
か
す
。『
黃
龍
晦
堂
心
和
尚
語
錄
』
に
次
が
あ
る
。

上
堂
：
「
若
論
此
事
，
不
是
獨
孤
標
，
亦
非
無
伴
侶
。
不
識
又
瞞
頇
，
識
之
還
莽
鹵
。
不
知
是
甚
物
？
得
恁
難
辨
。

若
非
金
色
頭
陀
，
有
理
亦
無
雪
處
。
」

上
堂
：
「
こ
の
自
己
本
分
事
は
ひ
と
り
抜
き
ん
出
て
い
る
の
で
は
な
い
、
同
伴
者
が
い
る
の
だ
。
そ
の
同
伴
者
を
識
ら
な
け
れ
ば
、

ぼ
ん
や
り
者
だ
が
、
識
っ
た
と
し
て
も
、
い
い
か
げ
ん
な
や
つ
だ
。
い
っ
た
い
そ
れ
は
何
だ
？
な
ん
と
見
分
け
難
い
こ
と
か
。
金
色

頭
陀
（
摩
訶
迦
葉
）
で
な
け
れ
ば
、
道
理
は
あ
っ
て
も
説
明
で
き
ぬ
。
」

ま
た
『
大
慧
普
覺
禪
師
語
録
』
卷
三
に
次
が
あ
る
。

解
夏
上
堂
：
「
四
月
十
五
這
公
案
，
七
月
十
五
方
結
絶
。
即
今
這
裏
許
多
人
，
人
人
有
理
難
分
雪
。
衆
中
莫
有
辯
口
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利
詞
底
麼
？
試
出
來
，
分
雪
看
。
直
饒
分
雪
得
去
，
也
須
腦
門
著
地
始
得
。
」
（
大
正
藏
卷
四
七
・
八
二
一
上
）

夏
安
居
の
解
制
の
上
堂
、
「
四
月
十
五
日
よ
り
の
こ
の
公
案
は
、
今
日
七
月
十
五
日
に
や
っ
と
決
著
し
た
。
今
こ
こ
に
い
る
あ
ま
た

の
修
行
僧
は
、
ど
の
人
に
も
佛
性
の
道
理
を
具
し
て
い
て
も
説
き
明
か
し
難
い
。
こ
の
な
か
に
口
達
者
の
者
は
い
る
か
？
進
み
出
て

説
き
明
か
し
て
み
よ
。
た
と
え
説
き
明
か
せ
て
も
、
言
っ
た
と
た
ん
に
頭
を
地
に
打
ち
つ
け
て
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。
」

○
時
有
人
問
：
既
有
理
，
爲
什
摩
無
雪
處
？　

そ
の
と
き
僧
が
「
道
理
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
説
き
明
か
せ
な
い
の
で
す

か
」
と
質
問
し
た
。

○
師
云
：
只
爲
如
此
，
所
以
如
此
；
若
不
如
此
，
焉
知
如
此
？　

そ
の
こ
と
は
言
葉
で
言
え
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
通
り
な

の
だ
。
も
し
達
磨
大
師
が
ぺ
ら
ぺ
ら
し
ゃ
べ
っ
た
な
ら
、
ど
う
し
て
言
え
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
ろ
う
。『
景

德
傳
燈
錄
』
卷
七
「
魯
祖
寶
雲
章
」
に
次
の
用
例
が
あ
る
。

洞
山
來
參
，
禮
拜
後
侍
立
，
少
頃
而
出
，
却
再
入
來
。
師
云
：
「
只
恁
麼
，
只
恁
麼
，
所
以
如
此
。
」
洞
山
云
：
「
大

有
人
不
肯
。
」
師
云
：
「
作
麼
取
汝
口
辯
？
」
洞
山
乃
侍
奉
數
月
。

洞
山
が
參
問
に
來
て
、
禮
拜
し
傍
に
ひ
か
え
て
立
ち
、
し
ば
ら
く
し
て
退
室
し
、
ま
た
室
に
入
っ
て
作
用
と
し
て
の
佛
性
を
示
し
た
。

魯
祖
、
「
わ
た
し
は
こ
の
よ
う
に
面
壁
默
坐
す
る
だ
け
だ
。
だ
か
ら
こ
う
し
て
お
る
。
」
洞
山
、
「
そ
れ
を
肯
わ
ぬ
人
が
お
り
ま
す
。
」

魯
祖
、
「
ど
う
し
て
き
み
の
口
先
に
踊
ら
さ
れ
た
り
し
よ
う
か
？
」
洞
山
は
數
ヵ
月
お
そ
ば
で
親
し
く
教
え
を
受
け
た
。

さ
ら
に
『
景
德
傳
燈
錄
』
巻
八
「
利
山
和
尚
章
」、

僧
問
：
「
如
何
是
西
來
意
？
」
師
云
：
「
不
見
如
何
。
」
僧
云
：
「
爲
什
麼
如
此
？
」
師
云
：
「
只
爲
如
此
。
」

僧
が
問
う
、
「
達
磨
が
西
來
し
た
意
圖
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
？
」
利
山
、
「
ど
う
い
う
意
圖
だ
っ
た
の
か
と
穿
鑿
し
て
は
な
ら
ぬ
。
」

僧
、
「
ど
う
し
て
穿
鑿
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
か
？
」
利
山
、
「
た
だ
穿
鑿
で
き
ぬ
も
の
だ
か
ら
な
の
だ
。
」

○
僧
云
：
不
如
此
事
作
摩
生
？
師
云
：
莫
妨
我
打
睡
！　
「
妨
」
は
原
本
「
放
」
に
誤
る
（「『
祖
堂
集
』
卷
七
雪
峯
和
尚
譯
注
」
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禪
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
、
二
九
頁
、「
不
妨
隨
分
好
手
」
注
參
照
）。
言
葉
で
言
え
る
こ
と
で
は
な
い
（
無
雪
處
）
と
言
っ
て

い
る
の
に
、
な
お
も
言
葉
に
よ
る
説
明
を
求
め
る
僧
に
「
わ
た
し
の
晝
寢
の
邪
魔
を
し
な
い
で
く
れ
！
」
と
問
答
を
打
ち

切
っ
た
。「
妨
我
打
睡
」
に
は
次
の
用
例
が
あ
る
。

問
：
「
如
何
是
鵝
湖
第
一
句
？
」
師
曰
：
「
道
什
麼
！
」
曰
：
「
如
何
即
是
？
」
師
：
「
妨
我
打
睡
。
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』

卷
一
八
「
鵝
湖
和
尚
章
」
）

問
う
、
「
鵝
湖
和
尚
の
最
要
の
一
句
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
？
」
鵝
湖
、
「
何
を
言
う
か
！
（
き
み
自
身
の
こ
と
を
さ
し
お
い
て

人
に
問
う
も
の
で
は
な
い
）
」
「
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」
鵝
湖
、
「
晝
寢
の
邪
魔
だ
！
」　
　
　

〔
三
七
〕
諸
法
に
座よ

ら
ず
し
て
、
還は

た
過と

が

無
き
を
得
ん
や
？

師
有
時
云
：
「
不
座
諸
法
，
還
得
無
過
摩
？
」

【
訓
讀
】　

師
は
有
る
時
に
云
く
、「
諸
法
に
座よ

ら
ず
し
て
、
還は

た
過と

が

無
き
を
得
ん
や
？
」

【
訓
讀
】

あ
る
時
、
師
は
言
っ
た
、「
現
象
す
る
諸
法
を
根
據
に
し
な
い
で
、
誤
り
が
な
い
な
ど
と
言
え
よ
う
か
？
」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。

○
師
有
時
云
：
不
座
諸
法
，
還
得
無
過
摩
？　
「
座
」
は
「
坐
」
に
通
じ
、「
因
」
の
意
（
中
華
書
局
版
第
二
次
印
刷
『
祖
堂
集
』

下
册
、
五
〇
七
頁
、
校
記
〔
四
〕）。「
不
座
諸
法
」
と
は
、
諸
法
を
根
據
に
し
な
い
意
。「
證
道
歌
」
に
「
幻
化
空
身
即
法
身
」

と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
馬
祖
の
禪
は
五
蘊
身
（
諸
法
）
を
離
れ
て
あ
る
法
身
（
法
身
の
絶
對
化
）
を
認
め
な
い
。
ま
た



199

『祖堂集』卷第一一譯注（二）「保福和尚章」（下）　（禪文化研究所唐代語錄研究班）

『
金
光
明
經
』
卷
二
の
偈
に
「
佛
眞
法
身
，
猶
如
虚
空
，
應
物
現
形
，
如
水
中
月
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
法
身
は

そ
れ
を
映
す
物
（
諸
法
）
が
な
け
れ
ば
、
顯
現
す
る
こ
と
が
な
い
。
法
身
を
映
す
五
蘊
身
を
根
據
に
せ
ず
、
五
蘊
身
を
離

れ
て
、
別
に
法
身
を
認
め
る
こ
と
は
、
誤
り
が
な
い
な
ど
と
言
え
よ
う
か
？ 

こ
れ
は
馬
祖
禪
の
見
直
し
と
石
頭
系
禪
の

再
検
討
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
馬
祖
禪
に
對
し
て
洞
山
（
石
頭
系
の
禪
）
は
、
五
蘊
身
の
次
元
に
な
い
法
身
を
晦

ま
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
を
強
調
し
、
五
蘊
身
と
法
身
は
不
一
不
二
で
あ
る
と
し
た
。
保
福
の
こ
の
語
は
、
五
蘊
身
を
根
據

に
し
な
け
れ
ば
、
五
蘊
身
と
は
別
次
元
の
法
身
は
根
據
の
な
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
言
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た

と
え
ば
「
佛
眞
法
身
，
猶
如
虚
空
，
應
物
現
形
，
如
水
中
月
」
と
言
う
と
き
、
水
（
諸
法
）
に
月
が
映
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
天
上
の
月
の
存
在
を
疑
わ
ぬ
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
「
水
中
月
」
を
根
據
に
し
な
い
の
で
は
誤
る
、
と
い
う
こ
と
。

〔
三
八
〕
諸
聖
に
見ま

み

え
ん
と
欲ほ

っ得
す
る
も
、
亦
た
此
の
門
よ
り
入
る

有
時
云
：
「
欲
得
見
諸
聖
，
亦
從
此
門
入
；
不
欲
得
見
諸
聖
，
亦
從
此
門
入
。」
師
却
問
僧
：
「
作
摩
生
是
汝
入
門
底

事
？
」
僧
云
：
「
當
不
當
？
」
師
云
：
「
是
凡
，
是
聖
？
」
對
曰
：
「
未
問
已
前
，
却
疑
和
尚
。」
師
叱
之
。

【
訓
讀
】

有
る
時
云
く
、「
諸
聖
に
見ま

み

え
ん
と
欲ほ

っ得
す
る
も
、
亦
た
此
の
門
よ
り
入
る
。
諸
聖
に
見
え
ん
と
欲
得
せ
ざ
る
も
、
亦
た

此
の
門
よ
り
入
る
。」
師
却
て
僧
に
問
う
、「
作い

か

ん
摩
生
が
是
れ
汝
が
入
門
底
の
事
？
」
僧
云
く
、「
當
る
や
當
ら
ざ
る
や
？
」

師
云
く
、「
是
れ
凡
か
、
是
れ
聖
か
？
」
對
え
て
曰
く
、「
未
だ
問
わ
ざ
る
已
前
に
却
て
和
尚
を
疑
う
。」
師
之
を
叱
す
。

【
日
譯
】

師
は
あ
る
時
言
っ
た
、「
諸
聖
に
見
え
よ
う
と
し
て
も
、
こ
の
門
よ
り
入
る
。
諸
聖
に
見
え
よ
う
と
し
な
く
と
も
、
こ
の

門
よ
り
入
る
。」
大
衆
の
反
應
を
待
た
ず
に
、
僧
に
問
う
た
、「
き
み
の
入
門
は
ど
う
な
の
だ
？
」
僧
、「
そ
う
い
う
質
問
を
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さ
れ
る
の
は
適
當
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
き
み
は
凡
人
な
の
か
聖
人
な
の
か
？
」
僧
が
答
え
た
、「
わ
た
く
し
は
和
尚
が
そ

の
よ
う
に
質
問
さ
れ
る
以
前
に
、
和
尚
を
疑
っ
て
お
り
ま
す
。」
師
は
チ
ェ
ッ
と
舌
打
ち
し
た
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。

○
欲
得
見
諸
聖
，
亦
從
此
門
入
；
不
欲
得
見
諸
聖
，
亦
從
此
門
入　
「
諸
聖
に
見ま

み

え
よ
う
と
し
て
も
、
し
な
く
て
も
、
こ
の

門
よ
り
入
る
」
と
言
う
。「
こ
の
門
」
と
言
っ
て
、
お
そ
ら
く
兩
手
を
展
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
作
用
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

「
こ
の
門
」
と
言
っ
て
も
建
物
の
門
で
は
な
く
「
法
門
」
で
あ
る
。「
諸
聖
に
見
え
る
」
と
は
諸
佛
と
は
何
で
あ
る
か
を
見

と
ど
け
る
、
す
な
わ
ち
作
用
す
る
自
己
が
佛
で
あ
る
こ
と
を
知
る
、
す
な
わ
ち
開
悟
す
る
こ
と
。「
さ
あ
、
こ
の
門
よ
り

入
る
の
だ
。」
し
か
し
「
諸
聖
に
見
え
よ
う
と
し
な
く
と
も
、
こ
の
門
よ
り
入
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
悟
未
悟
に

關
わ
ら
ず
、
な
ん
ぴ
と
も
す
で
に
「
此
の
門
」
に
入
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
二
七
「
杭
州
興
教
寺

洪
壽
禪
師
章
」
の
「
機
を
示
す
」
偈
に
、

圓
明
法
界
性
，
不
用
強
脩
習
。
凡
聖
勿
盈
虧
，
悟
迷
那
安
立
？
棄
之
棄
不
得
，
覓
之
覓
那
及
？
百
千
億
如
來
，
咸
從

此
門
入
。

圓
満
明
朗
な
る
法
界
の
性
は
、
わ
ざ
わ
ざ
脩
得
す
る
ま
で
も
な
い
。
凡
夫
に
も
聖
人
に
も
ひ
と
し
く
具
わ
っ
て
お
り
、
悟
り
も
迷
い

も
ど
う
し
て
立
て
ら
れ
よ
う
？ 

棄
て
よ
う
に
も
棄
て
ら
れ
ず
、
覓
め
て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
如
來
が
た
は
皆
な
こ
の
門
よ

り
入
ら
れ
た
の
だ
。

と
言
う
よ
う
に
、
こ
の
法
界
は
圓
明
な
る
法
性
の
世
界
な
の
で
あ
り
、
凡
聖
も
な
く
迷
悟
も
な
く
、
修
行
し
求
め
て
得
ら

れ
る
の
で
も
な
く
、
棄
て
よ
う
に
も
棄
て
る
こ
と
の
で
き
な
い
世
界
に
、
す
で
に
い
る
の
で
あ
る
。
馬
祖
道
一
も
言
う
、

「
只
だ
今
の
行
住
坐
臥
、
應
機
接
物
の
如
き
は
、
盡
く
是
れ
道
な
り
。
道
と
は
即
ち
是
れ
法
界
な
り
。
乃た

と至
い
河
沙
の
妙



201

『祖堂集』卷第一一譯注（二）「保福和尚章」（下）　（禪文化研究所唐代語錄研究班）

用
な
る
も
法
界
を
出
で
ず
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
）。

○
師
却
問
僧
：
作
摩
生
是
汝
入
門
底
事　

そ
こ
で
僧
に
如
上
の
こ
と
を
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
と
問
う
。

○
僧
云
：
當
不
當　
「
當
不
當
？
」
は
「
そ
の
よ
う
に
問
う
の
は
適
當
か
」
の
意
。
本
書
卷
一
〇
「
長
慶
和
尚
章
」
第
一
八

則
の
例
、「
太
傅
云
く
、『
與か

く摩
道
う
は
還
た
當
な
る
を
得
た
る
や
？
』
師
云
く
、『
當
不
當
は
則
ち
且
ら
く
置
く
、
太
傅

は
作い

か

ん
摩
生
が
會
得
す
る
？
』」
を
參
照
。
僧
は
保
福
の
意
圖
を
了
解
し
た
う
え
で
、「
す
べ
て
の
人
は
す
で
に
門
内
に
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
今
さ
ら
入
門
を
問
う
の
は
前
提
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
保
福
に
反
問
し
た
。

○
師
云
：
是
凡
是
聖　
「
き
み
は
凡
人
な
の
か
聖
人
な
の
か
？
」
門
内
に
入
っ
て
い
る
な
ら
自
身
が
佛
で
あ
る
と
ほ
ん
と
う

に
自
覺
し
て
い
る
の
か
。

○
對
曰
：
未
問
已
前
，
却
疑
和
尚　
「
未
だ
問
わ
ざ
る
已
前
」
と
は
保
福
が
「
作
摩
生
が
是
れ
汝
入
門
底
の
事
？
」
と
問
う

以
前
の
「
欲
得
見
諸
聖
…
…
」
を
指
す
。
僧
は
「
わ
た
し
は
む
し
ろ
和
尚
が
〈
す
べ
て
の
人
は
す
で
に
門
内
に
あ
っ
て
覺

醒
し
た
世
界
に
生
き
る
佛
で
あ
る
〉
と
い
う
こ
と
を
ほ
ん
と
う
に
信
じ
て
言
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
、
疑
っ
て
い
る
の
で

す
。
ほ
ん
と
う
に
信
じ
て
お
ら
れ
る
な
ら
ば
『
入
門
し
た
か
？
』
と
問
う
必
要
も
な
い
は
づ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と

反
問
し
た
。

○
師
叱
之　

保
福
は
矛
盾
を
衝
か
れ
て
、
不
機
嫌
に
罵
聲
を
發
し
た
。「
欲
得
見
諸
聖
，
亦
從
此
門
入
；
不
欲
得
見
諸
聖
，

亦
從
此
門
入
。
作
摩
生
是
汝
入
門
底
事
？
」
と
問
い
か
け
て
、「
門
に
入
る
必
要
も
な
か
っ
た
の
だ
」
と
氣
づ
か
せ
よ
う

と
い
う
保
福
の
指
導
は
失
敗
に
歸
し
た
。
馬
祖
（
七
〇
九
～
七
八
八
）
の
新
興
禪
宗
か
ら
百
四
十
年
、
大
衆
化
し
た
禪
宗

内
に
あ
っ
て
そ
の
教
説
の
再
檢
討
と
い
う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
本
則
の
問
答
は
、
雪
峯
の
用
い
た
「
良
久
」

（
默
然
）
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
言
葉
に
よ
っ
て
究
極
を
示
そ
う
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
功
を
奏
す
る
に
至
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
馬
祖
禪
の
「
性
在
作
用
」、「
即
心
是
佛
」、「
無
事
」
と
い
う
思
想
は
、
佛
教
教
學
の
修
道
論
に
對
す
る
高
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ら
か
な
反
措
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
た
だ
禪
學
の
知
識
と
し
て
受
け
取
る
な
ら
ば
、
庸
俗
的
理
解
に
陷
る
ほ
か
は
な

い
。
雪
峯
門
下
で
も
馬
祖
禪
の
「
公
式
」
は
共
通
の
理
解
で
あ
り
、
漳
州
の
保
福
院
で
も
共
有
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

保
福
も
こ
れ
を
「
公
式
」
と
し
て
安
易
に
提
示
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
自
身
そ
の
陷
穽
に
氣
づ
か
ず
、
自
己
矛

盾
が
露
呈
し
、
僧
に
反
問
さ
れ
て
不
機
嫌
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
思
想
史
的
に
は
、
馬
祖
禪
の
硬
直
化
と
い
う
地

平
か
ら
新
た
な
修
道
論
、
悟
道
論
が
探
究
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
本
則
は
そ
う
し
た
課
題
が
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

〔
三
九
〕
無
生
の
路
に
達
し
た
い
な
ら
、
本
源
を
識
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

問
：
「
古
人
有
言
：
『
欲
達
無
生
路
，
應
須
識
本
源
。』
如
何
是
本
源
？
」
師
良
久
。
却
問
侍
者
：
「
適
來
僧
問
什

摩
？
」
其
僧
再
擧
。
師
便
喝
出
云
：
「
我
不
是
患
聾
！
」

【
訓
讀
】

問
う
、「
古
人
言
う
有
り
、『
無
生
の
路
に
達
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
應
に
須
ら
く
本
源
を
識
る
べ
し
。』
如
何
な
る
か
是
れ
本

源
？
」
師
、
良
久
す
。
却
っ
て
侍
者
に
問
う
、「
適い

ま來
僧
は
什な

に摩
を
か
問
う
？
」
其
の
僧
、
再
び
擧
す
。
師
便
ち
喝
出
し
て

云
う
、「
我
は
是
れ
患
聾
な
ら
ず
。」

【
日
譯
】

問
う
、「
古
人
は
『
無
生
の
路
に
達
し
た
い
な
ら
、
本
源
を
識
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
』
と
言
い
ま
し
た
が
、
本
源
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。」
師
は
し
ば
し
沈
默
し
た
。
意
外
に
も
侍
者
に
問
う
、「
今
、
僧
は
何
を
問
う
た
の
か
な
？
」
そ
の
僧

は
も
う
一
度
問
う
た
。
師
は
す
ぐ
に
大
聲
で
「
わ
た
し
は
耳
が
遠
い
の
で
は
な
い
！
」
と
叱
っ
て
追
い
出
し
た
。

【
注
釋
】
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○
本
話
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
お
よ
び
『
五
燈
會
元
』
卷
七
の
「
保
福
從
展
章
」
に
も
採
ら
れ
る
。

○
古
人
有
言
：
欲
達
無
生
路
，
應
須
識
本
源
。
如
何
是
本
源
？　

古
人
は
傅
大
士
。『
梁
朝
傅
大
師
頌
金
剛
經
』
一
合
理
相

分
第
三
十
の
頌
に
言
う
、

界
塵
何
一
異
？
報
應
亦
同
然
。
非
因
亦
非
果
，
誰
後
復
誰
先
？
事
中
通
一
合
，
理
則
兩
倶
捐
。
欲
達
無
生
路
，
應
當

識
本
源
。
（
大
正
藏
卷
八
五
・
八
上
）

法
界
［
法
身
］
と
塵
界
［
色
身
］
は
一
で
も
異
で
も
な
い
、
報
身
と
應
身
も
同
じ
。
因
で
も
な
く
果
で
も
な
く
、
先
後
は
な
い
。
事

中
に
お
い
て
〈
一
合
相
は
一
合
相
に
非
ず
、
故
に
一
合
相
と
名
づ
く
〉
と
い
う
こ
と
だ
と
分
か
っ
た
な
ら
、
道
理
と
し
て
一
も
異

も
と
も
に
除
か
れ
る
。
生
ず
る
こ
と
の
な
い
あ
り
か
た
に
通
達
し
た
い
な
ら
、
本
源
を
識
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
大
正
藏
卷

八
五
・
八
上
）
。

『
金
剛
般
若
經
』
一
合
理
相
分
に
言
う
、

若
世
界
實
有
者
，
則
是
一
合
相
。
如
來
説
：
一
合
相
則
非
一
合
相
，
是
名
一
合
相
。
（
大
正
藏
卷
八
・
七
五
二
中
）

も
し
世
界
が
實
有
で
あ
っ
た
な
ら
、
世
界
は
一
つ
の
合
し
た
相
で
あ
る
。
し
か
し
、
如
來
は
〈
一
つ
の
合
し
た
相
は
一
つ
の
合
し
た

相
で
は
な
い
、
こ
の
こ
と
を
一
つ
の
合
し
た
相
と
い
う
の
で
あ
る
〉
と
説
か
れ
た
。

『
金
剛
経
解
義
』
は
、
次
の
よ
う
に
解
釋
し
て
い
る
。

説
一
合
相
者
，
心
存
所
得
。
故
即
非
一
合
相
，
心
無
所
得
，
是
名
一
合
相
。
一
合
相
者
，
不
壞
假
名
，
而
談
實
相
。

（
『
慧
能
研
究
』
四
六
〇
頁
、
大
修
館
書
店
）

一
合
相
と
説
い
た
な
ら
、
心
に
得
た
も
の
が
殘
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
一
合
相
で
は
な
い
と
否
定
し
て
、
心
に
何
も
得
る
も
の
が
な

い
よ
う
に
し
て
お
い
て
、
そ
の
こ
と
を
一
合
相
と
呼
ぶ
と
言
わ
れ
た
の
だ
。
だ
か
ら
一
合
相
は
、
言
葉
を
退
け
る
こ
と
な
く
、
實
相

を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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「
無
生
路
」
は
、
不
生
不
滅
な
る
解
脱
の
路
。「
誌
公
和
尚
十
二
時
歌
」
に
言
う
、

日
南
午
。
四
大
身
中
無
價
寶
。
陽
焰
空
華
不
肯
拋
，
作
意
修
行
轉
辛
苦
。
不
曾
迷
，
莫
求
悟
，
任
爾
朝
陽
幾
迴
暮
。

有
相
身
中
無
相
身
，
無
明
路
上
無
生
路
。
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
九
）

日
が
南
中
す
る
正
午
。
四
大
合
成
の
肉
身
に
無
價
の
大
寶
が
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
虚
妄
な
も
の
を
始
末
し
な
い
ま
ま
で
、
悟
り
を
目

指
し
て
修
行
し
、
ま
す
ま
す
苦
し
む
。
た
と
い
何
度
朝
が
暮
れ
に
な
ろ
う
と
も
、
見
失
っ
た
こ
と
が
な
い
以
上
、
悟
り
を
求
め
て
は

な
ら
ぬ
。
こ
の
有
相
の
身
中
に
無
相
の
法
身
が
あ
り
、
今
歩
ん
で
い
る
無
明
煩
惱
の
路
が
不
生
不
滅
の
路
な
の
だ
。

○
師
良
久　

言
語
す
れ
ば
誤
ま
る
本
源
の
あ
り
か
を
沈
默
を
も
っ
て
示
す
こ
と
で
傳
え
た
。
こ
の
よ
う
に
君
自
身
も
默
契
す

る
し
か
な
い
の
だ
。「
默
契
」
を
説
く
の
は
、
黄
檗
希
運
で
あ
る
。『
傳
心
法
要
』
に
五
回
、『
宛
陵
錄
』
に
一
回
出
る
。

此
法
即
心
，
心
外
無
法
。
此
心
即
法
，
法
外
無
心
。
心
自
無
心
，
亦
無
無
心
者
。
將
心
無
心
，
心
却
成
有
。
默
契
而

已
，
絶
諸
思
議
。
故
曰
：
言
語
道
斷
，
心
行
處
滅
。
（
入
矢
義
高
『
伝
心
法
要
・
宛
陵
錄
』
一
三
頁
）
。

こ
の
法
が
心
で
あ
り
、
心
の
外ほ

か

に
法
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
心
が
法
で
あ
り
、
法
の
外ほ

か

に
心
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
心
は
も
と

も
と
無
心
で
あ
っ
て
、
無
心
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
心
を
無
心
に
し
よ
う
と
し
た
な
ら
、
反
對
に
有
心
に
な
っ
て
し
ま
う
。

默
契
す
る
だ
け
だ
。
一
切
の
思
議
思
量
を
越
え
て
い
る
。
故
に
〈
言
語
で
追
求
す
る
手
立
て
は
斷
ち
切
ら
れ
て
お
り
、
心
の
は
た
ら

き
の
及
ぶ
範
囲
を
越
え
て
い
る
〉
と
言
わ
れ
る
の
だ
。

「
良
久
」
は
雪
峯
以
來
の
接
化
を
受
け
繼
ぐ
も
の
で
、
本
則
で
は
こ
う
し
た
接
化
に
對
す
る
反
省
は
見
ら
れ
な
い
。

○
却
問
侍
者
：
適
來
僧
問
什
摩　

ポ
カ
ン
と
し
て
い
る
僧
に
、
い
ま
の
「
良
久
」
が
示
し
た
と
こ
ろ
を
そ
れ
と
な
く
分
か
ら

せ
て
や
ろ
う
と
す
る
手
段
。
本
書
卷
五
「
道
吾
和
尚
章
」
第
三
則
に
次
が
あ
る
。

石
霜
問
：
「
百
年
後
忽
有
人
問
極
則
事
，
作
摩
生
向
他
道
？
」
師
喚
沙
弥
，
沙
弥
應
喏
，
師
云
：
「
添
淨
瓶
水
著
。
」

師
却
問
石
霜
：
「
適
來
問
什
摩
？
」
石
霜
再
舉
，
師
便
起
去
。
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石
霜
が
問
う
、
「
和
尚
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
禪
の
極
則
を
問
わ
れ
た
な
ら
、
ど
う
答
え
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
」
道
吾
は
「
沙

弥
よ
」
と
呼
び
、
沙
弥
は
「
ハ
イ
」
と
返
事
し
た
。
師
は
「
淨
瓶
に
水
を
足
し
て
く
れ
」
と
命
じ
た
あ
と
、
道
吾
は
石
霜
に
問
う
、

「
さ
き
ほ
ど
は
何
を
問
う
た
の
か
？
」
石
霜
は
も
う
一
度
問
う
や
、
道
吾
は
立
ち
上
が
っ
て
出
て
行
っ
た
。

道
悟
は
「
沙
弥
」
と
呼
び
、
沙
弥
が
「
ハ
イ
」
と
答
え
る
と
こ
ろ
を
石
霜
に
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
極
則
事
」（
こ
こ
で

は
「
性
在
作
用
」）
を
答
え
た
の
で
あ
る
が
、
石
霜
は
分
か
ら
ぬ
ま
ま
で
あ
っ
た
。

○
其
僧
再
擧　

僧
は
ま
だ
「
良
久
」
が
そ
れ
だ
っ
た
と
は
氣
づ
か
ず
、
問
い
直
し
た
。

○
師
便
喝
出
云
：
我
不
是
患
聾　
「
耳
を
患
っ
て
お
ら
ぬ
」
と
は
、
再
問
の
僧
を
叱
り
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

ま
た
「
わ
し
は
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
示
し
た
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
を
も
含
み
も
つ
か
ら
、
こ
れ
も
方
便
接
化
に
な
っ
て

い
る
。
本
書
本
卷
「
保
福
和
尚
章
」
第
二
則
に
も
次
が
あ
る
。

師
上
堂
云
：
「
有
人
問
話
，
高
聲
問
！
」
時
有
人
出
來
，
問
：
「
學
人
高
聲
問
，
請
和
尚
高
聲
答
。
」
師
云
：
「
道
什

摩
！
」
學
人
再
申
前
問
。
師
云
：
「
我
不
是
患
聾
！
」

師
は
上
堂
し
て
言
う
、
「
質
問
す
る
な
ら
、
大
き
な
聲
で
問
え
！
」
そ
の
時
、
僧
が
進
み
出
て
問
う
た
：
「
大
き
な
聲
で
問
い
ま
す

か
ら
、
和
尚
も
大
き
な
聲
で
答
え
て
下
さ
い
。
」
師
、
「
何
だ
と
！
」
僧
は
も
う
一
度
同
じ
問
い
を
し
た
。
師
、
「
わ
た
し
は
耳
が
惡

い
の
で
は
な
い
！
」

〔
四
〇
〕
若も是
し
善
知
識
な
ら
ば
、
一
物
に
も
亦
た
違
わ
ず

師
患
漏
次
，
僧
問
：
「
善
知
識
諸
漏
已
盡
，
爲
什
摩
患
漏
？
」
師
云
：
「
若
是
善
知
識
，
一
物
亦
不
違
。」
僧
云
：
「
爭

奈
苦
楚
何
？
」
師
云
：
「
若
見
衆
生
苦
，
則
同
受
苦
者
。」

【
訓
讀
】
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師
は
漏ろ

う

を
患わ

ず
らう

次お
り

、
僧
問
う
、「
善
知
識
は
諸
漏
已
に
盡
く
、
爲な

に
ゆ
え

什
摩
に
か
漏
を
患
う
？
」
師
云
く
、「
若も是
し
善
知
識

な
ら
ば
、
一
物
に
も
亦
た
違
わ
ず
。」
僧
云
く
、「
苦
楚
を
爭い

か

ん
奈
何
せ
ん
？
」
師
云
く
、「
若
し
衆
生
の
苦
を
見
れ
ば
、
則
ち

苦
を
受
く
る
者
に
同
じ
く
す
。」

【
日
譯
】

師
が
漏
を
わ
ず
ら
っ
た
と
き
、
僧
が
問
う
た
、「
善
知
識
は
さ
ま
ざ
ま
な
漏
は
も
は
や
消
滅
し
て
い
ま
す
の
に
、
ど
う
し

て
漏
を
患
わ
れ
た
の
で
す
か
。」
師
、「
も
し
善
知
識
な
ら
、
ど
ん
な
人
の
願
い
に
も
應
ず
る
も
の
だ
。」
僧
、「
苦
し
み
は
ど

う
な
さ
い
ま
す
か
？
」
師
、「
も
し
衆
生
が
苦
し
ん
で
い
る
の
を
見
た
な
ら
、
そ
の
者
と
同
じ
よ
う
に
苦
し
む
の
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
に
の
み
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

○
師
患
漏
次
，
僧
問
：
善
知
識
諸
漏
已
盡
，
爲
什
摩
患
漏　
「
漏
」
に
つ
い
て
『
中
醫
基
本
用
語
辭
典
』（
東
洋
學
術
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
）
に
い
う
、「
體
表
部
に
深
い
瘡
口
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
膿
が
持
続
的
に
流
出
す
る
病
證
」。「
患
漏
」
に
つ
い

て
は
『
佛
説
十
一
面
觀
世
音
神
咒
經
』
に
次
が
あ
る
。

若
被
惡
鬼
打
之
，
…
…
或
被
顚
鬼
打
之
，
或
患
丁
腫
，
或
患
漏
，
或
體
生
瘡
疱
，
…
…
一
切
毒
蟲
所
螫
之
者
，
以
黃

土
作
泥
，
呪
之
七
遍
，
塗
其
螫
處
，
悉
得
除
愈
。
（
大
正
二
〇
・
一
五
〇
下
）

も
し
惡
鬼
に
打
た
れ
…
ま
た
顚
鬼
に
打
た
れ
、
ま
た
丁
腫
を
患
い
、
漏
を
患
い
、
身
體
に
瘡
疱
が
で
き
、
…
ど
ん
な
毒
蟲
に
刺
さ
れ

た
者
も
、
黃
土
を
泥
に
し
て
、
呪
す
る
こ
と
七
遍
し
、
刺
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
塗
れ
ば
、
こ
と
ご
と
く
治
癒
す
る
。

こ
の
用
例
に
よ
れ
ば
「
患
漏
」
は
「
膿
ん
だ
で
き
も
の
」
の
よ
う
で
あ
る
。
師
が
漏
を
病
ん
だ
と
き
、
僧
は
「
漏
」
を
佛

教
用
語
の
「
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
汚
れ
を
總
称
し
て
表
す
語
で
、
廣
い
意
味
で
の
煩
惱
と
同
義
」（『
岩
波
佛
教
辭
典
』「
有
漏
・

無
漏
」
項
）
に
掛
け
て
問
う
。
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「
諸
漏
已
盡
」
は
佛
典
で
は
、
阿
羅
漢
の
境
地
で
あ
る
。『
法
華
経
』
序
品
、「
一
時
，
佛
住
王
舍
城
耆
闍
崛
山
中
，
與
大

比
丘
衆
萬
二
千
人
俱
，
皆
是
阿
羅
漢
，
諸
漏
已
盡
，
無
復
煩
惱
。」（
大
正
藏
卷
九
・
一
下
）

○
師
：
若
是
善
知
識
，
一
物
亦
不
違　
「
善
知
識
な
ら
何
物
に
も
違
う
こ
と
な
く
同
じ
て
ゆ
く
。」
一
切
の
衆
生
の
苦
し
み
に

同
じ
て
い
く
。『
景
德
伝
燈
錄
』
卷
六
「
袁
州
南
源
道
明
禪
師
章
」
に
次
が
あ
る
。

洞
山
辭
去
，
師
云
：
「
多
學
佛
法
，
廣
作
利
益
。
」
洞
山
云
：
「
多
學
佛
法
即
不
問
，
如
何
是
廣
作
利
益
？
」
師
云
： 

「
一
物
莫
違
即
是
。
」

洞
山
が
南
源
を
辭
去
し
よ
う
と
す
る
と
、
南
源
は
言
っ
た
、
「
十
分
に
佛
法
を
學
び
、
あ
ま
ね
く
衆
生
を
利
益
す
る
の
だ
。
」
洞
山
、

「
佛
法
を
よ
く
學
ぶ
こ
と
は
よ
い
と
し
て
、
あ
ま
ね
く
衆
生
を
利
益
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
南
源
、
「
何
物
に
も

同
じ
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
だ
。
」

ま
た
『
宗
鏡
録
』
卷
三
二
に
も
次
が
あ
る
。

肇
師
云
：
「
慈
悲
之
心
，
虚
而
外
適
，
其
性
柔
弱
，
隨
物
不
違
，
故
如
女
也
。
」
（
大
正
藏
卷
四
八
・
五
九
九
下
）

僧
肇
言
う
、
「
慈
悲
の
心
は
、
己
を
む
な
し
く
し
て
外
に
適
應
し
、
性
質
は
柔
軟
で
あ
り
、
人
に
違
背
し
な
い
か
ら
、
女
性
の
よ
う

で
あ
る
。
」

○
僧
云
：
爭
奈
苦
楚
何　
「
そ
れ
に
し
ま
し
て
も
、
苦
し
み
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
で
し
ょ
う
。」

○
師
云
：
若
見
衆
生
苦
，
則
同
受
苦
者　

善
知
識
は
衆
生
の
苦
を
見
て
と
も
に
苦
し
み
、
回
避
し
な
い
。
二
句
は
『
諸
法
無

行
經
』
卷
下
（『
宗
鏡
錄
』
卷
九
三
に
も
引
か
れ
る
）
を
使
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

佛
法
湛
清
淨
，
其
喩
如
虚
空
。
此
中
無
可
取
，
亦
無
有
可
捨
。
佛
不
得
佛
道
，
亦
不
度
衆
生
。
凡
夫
強
分
別
，
作
佛

度
衆
生
。
是
人
於
佛
法
，
則
爲
甚
大
遠
。
若
見
衆
生
苦
，
則
是
受
苦
者
。
衆
生
無
衆
生
，
而
説
有
衆
生
。
住
衆
生
相

中
，
則
無
有
菩
提
。
（
大
正
藏
卷
一
五
・
七
六
〇
中
）　
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佛
法
は
虚
空
の
よ
う
に
清
淨
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
は
無
く
、
捨
て
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
も
無
い
。
佛
は

佛
道
を
得
た
の
で
は
な
く
、
衆
生
を
濟
度
し
た
の
で
も
な
い
。
凡
夫
が
む
り
や
り
「
佛
は
衆
生
を
濟
度
し
た
」
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

こ
う
い
う
人
は
佛
法
と
は
は
な
は
だ
緣
遠
く
、
衆
生
の
苦
を
見
て
、
苦
を
被
る
の
で
あ
る
。
衆
生
に
衆
生
は
な
い
が
、
衆
生
が
い
る

と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
衆
生
の
相
に
執
わ
れ
、
菩
提
を
見
失
っ
た
の
で
あ
る
。

『
諸
法
無
行
經
』
の
二
句
「
若
見
衆
生
苦
，
則
是
受
苦
者
」
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
で
あ
る
が
、
保
福
は
「
若
見
衆
生
苦
，

則
同
受
苦
者
」
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
に
用
い
て
い
る
。

南
本
『
涅
槃
經
』
卷
三
四
「
迦
葉
菩
薩
品
」
の
偈
に
言
う
、

如
來
受
苦
不
覺
苦
，
見
衆
生
苦
如
己
苦
。
（
大
正
藏
卷
一
二
・
八
三
八
上
）

ま
た
輸
波
迦
羅
（
善
無
畏
）
譯
『
蘇
婆
呼
童
子
請
問
經
』
巻
上
に
次
が
あ
る
。

菩
提
薩
埵
不
求
己
樂
，
利
有
情
故
，
能
忍
大
苦
。
是
故
菩
薩
見
衆
生
苦
；
菩
薩
亦
苦
，
見
衆
生
樂
，
菩
薩
亦
樂
。
（
大

正
藏
卷
一
八
・
七
三
五
下
）

菩
薩
は
自
己
の
樂
し
み
を
追
い
求
め
ず
、
衆
生
を
利
益
し
よ
う
と
し
て
、
よ
く
苦
し
み
に
耐
え
る
。
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
菩
薩
は
衆

生
が
苦
し
む
の
を
見
る
と
、
自
身
も
苦
し
み
、
衆
生
が
樂
し
ん
で
い
る
の
を
み
れ
ば
、
自
分
も
樂
し
む
の
で
あ
る
。

龐
居
士
の
娘
靈
照
は
、
父
が
倒
れ
た
の
を
見
て
、
自
ら
も
倒
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
父
を
助
け
起
こ
す
と
い
う
。『
龐
居
士

語
錄
』
に
言
う
、

居
士
賣
漉
籬
，
下
橋
喫
撲
。
靈
照
見
，
亦
去
爺
邊
倒
。
士
云
：
「
汝
作
什
麼
？
」
照
云
：
「
見
爺
倒
地
，
某
甲
相
扶
。
」

士
曰
：
「
賴
是
無
人
見
。
」
（
入
矢
義
高
譯
注
『
龐
居
士
語
錄
』
一
九
五
頁
、
禪
の
語
錄
7
、
筑
摩
書
房
）

居
士
が
ざ
る
を
賣
り
に
出
た
と
き
、
橋
を
下
り
が
け
に
け
つ
ま
ず
き
こ
ろ
ん
だ
。
そ
れ
を
見
た
靈
照
は
、
父
の
側
へ
行
っ
て
自
分
も

倒
れ
た
。
居
士
、
「
お
前
ど
う
し
た
の
だ
？
」
靈
照
、
「
お
父
さ
ん
が
倒
れ
た
の
を
見
て
、
助
け
起
こ
し
て
上
げ
る
の
で
す
。
」
居
士
、
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「
誰
も
見
て
お
ら
ん
で
よ
か
っ
た
わ
い
。
」(

日
譯
は
前
掲
書)

こ
の
靈
照
の
行
爲
も
「
若
見
衆
生
苦
，
則
同
受
苦
者
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
靈
照
は
父
を
凌
ぐ
偉
大
な
菩
薩
だ
っ

た
と
い
う
理
解
を
前
面
に
押
し
出
す
の
で
は
な
く
、「
こ
の
動
作
が
生き

じ地
の
ま
ま
の
娘
ら
し
い
し
ぐ
さ
で
あ
っ
た
こ
と
、

…
…
そ
の
可
愛
ら
し
い
娘
ら
し
さ
の
中
に
、
こ
の
菩
薩
行
の
妙
用
が
柔
ら
か
に
包
ま
れ
て
い
た
」
と
入
矢
は
注
釋
し
て
い

る
。

〔
四
一
〕
亂
走
し
て
變
ぜ
し
や
？

因
小
師
行
脚
歸
，
師
問
：
「
汝
亂
走
，
還
變
也
未
？
」
對
云
：
「
不
是
神
，
不
是
鬼
，
變
什
摩
？
」
師
云
：
「
又
亂
走

作
什
摩
！
」
對
云
：
「
也
要
和
尚
鑒
。」
師
云
：
「
放
汝
二
十
棒
」。
師
代
云
：
「
和
尚
見
走
到
什
摩
處
？
」

【
訓
讀
】

小
師
の
行
脚
よ
り
歸
る
に
因
り
、
師
問
う
、「
汝
亂
走
し
て
、
還は

た
變
ぜ
し
や
？
」
對
え
て
云
う
、「
是
れ
神
な
ら
ず
、

是
れ
鬼
な
ら
ず
、
什な

に摩
に
か
變
ぜ
ん
？
」
師
云
く
、「
又
た
亂
走
し
て
什な

ん摩
と
作
す
！
」
對
え
て
云
う
、「
也
た
和
尚
の
鑒か

ん

せ
ん
こ
と
を
要
す
。」
師
云
く
、「
汝
に
二
十
棒
を
放ゆ

る

す
」。
師
代
わ
り
て
云
う
、「
和
尚
は
什い

ず

こ
摩
處
に
走
り
到
れ
る
を
見
し

や
？
」

【
日
譯
】

小
師
が
行
脚
よ
り
歸
っ
て
き
た
の
で
、
師
は
訊
い
た
、「
君
は
や
た
ら
歩
き
ま
わ
っ
て
、
變
わ
っ
た
か
？
」
小
師
、「
私

は
鬼
神
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
に
變
わ
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
そ
れ
な
ら
や
た
ら
歩
き
ま
わ
っ
て
何
に
な

る
！
」
小
師
、「
和
尚
に
は
よ
く
見
て
と
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。」
師
、「
二
十
棒
は
か
ん
べ
ん
し
て
や
る
。」
師
は
小

師
に
な
り
代
わ
っ
て
言
っ
た
、「
和
尚
は
わ
た
し
が
ど
へ
行
っ
た
と
見
て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
？
」
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【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
に
の
み
收
錄
さ
れ
る
。

○
因
小
師
行
脚
歸
，
師
問
：
汝
亂
走
，
還
變
也
未
？　

保
福
が
小
師
（
弟
子
）
の
行
脚
を
「
亂
走
」
だ
と
す
る
の
は
、
自
己

の
寶
藏
を
さ
し
お
い
て
外
に
求
め
ま
わ
る
こ
と
の
誤
り
を
指
摘
す
る
も
の
。「
還
變
也
未
」
と
は
、
求
め
ま
わ
っ
て
獲
得

し
た
も
の
に
よ
っ
て
佛
身
に
變
じ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
亂
走
」
と
は
、
佛
や
道
を
人
に
尋
ね
ま
わ
る
こ
と
。

○
對
云
：
不
是
神
，
不
是
鬼
，
變
什
摩
？　

行
脚
修
行
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
鬼
神
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
何
か
に
變
わ
っ

た
り
は
し
ま
せ
ん
。
私
は
私
の
ま
ま
で
そ
れ
（
佛
）
と
變
わ
ら
な
い
の
で
す
。
本
書
卷
二
〇
「
灌
溪
和
尚
章
」
に
次
が
あ

る
。師

到
末
山
師
姑
處
。
…
…
師
却
問
：
「
如
何
是
末
山
？
」
師
姑
云
：
「
不
露
頂
。
」
進
曰
：
「
如
何
是
末
山
中
人
？
」

姑
云
：
「
非
男
非
女
相
。
」
進
曰
：
「
還
變
也
未
？
」
姑
云
：
「
不
是
鬼
神
，
變
什
摩
？
」
師
肯
之
。

灌
溪
和
尚
は
有
髪
の
尼
僧
の
末
山
の
と
こ
ろ
へ
參
問
し
た
。
…
…
灌
溪
は
ま
た
問
う
、
「
ど
の
よ
う
な
の
が
末
山
な
の
で
す
か
？
」

末
山
、
「
山
頂
は
見
え
ぬ
。
」
さ
ら
に
問
う
、
「
末
山
に
住
す
る
の
は
ど
う
い
う
人
で
し
ょ
う
か
？
」
末
山
、
「
男
で
も
女
で
も
な
い
。
」

「
變
じ
た
の
で
す
か
？
」
末
山
、
「
鬼
神
で
は
な
い
の
だ
か
ら
變
じ
た
り
し
よ
う
か
？
」
灌
溪
は
こ
れ
を
認
め
た
。

○
師
云
：
又
亂
走
作
什
摩
？　

き
み
は
き
み
自
身
の
ま
ま
に
佛
で
あ
る
な
ら
（
本
性
は
變
わ
ら
な
い
な
ら
）、
行
脚
し
て
何
に
な

る
。「
又
」
は
い
ぶ
か
る
語
氣
の
副
詞
。

○
對
云
：
也
要
和
尚
鑒　
「
如
何
是
佛
？
」
の
問
い
に
馬
祖
が
「
即
汝
心
是
」（
本
書
卷
一
五
「
大
梅
和
尚
章
」）
と
説
い
た
こ
と

を
踏
ま
え
、「
私
の
行
脚
が
亂
走
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
現
に
こ
う
し
て
あ
る
私
を
よ
く
見
て
と
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
」
と
切
り
返
し
た
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
二
「
陳
尊
宿
章
」
に
次
が
あ
る
。

師
問
新
到
僧
：
「
什
麼
處
來
？
」
僧
瞪
目
視
之
。
師
云
：
「
驢
前
馬
後
漢
！
」
僧
云
：
「
請
師
鑒
。
」
師
云
：
「
驢
前



211

『祖堂集』卷第一一譯注（二）「保福和尚章」（下）　（禪文化研究所唐代語錄研究班）

馬
後
漢
！
道
將
一
句
來
。
」
無
對
。

師
が
新
到
僧
に
問
う
、
「
ど
こ
か
ら
來
た
の
だ
？
」
僧
は
目
を
見
張
っ
て
師
を
見
た
（
「
性
在
作
用
」
の
馬
祖
禪
を
學
ん
で
き
ま
し

た
）
。
」
師
、
「
主
人
公
に
し
た
が
う
奴
僕
め
！
」
僧
、
「
現
に
こ
こ
に
い
る
主
人
公
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。
」
師
、
「
作
用
す
る
五
蘊

身
は
主
人
公
に
し
た
が
う
奴
僕
だ
！
一
句
吐
い
て
み
よ
。
」
僧
は
何
も
言
え
な
か
っ
た
。

僧
の
「
請
師
鑒
」
を
陳
尊
宿
が
「
驢
前
馬
後
漢
！
」
と
言
っ
た
よ
う
に
、
小
師
の
「
也
要
和
尚
鑒
」
も
保
福
は
「
驢
前
馬

後
」
と
決
め
つ
け
た
。

○
師
云
：
放
汝
二
十
棒　

亂
走
は
二
十
棒
も
の
だ
が
、
行
脚
を
止
め
て
歸
っ
て
き
た
こ
と
を
認
め
て
二
十
棒
を
免
除
し
て

や
っ
た
。
小
師
の
應
答
「
也
要
和
尚
鑒
」
を
認
め
た
の
で
は
な
い
。

◯
師
代
云
：
和
尚
見
走
到
什
摩
處
？　
「
代
わ
っ
て
」
と
は
、
す
ぐ
前
の
僧
の
「
也
要
和
尚
鑒
」
に
代
わ
っ
て
、
こ
う
い
う

べ
き
だ
っ
た
と
教
え
て
や
っ
た
。
行
脚
し
て
ど
こ
か
特
別
な
場
所
に
行
き
著
い
た
の
で
は
な
く
、「
擧
足
下
足
，
不
離
道

場
」（『
馬
祖
の
語
録
』
一
四
三
頁
）、
こ
の
場
を
離
れ
て
道
場
（
悟
り
の
座
）
が
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と
。「
驢
前
馬
後
」
に
す

ぎ
な
い
と
い
う
批
判
を
巧
み
に
か
わ
し
て
い
る
。

〔
四
二
〕
た
と
い
完
璧
に
言
え
て
も
、
ど
も
っ
た
も
の
で
し
か
な
い

師
問
僧
：
「
我
尋
常
道
：
莫
道
道
不
得
，
設
而
道
得
十
成
，
猶
是
患
謇
。
既
道
得
十
成
，
爲
什
摩
却
成
患
謇
？
」
僧

云
：
「
從
來
豈
是
道
得
底
事
那
？
作
摩
！
」
師
抗
聲
云
：
「
脱
却
來
！
」
其
僧
別
云
：
「
頭
上
不
可
更
安
頭
。」
師
云
：

「
停
囚
長
智
。」

【
訓
讀
】　
　
　
　
　
　
　
　

師
、
僧
に
問
う
、「
我
れ
尋へ

い
ぜ
い常

道い

え
り
、〈
道
い
得
ざ
る
は
莫

い
う
に
お
よ
ば

道
ず
、
設た

と而
い
道
い
得
て
十
成
な
る
と
も
、
猶な是
お
謇け

ん

を
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患
う
〉
と
。
既
に
道
い
得
て
十
成
な
る
に
、
爲な

に
ゆ
え

什
摩
に
か
却
っ
て
謇
を
患
う
こ
と
と
成
る
？
」
僧
云
く
、「
從

じ
ゅ
う

來ら
い

豈
に
是
れ

道い

い
得
る
底
の
事
な
ら
ん
や
？
作い

か
ん摩

！
」
師
は
聲
を
抗あ

げ
て
云
う
、「
脱
却
し
來き

た

れ
！
」
其
の
僧
、
別
し
て
云
う
、「
頭
上
に

更
に
頭
を
安お

く
可
か
ら
ず
。」
師
云
く
、「
停て

い

囚し
ゅ
うし

て
智
を
長
ず
。」

【
日
譯
】

師
は
僧
に
問
う
た
、「
わ
た
し
は
い
つ
も
言
っ
て
い
る
、〈
そ
れ
を
言
え
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
た
と
い
完
璧

に
言
え
て
も
、
ど
も
っ
た
も
の
で
し
か
な
い
の
だ
〉
と
。
十
分
に
言
い
得
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
ど
も
っ
た
も
の
に
な
っ

て
し
ま
う
の
か
？
」
僧
、「
も
と
も
と
言
い
得
る
事
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
の
け
！
」
師
は
怒
鳴
り
つ
け
た
、「
固
定

觀
念
か
ら
抜
け
出
よ
！
」
そ
の
僧
は
前
と
は
別
の
言
い
方
を
し
て
言
う
、「
頭
の
上
に
更
に
頭
を
置
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
。」

師
、「
長
く
牢
に
留
ま
っ
て
か
え
っ
て
惡わ

る

知ぢ

え慧
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
な
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
に
の
み
見
え
る
も
の
で
る
。

○
師
問
僧
：
我
尋
常
道
：
莫
道
道
不
得
，
設
而
道
得
十
成
，
猶
是
患
謇
。
既
道
得
十
成
，
爲
什
摩
却
成
患
謇
？　
「
私
は
い

つ
も
〈
言
い
得
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
た
と
い
完
璧
に
言
い
得
る
と
思
っ
て
も
、
言
葉
に
し
よ
う
と
す
れ
ば

言
葉
に
な
ら
な
い
の
だ
〉
と
言
っ
て
い
る
が
、
十
分
言
い
得
た
と
思
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
言
葉
に
な
ら
な
い
の

か
？
」
こ
れ
は
、「
宗
乘
」（
自
己
本
分
事
）
を
言
い
留
め
る
場
合
の
言
葉
の
限
界
を
認
識
し
た
述
懷
で
あ
ろ
う
。
九
峯
道

虔
は
言
う
、「
聲
前
抛
不
出
，
句
後
不
藏
形
。（
言
葉
に
す
る
こ
と
で
は
持
ち
出
せ
ず
、
持
ち
出
し
た
と
し
て
も
そ
の
と
た
ん
に
言
葉

か
ら
消
え
失
せ
て
し
ま
う
）」（
本
書
卷
九
「
九
峯
和
尚
章
」
第
二
則
）。
長
慶
慧
稜
に
嗣
い
だ
報
慈
和
尚
（
本
書
卷
一
三
「
報
慈
和
尚

章
」
第
一
六
則
）
は
、「
直
是
道
得
十
成
，
亦
須
痛
決
過
（
た
と
い
完
全
に
言
い
得
た
と
し
て
も
、
や
は
り
き
び
し
く
痛
打
し
て
や
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
）」
と
言
い
、
そ
の
理
由
を
「
ぴ
た
り
と
言
い
留
め
た
句
は
、
驢
馬
を
繋
ぐ
永
遠
の
杭
だ
」
と
答
え
、
言
語
へ
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の
執
わ
れ
を
戒
め
る
立
場
に
立
っ
て
お
り
、
保
福
が
言
葉
の
限
界
を
認
識
し
て
い
た
の
と
は
觀
點
を
異
に
し
て
い
る
。

「
莫
道
」
は
口
語
で
「
言
う
ま
で
も
な
く
」。「
莫
道
～
設
而
…
猶
（
也
）
～
」
は
「
～
は
も
と
よ
り
、
た
と
い
…
で
も
、
ま

だ
（
や
は
り
）
～
だ
。」
本
書
卷
五
「
雲
巖
和
尚
章
」
第
一
〇
則
、「
莫
道
不
會
，
設
使
會
得
，
也
只
是
左
之
右
之
。（
會
せ

ざ
る
は
無
論
の
こ
と
だ
が
、
た
と
い
會
得
し
て
も
、
や
は
り
ま
だ
周
辺
の
こ
と
で
し
か
な
い
の
だ
）。」

「
患
謇
」
は
、
ど
も
っ
て
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
言
い
得
ぬ
こ
と
〈
宗
乘
本
分
事
〉
を
言
お
う
と
し

て
、
完
璧
に
言
え
た
と
思
っ
て
も
、
そ
れ
は
不
完
全
な
言
い
か
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
謇
」
は

吃
音
の
こ
と
で
、
正
常
な
言
語
で
は
な
い
意
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
一
、「
撫
州
永
安
院
懷
烈
淨
悟
禪
師
章
」、「
上
堂
衆

集
，
師
顧
視
左
右
曰
：
〈
患
謇
作
麼
！
〉
便
歸
方
丈
。（
上
堂
す
る
や
大
衆
が
集
ま
り
、
師
は
左
右
を
見
ま
わ
し
、〈
ど
も
っ
て
ど

う
す
る
の
だ
！
〉
と
言
っ
て
、
さ
っ
と
方
丈
に
戻
っ
た
。）」
淨
悟
禪
師
は
永
安
院
の
僧
衆
が
さ
か
ん
に
「
宗
乘
」
を
議
論
し
て
い

る
の
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
僧
云
：
從
來
豈
是
道
得
底
事
那
？
作
摩
！
師
抗
聲
云
：
脱
却
來
！　

僧
は
「
宗
乘
は
も
と
も
と
言
詮
不
及
の
も
の
で
は
な

い
の
け
！
」
と
南
方
方
言
ま
る
だ
し
で
答
え
た
が
、
保
福
は
「
そ
う
い
う
固
定
觀
念
は
捨
て
よ
！
」
と
、
き
つ
く
戒
め
る

が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
「
言
え
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
言
え
た
」
と
思
っ
て
も
、
結
局
完
全
で
は
な
か
っ

た
こ
と
を
知
れ
、
さ
ら
に
は
「（
み
ず
か
ら
の
體
驗
を
）
言
う
努
力
を
怠
っ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

「
～
那
？
作
摩
！
」
は
本
書
に
の
み
七
例
が
見
ら
れ
、
み
な
嶺
南
の
人
で
あ
る
か
ら
「
強
い
詰
問
を
表
わ
す
南
方
方
言
の

特
徴
的
な
句
法
で
あ
る
」（
衣
川
賢
次
「
唐
末
五
代
禪
宗
の
思
想
―
『
祖
堂
集
』
卷
十
二
「
禾
山
和
尚
章
」
研
究
」、『
東
洋
文
化
研
究
所

紀
要
』
第
百
八
十
册
、
八
二
頁
）。

○
其
僧
別
云
：
頭
上
不
可
更
安
頭　

そ
う
言
わ
れ
て
僧
は
別
の
答
え
方
を
し
た
。「
が
ん
ら
い
あ
る
も
の
の
上
に
さ
ら
に
言

う
の
は
、
頭
に
頭
を
載
せ
る
よ
う
に
、
餘
計
な
こ
と
な
の
で
す
。」
季
總
行
徹
（
一
六
〇
六
～
一
六
五
八
、
尼
僧
）『
季
總
徹
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禪
師
語
録
』
卷
二
法
語
「
示
湛
水
道
人
」、「
莫
道
道
不
得
，
直
饒
道
得
一
句
，
正
是
頭
上
安
頭
。」（
言
い
得
な
い
の
は
さ
て

お
い
て
、
一
句
を
道
い
得
て
も
、
も
う
餘
計
な
こ
と
を
し
た
の
だ
）

○
師
云
：
停
囚
長
智　

僧
の
「
頭
上
不
可
更
安
頭
」
と
い
う
批
判
の
あ
る
こ
と
は
承
知
だ
が
、
こ
こ
で
わ
た
し
（
保
福
）
が

言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
う
で
は
な
い
の
だ
。「
ど
も
っ
て
で
も
み
ず
か
ら
の
體
驗
を
言
う
努
力
を
怠
っ
て
は
な

ら
ぬ
」
と
い
う
師
（
保
福
）
の
意
を
受
け
留
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
叱
責
す
る
。「
停
囚
長
智
」
は
「
惡
黨
を
永
く
拘
留

し
た
た
め
に
惡
智
慧
を
付
け
さ
せ
る
結
果
に
な
っ
た
」（『
禪
語
辭
典
』）。
本
書
卷
一
六
「
潙
山
和
尚
章
」
第
一
四
則
に
次

が
あ
る
。

潙
山
提
物
問
仰
山
：
「
正
與
摩
時
作
摩
生
？
」
仰
山
云
：
「
和
尚
還
見
摩
？
」
潙
山
不
肯
，
却
教
仰
山
問
：
「
正
與

摩
時
作
摩
生
？
」
師
云
：
「
正
與
摩
時
，
亦
無
作
摩
生
。
」
師
却
云
：
「
與
摩
道
亦
不
得
。
」
從
此
而
休
。
隔
數
年
後
，

仰
山
有
語
，
擧
似
師
云
：
「
切
忌
勃
素
著
。
」
師
聞
云
：
「
停
囚
長
智
。
」

潙
山
は
物
を
手
に
も
っ
て
見
せ
、
仰
山
に
問
う
た
、
「
こ
う
い
う
時
は
ど
う
か
？
」
仰
山
、
「
和
尚
は
見
え
ま
す
か
？
」
潙
山
は
認
め

ず
、
逆
に
仰
山
に
問
わ
せ
た
、
「
こ
う
い
う
時
は
ど
う
か
？
」
潙
山
、
「
こ
う
い
う
時
は
〈
ど
う
か
〉
も
な
い
。
」
す
ぐ
に
ま
た
言
っ

た
、
「
こ
の
よ
う
に
言
う
の
も
駄
目
だ
。
」
こ
れ
よ
り
話
は
打
ち
切
り
と
な
っ
た
。
數
年
後
、
仰
山
は
答
え
を
見
い
だ
し
、
潙
山
に

言
っ
た
、
「
け
っ
し
て
探
ろ
う
と
し
て
は
な
ら
ぬ
。
」
潙
山
は
聞
い
て
言
う
、
「
牢
獄
に
な
が
く
囚
わ
れ
て
惡
智
慧
が
つ
き
お
っ
た
。
」

〔
四
三
〕
什い

ず

こ
摩
處
か
是
れ
某
甲
の
去と

こ
ろ處
な
ら
ざ
る
？

僧
辭
，
師
問
：
「
什
摩
處
去
？
」
對
云
：
「
什
摩
處
不
是
某
甲
去
處
？
」
師
云
：
「
忽
然
［
生
］
山
河
大
地
，
又
作
摩

生
？
」
對
云
：
「
喚
什
摩
作
山
河
大
地
？
」
師
云
：
「
汝
話
墮
也
！
」

【
訓
讀
】
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僧
の
辭
せ
ん
と
す
る
に
、
師
問
う
、「
什い

ず

こ
摩
處
に
か
去ゆ

く
？
」
對こ

た

え
て
云
く
、「
什
摩
處
か
是
れ
某
甲
の
去
處
な
ら
ざ

る
？
」
師
云
く
、「
忽
然
と
し
て
山
河
大
地
生
ず
、
又
た
作い

か

ん
摩
生
？
」
對
え
て
云
く
、「
什な

に摩
を
喚
び
て
か
山
河
大
地
と
作

す
？
」
師
云
く
、「
汝
話わ

だ墮
せ
り
！
」

【
日
譯
】

僧
が
辭
去
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
師
が
問
う
、「
ど
こ
へ
行
く
の
か
？
」
僧
、「
ど
こ
だ
っ
て
わ
た
し
の
居
場
所
で
す
。」

師
、「〈
ふ
い
に
山
河
大
地
が
生
ず
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
き
み
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
？
」
僧
、「
何
を
山
河
大
地
と

呼
ぶ
の
で
す
か
？
」
師
、「
ぼ
ろ
が
出
た
ぞ
！
」

【
注
釋
】

○
本
話
頭
は
本
書
に
の
み
收
録
さ
れ
る
も
の
。

○
僧
辭
，
師
問
：
什
摩
處
去
？　

學
人
の
辭
去
す
る
に
際
し
て
、
保
福
の
叢
林
で
修
行
し
、
そ
の
到
り
え
た
境
地
を
檢
證
し

よ
う
し
て
問
う
。
以
下
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

洞
安
和
尚
。
有
僧
辭
師
，
師
云
：
「
什
麼
處
去
？
」
僧
云
：
「
本
無
所
去
。
」
師
云
：
「
善
爲
，
闍
梨
！
」
僧
云
：
「
不

敢
，
不
敢
。
」
師
云
：
「
到
諸
方
分
明
擧
！
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
八
「
洞
安
和
尚
章
」
）

あ
る
僧
が
洞
安
和
尚
を
辭
去
し
た
。
洞
安
、
「
ど
こ
へ
行
く
の
か
？
」
僧
、
「
も
と
も
と
去
來
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
」
洞
安
、
「
元
氣
で

な
！
」
僧
、
「
か
た
じ
け
の
う
ご
ざ
い
ま
す
（
話
墮
し
た
と
こ
ろ
）
。
」
洞
安
、
「
諸
方
の
老
宿
に
參
じ
た
と
き
こ
の
こ
と
を
告
げ
る
の

だ
ぞ
！
」

師
問
僧
：
「
什
麼
處
去
？
」
僧
云
：
「
西
山
住
庵
去
。
」
師
云
：
「
我
向
東
山
頭
喚
汝
，
汝
便
來
得
麼
？
」
僧
云
：
「
即

不
然
。
」
師
云
：
「
汝
住
庵
未
得
。
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
一
「
大
隨
法
眞
禪
師
章
」
）

大
隨
は
僧
に
問
う
た
、
「
ど
こ
へ
行
く
の
か
？
」
僧
、
「
西
山
に
（
亮
座
主
の
よ
う
に
）
住
庵
し
に
行
き
ま
す
。
」
大
隨
、
「
わ
た
し
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が
東
の
山
頂
よ
り
喚
べ
ば
、
き
み
は
す
ぐ
に
來
る
か
？
」
僧
、
「
そ
う
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
」
大
隨
、
「
住
庵
は
き
み
に
は
ま
だ
無
理

だ
。
」

洞
安
の
僧
は
「
本
無
去
來
」
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
洞
安
に
「
善
爲
」
と
別
れ
の
挨
拶
を
さ
れ
る
と
「
不
敢
，
不
敢
」

と
返
事
し
て
「
去
來
」
に
落
ち
て
し
ま
い
、
境
地
の
到
ら
な
さ
を
露
呈
し
て
し
ま
っ
た
。
大
隨
の
僧
は
、
西
山
に
消
息
を

絶
っ
た
亮
座
主
に
憧
れ
、
隱
遁
す
る
こ
と
が
住
庵
だ
と
短
絡
し
、
法
眞
に
叱
責
さ
れ
た
。

○
對
云
：
什
摩
處
不
是
某
甲
去
處
？　
「（
こ
こ
を
離
れ
て
も
）
ど
こ
だ
っ
て
私
の
居
場
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
黄
檗
希
運
は

「
三
千
世
界
是
沙
門
眼
」（『
宛
陵
錄
』）、
長
沙
景
岑
は
「
盡
十
方
世
界
是
沙
門
眼
，
盡
十
方
世
界
是
沙
門
全
身
，
盡
十
方
世

界
是
自
己
光
明
，
盡
十
方
世
界
在
自
己
光
明
裏
，
盡
十
方
世
界
無
一
人
不
是
自
己
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
〇
）、
雪
峯
義

存
は
「
盡
大
地
是
你
」（『
雲
門
廣
錄
』
卷
上
）
と
言
っ
た
の
を
承
け
て
言
う
。「
去
處
」
は
「
場
所
。
去ゆ

く
處
ま
た
は
去さ

っ

た
處
と
い
う
意
で
は
な
く
、
単
に
〈
と
こ
ろ
〉
と
い
う
意
の
俗
語
」（『
禪
語
辭
典
』）。『
玄
沙
廣
錄
』
卷
上
、「
盡
十
方
世

界
は
、
都す

べ來
て
只た是
だ
我
が
去と

こ
ろ處

。」

○
師
云
：
忽
然
［
生
］
山
河
大
地
，
又
作
摩
生
？　
「『
首
楞
嚴
經
』
に
〈
ふ
い
に
山
河
大
地
が
生
ず
る
〉
と
言
わ
れ
て
い
る

の
を
き
み
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？
」
と
は
、
山
河
大
地
が
妄
想
な
ら
、
き
み
の
い
う
「
去
處
」
も
妄
想
で
は
な
い
の

か
と
い
う
含
み
で
言
う
。 

原
文
は
「
生
」
字
を
脱
す
。
以
下
に
引
く
『
首
楞
嚴
經
』
に
據
り
補
っ
た
。「
忽
然
［
生
］
山

河
大
地
」
は
、『
首
楞
厳
経
』
卷
四
の
次
の
言
説
に
よ
る
。

富
樓
那
彌
多
羅
尼
子
…
白
佛
言
：
「
…
世
尊
！
若
復
世
間
一
切
根
、
塵
、
陰
、
處
、
界
等
，
皆
如
來
藏
清
淨
本
然
，

云
何
忽
生
山
河
大
地
諸
有
爲
相
，
次
第
遷
流
，
終
而
復
始
？
…
」
（
荒
木
見
悟
『
中
國
撰
述
經
典
』
二
、
二
六
九
頁
、
大
正
藏

卷
一
九
・
一
一
九
下
）

富
樓
那
彌
多
羅
尼
子
は
…
佛
陀
に
言
っ
た
、
「
…
世
尊
よ
！
世
間
の
す
べ
て
の
六
根
・
六
境
・
五
蘊
・
十
二
處
・
十
八
界
は
み
な
如
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來
藏
で
あ
り
、
本
來
清
淨
な
も
の
で
あ
る
な
ら
、
ど
う
し
て
ふ
い
に
山
河
大
地
や
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
が
生
じ
、
し
だ
い
に
移
り
變
っ

て
と
ど
ま
ら
ず
、
成
住
壞
空
の
四
劫
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
す
か
？
」

○
對
云
：
喚
什
摩
作
山
河
大
地
？　
「
何
を
山
河
大
地
と
呼
ぶ
の
で
す
か
？
」
と
は
、
山
河
大
地
は
妄
念
の
所
産
、
ど
こ
に

山
河
大
地
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
か
の
意
。
嚴
然
と
し
て
あ
る
山
河
大
地
を
無
み
す
る
。

○
師
云
：
汝
話
墮
也　
「
山
河
大
地
」
が
妄
想
な
ら
、
き
み
の
「
去
處
」
も
妄
想
で
、「
什
摩
處
不
是
某
甲
去
處
？
」
は
話
墮

し
て
い
る
。
き
み
の
言
う
よ
う
に
「
什
摩
處
不
是
某
甲
去
處
？
」
な
ら
、
嚴
然
と
し
て
あ
る
山
河
大
地
と
自
己
と
は
別
で

は
な
い
は
ず
。
な
ら
ば
、
こ
こ
を
離
れ
て
行
く
「
去と

こ
ろ處

」
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
き
み
の
妄
想
で
あ
っ
て
、
そ
こ

が
「
き
み
の
話
墮
し
た
と
こ
ろ
だ
。」

保
福
は
修
行
時
代
、
招
慶
慧
稜
、
安
國
弘
韜
と
江
外
へ
結
伴
行
脚
し
た
が
、
保
福
だ
け
が
行
脚
を
切
り
上
げ
、
ひ
と
り

先
に
雪
峯
山
に
歸
る
と
言
い
出
し
た
こ
と
が
本
章
第
一
三
則
に
見
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
行

脚
に
よ
っ
て
修
行
の
成
果
が
得
ら
れ
ず
、
行
脚
が
宗
乘
を
悟
る
の
に
資
す
る
も
の
で
は
な
い
と
わ
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う

（「『
祖
堂
集
』
卷
一
一
譯
注
（
一
）「
保
福
和
尚
章
」（
上
）」
參
照
、『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
八
號
、
二
〇
二
五
年
）。
保
福
を
辭

し
て
行
脚
に
出
よ
う
と
す
る
僧
に
「
什
摩
處
去
？
」
と
問
う
の
は
、
そ
の
時
の
經
驗
を
踏
ま
え
て
、
保こ

こ福
を
離
れ
て
宗
乘

を
求
め
る
行
脚
に
出
る
こ
と
の
愚
を
戒
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
四
四
〕
不
問
不
答
の
時
は
如
何
？

問
：
「
不
問
不
答
時
如
何
？
」
師
云
：
「
不
道
。」
進
曰
：
「
爲
什
摩
不
道
？
」
師
云
：
「
你
也
虚
有
這
个
問
。」

【
訓
讀
】

問
う
、「
不
問
不
答
の
時
は
如
何
。」
師
云
く
、「
道い

わ
ず
。」
進
曰
く
、「
爲な

に
ゆ
え

什
摩
に
か
道
わ
ざ
る
？
」
師
云
く
、「
你
也ま
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た
虚
し
く
這こ个
の
問
い
有
り
。」

【
日
譯
】

問
う
、「
問
い
も
答
え
も
な
い
も
の
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
言
わ
ぬ
。」
さ
ら
に
訊
く
、「
ど
う
し

て
言
わ
な
い
の
で
す
か
？
」
師
、「
き
み
も
無
用
な
問
い
を
す
る
ね
。」

【
注
釋
】

○
本
話
頭
は
本
書
に
の
み
收
録
さ
れ
る
も
の
。　
　

○
問
：
不
問
不
答
時
如
何
？
師
云
：
不
道　
「
問
い
も
答
え
も
な
い
も
の
」
と
は
、
言
語
表
現
を
絶
し
て
い
る
が
故
に
言
え

ば
誤
る
宗
乘
そ
の
も
の
の
こ
と
。
だ
か
ら
保
福
は
「
言
わ
ぬ
」
と
言
っ
た
。『
維
摩
經
』
弟
子
品
・
大
目
犍
連
に
「
夫
れ

法
を
説
く
と
は
、
説
く
無
く
示
す
無
し
。
其
れ
法
を
聽
く
と
は
，
聞
く
無
く
得
る
無
し
」（
大
正
藏
卷
一
四
・
五
四
〇
上
）
と

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
法
（
眞
實
）
は
言
語
を
絶
し
て
い
る
。
以
下
の
よ
う
に
多
く
の
例
が
あ
る
が
、
軽
く
一
蹴
さ
れ

て
い
る
。

僧
問
西
堂
：
「
有
問
有
答
則
不
問
，
不
問
不
答
時
如
何
？
」
答
曰
：
「
怕
爛
却
那
？
作
摩
！
」
師
聞
擧
云
：
「
從
來

疑
這
个
老
漢
。
」
（
本
書
卷
一
四
「
百
丈
和
尚
章
」
第
一
一
則
）

僧
が
西
堂
智
藏
に
問
う
、
「
問
い
が
あ
り
答
え
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
問
い
ま
せ
ん
、
問
い
も
答
え
も
な
い
も
の
と
は
何
で
し
ょ

う
か
？
」
西
堂
、
「
（
言
葉
を
使
え
ば
）
そ
れ
が
腐
る
と
で
も
心
配
し
て
い
る
の
け
！
」
百
丈
、
「
こ
れ
ま
で
こ
の
老
漢
は
只
者
で
な

い
と
思
っ
て
い
た
が
、
や
は
り
そ
う
だ
っ
た
。
」

問
：
「
不
問
不
答
時
如
何
？
」
師
云
：
「
鈍
漢
！
（
に
ぶ
い
奴
だ
！
）
」
（
『
雪
峯
語
錄
』
卷
上
、
禪
學
叢
書
之
三
、
二
五
三
頁
上
）

問
：
「
不
問
不
答
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
問
人
焉
知
？
（
人
に
問
う
て
も
誰
が
知
ろ
う
？
）
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
「
信

州
鵝
湖
智
孚
禪
師
章
」
）
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僧
問
長
慶
：
「
有
問
有
答
，
賓
主
歷
然
，
不
問
不
荅
時
如
何
？
」
慶
云
：
「
相
逢
盡
道
休
官
去
，
林
下
何
曾
見
一
人
？
」

（
『
智
門
祚
禪
師
語
錄
』
頌
古
、
禪
學
叢
書
之
一
、
二
二
三
頁
下
）

僧
が
長
慶
に
問
う
、
「
問
い
が
あ
り
答
え
が
あ
れ
ば
、
賓
主
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
が
、
問
い
も
答
え
も
な
い
場
合
は
ど
う
な
る

の
で
す
か
？
」
長
慶
、
「
逢
え
ば
み
な
官
を
辭
め
る
と
言
う
が
、
實
際
に
隱
棲
し
た
も
の
に
逢
っ
た
こ
と
が
な
い
。
（
不
問
不
答
を
問

う
者
は
い
る
が
、
不
問
不
答
に
な
っ
た
も
の
は
お
ら
ぬ
）
」

問
：
「
如
何
是
本
來
宗
？
」
師
云
：
「
不
問
不
答
。
」
（
『
雲
門
廣
錄
』
卷
上
、
大
正
藏
四
七
・
五
四
六
上
）

問
う
、
「
本
來
の
宗
乘
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
？
」
雲
門
、
「
問
う
た
り
答
え
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」

問
：
「
如
何
是
問
？
」
師
云
：
「
不
與
摩
来
。
」
問
：
「
如
何
是
答
？
」
師
云
：
「
向
你
道
什
摩
？
」
進
曰
：
「
不
問

不
答
時
如
何
？
」
師
云
：
「
你
亦
須
別
頭
好
。
」
（
本
書
卷
一
三
「
招
慶
和
尚
章
」
第
一
〇
則
）

問
う
、
「
問
う
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
招
慶
、
「
そ
の
よ
う
に
問
う
も
の
で
は
な
い
。
」
問
う
、
「
答
え
る
と
は
ど
う
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
招
慶
、
「
そ
の
よ
う
な
問
い
に
、
わ
た
し
は
何
を
答
え
る
の
か
？
」
さ
ら
に
問
う
、
「
問
い
も
答
え
も
な
い

も
の
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」
招
慶
、
「
き
み
も
（
不
問
不
答
を
言
葉
で
問
う
の
で
は
な
く
）
別
の
問
い
か
た
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
」

問
：
「
不
問
不
答
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
寱
語
作
麼
！
（
寢
ご
と
を
言
っ
て
ど
う
す
る
！
）
」
（
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
五
「
杭

州
靈
隱
山
清
聳
禪
師
章
」
）

問
：
「
有
問
有
答
，
蓋
正
尋
常
。
不
問
不
答
又
如
何
？
」
師
云
：
「
莫
顚
倒
！
」
「
莫
便
是
麼
？
」
師
云
：
「
莫
顚
倒
！
」

（
『
汾
陽
無
德
禪
師
語
錄
』
卷
上
、
大
正
藏
卷
四
七
・
六
〇
七
中
）

問
う
、
「
問
い
が
あ
り
答
え
が
あ
る
の
は
通
常
の
こ
と
で
す
が
、
問
い
が
な
く
答
え
が
な
い
も
の
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
顚

倒
し
て
は
な
ら
ぬ
。
」
僧
、
「
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
か
？
」
師
、
「
顚
倒
し
て
は
な
ら
ぬ
。
」
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「
不
問
不
答
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
本
書
卷
一
二
「
禾
山
和
尚
章
」
に
、
問
答
を
分
類
し
て
論
じ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、

衣
川
賢
次
「
唐
末
五
代
禪
宗
の
思
想
―
『
祖
堂
集
』
卷
一
二
「
禾
山
和
尚
章
」
研
究
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
百
八
十

册
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
に
次
の
訳
注
が
あ
る
。

【
八
】
且
看
，
古
人
什
摩
處
是
無
佛
法
身
心
處
？
好
手
亦
不
奈
何
。
恰
似
叢
林
兄
弟
學
處
不
通
，
只
執
一
問
一
答
，
往

來
言
語
。
殊
不
知
，
亦
有
時
中
問
答
，
分
爲
三
般
：

一
者
，
現
對
緣
處
機
縱
奪
，
亦
得
名
爲
問
答
；

二
者
，
亦
有
擬
心
是
問
，
不
續
是
答
，
是
藥
病
之
語
；

三
者
，
亦
有
無
問
之
問
、
無
説
之
説
。
這
个
（
當
脱
「
是
」
）
宗
門
正
問
正
答
之
路
，
又
不
可
類
同
，
事
須
甄
別
。
…
…

さ
て
、
古
人
の
ど
こ
が
佛
教
者
に
あ
る
ま
じ
き
や
り
方
な
の
か
？
熟
練
の
禪
匠
で
も
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
ど
う
し
て
や
り
よ
う
も
な
い

の
だ
。
そ
れ
は
ま
さ
に
今
の
叢
林
で
は
兄
弟
た
ち
が
禪
學
に
通
じ
て
い
な
い
た
め
に
、
一
問
一
答
す
る
の
み
で
、
た
だ
言
葉
の
や
り

と
り
に
終
始
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
時
宜
に
適
っ
た
問
答
に
三
種
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

第
一
、
師
資
對
應
の
場
に
お
け
る
放
縱
と
籠
絡
、
こ
れ
こ
そ
〈
問
答
〉
と
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
、
問
僧
の
心
が
指
向
す
る
と
こ
ろ
を
、
老
師
は
答
え
て
こ
れ
を
繼
續
さ
せ
ぬ
の
を
〈
病
を
癒
す
語
〉
と
い
う
。

第
三
、
〈
問
い
の
無
い
問
い
、
答
え
の
無
い
答
え
〉
と
い
う
の
が
、
わ
が
宗
門
の
正
し
い
問
い
と
正
し
い
答
え
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
を
混
同
し
て
は
な
ら
ず
、
場
合
に
応
じ
て
愼
重
に
區
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
…
…

師
云
：
「
可
不
聞
〈
僧
問
洞
山
：
『
有
問
則
有
答
，
不
問
不
答
時
如
何
？
』
洞
山
答
云
：
『
持
齋
喫
肉
羹
。
』
曹
山
云
：

『
喫
酒
喫
肉
。
』
只
如
曹
山
亦
置
此
問
於
石
霜
，
石
霜
乃
對
云
：
『
不
折
尺
。
』
〉
？
師
云
：
「
大
難
會
。
舉
者
多
，
辨

者
少
。
」

師
は
言
っ
た
、
「
諸
君
も
聞
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
、
〈
僧
が
洞
山
和
尚
に
問
う
た
、
『
問
い
が
あ
れ
ば
答
え
が
あ
る
の
は
わ
か
り
ま
す



221

『祖堂集』卷第一一譯注（二）「保福和尚章」（下）　（禪文化研究所唐代語錄研究班）

が
、
問
い
も
せ
ず
答
え
も
し
な
い
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
』
洞
山
は
答
え
た
、
『
齋
戒
を
守
る
と
言
い
な
が
ら
肉
入
り

の
ス
ー
プ
を
飲
む
。
（
自
分
の
言
っ
た
こ
と
に
背
い
て
る
意
）
』
曹
山
が
さ
ら
に
言
っ
た
、
『
酒
を
飲
み
、
肉
を
喰
ら
う
。
（
禪
僧
と
し

て
あ
る
ま
じ
き
質
問
の
意
）
』
曹
山
は
そ
の
問
い
を
石
霜
に
告
げ
た
と
こ
ろ
、
石
霜
は
答
え
た
、
『
定
規
ど
お
り
だ
。
』
〉
」
師
は
言
っ

た
、
「
こ
の
問
答
は
難
し
い
。
取
り
上
げ
る
人
は
多
い
が
、
正
し
く
辯
別
す
る
人
は
少
な
い
。
」

○
進
曰
：
爲
什
摩
不
道
？
師
云
：
你
也
虚
有
這
个
問　
「
不
問
不
答
」
な
の
に
、
わ
た
し
は
「
言
わ
ず
」
と
無
用
な
答
え
を

し
て
し
ま
っ
た
が
、「
き
み
も
無
用
な
問
い
を
し
た
の
だ
。」
洞
山
が
「
持
齋
喫
肉
羹
」
と
言
っ
た
よ
う
に
「
自
分
の
言
っ

た
こ
と
に
背
い
て
い
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

〔
四
五
〕
此
の
事じ

は
閃
電
、
石
火
、
火
焰
、
霹

び
ゃ
く

靂り
ゃ
くに
相
い
似
た
り

師
上
堂
云
：
「
此
事
似
个
什
摩
？
閃
電
相
似
，
石
火
相
似
，
火
焰
相
似
，
霹
靂
相
似
。
是
你
諸
人
著
力
，
須
得
趁
著
始

得
；
若
不
趁
著
，
喪
身
失
命
。」
有
人
便
問
：
「
承
師
有
言
『
是
你
諸
人
著
力
，
須
得
趁
著
始
得
；
若
不
趁
著
，
喪
身
失

命
』，
直
得
趁
著
，
還
不
喪
身
失
命
也
無
？
」
師
云
：
「
失
不
失
即
且
置
，
是
你
還
趁
著
也
無
？
」
對
曰
：
「
若
道
趁
不
著
，

招
人
怪
笑
。」
師
曰
：
「
是
你
趁
著
底
事
作
摩
生
？
」
對
曰
：
「
和
尚
還
解
怪
笑
得
摩
？
」
師
曰
：
「
汝
是
惡
人
。」
僧
曰
：

「
何
必
！
」
師
便
打
出
去
。

【
訓
讀
】

師
上
堂
し
て
云
く
、「
此
の
事じ

は
个こ

の
什な

に摩
に
か
似
た
る
？
閃
電
に
相
い
似
た
り
、
石
火
に
相
い
似
た
り
、
火
焰
に
相
い

似
た
り
、
霹

び
ゃ
く

靂り
ゃ
くに

相
い
似
た
り
。
是こ

れ
你な

ん
ぢら

諸
人
著ち

ゃ
く

力り
き

し
て
、
須す

べ
か得

ら
く
趁お

い
著え

て
始
め
て
得よ

し
。
若も

し
趁お

い
著え

ず
ん
ば
、

喪そ
う
し
ん
し
つ

身
失
命み

ょ
うせ

ん
。」
有
る
人
便
ち
問
う
、「
承
る
に
師
に
言げ

ん

有
り
、『
是
れ
你
ら
諸
人
著
力
し
て
、
須
得
ら
く
趁
い
著
て
始
め

て
得
し
、
若
し
趁
い
著
ず
ん
ば
、
喪
身
失
命
せ
ん
』
と
。
直も得
し
趁お

い
著え

な
ば
、
還は

た
喪
身
失
命
せ
ざ
ら
ん
や
？
」
師
云
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く
、「
失
不
失
は
即
ち
且
ら
く
置
く
、
是
れ
你
は
還は

た
趁お

い
著え

た
る
や
？
」
對こ

た

え
て
曰
く
、「
若
し
趁お

い
著え

ず
と
道い

わ
ば
、
人

の
怪か

い

笑し
ょ
うす

る
を
招
か
ん
。」
師
曰
く
、「
是
れ
你
の
趁お

い
著え

た
る
底と

こ
ろの

事
は
作い

か

ん
摩
生
？
」
對
え
て
曰
く
、「
和
尚
は
還は

た
解よ

く

怪
笑
し
得
る
や
？
」
師
曰
く
、「
汝
は
是
れ
惡
人
な
り
。」
僧
曰
く
、「
何
ぞ
必
ず
し
も
！
」
師
便
ち
打
ち
出い

だ

し
去
る
。

【
日
譯
】

師
は
上
堂
し
て
言
っ
た
、「
こ
の
事じ

は
何
に
似
て
い
る
の
か
？
稻
妻
の
よ
う
で
あ
り
、
火
花
の
よ
う
で
あ
り
、
炎
の
よ
う

で
あ
り
、
雷
鳴
の
よ
う
で
あ
る
。
諸
君
は
全
力
を
盡
し
て
そ
の
一
瞬
に
追
い
つ
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
も
し
追
い
つ
け
な

か
っ
た
ら
命
を
落
と
す
。」
あ
る
僧
が
問
う
た
、「
師
は
『
諸
君
は
全
力
を
盡
し
て
そ
の
一
瞬
に
追
い
つ
か
な
く
て
は
な
ら

ぬ
。
も
し
追
い
つ
け
な
か
っ
た
ら
命
を
落
と
す
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
も
し
追
い
つ
い
た
な
ら
、
命
を
落
と
さ
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？
」
師
、「
命
を
落
と
す
落
と
さ
ぬ
は
と
も
か
く
、
き
み
は
追
い
つ
い
た
の
か
？
」
僧
、「
も
し
も
追
い
つ
け
な

か
っ
た
と
い
え
ば
、
人
に
あ
ざ
笑
わ
れ
ま
す
か
ら
。」
師
、「
き
み
が
追
い
つ
い
た
事
と
は
何
な
の
か
？
」
僧
、「
和
尚
は
わ

た
し
を
あ
ざ
笑
え
ま
す
か
？
」
師
、「
お
ま
え
は
惡
人
だ
。」
僧
、「
そ
う
と
も
言
え
ま
せ
ん
よ
。」
師
は
打
っ
て
追
い
出
し

た
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
宋
代
の
語
錄
に
次
の
よ
う
な
異
傳
が
引
か
れ
る
。

擧
：
保
福
示
衆
云
：
「
此
事
如
擊
石
火
，
閃
電
光
。
搆
得
，
搆
不
得
，
未
免
喪
身
失
命
。
」
僧
便
問
：
「
未
審
搆
得
底

人
還
免
喪
身
失
命
也
無
？
」
保
福
云
：
「
適
來
且
致
，
闍
黎
還
搆
得
麼
？
」
僧
云
：
「
若
搆
不
得
，
未
免
大
衆
笑
。
」

保
福
云
：
「
作
家
，
作
家
！
」
僧
云
：
「
是
什
麼
心
行
？
」
福
云
：
「
一
杓
屎
，
攔
面
潑
，
不
知
臭
。
」
師
云
：
「
諸

上
座
！
保
福
有
生
擒
虎
兕
底
爪
牙
，
者
僧
也
不
易
相
敵
。
雖
然
如
此
，
要
且
放
過
保
福
一
著
。
只
如
翠
峯
與
大
衆
，

還
許
諸
方
撿
責
也
無
？
若
免
不
得
，
平
地
上
死
人
無
數
。
其
中
有
得
活
底
麼
？
」
師
拈
起
拄
杖
云
：
「
來
也
，
來
也
。
」
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（
『
明
覺
禪
師
語
錄
』
卷
一
「
住
蘇
州
洞
庭
翠
峯
禪
寺
語
」
室
中
擧
古
）

保
福
は
示
衆
し
て
言
っ
た
、
「
こ
の
事
は
火
花
が
散
り
、
稻
妻
が
走
る
よ
う
だ
。
そ
れ
に
出
逢
え
て
も
出
逢
え
な
く
と
も
、
命
を
落

と
す
の
を
免
れ
ぬ
。
」
僧
が
問
う
た
、
「
そ
れ
に
出
逢
え
た
人
は
命
を
落
と
す
の
を
免
れ
ま
す
か
？
」
保
福
、
「
命
を
落
と
す
か
は
と

も
か
く
、
そ
な
た
は
出
逢
え
た
の
か
？
」
僧
、
「
も
し
出
逢
え
な
か
っ
た
ら
、
皆
に
笑
わ
れ
ま
す
。
」
保
福
、
「
見
事
、
見
事
。
」
僧
、

「
ど
う
い
う
お
つ
も
り
で
す
か
？
」
保
福
、
「
柄
杓
の
屎
を
顔
め
が
け
て
ぶ
ち
ま
け
た
の
に
、
臭
い
と
思
わ
ぬ
と
は
！
」
…
…

他
に
『
宗
門
統
要
集
』
卷
九
「
保
福
章
」、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
四
「
保
福
章
」、『
五
燈
會
元
』
卷
七
「
保
福
章
」
に
も
引

用
さ
れ
、
ま
た
「
擊
石
火
，
閃
電
光
。
搆
得
，
搆
不
得
，
未
免
喪
身
失
命
」
の
句
は
『
明
覺
禪
師
語
錄
』
卷
一
「
住
明
州

雪
竇
禪
寺
語
」、『
圓
悟
語
錄
』
卷
二
「
上
堂
二
」、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
九
「
雪
峯
思
慧
章
」（
作
「
薦
得
，
薦
不
得
」）
な
ど

多
く
の
語
錄
に
も
引
か
れ
て
い
る
。

○
此
事
似
个
什
摩
？
閃
電
相
似
，
石
火
相
似
，
火
焰
相
似
，
霹
靂
相
似　
「
此
の
事
」
と
は
「
一
大
事
」
す
な
わ
ち
自
己

本
分
事
の
提
示
。
こ
こ
で
は
師
家
の
あ
る
べ
き
接
化
を
指
す
。
巖
頭
全
豁
の
句
に
も
と
づ
く
ら
し
く
、『
圓
悟
語
錄
』
卷

一
四
「
法
語
上
」
示
隆
知
藏
に
巖
頭
の
句
を
引
き
、
師
家
の
あ
る
べ
き
接
化
を
列
擧
し
て
い
る
。

摩
竭
陀
國
，
親
行
此
令
，
少
林
面
壁
，
全
提
正
宗
，
而
時
流
錯
認
，
遂
尚
泯
默
，
以
爲
無
縫
罅
，
無
摸
索
，
壁
立
萬

仞
。
殊
不
知
本
分
事
，
恣
情
識
摶
量
，
便
爲
高
見
。
此
大
病
也
。
從
上
來
事
，
本
不
如
是
。
巖
頭
云
：
「
只
露
目
前

些
子
，
箇
如
撃
石
火
，
閃
電
光
。
若
構
不
得
，
不
用
疑
著
。
」
此
是
向
上
人
行
履
處
，
除
非
知
有
，
莫
能
知
之
。
趙
州

喫
茶
去
、
秘
魔
巖
擎
扠
、
雪
峯
輥
球
、
禾
山
打
鼓
、
倶
胝
一
指
、
歸
宗
拽
石
、
玄
沙
未
徹
、
德
山
棒
、
臨
濟
棯
，
並

是
透
頂
透
底
，
直
截
剪
斷
葛
藤
，
大
機
大
用
，
千
差
萬
別
，
會
歸
一
源
，
可
以
與
人
解
粘
去
縛
。
（
大
正
卷
四
七
・
七
七
七

中
）　佛

陀
は
摩

ま
が
だ

竭
陀
國こ

く

で
室
を
閉
ざ
し
沈
默
す
る
こ
と
で
宗
乘
を
實
演
し
、
達
磨
は
少
林
寺
で
面
壁
默
坐
し
て
正
宗
を
提
示
し
た
。
し
か
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し
當
時
の
人
々
は
誤
解
し
、
沈
默
を
尊
び
、
あ
た
か
も
縫
い
目
が
な
く
、
探
り
當
て
よ
う
が
な
く
、
斷
崖
絶
壁
の
前
に
立
つ
か
の

よ
う
に
思
っ
た
。
自
己
本
分
事
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
、
思
い
の
ま
ま
に
分
別
し
て
推
測
す
る
の
を
、
す
ぐ
れ
た
見
識
と
し
た
の
は
、

大
變
な
間
違
い
だ
。
宗
乘
は
も
と
よ
り
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
。
巖
頭
は
「
火
花
や
稻
妻
の
よ
う
に
、
目
前
に
一
瞬
現
わ
す
だ
け

だ
。
そ
の
瞬
間
に
ピ
タ
リ
と
契
合
で
き
な
く
と
も
、
疑
っ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
言
っ
た
が
、
こ
れ
は
佛
の
價
値
意
識
を
超
え
出
た
人
の

行
履
で
あ
り
、
そ
れ
の
有
る
こ
と
を
知
る
者
に
し
か
わ
か
ら
な
い
の
だ
。
た
と
え
ば
趙
州
の
喫
茶
去
…
臨
濟
の
喝
な
ど
、
み
な
徹
底

し
て
言
葉
を
斷
ち
切
る
も
の
で
あ
り
、
大
い
な
る
は
た
ら
き
は
、
千
差
萬
別
で
も
、
根
源
の
佛
性
に
歸
し
、
そ
の
人
か
ら
執
わ
れ
を

解
く
も
の
で
あ
る
。

○
是
你
諸
人
著
力
，
須
得
趁
著
始
得
；
若
不
趁
著
，
喪
身
失
命　

師
家
の
み
ご
と
な
提
示
に
接
し
た
時
、
火
花
が
散
り
、
稻

妻
が
走
る
そ
の
瞬
間
に
ピ
タ
リ
と
契
合
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
瞬
間
を
逃
し
た
な
ら
、
命
を
落
と
す
も
同
然
だ
。「
著
力
」

は
力
を
込
め
る
、
全
力
を
か
け
る
。「
趁
著
」
は
そ
の
瞬
間
に
間
に
合
う
。
火
花
が
散
り
、
稻
妻
が
走
る
そ
の
一
瞬
の
う

ち
に
。
そ
の
機
會
を
失
え
ば
、
求
道
者
と
し
て
失
格
だ
。「
喪
身
失
命
」
は
む
ろ
ん
譬
喩
で
あ
る
。

○
有
人
便
問
：
承
師
有
言
「
是
你
諸
人
著
力
，
須
得
趁
著
始
得
；
若
不
趁
著
，
喪
身
失
命
」，
直
得
趁
著
，
還
不
喪
身
失
命

也
無
？　

あ
る
僧
は
保
福
の
上
堂
語
を
引
い
て
問
う
た
、「
本
當
に
そ
の
一
瞬
に
追
い
つ
い
た
な
ら
、
喪
身
失
命
し
な
い

の
で
す
か
？
」「
直
得
～
」
は
「
本
當
に
～
に
な
っ
た
ら
」
と
い
う
假
定
を
表
わ
す
。

○
師
云
：
失
不
失
即
且
置
，
是
你
還
趁
著
也
無　

僧
の
質
問
は
保
福
の
期
待
外
れ
だ
っ
た
。
格
調
高
く
示
し
た
「
學
人
著
力

の
處
」
が
理
窟
に
落
ち
る
や
り
と
り
に
な
っ
た
。

○
對
曰
：
若
道
趁
不
著
，
招
人
怪
笑　
「
も
し
も
追
い
つ
け
な
か
っ
た
と
言
え
ば
、
人
に
あ
ざ
笑
わ
れ
ま
す
か
ら
」
と
は
、

「
既
に
本
來
的
に
一
切
が
自
己
に
具
足
し
て
い
る
以
上
、
常
に
到
り
得
て
い
ま
す
」。
僧
は
保
福
の
「
命
が
け
の
求
道
」
と

は
甚
だ
か
け
離
れ
た
「
無
事
禪
」
を
も
っ
て
對
應
す
る
。
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○
師
曰
：
是
你
趁
著
底
事
作
摩
生
？
對
曰
：
和
尚
還
解
怪
笑
得
摩
？　

そ
こ
で
保
福
は
「
き
み
が
追
い
つ
い
た
事
（
火
花
が

散
り
、
稻
妻
が
走
る
そ
の
瞬
間
に
ピ
タ
リ
と
契
合
す
る
）
と
は
何
か
？
」
と
、「
命
が
け
の
求
道
」
を
求
め
る
が
、
僧
は
「
わ
た

し
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
和
尚
は
わ
た
し
を
笑
え
ま
す
か
？
」
と
「
無
事
禪
」
に
よ
る
對
應
を
繰
り
返
す
。

○
師
曰
：
汝
是
惡
人
。
僧
曰
：
何
必
！
師
便
打
出
去　

保
福
は
し
び
れ
を
切
ら
し
て
「
惡
黨
（
惡
賢
い
や
つ
）」
と
罵
る
が
、

僧
は
こ
と
さ
ら
に
悟
り
を
求
め
ぬ
「
無
事
禪
」
の
ど
こ
が
惡
い
の
か
と
居
直
っ
た
の
で
、
棒
打
し
て
追
い
出
し
た
。
保
福

は
自
己
本
分
事
を
知
識
と
し
て
知
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
己
の
體
驗
を
通
す
必
要
が
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

〔
四
六
〕
文
殊
の
劍

師
擧
：
「
曹
山
代
無
著
曰
：
『
久
承
大
師マ

マ

［
士
］
按
劍
，
何
得
處
在
一
塵
？
』」
僧
便
問
：
「
作
摩
是
文
殊
劍
？
」
對

曰
：
「
不
道
。」「
爲
什
摩
不
道
？
」
曰
：
「
道
則
在
一
塵
。」

【
訓
讀
】

師
擧
す
、「
曹
山
は
無
著
に
代
わ
っ
て
曰
く
、『
久
し
く
承

う
け
た
ま
わる

に
大
士
は
劍
を
按か

ま

う
と
。
何
ぞ
一
塵
に
處
在
す
る
を
得
た

る
？
』」
僧
便
ち
問
う
、「
作い

か
ん摩

が
是
れ
文
殊
の
劍
？
」
對こ

た

え
て
曰
く
、「
道い

わ
ず
。」「
爲な

に
ゆ
え

什
摩
に
か
道
わ
ざ
る
？
」
曰
く
、

「
道
え
ば
則
ち
一
塵
に
在
り
。」

【
日
譯
】

師
は
話
頭
を
取
り
上
げ
て
言
っ
た
、「
曹
山
は
無
著
和
尚
に
代
わ
っ
て
文
殊
菩
薩
に
言
っ
た
、『
以
前
よ
り
聞
き
及
び
ま

す
に
大
士
は
劍
を
か
ま
え
た
と
。
な
の
に
よ
く
も
ま
あ
そ
ん
な
虚
妄
な
る
塵
境
に
留
ま
っ
て
お
れ
る
も
の
で
す
ね
。』」
そ
こ

で
僧
が
問
う
た
、「
文
殊
の
劍
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
す
か
？
」
師
、「
言
わ
ぬ
。」「
ど
う
し
て
言
わ
な
い
の
で
す

か
？
」
師
、「
言
え
ば
虚
妄
な
る
塵
境
に
落
ち
る
こ
と
に
な
る
。」
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【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
に
の
み
收
錄
さ
れ
る
も
の
。
た
だ
し
、
無
著
に
代
わ
っ
て
の
曹
山
の
代
語
は
、
本
章
第
二
三
則
の
次
の
話
頭

に
對
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
分
か
る
の
は
『
宗
門
統
要
集
』
卷
二
「
未
詳
嗣
法
」
無
著
和
尚
章
に
も
同
じ
話
頭

が
採
ら
れ
、
そ
こ
に
曹
山
の
代
語
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
本
章
第
二
三
則
を
示
す
。

因
擧
：
「
無
著
和
尚
到
五
臺
山
，
見
文
殊
化
寺
，
共
喫
茶
次
，
文
殊
提
起
茶
垸
子
云
：
『
南
方
還
有
這
个
不
？
』
無

著
云
：
『
無
。
』
文
殊
云
：
『
尋
常
將
什
摩
喫
茶
？
』
無
著
無
對
。
」
師
代
云
：
「
幾
不
與
摩
道
。
」
又
代
云
：
「
久
嚮

金
毛
，
今
日
親
見
。
」
招
慶
代
云
：
「
若
與
摩
，
則
癡
客
勸
主
人
〈
請
盡
茶
〉
。
」

あ
る
日
、
次
の
話
頭
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
「
無
著
和
尚
が
五
臺
山
に
行
き
、
文
殊
菩
薩
が
幻
出
し
た
寺
に
出
会
っ
て
、
一
緒
に
茶

を
飲
ん
で
い
た
と
き
、
文
殊
は
茶ち

ゃ
か
ん垸

子す

を
持
ち
上
げ
て
訊
い
た
、
『
南
方
に
も
こ
れ
は
あ
る
か
。
』
無
著
、
『
（
そ
の
よ
う
な
茶
垸
子

は
）
あ
り
ま
せ
ん
。
』
文
殊
、
『
い
つ
も
何
で
茶
を
飲
ん
で
い
る
の
だ
。
』
無
著
は
（
茶
垸
子
の
こ
と
で
は
な
い
と
分
か
っ
た
が
と
っ

さ
に
は
）
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
」
師
が
無
著
に
代
わ
っ
て
答
え
た
、
「
あ
や
う
く
そ
の
よ
う
に
言
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
」
さ
ら
に
代

わ
っ
て
い
う
、
「
な
が
ら
く
文
殊
菩
薩
を
お
慕
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
日
や
っ
と
親
し
く
お
會
い
で
き
ま
し
た
。
」
招
慶
が
無
著
に

代
わ
っ
て
答
え
た
、
「
も
し
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
、
愚
か
な
客
が
主
人
に
〈
ど
う
ぞ
も
っ
と
お
飲
み
く
だ
さ
い
〉
と
勸
め
る
よ
う
な

も
の
で
主
客
顚
倒
で
す
。
」

次
に
『
宗
門
統
要
集
』
の
も
の
を
記
す
。

師
喫
茶
次
、
文
殊
拈
起
玻
璃
盞
問
：
「
南
方
還
有
這
箇
麼
？
」
師
云
：
「
無
。
」
文
殊
云
：
「
尋
常
將
什
麼
喫
茶
？
」

師
無
對
。

洞
山
价
代
，
展
兩
手
云
：
「
有
無
且
置
，
借
取
這
箇
看
，
得
否
？
」
（
有
る
か
無
い
か
は
と
も
か
く
、
そ
れ
を
貸
し
て

み
て
く
だ
さ
い
、
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
？
）
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曹
山
章
代
云
：
「
久
承
大
士
按
劍
，
爲
什
麼
處
在
一
塵
？
」

長
慶
稜
代
云
：
「
若
與
麼
，
癡
客
勸
主
人
。
」

瑯
瑘
覺
云
：
「
若
也
是
去
，
可
謂
虎
口
裏
奪
食
；
若
也
不
是
去
，
移
舟
諳
水
勢
，
擧
櫂
別
波
瀾
。
」
（
文
殊
の
そ
れ
［
幻

化
空
身
即
法
身
］
を
認
め
る
な
ら
、
虎
の
口
か
ら
食
を
奪
う
よ
う
な
も
の
［
大
胆
で
危
い
こ
と
］
。
認
め
な
い
［
不
一
不

二
］
な
ら
、
舟
を
進
め
る
の
に
水
の
流
れ
を
よ
く
知
っ
て
、
櫂
を
こ
い
で
波な

み瀾
を
突
っ
切
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
の
）

○
曹
山
代
無
著
曰
：
久
承
大
師マ
マ

［
士
］
按
劍
，
何
得
處
在
一
塵
？　

茶ち
ゃ
か
ん垸

子す

を
持
ち
上
げ
た
文
殊
に
「
南
方
に
も
こ
れ
が
あ

る
か
？
」
と
問
わ
れ
て
、
無
著
は
「（
そ
の
よ
う
な
茶
垸
子
は
）
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
文
殊
に
「
い

つ
も
何
で
お
茶
を
飲
ん
で
い
る
の
か
？
」
と
追
求
さ
れ
て
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
曹
山
が
無
著
に
代
わ
っ
て
言
っ

た
。「
文
殊
大
士
は
劍
を
持
っ
て
佛
を
殺
そ
う
と
し
て
、
一
切
は
實
體
が
な
く
空
に
し
て
幻
化
の
如
き
で
あ
り
、
罪
を
得

る
も
の
も
無
く
、
罪
自
体
も
不
可
得
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
の
に
、
ど
う
し
て
虚
妄
な
も
の
（
五
蘊
身
の
は
た
ら
き
が
佛

性
だ
と
す
る
塵
妄
）
に
執
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？
」
無
著
が
五
台
山
で
文
殊
菩
薩
と
出
逢
う
因
緣
に
つ
い
て
は
〔
二
三
〕

の
「
無
著
和
尚
」
の
注
を
見
よ
。

大
師マ
マ

［
士
］
按
劍　
『
大
寶
積
經
』
卷
一
○
五
「
善
住
意
天
子
會
」（
大
正
藏
卷
一
一
・
五
九
〇
中
～
下
）、
ま
た
そ
の
異
訳
で

あ
る
『
聖
善
住
意
天
子
所
問
經
』
卷
下
（
大
正
藏
卷
一
二
・
一
三
二
上
～
中
）、『
如
幻
三
昧
經
』
卷
下
（
大
正
藏
卷
一
二
・
一
五
〇

下
～
一
五
一
上
）
に
見
え
る
話
を
踏
ま
え
る
。
五
通
を
得
た
五
百
人
の
菩
薩
が
過
去
に
犯
し
た
五
逆
の
罪
を
見
、
我
心
も

て
分
別
を
起
こ
し
て
そ
の
罪
に
惱
み
、
忘
ず
る
こ
と
が
出
來
ず
、
無
生
法
忍
を
獲
る
こ
と
が
出
來
な
い
で
い
た
。
そ
れ

を
察
し
た
世
尊
は
、
そ
の
妄
心
を
除
い
て
や
ろ
う
と
す
る
。
佛
の
威
神
力
を
承
け
た
文
殊
は
劍
を
持
っ
て
世
尊
を
害
せ
ん

と
し
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
菩
薩
た
ち
は
、
我
・
人
・
衆
生
・
壽
命
等
の
一
切
法
は
實
體
が
な
く
、
空
に
し
て
幻
化

の
如
き
で
あ
り
、
罪
を
得
る
も
の
も
無
く
、
罪
自
體
も
不
可
得
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
無
生
法
忍
を
獲
得
し
、
頌
し
て
い
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う
、「

文
殊
大
智
人
，
深
達
法
源
底
，
自
手
握
利
劍
，
馳
逼
如
來
身
。
如
劍
佛
亦
爾
，
一
相
無
有
二
，
無
相
無
所
生
，
是
中

云
何
殺
？
（
文
殊
は
大
智
人
に
し
て
、
深
く
法
の
源
に
達
せ
し
底も

の

、
自
ら
手
に
利
劍
を
握
っ
て
、
馳
せ
て
如
來
の
身
に
逼
る
。
劍
の
如

く
佛
も
亦
た
爾し

か

り
、
一
相
に
し
て
二
有
る
無
く
、
無
相
に
し
て
生
ず
る
所も

の

無
し
、
是こ

こ中
に
云い

か

ん何
が
殺
あ
ら
ん
。
）
」

　

何
得
處
在
一
塵　
「
何
得
～
」
は
、「
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
、
よ
く
も
ま
あ
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
も

の
だ
。
詰
問
の
語
」（『
禪
語
辭
典
』）。『
臨
濟
錄
』
行
錄
、「
到
鳳
林
，
林
曰
：
有
事
相
借
問
得
麼
？ 

師
曰
：
何
得
剜
肉
作

瘡
？
（
ど
う
し
て
肉
を
え
ぐ
っ
て
傷
つ
け
た
り
で
き
ま
し
ょ
う
？
）。」

○
僧
便
問
：
作
摩
是
文
殊
劍
？　
「
文
殊
菩
薩
が
佛
に
突
き
つ
け
た
劍
と
は
？
」「
作
摩
是
～
」
は
「
作
摩
生
是
～
」
に
同

じ
。
東
禪
寺
版
・
四
部
叢
刊
本
・
金
藏
本
の
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
五
「
天
台
山
德
韶
國
師
章
」
の
「
作
麼
生
是
絶
滲
漏

底
句
？
」
を
、
元
延
祐
本
で
は
「
作
麼
是
絶
滲
漏
底
句
？
」
に
作
っ
て
い
る
。

文
殊
が
劍
を
持
っ
て
世
尊
を
害
そ
う
と
迫
っ
た
こ
と
で
無
生
法
忍
を
獲
得
し
た
五
百
人
の
菩
薩
が
、
文
珠
を
讚
歎
し
た
偈

が
あ
る
。
先
に
は
『
大
寶
積
經
』
卷
一
○
五
の
も
の
を
示
し
た
の
で
、
今
は
そ
の
異
本
で
あ
る
『
聖
善
住
意
天
子
所
問

經
』
卷
下
を
示
す
。「
文
殊
大
智
慧
，
已
證
如
是
法
，
手
捉
利
刀
已
，
疾
走
向
如
來
。
如
利
刀
如
佛
，
彼
二
無
異
相
，
非

生
亦
非
實
，
此
中
無
人
殺
。（
大
智
慧
あ
る
文
殊
菩
薩
は
、
こ
の
よ
う
に
空
無
生
を
悟
り
、
手
に
利
刀
を
持
っ
て
、
疾
走
し
て
如
來
身

に
逼
っ
た
。
利
刀
と
佛
と
は
、
そ
の
二
は
別
な
も
の
で
は
な
く
、
無
生
で
あ
っ
て
實
體
は
な
い
、
こ
こ
に
は
人
を
殺
す
と
い
う
こ
と
は
無
い

の
だ
）。」
こ
の
よ
う
に
文
殊
の
劍
も
佛
も
無
生
で
あ
り
不
可
得
な
の
で
あ
る
。

○
對
曰
：
不
道
。
爲
什
摩
不
道
？
曰
：
道
則
在
一
塵　

文
殊
の
利
劍
は
空
無
相
で
不
可
得
で
あ
る
以
上
、
言
い
留
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
言
え
ば
却
っ
て
、
相
（
塵
境
）
に
墮
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。『
金
剛
般
若
經
』〈
如
理
實
見
分
第
五
〉
に

言
う
、「
凡
所
有
相
、
皆
是
虚
妄
」（
大
正
藏
卷
八
・
七
四
九
上
、
岩
波
文
庫
本
五
〇
頁
）。
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黄
檗
『
宛
陵
録
』（『
四
家
語
録
』
卷
四
、
開
元
寺
版
『
天
聖
廣
燈
録
』
卷
八
「
黄
檗
章
」）
に
、
文
殊
が
瞿
曇
に
向
け
た
劍
（
文
殊

の
劍
）
に
つ
い
て
次
の
問
答
が
あ
り
、
劍
は
不
可
得
だ
と
説
い
て
い
る
。　

問
：
「
文
殊
執
劍
於
瞿
曇
前
者
如
何
？
」
師
云
：
「
五
百
菩
薩
得
宿
命
智
，
見
過
去
生
業
障
。
五
百
者
即
你
五
陰
身
是
。

以
見
此
宿
障
故
，
求
佛
求
菩
提
涅
槃
。
所
以
文
殊
將
智
解
劍
，
害
此
有
見
佛
心
故
，
故
言
你
當
善
害
。
」

云
：
「
何
者
是
劍
？
」
師
云
：
「
解
心
是
劍
。
」

云
：
「
解
心
既
是
劍
，
斷
此
有
見
佛
心
。
秖
如
能
斷
見
，
心
何
能
除
得
？
」
師
云
：
「
還
將
你
無
分
別
智
，
斷
此
有

見
分
別
心
。
」

云
：
「
如
作
有
見
，
有
求
佛
心
，
將
無
分
別
智
劍
斷
。
爭
奈
有
智
劍
在
何
？
」
師
云
：
「
若
無
分
別
智
，
害
有
見
無
見
，

無
分
別
智
亦
不
可
得
。
」

云
：
「
不
可
以
智
更
斷
智
，
不
可
以
劍
更
斷
劍
。
」
師
云
：
「
劍
自
害
劍
，
劍
劍
相
害
，
即
劍
亦
不
可
得
；
智
自
害
智
，

智
智
相
害
，
即
智
亦
不
可
得
。
母
子
倶
喪
，
亦
復
如
是
。
」

問
う
、
「
文
殊
が
劍
を
瞿
曇
に
突
き
つ
け
た
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
か
。
」
師
、
「
五
百
の
菩
薩
は
宿
命
智
通
を
得
て
、
過

去
に
造
っ
た
悪
業
を
見
た
の
だ
。
五
百
と
い
う
の
は
、
你
の
五
陰
身
の
こ
と
だ
。
己
の
五
陰
身
が
實
體
と
し
て
あ
る
と
い
う
見
障
に

よ
っ
て
、
佛
を
求
め
、
菩
提
・
涅
槃
を
求
め
て
い
る
。
だ
か
ら
文
殊
は
智
解
の
劍
を
振
る
っ
て
、
佛
を
實
體
と
し
て
見
よ
う
と
す
る

（
分
別
）
心
を
殺
し
た
の
だ
。
そ
れ
で
佛
は
〈
你
は
正
し
く
殺
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
〉
と
言
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
」

さ
ら
に
問
う
、
「
何
が
劍
な
の
で
す
か
？
」
師
、
「
心
の
本
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
劍
だ
。
」

さ
ら
に
問
う
、
「
心
の
本
性
を
理
解
す
る
と
い
う
劍
で
な
ら
、
佛
を
見
る
（
分
別
）
心
を
斷
ち
切
れ
る
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
見
は
斷
ち
切
れ
ま
し
ょ
う
が
、
心
は
ど
う
し
て
除
く
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
？
」
師
、
「
ま
た
你
の
無
分
別
智
で
も
っ
て
、
そ
の

分
別
心
を
斷
ち
切
る
の
だ
。
」
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さ
ら
に
問
う
、
「
佛
を
求
め
る
（
分
別
）
心
は
、
無
分
別
智
の
劍
で
斷
ち
切
れ
る
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
無
分
別
智
の
劍
が
殘
っ

て
し
ま
う
の
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」
師
、
「
無
分
別
智
が
、
有
無
の
二
見
を
斷
ち
切
っ
て
し
ま
え
ば
、
無
分
別
智
も
不
可

得
な
の
だ
。
」

さ
ら
に
問
う
、
「
智
で
智
を
斷
ち
切
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
、
劍
で
劍
を
斷
ち
切
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。
」
師
、
「
劍
は
自
か
ら

の
劍
を
も
斷
ち
切
る
、
そ
の
こ
と
を
〈
劍
劍
相
い
害
す
〉
と
い
い
、
劍
そ
の
も
の
も
不
可
得
な
の
だ
。
智
は
自
か
ら
の
智
を
も
斷
ち

切
る
、
そ
の
こ
と
を
〈
智
智
相
い
害
す
〉
と
い
い
、
智
そ
の
も
の
も
不
可
得
な
の
だ
。
百
丈
先
師
の
言
っ
た
〈
母
子
倶
に
亡
ぶ
〉
と

は
、
こ
の
こ
と
な
の
だ
。
」

〔
四
七
〕
這し

ゃ

裏り

は
則
ち
易
く
、
那な

り裏
は
則
ち
難
し

鼓
山
問
靜
道
者
：
「
古
人
道
：
『
這
裏
則
易
，
那
裏
則
難
。』
這
裏
則
且
從
，
那
裏
事
作
摩
生
？
」
道
者
曰
：
「
還
有

這
裏
那
裏
摩
？
」
鼓
山
打
之
。
師
云
：
「
打
有
道
理
，
打
無
道
理
？
」
學
人
云
：
「
於
靜
道
者
分
上
商
量
則
得
。」
師
云
：

「
古
人
意
作
摩
生
？
」
學
云
：
「
不
可
道
某
甲
辜
負
古
人
。」
師
云
：
「
不
辜
負
古
人
事
作
摩
生
？
」
對
云
：
「
和
尚
慣
得
此

便
。」
師
云
：
「
你
也
是
慣
得
此
便
。」

【
訓
讀
】

鼓
山
、
靜
道
者
に
問
う
、「
古
人
道い

わ

く
、『
這し

ゃ

裏り

は
則
ち
易
く
、
那な

り裏
は
則
ち
難
し
。』
這
裏
は
則
ち
且し

ば
らく

從ま
か

す
、
那
裏
の

事
は
作い

か

ん
摩
生
？
」
道
者
曰
く
、「
還は

た
這
裏
・
那
裏
有
り
や
？
」
鼓
山
之こ

れ

を
打
つ
。
師
云
く
、「
打
つ
に
道
理
有
り
や
、
打
つ

に
道
理
無
き
や
？
」
學
人
云
く
：
「
靜
道
者
分
上
の
商
量
に
於
い
て
は
則
ち
得よ

し
。」
師
云
く
、「
古
人
の
意
は
作い

か

ん
摩
生
？
」

學
云
く
、「
某
甲
は
古
人
に
辜こ

ぶ負
す
と
道
う
可
か
ら
ず
。」
師
云
く
、「
古
人
に
辜
負
せ
ざ
る
事
は
作い

か

ん
摩
生
？
」
對こ

た

え
て
云
く
、

「
和
尚
は
此
の
便
に
慣
れ
得
た
り
。」
師
云
く
、「
你
も
也ま

た
是
れ
此
の
便
に
慣
れ
得
た
り
。」
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【
日
譯
】

鼓
山
和
尚
が
靜
道
者
に
問
う
、「
古
人
は
『
こ
こ
は
易
し
い
が
、
む
こ
う
は
難
し
い
』
と
言
っ
た
が
、
こ
こ
は
と
も
か

く
、
む
こ
う
の
こ
と
は
ど
う
か
？
」
道
者
、「
こ
こ
と
む
こ
う
の
區
別
が
あ
る
の
で
す
か
？
」
鼓
山
和
尚
は
道
者
を
打
っ
た
。

師
、「
鼓
山
和
尚
が
道
者
を
打
っ
た
の
は
正
し
か
っ
た
の
か
？
」
學
人
、「
靜
道
者
の
本
分
事
の
檢
討
と
い
う
こ
と
な
ら
正
し

い
の
で
す
。」
師
、「
だ
っ
た
ら
、
古
人
が
あ
の
よ
う
に
言
っ
た
意
圖
は
ど
う
な
る
の
だ
？
」
學
人
、「
わ
た
し
が
古
人
の
語

を
臺
無
し
に
し
て
い
る
と
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
師
、「
古
人
の
語
を
臺
無
し
に
し
て
い
な
い
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
？
」
答
え
て
言
う
、「
和
尚
さ
ん
の
手
慣
れ
た
や
り
か
た
で
す
ね
。」
師
、「
お
前
も
手
慣
れ
た
や
り
か
た
だ
な
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
に
の
み
收
錄
さ
れ
る
も
の
。

○
鼓
山
問
靜
道
者
：
「
古
人
道
：
『
這
裏
則
易
，
那
裏
則
難
。』
這
裏
則
且
從
，
那
裏
事
作
摩
生
？
」
道
者
曰
：
「
還
有
這

裏
那
裏
摩
？
」
鼓
山
打
之　
『
鼓
山
先
興
聖
國
師
和
尚
法
堂
玄
要
廣
集
』
師
勘
僧
語
の
末
尾
に
見
え
る
淨
道
者
と
の
問
答

を
承
け
る
。
淨
道
者
に
つ
い
て
は
未
詳
。

問
淨
道
者
云
：
「
古
人
道
：
『
這
裏
即
易
，
這マ

マ

［
那
］
裏
即
難
。
』
這
裏
即
不
問
，
這マ

マ

［
那
］
裏
事
作
麼
生
？
」
對
云
：

「
還
有
這
裏
那
裏
也
無
？
」
師
云
：
「
此
猶
是
這
裏
事
，
也
道
不
得
。
」
喫
棒
，
趁
下
山
。
師
云
：
「
這
漢
向
後
覓
箇

死
處
不
得
。
」
（
『
無
著
校
寫
古
尊
宿
語
要
』、
禪
學
叢
書
之
一
、
一
九
九
頁
上
、
中
文
出
版
社
）

鼓
山
は
淨
道
者
に
問
う
た
、
「
古
人
は
『
こ
ち
ら
の
こ
と
は
易
し
い
が
、
あ
ち
ら
の
こ
と
は
難
し
い
』
と
言
っ
た
が
、
こ
ち
ら
の
こ

と
は
さ
て
お
い
て
、
あ
ち
ら
の
こ
と
と
は
何
の
こ
と
か
？
」
淨
道
者
、
「
こ
ち
ら
と
か
あ
ち
ら
と
か
が
あ
る
の
で
す
か
？
」
鼓
山
は

「
ま
だ
こ
ち
ら
の
こ
と
だ
、
や
は
り
あ
ち
ら
の
こ
と
は
言
い
得
て
お
ら
ぬ
」
と
言
っ
て
、
棒
を
食
ら
わ
せ
て
、
山
よ
り
追
い
出
し
た
。

ま
た
言
う
、
「
こ
い
つ
は
後
に
死
に
場
所
も
探
し
出
せ
ぬ
こ
と
に
な
る
ぞ
。
」
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古
人
は
南
泉
普
願
。
や
は
り
『
鼓
山
先
興
聖
國
師
和
尚
法
堂
玄
要
廣
集
』
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

問マ
マ

［
擧
］
：
「
南
泉
以
手
打
膝
云
：
『
這
裏
即
易
。
』
又
云
：
『
這マ

マ

［
那
］
裏
即
難
。
』
」
僧
問
云
： 

「
只
如
却
手
，
豈

不
是
擧
唱
宗
乘
？
」
師
便
以
手
打
膝
云
：
「
此
不
是
擧
唱
宗
乘
，
作
麼
？
」
學
云
：
「
只
如
却
手
，
意
作
麼
生
？
」

師
云
：
「
汝
自
看
！
」
（
同
上
一
九
八
頁
上
）

師
（
鼓
山
）
は
、
「
南
泉
が
手
で
膝
を
打
っ
て
『
こ
ち
ら
は
易
し
い
』
と
言
い
、
ま
た
『
あ
ち
ら
は
難
し
い
』
」
と
言
っ
た
と
い
う
話

を
す
る
と
、
僧
は
「
手
を
引
っ
込
め
る
の
は
、
宗
乘
を
宣
明
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
問
う
た
。
師
は
手
で
膝
を
打
っ

て
言
う
、
「
こ
れ
は
宗
乘
を
宣
明
し
た
も
の
で
は
な
い
、
ど
う
か
？
」
と
問
う
と
、
學
人
が
言
う
、
「
手
を
引
っ
込
め
た
の
は
、
ど
う

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
？
」
師
、
「
自
分
で
考
え
よ
！
」

「
這
裏
・
那
裏
」
が
對
比
さ
れ
て
言
わ
れ
る
と
き
は
、「
這
裏
」
は
現
象
す
る
世
界
、「
那
裏
」
は
現
象
の
次
元
を
超
え
た

世
界
。「
這
邊
・
那
邊
」
と
言
う
に
同
じ
。『
雪
峯
語
錄
』
卷
上
に
次
が
あ
る
。

洞
山
一
日
問
師
：
「
作
甚
麼
來
？
」
師
曰
：
「
斫
槽
來
。
」
山
曰
：
「
幾
斧
斫
成
？
」
師
曰
：
「
一
斧
斫
成
。
」
山
曰
：
「
猶

是
這
邊
事
，
那
邊
事
作
麼
生
？
」
師
曰
：
「
直
得
無
下
手
處
。
」
山
曰
：
「
猶
是
這
邊
事
，
那
邊
事
作
麼
生
？
」
師
休
去
。

（
『
四
家
語
錄 

五
家
語
錄
』
附
録
『
雪
峯
語
錄
』、
禪
學
叢
書
之
三
、
二
四
七
頁
上
、
中
文
出
版
社
）

あ
る
日
、
洞
山
は
師
（
雪
峯
）
に
問
う
た
、
「
何
を
し
て
き
た
の
か
？
」
師
、
「
飼
い
ば
桶
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
」
洞
山
、
「
い
く
ふ

り
で
で
き
た
の
だ
？
」
師
、
「
ひ
と
ふ
り
で
で
き
ま
し
た
。
」
洞
山
、
「
そ
れ
は
ま
だ
こ
ち
ら
側
の
こ
と
だ
、
あ
ち
ら
の
こ
と
は
ど
う

か
？
」
師
、
「
手
の
下
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
洞
山
、
「
ま
だ
こ
ち
ら
側
の
こ
と
だ
、
あ
ち
ら
の
こ
と
は
ど
う
か
？
」
師

は
啞
然
と
し
た
。

○
道
者
曰
：
還
有
這
裏
那
裏
摩
？　

こ
の
我
が
身
心
が
そ
の
ま
ま
法
身
で
す
か
ら
、
這
裏
だ
那
裏
だ
な
ど
の
こ
と
な
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
靜
道
者
は
肉
身
の
次
元
を
超
え
た
那
裏
（
法
身
）
を
認
め
な
か
っ
た
馬
祖
の
「
性
在
作
用
」
の
立
場
か
ら
發
言
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し
て
い
る
。

○
鼓
山
打
之　
『
法
堂
玄
要
廣
集
』
で
は
、「
師
（
鼓
山
）
は
『
そ
の
よ
う
に
言
う
の
も
ま
だ
こ
ち
ら
の
次
元
の
こ
と
で
し
か

な
い
、
や
は
り
む
こ
う
の
次
元
の
こ
と
は
言
え
て
お
ら
ぬ
』
と
言
っ
て
、
棒
を
食
ら
わ
せ
て
、
山
か
ら
追
い
出
し
た
」
と

あ
る
。「
此
猶
是
這
裏
事
」
と
い
う
の
は
、
言
語
表
現
し
て
い
る
限
り
、
そ
れ
は
這
裏
の
次
元
の
事
で
し
か
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

○
師
云
：
打
有
道
理
，
打
無
道
理
？　

鼓
山
和
尚
と
靜
道
者
の
問
答
を
引
き
取
っ
て
、
保
福
は
學
人
に
問
う
、「
鼓
山
が
道

者
を
打
っ
た
の
に
は
道
理
が
有
っ
た
の
か
無
か
っ
た
の
か
？
」『
法
堂
玄
要
廣
集
』
で
は
、
鼓
山
は
「
此
猶
是
這
裏
事
」

と
言
っ
て
お
り
、
道
者
を
打
っ
た
道
理
を
説
明
し
て
い
る
が
、
保
福
は
そ
こ
を
言
わ
ず
に
「
鼓
山
打
之
」
と
だ
け
言
っ

て
、「
打
有
道
理
，
打
無
道
理
」
と
問
う
の
は
、
學
人
を
接
化
す
る
問
答
に
仕
立
て
な
お
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

○
學
人
云
：
於
靜
道
者
分
上
商
量
則
得
。
師
云
：
古
人
意
作
摩
生
？　

學
人
は
言
う
、「
靜
道
者
が
自
己
本
分
事
を
悟
っ
て

い
る
か
を
檢
討
す
る
た
め
に
打
っ
た
の
な
ら
道
理
は
あ
っ
た
の
で
す
。」
保
福
は
言
う
、 「
そ
れ
な
ら
、
古
人
（
南
泉
）
が

『
這
裏
則
易
，
那
裏
則
難
』
と
言
っ
た
意
圖
は
ど
う
な
る
の
だ
？
」

○
學
云
：
不
可
道
某
甲
辜
負
古
人
。
師
云
：
不
辜
負
古
人
事
作
摩
生
？　

學
人
が
答
え
る
、「
古
人
が
『
這
裏
則
易
，
那
裏

則
難
』
と
言
っ
た
意
圖
を
わ
た
し
が
分
か
っ
て
い
な
い
と
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
保
福
、「
な
ら
ば
、
古
人
が
あ
の
よ

う
に
言
っ
た
意
圖
は
ど
う
な
の
か
言
っ
て
み
よ
。」

○
對
云
：
和
尚
慣
得
此
便
。
師
云
：
你
也
是
慣
得
此
便　
「
慣
得
此
便
」
は
、
い
つ
も
の
手
慣
れ
た
や
り
か
た
で
す
ね
、
と

互
い
に
批
判
し
て
言
う
。
こ
こ
は
、
み
ず
か
ら
は
「
古
人
の
意
」
を
言
わ
ず
に
人
に
言
わ
せ
よ
う
と
す
る
手
段
の
こ
と
。
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〔
四
八
〕
柏
樹
子
と
言
わ
ず
に
ど
う
言
う
か
？

因
擧
：
「
彦
上
座
問
九
峯
和
尚
又マ

マ

［
云
］
：
『
須
道
取
柏
樹
子
，
不
得
觸
著
，
和
尚
如
何
道
？
』
和
尚
無
對
。
彦
上
座

擧
似
長
慶
，
長
慶
却
問
上
座
：
『
當
此
問
，
上
座
代
和
尚
作
摩
生
道
？
』
上
座
對
云
：
『
不
逐
四
時
彫
。』
長
慶
擧
似
保

福
。
保
福
拈
問
長
慶
：
『
只
如
上
座
道
〈
不
逐
四
時
彫
〉，
與
摩
道
，
還
得
勦
絶
，
爲
當
不
得
勦
絶
？
』
慶
云
：
『
爭
得
勦

絶
？
』」
師
云
：
「
大
衆
分
明
記
取
，
向
後
擧
似
作
家
第
一
機
對
。」
囷
山
云
：
「
不
是
桄
榔
樹
。」
師
云
：
「
桄
榔
樹
不

是
。」

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、「
彦
上
座
、
九
峯
和
尚
に
問
う
て
云
く
、『
須
ら
く
柏
樹
子
と
道
取
す
べ
き
も
、
觸
著
す
る
を
得
ざ
れ
ば
、

和
尚
は
如い

か
ん何

が
道い

う
？
』
和
尚
は
對こ

た

う
る
無
し
。
彦
上
座
は
長
慶
に
擧
似
す
る
に
、
長
慶
は
却
っ
て
上
座
に
問
う
、『
此
の

問
い
に
當
り
て
、
上
座
は
和
尚
に
代
わ
り
て
作い

か

ん
摩
生
が
道
う
？
』
上
座
對こ

た

え
て
云
く
、『
四
時
を
逐
い
て
彫し

ぼ

ま
ず
。』
長
慶
は

保わ
た
し福

に
擧
似
す
。
保わ

た
し福

は
拈
じ
て
長
慶
に
問
う
、『
只
だ
上
座
の
〈
四
時
を
逐
い
て
彫し

ぼ

ま
ず
〉
と
道
う
が
如
き
、
與か

く摩
道
う

は
、
還
た
勦
絶
を
得
た
る
や
、
爲は當
た
勦
絶
を
得
ざ
る
や
？
』
慶
云
く
、『
爭い

か

で
か
勦
絶
を
得
ん
？
』」
師
云
く
、「
大
衆
よ
、

分
明
に
記
取
し
、
向の

ち後
に
作さ

っ

家け

に
擧
似
し
て
、
第
一
機
も
て
對
せ
よ
。」
囷き

ん

山
云
く
、「
是
れ
桄こ

う
ろ
う
じ
ゅ

榔
樹
な
ら
ず
。」
師
云
く
、

「
桄
榔
樹
は
是ぜ

な
ら
ず
。」

【
日
譯
】

師
は
次
の
話
頭
を
取
り
上
げ
た
。「
彦
上
座
が
九
峯
和
尚
に
問
う
た
、『
柏
樹
子
は
柏
樹
子
と
喚
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も

の
で
す
が
、
柏
樹
子
と
喚
ぶ
こ
と
で
（
無
相
の
法
身
を
）
犯
し
て
は
な
ら
な
い
な
ら
、
和
尚
は
ど
う
喚
ば
れ
ま
す
か
？
』
九
峯

和
尚
は
答
え
な
か
っ
た
。
彦
上
座
が
そ
の
こ
と
を
長
慶
に
話
す
と
、
長
慶
は
反
對
に
上
座
に
問
う
た
、『
こ
う
問
わ
れ
た
ら
、

上
座
は
九
峯
和
尚
に
代
わ
っ
て
ど
う
言
う
か
？
』
上
座
が
言
う
、『
季
節
が
移
り
変
わ
っ
て
も
凋
落
し
な
い
。』
長
慶
が
保わ

た
し福
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に
そ
の
話
を
し
た
の
で
、
保わ

た
し福

は
長
慶
に
問
う
た
、『
彦
上
座
は
〈
季
節
が
移
り
変
わ
っ
て
も
凋
落
し
な
い
〉
と
言
っ
た
が
、

こ
の
よ
う
に
言
う
の
は
、〈
そ
れ
を
損
な
う
こ
と
な
く
完
璧
に
表
現
す
る
〉
と
い
う
こ
と
に
か
た
が
つ
け
ら
れ
た
の
か
？
』

長
慶
が
言
う
、『
ど
う
し
て
か
た
が
つ
け
ら
れ
て
い
れ
よ
う
か
？
』」
師
は
言
っ
た
、「
諸
君
、
は
っ
き
り
と
憶
え
て
お
い
て
、

後
に
識
者
に
こ
の
こ
と
を
話
す
と
き
に
は
、
第
一
義
（
本
分
）
で
應
對
せ
よ
。」
囷き

ん

山
が
言
う
、「
桄
榔
樹
で
は
な
い
。」
師
、

「
桄
榔
樹
は
そ
う
で
は
な
い
。」

【
注
釋
】

○
本
話
頭
は
本
書
の
ほ
か
に
收
錄
を
見
な
い
。

○
因
擧
「
…
」　
「
…
」
は
『
祖
堂
集
』
の
編
者
が
、
保
福
が
大
衆
に
語
っ
た
も
の
と
し
て
記
錄
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

○
彦
上
座
問
九
峯
和
尚
又マ
マ

［
云
］
：
須
道
取
柏
樹
子
，
不
得
觸
著
，
和
尚
如
何
道
？
和
尚
無
對　

原
文
の
「
又
」
は
「
云
」

を
誤
刻
し
た
も
の
。「
須
道
取
柏
樹
子
，
不
得
觸
著
」
は
、
何
を
問
題
に
し
て
い
る
の
か
分
か
り
に
く
い
が
、
後
に
宋
代

に
「
背
觸
の
關
」（『
從
容
錄
』
第
六
五
則
「
首
山
新
婦
人
」
本
則
評
唱
）
と
呼
ば
れ
て
有
名
に
な
っ
た
公
案
を
參
照
し
て
考
え

て
み
よ
う
。
そ
れ
は
首
山
省
念
（
九
二
六
～
九
九
三
）
と
葉せ

っ

縣け
ん

歸き

省せ
い

（
生
卒
年
未
詳
）
の
次
の
機
緣
に
も
と
づ
く
。

汝
州
葉
縣
廣
教
院
賜
紫
歸
省
禪
師
，
冀
州
人
也
，
姓
賈
氏
。
年
弱
冠
，
易
州
保
壽
院
出
家
受
具
。
後
遊
南
方
，
參
見

汝
州
省
念
禪
師
。
師
見
來
，
豎
起
竹
篦
子
云
：
「
不
得
喚
作
竹
篦
子
，
喚
作
竹
篦
子
即
觸
；
不
喚
作
竹
篦
子
即
背
。

喚
作
什
麼
？
」
師
近
前
掣
得
，
擲
向
階
下
云
：
「
在
什
麼
處
？
」
念
云
： 

「
瞎
！
」
師
言
下
大
悟
，
不
離
左
右
，
執

侍
巾
缾
，
經
于
數
載
。
（『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
一
六
「
葉
縣
歸
省
章
」）

汝
州
葉
縣
廣
教
院
賜
紫
歸
省
禪
師
は
冀
州
の
出
身
、
俗
姓
は
賈
氏
。
二
十
歲
に
な
っ
た
と
き
、
易
州
保
壽
院
で
出
家
受
具
し
た
。
そ

の
後
、
南
方
に
遊
行
し
、
汝
州
省
念
禪
師
に
參
見
し
た
。
師
（
省
念
）
は
歸
省
が
來
た
の
を
見
る
や
、
い
き
な
り
竹
篦
を
立
て
て

言
っ
た
、「
竹
篦
子
と
呼
ん
で
は
な
ら
ぬ
。
竹
篦
子
と
呼
べ
ば
無
相
の
法
身
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。
竹
篦
子
と
呼
ば
な
け
れ
ば
そ
れ
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が
竹
篦
子
だ
と
い
う
事
実
に
違
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
何
と
呼
ぶ
か
？
」
歸
省
は
進
み
出
て
竹
篦
を
奪
い
取
り
、
階
段
の
下
へ
投
げ

捨
て
て
言
っ
た
、「
ど
こ
だ
？
」
省
念
、「
こ
の
問
題
の
あ
り
か
が
見
て
取
れ
て
お
れ
ぬ
！
」
聞
い
た
と
た
ん
に
歸
省
は
大
悟
し
、
そ

ば
を
離
れ
ず
、
侍
者
と
し
て
仕
え
、
數
年
を
過
ご
し
た
。

こ
の
「
背
觸
の
關
」
に
つ
い
て
衣
川
賢
次
「
竹
篦
子
の
話
―
―
禪
の
言
語
論
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
百
七
十
六
册
、

二
〇
二
〇
年
）
は
、
名
づ
け
る
と
い
う
行
爲
は
事
物
の
認
識
で
あ
り
、
名
前
は
習
慣
的
使
用
と
社
會
的
承
認
に
よ
っ
て
存

在
し
、
社
會
的
集
團
の
價
値
の
體
系
を
構
成
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
考
察
し
た
う
え
で
、「
禪
が
〈
竹
篦
子
の
話
〉

に
よ
っ
て
注
意
を
促
し
た
の
は
、
ま
ず
そ
の
世
界
存
在
の
構
造
を
認
識
せ
し
め
、〈
名
辭
以
前
の
世
界
〉
を
根
據
と
し
て

現
實
世
界
を
相
對
化
し
て
み
る
視
點
へ
と
導
く
問
題
提
起
で
あ
っ
た
」
と
結
論
し
た
。
彦
上
座
の
「
道
取
柏
樹
子
，
不
得

觸
著
」
は
、
そ
こ
ま
で
深
い
意
圖
を
含
み
も
っ
て
は
お
ら
ず
、
そ
れ
（
法
身
・
無
相
）
を
犯
す
こ
と
な
く
い
か
に
個
別
の

相
（
柏
樹
子
）
を
言
い
と
め
る
か
、
と
い
う
問
題
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
柏
樹
子
を
柏
樹
子
と
言
わ
ず
に
ど
う
言
う

か
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
名
を
つ
け
た
と
た
ん
に
そ
れ
を
犯
す
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
か
ら
、
九
峯
和
尚
は
無
對
だ
っ
た
の

で
あ
る
。「
柏
樹
子
」
の
名
が
出
さ
れ
る
の
は
、
趙
州
「
庭
前
柏
樹
子
」
の
話
が
念
頭
に
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
彦
上
座
」
は
未
詳
。
本
書
に
お
い
て
「
彦
上
座
」
と
呼
ば
れ
て
し
か
る
べ
き
僧
諱
を
も
つ
の
は
、
い
ず
れ
も
巖
頭
全
豁

（
八
二
八
～
八
八
七
）
の
法
嗣
で
あ
る
烏
巖
和
尚
（
本
書
卷
九
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
七
「
台
州
瑞
巖
師
彦
禪
師
」）、
玄
泉
彦
和
尚

（
本
書
卷
九
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
七
「
懷
州
玄
泉
彦
禪
師
」）、
そ
れ
に
巖
頭
に
參
見
し
た
大
彦
上
座
（
本
書
卷
七
「
巖
頭
和
尚
章
」

第
一
六
則
）
で
あ
る
が
決
定
で
き
な
い
。

「
九
峯
和
尚
」
は
本
書
卷
九
「
九
峯
和
尚
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
六
「
筠
州
九
峯
道
虔
禪
師
」）
生
卒
年
未
詳
。
福
州
侯
官
県

の
人
、
石
霜
慶
諸
（
八
〇
九
～
八
八
八
）
の
法
嗣
。

○
彦
上
座
擧
似
長
慶
，
長
慶
却
問
上
座
：
當
此
問
，
上
座
代
和
尚
作
摩
生
道
？
上
座
對
云
：
不
逐
四
時
彫　

彦
上
座
は
こ
れ
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を
長
慶
慧
稜
に
話
す
と
反
對
に
「
こ
う
問
わ
れ
た
ら
、
上そ

な
た座

な
ら
九
峯
和
尚
に
代
わ
っ
て
ど
う
言
わ
れ
る
か
？
」
と
問
わ

れ
、
柏
樹
子
を
「
季
節
が
移
り
か
わ
っ
て
も
枯
れ
ま
せ
ん
」
と
言
い
換
え
て
答
え
た
。「
不
逐
四
時
彫
」
は
、『
善
慧
大
士

語
錄
』
卷
四
「
傅
大
士
傳
」
の
二
首
の
偈
の
二
に
い
う
、「
有
物
先
天
地
，
無
形
本
寂
寥
，
能
爲
萬
象
主
，
不
逐
四
時
凋
。

（
天
地
に
先
立
っ
て
一
物
が
あ
り
、
形
象
は
な
く
空
無
で
あ
る
が
、
よ
く
萬
物
の
主
と
な
り
、
四
時
の
季
節
の
移
ろ
い
に
も
枯
れ
る
こ
と
は

な
い
）」
に
依
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
柏
樹
子
の
常
緑
樹
と
し
て
の
相
（
屬
性
）
を
言
う
と
と
も
に
、
四
季
の
移
り
変

わ
り
（
時
間
）
を
超
越
し
て
い
る
無
相
な
る
「
法
身
」
の
あ
り
か
た
を
言
い
表
わ
し
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
。　

○
長
慶
擧
似
保
福
。
保
福
拈
問
長
慶
：
只
如
上
座
道
〈
不
逐
四
時
彫
〉，
與
摩
道
，
還
得
勦
絶
，
爲
當
不
得
勦
絶
？
慶
云
：

爭
得
勦
絶
？　

長
慶
が
こ
の
こ
と
を
保
福
に
話
す
と
、
保
福
は
「
彦
上
座
が
〈
四
時
を
逐
っ
て
彫し

ぼ

ま
ず
〉
と
言
っ
た
の

は
、
勦
絶
で
き
た
の
か
」
と
長
慶
に
問
い
、
長
慶
は
「
勦
絶
で
き
て
い
な
い
」
と
彦
上
座
を
認
め
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
？

「
不
逐
四
時
彫
」
は
「
法
身
」
の
時
空
超
越
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
保
福
も
長
慶
も
「
法
身
」
の
超
越
性
を
認
め

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
目
前
の
柏
樹
子
を
示
さ
れ
た
と
き
に
自
己
本
分
事
を
悟
っ
て
、
初
め
て
（
法
身
の
超
越
性
を
）
勦

絶
で
き
る
の
で
あ
る
。
趙
州
の
「
柏
樹
子
」
の
對
話
は
「
祖
師
西
來
意
」
に
答
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
柏
樹
子
を
見
る
作

用
に
「
佛
性
」
の
顯
現
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
曹
洞
系
禪
者
は
こ
の
作
用
の
主
体
を
「
主
人
公
」
と
し
て
探
求
し

た
が
、
そ
れ
は
「
法
身
」
と
肉
身
の
不
一
不
二
を
確
認
し
た
の
で
あ
っ
て
、「
法
身
」
の
超
越
性
を
主
張
し
た
の
で
は
な

か
っ
た
。
本
則
の
「
勦
絶
」
の
語
に
は
「
不
逐
四
時
彫
」
の
暗
示
す
る
超
越
性
を
否
定
す
る
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

○
師
云
：
大
衆
分
明
記
取
，
向
後
擧
似
作
家
第
一
機
對　

保わ
た
し福

が
話
し
た
以
上
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
憶
え
て
お
き
、
後
に

識
者
に
話
し
て
第
一
機
で
應
對
せ
よ
。「
第
一
機
」
は
第
一
義
に
か
な
っ
た
機は

た
ら
き用

。
で
は
「
第
一
機
對
」
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
？
た
と
え
ば
葉
縣
歸
省
に
趙
州
柏
樹
子
の
話
を
問
う
た
僧
と
の
問
答
が
あ
る
。

因
僧
請
益
趙
州
栢
樹
子
話
。
省
曰
‥
「
我
不
辭
與
汝
説
。
還
信
麼
？
」
云
‥
「
和
尚
重
言
，
爭
敢
不
信
？
」
曰
‥
「
汝
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還
聞
簷
頭
雨
滴
聲
麼
？
」
其
僧
豁
然
，
不
覺
失
聲
云
‥
「
㖿
！
」
省
云
‥
「
汝
見
箇
甚
麼
道
理
？
」
僧
即
以
頌
對
云

‥
「
簷
頭
雨
滴
，
分
明
瀝
瀝
。
打
破
乾
坤
，
當
下
心
息
。
」
省
忻
然
。
（
『
正
法
眼
藏
』
卷
下
）

僧
が
「
趙
州
栢
樹
子
話
」
に
つ
い
て
教
え
を
請
う
た
。
歸
省
、
「
わ
た
し
が
き
み
に
説
い
て
や
る
こ
と
は
か
ま
わ
ぬ
が
、
き
み
は
信

ず
る
か
？
」
僧
、
「
和
尚
の
重
い
お
言
葉
、
ど
う
し
て
信
じ
ら
れ
ぬ
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
」
歸
省
、
「
き
み
は
簷の

き
さ
き頭

の
雨
滴
の
音

が
聞
こ
え
る
か
？
」
そ
の
と
き
僧
は
、
は
っ
と
し
て
、
聲
を
つ
ま
ら
せ
、
「
や
っ
！
」
。
歸
省
、
「
き
み
は
い
ま
、
ど
う
い
う
こ
と
が

見
え
た
の
か
？
」
僧
は
頌
で
答
え
た
、
「
簷
頭
の
雨
滴
，
分
明
な
る
こ
と
瀝
瀝
た
り
。
乾
坤
を
打
破
し
て
，
當
下
に
心
息や

み
ぬ
。
」
歸

省
は
お
お
い
に
喜
ん
だ
。

こ
の
例
の
よ
う
に
作
家
に
「
い
ま
の
話
を
し
、
識
者
の
指
示
で
自
己
本
分
を
自
覚
せ
よ
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

○
囷
山
云
：
不
是
桄
榔
樹
。
師
云
：
桄
榔
樹
不
是　
「
囷
山
」
は
原
文
「
困
山
」
に
誤
る
。
彦
上
座
の
「
不
逐
四
時
彫
」
に

代
わ
っ
て
、「
不
是
桄
榔
樹
」
と
言
う
べ
き
だ
っ
た
と
囷
山
（
安
國
弘
韜
）
は
示
し
た
。「
桄
榔
」
は
椰
子
に
似
た
、
熱
帶

常
綠
樹
。
北
方
の
柏
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
。
囷
山
の
語
は
一
見
呆
け
た
言
い
か
た
の
よ
う
で
あ
る
が
、
さ
か
ん
に
取

り
沙
汰
さ
れ
た
「
柏
樹
子
」
の
話
に
厭
氣
が
さ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

保
福
の
「
桄
榔
樹
不
是
」
は
「
囷
山
の
〈
不
是
桄
榔
樹
〉
も
〈
柏
樹
子
〉
の
話
の
自
己
本
分
事
を
言
い
留
て
い
な
い
」
と

駄
目
押
し
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

〔
四
九
〕
先
聖
の
方
便
に
よ
っ
て
成
道
す
る

師
上
堂
，
因
示
徒
云
：
「
過
去
如
許
多
諸
聖
，
乃
至
今
時
老
宿
，
出
頭
來
盡
道
：
『
我
願
度
一
切
衆
生
成
道
成
果
，
與

我
無
異
。』
灼
然
！
吾
徒
等
輩
，
爲
不
承
他
先
聖
方
便
，
今
日
向
什
摩
處
塡
溝
塞
壑
？
然
雖
如
此
，
於
中
還
有
一
人
具
眼
也

無
？
」
師
代
云
：
「
汝
問
，
天
下
人
怪
笑
，
得
摩
？
」
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【
訓
讀
】

師
は
上
堂
し
、
因
に
徒
に
示
し
て
云
く
、「
過
去
の
如あ

ま

た
許
多
の
諸
聖
、
乃な

い

至し

今
時
の
老
宿
は
、
出
頭
し
來
っ
て
盡
く
道

う
、『
我
れ
願
わ
く
ば
一
切
衆
生
を
度
し
て
成
道
成
果
せ
し
め
、
我
と
異
な
る
こ
と
無
か
ら
し
め
ん
』
と
。
灼
然
た
り
！
吾

が
徒
等
の
輩
は
、
他
の
先
聖
の
方
便
を
承
け
ざ
る
が
爲
に
、
今
日
什い

ず

こ
摩
處
に
向お

い
て
か
溝
を
塡う

ず

め
壑た

に

を
塞ふ

さ

が
ん
？
此か

く

の
如
き

と
然い

え
ど雖

も
、
中
に
於
い
て
還は

た
一
人
の
具
眼
の
も
の
有
る
や
？
」
師
代
わ
り
て
云
く
、「
汝
が
問
い
を
ば
、
天
下
の
人
は
怪

笑
せ
ん
、
得よ

き
や
？
」

【
日
譯
】

師
は
上
堂
し
、
そ
の
と
き
弟
子
た
ち
に
言
っ
た
、「
過
去
の
あ
ま
た
の
諸
聖
か
ら
今
時
の
老
宿
に
い
た
る
ま
で
、
出
世
し

て
み
な
言
う
、『
一
切
の
衆
生
を
濟
度
し
、
わ
た
し
と
同
じ
よ
う
に
佛
道
を
成
就
す
る
よ
う
に
と
願
う
の
だ
』
と
。
だ
が
、

わ
た
し
の
弟
子
た
ち
は
、
か
の
先
聖
が
た
の
衆
生
濟
度
の
手
立
て
に
あ
ず
か
ら
な
い
た
め
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
で
野
垂
れ
死
に

す
る
こ
と
に
な
る
や
ら
？
た
し
か
に
！
そ
う
で
は
あ
る
が
、
こ
の
な
か
に
見
識
を
そ
な
え
た
者
は
い
る
か
？
」
師
は
代
わ
っ

て
言
う
、「
和
尚
は
そ
ん
な
問
い
を
し
て
、
天
下
の
人
に
あ
ざ
笑
わ
れ
て
も
い
い
の
で
す
か
？
」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
に
の
み
收
錄
さ
れ
る
も
の
。

○
我
願
度
一
切
衆
生
成
道
成
果
，
與
我
無
異　

大
乘
佛
教
に
お
け
る
佛
菩
薩
の
誓
願
。
全
く
同
じ
文
言
は
見
當
た
ら
な
い

が
、『
法
華
經
』
方
便
品
の
偈
、「
我
本
立
誓
願
，
欲
令
一
切
衆
，
如
我
等
無
異
」（
大
正
藏
卷
九
・
八
中
）
が
近
い
。

○
灼
然
！
吾
徒
等
輩
，
爲
不
承
他
先
聖
方
便
，
今
日
向
什
摩
處
填
溝
塞
壑
？
然
雖
如
此
，
於
中
還
有
一
人
具
眼
也
無
？　

「
灼
然
」
は
、
以
下
の
「
わ
が
禪
宗
の
徒
は
、
か
の
先
聖
の
濟
度
の
方
便
に
よ
ら
な
い
か
ら
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
か
で
野
垂

れ
死
に
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。
し
か
し
禪
は
「
自
性
自
度
（
自
ら
の
自
性
清
淨
心
が
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自
ら
を
濟
度
）」
す
る
の
で
あ
り
、
禪
の
「
悟
道
・
救
濟
」
と
は
自
己
本
分
事
を
自
覺
す
る
こ
と
で
あ
り
、
佛
菩
薩
の
衆
生

濟
度
の
誓
願
に
よ
る
方
便
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
保
福
が
わ
ざ
と
「
佛
菩
薩
の
衆
生
濟
度
の
誓
願
に
よ
る
方

便
に
よ
ら
ぬ
吾
が
徒
等
の
輩
は
、
ど
こ
で
野
垂
れ
死
に
す
る
こ
と
や
ら
」
と
言
う
の
は
弟
子
を
試
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
す
ぐ
に
「
こ
の
な
か
に
見
識
を
そ
な
え
た
者
は
い
る
か
？
」
と
、
保わ

た
し福

の
間
違
い
を
指
摘
で
き
る
も
の
は
い
る

か
と
訊
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
「
自
性
自
度
」
は
、
敦
煌
本
『
六
祖
壇
經
』
に
、「
慧
能
の
度す

く

う
に
不あ

ら是
ず
、
善
知
識
心
中
の
衆
生
、
各お

の
おの

自
身
の

自
性
に
於
い
て
自
ら
度
う
」（
周
紹
良
編
著
『
敦
煌
寫
本
壇
經
原
本
』
一
二
七
頁
、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
と
見
え
る
も
の

で
あ
る
が
、「
自
度
」
は
五
世
紀
後
半
ご
ろ
の
疑
僞
經
典
『
淨
度
三
昧
經
』
卷
三
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

佛
告
淨
度
：
「
一
切
諸
天
人
民
，
欲
自
度
故
，
乃
受
佛
教
戒
，
如
法
奉
行
，
依
佛
惠
自
得
福
德
，
得
度
得
道
。
佛
實

不
度
人
，
人
自
度
耳
。
」
（
『
七
寺
古
逸
經
典
研
究
叢
書
』
第
二
卷
・
中
國
撰
述
經
典
（
其
之
二
）
八
五
頁
、
大
東
出
版
社
、
一
九
九
六

年
）
。佛

は
淨
度
菩
薩
に
さ
と
し
た
、
「
一
切
の
諸
天
人
民
は
、
自
ら
を
救
お
う
と
し
て
、
佛わ

た
し

の
教お

し

え戒
を
受
け
、
教
え
の
通
り
に
行
い
、
悟

り
の
智
慧
に
よ
っ
て
自
ら
功
德
を
得
て
、
自
ら
救
い
、
自
ら
道
を
も
の
に
す
る
の
で
あ
る
。
佛
が
人
を
救
う
の
で
は
な
い
、
人
が
自

ら
救
う
の
だ
。
」

ま
た
『
修
心
要
論
』（
一
五
）
に
も
「
經
に
云
く
、『
衆
生
は
心
を
識
り
て
自
ら
度す

く

う
、
佛
は
衆
生
を
度
う
能
わ
ず
』
と
。

若
し
佛
の
能よ

く
衆
生
を
度
わ
ば
、
過
去
の
諸
佛
は
恆
沙
無
量
な
る
に
、
何
故
に
我
等
は
成
佛
せ
ざ
る
や
？
只
だ
是
れ
精

誠
、
内う

ち

に
發お

こ

ら
ず
、
是
の
故
に
苦
海
に
沈
沒
す
る
の
み
」（
田
中
良
昭
『
敦
煌
禪
宗
文
献
の
研
究 

第
二
』
五
五
頁
、
大
東
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
）。

「
塡
溝
塞
壑
」
は
「
野
た
れ
死
に
す
る
こ
と
」（『
禪
語
辭
典
』）。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
七
「
曹
山
本
寂
章
」、
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問
：
「
如
何
是
佛
法
大
意
？
」
曰
：
「
塡
溝
塞
壑
。
」
（
自
己
自
身
に
お
い
て
自
覺
す
べ
き
こ
と
を
人
に
問
う
よ
う
で
は
、
つ
い

に
野
垂
れ
死
に
だ
な
）

○
師
代
云
：
汝
問
，
天
下
人
怪
笑
，
得
摩
？　

保
福
の
問
い
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
弟
子
に
代
わ
っ
て
言
う
、「
あ
な
た
は

そ
ん
な
問
い
を
し
て
、
諸
方
の
禪
匠
に
あ
ざ
笑
わ
れ
て
も
い
い
の
で
す
か
。」
保
福
が
示
衆
で
「
佛
菩
薩
の
衆
生
濟
度
の

誓
願
に
よ
る
方
便
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
」
と
い
う
言
い
方
を
し
た
こ
と
を
批
判
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。

〔
五
〇
〕
如
何
な
る
か
是
れ
活
人
劍
？

因
擧
：
「
古
人
道
：
『
諸
方
只
有
殺
人
之
刀
，
且
無
活
人
之
劍
。』」
時
有
學
人
問
：
「
如
何
是
活
人
劍
？
」
師
答
曰
：

「
我
老
大
漢
，
不
能
禮
拜
汝
。」

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、「
古
人
道
う
、『
諸
方
は
只
だ
殺
人
の
刀
有
る
の
み
に
し
て
、
且
つ
活
人
の
劍
無
し
』
と
。」
時
に
有
る
學

人
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
活
人
の
劍
？
」
師
答
え
て
曰
く
、「
我
は
老
大
の
漢
、
汝
を
禮
拜
す
る
こ
と
能
わ
ず
。」

【
日
譯
】

師
は
古
人
の
句
を
取
り
上
げ
て
言
っ
た
、「
諸
方
は
殺
人
の
刀
が
あ
る
だ
け
で
、
活
人
の
劍
が
な
い
。」
そ
の
時
、
學
人

が
問
う
、「
活
人
の
劍
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。」
師
、「
わ
し
は
老
い
ぼ
れ
て
、
き
み
を
禮
拜
で
き
ぬ
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
み
の
收
録
で
あ
る
。

○
因
擧
：
古
人
道
：
諸
方
只
有
殺
人
之
刀
，
且
無
活
人
之
劍　

古
人
は
夾
山
善
會
（
八
〇
五
～
八
八
一
）。
石
霜
慶
諸
（
八
〇
九

～
八
八
八
）
の
接
化
を
評
し
た
語
で
、
本
書
卷
七
「
巖
頭
和
尚
章
」
第
一
九
則
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
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夾
山
有
僧
到
石
霜
，
纔
跨
門
便
問
：
「
不
審
。
」
石
霜
云
：
「
不
必
，
闍
梨
！
」
僧
云
：
「
與
摩
則
珍
重
！
」
其
僧
後

到
巖
頭
，
直
上
便
云
：
「
不
審
。
」
師
云
：
「
嘘
！
」
僧
云
：
「
與
摩
則
珍
重
！
」
始
欲
迴
身
，
師
云
：
「
雖
是
後
生
，

亦
能
管
帶
。
」
其
僧
却
歸
，
擧
似
夾
山
。
夾
山
上
堂
云
：
「
前
日
到
巖
頭
、
石
霜
底
阿
師
，
出
來
如
法
擧
著
！
」
其
僧

纔
擧
了
，
夾
山
云
：
「
大
衆
還
會
摩
？
」
衆
無
對
。
夾
山
云
：
「
若
無
人
道
，
老
僧
不
惜
兩
莖
眉
毛
道
去
也
。
」
却
云
：

「
石
霜
雖
有
殺
人
之
刀
，
且
無
活
人
之
劍
；
巖
頭
亦
有
殺
人
之
刀
，
亦
有
活
人
之
劍
。
」

夾
山
の
僧
が
石
霜
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
門
を
跨
ぐ
や
「
ご
き
げ
ん
よ
う
」
と
挨
拶
し
た
。
石
頭
、
「
そ
ん
な
挨
拶
は
無
用
だ
、
闍
梨

よ
！
」
僧
、
「
そ
れ
で
は
お
大
事
に
！
」
そ
の
僧
は
次
に
巖
頭
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
た
だ
ち
に
法
堂
に
上
っ
て
言
っ
た
、
「
ご
き
げ
ん

よ
う
。
」
巖
頭
、
「
シ
ッ
！
」
僧
が
「
そ
れ
で
は
お
大
事
に
！
」
と
引
き
返
そ
う
と
す
る
や
、
巖
頭
、
「
し
っ
か
り
と
身
に
つ
い
て
お

る
。
」
僧
は
夾
山
に
歸
り
、
こ
の
こ
と
を
話
し
た
。
夾
山
は
上
堂
し
て
言
う
、
「
前
日
に
巖
頭
と
石
霜
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
歸
っ
て
き

た
和
尚
は
、
進
み
出
て
あ
り
て
い
に
話
し
て
み
よ
！
」
僧
が
話
し
お
わ
る
や
、
夾
山
は
言
っ
た
、
「
み
ん
な
分
か
っ
た
か
？
」
誰
も

答
え
な
い
。
夾
山
、
「
誰
も
言
え
ぬ
な
ら
、
わ
た
し
が
二
本
の
眉
を
惜
し
ま
ず
、
言
っ
て
や
ろ
う
。
」
そ
し
て
言
っ
た
、
「
石
霜
に
は

人
を
殺
す
刀
は
あ
っ
て
も
、
人
を
活
か
す
劍
が
な
い
。
巖
頭
に
は
人
を
殺
す
刀
も
人
を
活
か
す
劍
も
あ
る
。
」

「
活
人
之
劍
」
は
、
修
行
者
を
育
て
る
力
を
持
っ
た
接
化
で
あ
り
、
修
行
者
自
身
が
ハ
ッ
と
氣
づ
く
よ
う
に
、
本
分
事
を

も
っ
て
す
る
接
化
。「
殺
人
之
刀
」
は
、
教
壞
す
る
接
化
。
本
書
卷
一
〇
「
安
國
和
尚
章
」
第
九
則
に
次
が
あ
る
。
こ
こ

で
は
馬
祖
禪
の
教
條
を
「
殺
人
之
刀
」
と
し
て
い
る
。

問
：
「
如
何
是
活
人
之
劍
？
」
師
曰
：
「
不
敢
瞎
却
汝
。
」
「
如
何
是
殺
人
之
刀
？
」
師
云
：
「
只
這
个
是
。
」

問
う
、
「
〈
人
を
活
か
す
劍
〉
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
わ
た
し
は
そ
な
た
の
眼
を
つ
ぶ
す
こ
と
な
ど
と
う
て
い

で
き
ぬ
。
」
「
〈
人
を
殺
す
刀
〉
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
い
ま
の
我
あ
る
の
み
、
と
い
う
言
い
か
た
だ
。
」

た
だ
し
、
夾
山
が
石
霜
を
評
し
た
問
答
で
は
、
參
問
に
來
た
僧
を
石
霜
は
「
そ
ん
な
挨
拶
は
無
用
だ
、
闍
梨
よ
！
」
と
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言
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
巖
頭
は
「
シ
ッ
！
」
と
言
っ
て
、
外
に
探
し
回
る
必
要
の
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ

れ
を
「
殺
人
之
刀
」
も
「
活
人
之
劍
」
も
具
え
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
。

○
時
有
學
人
問
：
如
何
是
活
人
劍
？　

そ
れ
を
聞
い
て
い
た
學
人
が
問
う
、「
ど
う
い
う
の
が
活
人
劍
と
い
う
も
の
で
し
ょ

う
か
？ 
ひ
と
つ
そ
れ
を
振
る
っ
て
、
わ
た
し
を
濟
度
し
、
悟
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。」

○
師
答
曰
：
我
老
大
漢
，
不
能
禮
拜
汝　
「
わ
し
は
年
取
っ
て
老
い
ぼ
れ
、
君
を
育
て
て
や
れ
ん
の
だ
。」
人
に
教
え
て
も
ら

う
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
修
行
者
を
輕
く
あ
し
ら
っ
た
。「
不
能
禮
拜
汝
」
と
は
、「
活
人
劍
を
振
る
っ
て
き
み
を
成
持

し
、
わ
た
し
が
禮
拜
で
き
る
よ
う
な
一
人
前
の
修
行
者
に
し
て
や
れ
ぬ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〔
五
一
〕
馬
祖
禪
の
定
型
の
問
い
を
ど
う
受
け
留
め
る
か
？

師
問
僧
：
「
我
都
置
一
問
，
汝
作
摩
生
？
」
對
曰
：
「
與
摩
即
退
一
歩
。」
師
云
：
「
非
時
作
摩
生
？
」
云
：
「
和
尚
因

什
摩
龍
頭
蛇
尾
？
」
師
云
：
「
汝
是
作
家
。」
對
曰
：
「
未
在
，
更
道
！
」
師
云
：
「
我
不
辭
向
汝
道
，
恐
汝
會
去
。」

【
訓
讀
】

師
は
僧
に
問
う
、「
我
れ
都す

べ

て
一
つ
の
問
い
を
置い

た

さ
ば
、
汝
は
作い

か

ん
摩
生
？
」
對こ

た

え
て
曰
く
、「
與か

く摩
な
れ
ば
即
ち
退
く
こ

と
一
歩
せ
ん
。」
師
云
く
、「
非
時
に
は
作い

か

ん
摩
生
？
」
云
く
、「
和
尚
は
什な

に摩
に
因よ

り
て
か
龍
頭
蛇
尾
な
る
？
」
師
云
く
、「
汝

は
是
れ
作
家
な
り
。」
對
え
て
曰
く
、「
未
だ
し
、
更
に
道
え
！
」
師
云
く
、「
我
れ
汝
に
道い

う
を
辭
せ
ざ
る
も
、
汝
の
會
し

去
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。」

【
日
譯
】

師
が
僧
に
問
う
た
、「
わ
た
し
が
い
つ
も
同
じ
問
い
を
し
た
ら
、
き
み
は
ど
う
す
る
？
」
答
え
て
言
う
、「
そ
れ
な
ら
一

歩
下
が
り
ま
す
。」
師
、「
非
時
に
問
う
な
ら
ど
う
か
？
」
僧
、「
和
尚
は
ど
う
し
て
尻
す
ぼ
み
に
な
る
の
で
す
か
？
」
師
、
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「
き
み
は
作さ

っ

家け

だ
。」
僧
、「
そ
ん
な
言
い
方
は
駄
目
で
す
、
言
い
直
し
て
く
だ
さ
い
！
」
師
、「
き
み
に
言
っ
て
や
る
の
は
や

ぶ
さ
か
で
は
な
い
が
、
き
み
が
安
易
に
受
け
留
め
て
し
ま
う
の
を
心
配
す
る
の
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。
本
則
は
馬
祖
禪
の
庸
俗
的
な
理
解
を
す
る
知
解
の
徒
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
ろ
の
問

答
と
思
わ
れ
る
。

○
師
問
僧
：
我
都
置
一
問
，
汝
作
摩
生
？　
「
都
置
一
問
」
は
、
い
つ
も
同
じ
一
問
を
す
る
こ
と
。
そ
の
一
問
と
は
、
馬
祖

禪
の
核
心
を
問
う
一
問
、
た
と
え
ば
「
如
何
是
祖
師
西
來
意
？
」
と
い
う
よ
う
な
定
型
の
問
い
。「
汝
作
摩
生
？
」
と
は
、

き
み
は
そ
れ
に
ど
う
答
え
る
か
。「
都
置
［
致
」
一
問
」（
置
、
致
は
近
音
で
通
用
す
る
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
用
例
が
あ
る
。

師
後
住
報
恩
，
有
僧
問
：
「
學
人
都
致
一
問
，
請
師
道
！
」
師
曰
：
「
不
是
創
住
，
遮
箇
師
僧
也
難
容
。
」
（
『
景
德
傳
燈

錄
』
卷
二
四
「
泉
州
報
恩
院
宗
顯
明
慧
大
師
章
」
）

師
は
後
に
泉
州
報
恩
院
に
住
持
し
、
開
堂
の
と
き
、
僧
が
問
う
、
「
わ
た
し
が
（
師
が
問
わ
れ
た
の
と
）
同
じ
問
い
を
し
ま
す
、
ど

う
か
答
え
て
く
だ
さ
い
。
」
師
、
「
開
堂
説
法
の
場
で
な
か
っ
た
ら
、
こ
ん
な
僧
を
留
め
お
か
ぬ
と
こ
ろ
だ
。
」

○
對
曰
：
與
摩
即
退
一
歩　

答
え
が
分
か
り
き
っ
た
問
い
は
、
も
う
結
構
で
す
、
答
え
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
退
一

歩
」
は
、
こ
こ
で
は
問
い
を
受
け
つ
け
ぬ
姿
勢
。

○
師
云
：
非
時
作
摩
生
？
云
：
和
尚
因
什
摩
龍
頭
蛇
尾
？　
「
非
時
」
は
、
正
式
な
場
（
上
堂
な
ど
）
で
の
説
法
問
答
で
は
な

い
、
請
益
な
ど
個
人
的
に
問
答
す
る
と
き
な
ら
ど
う
答
え
る
か
。
正
式
の
場
で
問
う
の
で
は
な
く
、
私
的
な
場
で
問
う
こ

と
を
「
龍
頭
蛇
尾
」
だ
と
師
を
批
判
し
た
。

○
師
云
：
汝
是
作
家
。
對
曰
：
未
在
，
更
道
！　

僧
が
保
福
の
問
い
に
馬
祖
禪
の
庸
俗
的
理
解
を
も
っ
て
す
る
答
え
を
避
け

た
と
こ
ろ
を
保
福
は
「
作
家
」
と
評
し
た
。
こ
れ
に
對
し
て
僧
は
、
保
福
に
馬
祖
禪
を
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
を
答
え
さ
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せ
よ
う
と
し
て
「
未
在
，
更
道
！
」
と
迫
っ
た
。

○
師
云
：
我
不
辭
向
汝
道
，
恐
汝
會
去　
「
馬
祖
禪
の
核
心
を
言
い
留
め
る
こ
と
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
が
、
き
み
が
安
易

な
理
解
を
し
て
〈
無
事
禪
〉
に
陷
る
こ
と
を
心
配
す
る
の
だ
。」

〔
五
二
〕
師
子
は
ど
ん
な
獲
物
を
捉
え
る
に
も
全
力
を
盡
く
す
が
、
ど
ん
な
力
を
盡
く
す
の
か
？

問
：
「
教
中
有
言
：
『
師
子
捉
象
亦
全
其
力
』，
未
審
全
个
什
摩
力
？
」
師
答
曰
：
「
若
問
全
力
，
我
怕
。」
進
云
：

「
和
尚
爲
什
摩
却
怕
學
人
？
」
師
云
：
「
爲
汝
有
全
力
。」

【
訓
讀
】

問
う
、「
教
中
に
言
う
有
り
、『
師
子
は
象
を
捉
う
る
も
亦
た
其
の
力
を
全
く
す
』
と
。
未は審
た
个
の
什な

ん摩
の
力
を
全
く

す
る
や
？
」
師
答
え
て
曰
く
、「
若
し
力
を
全
く
す
る
を
問
わ
ば
、
我
れ
怕お

そ

る
。」
進
み
て
云
く
、「
和
尚
は
爲な

に
ゆ
え

什
摩
に
か
却

て
學
人
を
怕
る
？
」
師
云
く
、「
汝 
力
を
全
く
す
る
こ
と
有
る
が
爲
な
り
。」

【
日
譯
】

問
う
、「
經
典
に
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
、『
獅
子
は
象
を
捕
え
る
の
に
も
全
力
を
盡
く
す
』
と
。
ど
ん
な
力
を

盡
く
す
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
も
し
全
力
を
盡
く
す
こ
と
を
問
う
な
ら
、
私
は
氣
が
か
り
だ
。」「
和
尚
は
な
ぜ
わ
た
し

が
氣
が
か
り
な
の
で
す
か
？
」
師
、「
き
み
が
全
力
を
盡
く
し
て
人
を
救
お
う
と
す
る
か
ら
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
に
の
み
收
錄
さ
れ
る
。

〇
問
：
教
中
有
言
：
師
子
捉
象
，
亦
全
其
力
。
未
審
全
个
什
摩
力
？  
「
教
」
は
『
大
般
涅
槃
經
』（
南
本
）
卷
三
一
「
迦
葉

菩
薩
品
」。
そ
の
冒
頭
で
迦
葉
菩
薩
は
、
善ぜ

ん

星し
ょ
う

比
丘
（
佛
の
菩
薩
た
り
し
と
き
の
子
）
は
出
家
し
十
二
部
經
を
讀
誦
し
、
四
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禪
を
得
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
如
來
は
「
一
闡
提
の
人
で
あ
り
、
地
獄
に
劫な

が

く
住
し
、
救
い
よ
う
の
な
い
人
だ
」
と
予

言
し
た
の
で
す
か
と
佛
に
問
い
、
佛
と
迦
葉
菩
薩
の
問
答
が
行
わ
れ
る
な
か
で
、
佛
は
、
如
來
に
菩
薩
・
聲
聞
・
一
闡
提

の
三
種
の
弟
子
が
い
る
が
、
法
を
説
く
の
に
分
け
隔
て
が
な
い
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

第
一
喩
菩
薩
僧
，
第
二
喩
聲
聞
僧
，
第
三
喩
一
闡
提
。
善
男
子
，
如
大
師
子
殺
香
象
時
，
皆
盡
其
力
，
殺
兔
亦
爾
，

不
生
輕
想
。
諸
佛
如
來
亦
復
如
是
，
爲
諸
菩
薩
及
一
闡
提
演
説
法
時
，
功
用
無
二
。
（
大
正
藏
卷
一
二
・
八
〇
七
上
～
中
）

第
一
の
者
は
菩
薩
僧
に
喩
え
、
第
二
の
者
は
聲
聞
僧
に
喩
え
、
第
三
の
者
は
一
闡
提
に
喩
え
る
。
善
男
子
よ
、
獅
子
が
大
象
を
殺
す

時
、
全
力
を
盡
く
す
よ
う
に
、
兎
の
と
き
も
同
じ
だ
。
兔
だ
か
ら
と
見
く
び
る
こ
と
が
な
い
。
諸
佛
如
來
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
、
諸

菩
薩
に
法
を
説
く
の
も
一
闡
提
に
法
を
説
く
の
も
、
同
じ
く
全
力
を
盡
く
す
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
七
「
諸
方
雜
擧
徵
拈
代
別
語
」
に
經
典
の
言
葉
と
言
わ
ず
に
同
じ
問
い
が
見
え
る
。

僧
問
老
宿
云
：
「
師
子
捉
兔
亦
全
其
力
，
捉
象
亦
全
其
力
。
未
審
全
箇
什
麼
力
？
」
老
宿
云
：
「
不
欺
之
力
。
」
（
『
碧

巖
錄
』
第
三
八
則
「
風
穴
鐡
牛
機
」
本
則
評
唱
の
末
尾
の
雲
居
道
膺
の
示
衆
の
語
「
譬
如
獅
子
捉
象
亦
全
其
力
，
捉
兎
亦
全
其
力
」
に

對
し
て
僧
が
「
未
審
全
什
麼
力
？
」
と
問
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
）

僧
が
老
宿
に
問
う
た
、
「
獅
子
は
兔
を
捕
え
る
の
に
も
全
力
を
盡
く
し
、
象
を
捕
え
る
の
に
も
全
力
を
盡
く
し
ま
す
。
ど
ん
な
力
を

盡
く
す
の
で
し
ょ
う
か
？
」
老
宿
、
「
（
常
不
輕
菩
薩
の
よ
う
に
）
人
を
あ
な
ど
ら
ぬ
力
だ
。
」

ま
た
本
書
卷
一
〇
「
長
慶
和
尚
章
」
第
一
二
則
に
も
次
が
あ
る
。

問
：
「
師
子
捉
象
亦
全
其
力
，
捉
兔
亦
全
其
力
。
既
是
全
力
，
爲
什
摩
救
善
星
不
得
？
」
云
：
「
汝
道
救
不
得
，
如

今
在
什
摩
處
？
」

問
う
、
「
獅
子
は
象
を
捕
え
る
の
に
も
全
力
を
尽
く
し
、
兎
を
捕
え
る
の
に
も
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
全
力
を
尽
く
し
た
は
ず
な
の

に
、
ど
う
し
て
善
星
比
丘
を
救
済
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
き
み
は
救
済
で
き
な
か
っ
た
と
言
う
が
、
救
済
で
き
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な
か
っ
た
者
は
今
ど
こ
に
い
る
の
か
？
」
（
救
い
救
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
だ
）

な
お
「
師
子
捉
象
亦
全
其
力
」
は
「
捉
兔
亦
全
其
力
」
と
對
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
捉
兔
亦
全
其
力
」
を
補
っ
て

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

○
師
答
曰
：
若
問
全
力
，
我
怕
。
進
云
：
和
尚
爲
什
摩
却
怕
學
人
？　
「
怕
」
は
、
心
配
す
る
意
。『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
二
五

「
益
州
覺
城
院
信
禪
師
章
」
に
次
が
あ
る
。

問
：
「
湛
然
時
如
何
？
」
師
云
：
「
我
即
怕
你
。
」
進
云
：
「
和
尚
爲
什
麼
却
怕
學
人
？
」
師
拈
拄
杖
云
：
「
退
後
，

退
後
！
」

問
う
、
「
靜
寂
の
境
地
に
安
ら
い
だ
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
わ
た
し
は
き
み
が
心
配
だ
。
」
「
ど
う
し
て
心
配
な
の
で
す

か
？
」
師
は
拄
杖
を
手
に
し
て
言
う
、
「
さ
が
れ
、
さ
が
れ
！
」
（
か
く
は
た
ら
く
き
み
の
佛
性
を
こ
そ
悟
る
の
だ
）

○
師
云
：
爲
汝
有
全
力　

全
力
で
救
っ
て
や
ろ
う
と
す
る
の
は
增
上
慢
、
も
と
も
と
救
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
衆
生
は
い
な
い
。

『
金
剛
般
若
經
』
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

汝
等
勿
謂
如
來
作
是
念
，
我
當
度
衆
生
。
須
菩
提
，
莫
作
是
念
。
何
以
故
？
實
無
有
衆
生
如
來
度
者
。
（
大
正
藏
卷
八
・

七
五
二
上
）

汝
ら
は
、
如
來
は
「
我
は
衆
生
を
濟
度
す
べ
し
」
と
考
え
て
い
る
と
思
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
須
菩
提
よ
、
「
如
來
は
衆
生
を
濟
度
す
」

と
思
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
、
如
來
が
濟
度
す
る
衆
生
は
實
際
に
は
い
な
い
か
ら
だ
。

ま
た
「『
祖
堂
集
』
卷
一
〇
譯
注
（
五
）「
長
慶
和
尚
章
」
第
一
二
則
の
注
を
參
照
せ
よ
（『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
七

號
、
二
〇
二
四
年
）。
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〔
五
三
〕
錢
を
失
い
罪
に
遭
え
り

問
：
「
承
古
人
有
言
：
『
智
不
到
處
，
切
忌
道
著
。
道
著
則
頭
角
生
』，
和
尚
如
何
？
」
師
答
曰
：
「
收
。」
進
曰
：

「
若
向
無
頭
角
處
收
，
即
招
大
衆
怪
笑
。」
師
云
：
「
失
錢
遭
罪
。」

【
訓
讀
】

問
う
、「
承

う
け
た
ま
わる

に
古
人
に
言
う
有
り
、『
智
の
到
ら
ざ
る
處
は
、
切
に
道い

い
著と

む
る
を
忌い

む
。
道い

い
著と

む
れ
ば
則
ち
頭づ

角か
く

生
ず
』
と
。
和
尚
は
如い

か
ん何

？
」
師
答
え
て
曰
く
、「
收
む
。」
進
ん
で
曰
く
、「
若
し
頭
角
無
き
處
に
向お

い
て
收
む
れ
ば
、
即

ち
大
衆
の
怪
笑
す
る
を
招
か
ん
。」
師
云
く
、「
錢
を
失
い
罪
に
遭
え
り
。」

【
日
譯
】

問
う
、「
古
人
の
語
に
『
智
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
の
消
息
は
、
言
い
留
め
る
の
を
嚴
に
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
言
い
留
め
た

ら
、
頭
に
角
が
生
え
る
』
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、（
こ
う
い
う
人
を
）
和
尚
は
ど
う
し
ま
す
か
？
」
師
、「
引
き
受
け
る
。」
僧
、

「
も
し
頭
に
角
の
な
い
點
に
お
い
て
引
き
受
け
る
な
ら
、
こ
こ
の
衆
僧
に
あ
ざ
笑
わ
れ
ま
す
ぞ
。」
師
、「
わ
た
し
の
接
化
は

失
敗
に
終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
他
に
收
錄
を
見
な
い
。

○
問
：
承
古
人
有
言
：
智
不
到
處
，
切
忌
道
著
，
道
著
則
頭
角
生
。
和
尚
如
何
？　
「
古
人
」
は
南
泉
普
願
。
本
書
卷
一
六

「
南
泉
和
尚
章
」
第
四
二
則
に
言
う
、

道
吾
到
南
泉
，
師
問
曰
：
「
闍
梨
名
什
摩
？
」
道
吾
對
云
：
「
圓
智
。
」
師
云
：
「
智
不
到
處
作
摩
生
？
」
道
吾
對
云
：

「
切
忌
說
著
。
」
師
曰
：
「
灼
然
！
說
著
則
頭
角
生
也
。
」
却
後
三
五
日
間
，
道
吾
與
雲
嵒
相
共
在
僧
堂
前
把
針
。
師
行

遊
次
，
見
道
吾
，
依
前
問
：
「
智
闍
梨
前
日
道
：
『
智
不
到
處
，
切
忌
說
著
。
』
說
著
則
頭
角
生
也
。
如
今
合
作
摩
生



249

『祖堂集』卷第一一譯注（二）「保福和尚章」（下）　（禪文化研究所唐代語錄研究班）

行
李
？
」
道
吾
便
抽
身
起
，
却
入
僧
堂
內
，
待
師
過
後
却
出
來
。
雲
嵒
問
道
吾
：
「
和
尚
適
來
問
，
何
不
祇
對
？
」

道
吾
云
：
「
師
兄
得
与
摩
靈
利
！
」
雲
嵒
却
上
和
尚
處
問
：
「
適
來
和
尚
問
智
師
弟
這
个
因
緣
，
合
作
摩
生
祇
對
？
」

師
云
：
「
他
却
是
異
類
中
行
。
」
雲
嵒
云
：
「
作
摩
生
是
異
類
中
事
？
」
師
云
：
「
豈
不
見
道
『
智
不
到
處
，
切
忌
說
著
，

說
著
則
頭
角
生
』
。
喚
作
如
如
早
是
變
，
直
須
向
異
類
中
行
。
」

道
吾
圓
智
が
行
脚
し
て
南
泉
山
に
至
っ
た
。
師
は
問
う
た
、
「
そ
な
た
は
何
と
い
う
名
か
？
」
道
吾
、
「
圓
智
で
す
。
」
師
、
「
智
の

及
ば
ぬ
と
こ
ろ
の
消
息
は
、
ど
う
す
る
の
か
？
」
道
吾
は
答
え
た
、
「
言
い
留
め
る
の
を
嚴
に
避
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
」
師
、

「
ま
こ
と
に
！
言
い
留
め
た
ら
、
頭
に
角
が
生
え
た
！
」
そ
の
後
四
・
五
日
し
て
、
道
吾
は
雲
巖
と
と
も
に
僧
堂
の
前
で
繕
い
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
師
が
外
出
し
よ
う
と
し
て
、
道
吾
に
出
逢
っ
た
の
で
、
先
日
の
こ
と
を
問
う
た
、
「
智
闍
梨
よ
、
先
日
、
『
智
の
及
ば

ぬ
と
こ
ろ
の
消
息
は
、
言
い
留
め
る
の
を
嚴
に
避
け
な
く
て
は
な
ら
ぬ
』
と
言
っ
た
が
、
言
い
留
め
た
ら
、
頭
に
角
が
生
え
た
。
き

み
は
今
ど
う
修
行
し
て
い
る
の
か
？
」
道
吾
は
す
っ
と
身
を
引
い
て
、
僧
堂
へ
入
り
、
師
が
出
か
け
た
の
を
見
と
ど
け
て
か
ら
出
て

來
た
。
雲
巖
が
道
吾
に
問
う
た
、
「
和
尚
の
さ
き
ほ
ど
の
問
い
に
、
ど
う
し
て
お
答
え
し
な
か
っ
た
の
か
？
」
道
吾
、
「
師
兄
は
な
ん

と
賢
い
こ
と
で
す
ね
！
」
雲
巖
は
和
尚
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
問
う
た
、
「
さ
き
ほ
ど
和
尚
が
智
師
弟
に
問
わ
れ
た
件
で
す
が
、
ど
う

お
答
え
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
彼
は
畜
生
と
な
っ
て
歩
ん
で
い
る
の
だ
。
」
雲
巖
、
「
畜
生
に
な
る
と
は
ど
う
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、
「
言
っ
た
で
は
な
い
か
、
『
智
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
の
消
息
は
、
言
い
留
め
る
の
を
嚴
に
避
け
な
く
て
は

な
ら
ぬ
。
言
い
留
め
た
ら
、
頭
に
角
が
生
え
た
』
と
。
そ
れ
を
〈
如
如
〉(

さ
な
が
ら)

と
呼
ん
で
さ
え
、
も
う
そ
れ
と
は
變
わ
っ

た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
結
果
畜
生
と
な
っ
て
歩
む
こ
と
に
な
る
の
だ
。
」

道
吾
が
圓
智
（
完
全
な
る
智
）
と
い
う
法
諱
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
南
泉
は
「（
道
の
消
息
を
）
智
に
よ
る
言
語
で
は
把
握
し

表
現
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
い
っ
た
い
き
み
は
ど
う
修
行
し
よ
う
と
い
う
の
か
？
」
と
問
う
た
。
道
吾
は
「
切
に
説
著
す

る
こ
と
を
忌
む
」
と
言
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
さ
え
南
泉
か
ら
異
類
扱
い
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
れ
以
上
言
語
す
る
こ
と
を
避
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け
た
の
で
あ
る
。「
頭
角
生
ず
」
と
は
、
言
語
化
で
き
ぬ
も
の
を
、
強
い
て
言
語
で
表
現
す
れ
ば
誤
る
こ
と
に
な
り
、
五

戒
（
不
妄
語
戒
）
を
犯
し
、
そ
の
結
果
信
施
を
無
駄
に
し
た
か
ど
で
畜
生
（
牛
）
に
生
ま
れ
變
わ
っ
て
償
債
す
る
こ
と
を
い

う
。「
道
に
い
か
に
對
す
べ
き
か
」
に
つ
い
て
本
書
卷
一
八
「
趙
州
和
尚
章
」
第
二
則
に
南
泉
と
趙
州
の
問
答
が
あ
る
。

師
問
：
「
如
何
是
道
？
」
南
泉
云
：
「
平
常
心
是
道
。
」
師
云
：
「
還
可
趣
向
否
？
」
南
泉
云
：
「
擬
即
乖
。
」
師
云
：
「
不

擬
時
如
何
知
是
道
？
」
南
泉
云
：
「
道
不
屬
知
不
知
。
知
是
妄
覺
，
不
知
是
無
記
。
若
也
眞
達
不
擬
之
道
，
猶
如
太
虛
，

廓
然
蕩
豁
。
豈
可
是
非
？
」
師
於
是
頓
領
玄
機
，
心
如
朗
月
。

師
は
南
泉
和
尚
に
問
う
た
、
「
道
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
南
泉
、
「
平
常
心
が
道
だ
。
」
師
、
「
そ
れ
を
目
標
に
し
て
よ
い
も

の
で
し
ょ
う
か
？
」
南
泉
、
「
目
標
に
し
た
と
た
ん
に
逸そ

れ
る
。
」
師
、
「
目
標
に
し
な
い
な
ら
、
そ
れ
が
道
だ
と
は
わ
か
ら
ぬ
の
で

は
あ
り
ま
せ
ぬ
か
？
」
南
泉
、
「
道
は
わ
か
る
わ
か
ら
ぬ
に
關
わ
ら
ぬ
。
わ
か
る
と
は
妄
念
に
よ
る
錯
覺
で
あ
り
、
わ
か
ら
ぬ
と
は

昏
暗
で
あ
る
。
眞
に
目
的
意
識
を
離
れ
た
道
に
達
し
た
な
ら
、
そ
の
心
は
大
空
の
よ
う
に
カ
ラ
リ
と
澄
ん
で
礙
げ
が
な
い
。
む
や
み

に
議
論
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
」
師
は
聽
い
て
た
だ
ち
に
奧
義
を
受
け
と
め
、
滿
月
の
ご
と
き
澄
明
な
心
と
な
っ
た
。

南
泉
の
い
う
「
平
常
心
」
と
は
こ
と
さ
ら
外
に
道
を
求
め
ぬ
心
の
こ
と
で
あ
る
。

○
師
答
曰
：
收　
「
收
」
は
僧
の
應
對
の
語
「
若
向
無
頭
角
處
收
，
即
招
大
衆
怪
笑
」
か
ら
す
る
と
「
受
け
入
れ
る
」、「
引

き
受
け
る
」
意
の
よ
う
で
あ
る
。
角
の
生
え
る
の
も
厭
わ
ず
、
言
い
留
め
よ
う
と
す
る
も
の
を
も
保
福
院
に
受
け
入
れ

る
。

○
進
曰
：
若
向
無
頭
角
處
收
，
即
招
大
衆
怪
笑　
「
頭
角
無
き
處
に
向お

い
て
」
と
は
「
智
の
到
ら
ざ
る
處
は
、
切
に
道
い
著
む

る
を
忌
む
」
と
い
う
説
に
依
據
し
て
、
最
初
か
ら
言
語
化
な
ど
無
用
と
す
る
點
に
お
い
て
。
す
な
わ
ち
「
無
事
」
に
安
住

し
て
い
る
僧
の
姿
勢
を
指
す
。「
そ
う
い
う
者
を
受
け
入
れ
て
は
、
こ
こ
保
福
院
の
僧
衆
に
あ
ざ
笑
わ
れ
ま
す
ぞ
。」『
天
聖

廣
燈
錄
』
巻
二
〇
「
益
州
鐵
幢
覺
禪
師
章
」
に
、「
人
の
謾あ

な
どり

を
被
ら
ず
、
緣
に
隨
い
て
日
を
過
ご
し
、
性
に
任
せ
て
時
を
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度わ
た

り
、
苦
苦
と
し
て
心
を
勞
し
、
強
い
て
頭
角
を
生
ず
る
を
用
い
ず
、
十
二
時
中
、
著
衣
喫
飯
し
て
、
自も

と

よ
り
罣
礙
無
し
。

若
し
是か

く

の
如
き
を
得
な
ば
、
格
外
の
道
人
と
謂
う
べ
し
」
と
い
う
「
無
事
」
を
標
榜
す
る
立
場
を
、
こ
の
僧
は
認
め
な
い
。

○
師
云
：
失
錢
遭
罪　
「
失
錢
遭
罪
」
は
得
た
錢
を
失
っ
た
う
え
に
自
身
も
罪
を
著
せ
ら
れ
て
捕
わ
れ
る
こ
と
。
わ
た
し

（
保
福
）
は
「
良
久
」
で
こ
と
た
れ
り
と
す
る
の
で
は
な
く
、
如
何
に
そ
れ
を
言
い
留
め
る
か
を
突
き
詰
め
る
よ
う
に
示
し

て
い
る
が
、
馬
祖
の
無
事
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
即
ち
こ
れ
ま
で
の
保わ

た
し福

の
接
化
を
正
し
く
受
け
留
め

て
く
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
か
く
言
う
。
わ
た
し
の
こ
れ
ま
で
の
教
化
は
失
敗
だ
っ
た
。
こ
の
語
を
保
福
は
臨
終
の
さ
い

に
使
っ
た
こ
と
が
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
「
漳
州
保
福
院
從
展
禪
師
章
」
に
見
え
て
い
る
。

師
住
保
福
僅
一
紀
，
學
衆
常
不
下
七
百
。
其
接
機
利
物
，
不
可
備
錄
。
閩
帥
禮
重
，
爲
奏
命
服
。
唐
天
成
三
年
戊
子
，

示
有
微
疾
。
僧
入
丈
室
問
訊
。
師
謂
之
曰
：
「
吾
與
汝
相
識
年
深
，
有
何
方
術
相
救
？
」
僧
曰
：
「
方
術
甚
有
。
聞

說
和
尚
不
解
忌
口
。
」
又
謂
衆
曰
：
「
吾
旬
日
來
，
氣
力
困
劣
。
別
無
他
，
只
是
時
至
。
」
僧
問
：
「
時
既
至
矣
。
師

去
即
是
，
住
即
是
？
」
師
曰
：
「
道
。
」
曰
：
「
恁
麼
即
某
甲
不
敢
造
次
。
」
師
曰
：
「
失
錢
遭
罪
。
」
言
訖
，
跏
趺
告
寂
。

即
三
月
二
十
一
日
也
。

師
は
保
福
院
に
住
す
る
こ
と
十
二
年
に
及
び
、
衆
徒
は
夏
冬
を
問
わ
ず
、
常
に
七
百
衆
を
超
え
た
。
か
れ
ら
を
接
化
し
た
問
答
商
量

の
記
錄
は
厖
大
で
、
こ
こ
に
は
書
き
き
れ
な
い
。
閩
の
總
帥
（
漳
州
刺
史
王
延
休
？)

は
歸
依
し
て
、
後
唐
朝
に
紫
衣
を
申
請
し
た
。

唐
天
成
三
年
戊
子
の
艢
（
九
二
八
）
、
臨
終
を
迎
え
た
。
僧
が
保
福
の
方
丈
に
挨
拶
に
う
か
が
っ
た
。
師
は
彼
に
言
っ
た
、
「
わ
た

し
は
そ
な
た
と
は
長
い
つ
き
あ
い
だ
が
、
わ
た
し
を
救
っ
て
く
れ
る
方
術
が
あ
る
か
？
」
僧
、
「
方
術
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
が
、

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
和
尚
は
口
を
愼
む
こ
と
が
お
で
き
に
な
ら
ぬ
と
か
。
」
師
は
そ
れ
か
ら
皆
に
言
っ
た
、
「
わ
た
し
は
こ

こ
十
日
ほ
ど
氣
力
が
衰
え
た
。
ほ
か
で
も
な
い
、
た
だ
最
期
の
時
が
來
た
だ
け
だ
。
」
僧
が
問
う
た
、
「
そ
の
時
が
來
た
の
な
ら
、
師

は
逝
か
れ
る
の
が
よ
い
の
か
、
留
ま
ら
れ
る
の
が
よ
い
の
か
？
」
師
、
「
き
み
が
言
え
。
」
僧
、
「
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
ら
、
わ
た
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し
は
め
っ
た
な
こ
と
は
申
し
ま
せ
ぬ
。
」
師
、
「
錢
を
失
っ
た
う
え
に
、
罪
を
著
せ
ら
れ
た
。
」
そ
う
言
っ
て
、
趺
坐
し
て
亡
く
な
っ

た
。
そ
の
年
の
三
月
二
十
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
失
錢
遭
罪
」
は
保
福
自
身
の
一
生
の
接
化
が
虚
し
く
失
敗
に
歸
し
た
と
い
う
絶
望
の
語
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て

本
則
も
そ
の
意
味
に
解
す
る
。

〔
五
四
〕
作い

か
な
る

摩
生
か
是
れ
如
の
義
？

因
擧
：
「
金
剛
經
云
：
『
一
切
諸
法
，
皆
是
如
義
。』」
師
却
問
僧
：
「
作
摩
生
是
如
義
？
」
對
云
：
「
和
尚
問
阿
誰
？
」

師
云
：
「
忽
遇
道
伴
相
借
問
，
作
摩
生
向
伊
道
？
」
對
云
：
「
和
尚
是
什
摩
心
行
？
」
師
不
肯
，
代
云
：
「
何
處
有
與
摩
道

伴
？
」

【
訓
讀
】

因
み
に
擧
す
、「
金
剛
經
に
云
く
、『
一
切
諸
法
は
皆
な
是
れ
如
の
義
な
り
』
と
。」
師
却
っ
て
僧
に
問
う
、「
作い

か
な
る

摩
生

か
是
れ
如
の
義
？
」
對こ

た

え
て
云
く
、「
和
尚
は
阿た

れ誰
に
か
問
う
？
」
師
云
く
、「
忽も

し
道
伴
の
相
い
借
問
す
る
に
遇
わ
ば
、

作い

か

ん
摩
生
が
伊か

れ

に
向
っ
て
道い

う
？
」
對
え
て
云
く
、「
和
尚
、
是
れ
什な

ん摩
の
心
行
ぞ
？
」
師
は
肯う

べ
なわ

ず
、
代
わ
り
て
云
く
、「
何

の
處
に
か
與か

く摩
な
る
道
伴
有
る
？
」

【
日
譯
】

あ
る
時
、
師
は
「
一
切
の
諸
法
は
皆
な
如
の
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
『
金
剛
經
』
の
言
葉
を
取
り
上
げ
、
僧
に
問
う
た
、

「〈
如
の
こ
と
で
あ
る
〉
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
答
え
て
言
う
、「
和
尚
は
誰
に
問
う
て
い
る
の
で
す
か
？
」
師
、「
連
れ

合
い
が
問
う
た
ら
、
彼
に
ど
う
答
え
る
の
だ
？
」
答
え
て
言
う
、「
和
尚
、
何
と
い
う
こ
と
を
！
」
師
は
そ
れ
を
認
め
ず
、

代
わ
っ
て
答
え
た
、「
ど
こ
に
そ
ん
な
連
れ
合
い
が
お
り
ま
し
ょ
う
？
」
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【
注
釋
】

○
本
話
は
本
書
に
の
み
收
録
。

○
金
剛
經
云
：
一
切
諸
法
，
皆
是
如
義　

一
切
の
存
在
は
全
て
そ
の
あ
り
の
ま
ま
が
本
當
の
姿
（
實
相
）
で
あ
る
。
鳩
摩
羅

什
譯
『
金
剛
般
若
經
』
究
竟
無
我
分
第
十
七
に
「
如
來
者
即
諸
法
如
義
」
と
あ
る
句
の
「
諸
法
如
義
」
を
引
き
伸
ば
し
て

八
字
に
し
た
も
の
。
如
來
は
燃
燈
佛
の
と
こ
ろ
で
菩
提
と
し
て
得
る
も
の
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
燃
燈
佛
よ
り
來
世

に
佛
と
な
り
釋
迦
牟
尼
と
稱
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
授
記
さ
れ
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
何
以
故
？
如
來
者
即
諸
法
如
義
」

（
大
正
藏
卷
八
・
七
五
一
上
、
岩
波
文
庫
本
九
六
頁
）
で
あ
る
か
ら
だ
と
示
さ
れ
る
。

　
「
諸
法
如
義
」
は
禪
宗
で
は
ど
う
解
さ
れ
て
い
る
か
？ 

慧
能
に
假
託
さ
れ
た
『
金
剛
經
解
義
』
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
。

佛
言
諸
法
如
義
者
，
諸
法
即
是
色
聲
香
味
觸
法
，
於
此
六
塵
中
，
善
能
分
別
，
而
本
體
湛
然
，
不
染
不
著
，
曾
無
變

異
，
如
空
不
動
，
圓
通
瑩
徹
，
歷
劫
常
存
，
是
名
諸
法
如
義
。
（
『
慧
能
研
究
』
四
五
〇
頁
、
大
修
館
書
店
）

佛
の
言
う
「
諸
法
如
義
」
と
は
、
諸
法
は
色
聲
香
味
觸
法
の
存
在
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
存
在
の
ま
っ
た
だ
中
に
あ
っ
て
諸
存
在
を

善
分
別
し
な
が
ら
、
し
か
も
分
別
の
本
體
（
法
身
）
は
靜
謐
で
あ
り
、
諸
存
在
に
執
わ
れ
て
汚
染
さ
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
變
異
す
る
こ

と
が
な
く
、
虚
空
の
よ
う
に
不
動
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
も
圓
か
に
通
じ
て
清
ら
か
に
透
徹
し
、
歷
劫
に
常
に
存
在
し
て
い
る
、
こ
れ

が
「
諸
法
如
義
」
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。

と
あ
り
、
あ
き
ら
か
に
五
蘊
身
に
具
わ
る
法
身
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
黃
檗
『
宛
陵
錄
』
も
次
の
よ
う
に
言

う
。如

來
者
即
諸
法
如
義
。
所
以
云
：
「
弥
勒
亦
如
也
，
衆
聖
賢
亦
如
也
。
」
如
即
無
生
，
如
即
無
滅
，
如
即
無
見
，
如
即

無
聞
。
（
入
矢
義
高
『
傳
心
法
要
・
宛
陵
錄
』
一
〇
八
頁
、
禪
の
語
錄
8
、
筑
摩
書
房
）
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如
來
と
は
、
諸
存
在
の
そ
の
あ
り
の
ま
ま
が
本
當
の
姿
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
弥
勒
も
そ
の
あ
り
の
ま
ま
が
本
當
の
姿
，
一
切

の
聖
賢
も
そ
の
あ
り
の
ま
ま
が
本
當
の
姿
」
と
『
維
摩
經
』
（
菩
薩
品
）
に
言
わ
れ
て
い
る
の
だ
。
あ
り
の
ま
ま
が
本
當
の
姿
で
あ

る
も
の
は
生
ず
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
滅
す
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
見
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
聞
く
と
い
う
こ
と
も
な
い
。

黃
檗
の
場
合
も
、
見
聞
覺
知
す
る
こ
と
の
な
い
不
生
不
滅
な
る
諸
存
在
に
そ
な
わ
る
法
身
で
あ
る
。
ま
た
大
珠
慧
海
は
次

の
よ
う
に
説
く
。

經
云
：
「
如
來
者
則
諸
法
如
義
。
」
一
切
世
間
生
滅
法
，
無
有
一
法
不
歸
如
。
（
本
書
卷
一
四
「
大
珠
和
尚
章
」
第
二
則
） 

『
金
剛
經
』
に
「
如
來
と
は
一
切
存
在
の
實
相
の
こ
と
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
世
間
の
生
滅
す
る
存
在
の
す
べ
て
は
、

實
相
で
な
い
も
の
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

○
對
云
：
和
尚
問
阿
誰
？　

禪
に
お
い
て
は
「
如
義
」
は
、
單
に
「
諸
法
」
一
般
の
こ
と
で
は
な
く
、
わ
が
自
身
に
お
い
て

こ
そ
體
認
體
得
す
る
も
の
。
我
が
心
を
お
い
て
ほ
か
に
佛
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
よ
う
に
、「
如
義
」
も
そ
の
よ

う
に
自
己
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
そ
れ
を
人
に
問
う
の
は
間
違
い
で
す
。」『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
一
「
漳
州
羅
漢
院
桂

琛
禪
師
章
」
に
次
の
用
例
が
あ
る
。

師
因
疾
，
僧
問
：
「
和
尚
尊
候
較
否
？
」
師
以
杖
拄
地
曰
：
「
汝
道
這
箇
還
痛
否
？
」
僧
曰
：
「
和
尚
問
阿
誰
？
」

師
曰
：
「
問
汝
！
」
僧
曰
：
「
還
痛
否
？
」
師
曰
：
「
元
來
共
我
作
道
理
。
」

師
が
病
ん
だ
と
き
、
僧
が
問
う
、
「
和
尚
、
お
加
減
は
い
か
が
で
す
か
。
」
師
は
杖
を
地
面
に
突
き
立
て
て
言
う
、
「
こ
い
つ
は
痛

い
か
？
言
っ
て
み
よ
。
」
僧
、
「
和
尚
は
誰
に
問
う
て
い
る
の
で
す
か
？
」
師
、
「
お
前
に
だ
！
」
僧
（
自
分
の
そ
れ
に
向
か
っ
て
）、

「
い
っ
た
い
痛
い
か
。
」
師
、
「
お
前
も
わ
し
に
付
き
合
っ
て
理
屈
を
言
う
と
は
！
」

○
師
云
：
忽
遇
道
伴
相
借
問
，
作
摩
生
向
伊
道
？　

わ
た
し
で
は
な
く
、
君
の
連
れ
合
い
が
問
う
た
ら
、
そ
い
つ
に
ど
う
言

う
の
だ
。
僧
が
「
和
尚
問
阿
誰
」
と
言
っ
た
意
圖
を
見
抜
い
て
、
も
し
お
ま
え
自
身
の
こ
と
と
し
て
な
ら
ど
の
よ
う
に
答
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え
る
の
か
。
こ
こ
に
い
う
「
道
伴
」
は
「
從こ

れ
ま
で來

共
に
住
し
て
名
を
知
ら
ず
、
任
運
に
相
い
将つ

れ
只た

だ麼
行あ

る

く
の
み
」（
本
書
卷

四
「
石
頭
和
尚
章
」
第
一
三
則
）
と
説
か
れ
た
那
一
人
（
本
來
人
、
法
身
）。『
五
燈
會
元
』
巻
七
「
福
州
長
慶
慧
稜
章
」
に
次

が
あ
る
。

上
堂
：
「
撞
著
道
伴
交
肩
過
，
一
生
參
學
事
畢
。
」

上
堂
、
「
連
れ
合
い
に
出
遇
っ
て
親
密
に
な
っ
て
過
ご
せ
ば
、
一
生
の
參
學
の
大
事
は
畢お

わ

っ
た
。
」

○
對
云
：
和
尚
是
什
摩
心
行
？　
「
一
體
な
の
で
す
か
ら
別
物
の
よ
う
に
し
て
問
う
と
は
、
ど
う
い
う
つ
も
り
で
す
か
？
」

僧
は
「
自
己
と
一
體
の
法
身
」
を
認
め
た
。

○
師
不
肯
，
代
云
：
何
處
有
與
摩
道
伴
？　

僧
の
應
答
を
認
め
ず
、
こ
う
答
え
る
べ
き
だ
っ
た
と
代
わ
っ
て
言
う
、「
道
伴

な
ど
お
り
ま
せ
ん
」
と
。
僧
も
保
福
も
肉
身
と
は
別
次
元
の
「
法
身
」
を
認
め
な
か
っ
た
馬
祖
道
一
の
立
場
に
立
っ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
保
福
の
言
い
方
の
ほ
う
が
よ
り
ス
ト
レ
ー
ト
で
徹
底
し
て
い
る
。
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Notes on the Circulation of Chan Knowledge: 
A New Manuscript by Xūtáng Zhìyú 虛堂智愚 

(1185-1269) and its Zen Afterlife

Jason Protass, Brown University
pro@brown.edu

In March 2025, a manuscript signed by the Chan master Xūtáng 
Zhìyú 虛堂智愚 (1185-1269) addressed to a monk known as “Librarian 
Yuán” was sold at Christie’s auction house. Although opening bids began 
less than $10,000, in the final minutes Xūtáng’s calligraphy reached a 
price of $151,200 USD.

1

 The autographed manuscript was previously 
unknown to modern scholars. Today, Xūtáng is best known as the 
Chinese teacher of several Japanese Zen students, and thus a key figure 
in Japanese Rinzai Zen history. This connection to Rinzai Zen is the most 
likely reason that his calligraphy was well-preserved among Japanese 
aficionados. The contents of this new manuscript correspond closely to 
a poem also found in a late Song dynasty (960-1279) Chinese woodblock 

I gratefully acknowledge Didier Davin for his insights into this manuscript. His 
contributions are noted below. Kevin Buckelew shared helpful suggestions on 
an earlier draft. Yanagi Mikiyasu provided critical assistance acquiring image 
permissions. Norihisa Baba and Zeb Raft offered essential feedback on the final draft. 
My thanks also to the editorial team and Prof. Kinugawa Kenji for their support.
1　Christie’s Auction no. 23494, “Arts of Asia Online” ( 亞洲藝術網上拍賣 ), part 

of Asian Art Week, New York, 2025. Accessed March 27, 2025, and currently 
archived at https://onlineonly.christies.com/s/arts-asia-online/Xutang-
zhiyu-1185-1269-1/251580. Additional information published on the Chinese 
language version of this page, including a complete transcription; see https://
onlineonly.christies.com/s/arts-asia-online/Xutang-zhiyu-1185-1269-1/251580?sc_
lang=zh
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print of The Recorded Sayings of Venerable Xūtáng 虛堂和尚語錄 (hereafter 
Xūtáng’s Record 虛堂錄 ), which was created circa 1274, as well as in early 
Japanese Gozan reprints dated 1313.

2

 This same poem found in Xūtáng’s 
Record was the subject of Japanese exegesis during the Edo period 
(1603–1868). Those later Japanese commentaries identify the recipient 
of that poem in Xūtáng’s Record as Wúxué Zǔyuán 無學祖元 (1226–1286). 
Zǔyuán was a renowned abbot during the late Song, however, he is best 
remembered for his emigration to Japan and direct influence on the 
early development of Rinzai Zen in Japan. If this identification were true, 
and if Xūtáng’s Record and the manuscript are connected, it would make 
this priceless manuscript associated with not just one giant in Chan–Zen 
history, it would be tangible evidence connecting these two towering 
figures whose encounter has been the stuff of legend until now.

The auctioned calligraphy is an example of parting poetry presented 
to monks as they prepared to embark on itinerant wandering. During 
itinerant wandering, early- to mid-career aspirants to Chan Buddhism 
would visit the abbots of great monasteries to seek instruction and 
guidance towards a liberating insight—and a future career as a teacher. 
Among the many types of poetry a Chan master would compose, usually 
the parting poem was the most frequently employed.

3

 In cases like the 
manuscript addressed to Librarian Yuán, a physical manuscript itself 
typically was gifted to the monk who was departing. It served as a 

2　Shiina Kōyū 椎名宏雄 made direct observations to compare the Song and Gozan 
editions, and concluded they are identical for the first three fascicles; whereafter 
the Gozan edition of 1313 includes additional material compiled in Japan and 
placed in a section marked “newly added” (shinten 新添 ). Shiina Kōyū 椎名宏雄 , 
Sō Gen ban Zenseki no bunkenshiteki kenkyū dai ni kan  宋元版禅籍の文献史的研究 第
2 巻 (Rinsen shoten, 2024), 770-775.

3　See Protass, The Poetry Demon: Song-Dynasty Monks on Verse and the Way (University 
of Hawai‘i Press, 2021), Chapter Five, for a review of parting poetry.
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memento of time spent practicing Chan and studying with the master.
Individuals like a young Wúxué Zǔyuán might stay at one temple for 
a period of months or years. The poems often give encouragement 
for further spiritual cultivation, may reference some event from the 
student’s tenure at the monastery (such as being a librarian), and may 
contain subtle messages about the recipient’s depth of attainment.

Although it is a rare occasion for Xūtáng’s calligraphy to be on the 
market, it is not surprising to occasionally see a Song or Yuan dynasty 
Chan master’s calligraphy at auction. Like other Chan masters associated 
with Rinzai Zen, Xūtáng’s writing was collected and celebrated in Japan 
as bokuseki.

4

 Most extant examples of monks’ calligraphy from the Song 
dynasty have survived thanks to historical bokuseki collectors in Japan. 
Other examples of Xūtáng’s calligraphy are well-known. For example, 
seven pieces appeared in Tayama Hōnan’s 田山方南 (1903-1980) landmark 
1955 publication Zenrin bokuseki 禅林墨跡 ; and five pieces appeared in 
the follow-up Zoku Zenrin bokuseki 続禅林墨蹟 . A total of 36 examples 
of Xūtáng’s calligraphy are known to exist, according to the Bokuseki 
shiryōshū 墨蹟資料集 published together with the 2006 exhibition catalog 
Sho no kokuhō Bokuseki 書 の 国 宝 墨 蹟 .

5

 Of these, two are registered 
with the Japanese government as “national treasures” 国宝 and eleven 
as “important cultural properties” 重要文化財 . That 2006 list does not 
include the manuscript sold at Christie’s, which appears to be newly 
known to scholars.

6

 The author of this essay watched the online auction 

4　On the premodern Japanese preference for collection calligraphy associated with 
Rinzai Zen, see Gregory Levine, Daitokuji: The Visual Cultures of a Zen Monastery 
(University of Washington Press, 2005).

5　Bokuseki shiryōshū 墨蹟資料集 , ed. Osaka shiritsu bijutsukan (Yomiuri shimbun, 
2006), 8-10.

6　It is possible that an early photograph of this manuscript appeared in an auction 
catalogue from the Meiji, Taishō, or Shōwa period. Bokuseki shiryōshū lists 10 
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at Christie’s and shared live observations on a social media platform; this 
essay builds on that social media discussion and develops suggestions by 
fellow scholars.

7

The goal of this essay is to examine all surviving evidence and 
to either corroborate or disprove the hypothesis put forth roughly six 
centuries ago by premodern Japanese Zen scholars that Librarian Yuán 
is Wúxué Zǔyuán. I will first provide a translation and interpretation of 
the text of the manuscript. I will show that it has an extremely close 
connection to the earliest available woodblock editions of Xūtáng’s Record, 
and contributes to our growing knowledge of how printed recorded 
sayings were compiled from manuscripts. Then, I will examine what 
evidence was available to early Edo period readers and show that 
traditional Japanese scholars misconstrued the available facts. Their facts 
place Wúxué Zǔyuán over 150 kilometers away from Xūtáng Zhìyú at 
the time this manuscript was created—making it impossible for him to 
be the recipient. I observe that this knowledge created in a commentary 
circulated to other readers, including the great Zen scholar-monk Mujaku 
Dōchū 無著道忠 (1653-1745), and show how this knowledge changed as it 
circulated in marginalia and later printed editions. Finally, I recalculate 
the dates for certain events in Wúxué Zǔyuán’s life and conclude that he 

pieces of calligraphy by Xūtáng that appeared in these early auction catalogues, 
two of which are described simply as “parting poems.” In February 2026, I 
examined all 10 old photographs in the catalogs at 東京文化財研究所 , and this 
manuscript is not among them.

7　Didier Davin (National Institute of Japanese Literature) found that at least 
one Edo period commentary, the Recorded Sayings of Venerable Xūtáng, Corrected 
Edition with Headnotes 頭書校正虚堂和尚語録 of 1669, identifies the recipient of 
the poem as Wúxué Zǔyuán. He noted that the Edo commentary cited the Genkō 
Shakusho 元 亨 釋 書 . Our shared suspicion about that identification led to this 
paper. The discussion is archived at https://bsky.app/profile/protass.bsky.social/
post/3ll5ziv7njk2a
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is the most likely recipient of Xūtáng’s original poem and manuscript. In 
the end, the premodern Zen readers were right, even though they were 
wrong.

The Text of Xūtáng’s Calligraphy

To my knowledge, no photographs nor transcriptions had been 
published before the Christie’s auction in March 2025, and the manuscript 
has not been previously studied. According to Christie’s bilingual website, 
the manuscript was sold from a “Private West Coast Collection” ( 西岸私
人收藏 ). My study is based on the photographs published on Christie’s 
website, and the accompanying formal description. I have not observed 
the specimen directly, and it is likely that additional information about 
the provenance can be discerned from a wrapper, writing on a box, 
and any historical notes added by previous owners and sold together 
with the mounted calligraphy. Here, I correct the transcription given 
by Christie’s and give an annotated English translation of the full text 
of the manuscript, followed by several observations about its historical 
significance.

According to the auction house, the manuscript is 24.6 cm tall and 
48.5 cm wide. The manuscript begins immediately with a poem from 
the right-side, without any title or preface. The verse closely follows 
the poetic quatrain form of a juéjù 絕句 .

8

 Although it adheres to poetic 

8　The verse employs end rhyme in lines 1, 2, and 4. There is an imperfect rhyme 
between 悰 in line 2 ( 冬 rhyme family) and 空 and 蟲 in lines 1 and 4 ( 東 rhyme 
family). This kind of imperfection is extremely common. It is possible it represents 
either a local vernacular or slant rhyme. In addition, the quatrain adheres to tonal 
meter 平仄 throughout:
仄仄平平仄仄平
平平仄仄仄平平
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form its contents are that of a religious gāthā, and we might refer to 
it as a “parting gāthā” or sòngbiéjì 送別偈 . In typical fashion, the poem 
occupies the full height of the paper, while the colophon is written in the 
lower registers only. The left-side colophon has two sections: a personal 
message addressed to the poem’s original recipient; then the date and 
signature of its author. This is a common format that can be seen in 
numerous other examples of Song and Yuan parting poetry.

9

Fig. 1 Manuscript of calligraphy, signed 1254 by Xūtáng Zhìyú (1185–1269). 

©2025 Christie’s Images Limited. Image reproduced with permission. 

罵詈瞿曇說脫空，年來分外惡情悰。吳山越水相逢著，放出蟭螟咬大虫。
元藏主游方，蕪辭。
寶佑甲寅秋，虛堂叟愚書。
鈐印：虛堂、智愚

平平仄仄平平仄
仄仄平平仄仄平

9　Examples may be found in the three volumes of the Zenrin bokuseki series.
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You damn Gautama Buddha for preaching nothing,
More and more, you are in a profoundly bad mood.
Whoever you meet in the mountains of Wú and waters of Yuè Let 
loose the gnats to eat that tiger.

Idle words for Librarian Yuán as he sets off to wander the realm,
Signed by the Old Fool of Empty Hall,
Autumn of the Jiǎyín Year, Bǎoyòu Reign [1254]
[Seal: Xūtáng][Seal: Zhìyú]

NOTES

L1/ Qùtán 瞿 曇 is a transliteration of the Buddha’s family name 
“Gautama.” 
Zen dictionaries gloss “preaching nothing” as a Chan expression 
that referred to giving explanations of the ineffable. It is a pun that 
turns on different valences of the word 'emptiness.' This same phrase 
tuōkōng 脫空 also was a vernacular expression used in the Song, to 
refer to fabrication or lying explained in detail below.

10

L2/  èqíngcóng 惡情悰 is an uncommon phrase. It earlier appeared as 
the closing words of a medieval love song: the lover is gut-wrenched 
to be parting.

11

 Koga and Iriya, Zengo jiten (5), gloss it as “a sickening 

10　A simple gloss is given in Iriya Yoshitaka 入矢義高and Koga Hidehiko 古賀英彦, 
Zengo jiten 禅語辞典 (Shibunkaku shuppan, 1991), 296; Zengaku daijiten 禪學大辭典 
(Taishūkan Shoten, 1985), 826c; and Léi Hànqīng 雷漢卿 , Chánjí fāngsúcí yánjiū 禪籍
方俗詞研究 (Bāshǔ shūshè, 2010), 480.

11　To the tune of Gèng lòuzǐ 更漏子 by Sūn Guāngxiàn 孫光憲 (d. 968), Quán Tángshī 
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feeling in one’s chest” ( 胸糞が悪くなる ). Depending on context, one 
might gloss this in English as “feel like shit.” 

L3/ “Mountains of Wú and waters of Yuè” 吳山越水 refers to the 
ancient neighboring kingdoms of Wú (roughly Jiāngsū and Sūzhōu 
area) and Yuè (roughly Zhèjiāng and Hángzhōu Bay area).

L4/ “Tiger” is a literary reading of dàchóng 大蟲, which more literally 
reads as “large critter.” The word chóng (modern Chinese: "bugs")  
was used for a wider variety of animals in early Chinese texts. In 
Tang and Song literature, dàchóng refers to a tiger. 

Colophon/ “idle words” wúcí 蕪辭 is a common phrase at the end of 
a letter or poem to express humility. The Christie’s auction house 
transcription is wrong: “I have no words” wúcí 無辭 . Perhaps they 
misinterpreted this phrase to be some vaguely Zen-like expression, 
such as “with words of nothingness.”

This poem offers subtle praise for the aspirant, Librarian Yuán. It 

全唐詩 , juǎn 897.
Tonight we meet, tomorrow we part, face-to-face enduring this utter 
sorrow.
I press against your rouged face, twirl your jade hairpin, silent tears wet 
our sleeves.
The silver needle of time falls, beads of frost thin, beyond these walls a 
rooster crows the dawn.
I heed her final words, sick to my stomach, guts wrenched as I head 
west and then east.
今夜期，來日別，相對只堪愁絕。偎粉面，撚瑤簪，無言淚滿襟。
銀箭落，霜華薄，牆外曉雞咿喔。聽付屬，惡情悰，斷腸西複東。
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does not directly celebrate his awakening or insight. To the contrary, 
Xūtáng’s poem is a warning for Chan students focused on performing 
Chan rhetoric without real understanding. One can try mimicking the 
great masters who criticized the Buddha, but without insight of one’s 
own, one will end up in a bad mood, and one's behavior will be as 
meaningless and ineffective as that of a small bug. However, I would 
argue that the insult here disguises a compliment: Librarian Yuán is so 
bad, he is good. The impossible victory of small critters is a metaphor for 
the rise of a younger generation of teachers who are somehow capable 
of meeting the old tigers of the Chan world. 

The opening line of the poem echoes a more common Chan 
expression: “scold the Buddha and curse the ancestors” (hēfó màzǔ 訶佛罵
祖 ). This expression is associated positively with Déshān Xuānjiàn 德山
宣鑑 (782-865). It was a way to praise his profound expression of wisdom 
that was not attached to the sayings of buddhas, Chan ancestors, or even 
his own teacher.

12

 Although the phrase “scold the Buddha and curse the 
ancestors” originally had this positive valence, it also was associated with 
pale imitations of this style of Chan mastery. 

A Song dynasty example of the phrase being used as critique is 
found in the following address to a young student written by Juéfàn 
Huìhóng 覺範惠洪 (1071-1128). Huìhóng claims the student suffers from 
too much talent and not enough wisdom.

13

Yǎn Shèngyuǎn of Lúlíng, who reached the wonder years of 

12　In the Jǐngdé Transmission of the Flame 景德傳燈錄 (T51, no. 2076, p. 317c2-3) and 
later Blue Cliff Record case 4, it is Wéishān 潙山 who praises him thus.

13　“An Expression of Parting with Yǎn Shèngyuǎn” 送演勝遠序 , in Zhōu Yùkǎi 周
裕鍇 ed., Shímén wénzì chán jiàozhù 石門文字禪校注 (Shanghai guji chubanshe, 2021), 
vol. 8, 3671–75.
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adolescence, has set his mind on the Way. However, he suffers from 
an excess of talent, not knowing how to rein it in. When he learned 
that studying the classics can enrich the mind, he thought he would 
“snatch others’ seats.”

14

 When he saw the brilliance of literary writing, 
he thought he would pour himself into brush and ink. When he 
learned about the spread of the orthodox Chan lineage, he thought he 
would scold the Buddha and curse the ancestors. This is the problem 
of excess talent.
廬陵演勝遠，方妙年，志於為道，然患其才多，不知收拾。聞經論之可
以游心，則思奪席；見文章之雄偉光秀，則思倒志筆硯；聽開拓正宗，
則思呵佛罵祖。才多之過也。

In this address to a young monk, Huìhóng explicitly describes an 
ambitious young aspirant to Chan mastery as naively imitating the 
irreverent and iconoclastic behavior found in Chan literature. Is it 
necessarily good Chan practice to curse at buddhas and ancestors? 
Or, does simple mimicry misconstrue the deeper meaning of Déshān’s 
teachings? Xūtáng needs to navigate this question in his poem, so it is 
important what he says next.

Xūtáng tells Librarian Yuán that he has started to appear very ill-
tempered. On the surface, this appears to be negative. Is Zǔyuán in a bad 
mood because of an unhealthy obsession with pointing out the emptiness 
of language? To the contrary, Xūtáng is using this phrase to compliment 
Librarian Yuán for the depth of his insight. Librarian Yuán has become 
stern and foul-tempered, which is a way of saying he is starting to 
resemble great worthies of the past. Zǔyuán has thoroughly understood 
14　An allusion to the biography of Dài Píng 戴 憑 in Hòu Hànshū 後 漢 書 . The 

emperor took away the mat from each imperial scholar who could not interpret 
the classics and gave it to the scholar with a superior interpretation. Dài Píng 
ended up with over fifty other scholars’ mats.
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when and how a Chan master might need “to kill the buddhas and 
patriarchs.” As a result, to an ordinary person he would seem to have 
a foul temperament. This is a compliment. It is particularly apt that 
Xūtáng describes Librarian Yuán's ability to scold the Buddha this way .

Other Song dynasty records also use this phrase as a warning 
against excessive reverence for sacred language, and mimicking old 
Chan argot instead of saying something meaningful in ordinary language. 
(Ironically, this vernacular saying ends up becoming Chan argot.) Here 
is the earliest record of this phrase, found in Dàhuì Zōnggǎo’s anthology 
The Chan Arsenal 宗門武庫 (T47, no. 1998B, p. 956c7-11):

When Yuánwù Kèqín (1063–1135) was studying with Wǔzǔ Fǎyǎn 
(1018–1104), Wǔzǔ said: “You are quite talented, and have just a few 
flaws.” Yuánwù asked him twice, and then a third time: “I don’t get 
it, what flaws do I have?” Wǔzǔ said: “Always ‘Chan’ just far too 
much!” Yuánwù said: “I thought one should practice Chan, why are 
you suspicious of people who talk about Chan?” Wǔzǔ said: “If you 
do it like normal conversation, it is so much better.” Sometime later 
another monk asked: “Why be suspicious of people who talk about 
Chan?” Wǔzǔ said, “I feel like shit.”

圓悟在五祖時，祖云：「爾也儘好，只是有些病。」悟再三請問：「不知，
某有什麼病？」祖云：「只是禪忒多。」悟云：「本為參禪，因什麼却嫌
人說禪？」祖云：「只似尋常說話時多少好。」時有僧便問。「因甚嫌人
說禪。」祖云。「惡情悰。」 

Xūtáng’s poem turns this expression into a compliment, and says 
that Librarian Yuán has likewise understood the problem of excessive 
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reverance for sacred language. This is why Librarian Yuán has grown 
more and more foul. Librarian Yuán has come to embody the profound 
bad mood of a great teacher like Wǔzǔ Fǎyǎn. According to the above 
texts, this refers to someone free to discuss Chan insight with their own 
ordinary language.

The poem is also laden with double entendre. Xūtáng’s joke turns 
on two meanings of kōng 空 as (i) vapid and as (ii) profound “emptiness.” 
This word appears within Xūtáng’s expression tuōkōng 脫空 . Although in 
Chinese Buddhist scripture the word tuōkōng is more or less a synonym 
for “emptiness,” in Chan texts tuōkōng has a negative connotation closer 
to its vernacular meaning. This is clear from the more common phrase 
tuōkōng wàngyǔ 脫空妄語 (“lies and deluded speech”). 

Unlike my translation of Xūtáng’s poem, to best capture the double 
entendre of kōng, and given the vernacular story that I translate below, 
we might translate tuōkōng as “empty promises.” On the surface, the 
Chan master is teasing his student about wrongly critiquing the Buddha 
for lies and idle talk—for how can any words capture the ineffable? But 
the insightful Buddhist reader would also re-interpret this line as instead 
referring to “promises of emptiness,” a profound insight into śūnyatā, one 
of the bedrock concepts of Mahāyāna Buddhism.

This is an example of Chan masters adapting vernacular language 
into profound Chan discourse. A roughly contemporaneous record of 
tuōkōng used as a vernacular expression appears in Uncultivated Talk 
from East of Qí 齊東野語 by Zhōu Mì 周密 (1232-1298). In a story entitled 
“Song of the Courtesan from Shǔ” 蜀娼詞 , Zhōu writes about a retainer 
who lived with Lù Yóu 陸游 (1125–1210). The retainer brought home a 
courtesan with promises of affection, but proceeded to ignore her for 
several days while feigning illness. She spontaneously composed a lyric 
poem (cí 詞 ) to the pattern of Quèqiáoxiān 鵲橋仙 . Relevant to our study, 
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note where she remarks she should have known better, because all his 
idle talk had come straight from a book she humorously refers to as the 
Classic of Empty Promises.

15

Entertainers from Sìchuān possess literary talents, and seem to have 
inherited the style of Xuē Tāo 薛濤 . A retainer of Lù Yóu coerced a 
courtesan from Sìchuān to come back with him. He then stored her 
away in a detached room, and over the course of several days visited 
her only once. He would feign illness to avoid her, and the courtesan 
grew rather suspicious. The retainer composed a lyric poem to 
explain himself, and the courtesan responded with a lyric using the 
same rhymes:

“You spoke of oaths, you spoke of promises, you spoke of 
feelings, you spoke of intentions—and so springtime melancholy 
filled pages of writing. Perhaps I should have remembered the 
Classic of Empty Promises, for is that what my fellow teaches? 
You do not share tea, do not share a meal, do not share a word 
with me, and for you I am emaciated. I think of you without a 
moment’s pause; when would I have had time to cast a spell on 
you?”

Some people have wrongly slandered Lù Yóu for coercing a Sìchuān 
nun to come live with him, when in fact it was this retainer and 
courtesan.

蜀娼類能文，蓋薛濤之遺風也。放翁客自蜀挾一妓歸，蓄之別室，率數

15　Quán Sòng bǐjì 全宋筆記 , ser. 7, vol. 10, 182.
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日一往。偶以病少疏，妓頗疑之。客作詞自解，妓即韻答之云：「說盟說誓，
說情說意，動便春愁滿紙。多應念得脫空經，是那個先生教底？不茶不飯，
不言不語，一味供他憔悴。相思已是不曾閑，又那得工夫咒你？」或謗
翁嘗挾蜀尼以歸，即此也。

This vernacular phrase “empty promises” must have been somewhat 
common in broader society. It was not a term invented by Chan masters. 
Moreover, Xūtáng was not the first to use this term in this way.

Xūtáng’s expression “preaching empty promises” closely echoes 
other Chan texts. Xūtáng may have known that Dàhuì Zōnggǎo 大 慧
宗杲 (1089–1163) once concluded a New Year’s Day sermon by humbly 
describing his attempts to convey what is beyond words:

“When I took the high seat, and someone asked about the 
buddhadharma at the very start of the year, why would I go on with 
all these somersaults in midair, preaching promises of emptiness to 
deceive people?” 
杲上座，他問新年頭佛法，為甚麼一向虛空裏打筋斗，說脫空謾人 ?

16

Dàhuì Zōnggǎo describes his sermons as a lie in order to underscore 
that his words can merely gesture towards the dharma, and the latter 
is more important than any particular words. The same phrase also 
appeared in a popular Chan primer, “Songs to Educate Postulants” 訓童
行頌 , authored by Císhòu Huáishēn 慈受懷深 (1077–1132).

17

16　Dàhuì pǔjué chánshī yǔlù 大慧普覺禪師語錄 (T47, no. 1998A, p. 847b29-c2)
17　I follow the text given in Zīmén jǐngxùn 緇門警訓 (T48, no. 2023, p. 1081a8-9). A 

variant text (reading 有時窮 ) in Císhòu Huáishēn chánshī guǎnglù 慈受懷深禪師廣錄 
(X73, no. 1451, p. 115a24-b1) likely derives ultimately from a manuscript copy of a 
lost Song text, held at Ryōsokuin 両足院 , and may be a copyist’s error.
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Do not learn from foolish people who preach promises of emptiness,
With empty promises, what comes from talking?
Even in darkness do not say that no one sees,
You will find it hard to deceive Lord Ma.
莫學愚人說脫空，
脫空說得有何窮，
暗中莫道無人見，
只恐難瞞馬相公。

Above is one of Císhòu’s verses later included in Zīmén jǐngxùn 緇門警訓 
and taught to young monks. This verse cautions young students against 
the dangers of false speech. If this phrase appears in a song for children, 
it shows that Xūtáng repeated a common vernacular phrase. Although 
it was not the exclusive purview of Chan masters, Xūtáng nonetheless 
used the saying in a sophisticated manner.

The vernacular language found in this manuscript is far from the 
only such example of a vernacular expression put to creative use by 
Xūtáng. Indeed, Xūtáng was closely following the example of generations 
of Chan teachers in doing so.

18

 Other examples from Xūtáng’s Record 
could further demonstrate Xūtáng’s familiarity with Chan adaptations 
of vernacular sayings.

19

 However, due to considerations of space, I will 

18　Numerous other examples of vernacular language in Chan texts can be found, 
for example, in Léi Hànqīng 雷漢卿 and Wáng Chánglín 王長林 , Chánzōng wénxiàn 
yǔyán lùnkǎo 禪宗文獻語言論考 (Shanghai jiaoyu chubanshe, 2018).

19　To give just one example, see the expression “Zhìzàng was Tóu White, 
Bǎizhàng was Tóu Black” 藏頭白、海頭黑 . This is a phrase attributed to the 
great Tang master Mǎzǔ Dàoyī 馬祖道一 that was frequently commented upon 
in Song Chan literature, including in Xūtáng héshàng yǔlù 虛堂和尚語錄 (T47, no. 
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2000, p. 1047b15-23). The story is first recorded in Zǔtángjí 祖 堂 集 , is found in 
Jǐngdé chuándēnglù, and would later become Blue Cliff Record case no. 73. Many 
commentators have failed to grasp that it was a reference to a folk parable from 
Fújiàn. Instead, Zen commentaries often focus on the contrast of “black and 
white” as denoting binary thinking, suggesting Mǎzǔ’s comment is meant to urge 
the monk to transcend discursive thinking and ordinary judgment. However, 
the opposite is the real meaning of this saying—as Xūtáng also knew. In this 
story, Mǎzǔ adapted a vernacular saying and thereby judged that his disciple 
Xītáng Zhìzàng 西堂智藏 at first appeared to have the upper hand, but in the end 
his other disciple Bǎizhàng Huáihǎi 百丈懷海 had the final word. Due to limits 
of space, it is not possible to include my full translation of the Fújiàn story or 
Xūtáng’s commentary on it.

To my knowledge, the first person to correctly identify the origins in a 
Fújiàn tale was the scholar and Zen priest Inoue Shūten 井上秀天 (1880-1945). 
Having identified the passage, Inoue suspected that “white-headed” and “black-
headed” referred to the headgear the two thieves would wear. R. D. M. Shaw’s 
English translation of Blue Cliff Record includes a note that summarizes Inoue’s 
explanation. More recently, Lǐ Zhuàngyīng 李壮鷹 presented a novel argument. Lǐ 
proposed that when Mǎzǔ Dàoyī served as an abbot in Fújiàn, he was exposed to 
the Mǐn accent. In medieval Mǐn dialect, the words tóu 頭 and hóu 侯 had similar 
pronunciations. Lǐ also speculates tóu may have been used as a local orthographic 
variant for hóu. Later, when Mǎzǔ said “Hóu White,” due to the influence of the 
Fújiàn accent, it was either heard as or written as “Tóu [head] White.” Indeed, 
we can see many Chan texts have other orthographic variants in this story, and 
together they demonstrate the oral nature of its origins. One can find “white ape” 
猴白 and “black ape” 猴黑 in Chan texts, clearly another error for the surname 
Hóu. A good Chan master would be expected to be familiar with the real meaning 
of such allusions, and indeed we see exactly this in Xūtáng’s comments.

On the sources for this story, see Sūn Chāngwǔ 孫昌武 , Kinugawa Kenji 
衣川賢次 , Nishiguchi Yoshio 西口芳男 , eds. Zǔtángjí 祖堂集 (Zhonghua shuju, 
2007), juǎn 14, vol. 2, p. 615; Jǐngdé chuándēnglù 景德傳燈錄 (T51, no. 2076, p. 252a28-
29); Bìyánlù 碧 巖 錄 (T48, no. 2003, pp. 200c10-201c15). For an example of Zen 
misinterpretation, see Katō Totsudō 加藤咄堂 , Hekiganroku daikōza 碧巌録大講座 
(Heibonsha, 1940), vol. 9, 323–31. See also Inoue Shūten 井上秀天 , Hekiganroku shin 
kōwa 碧巌録新講話 (Kyōbunsha shoten, 1931), 700-701; R.D.M. Shaw, The Blue Cliff 
Records (London: Michael Joseph ltd., 1961), 226-227; and Lǐ Zhuàngyīng 李壮鷹 , 
“Chán yǔ jiědú ─ tóubái yǔ tóuhēi” 禪語解讀─「頭白」與「頭黑」 Běijīng shīfàn 
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refrain from a detailed analysis here.  
Turning back to the vernacular phrase of “empty promises,” we 

similarly see evidence of its widespread usage long before Xūtáng. By 
the early Song, if not earlier, this phrase was already picked up by Chan 
masters from across China and given a double meaning. Two of the 
earliest recorded instances are in Yúnmén guǎnglù 雲 門 廣 錄 (T47, no. 
1988, p. 550c14-15):

[In response to Yúnmén Wényǎn,] the monk has no response. 
Yúnmén said, “This fellow of empty talk and deceit!”
無對。師云：「脫空妄語漢。」

and in Míngjué chánshī yǔlù 明覺禪師語錄 (T47, no. 1996, p. 673a23)

[In response to Xuědòu Chóngxiǎn,] the monk was silent. Xuědòu 
said, “This fellow of empty talk and deceit!” and then struck the 
monk.
僧無語。師云：「脫空謾語漢。」便打。 

This expression “a fellow of empty talk and deceit” became a standard 
part of the Chan repertoire centuries before the time of Xūtáng Zhìyú. 
Again, we see that Xūtáng was adept at the proper use of established 
Chan expressions. The first couplet combines two expressions to suggest 
Library Yuán is a nasty fellow. However, this kind of sacred bad mood 
is a sign of his freedom. The compliment here is especially apt for a 
librarian, one who might become attached to written words. Instead, a 

dàxué xuébào: shèhuì kēxué bǎn (1996.2) 49-55.
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librarian must focus on the ineffable meaning behind the words filling his 
monastery library.

In the final couplet, Xūtáng turns to describe the departure of 
Librarian Yuán. He offers praise couched in insults. First, the region 
of Wú and Yuè refers to the Jiāngnán area and includes Hángzhōu, 
where Yuán visited Xūtáng. As Librarian Yuán leaves to visit other 
monasteries, Xūtáng anticipates he will encounter other teachers, and 
perhaps a manifestation of Gautama himself. Next, Xūtáng appears to 
say Librarian Yuán is a gnat incapable of devouring a tiger. Whether 
that tiger is the other teachers he encounters, or Gautama from Line 1, 
this seems like a put down. Yuán is as insignificant as a tiny bug.

However, after the kind of praise seen in the first two couplets, 
Xūtáng’s insult here should also be praise. I would argue that insulting 
Yuán in this way implies he has overcome any attachments to knee-
jerk piety. When they discussed the dharma, Yuán likely was relentless 
in his Chan critique of language and concepts. Perhaps Yuán used more 
ordinary language to gesture at awakened experience. We can only 
speculate what was said. Regardless, it becomes clear that this last line 
was a positive compliment once we recognize that it alludes to Yúnmén 
Wényǎn analyzing the story of Niútóu Fǎróng 牛 頭 法 融 meeting the 
Fourth Patriarch Dàoxìn 道 信 . A version of this story is found in 
Jǐngdé chuándēnglù 景德傳燈錄 (T51, no. 2076, pp. 226c26-227b6). At the 
beginning of this story, Fǎróng is so pious that a hundred birds bore 
flowers and offered them to Fǎróng. Yúnmén describes this as "Guanyin 
in every household" 家家觀世音 . Then, upon meeting Dàoxìn, Fǎróng's 
knee-jerk piety for even the written name of the Buddha is revealed 
to be an obstacle to his total liberation. Fǎróng is then freed from this 
ordinary kind of worship of icons. Yúnmén says Fǎróng was transformed 
and is now like "a cicada in the fire swallowing a tiger" 火裏蝍蟟吞大
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蟲 , per Yúnmén guǎnglù 雲 門 廣 錄 (T47, no. 1988, p. 549b8-10). With 
this allusion, Xūtáng is pointing to a canonical master who went beyond 
piety to real understanding. This is a fitting end to this poem. It means 
Librarian Yúan has indeed grasped the meaning of scolding buddhas, the 
idea introduced in Line 1. Yúan has moved beyond sanctimoniousness. 
Liberation can be a dirty business, and Yúan embodies the sacred bad 
mood of a young master.

This poem is a good representative of the genre of parting gāthā. 
Parting gāthā was perhaps the most common genre of poetry written by 
Chan masters. A critical stage of development for Chan students was 
the period of itinerant wandering (xíngjiǎo 行腳 ), during which they were 
known as monks of “clouds and waters” (yúnshuǐ 雲水 ). During this stage 
of development, a relatively advanced monk would seek out teachers 
for direct instruction. A monk of skills and competence was likely to be 
assigned duties as one of the monastic officers, such as the head of the 
library (zángzhǔ 藏主 ). Given this monastic traffic, the abbots of popular 
Chan monasteries wrote parting poems with great frequency.

The contents of a Chan parting gāthā  often reflect on Chan 
philosophy and practice—thus distinguishing it from a secular literary 
parting poem. For example, the poem above contemplates the meaning 
of "scolding the Buddhas." In some cases, the poem will reference a 
particular topic or insight that the recipient had discussed with the 
master. Some poems may either praise or make humorous reference to 
the insight of the student receiving that poem. For example, Xūtáng and 
dozens of other members of his community wrote farewell poems to the 
Japanese Zen monk Nanpo Shōmyō 南 浦 紹 明 (1235–1309) that include 
this kind of humor and specificity.

20

In addition, manuscripts such as this possessed a kind of social 

20　See Protass, The Poetry Demon, Chapter 5.
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capital, because the Chan aspirant, as they wandered on, could display 
the manuscript to others. The social fact of possessing calligraphy 
by a famous Chan master was a sign of one’s standing. Beyond this, 
the colophon was a space for the author of the manuscript to confer 
additional social capital on the recipient. The monk who received the 
above poem, Librarian Yuán, is named explicitly on the manuscript 
and is praised as a person who is so bad (he is good). By contrast, some 
calligraphy does not include any colophon. Having one’s name inscribed 
by a master conferred additional social capital for the original owner of 
this manuscript. In addition, the colophon affirms that recipient is a monk 
who attained the monastic office of “librarian.” This title distinguishes 
Yuán from ordinary members of the sangha who have not yet received 
Chan training. Yuán the Librarian is leaving Xūtáng’s temple to “wander 
the realm.” That phrase refers to the xíngjiǎo practice of Chan students, 
who go from teacher to teacher, seeking enlightenment. Both along his 
way and at his subsequent destinations, Librarian Yuán could display 
this calligraphy by the famous Chan Master Xūtáng that was personally 
addressed to him. We have evidence that some Chan monks did 
exactly this—gathering calligraphy from various teachers they met and 
presenting it when they arrived in subsequent communities.

21

Calligraphy circulated among viewers and collectors within 
monastery communities in various ways, and the calligraphy of famous 
teachers continued to be valued by later generations of monks.

22

 In 

21　See the parting poem from Liǎoān Qīngyù 了庵清欲 to Mubō Issei 無夢一清 , 
signed 1350, image no. 9 in Chūgoku o tabishita zensō no ashiato 中国を旅した禅僧の
足跡 (Kyūshū kokuritsu hakubutsukan, 2014).

22　For two Southern song examples, see Wúzhǔn Shīfàn’s comments about a 
piece of calligraphy by Dàhuì Zōnggǎo shown to him by a visiting monk; an entry 
entitled 「䟦大慧出隊歸止知事頭首出迎手帖」 in Wúzhǔn Shīfàn chánshī yǔlù 無準師
範禪師語錄 (X70, no. 1382, pp. 273c23-274a2). And, Wúwén Dàocàn’s comments on 
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general, the personal belongings of monks were to be auctioned to other 
members of the sangha after their death, and the proceeds benefitting 
the monastery.

23

 It is also possible that monks gifted objects such as 
calligraphy to associates, students, or their community. In the present 
case, the current format of this scroll does not preserve any historical 
colophons added by previous owners or renowned viewers. If the 
calligraphy was originally presented to Wúxué Zǔyuán, as later Japanese 
commentaries suggest, then it is possible that he carried it with him 
when he emigrated to Japan in 1279. Regardless of how this calligraphy 
traveled to Japan, the photos published by Christie’s display Japanese 
silk brocade framing the calligraphy, confirming that it was part of a 
Japanese collection in the recent past. All other known pieces of Xūtáng’s 
calligraphy also survived thanks to medieval and early modern Japanese 
collectors. We can conclude that this calligraphy circulated to Japan 
(probably around the same early time as other Song and Yuan Chan 
monks’ calligraphy), over centuries passed between collectors in Japan, 
before entering the private American collection from which it was most 
recently sold.

Comparing Manuscript and Early Print

The poetic contents of this manuscript match a verse found in 
Xūtáng’s Record. This likely corroborates the historicity of the manuscript, 
and may contribute to our knowledge of the editorial process of Chan 
recorded sayings as well as the relationship between manuscripts and 

three monks’ calligraphy entitled 「䟦無準癡絕北嵜送演上人法語」 in Wúwén Dàocàn 
chánshī yǔlù 無文道燦禪師語錄 (X69, no. 1372, p. 816c23).

23　For a translation of the Song dynasty rules on auctioning a late monk’s 
possessions, as found in Chányuàn qīngguī 禪苑清規 , see Yifa, Origins of Buddhist 
Monastic Codes in China (University of Hawai‘i Press, 2009), 207–209.
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printed texts. Many different historical editions of Xūtáng’s Record survive. 
Because later editions can make minor changes to texts, it is important 
to examine different historical editions of Xūtáng’s Record and compare 
them to the recently sold manuscript.

The most widely available today is found in Volume 47 of the 
modern Japanese Buddhist canon entitled Taishō Shinshū Daizōkyō 大
正新脩大藏經 . This was the first critical edition of the canon, created 
between 1922–1934 by scholars led by Takakusu Junjirō 高 楠 順 次 郎 
(1866–1945) and Watanabe Kaikyoku 渡辺海旭 (1872–1933). (Volume 47 
was published in 1924.) This canon can be called a critical edition because 
the editors compared several different editions for each text, selected the 
most excellent, and included any textual variants in footnotes on each 
page. By contrast, the compilers of earlier Buddhist canons selected one 
“correct” text and excluded variants. 

The Taishō edition undoubtedly is the most widely available for two 
reasons. First, major research universities purchased copies of Taishō 
Daizōkyō and it can be found in thousands of libraries in many countries 
around the world. It has become the standard reference for scholars who 
wish to communicate with one another using a universal citation system. 
Second, two different teams digitized the Taishō Daizōkyō and established 
freely available websites. The SAT Daizōkyō Text Database Committee 
at University of Tokyo digitized all 85 volumes of Taishō Daizōkyō. The 
CBETA team in Taiwan digitized the Chinese portions of Taishō Daizōkyō 
(excluding the latter volumes of Japanese Buddhist texts) together with 
Chinese Buddhist texts from other important collections such as the 
Manji Shinsan zoku zōkyō 卍新纂續藏經 (first published 1905–1912; revised 
edition published 1975–1989). Today, digitized copies of Xūtáng’s Record 
are freely available on the internet. From CBETA especially, many 
more copies have proliferated. As a result, the digital edition of Xūtáng’s 
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Record most readily accessible online is based on the Taishō Daizōkyō.
Reading the Taishō edition of Xūtáng’s Record, the textual contents  

of our manuscript correspond to a poem found in fascicle seven (T47, 
no. 2000, p. 1037b26-28). When we compare manuscript and print, the 
only difference is that Xūtáng’s manuscript includes a simplified form of 
虫 whereas the Taishō printed text gives the full traditional character 
蟲 . Given this minor difference, the textual contents of the poems in 
manuscript and in print are virtually identical.

By contrast, where the manuscript includes a signed colophon 
after the poem, Xūtáng’s Record has a title for the poem and no colophon. 
When we compare them, it is obvious that the manuscript colophon and 
printed title are related. The title found in the printed Xūtáng’s Record 
reads: “Librarian Yuán sets off to wander the realm” 元藏主遊方 . The 
manuscript’s colophon reads: “Idle words for Librarian Yuán as he sets 
off to wander the realm” 元藏主游方，蕪辭 .  This title was adapted from 
the manuscript’s colophon—or from the colophon of another manuscript 
copy kept by Xūtáng for his own records. One difference is a minor 
stylistic variant: the manuscript has 游 and the printed Record has 遊 . In 
addition, the printed text omits all other information from the colophon. 
This kind of abbreviation of manuscript colophons to create titles is 
widely attested, and is consistent with the normal editorial processes 
used to create Chan Recorded Sayings .

24

 Therefore, it is most likely 
that a manuscript held by Xūtáng or one of his disciples, perhaps the 
manuscript auctioned at Christie’s, was available to the original Southern 
Song compilers of Xūtáng’s Record.

Many Chan Buddhist texts found in the Taishō Daizōkyō are based 
on editions produced during the late Ming dynasty as part of the so-
called Jiāxìng Canon 嘉興藏 , also known as the Jìngshān Canon 徑山

24　See Protass, The Poetry Demon, Chapter 2.
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藏 . Many of these late Ming editions of Chan texts were newly altered 
by their 16th and 17th century compilers; and are unreliable witnesses to 
the underlying Song dynasty texts that they claim to represent.

25

 It is 
thus particularly significant that when creating a new edition of Xūtáng’s 
Record for the Taishō Daizōkyō, the editors relied on two “Five Mountains 
Editions” (Gozan-ban 五山版 ), early Japanese reprints of a Song dynasty 
original. As a result, the Taishō edition of Xūtáng’s Record is a generally 
reliable edition of the text, but with some differences from the underlying 
Gozan editions.

The recently published photoreproduction of a Gozan edition of 
Xūtáng’s Record shows that this poem also appears directly in these 
earliest printed editions. This poem was not added by a later editor 
who was recompiling the text, and was not newly added into the Taishō 
Daizōkyō edition. The Gozan edition follows the Song edition closely, as 
book historian Shiina Kōyū 椎 名 宏 雄 observed. The Gozan and Song 
editions are identical in page layout, format, and likeness. Both the 
Gozan and Song editions are organized into “volumes” (cè 冊 ), and do not 
contain juǎn 卷 fascicle divisions. (Taishō Daizōkyō redivided the text into 
ten juǎn fascicles, which corresponds with later Japanese editions.) The 
Gozan edition does not have running page numbers. Instead, each new 
section begins with new pagination. Our poem is found on a sheet labeled 
page 12 of the section for Gāthā 偈頌 ; which happens to be the 64th sheet 

25　A particularly well-known example is Recorded Sayings of Master Fayan 法
眼 語 錄 , completely re-created in the late Ming. See Suzuki Tetsuo 鈴 木 哲 雄 
“Shohon taishō Kinryō Seiryōin Bun’eki zenji goroku” 諸本対照 金陵清涼院文益禅
師語録 , Aichigakuin daigaku ronsō 愛知学院大学論叢 27 (1997): 63-73; and ibid., 
part ii, Aichigakuin daigaku ronsō 28 (1998): 47-68. For a recent re-evaluation of 
the possibilities for reconstructing Fayan’s thought see the essay by Tsuchiya 
Taisuke in Tsuchiya Taisuke 土屋太祐 and Yamago Mikiyasu 柳幹康 , Hougenroku 
/ Mumonkan 法眼録／無門関 (Daizōshuppan, 2019).



25

禅文化研究所紀要 第39号（令和8年4月）

of Volume Three.
In the early Gozan edition of Xūtáng’s Record, the poem and title are 

again virtually identical with the Taishō edition. However, the Gozan text 
uses the simplified form 虫 , just like the manuscript, and differing from 
the character 蟲 found in the Taishō. Looking ahead, we see that the 
character 蟲 was used by the 17th century, when the ten-fascicle edition 
of Xūtáng’s Record began circulating in Japan. We will discuss these later 
Japanese editions in the following section, together with marginalia and 
commentary whereby readers attempted to identify the original recipient 
of this poem.

The Identity of Librarian Yuán

The manuscript colophon and poem title both address one Librarian 
Yuán, using only a single character from the dharma-name of the 
recipient. It is difficult to identify a monk based on a single character. 
Nevertheless, by the early Edo period, Japanese readers and scholars had 
concluded that the recipient of this poem was Wúxué Zǔyuán 無學祖元 
(1226–1286). However, these readers seem guilty of motivated reasoning. 
Zǔyuán was among the first émigré Chan masters to come to Japan. 
He founded the Engakuji Zen Temple, had many important Japanese 
disciples, and was tremendously influential on the development of Rinzai 
Zen. For a Rinzai Zen monk, there is great value in connecting this poem 
with both Xūtáng Zhìyú and Wúxué Zǔyuán.

The earliest dated evidence for this identification of Librarian Yuán 
with Wúxué Zǔyuán is in Kidōroku Shō 虚 堂 録 鈔 (“Notes on Xūtáng’s 
Record”) by the Zen monk Ryūkei Shōsen 龍溪性潜 (1602–1670), seen in 
Fig. 2. The abbreviated title Kidōroku Shō is given on the outside cover, 
the full title found inside is Kidō Zenji Goroku giji 虚堂禅師語録義事 . An 
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extensive preface by the author signed “Shōsen” 宗潜 records the date 
1653 ( 承応癸巳 ), a good approximation for the year of carving blocks 
and printing. Shōsen was an important Kyoto monk of Myōshinji 妙心寺 . 
Shortly after completing this book, Shōsen famously became a supporter 
of the Chinese émigré monk  Yǐnyuán Lóngqí 隱 元 隆 琦 (1592–1673; 
J. Ingen Ryūki) and played an important role in the foundation of the 
Ōbaku School.

26

　　　　  

26　Shōsen’s calligraphy is one of 43 Ōbaku Zen monks featured in a handscroll, 
now in the collection of The Met: https://www.metmuseum.org/art/collection/
search/852552
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Fig. 2 Kidōroku Shō 虚堂錄鈔 (also known as Kidō Zenji Goroku giji 虚堂禪師語録義

事 ) by Ryūkei Shōsen 龍溪性潜 (1602–1670), 1658 edition. Keio University Library. 

Digitized in collaboration with Google. Public Domain.

Shōsen in his preface to this book makes the point of mentioning 
that both Wúxué Zǔyuán and Xījiàn Zǐtán 西 澗 子 曇 (1249–1306; J. 
Seikan Sudon) each studied Chan under master Xūtáng.

27

 The preface 

27　當時宗匠如元無學、曇西嵜在宋之日，往來于禪師席下，故相與助贊其風化可知矣 . 
Preface, page 2b to 3a.
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suggests Wúxué Zǔyuán was better known to the Japanese audience 
than Xūtáng Zhìyú. Xījiàn Zǐtán was also an émigré monk known to 
knowledgeable Zen readers. Shōsen seems to want to impress upon his 
readers the importance of Chan Master Xūtáng as the teacher to famous 
Chan masters. When it comes to the poem addressed to Librarian Yuán, 
Shōsen adds a lengthy comment. Here, he strikes a more cautious tone.

Is this perhaps Wúxué Zǔyuán? Zǔyuán’s biography in Genkō 
Shakusho reports: […]

蓋無學祖元乎？元亨釋書，祖元章：・・・
28

This passage is the first to identify Librarian Yuán as Wúxué Zǔyuán, 
but Shōsen shows some uncertainty. To corroborate his speculation, 
he quotes a passage from Genkō Shakusho 元亨釈書 written by Kokan 
Shiren 虎関師錬 (1278–1346). I do not provide the quotation here, and will 
analyze and translate the passage from Genkō Shakusho below. For now, 
I want to emphasize that Shōsen’s identification of Zǔyuán is tentative. 
He uses a rhetorical construction to express uncertainty: kai 蓋 at the 
beginning of the sentence and ko 乎 at the end of the sentence. Kai is 
used to indicate conjecture, as in kedashi 蓋し , as opposed to certainty; 
and ko is an interrogative particle, which may also be used for rhetorical 
purposes. The meaning of Shōsen’s rhetorical question could also be 

28　Kidōroku Shō 虚堂録鈔 (1653), Iwase Bunko, Nishio City,  西尾市岩瀬文庫 , item 
no. 2502-5-42. Made available online in the Kokusho Database 国書データベース , 
hosted by National Institute of Japanese Literature (NIJL). https://kokusho.nijl.
ac.jp/biblio/100175991/523
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phrased as the supposition: “This is perhaps Wúxué Zǔyuán.”
29

 In later 
Edo commentaries, the assertion of the identification of Librarian Yuán 
with Wúxué Zǔyuán grew stronger. We can see this in both published 
commentaries as well as hand-written marginalia on surviving copies of 
Xūtáng’s Records. 

In 1650 ( 慶 安 3), another edition of Xūtáng’s Record was published 
in Kyoto by Tsutsumi Rokuzaemon 堤 六 左 衞 門 under title “Newly 
Carved Recorded Sayings of Venerable Xūtáng” 新刻虚堂和尚語録 , in ten 
fascicles—the format seen in the Taishō. This same publisher Tsutsumi 
Rokuzaemon published “Recorded Sayings of Venerable Xūtáng, Corrected 
Edition with Headnotes” 頭書校正虚堂和尚語録 in 1669 ( 寛文 9), again 
in 10 fascicles, now also in 10 volumes. Copies of the 1669 edition are 
readily available online.

30

 The 1669 annotated edition has a note for this 
poem that reproduces Shōsen’s commentary word-for-word: “Is this 
perhaps Wúxué Zǔyuán? Zǔyuán’s entry in Genkō Shakusho reports: […].” 
Here, we see that the speculative assertion continued to be reproduced 
in this popular annotated edition. Before we consider the details of 
Genkō Shakusho, first, let’s turn to marginalia found in editions roughly 
contemporaneous with these early Edo commentaries, and then 18th 
century commentaries. These texts demonstrate how Zen monks grew 

29　Shōsen adds two comments on the poem itself that are not directly relevant 
to our present analysis. For Line 1 he notes it addresses the fact that that “the 
recipient had served as librarian” 典藏經故 . On the entire poem, he says: “The 
poem says that if anywhere in the world you encounter a true master, like this 
you can apply the technique that goes beyond a teacher.” 言諸方若逢本分宗師，
可用如此超師之作略 .

30　Fascicle 7, page 18a. A digital copy of this 1669 edition is available through the 
National Diet Library https://dl.ndl.go.jp/pid/2576515/ as well as from Denshi 
Daruma at Hanazono University http://saku.hanazono.ac.jp/ ; another edition with 
the same title, 頭書挍正虚堂和尚語録 , was published in 1708 by an unknown 
printer.
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increasingly confident in the identification of Librarian Yuán as Wúxué 
Zǔyuán.

　　　　　　 

Fig. 3 Page with undated marginalia from Xūtáng’s Record, likely printed early 17th c.

Komazawa University Library, H124W/274-4. Reproduced with permission from 

Komazawa University Library.

Hand-written notes can be found on a printed copy of Xūtáng’s 
Record held in Komazawa University Library (Fig. 3). This imprint does 
not explicitly state a year of publication, but likely early Edo Keichō 慶
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長 (1596–1615) or Genna 元 和 (1615–1624) eras, based on information 
handwritten on the outside of the Edo period box in which it is stored. If 
the date is correct, this is the earliest edition I am aware of that shows a 
division of ten fascicles ( 卷 ) into five volumes ( 冊 )—a forerunner to the 
format used in the Taishō edition. However, it is also possible that this 
copy was rebound at a later time only after that format became more 
popular. The Komazawa Library Keichō-Genna edition of Xūtáng’s Record 
contains interlinear notes in red ink. The hand-written note to the poem 
addressed to Librarian Yuán reads: “Wúxué Zǔyuán, heir of Wúzhǔn 
[Shīfàn]. A verse is in Rivers and Lakes Anthology” 無學祖元，嗣無準，江
湖集有頌 . This is a definitive statement, and no longer speculation. The 
early Edo edition at Komazawa University Library includes several 
other hand-written inscriptions inside the back-cover of several volumes, 
one signed and dated 1733, as well as seals from 19th century collectors.

31

 
Therefore, we cannot assert a clear date for when this marginalia was 
added.

Another copy of this same edition is held at Yonezawa Library, 
and it also includes a reader’s marginalia.

32

 However, this imprint copy 
divides the text into four fascicles across seven volumes. Because this 
division is found in other 17th century editions, it is possible that this was 
the original format. The handwriting inside the Yonezawa copy is neater 
than the Hanazono copy. In addition, the Yonezawa marginalia conveys 
identical information ( 無學祖元，嗣無準，江湖集有頌 ). Indeed, a great 
deal of the interlinear marginalia of the Hanazono and Yonezawa copies 
is identical across all fascicles of the text. Here in the section on gāthā 
偈 頌 , the Yonezawa copy includes additional information in headnotes 
31　Komazawa Library, 虚堂和尚語録並後録 10 巻 , printed likely during Keichō 

慶 長 (1596–1615) or Genna 元 和 (1615–1624) era, available online:  https://repo.
komazawa-u.ac.jp/repo/repository/collections/40683/

32　https://www.library.yonezawa.yamagata.jp/dg/AA074.html
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that do not appear in the Hanazono copy. In fascicle one, the Hanazono 
copy includes additional interlinear notes not found in the Yonezawa 
copy. However, given the extensive and substantial similarities of the 
interlinear notes, it is clear that there is some direct connection between 
the readers who added notes to these texts. It was possible for readers 
to copy marginalia from established books, especially if the notes were 
attributed to a learned Zen teacher. It is also possible that there was 
some other common source, such as a primer. Indeed, the readers of 
each copy seem to have had access to both one source in common, as 
well as some sources not shared by the other readers.

In the Yonezawa copy, each fascicle has a seal associated with Zen 
master Kuzan Shūyō 九山宗用 (1572–1636), the first abbot of Zenrinji in 
Yonezawa, who lived there from roughly 1618 to 1619. It is possible that 
these marginal notes were added by Kuzan. If so, then we could attribute 
this definitive statement about Wúxué Zǔyuán’s identity to Kuzan. 
Moreover, Kuzan’s dates at Zenrinji are soon after the Keichō or Genna 
era printing of the text itself. If that were accurate, we would attribute 
the circulation of this knowledge to Kuzan and his community. However, 
there is no positive evidence of that being the case, and the Yonezawa 
copy has no signatures. Therefore, we cannot rule out that these notes 
were added to the Yonezawa copy by a later reader, who had access to 
the same information accessed by the readers of the Hanazono copy.
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Fig. 4 Portion of a page with marginalia from Xūtáng’s Record, printed 1632 by 

Nakano Ichiemon; Komazawa University Library, H124/145-6. Reproduced with 

permission from Komazawa University Library.

Another early Edo edition, likely Keichō 慶 長 era (1596–1615), 
reproduced the earlier four-fascicle structure, bound into eight volumes.

33

 
This text also includes the change to the full character 蟲 . Some texts 
printed in this four-fascicle format have marginalia added by readers. For 
example, an edition produced in 1632 ( 寛永 9 年 ) by the Kyoto publisher 
Nakano Ichiemon 中野市右衛門 divided the text into four fascicles across 
seven volumes. A copy held in Komazawa Library (Fig. 4) includes red 
ink marginalia that identifies the recipient as “Bukkō Shigen” 佛光子元 , 

33　Dating based on features, per Kawase Kazuma 川瀬一馬 , 『増補・古活字版の研
究』1967, p789-790
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a name for Wúxué Zǔyuán.
34

 (His sobriquet 號 was Zǐyuán 子元 ; and in 
Japan he was posthumously given the honorable title of National Teacher 
Bukkō 仏 光 国 師 .) Again, an anonymous monkish reader of Xūtáng’s 
Record annotated the text with increased certainty, not the nuanced 
supposition of the earlier scholars. 

One might conclude that this historical movement from nuance 
towards certainty was the result of knowledge circulating from scholar 
monks to the not-as-well-educated readers who add marginalia. However, 
that does not appear to be the case. The great Zen scholar-monk Mujaku 
Dōchū 無 著 道 忠 (1653-1745) also wrote a commentary on Xūtáng’s 
Record. Mujaku Dōchū is often held up by modern scholars as “Chan/
Zen’s greatest encyclopaedist”

35

 and “one of the founders of Zengaku 
禅 学 , the systematic scholarly research on Zen history, institutions, 
practices, regulations, literature and language.”

36

 This acclaim is not an 
exaggeration. Scholars throughout the 20th century and down to today 
continue to rely on Mujaku Dōchū’s dictionaries, erudite glosses, and 
standardized editions.

 
34　Vol 6, page 18a. Komazawa library H124/145-6; 虚堂和尚語録 4 卷 , [6] accessed 

https://repo.komazawa-u.ac.jp/repo/repository/collections/42492/  The same 
printing house published the text in seven volumes again in 1647 ( 正保 4), again 
with four fascicle divisions. See the copy held by 東洋大学附属図書館 , made 
available online in the Kokusho Database 国書データベース , hosted by National 
Institute of Japanese Literature (NIJL). This copy does not include marginalia on 
the poem to Librarian Yuán under consideration.
https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/300094257/

35　Urs App, “Chan/Zen's Greatest Encyclopaedist Mujaku Dōchū,” Cahiers 
d'Extrême-Asie 3 (1987): 155-174.

36　John Jorgensen, “Mujaku Dōchū (1653-1744) and Seventeenth Century Chinese 
Buddhist Scholarship,” East Asian History 32/33 (2006/2007): 25-56.
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Fig. 5 Page from Kidoroku rikō 虚堂録犂耕 , fasc. 22, by Mujaku Dōchū 無著道忠 (1653-1745),

Collection of National Diet Library, Japan. 

Mujaku Dōchū completed Kidoroku rikō 虚 堂 録 犂 耕 in 1727 (Fig. 
5), which circulated in manuscript copies. Therein, he makes a firm 
assertion about the identity of Librarian Yuán, despite not having any 
additional information. This shows that this increase in certainty was not 
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only the result of the circulation of knowledge from specialist scholar-
monks to more general monastic readers, but is a change we also 
detect in the writing of this scholar-monk. Mujaku Dōchū rewrote with 
certainty.

37

An old exegesis states: this is Wúxué Zǔyuán, dharma heir to 
Wúzhǔn Shīfàn, and who studied with Xūtáng. Some twenty years 
in the Song, he was abbot of Zhēnrú Monastery. He came to Sōshū 
(Kamakura) in our country in the seventh year of the Bunei reign of 
the Kameyama Emperor (1270), the Taira family invited him to open 
the mountain of Engakuji. He was dubbed Bukkō Zenji.
舊解曰：無學祖元也。嗣法於無準，參虛堂。二十年在宋，住真如寺，
日本龜山帝文永七年來朝相州，元師平氏請開山圓覺寺。佛光禪師。

Although Mujaku Dōchū is celebrated for his scholarly acumen, in this 
passage he has made several errors. First, Wúxué Zǔyuán came to Japan 
in 1279 (second year of Kōan reign 弘安 ). Second, he received patronage 
from Hōjō Tokimune 北 条 時 宗 (1251–1284), regent of the shōgun, and 
not from a member of the Heike clan. After a period at Kenchōji, Wúxué 
Zǔyuán became the inaugural abbot of Engakuji when it opened in 1282.

After the passage translated above, Mujaku Dōchū also quotes 
from Genkō Shakusho. When he quotes from Genkō Shakusho, he includes 
four additional words from that text that are not found in earlier 
commentaries on Xūtáng’s Record . It seems Mujaku Dōchū directly 
consulted Genkō Shakusho himself, not copying from someone else’s 
37　Kidoroku rikō 虚 堂 録 犂 耕 , fasc. 22. I compared the digitized copies available 

from NDL https://dl.ndl.go.jp/pid/14207552 and from International Research 
Institute for Zen Buddhism, Hanazono University, http://saku.hanazono.ac.jp/
database/rikou?page=1722 and follow NDL for 元師 and not IRIZ as 元帥
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notes, and added the four missing words to the start of the passage. 
His increased certainty perhaps is the result of his double-checking the 
sources and reproducing earlier scholarship.

As for the identity of Librarian Yuán, Mujaku Dōchū cites an 
unnamed earlier exegesis. On the one hand, it seems likely this earlier 
source is Kidōroku Shō 虚堂録鈔 by Ryūkei Shōsen. Kidōroku Shō similarly 
connects this poem to Wúxué Zǔyuán, and likewise cited the biography 
from Genkō Shakusho as proof. On the other hand, Mujaku Dōchū does 
not preserve the earlier source’s tentative speculation. He has altered 
the exegesis to a statement with greater certainty. Likewise, although 
he also cites from Genkō Shakusho, he has done his own research and 
checked the citation himself. In these ways, Mujaku Dōchū is well 
deserving of his reputation as a forerunner of Zen Studies scholarship. 
However, if we compare the historical evidence that was available in the 
Edo period with the manuscript from Christie’s, a more rigorous scholar 
would have doubts about whether Wúxué Zǔyuán could have been 
the recipient of this manuscript. To be fair, as I discuss below, Mujaku 
Dōchū was reading Xūtáng’s Record and likely did not see this manuscript 
with its colophon.

These Edo period Zen scholars relied on earlier medieval Japanese 
Zen materials, especially Genkō Shakusho, to make scholarly hypotheses 
about the identity of Librarian Yuán. Ryūkei Shōsen is noteworthy for his 
careful nuance. Over the seventy-five years separating the commentaries 
of Shōsen (1653) and Mujaku Dōchū (1727), however, readers made 
stronger assertions that affirmed Librarian Yuán is Wúxué Zǔyuán. 
Because we have reason to suspect these Rinzai Zen monks of motivated 
reasoning, I will next review the evidence available during the Edo 
period to see if it would be sufficient to establish the identity of Librarian 
Yuán.
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Reviewing Early Biographic Materials for Wúxué 
Zǔyuán

In this section I review materials for analyzing the biography 
of Wúxué Zǔyuán. In her recent book on Zǔyuán, Jiāng Jìng 江 靜 
surveyed these sources, but her analysis of them is not sufficiently 
detailed to resolve the question of what year he visited Xūtáng.

38

 First, 
I will review the materials that were available to Edo period scholars 
and commentators. I will show that the historical materials available 
to Edo scholars would argue against the identity of Librarian Yuán 
with Wúxué Zǔyuán. Then, I reconsider all available evidence for the 
biography of Wúxué Zǔyuán, and demonstrate why I believe Librarian 
Yuán most likely is none other than Wúxué Zǔyuán. In other words, 
although I critique the assumptions and calculations of the Japanese 
Zen commentariat, I agree with their conclusion because of my own 
independent reasons.

As seen above, Zen exegetes often cited the following passage from 
Genkō Shakusho 元亨釈書 , a text completed by Kokan Shiren in 1322, as 
proof that Wúxué Zǔyuán had met Xūtáng Zhìyú.

39

Later when [Zǔyuán] resided at the Fēilái Caves of Hángzhōu, 
Xūtáng Zhìyú was perched in the Vulture Peak Hermitage nearby, 
and so Zǔyuán frequently went back and forth. One day, Xūtáng 
revealed the great waves of the Zen sea, and Zǔyuán experienced 

38　Jiāng Jìng 江靜 , Fù Rì Sòngsēng Wúxué Zǔyuán yánjiū 赴日宋僧無學祖元研究 
(Shangwu yinshuguan, 2011).

39　Genkō Shakusho 元亨釋書 , fasc. 8, Dazangjing bubian vol. 32, 210b24-c4)
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this vastness. When three monks Shífān,
40

 Shílín Xínggǒng (1220–1280), 
and Héngchuān Rúgǒng (1222–1289) were planning to go to Mount 
Tiāntái, Xūtáng wrote a gāthā to see them off, which had the lines: 
“I go with you as far as our gate, the tall bamboo, / leaf after leaf 
soughing in the wind for you.”

41

 When Zǔyuán came, Xūtáng showed 
him this verse. Zǔyuán remarked: “Venerable, this verse is just idle 
talk. There is nothing here that can hook someone by the nose!” 
Xūtáng held up the verse and said “Then how about this?” Zǔyuán 

40　Shífān Wéiyǎn 石 帆 惟 衍 was Xūtáng’s dharma brother, and the teacher of 
émigré monk Xījiàn Zǐtán 西礀子曇 (1249-1306). Shífān’s name appears in Xūtáng’s 
Record in several places: (1) At Mount Āyùwáng 阿育王山 , “A sermon given to 
mark Venerable Shífān’s arrival” 石帆和尚至上堂 (T47, no. 2000, p. 1006a4); (2) At 
the end of a sermon given at Jingci 淨慈 , Xūtáng praises Shífān: “Now before the 
assembly of men and gods, I cede to Venerable Shífān the realm of Suzhou; loudly 
proclaim his great merit, let the sangha everywhere know that the transmission 
of East Mountain has properly continued!” 今對人天眾前，分付石帆和尚，於姑
蘇城畔。大闡芳猷，使天下衲僧，知有東山正續 (T47, no. 2000, p. 1044c5-6); and 
(3) his name was included in Xūtáng’s “biographic record” 行狀 appended to the 
conclusion of the Southern Song text and reproduced in all later editions.

41　Shílín Xínggǒng (1220–1280) and Héngchuān Rúgǒng (1222–1289) were two 
dharma brothers, both disciples of another heir to Sōngyuán Chóngyuè 松源崇嶽 
(1132-1202), and thus dharma cousins to Xūtáng. This poem appears in Xūtáng’s 
Record, fascicle 7 (T47, no. 2000, p. 1037c18-20): 

“For the three Chan monks [Shífān] Yǎn, [Shílín] Gǒng, and [Héngchuān] 
Gǒng headed to Guóqīng Temple”
衍、鞏、珙三禪德之國清
Which of you knows what is in the three hermits’ silence,
As you speak of renewing old friendships and depart from Vulture 
Peak?*
I go with you as far as our gate, the tall bamboo, 
leaf after leaf soughing in the wind for you.
誰知三隱寂寥中。因話尋盟別鷲峯。相送當門有脩竹。為君葉葉起清風。
*Note: Xūtáng is teasing these three traveling monks for comparing 
themselves to the three hermits of Guóqīng Temple— Hánshān (Cold 
Mountain), Shídé, and Fēnggàn. 
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was about to say something else when Xūtáng slapped his face with 
one swing. That is how Zǔyuán obtained the samadhi of language.

42

後寓飛來，時愚虛堂棲鷲峰菴。元常往來。一日堂示禪海波瀾。元溟涬然。
適石帆、石林、橫川三名衲之天台，堂以偈送之，有：「相送當門有脩竹，
為君葉葉起清風」之句。元入來，堂舉示元。元曰：「和尚此頌只是閑語，
中間無些子巴鼻。」堂拈起頌子，曰：「這箇聻。」元欲進語，堂劈面一揮，
元自是得句語三昧。

From this passage in Genkō Shakusho, an Edo period reader would know 
that Wúxué Zǔyuán had met Xūtáng Zhìyú. Although one can estimate 
the place of this event within the broader sequence of Wúxué’s life, the 
Genkō Shakusho does not provide an explicit date for his encounter with 
Xūtáng. 

In addition, there are some obvious tensions between the encounter 
described here and the poem found in Xūtáng’s Record . The Genkō 
Shakusho describes Wúxué Zǔyuán leaving Xūtáng after a specific 
discussion about another poem written by Xūtáng. Xūtáng wrote that 
poem to say farewell to a group of three monks. He teases them for 
comparing themselves to the three poet-hermits Hánshān, Shídé, and 
Fēnggàn. That earlier poem also deals with the problem of language, 
however it is unrelated to “scolding the Buddha and cursing the 
ancestors.” The poem found in the manuscript and in Xūtáng’s Record 
does not directly reference this same encounter, which apparently was 
an important step in Wúxué Zǔyuán’s spiritual biography. There are 
several possible reasons for this. First, it is possible that the received 

42　Chan texts more often speak of 語言三昧 , which is how I have interpreted this 
phrase.
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biography is derived in part from Wúxué Zǔyuán’s memory, or his 
formative experiences as retold to his disciples. Second, it is possible this 
poem is from another one of their encounters. This poem gifted from 
Xūtáng to a monk would be precious and well worth keeping, regardless 
of whether it was written right after the most important moment. I 
would argue that because the colophon indicates the Librarian Yuán 
is about to head off wandering, it is likely to have been a final farewell. 
Therefore, it is possible that this farewell message was written sometime 
after the transformative encounter that Zǔyuán later remembered as 
most pivotal. Third, one could attempt to argue the poem is about the 
same encounter described in Zǔyuán’s biography, though I think it is 
unlikely. Perhaps one could say “cursing Gautama” is a reference to the 
way Zǔyuán questioned Xūtáng’s poem as “idle talk.” Although there is 
some resonance between Zǔyuán’s behavior in the biography and the 
behavior of Librarian Yuán, there are no words that clearly connect the 
episode in the biography with the poem. At this point, the manuscript to 
Librarian Yuán may or may not refer to Wúxué Zǔyuán, but it does not 
fit neatly into the received biography of Wúxué Zǔyuán. 

As I will show, it is clear that Kokan Shiran while completing 
his research for Genkō Shakusho took some information from the two 
“biographic records” 行狀 for Wúxué Zǔyuán that had been composed by 
contemporary monks shortly after his death. Many of the same details 
about Zǔyuán’s encounter with Xūtáng are found in Wúxué chánshī 
xíngzhuàng 無學禪師行状 by Língshí Rúzhī 靈石如芝 (1243–1328)

43

 and 
in Bukkō Zenji gyōjō 佛光禪師行狀 by Muzō Jōshō 無象靜照 (1234–1306). 
Copies of each were included in various editions of Zǔyuán’s recorded 

43　Here is the relevant passage: 復有契入谿命主藏。職解寄榻靈鷲。時虛堂愚和尙。
謝事育王。歸侍松源祖塔。時往參扣。峻機波辯。未易輳泊。久之出示送僧一偈。師云。
偈總是間長。語言無些子禪。堂拈起云。者箇聻。師擬對。劈面一揮。
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sayings, Bukkō kokushi goroku 佛光國師語錄 . Here I translate the relevant 
portion of the latter:

… soon thereafter, Wúzhǔn passed away. Zǔyuán went to Língyǐn 
Monastery, and called on Shíxī Yuè. The next year, he called on 
Yǎnxī Wén at Āyùwáng Monastery. When Yǎnxī returned to Jìngcí 
Monastery, he once again asked Zǔyuán to serve as his secretary. 
Zǔyuán declined and did not go to Jìngcí. Subsequently, he went back 
to Jìngshān to call on Shíxī. He was reading a “public sermon” by 
Sōngyuán, and saw him discuss “strike the ox or the cart?” when he 
at once forgot all he had attained. He went back to Jìngcí, and Yǎnxī 
employed him as the librarian, and then he moved back to Vulture 
Peak. When he visited the Vulture Peak Hermitage, he applied 
himself to Chan Master Xūtáng Zhìyú, who especially instructed 
him about the great waves of the Zen sea, and Zǔyuán experienced 
a vastness that knows no shores. Xūtáng one day took a parting 
poem he had written for other monks and used it to instruct Zǔyuán. 
Zǔyuán examined it closely, and finally said: “Venerable, this verse 
is all idle talk. There is absolutely no Zen in it.” Xūtáng held up the 
manuscript, and said: “And like this?”

44

 Zǔyuán was about to answer, 
when Xūtáng slapped his face with one swing. Right there Zǔyuán 
had a great release, and was regarded as a vessel for the dharma. 

既而無準示寂。卽下靈隱。見石溪月禪師。明年見偃溪聞於育王。偃溪
歸淨慈。復招師爲記室。師避不就。次第再上徑山見石溪。偶閲松源普説。
看打牛車話。頓忘所得。再下淨慈。偃溪職師知藏。既歸移居靈鷲。時

44　聻 here is an interrogative particle.
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往鷲峯菴中。參扣虛堂愚禪師。特示禪海波瀾。師茫茫然不知涯涘。虛
堂一日送僧頌示師。師熟看了曰。和尙此頌都是間説。中間都無些子禪。
堂拈起頌子云。這箇聻。師欲答。堂劈面一揮。師當下脱然器之。

The two “biographic records” written by two contemporaries of Zǔyuán 
are the source for Kokan Shiren’s claim that Zǔyuán and Xūtáng met.

45

 
Although these two posthumous records also agree on the sequence 
of events, they do not provide information about years nor precise 
information about Wúxué’s age at the time. 

Nonetheless, given this evidence, there is little reason to doubt that 
when Zǔyuán was relatively young he visited Xūtáng. The remaining 
question is whether we can determine if Zǔyuán was near Xūtáng 
when the calligraphy addressed to Librarian Yuán was signed in 1254. If 
Zǔyuán was not near Xūtáng’s place in 1254, then the Librarian Yuán to 
whom this poem was addressed must be some other monk also named 
Yuán. We should note that neither Shōsen (1653) nor Mujaku Dōchū 
(1727) had access to the manuscript that sold at Christie’s. Therefore, 
they could not know that Xūtáng’s poem was written in 1254. This may 
be why they did not try to piece together the available evidence to 
determine the exact year when Zǔyuán met Xūtáng. Nonetheless, other 
Zen monks were concerned with these questions, and the knowledge 
they produced was available at the time.

Our Edo period readers of Xūtáng’s Record do not reference Wúxué 
Zǔyuán’s recorded sayings, Bukkō kokushi goroku, but his recorded sayings 

45　Interestingly, this event is not mentioned in a third account by Yòngqián 
Juémíng 用潛覺明 (n.d.), who also wrote a memorial. Yòngqián mentions that he 
had not had a chance to read the teaching records from Zǔyuán’s time in Japan, 
but heard about Zǔyuán’s successes in Japan from one of Zǔyuán’s Japanese 
disciples who came to China to visit him. It is unlikely that this story was well-
known in China.
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text was frequently reprinted in the Edo period and a reader living in an 
urban temple could have readily accessed then current editions. Some 
of those later editions reprinted two additional documents that lay out 
the year-by-year chronology of Zǔyuán’s life. Although first compiled 
centuries earlier, these two documents represent the state of knowledge 
in the Edo period: “A Chronological Biography of Venerable Wúxué” 無
學和尚年譜 (hereafter nenpu), and a newly annotated copy of the “Epitaph 
Inscription of Chan Master Bukkō” 佛光禪師塔銘 . The latter is a heavily 
annotated copy of Zǔyuán’s funerary inscription, that stitches together 
in chronological order as many available facts as possible. The detailed 
annotations were created by a Rinzai Zen monk named Chūzan Hōei 中
山法穎 (1317–1390).

46

 Chūzan Hōei then created the nenpu to summarize 
the detailed annotations. These two records were reproduced in the Edo 
period, and are the clearest attempt by any premodern scholar to give 
explicit dates and plot out Zǔyuán’s early life.

Chūzan Hōei’s annotated copy of the funerary inscription provides 
detailed evidence for his chronology; which is presented in a pithy 
fashion in the nenpu. The funerary inscription itself was written by Jiē 
Xìsī 揭係斯 (1274–1344) sometime around 1326. That date is found in an 
appended colophon, which notes that Jiē wrote the inscription by the 
request of Tengan Ekō 天岸慧廣 (1273–1335)—who may have paid Jiē for 
this service. Indeed, it is likely that the source of the information in Jiē’s 
inscription was none other than Tengan Ekō himself. Ekō had served as 
a disciple of Wúxué Zǔyuán and later became a dharma heir of Zǔyuán’s 
Japanese disciple Kōhō Kennichi 高 峰 顯 日 (1241–1316). Ekō in 1324 
traveled to Yuan China and in 1329 returned to Japan.

47

 Jiē’s inscription 
46　For references to Japanese works on Chūzan Hōei, see Jiāng Jìng, Fù Rì 

Sòngsēng Wúxué Zǔyuán yánjiū, 79.
47　Enomoto Wataru 榎本涉 , Nansō gendai nitchū tokōsō denki shūsei 南宋元代日中渡

航僧傳記集成 (Tōkyō: Bensei Shuppan, 2013), 128–129.
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says only the following on the matter of visiting Xūtáng: “he returned 
to Jìngcí where he resided and was in charge of the library, and then 
he studied with Master Zhìyú at Língjiù” 還淨慈留知藏，參愚公於靈鷲 . 
There is no additional detail about what year. 

I have come to view Zen master Chūzan Hōei as a biographer, the 
man who attempted to place the events of Zǔyuán’s life in chronological 
sequence. Chūzan Hōei, in a note appended to the end of the nenpu, 
says that he accomplished this by comparing the memorials by Jiē Xìsī, 
Yòngqián Juémíng 用潛覺明 (n.d.), and Língshí Rúzhī, as well as records 
of Zǔyuán’s own statements. Chūzan did not, apparently, have access to 
the manuscript written by Xūtáng that recently sold at Christie’s, and 
did not consult Xūtáng’s Record. 

Based on the information he had at hand, Chūzan Hōei calculated 
that Zǔyuán became a librarian at Jìngcí Temple in 1251, then visited 
Xūtáng in his second year as a librarian, which would be 1252 ( 壬子 ). 
He concluded that Zǔyuán soon left Hángzhōu to go to Mount Tiāntóng 
near Níngbō, possibly in late 1252 or 1253. Then, soon after arriving 
at Tiāntóng, Zǔyuán went to Níngbō. By 1254 Zǔyuán was in Níngbō, 
studying with Wùchū Dàguān 物 初 大 觀 (1201–1268) at the monastery 
Jiàozhōng Bàoguó 教忠報國 (aka Mount Dàcí 大慈山 ), where he spent 
two years in the role of “Head of Purity” 淨頭 , responsible for all manner 
of hygiene. If this information is correct, although he visited Xūtáng not 
long before the year 1254, Chūzan Hōei’s nenpu places Zǔyuán more than 
one-hundred-fifty kilometers away at the exact time Xūtáng signed this 
manuscript.

Most, if not all, of the readers of Xūtáng’s Record did not have access 
to the manuscript that recently sold at Christie’s. Those readers would 
not have known about the colophon dated 1254. Therefore, they could 
not have known that current knowledge in the Edo period would have 
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mitigated against this identification of Librarian Yuán with Wúxué 
Zǔyuán. Regardless, we can show that Chūzan Hōei’s biographic works, 
as well as the biographic records and primary sources that he drew 
upon, were reprinted throughout the Edo period.

Chūzan Hōei’s biographic works can be traced back to at least 
a 1388 edition of Zǔyuán’s recorded sayings, hereafter Bukkōroku 佛
光 錄 . Already at this time, two separate versions of Bukkōroku were 
circulating: one version that focused on his career in Japan, and one 
version focused on his career in China prior to emigrating. Although 
the “biographic records” by Chinese writers are included in the 1370 
edition of Bukkōroku that focuses entirely on Wúxué’s career in Japan, 
Chūzan Hōei’s scholarly biographies were not.

48

 By contrast, Chūzan 
Hōei’s two biographic works are included with a 1388 edition of Wúxué 
Zǔyuán’s recorded sayings, which focuses on his career in China.

49

 The 
text published in 1388 is a Japanese reprint of a single fascicle yǔlù 
created earlier by the Yuan dynasty monk Yīzhēn 一 真 (n.d.), which 
contains Wúxué Zǔyuán’s sermons from his early career as an abbot at 
Zhēnrú Monastery in Song China. The latter has several titles, and for 
clarity I will refer to it as Zhēnrúlù 眞如録 . Zhēnrúlù has two colophons 
attesting to the labor that was entailed in creating this text. A colophon 
at the end records how a fire in 1379 ( 康暦己未 ) destroyed the original 

48　Bukkōroku 仏光録 (1367 or 1370), Tanimura Bunko, Kyoto University Library, 
item no. 1-25/ フ /2 貴 , accessed at https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/item/
rb00009513

49　These appendices can be found in multiple copies of this 14th c. edition, although 
the sequence varies. The copy in Naikaku bunko 内閣文庫 has the two biographic 
reference works before the main text. The copy at National Diet Library 国立国
会図書館 , they are appended after the main text. Naikaku bunko text accessed 
online at https://www.digital.archives.go.jp/img/1079319 and NDL text accessed 
at https://dl.ndl.go.jp/pid/2532103
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woodblocks, and that a long fund-raising effort culminated in financing 
these new blocks in 1388 ( 嘉 慶 戊 辰 ). Although Chūzan Hōei was not 
directly involved in publishing that text, the same two Japanese monks 
who led fund-raising for the 1388 Zhēnrúlù are the same two monks 
who sponsored the printing of Chūzan Hōei’s two biographic resources. 
These colophons demonstrate that the two appendices were created by 
the same community that created the 1388 recorded sayings. Moreover, 
Chūzan Hōei’s two biographic texts appear in multiple extant copies of 
Zhēnrúlù, meaning Chūzan Hōei’s two texts were soon an integral part of 
the 1388 edition, and unlikely to have been inserted at some significantly 
later date. At the same time, at least one copy of Chūzan Hōei’s Nenpu 
tōmei 年譜・塔銘 circulated independently of the Zhēnrúlù, which may 
indicate that the nenpu was compiled independently and prior to the 1388 
edition.

50

 In all, 1388 is a reasonable terminus ante quem for these two 
documents by Chūzan Hōei. These two documents would be reprinted 
in the Edo, and included in the modern Taishō canon edition of Zǔyuán’s 
recorded sayings, Bukkōroku.

Chūzan Hōei’s biographic sketch circulated widely in the Edo period. 
Thankfully, Jiāng Jìng recently published a detailed study of the various 
Edo period editions of Bukkōroku, Zǔyuán’s recorded sayings. Judging by 
the number of copies that survive, there were two particularly popular 
editions in the Edo period, and several earlier editions that survive in 
smaller numbers. The 1664 edition ( 寛文 4) edition printed with 13 juǎn 
fascicle divisions includes records from his two abbatial appointments in 
Japan only. It includes copies of the “biographic records,” but does not 
include Chūzan Hōei’s appendices. It is an heir to the 1370 edition. The 
50　It is also possible that this independent copy of the nenpu was originally 

produced together with Zhēnrúlù and was separated at some later date. This copy 
of Mugaku oshō nenpu 無學和尚年譜 is discussed in more detail below, accessed at 
https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100129054/26?ln=ja



48

Notes on the Circulation of Chan Knowledge  (Jason Protass)

Taishō edition is based directly on the other major edition, a ten-fascicle 
edition printed in 1726 ( 享 保 11).

51

 The 1726 edition refers to itself as a 
“republication” ( 再刊 ) because it is a corrected reprint of an earlier text 
that also included “recorded sayings of three assemblies” 三會語録 .

52

 The 
“three assemblies” refers to the Zhēnrúlù and then Zǔyuán’s two abbatial 
appointments in Japan—combining texts from his entire career spanning 
both China and Japan. The colophons to this 1726 edition state that a 
very similar edition circulated earlier: “Old prints of Recorded Sayings of 
Three Assemblies have decayed away, and there is no way to glimpse 
it” 三會語錄舊版湮蝕無由窺覷 . This 1726 edition is a “recarving” 重鏤 , 
financed by a fundraising effort led by Shundō Sekiryū 峻道碩隆 , abbot 
of Engakuji. The abbot based the newly printed edition on a copy of the 
text preserved inside Shōzokuin 正続院 , the Engakuji cloister dedicated 
to Wúxué Zǔyuán’s memorial pagoda. For their 1726 edition, the text 
was “collated and corrected, lacunae were filled, reduplications were 
culled, reading marks were added, and the woodblocks were carved” 而
參校訂正，補漏去重加點壽梓 . Similar information about correcting and 
emending the text is repeated in the 1726 preface. These colophons are 
reproduced in the Taishō edition of Bukkōroku, as well.

53

 Unfortunately, 
neither the preface nor colophon include information about the earlier 
“three assemblies” edition. Based on the investigation by Jiāng Jìng, it 
seems likely that the earlier edition is the undated Muromachi period 
51　Three nearly identical copies of the 1726 edition known as Saikan Bukkō kokushi 

goroku 再刊佛光國師語録 are available online. Two copies at Kyoto University 
Library, both part of the Tanimura bunko, at https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/
item/rb00009512 and at https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/item/rb00009515 (the 
latter includes an advertisement insert for a Kyoto bookshop); and a copy at 
Tohoku University Library, which includes ephemera from a former owner at 
Engakuji, available at https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100350860/

52　Bukkō kokushi goroku 佛光國師語錄 , T no. 2549, 80: 249c24–c31
53　Bukkō kokushi goroku 佛光國師語錄 , T no 2549, 80: 129a06–b13
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Bukkō kokushi goroku held in Seikidō bunko 成 簣 堂 文 庫 , now part of 
Ishikawa Takeyoshi Memorial Library.

54

 That edition includes recorded 
sayings from all three temples, as well as both the nenpu and annotated 
funerary inscription. 

Jiāng Jìng notes that several copies of Bukkōroku that predate 1726 
also included the nenpu and annotated funerary inscription. In addition, 
earlier copies of Chūzan Hōei’s Nenpu tōmei 年譜・塔銘 also continued to 
circulate independently of the Zhēnrúlù.

55

 The copy now in the collection 
of the Ibaraki Prefectural Museum of History 茨城県立歴史館 appears to 
be a 14th century print, and includes important marginalia. An inscription 
inside the front cover states that this book once belonged to Myōshinji 
Temple of Kyoto. Several different owners of this copy signed and dated 
comments in the back. The book found a new owner in 1775 at Hōun-
in 法雲院 temple in western Kyoto, and a new owner in 1805. This copy 
also shows an ownership seal by Kondō Jūzō 近 藤 重 蔵 (1771–1829). 
This particular copy seems to have become a collector’s item due to its 
historical significance, and was no longer a readily accessible reference 
work unless one was friendly with the owner of the library.

We can say that Chūzan Hōei’s biographic works were reproduced 
several times, and that they enjoyed a much wider circulation once the 
very successful 1726 edition was printed. This latter publication was 
roughly contemporaneous with Mujaku Dōchū’s commentary on Xūtáng’s 
Record completed in 1727. Therefore he, and any readers who added 
marginalia after this time, could have readily accessed Chūzan Hōei’s 
biographic works about Wúxué Zǔyuán.

At this point, if we examine the manuscript and were to judge the 

54　Jiāng Jìng, Fù Rì Sòngsēng Wúxué Zǔyuán yánjiū, 199–202.
55　Mugaku oshō nenpu 無 學 和 尚 年 譜 , available at https://kokusho.nijl.ac.jp/

biblio/100129054/26?ln=ja
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identity of Librarian Yuán based on the information potentially available 
to a well-resourced Edo period reader, we would have to conclude that 
he was someone other than Wúxué Zǔyuán. We would conclude that 
Zǔyuán was far away in Níngbō at the time this manuscript was written. 
To give them credit, the Edo period exegetes and readers of Xūtáng’s 
Record did not have access to the manuscript that provides the firm date 
of 1254. Regardless, if we rely only on Edo period knowledge to analyze 
the manuscript, it suggests that the Zen exegetes were wrong. 

Conclusion

Despite my suspicion that Rinzai Zen exegetes were engaged in 
motivated reasoning, and finding that Chūzan Hōei’s biographic works 
suggest Wúxué Zǔyuán was in Níngbō at the time Xūtáng’s manuscript 
was written, after a thorough review of all available evidence I believe 
the most likely recipient of this calligraphy is Wúxué Zǔyuán. This poem 
was addressed to a person at Xūtáng’s monastery very close to when 
Wúxué was thought to be there; it is addressed to a monk of enough 
importance and talent that he garnered the office of “Librarian.” At the 
same time, certain details on manuscript do not fit perfectly with other 
known evidence, and either some facts must be adjusted, or we must 
face the possibility that there was another librarian also called “Yuán” 
who was living at the same monastery at roughly the same period. 
Ultimately, this manuscript is reason to revisit the facts as presented by 
Chūzan Hōei.

The 14th century Japanese Zen scholiast Chūzan Hōei created a 
heavily annotated copy of Zǔyuán’s funeral inscription, which was the 
basis for his nenpu biography for Wúxué Zǔyuán. These documents were 
reprinted and circulated in the Edo period. If his nenpu is accurate, it 



51

禅文化研究所紀要 第39号（令和8年4月）

would mitigate against identifying Librarian Yuán as Wúxué Zǔyuán. 
However, Chūzan Hōei made a critical error in his calculations.

Chūzan Hōei determined the timing of Zǔyuán’s activities in China 
based on how many years they occurred after the death of Wúzhǔn 
Shīfàn. For reasons that are unclear to me, Chūzan Hōei assumed 
Wúzhǔn Shīfàn’s death to have occurred in 1248, and based many of his 
other calculations on this error. In fact, Wúzhǔn Shīfàn passed away in 
1249. As a result, most of Chūzan Hōei’s dates for Zǔyuán’s activities in 
China need to be adjusted by one year.

Chūzan Hōei says that Zǔyuán became a librarian in 1251, I 
calculate he was given this position in 1252. Likewise, Chūzan Hōei says 
Zǔyuán visited Xūtáng in 1252, and I calculate he began visiting Xūtáng 
in 1253. Chūzan Hōei speculates that Wúxué left Xūtáng as early as 
the winter of that same year, though he does not provide any evidence 
for this suggestion. Indeed, there is nothing in Wúxué’s biography that 
argues against a departure early the next year, or even as late as the 
next summer or fall. In other words, it is entirely possible that Wúxué 
Zǔyuán was still at Xūtáng’s place when this manuscript was written in 
autumn 1254. As there is no evidence to the contrary, this manuscript 
fills this lacuna. Chūzan Hōei was wrong about Zǔyuán’s early departure. 
Wúxué did not leave later in the same year he arrived (1253), but rather 
stayed until the next year and took leave for the Níngbō area in Fall of 
1254. The most reasonable interpretation of all available evidence is that 
the manuscript sold at Christie’s was given by Xūtáng Zhìyú to Wúxué 
Zǔyuán. 

This paper concerns more than whether or not the manuscript 
was addressed to Zǔyuán. This careful reading through all available 
Japanese commentaries shows that we should engage these great 
historical scholars, but not simply rely on their assertions. As knowledge 
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circulated, the identity of Librarian Yuán hardened from thoughtful 
speculation to unfounded certainty. At the same time, this research 
also shows why it is important that we do not dismiss Japanese 
commentaries, even knowing they likely contain red herrings, historical 
errors, and anachronistic interpretations. 

The present research into the identity of Librarian Yuán would 
not have been possible without the production and circulation of Chan 
knowledge in late medieval and early modern Japan. In many ways, the 
evidence-based historical methods used by Chūzan Hōei and Mujaku 
Dōchū are very similar to our own—and much modern value can be 
found by considering the questions these premodern scholars asked of 
our shared texts. Modern scholars of Song era Chan will continue to find 
much profit in later Japanese commentaries. More than simply critique 
their errors, we can read our scholarly forebears carefully, revisit their 
sources when possible, collect new sources, and re-do the research 
ourselves. We can learn from these historical scholars, while also refining 
the knowledge they produced. In this way, we may discover that these 
premodern scholars might be right, even when they were wrong.



52

Okamura Mihoko Sensei  (Naomi Maeda)

Okamura Mihoko Sensei
Naomi Maeda

Mihoko Okamura (Bekku), born on May 2, 1935, a day full of flowers, 
died on June 17, 2023, shortly after reaching her 88th birthday. In the 
past, when I expressed my congratulations on May 2, she always replied 
that it wasn't even that bright an occasion. 

I first met Mihoko Okamura, personal assistant and companion of 
D.T. Suzuki the last decade and a half of his life, in the summer of 1994. I 
asked her to talk about the last years of Suzuki's life as part of a project 
for the quarterly journal Zen Bunka, and she accepted with surprising 
ease. At the time, transcribing recorded interviews was one of the most 
troublesome tasks, but I remember that I had no difficulty in listening 
to the interview again, so moved was I by Mihoko Okamura's clear, 
luminous voice and her interesting stories.

The entire content of the interview was published in Zen Bunka, 
no. 155 (January 1995). Her gestures through the interview are also 
memorable. During the Second World War, when she was very young, 
she performed classical Japanese dances in a Japanese internment camp 
in the United States, but she had great difficulty when her dance master 
chastised: ‘‘Even if you point at a bird, there is no bird where you point.” 
As she spoke, she quickly gestured to the bird, which I still remember 
almost 30 years later. It was as if I could see the bird. 

Once I visited her home, and on another occasion she came to my 
home, and when I served her a simple meal for lunch, I was surprised 
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that she said it was “such a luxury,” because it truly was a very simple 
meal. Perhaps Mihoko-sensei had lost her sense of comparison.

When D.T. Suzuki lived for a short time in the Okamura house, 
a four-story brownstone in New York, Dr. Shin’ichi Hisamatsu visited 
him. He gave Mihoko-sensei's mother ―― who had looked after Dr. 
Hisamatsu as well with her characteristic generosity ―― a brooch 
that he had bought in a New York jeweler's shop as a token of his 
appreciation.

Perhaps because every time I met Mihoko-sensei I was always 
eager to hear not only about Dr. Suzuki but also about Hisamatsu-sensei, 
one day she gave me the brooch along with a note that read: "In memory 
of Shin'ichi Hisamatsu-sensei." The brooch was of a magnificent design, 
cool and calming.

On another occasion, Mihoko told me: “Dr. Suzuki was going to 
entrust the management of Matsugaoka Bunko to Muneyoshi Yanagi. 
He was so sad when Muneyoshi died that he continuously wore Yanagi’s 
cardigan, given him by the deceased’s family as a memento.” Whenever 
Mihoko spoke of Yanagi, she always called him ‘Soetsu-sensei’ rather 
than ‘Muneyoshi-sensei.’

An exchange in English between D.T. Suzuki and Mihoko shortly 
before D.T. Suzuki's own death is described, encased in Mihoko’s 
commentary, in the journal Zen Bunka: 

I asked him if he wanted anything. "No, nothing. Thank you,” he 
replied. I think he had already prepared himself for the end.1

Ten years later Mihoko returned to the subject of Dr. Suzuki’s 
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death. "After saying, 'I don't need anything. Thank you,' he kissed me on 
the cheek." As she related this, she smiled.

I immediately thought of Sanshoken Roshi ( 猷禅玄達 , 1841-1917). 
In an account by Master Kato Kozan (1876-1973), an old Buddhist monk 
from Okutama who studied under him at Bairin monastery, Master 
Sanshoken's last hour is mentioned.

He was a great man, of heroic character. When he was dying, 
he was close to his last breath and needed water, so a nurse at the 
hospital brought him water. The nurse asked him if it tasted good 
and he said, "Oh, it tastes good, and I miss it."

It's not easy to get such words out, I wonder if we can do it in 
the throes of death? In all things he was concerned only with the 
present moment, never thinking a bit about the future, if the future 
would be this way or that. That’s how Sanshoken lived.2 

Mihoko-sensei, Honorary Director of the D.T. Suzuki Museum in 
Kanazawa, was once asked, "What would Dr. Suzuki say if he saw this D.T. 
Suzuki Museum now?" She replied with a laugh, "I think he'd say: “Don’t 
you have anything better to do?”

Years earlier Buddhist scholar Ryomin Akizuki visited Dr. Suzuki 
at Matsugaoka Bunko and asked him to compile a collection of koan 
answers. As Dr. Suzuki saw him off at the door, he asked Professor 
Ryomin: "Don't you have anything better to do?” 
“The Akizuki story,” added Mihoko, “popped into my mind when I was 
asked the question at the Suzuki Museum.”

On 12 July 1966, the day D.T. Suzuki died, Mihoko-sensei returned 
alone to the Matsugaoka Bunko and searched the premises, trying to 
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catch a glimpse of him. Emerging into the garden and halting ――

The instant I saw the branches of a pine tree beside me 
swaying in the wind I blurted: ―― Ah, That's it, Professor! ―― 
I felt I'd finally met the real thing in person. Since then, when I'm 
quiet, here and there, this and that, even the logs lying by the side 
of the road, are all familiar to me.3

In no time at all, Mihoko was reunited with Dr. Suzuki. Rather, it 
would be better to say that they were together without interruption.

In the same essay, she writes:

Four years ago, when he fell asleep forever, nothing changed 
in his expression. That's because he'd already been dead for a long 
time. In other words, I had the impression that he had already 
gotten rid of everything that could be gotten rid of on a daily basis. 
Even if he died, nothing would begin, so nothing would end.4 

The last time I saw Mihoko was shortly before the coronavirus 
spread through the city. We'll meet again when the world calms down. 
That's what I thought as the days went by. 

I've heard it said that Dr. Suzuki often used to tell her: "Be quiet, 
Mihoko-san” ―― and Mihoko-sensei, with whom I had the pleasure of 
corresponding, was cheerful, yet fundamentally calm.
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This article is the English version of ”Okamura Mihoko sensei no 
koto [On Okamura Mihoko sensei]” published in Zen Bunka [Zen Culture], 
no. 272, (April 25, 2024)

I would like to express my deepest gratitude to my best friend 
Steve Antinoff for his very painstaking supervision of the English 
translation.

1. Zen Bunka, no. 155, (January 1995): 40. 
2. Zazen ni Ikiru: Kato Kozan Roshi Zuimonki, Hakujusha, 1973, p.45. 
3. D. T. Suzuki: The Man and his Thought, Iwanami Shoten, 1971, pp. 369-370
4. Ibid., p.371



﻿

執
筆
者
一
覧
（
掲
載
順
）

衣
川　

賢
次　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禅
文
化
研
究
所
講
師

項　
　
　

楚
（
衣
川
賢
次
日
譯
）　 　
　
　
　
　
　

 

四
川
大
学
中
国
俗
文
化
研
究
所
元
所
長
（
二
〇
二
五
年
逝
去
）

常
盤　

義
伸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
園
大
学
名
誉
教
授

松
岡
由
香
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禅
文
化
研
究
所
研
究
員

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班　
　
　
　
　

禅
文
化
研
究
所

宋　
　
　

力　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
客
員
研
究
員

前
田　

直
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禅
文
化
研
究
所
研
究
員

Jason Protass　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   Brow
n U

niversity A
ssociate Professor



『禅文化研究所紀要』は、32 号より原則的に
電子書籍での刊行となりました。
下記の禅文化研究所ウェブサイトにて無料
公開させていただいております。
http://www.zenbunka.or.jp

禅
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
九
号

　
　

二
〇
二
六
年
三
月
三
十
一
日
発
行

　
　
　
　

編
集
兼

発
行
者　
公
益
財
団
法
人 

禅
文
化
研
究
所

	

　
　
　
　
　

〒
六
〇
四
―

八
四
五
六　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
壺
ノ
内
町
八
―
一  

	
	

花
園
大
学
内

	

電　

話　

〇
七
五
―
八
一
一
―
五
一
八
九

	

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
―
八
一
一
―
一
四
三
二


